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(一) 本 鄉 座 (二) 帝國 劇場 (三) 有樂座 

(四) 新 富 座 (五) 市 村 座 


- 「南蠻 寺 門前」 と 「俳諧 亭句樂 の 死」 と  一き 

餛髏 尼に 就いての 對話  一五八 

「陰影」 を 見て  一六 ル 

「傀儡 船」 を 見て  I ま 

「髑媒 舞」 を 見て  KS 

甶舍 書生の 芝居 兒物  一八 九 

( 一 ) 喜劇 「ゼ • アド ミラ ブル. クラ イト ン 」 を觀る 

(二) 東京 座洋剷 見物 

美術 座の 「どん底」  ニニ 


美術 座の 「ハ ム レット」  

バ ンド マ ン の 追憶と 印象  

マァ テル リンクの 「內 部」  

「モ ンナ *ヮ ンナ」 の 不可^議  

ワイル ドの 「サ 口  メ 1  

スト リンドべ ルクの 「父」  

「生ける屍」 に 就いての 論議  

a 心から 型へ b 「生ける屍」 の 印象 C 「生ける屍」 を 日本で 見て 

島 村 抱 月 氏に 訊す  

「青い鳥」 を 見て  

マックス • ライン ハ ルトの 印象  

レ ッ シ ング 座で 兌た 芝居  

獨 逸の 諸 市 及び 維納で 見た 芝居  ， 

「敬^ 八 ：： 邦^」  

本 鄉座見 物  

小山 内 蒸 全集 七卷目  ^  一一 一 


M  ('4  =：  ZS.  3：  ZE.  3C 
二      一      メし ノ、； 35：  ^ 

― "tr ゴし ~L-     H_r     o 一 


L    ^  Ei«  qi. 

― a:    ニニ    >v 八 Hs- 


小山 內薰 全集 七卷 目次  四 

歌舞伎 座 見物  Els 

「雷 さ  -  "  an 

「すみ だ 川」  四 三 一 

三 月 の 劇 評  四： 一一 六 

「うるさき 人々」 その他 「眠 駱^ 物語」 明治座の 再生 「實盛 物語」 を 見て 

四 R: の 劇 評  四. C- 
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五月の 劇 評  四五凡 
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十一 「路上の il 魂」 の 一場面。 II 向って 左、 山林の 

持主に 扮 せる 先生。 右 は 息子に 扮 せる 東鄕^ 也 (鈴 

木傳 明.) 

十二 松 竹 キネ マ 研究所 々長。 —— ^時ん 先生 リ 


明治 卅八 年— 卅九 年の 劇評 

(一) 『古问 時 = (明治 W 八 年 九月 歌舞伎 座) 

私 は 名 脚本 だと 思 ふ。 つまり 二 幕で 北條高 時と いふ 傲慢な 人物 を 現し， その 傲慢な 人物の 處へ、 人 

間 以上の 者が 出て 來て、 是を 酷い 目に 合 はせ る處が 面白い と 思 ふ。 前の 犬の 件がない 方が 好い かと も 

思 ひました けれども 矢張りあった 方が 好い 樣 です。 但し 彼處へ 出る 浪人 は 安達 三郞 とい ふ 特別の 名前 

を 設けな くと も、 往來の 武士で 好から う。 西洋式で 行く と A  sosier とかい ふ 位な ものです、 それで 

ないから 名乘 になって からが 長くなる と 思 ふ。 次の 幕に なって 面白 いと 思 ふの は、 高 時の 我 俊が よく 

現れて 居る 璲 です。 田樂 舞、 妖靈 星の は 太平 記に あるが、 大 佛と狨 入道の 諫言 は、 あれ は 新に 付け 

たもの だら う。 高 時が 最初 大佛の 諫言 を 聞いて 承知した と 言 ひ、 更に 「今日の 所 は 許せ/、」 と 言 ふ 

の も 面白く、 城 入道に 祖先の 命 =: だからと 言 はれ、 直ぐ 參 つて 了 ふな ども 高 時ら しくて 好い。 唯燭お 

の饺が 吹き 來る 風に 消える と^が 火 を 取りに 行く、 やがて 衣笠が 一 人で 出て 來る此 間が 手間取り 過ぎ 

る樣 だ。 尤も 天狗に たぶらかされる 11 が、 舞裹 では あんなに 長いが、 實際 では 僅の 問に あれ だけの 事 

小山 內 憨全柒 七卷 明治 卅八^ 卅九 年の 剡評  一 
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があった ものと して^い たの なれば 非常に 面白い と 思 ふ。 それから 衣笠が 高 時の n 丫 を^り て^る。 

あれ も 好い と 思った が、 詰らぬ の は 高 時が 田樂 の講釋 をす るので す。 幕 切に 高 時が 天 を 脫む虚 は 太平 

記に 所謂 「眼に 遮ら 者 もな し」 で、 睨んでも 始まらな いの だが、 それ を 脫む虚 が 高^らし くて 面白い。 

大きな ドラ マと して は、 高 時の 結末 も附 けなければ なるまい し、 安達 母子と 高 時 その 人との 關係 も 

今 接な 物にしなければ なるまい が、 一幕物と して は、 却って 高 時が その 非 を 悔 ゆると か 3： とか 

いふ 結末の つけて ない 方が、 却って 餘 韻が あり はしまい か。 例 は 違 ふが ツル ゲネ H フの小 說の或 物が 

面白 いのは、 その 第一章の 前に も 事柄が あり、 その 大團圓 の 後に も 事柄が あると いふ 處 にある の ださ 

うです。 一寸見る と、 一つの 長い 話の ー說を チョン 切って 出した 物の 様に 思 はれて、 不滿 足の 感を與 

へ るか も 知れない けれども、 人生と いふ 神秘な 物 を假令 長篇を 以てな りと も說 明し 去つ て 了 ふより は、 

短篇 を 以てで も その キイ ポイント (急所〕 を寫し 出した 方が 却って 面白く はない かと m 心 ふ。 一 幕 物の^ 

白み はかう いふ 處 にある ので はない かと 思 ふ。 格な 古典の 規則から 言へば、 さう いふ 物 は ^在の 似 

値な き 物で あるか も 知れません けれども" マァ テル リンクの 祌秘 的な ー暮物 や、 スト リントべ ルヒの 

寫實 的な 一幕物 は、 今日の 人に 取って は 非常に 感じの 深い 物であります から、 充分^ 在の は ある. 

と 思 ひます。 この 高 時 なぞ も 多少の 缺點は あらう が、 夫 等 を 修正して 永久に^して s きたい もの だと 

思 ひます。 


僕 はこの 「高 時」 を 以て 材料が 好いだ けあって、 其 作と しての 價値は 夫 程で もない とする の は 少し 

どうかと 思 ふ。 太平 記に 出て 居る 處は極 少しであって、 あれで 一種 凄 愴の感 を 得る の は 確で あるが、 

太平 記 を讃ん だ 時の 感じと この 「高 時」 を 見た 時の 感じと は、 大變違 ふだら うと 思 ふ。 太平 記に あつ 

て は 只 高 時が 田樂が 好きであって、 夫が 爲に 天狗に 弄 ばれる と 云 ふだけ の 事 を 書いて ある だけ だが、 

この 脚 .4 にあって は その 天狗が 出る 迄の 準備、 運びと いふ 物が 中々 面白く 出来て 居る。 先づ 輿に 載せ 

た 雪 龍と 稱 する 犬 を 往來に 置いて、 高 時の 家来が 高 時の 噂 をして 居り、 ト > 犬のお 伴 なぞ は餘り 有難 

くないと 苢ふ。 ここで 先 づ舆に 載りた る 犬と いふ 有形な 物に 依り、 又 諸 士の對 話と いふ ものに 依って 

略 高 時の 人物 如何 を 思 はせ る。 そこへ 安達の 母が 出て 來 ると 同時に 上手から 多くの 犬が 出て 來て雲 龍 

と 喧嘩 をす る。 その 騷で 安達の 母 は 雲 龍に 嗨 みつかれる。 ここで 多くの 犬 も 出さす 從 つて 雲 龍との 喧 

曄も なく、 只 雲 龍が 輿から 飛 出して 安達の 母に 嚙 みつく 樣 にしたら 餘程 詰らぬ ものに なると 思 ふ。 一 

寸 した 事 だが 他の 犬 を 出して それと 雲 龍との 喧嘩の 爲に、 老母が 嚙 みつかれる 樣 にした の は 非常に 面 

白い と 思 ふ。 又 普通の 町の 犬が 出て 來 ると、 舆の 上に 立派な 首輪 をして 居る 雲 龍が 突然 飛 出して 夫 等 

と 一 緖に 喧嘩す る處 も、 雲 龍の 等しく 只の 犬た る を 表 はして 面白い。 そこへ 安達 三郞が 通りかかって 

突然 雲 龍に 斬 付る。 ここで 安達が 雲 龍の 首輪 なぞ を 見て 考 へたり 何 かしない 處が 非^に 好い。 安達と 

いふ 人物 は 雲 龍 なぞ は 元.^ 何とも 思って 居らない ので、 母の 爲に已 む を 得す 高 時の 權威 を穢 すと いふ 
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樣な考 へがあって したので はない。 犬が 母に 嗨 みついた、 だから 斬った、 常 然の事 だ、 とい ふ 心 持の 

人で あると S ふ。 に 縛ら. d るな ど は 安達に 取って は實に 意外な 事で あるので、 かう いふ 人物が 高 時 

の 運命 を咒 ふの は 非常に 自然で あると 思 ふ。 母と 子が 立 廻の 問 を あちこちと 逃げ惑 ふの も、 武士が 

と 子に 刀を擬 して 安達 一一 ー郞を 縛に就 かしむ る 運び も 捨てた もので はない。 安违 が浪士 であって 些 の 惡 

意な く H 介へ 仕官 を 求めに 来て、 却って 高 時の 爲に捕 はれの 身と なる の も 感じが 深い。 これ だけの 感 

じ を 看客に 與 へて いて、 さて 柱に靠 れて盃 を 手に した 高 時の 姿 を 見せる の も 面^い。 犬の 場と 捫^ 

の 場の 幕間 は 短い 程好い。 振ー洛 しの 道具 幕に したら 猶 好く は あるまい か。 さて 長 崎 次郞が 出て 來て前 

場に 起った 出来事 を 言上す る。 前の 場と 此 場と を 聯絡す る 人物 は 此長崎 一 人で あるが、 人物が 一 人で 

ある からと言って、 必 すし もこの 場の 聯絡が^ 弱で あると いふ 事 は出來 ないかと 思 ふ。 犬 を 斬られた 

と 聞いて 高 時が 直ぐ 浪士を 斬って 了へ と 言 ふ。 此時 浪士の 名前な どに 一 向氣を 留めぬ 處 など は ぃリ 

そこへ 大佛が 出て 來て 諫言す る。 幾ら 现を說 いても 聞かない。 大佛は 殆ど 諦めて 了って 正にお 時の 命 

令が 行 はれよう とする 時に、 城 入道が 出て 來て 先祖の 命日で あるから と 一 百 ふ。 强^ 我^の 高 時 も 先 組 

の 命日に は 勝たれす、 直に 諫言 を容れ る處も 誠に 心 持が 好い。 高 時に 對 して 同怙の 念が 起る から 好い 

の だ。 長 崎 失望して 退場す る。 高 時 大佛と 入道に 酒を勸 める。 ここで 今 諫言され た 事な ど は  一. ^忘れ 

て 了った 樣な 一 秫 聘ー投 な 處の見 える の は 面白い。 人が^^ すると 一 一度と 勸 めす。 そんなら：^^ にし 


ろと 言って 了 ふの も 誠に 心 持が 好い。 二人が 返 場 をす る。 衣笠の 舞と なる。 嬤て 風で 燈が 消える と、 

燈 火 、をと いふので 衣笠 並に 侍女 一 同、 一 入 も 殘らす 退場す る。 そこ へ 天狗が 出て 來て高 時を飜 弄する。 

髙寺は 天狗と 知らす に飜 弄されて 居る。 氣を 失して 倒れる と、 一同 雪洞 を 持って 出て 來て高 時 を 介抱 

する。 髙時は 息を吹き返し 自分 を飜 弄した の は 天狗 だと 知って、 例の 大に 怒って 長刀 を 脇 挾み、 ッカ 

ッ 力と 緣へ 出て 空 を 睨む。 これで 幕 切になる が、 俄に 炝が 消えた と 言って 女 共が 戰慄 して 一 人 も淺ら 

す 退場して 了 ひ、 高 時 を 一 人に して そこ へ 天狗 を 出す の も 好い。 强 情な 高 時が 天狗 を E 樂 法師 だと 思 

つ て 、 素 S に 舞 を敎は る處 も！！；？ 客 をし て 高 時と い ふ 人物 を 只 憎ま せない 用意で あ ると 解釋 すれば 誠 に 

面白い。 衣笠が 一寸 出て 來て 天狗 を 見て 驚いて 引 込んで 大勢 を 連れて 又 出て 來 るの も. K しい。 これ を 

要するに 高 時と いふ 自己中心 主義の 人物 を先づ 「人間」 なる 浪士の 呪詛を 以て 傷け、 次に 「亡き人」 

なる 先祖の 命日 を 以て 抑へ、 最後に 「超人」 なる^ 狗を 以て これ を飜 弄した 所 は 確に 作と して 賞す る 

©值 の ある 處だ らうと 思 ふ。 かう 考 へて 見れば 所謂 「纏り」 とい ふ ものが 强ち絡 無で あると は 言 はれ 

ぬ だら う。 

史劇の 最も 重要な 目的 は 時代精神の 發 揮に ある， 「高 時」 に は それが ないから 史劇と して は餘 り賞讃 

する 價 値がない とい ふ 說の人 も ある 樣 だが、 これ は 少し 考へ物 だと 思 ふ。 第一 僕 は 劇と いふ 物の 中に 

特別 に 史 刺と い ふ 門 を 設け て 、 或 種の 資格が なければ 此 門に 這 入 る 事が 出 米ぬ とする のが 不賛成 で あ 
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る。 劇の 部門 は 卽ち釗 あるの み、 人お 的の 部門 分け は 徒に ボロォ 一一 ァスが 諧謔の 材料 を增 すの みだ。 

第二に、 一歩 を讓 つて、 史劇と いふ 特^の 部門 を 設ける として、 ^して 共 最大 目的 は 時代 精 祌を發 揮 

する に 在りと 言へ るか、 如何 か、 これが 又 非常な 問題 だ。 成程 時代精神 を 十分に 發揮 するとい ふ 事 は 

確に 史劇の 面白みの 一 つで あらう が、 その 總て では あるまい。 第三に、 それ も 其 主人公が 其 時代 精： t 

の 生む 處、 所謂 其 時代の 兒 でなる ならば、 十分 時代 精 祌を發 揮す るの も 面白から う。 否發^ しな けれ 

ばなる まい、 併し 高 時と 云 ふ樣な 人物 は 何れの 時代に も 在る ので あるから して、 今 口の^々 にも 疝切 

に 見ら るるので は あるまい か。 勿論 高 時 だからと言って 歷 史上の 人物で ある 以上 は 或 時代 精祌の 感化 

を 受けない 事 は 無い、 併し 時代 精祌が 生んだ 所謂 時代の 兒 であって、 彼の 時代で 無ければ 無い とい ふ 

人物で は あるまい。 高 時の 母 は 「時代」 に 非す して 寧ろ 「境遇」 である、 而 して 其 「高 時の 境遇」 な 

る、 何れの 時代、 何れの！： にも 在り 得る、 否 青 際 在ろ 境遇 だら うと 思 ふ。 故に 劇 「高 時」 に 向って 時 

代精祌 呼ば はり をす るの は 場合が 違 ひ はしまい か。 之 を 要するに、 史劇と いふ 特別な 部門 を^け ると 

する、 時代精神 を發 揮す るの が 唯一 の 目的で は あるまい、 更に 一 歩 譲って 中、 劇に して 時代 精 祌を發 揮 

しなければ ならぬ 場合 を考 へて 見る、 「高 時」 は その 場合で ない。 故に 時代精神の 發 揮に 於いて 缺 くる 

處が あると 言って 默阿彌 の 「高 時」 を 斥ける * は出來 まいと 思 ふ。 

針金 三味線 は 初から 終まで 同じな のが ぉ白 くないと 思 ふ。 天狗が 遠くから 近くなる 處、 また 近く か 


ら段々 遠くへ 去って 行く 處を 音の 高 恁 或は 緩な で 聞かせる 工夫が ありさう に 思 ふ。 

0 一) 『大 森 彥 七』 S 前) 

樓痴 ^士は 「合戰 櫻」 を 元にして 書いた 物の 樣に思 はれる が、 ^は 一 應 更に 「合戰 櫻」 の 元なる 太 

平 記に 遡って この 傅 說の愤 値を考 へて 見たい。 太平 記に 依って 兌る と、 大柰彥 しとい ふ 人物 は、 田舍 

の强ぃ 武士で、 世に 怖い 物な しとい ふ豪膽 不敵な 人 問ら しい。 さう いふ 人物が 亡 靈の爲 に 苦しめられ 

て、 終に 氣が觸 れろ樣 になる 所 は 面白い。 又 この 大 森と いふ 武士 は！ | 川 某の 下に 附 いて、 正 成 を 亡す 

に 非常の 獻功 のあった 人で、 かかる 勳 功の ある 武士 が 平和 克復し で 論功行賞の 結 架 非常 に 財政 が 豐 に 

なって、 一族 を 集めて 盛んに m 樂其他 5 遊实を 催して 居る 最中へ、 怨を 呑んで 戰 死した 正 成の 幽鬼が 

現れて その 豪奢な 興 を 醒す點 など も、 この 傳說に 面白みの ある 處 ではな. s かと S ふ。 前に も 言った 如 

く樱痴 W 士 はこれ を 元と して 作った 淨 璃を、 更に 作り直した 物で あらう が、 多少 は 太平 記の 源に も 

遡って 考 へて 見た に相逮 ない。 それにしても 田 樂は餘 り 利いて 居らす、 淨 璃に從 つて 超：！ 然 ハ 幽饞 

を 唯の 人 問に して 了った の も 却って 不自然の 感を 起させた。 從 って彥 七の 俘 狂と いふ 樣な、 一 種子 佻 

らしい 就 似 を させなければ ならない 事に なった。 , .- れな ども 所作と して 踊らせる とい ふ考 へからした 

事に 違 ひ はない が、 矢 張 元の 傳說 通り 本 銃の 狂人に した 方が 却って 眞 面目な 物に なり はしない か。 正 
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成の 幽靈は 太平 記に 據 ると 前後 七囘 出る。 七囘 目が 出た 跡で 彥 七が • 「我に 來る事 旣に七 度な り、 これ 

までに ぞ あらめ」 と 言って 平 氣な顏 をして 居る と、 空に 聲 があって、 「よも 七 人に は 限り 候 はじ」 とい 

ふ處 など は 凄くて 好い。 第二 囘 目の 幽靈は 多勢 寄って 田樂の 催し 最中に 出て 來 るが、 これな ども 芝居 

にしたら 面白い 處 ではない かと 思 ふ。 彥 七が 狂人に なり 座敷牢に 這 入って 居る 處へ亡 鏺の來 る 處も面 

白い。 要するに 高 時の 田樂舞 程、 好い 種で は あるまい が、 脚本の 材料と して は 決して 高 時に 劣る 物で 

はない と 思 ふ。 櫻痴 居士の 書いた 「大 森彥 七」 と 默阿彌 の 書いた 「高 時」 と を 比べて W たら、 材料が 

好い からと 言つ て 誰に でも 好 脚本が 書け ると いふ 議論 は 立たぬ かと 思 ふ。 

(三) 『ひらがな 盛衰 記』 (明治 一 一一 十八 年 十 一 "欲 舞 伎 S 

今度の 「ひらがな 盛衰 記」 は、 勘當 場と 逆 櫓と 二つ 出て ゐ ますが、 これ は 盛衰 記の 二つの 筋と も 言 

ふべき 梶原 一家の 出来事と、 山吹 御前 並に 駒 若君の 成 行との 內、 前者の 發 端と 後者の 後段と を 並べた 

ものであって、 千鳥と お 筆が 姉妹で あると いふ 陰の 關 係の 外、 此ニ 幕の 間に 何等の 聯絡 を 認める 事 は 

出来ません。 依って 私 は 此ニ幕 を 各 i 別な 一恭 物と して 見た 上の 感想 を 述べたい と 思 ひます。 先づ勘 

當場は 千鳥に 對 する 梶原 兄弟の 關 係から 一一 目っても、 源 太が 義理で 態と 高 綱に 敗け、 共お に 苦しむ とい 

ふ、 武士の 意地から 言っても、 母の 延壽が 表面上 兄 を 憎む と 見せて、 實は 却って これ を K ふ 情から 言 


つても， 從來 在り 來 りの 武士 ^的 脚本 形式であって、 極めて 平凡な 物 だと 思 ひます。 伹し延 毒が 手紙 

を^て おる 前で 兄弟の 問答が あり、 母が 一 1 人の 問答に 關係 なく、 手 弒に據 つて 栗の 成 行 を 知って 悲し 

む^! は、 一寸 異 つて 居る と 思 ひます。 

逆 櫓の 場に 就て 言 ひます と、 第 一 樋 口が どうして 權 四^の 家へ 入婿に なって ゐる かその 筋道が 明瞭 

でありません。 これ は 盛衰 記 全部から 見ても 言へ る 事で 只義 仲が 義經に 討 たれる 時 その 四 天 王の 一 人 

と 言 はれて ゐる樋 口が、 多 田藏人 征伐のお め 留守で あると いふ 事 だけ 書いて あり、 樋 口の 方 は 樋 口の 

方で、 主君の 滅亡 を 知って 時機 を 待た うと 船頭 權四郎 とい ふ 者の 入婿に なるとい ふ 事. たけしか^ い て 

ありま せんので、 敢て 不自然と いふ 程の 非難 も 加 へられぬ か 知らぬ が、 何やら 不滿 足に 思 はれます。 

^二に 此 幕で 見る とお 由と お 筆 は 双方 全く 面識がない 様で あるが、 院本に 據 ると 此ー つ 前の 場 卽ち火 

津の淸 水屋で、 確に 二人 は 逢った 事が ある 喾 である。 それ はお 由が 大津繪 を 持って 隣の 部屋へ 行き、 

それ を 駒 若君に やる 處 です。 然もお 由が 襖 を 明けて 「これ 申しお 隣の」 云々 と 言 ふとお 筆が その 大津 

！ t を 取って 押し戴き， 「これ は/、 忝け ない」 云々 とい ふ會 話まで して ゐ るので すから、 全く 知らぬ 蒈 

がありません。 是等は 作者の 不注意から 起った 事で ありませ うが、 氣 になります から 一 寸 申して 遛き 

ます。 併し ここの 場 だけ 言へば、 お 由 も 權四郞 も 全くお 筆の 顏を 知らない 事に して 置いた 方が 面白い 

と 思 ひます。 执是 等の 缺點を 除いて 私は此 一幕 を 非常に 面白い と 思 ひます。 權 W 郎と いふ 普通の 船頭 
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を 主人公と し、 樋 口の 松 右衛門、 お 由、 お 筆 を 脇に した 一幕物と して は 愈 面白い。 何故かと 一 百へば 此 

一幕の 問に 權四郞 とい ふ 人物 は、 殆 んど總 ての 秫 類の 表 愦を盡 して ゐる樣 に 思 ふからで あります。 先 

づ ざっと 榴 I； 郞の 表情の 移り 變り を屮 して 兌ます と、 笫ー は 平 靜の內 に 行方の 知れ なくなった 孫 を 思 

ひ 出して 稍 悲しみの 表情が あり、 第二に 松右衞 門の 出世 を 聞いて 稍 喜び、 第三に お 筆の 姿 を 見て  一 

に槌 松が 歸 つて 来たと 思 ひ， 「夢 か 現 かい.， 「何故 入らぬ」 の あたり は、 大歡甚 の 表情に 移り， 第 四に 槌 

松の 死 を 聞いて 自失の ^態 となり、 笫五 に 漸く 淚を覺 えて 悲しみの^^ となり. 第 六に 大 悲嘆 となり， 

第 七に お 由 を 叱る 尾に ついて お 筆が 諦めろ と 首 ふと， 「女子 默れ」 と い ふ逯 から 漸々 怒りの 表情と なり、 

第 八に は 「首にして 渡さう」 とい ふ大 忿怒の 表情に 移り、 第 九に 樋 口の 名乘を 聞いて 意外の 表情、 第 

十に 「我 子の 主人 は 己が 爲 にも 御主人」 とい ふので、 斷 念の 表^に なり、 暫く 平靜の 表情が あって、 

第 十 一 に笈^ の 件から 「槌松 聖戴頓 生 菩提」 までで もう 怨も なく 怒 もない 純粹な 悲しみのお^ に 終 

る。 ^間に は 悲しみの 種類 も いろいろ あり、 怒りの 程度 も いろいろ あり、 喜びの 對象も いろいろ あつ 

て 玩味 すれば 玩味す る 程 深い ゆが あると 思 ひます。 此^ 情の 轉移 は、 片 市の 藝に據 つて 知る 事が 出來 

たので、 片市 はこの ほ 3? 璃に 於け る 横 g: 郞の 情の 轉移 を解釋 して 遣^.. ない ものと 思 ひます。 聊かお^ 

に 渉る 樣 であるが、 片 市が是 等 多くの 表情の 移り 變りを 突然に やらす、 濒々 にやった， 3T それから こ 

わ 多くの 表情 を 通じて 亡き 孫 を 悲しむ 祖父の 淚を  一 ^した 嗞は寫 實藝 として 絶妙の 感 があります。 お 


情の 移り變 りべ 唐突で ない 事 は、 槌 松の 死 を 聞いて 呆然 自失の 顔色から、 漸く 少し 口 を 開き、 漸く 目 

を 瞬いて 悲 みの 表情に 移ろ 虚、 その 悲 みの 表情の 內 にお 筆の 物誥を 聞いて， 漸く 怒りの 表情に 移る 處 

逡が 好適 例です。 槌 松に 對 する 悲しみが  一^して ゐ ると いふ 事 は、 人形の 方から 首へば 餘り 褒めた 事 

でな く、 怒り はおり、 悲しみ は 悲しみ、 喜び は 喜びと ちゃんと il: 切が 立った 方が 好い のか も 知れ ませ 

んが、 幾ら 淨 1? 璃 でも  一 n: 人間が 演 する 以上 は、 人 問ら しい 自然な 從 つて B 寶 的な 表情 をし なければ 

なるまい。 また 欉 W 郎と いふ 人の 性格から 言っても、 所謂 「取 外す」 側の 人であって、 俄に 喜び、 俄 

に 怒り 俄に 悲む 底の 人で あるか も 知れぬ が、 私は權 W 郞を 常識の ある 感情の 度合 も 普通な 人間と して 

見たい。 さう 兌た 方が 吾々 明治の 靑 年に は 痛切の 感が ある。 この 點 から 見て 私は片 市の 權四郞 から 學 

ぶ處が 多かった。 松の 場 は 脚本の 上から 見て 別にい ふ處 もない。 但し 大 甘な 立 廻り は 感興 を^ぐ 事甚 

しい。 此 場に 於け る權 ffl^ の 表情 は 又 前の 場に， ない 表情が ある。 それ は 眞に駒 若君 を 愛する 情と、 こ 

れを 己の 孫に して 助ける 積り で 樋 口が 何 か 一一 一一 n つても 取合 はす、 何もかも 承知 をして 居る、 安心 だ、 と 

い ふ 表情が ある。 最後の 舟 唄 は 今迄の 總 ての 情 を 絞って 結んだ 感が ある。 

(四) 『富 士 太鼓』 (同前) 

「富士 太鼓」 とい ふ 能は謠 曲で 讀んだ だけ だが、 住 吉の樂 人の 富士 とい ふの が 花園 天皇の 御 召で 京都 
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へ往 き、 同じ 樂 人の 淺 間と. S ふ 者に 妬まれて 殺される。 それとも 知らす に 富士の 妻が 子 を 連れて 夫の 

安否 を 尋ねに 行き、 事の 樣子を 知って 物 狂 ほしくな り、 太鼓が 敵 だと 一 W つて 撥で 太鼓 を 打った とい ふ 

だけの 筋で 淡り した 詩的な 佧 作です。 人物 は 富士の 妻と その子と、 物語 をす る宫 人と 別に 從^ が 一 人， 

これ だけで 淺問を 陰に したの も餘 情が あって 好い。 殊に 富士の 妻が 宫 人に 夫が どうしたと 聞く と、 直 

ぐ 直截に 「のう 富 士は討 たれて 候 ふよ」 と 言 ひ、 富士の 妻が 「何と 富 士は討 たれた ると 候 ふや」 とい 

ふと、 宫人又 直截に 「中々 の 事 富 士は淺 問に 討 たれて 候 ふ」 とい ふ邊 など、 少しも 廻り 諄い 返が なく 

て 好い。 それから 富士の 妻が 「あら 恨し や 如何に 姬、 あれに 夫の 敵の 候ふぞ や、 いざ 討た う、 あれ は 

太鼓に て 候へ、 あか で^れし 我 夫の 失せに し 事 も 太鼓 ゆ ゑ、 只 恨めしき は 太鼓な り、 夫の 敵 をい ざ 討 

たうと いって 狂 ひに なって 太鼓 を 打つ、 思 ふ ざま 太鼓 を 打って しま ふと. 「我に は喑 るる 胸の 焖、 お士 

が 恨み を晴 せば、 淚 こそうへ なかり けり」 とい ふので 胸の 晴れる 逯も心 持が 好い。 さて 今度の 「は士 

太鼓」 は 此謠曲 を 元にして 作った 脚本で あるが、 全く 能 を 離れた 處が 作者の 得意と する 處 である さう 

だ。 併し 全く 能. v 離れた 物で あるか どうかが 先づ疑 はしい。 富士の 妻が 狂 ひの 逡は 能から 出た 所作事 

では あるまい か。 それ はさう として 能から 離れた とい ふの が 自^な 脚本で あるから、 純粹 な^ 本と し 

て その 惯値 を考へ て 見たい。 今度の 脚本の 筋 は、 先づ知 足院の 庭で 舞樂の 催が ある、 一 順 舞樂が 終る 

と、 知 足 院は舞 人 二 名に 被 物 をす る。 次に 樂 人の 淺問を 呼出して これに 綠を賜 ふ、 淺問が 面 H を 施し 


て 退出しょう とすると、 洞 院長 實 卿と いふ 人が 微醺 を帶 びて 出て 來て淺 問 を 留め ■、 今 曰 御身の 打った. 

太^の 手 は 亡せ にし 富士 が秘傳 である、 それ を どうして 知った かとい ふので、 遠 廻し に fwii がお 士を 

討って 秘傳の 一卷 を^った に 違 ひない とい ふ 事 を 仄めかす。 諸 卿 は 長實を 御遊の 興 を 殺ぐ ものな りと 

いって^け る。 淺 問は亊 なう 退出す る。 諸 卿 も 一先 づ庭を 退く。 そこへ 富士の 妻が その子の 忘 草 を 迚 

れて 夫の 安否 を 尋ねに 來て、 常 々失が 刖懇 にした 長 實 卿に 會 ひたいと いふ。 長實 卿^ 出て 來 て富士 は- 

人手に 掛 つて 艰 てた と 物^る と、 忽ち 富士の 妻の 氣が狂 ふ。 そこへ 知 足院が 出て 來て 「信 濃なる 淺問」 

云々 とい ふ 歌 を 色紙に 書 いたの を富士 の 妻に 渡す。 富 士の妻 は 此歌 を讀む と 俄に 狂氣が 癒って 富士 を- 

討った の は淺問 だな とい ふ 思 入が あり、 敵 を 討た うとい ふので 知 足 院を辭 す。 舞 裏 半分 廻って 紅^ 林 

を 縫うて 泣く 泣く 歸る 富士の 妻子 を 見送る とい ふのに 終って 居る。 これ だけの 筋 を 讀んだ 丈で も >  如 

何に 此 脚本の 作お が、 此村料 を 平凡に 不自然に 締 りなく 書いた かが 分る。 此劇を 見た 人 はー曆 その 感. 

が 深いで あらう と 思 ふ。 第一 この 慕へ 淺問を 出す 理由が 薄弱 だ。 理由が 薄弱 だから 從 つて 人物 も 躍動 

して ゐ ない。 第二に 富士を 殺して 秘傳の 一 卷を 盗んだ としたの も惡 い。 淺間は 富士に 勝る とも 劣る 程 

の樂 人で はない。 それ は讅 曲に も 「信 濃なる 淺 間の 嶽も燃 ゆると いへば、 富 士の烟 も 甲斐 やならん」 

と あるので も 分かる。 伯仲の 間にある ニ樂 人が 爭 つて こそ 面白い ので、 富士の 秘傳を 盗んで 名を爲 す 

^な 淺^に したの は 面白くない。 此點は 唯 妬んで 討った とい ふ 能の 筋の 方が 感じが 好い。 第三に 富士 
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の 妻の 氣 が^ふの は 許すべし として 歌 を 読んで 氣 狂の 瘉厶の は 可笑しい。 これ も 太鼓 を 散々 打って 胸 

を^ら す 能の 筋の 方が まだ 自然 だ。 第 四に 火勢！ S 卿 を 出 したの は、 芝居の 背景と して 赈 かで 好い かも 

知れぬ が、 その 背景が 富士の 妻に 對 して 何等の 效朵を 呼 起さな いのも 缺點 だ。 富士の 妻子が 去る の を 

長實と 知 足院が 見送る 舞臺面 だけ は 賛成 だ。 耍す るに 能から 出で て^に 能 以外の 新 天 地な く、 能の 形 

式 を 離れた 脚本で ありながら、 劇的 發展の 不十分なる 點 より 見て、 この 脚本 は 全然 失肷の 作で あらう 

と 思 ふ。 

(五) 『梶 原譽石 切』 S  8 

1 體梶 原が 二つ 胴の 試靳の 時、 六郞 太夫 を 助けて 罪人 だけ 斬る 腹が 分からぬ。 刀が 欲しい 人なら 

大 庭が 梶^の y 利き だけで 滿 足しなかった 時に、 自分が 買って 了へば 好いで はない か。 m: 利き を 疑 は 

れ たの を殘 念に 思 ふなら. I つ 胴 だけ 斬る 樣な 愚な 事 は 止めて いきなり 石 を 切つ. たら 好いで はない かり 

一人 斬る 位なら 斬らな いのも 同じで はない か。 要するに 斬られた^ 人 こそ 好い 迷惑 だ。 昔の 作者が 徒 

に波澜 を^け ようとして 却て 不自然に 陷 つた 好 尬 例で ある。 罪人 を 斬った 迄 は 好い として、 火 庭な ど 

が^ 場して から， 梶^が 刀 をお はっとい ふと、 六郞 太夫 は それで は氣 が^まぬ とい ふの は、 柅 ^の：：： 

利き を 疑ふ標 にもな り、 名刀に 對す る，； m 信 もない^ だ。 從っ てこれ で柅^ が 石 を 切る の も 詰らない。. 


® ひて 此  一 ^の 荬虚 を舉 ぐれば、 六郞 太夫が 婿 文^の^に 三百 兩の金 を 得ん として 二つ 胴の 一 つに な. 

らうと：： n ひ 出す^ だ。 娘が ついて 來る 必要 はない 様に 思った が、 婿の 爲に金 を 調へ るので あるから 心 

配して ついて 來 たと m 心へば 好い。 無論 作者 は 舞 裏の 配合 上 出した ものに 相違ない。 罪人の 愚痴に 院本 

にもたい 「ビ ー ルの 泡」 とか 「南無 I 彌 ラム 酒」 とか 明治 式の 當 込み を 言 はした の は 不都合 だ。 

御 ^心の 辨愤は 誰が する の だら う。 梶原 がする とすれば， 馬鹿に 高い 刀 を 買った わけになる。 六郞 

太夫が 拂ふ とすれば、 折角の 三百 兩も フィ になって 了 ふだら う。 こんな 事に 一向 頓着な く。 得意 氣に. 

微笑む で 歸る梶 ^び 勇んで 見送る 六郎 太夫. 「氣が 知れぬ. - とは斯 かる 人達 を 言 ふの だら う。 

ノ.  (六) 『三 幅對 上野 風景』 -ほ お 

直參 の御數 寄^ 坊£ たる 河內 山が、 己の 位 S を 利用して 出 雲 守 を 抑へ つけて 上 州 屋の娘 を 助ける の- 

は^  快.  た。  爲 了せ て歸 らうと する 玄關 先で 大 膳に 見 現される の も 妙。 見 現されても 繩を打 たれぬ の は. 

^に 妙、 花^へ 来てから 已むを 得す 默 つて ゐる大 膳 を 嘲弄 一番して 入る の は 更に 更に 妙。 |2 麥屋の 件 

は 技巧 上の 拔目 のない のに 感服す る。 初め^ 麥を 食って る 二人が 探侦 なの も 好い。 これが 歸 ると K 次 

郞が 出て 來て 門から^ 麥 屋の內 を^き、 誰も 居ないで 丁度 好い と 言って 入り、 始終 顔 を 兌せ ない 様に 

して^ 麥を 食って 居る。 そこへ 丈賀が 出て 来て 窬麥屋 が 起きて 居れば 好い がと 繰返し 繰返し 心配し な 
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がら 杖で 戶ロを 採って la て、 起きて 居る の を 喜んで 中へ 入る。 ^麥屋 は 常得意と して 大に之 を 歡^: す 

る。 丈賀は 幾ら 寮で 御馳走に なっても、 ここの 蓄麥を 食 はなければ 氣が濟 まぬ と 言って、 旨 さう に豁 

麥を食 ひ 乍ら、 三千 歲の暉 になり 直 侍の 事に 及ぶ。 直 次郞は そこそこに 拂ひ をして 外へ 出る。 舞^ 卞 

ば 廻って 窬麥屋 の 戶ロを 正面に、 裏口の 開つ 放しに なって る 隣家の 黑塀を 見せる。 直 次郞が 待って：^ 

ると 丈お が 出て 來る。 ここで 始めて 直 次 郞が聲 を 掛けて 三千 歳へ 文を賴 む。 丈 賀が引 込む と 直 次郞が 

直ぐ 花^へ 向 ふと、 下手から 丑 松が 出て 來て、 これと 擦 違 ひ名乘 つて^れ る。 丑 松が 一 人殘 ると、 

麥屋の 亭主が 行 炝を納 ひに 外へ 出て、 隣の 裏木戸の 開いて 居る のに 氣 付き、 女房に 「知らせて やれ」 と 

云 ふ。 丑 松が これ を 聞いて 直 次 郞を 訴人す る 決心 を 堅めて 引 込む とい ふ 運び だが、 晳ぃ 形式 を 利用し 

て 五分の 隙 もない 處は 感嘆の 外ない。 

(七) 『義經 千 本 櫻』 (明治 箭八 年？ 月 市 S) 

千 本 櫻と いふ ものが 若し 不朽な ものであるな らば、 ^屋 によって 不朽になる ので は あるまい か。 鮑 

屋の 外は餘 り赏讃 すべき 愤値 はない と 思 ふ。 殊に 千木 樱全體 を 通じて 読んで： ると、 渡お 屋が知 盛で 

あり、 彌 助が 維 盛で あり、 覺範 が敎經 であると いふ 様な 事が 澤 山あって 而. C1 くない。 今度の 芝居 は 狐 

忠信に 關 する 場 だけ 出した 樣 であるが、 それにして は 何の^に. K 物沛を 出した のか 訣が 分からたい。 


今度 の 火 物^ は 能 の ^辨^ を 芝 25 にして 兑せ ただけ の 事で、 渡海 屋 とい ふ ものがない から， 千.，. と 

いふお 水に 對 しても、 不精な 出し 方で あると 思 ふ。 さて 狐の 一件で あるが この 狐は爲 前と^ 行と 河 

1^ おと：：： ケ^に 出る だけの 様で あるが、 .Giris 前 は 只 出て 靜を救 ふとい ふだけ の 事で、 自分が 狐で ある 

とい ふ D^I はして 居らぬ。 お 一行に 於いても 格別 論すべき 白 もない。 要するに 千 本 櫻の 狐 は河逑 館に 於 

いて、 その 全體を 現して 同時に 姿を隱 して 了 ふ ものである。 依って、 河 連 館 一場 を 以て 狐 忠信なる もの 

の^を 定 むる 事が 出來 ると 思 ふ。 この 狐 は 自分の 兩 親の 皮で 出來た 初音の 鼓と いふ もの を 慕って、 阖 

へ： S つて：^ ない^: の 忠^と^ を^し、 長く 靜の供 をして 終に 河 連 館へ 來る。 そこで 見 現しに なって 初 

めて 自分の：^ 1 を 吿.； ：： する。 義綏が 動物の 孝に 感じて 鼓を讓 る。 狐 は その 返禮 として^ 綏の難 を 救 ふ 

とい ふだけ の^だ。 狐と いふ もの を 人 問に して、 芝居の 色 合と して 搦 ませる 事の 好悪 は 措いて、 その 

動物が 釗中 人物 或は 劇の 全 體に或 影響 を 及 ほして ろれば、 一 種 人間 以外の 力と いふ 物 を 感じて 非^に 

面白い と 思 ふが、 千 本瘦の 狐の 如き は、 義經靜 等に 何等の 影響 を 及 ほして 居ない 樣に思 ふ。 狐 は 狐で 

全く 離れた もので、 その 離れた ものが 時々 飛 出して 離れた 儘、 色 合 をつ けて 居る とい ふのに 止る ので 

あるから 面白くな いと 忍 ふ。 義經が 狐の， 物語 を 聞いて 感涙 を 催す が、 それ も 一時の 事で それから 後 ど 

うかう とい ふ^がな いので ある。 一 體 かう いふ 動物に 關 する 院本 を 書いた 作者の 考へは 兎に^、 昔の 

^者が これ を； おおに 上す に^って は、 これに 依って ケレ ンを兑 せようと いふ だけの 考 へ で やったら し 
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い。 それで あるから 古名 優の 型に 據 つて 舞 臺の 上に 演ぜら るる 芝お その物 を兑 た： = は-: g.a いが、 その 

場の 院本 的惯俽 とい ふ 物 は 大した もので はない。 

(人) 『大杯 觴 酒戰强 者』 お S 

この 芝居の 妙味 は、 姿 は 大名で 心 は 平民 的た 井^ 掃 部と、 心 は 立派な 武士であって、 姿 は足輕 であ 

る 馬場 三 郞兵衞 と を 突 合 はした 處 にある ので あらう と 思 ふ。 卽ち 井^ fw 部の 氣合 は- お 場- ： - 郞ぉ衞 の 姿. 

となって 現れ、 馬場 三郞兵 衞の心 持 は 井^ 掃 部の 形と なって 現れて おる。 つまり 形と 心 を ^方に 入替 

へた 様な 人物が 二人 出く はして、 意氣相 投合す る^が 面白い ので あらう。 だから 足^の 姿 をして 立派 

な 武士で あると いふ 専を失 はぬ だけの 抦の ある 役者と、 平民 的な 態度 を 取っても 少しも 火 名た るの 尊 

嚴を 破らない 樣な 柄の ある 役者と が 演じて こそ、 多大の 興味 を感 する のであって、 全然 柄の 芝^で あ 

ると 思 ふ。 僕 は 榴十郞 と左圑 次で 一度、 高麗 藏と瘐 之 助で 一度、 それから々 度の 菊 五郎と 吉お衞 門と 

かう 三度 見た が、 三つの 內で 面白い と 思った の は 第一 の 場の みであった。 第二^ 三の 場合に は 全然 C 

の 劇の 脚本と しての 惯値を 認める 事が 出来なかった。 

(九) 『加羅 先代 获』 (明 S 九 年  一 =£S5 


先代 萩で は 何と： 一 n つても 钗 焚の  一^が 傑出して 居る。 政 岡の 子に 對 する 親の 愛と、 君に 對 する 臣 Q- 

愛と が、 ^綿の 妙 を 極めて 居る。 初め、 ^喜 代と 千 松 を 御钣を 食べさせ すに 待た して S く處 は、 臣 Q- 

愛 は 無論 表れ て 居る。 千 松に も 毒の ある 物 は 食 ベ さ せた くな いとい ふ 親の 愛 も仄見 えて 居て 面白い。 

千 松に 毒味 をさせる 處は、 臣の 愛の おめに は 親の 愛 を犧牲 にしても 好い とい ふ 腹 を 見せる 處で、 臣の. 

愛が 親の 愛に 豚って 居る 場合 だ。 併し 千 松 は 毒味で 斃れな いから. まだ 然程 其臣の 愛が 明確に 表れぬ。 

千 松が 毒の 菓子 を 食べ、 菓チ筘 を 蹴返して 斃れる 所では、 政 岡の 臣の 愛の 最も 明瞭に 最も 高潮に 表れ 

ろ^で、 此 場合に は 親の 愛 は 全然 犧牲に 供され て 居る。 一 同が 退場す ると、 鸫喜 代が 難關を 逃れた 0 

で、 ほっと 一安心す る。 卽ち 君に 對 する 臣の 愛から 出た 心配が 一時 休む。 そこで 今迄 堪 へて 居た 親の. 

愛が、 一時に 迸り 出で て、 千 松の 爲に 血淚を 絞って 泣く。 ここ は 親の 愛が 最も 高潮に 表れる 處だ。 M 

でお を閉づ るの も 好い。 親 雀と 兒雀を 養 ふ 件、 雀の 歌の 一 條に、 舊 劇に 數の 少ない 詩的な シ インの 一 

つ だ。 床下 は^を 兌る やうで、 いつ 見ても 美しい。 全體の 筋と 全然 離れて 居らぬ の も 可い。 對決は 

治の 裁判 を 心得て 居る 者の 眼から a ると 隨分 馬鹿々 .<<  しい 物 だが、 何となく 勝 元の 豪く 兒ぇ るの は不. 

思議 だ。 刃！ a は 外 記の 落 入が 好い。 併し 死に かかって ゐる 人に 謠を歌 はせ るな どと は 隨分殘 酷 だ。 昔- 

の  名^  はさう した 者だった  のか 知ら。 
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(十) 『十二時 會稽曾 我』 (wi 九 年 一月 SS 

淨^ 璃曾我 會稽山 は 確に 近 松の 佳作の 一 つであって、 僕 も 常々 愛讀 する 處 であるが、 その^ 我 八 I： 桔 

山 に 基いて 櫻痴 居士が 作った 脚本 十一 一時 會稽曾 我 は 何故か 一 向 味の ない もの だ。 その 现. H を考 へて^ 

ると 近 松 は 詩人であった、 樱痴 居士 は 詩人でなかった とい ふ 一 言の 答で 盡 きる。 樱痴ぉ 士が詩 を 解 さ 

なかった 人で ある 事 は、 場面の 拔 差から も 文句の 直し 方から も 論す る 事が 出来る。 先づ 場面の 比較 を 

して 見る と， 近 松の 原作で は 第 一 段の 第 一 場 は 竹 取の 間 だ、 高 家の 妻女が 集って 鹿 評定して おる 虑 であ. 

る。 第二 場 は 大名 小路で 範賴が 鬼 王に 割符 を 渡す 處だ。 第三 場 は 北の 丸の 大^ 問で 蒲 殿が 切腹し、 二 

せ 2 が 狩 場へ^ 使に 立つ 處だ。 第一 一段の 第 一 場 は 一 一宮の 留守宅で 一 Ha の 妻が 夫 を 追うて^ m す^だ。 笫 

1 一場 は 藤澤寺 の 下の 心太 屋でー 一宫 夫婦の 邂逅 並に 鐘の 條が ある。 第三 段の 第 一 場 は 狩 場で 圑 三の si 

並に 曾 我 兄弟が 祐經 から 荒馬 を 莨 ふ條が ある。 第一 一場 は 曾 我の 里で 假病 をして おく 母 を 訪ねて 竹^ 兄 

第が 來る。 卽夜 別れて 出立す る。 ，ぉ^ 段の 第一 場 は 虎 少將の 道行で 裾野 近くの 狩：^ から^^で つて 

來る龅 菊に 逄ふ 條。 第二 場 は-お M で兄笫 の 筏 |:_:。 第五 段 は 頼 朝の 御前に 於け る 五郎の 問答と いふ 順に 

なって 居る。 稷痴 居士の 十一 一時 は 第 一 段の 第 一 場を拔 いて 第一 一場で は 朝 比 奈三郞 の 條を拔 いて 居る。 第 

三 場の 終で 1 1宮夫 婦の 別れ を濟 まし、 原作 第- - 一段の 全 體を拔 いて 了った 。第一 一段 は 略 K 作の 通り だ お 


叫^に 至って は^ 少 將の逬 行を拔 いて 居る。 第五 段 は 全然 之を拔 いて 了った。 二宮 夫婦の 事件 は 見物 

に片 f を饮 ませる 面.：：： みが あると 问 時に. 心太 屋に 於け る捉原 主從の 滑稽， 藤澤 寺の 鐘の 昔な どと いふ 

ものが あって 餘稃 面白い のに 樱痴 居士 はすつ かり 之を拔 いて 了った。 北の 丸で 一 H3 の 賺 緣を濟 まして 

了 ふの は無现 でも あるし 飽氣 なく. ^ある。 原作で はな 使に 立った 一 ua の 跡 を 追うて 妻が 駔 出した 事に 

なって おる から、 ^我の 閑居の 場で. 「二 宫へ人 を 走らせても 夜 明より 夫：^ ながら^ 守」 とい ふ 文句が 

解る が、 心太 屋を拔 い た 十二時の 曾 我 中 村 閑居で. 「夫婦と も 不在. 一 と あるの は 解らぬ。 第 四 段の 虎少 

將道 行と いふ 極めて 詩的な 場 を 全然 無視して 了った のも殘 念 だ。 一一 目 葉の 上から 言っても 兄弟が^ 經か 

ら W つた 荒お で^へ 歸る處 の チヨ ボで、 原作に 「仇 は 却って 情の 馬 一 と ある 北ハ 「仇」 の 上へ 「つけね 

らふ」 とつけ たる も 滑稽 なれば 滿江 がー 一人の 子供 を 怨む處 で 「起臥 立 居 明暮に 病と なって 痛めん より， 

^^となって 一思 ひに^して 了へ 兄^」 とい ふ 原作の 妙 文句 を、 無殘ゃ 「起臥 立 居 明暮に 病と なって 

痛めん より >  一 思 ひに 殺して 了へ こり や 兄^" て も 怨めしい 心ぢ やな ァ」 とい ふ 平凡な 文句に して 了つ 

た。 かう いふ 例 はま だ澤山 あらう。 全體 から 言 ふと 原作の 白ば かり を 使って、 地の文 を 了： wi? に^か 

チ、 筋ば かり を 速んで 行った 倾が あるので、 それで こんな 味の ない ものに なった ので は あるまい か。 

近 松 を 脚本に 直して 原作に 近 い 與味を 引 起さ しめんと 欲せば、 十分 地の文 を も叽嚼 し て M を 頭に 入れ 

た 上で 攀を 下さなければ なるまい。 
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會稽 山に プ d  口 ォグが 要る とい ふ 人の 說に は不黉 成 だ。 會稽山 だけで 十分 解る と 思 ふ。 ^殴の 切腹 

は 如何にも あっけない。 曾 我 兄弟に 割符 を やる 爲に 生きて 居た 人の やうで 如何にも 不自然 だ。 人 マ 度の 

. 芝居 を 見て 可笑しい と 忍った の は 兄弟の 遣 書 を 一 一つの 紙帳に 一 句々 々割って 書く^ だ。 文^ の 前半 を 

一 つの 紙帳に 書き、 後半 を 一 つの 紙帳に ま £ くなら 分って 居る が、 一 句々 々ちゃん ほんに^く の は 分か 

らぬ、 嘸 骨の 折れた 事 だら う。 二宮が 仁 田四郞 と偽稱 する 件 を 省いた の も 甚だ 物 足らぬ。 

(十一) 『扇屋 熊 谷』 (同 お 

敦 盛が 女に なって ゐる 理由が 分からぬ。 女に 化ける 事が 出来る 程 美しい 人であった からといって 女 

に 化けなければ ならぬ 理由 はない。 上總 が^ 子 を敦 盛の 身代りに 立てる 件 は、 全然 「寺子屋」 の 形式 

だ。 「捨ぢ 首搔き 首に も 致されまい」 などと いふ 同文 句 も ある。 「寺小屋」 と 同一 の 形式であって、 「寺 小 

屋」 ほどの 與味を 惹起 させぬ 第一 の 理由 は 敦盛か 女に なって 住み込ん でる 事の 不 ft: 然な處 にあり、 第 

二の 理由 は敦 盛と い へ ばた だ 位の 武士で あると い ふ 感じし か 起らない のに、 ^秀才と い へば 何やら 祌 

樣 らしい、 尊い 人 だとい ふ 感じが する。 其 祌樣 らしい 人の 危なに 對 する 同 怙と、 ただ 位の 高い 武士の 

危 念に 對 する 同情との 度合が 餘程違 ふから だ。 加之菅 秀才 は 力の ない 少年で ある。 敦盛は 十分 抵抗力の 

ある 立派な 武士で ある。 また 菅 秀才 は 道^ 卽ち 天神 樣の 一 粒稂 である。 敦盛は 平家の 一 公^に 過 ざな 


い。 i 人が^ された からといって 然程 大きな 影 稗 はない の だ. 「^屋 」 が 「寺子屋」 を眞 似て 其 足元へ 

も 及ばない の は 全く 敦 盛に 對 する 吾人の 遣傳的 尊敬の 度が 营秀 才に對 する 吾人の 遣傳 的^ 敬の 度に 及 

び もっかぬ からだ 。「五條 河原」 は 戰爭の 舞臺浚 ひとい ふ 珍 極まる もの だ。 耍す るに 此釗は 色彩 的に 美 

だと 5 ふ 迄の 代物で、 鎗 a 的に 美 だと 言 ふ 事 も 出来ぬ 程淺 薄な もの だ。 

, (士 一) 『艷容 女 舞 衣』 s  S  ノ？ 

半 兵 訝と 宗 岸と いふ 親と 親との^ 现を 書いた もので、 そこ は實 によく 書いて あると 思 ふが、 お 園と 

いふ 女の 夫 半 じに 對 する 義现、 夫の 情婦 三 勝に 對 する 篛理は 不明瞭 だ。 ー體ぉ 園と いふ 女の性 格 は 解 

し^い 0 「去 平の 秋の 病 ひに」 などと いふ 不快な^ 痴 を洩 らす の も 嬉しくな い。 三 勝が おつ ぅを捨 て る 

. 形 式は而 白い。 落語の 「お 文様」 とい ふのに も これと同じ 形式が 用 ひて ある。 「酒屋」 よりも 古い 淨瑠 

璃の ひお. ば-源氏 鑑- にも ある さう だ。 三つと も 酒屋な の も 面白い。 何れ かが 始. まりで、 後の 人力 

面白. S と 思って S 々莨 似た に 遠 ひない。 一 體 「酒屋」 とい ふ もの は、 淨 S? 璃で聽 くべき もので 劇で 見 

るべき もので は あるまい。 劇と して は 遺書の 廻し 讀も だれる し、 三 勝と 半 七が 外に 蹂 まって 居て、 何 

も 言 はや 何もし ない のに も 困る。 併し 今度の 東京 座の 出し物の 內 では 一番 感じが 深かった。 矢 張 人情 

が 切で あるから だら う。 
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(+ '三) 『® 15 き 月 = (W 治 三十 九 年 三月 取 京 m) 

e 心に E 心 を^ね てした 事が 却って 失肷に 終る とい ふ 都實は 確に 新時代の 悲劇の 好 題 H であると 见 

ふ。 坪內 先生が 片桐且 元 を 主人公と して、 此好题 を 脚本に 喾 かれた 專は 非常にお しいと 思 ふが、 その 

新し. い 題目 を 書き 現す のに 十；： い 脚本の 形式 を 以てせられた 事 は 返す返す も殘 念に 思 ふ。 尤も 一 口に A 

い 形式 だとい ふの も亂 暴な 話であって、 寶は 中々 新しい 處が ある。 芝^の. M 付 作お が^けば、 井^^ 

部が 駕籠 を 燒く處 だの、 大砲 を 打つ 處 だの はきつ と 形に 现 したに 違 ひない。 是等 の^い 方面 を 陰に し 

て谧ぃ 方面の み を 表に 現した 處は 確に 新しい。 隨 つて 白に^ きを 置かない 今 n の 看客に は 解り悪い 虚 

も 多いで あらう と 思 ふが、 それ は 看客が 惡 いので 作者に は 罪 はない。 うん と^い 作 を 寄いて お^の 頭 

を 進めて 行く の は、 寧ろ 今日の 作者の 義務で あらう と 思 ふ。 さて そんなら ；孤^ 落： =:」 は總て その^ 

く出來 上って るかと 言 ふに さう ではない。 序^の 如き は 寧ろ い 方：. g で、 寧ろ 蔭に して 貰 ひたい？？ で 

ある。 これ を 要するに この 脚本 は 新しい 思想、 新しい 同情 を 新しい 形式で 辔か うとしながら、 ^樂氣 

からか、 時代の 要求に 應 ぜんが 爲 からか、 大分 古い 形式に 讓歩 をした 處が ある。 第二に 此脚 木の 主人 

公 は 勿論 且元 であらう と 思 ふが、 作者 は 淀 君を喾 くに も 主人公 を箐 くと 殆ど 同じ 位に 力 を^した と 忍 

はれる。 從 つて 或 場合に は且 元が 主人公で あるか、 淀 君が 主人公で あるか 解ら なくって それが 爲に^ 


始ー贯 した 力と いふ ものが、 はっきりと 感じられない。 此 脚本が 何となく 吾人 青年に とって 不滿 足の 

點の あるの は、 この 形式の 混同 及 主人公の 混同から では あるまい かと 思 ふ。 脚 木を讀 ん でも 今度 舞臺 

に 上った 劇 を 見ても、 私の 最も 好い と 思った の は、 大詰の 本丸 櫻 門前の 場で 片 桐が 必死の 病體を 推し 

て撐^ に 乗って 來 ると、 跡から 十 河 十 兵衞が 立派な 空 輿 を 陸 尺に 舁 せて 来る。 淀 君と 秀賴 を迎 へる の 

に は 二 挺の 駕籠が 入る のに、 どうしても 手に入ら ぬと 聞いて、 危急の 場合 且 元は 自分の 駕籠 を その 一 

挺に おて よと 言 ふので 駕籠から 下りる。 孝 利は此 駕籠に ついて 門 內に這 入って 了 ふ。 十 兵 衞が且 元 を 

介抱して 居る と 門內に 大砲の 昔が する C 「十 兵 衞樣子 を樣子 を」 とい ふので 十 兵衞が 去る。 ここで 且元 

は 全く 一 人になる。 彼 は 人 r 形に 於いて 孤獨 であるの みならす 心に 於いても 亦孤獨 なので ある。 「大御所 

存命の その 間 は 平和 を 陽に 一 時 を 欺き、 徐に計 を 運ら さんと、 思 ふ 心の 僞に、 爲す ことおの づ から模 

稜 となり、 言行に 矛盾の 影 を 現 はし、 味方 も 誤って 我 を 疑 ふ」 この 心 は 孝 利 も 解せ す、 十 兵衞も 解せ 

す、 これ を 知る 者 は 且元彼 自身 あるの みで ある。 作者 は 此處に 於いて 確に 新時代の 同情 を 書き 現して 

居る。 「茶臼 山 本陣」 は家康 とい ふ 爺さんと、 且 元と いふ 老人と が、 兩 方で 旨い 事 を 言って 欺し 合って 

居る 處が 面白い ので、 舞臺 上の 配合から 言っても ニ代將 軍と 且 元で は納ら ない。 大詰 は 計略に 陷れた 

とい ふ ものの、 幾らか 且元を 哀れに 思 ふとい ふ 心 も あるので あらう から、 ニ代將 軍で も 悪く はない。 

稀 倉で は 今度 加へ たとい ふ 修理と 內鸱 の詞戰 ひの 盛んな の を 面白い と 思った。 耍す るに 此 脚本 は.. 桐 
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一葉」 の 後段と して 見るべき もので、 準 E に 放して 兑 るべき もので は あるまい。 「桐 一お I は. 2： 容は多 

いが 且 元の^ 寫が卜 分で ない。 「孤城^ では a ー兀は 明瞭に 描け て 居る が、 內容が 貧しい と S ふ。 私 

は 「桐 一. 葉」 をコ ン， テンスし たものと 「孤城 落 月」 と を^け て 一 つの 纏った 脚本 を 作って 戟 きたいと 

思 ふ。 但し これ は坪內 先生 以外の 人が やって は駄冃 である。 

(十四) 『助 六』 (明治 W 九 年 五月 歌舞伎^) 

E 舍 から乘 京へ 出て 來て、 いきなり 西洋の 學 をした 明治の 靑 年の 服から 兌れば、 助 六の 狂.； n は 一 

女の 價値 もない くだらない 狂言で あるか も 知れない。 ^しょくよく 研究して 兌れば 斯 かる 脚本に も 味 

ふべき 價値は 十分 ある。 助 六の 狂 一一 一一 口 に は 人^と いふ ものが！？ いて ある、 時代と いふ もの も 現れて ゐ 

る。 景色の 榀寫も ある、 性格の 害 分 も ある、 劇と して は 敵 を 探す 爲に 無暗に.^ 啤 をして 相手の 武士に 

刀を拔 かせ、 北ハ 身の. おさ を 測る とい ふ 緊張の 分子 も ある。 先づ この 脚本 は讀 物と しても 德川 時代の 洒 

落 本に おさお さ 劣らぬ 名文で、 その^ 話 の 妙に して 五分の 隙 もな き 事、 ^句の^ おにして 甚 しき 下劣 

に陷ら ざる 事な ど は大に 賞揚すべき 愤 値が ある。 又 この 脚本 は 上方の 種 を 取って^い たもの だが、 徹 

頭徹 尾江戶 式で ある 處が 面白い。 ここに 嚴 格なる 批評家あって 「助 六」 に 性格の^ 分な しとす る も、 

少く とも 「江戸っ子」 とい ふ 抽象的な 性格 を この 脚本 全^が 說 明して 居る とい ふ^は 之 を 認める であ 


らう。 「江戸っ子」 の 特質の 一 つと して 著しい もの は 「負 惜み」 であらう。 その 「3惜 み」 とい ふ. こと 

は 宵に よくこの 脚本に 現れて ゐる。 助 六に も ある、 意 休に も ある、 揚卷 にも ある、 新兵 銜 にも ある、 

仙 平に も ある、 かん ベら 門 兵衞 には设 もよ く 現れて ゐる。 それから この 脚本に は あらゆる 秫 類の 江戶 

つ 子が 現れて 居る 様に 思 ふ。 助 六 は 立 役の. 江戸っ子、 意 休 は 敵役の 江戶っ 子， 揚卷は 女形の：： en つ 子、 

新兵 衞は和 事 師の^ 戶っ 子、 門 兵衞は 二枚目 敵の 江戸っ子、 仙 平 は 三枚目の 江戶っ 子、 その 立 役なる 

と、 敵役なる と、 女形なる と、 和事師 なると、 二枚目 敵なる と、 三枚目な ると を 問 はす、 悉く 江戸つ 

子で ある 處が 面白い。 自分 はこの 芝居 を 見る と、 組 先の 社會を 眼前に 見る 樣な心 持が して、 身 內の江 

戶っ子 ブラッドが 躍る 様で ある。 由 來惡態 は 江戸っ子 祖先 傳來の 武術で ある。 その 武術の 虎の 卷 はこ 

の 助 六で あると 霄 つても、 敢て 過言で は あるまい。 江戶っ 子の 痰 火 は その 罪のない 處が 身上で ある。 

これ を 聞く と 一 秫^ 嵇の感 に 打 たれる 處が値 打で ある。 「どてつ 腹へ 細引 を 通して、 五 丁 町の 眞ん屮 で 

女郎の 百 萬 遍を橾 るぞ」 とい ひ. 「養 麥粕 野郎 奴、 たれ 味噌 野郎の 出しが ら野郞 奴」 とい ひ、 「己が 口へ 

大戶を 立てる と、 鼻の 穴の 潜りから 自由に 出 這り をす る わへ」 とい ふが 如き は、 卽ち其 例で ある。 助 

六の 痰 火 は 矢張此 種類の もので、 その 誇張 的なる に は、.， 覺 えす 哄笑 を 誘 はれる。 その 誇張 的なる 文句 

を その 俊繪に 現して、 京傳は 「新版 替 道中 双六」 (小生 所藏の 書. 表紙 破れて 題目 不明 なれ ど. 多分 道中 

双六なら む 或は 道中 助 六 か。) と い ふ 黄表紙 を 作つ て 居る。 これ は 助 六 と 意 休が 打^ 立 つ て 柬 海道 を 京 
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へ 上る とい ふ 趣向で あるが、 品 川の 處を 見る と、 助 六の 所謂 刷毛先の 間へ 禿が 尺八 を 突 込んで それ を 

遠眼鏡の つもりに して 安房 上總 を^いて 居る。 祌奈 川で は 富 士の人 穴が 人の 鼻の 穴の 樣に畫 いて あつ 

て、 その 中へ 助 六が 屋形船 を 蹴込んで 居る。 吉田 では 煙管が 雨の 樣に 降って 居る と 助 六が 傘 を さして 

歩いて ゐる。 その 側に 意 休が 雨 装束 をして 馬に 乘 つて 居る。 是等は 助 六の 言葉 を 其 俊緖に 現して、 直 

ぐ 滑稽 畫 になって 居る ので ある。 最後に この 狂言の 脚本と しての 組立に 就いて 感じた 處を 一 言に して 

言へば、 長い もので は あるが、 冗長な もので はない、 從 つて 祓いて 好い 箇所 は 一 つもない と m 心 ふ。 今 

度の 芝居で は滿 江の はじめの 出、 白酒の 言 ひ 立から、 河 東の 「春霞 立てる や」 と^ひ 出す 前まで を悉 

く 略して 居る が、 之 は 是非なければ いけない。 白酒 賣が助 六へ 金 を 返す 件も拔 いてる 樣_ たが、 これ も 

「いえいえ 人に 借りて は、 いふ 事が いはれ ません」 とい ふ 上から 言っても なくて はならぬ 處だ。 意 休 

が 一 度 引 込んで から 揚卷と 助 六と 痴話 狂 ふ處は 自分が 子供の 時に 見た 圑十郞 晩年の 助 六で もやら なか 

つた 樣 であるが、 あすこ は 助 六と 揚卷の 仲 を 見せる 點 から 言っても、 滿 江が 歸 つて 意 休が ニ庞 H に 出 

る 間の 繋と しても 必要な 部分で ここ を拔 くの は 昔の 作者の 考 へた 段 取 を 無視した 話 だ。 

(+1 ン 『河 .j±i』 (明治 卅九年 十月 欲 舞 伎 座) 

今度 東京で 展治郞 の 演じた 「紙 治」 は 門左衞 門の 「天の 網 島」 ではなく 半 二の 「心中 紙 厘 治 兵衞」 


であると いふ 事を閗 いたから、 始めて その 「心中 紙屋 治 兵衞」 なる もの を通讀 して 兑た。 これ は 言 ふ 

迄 もな く 「天の 網 島」 を adi_.pt  (改作) した 淨 瑠璃で、 善 六 はお 三 を 慕うて これに 嫌 はれる、 太兵衞 

は 小春 を 追 かけて これに 逃 けられる、 その 太 兵 衞は善 六の 助け を 借りて 小春 を 得ん とし 善 六 は 又 太 兵 

銜の 後援に 依ってお 三 を 心の 儘に しょうと する、 その 書 出しから して 全然 「お 芝居」 に出來 上って ゐ 

る ものであるが、 (「心中 紙屋 治 兵衞」 浮 瀬の 段 参照) 「河 庄」 は 流石に 原作 を 大破 壌す る勇氣 がな かつ 

たと 見えて 略 「天の 網 島」 の 通りに 行って 居る。 然も 人 マ 度の 芝居 を 見て 門 左が 書いた 治 兵衞、 門 左が 

書いた 小春 を 見て 居る 感じが しなかった の は、 少しで も大 詩人の 作に 手 を 入れた 半 二と、 これに 餘計 

な 工夫 を 加 へ た 俳優と が 責を負 はなければ ならぬ。 

第一 吾人 は 門 左の 「天の 網 島」 の 上の 卷を 讀ん で、 その 筆が 治 兵衞に 主にして、 小春に 疎で あるな 

どと いふ こと は 少しも 感じない のに、 今度の 芝居 を 見て 居る と、 治兵衞 計り 演 する 事が あって、 小春 

の 方 はする 事が なく、 言 ふ 事が なく、 寧ろ 手 持 不沙汰で 居る やうに 見えた の はどうい ふ譯 であらう。 

半 一 一は 治兵衞 をして 門 左より 多くの 科白 をな さしめ た。 然るに 小春の 方 は 殆ど 門 左が 書いた 儘に して 

置いた。 卽ち治 兵衞の 科白 を 成るべくお 芝居に する やうに と 費した だけの 力 を、 小春に 向って は 注が 

なかった。 從 つて 治 兵 衞の丁 場 計り 長くな つて、 その 間 小春 はた だ 俯伏して 何もせ すに 居なければ な 

ら ないやう になった の だ。 半 二が 改作した 淨 璃に 於いてす ら旣 にさう であるのに、 治 兵 衞を演 する 
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役者が，！， 春を演 する 役者よりも 多く 地位の 高い 爲に、 自分 計り 儲けよう として 多くの 科 を 加 へ たから 

益々 小春の 科白が 貧しくな つたので ある。 原作者が 一 一人 或は 三人の 性格 を 描く に 同じ 力 を 以てした も 

の を、 哝附の 作者 や 俳優が 或 一 つの 人物に 儲けさせようと 思って 之 を^し、 原作に 於け る 人物 描 おの 

比例 を 打ち壊して 先人の 苦心 を 蹂躪して 了 ふの は 昔 も 今に 變ら なかった と见 える。 

阿呆の 小僧が 小春の 處へ 手紙 を 持って来る 條は、 「新 小說」 に 出て おた 雁 治郞の 話に 依る と， 「キー 一が. 

添 へ たもの だす」 と 言って 居る が、 僕の 讀んだ 半 一 一 の-院本に はそんな 都 は^ いてない。 これ は 多分 「見 

物に 分かる やうに.」 とい ふ 例の 一. 役者の 親切」 から 加へ たものに^ ひない が、 不必要 だ、 否あって は. 

(けない と a"。 どうせ 「河 "ヒ」 と 言へば、 一 戯曲 屮の 一齣 を演 する ものであるから、 竹 尾 全から ざ 

る は 當然の 事で ある。 尾旣に 全から す、 强 ひて^: をして 全から しむる 必要 はない。 殊に 乎 紙 を 莨って 

la 事 をして から 治 兵衞に 愛想 盡し をす る 迄の 時^が 餘 りに 短くな つて、 爲に 小春の 深い 人^も 一 時の 

出来心の 様に 思 はれて 了 ふの は、 全く この 小刀細工の 罪で ある。 

太 兵銜の 金の 一件 は、 雁 治郞の 話に も ある 通り 半 二が つまらない 芝お 氣 から 害 添へ たもので、 その 

「浮 瀬の 段」 とい ふの を 讀んで 見る と、 治 兵 衞が揚 代が 拂へ ないで 困って ゐ ると、 そこへ 太 兵 銜が來 

て 一 一十 兩の金 を 貸して やらう と い ふ。 治 丘 ハ衞は それ を： i に 小春 を 我物に しょうと い ふので あらう と 罵 

倒して 借りよう としない。 そこへ 其 夜の 小春の 客なる 佾が 出て 來てー 一十 兩の 金を貨 してやる。 (これ は 


河 ffi の 寺 客と 同 趣， M で 聊か 重複の 感が ある。) 治兵衞 その 親切に 感じて これ を 借り、 名前 を 聞いても 霄 

はぬ ので 名宛の ない 證文を 渡す。 ^が これ は 太 兵衞の 策略で、 佾と いふの は 人 を 雇って そ 9 &似を さ 

せた の だ。 さて その 名宛の ない 證 文へ 自分の 名前 を 書き入れて、 河 ffi で これ を 桐に 治 兵 衞を齊 める と 

いふ 筋に なって 居る。 この 金の 件 なぞ は、 太 兵 衞善六 を餘程 主な 人物に して 居る。 半 二の 淨 S? 璃全體 

から 言へば 兎に角 吾人 をして、 門 左の それ を 思 出さし むべき、 「河 庄」 の 一場 だけ 見れば、 全然 不ルで 

ある。 第一 坊主に しろ 誰に しろ 名譽 心の 強い (その 爲に 死んだ の だ) 治 兵衞が 知らぬ 人から 金 を 借り 

さうな 事がない、 その他の 點 から 言っても 半 二の 書いた 治 兵 衞は門 左の 書いた 治兵衞 より 餘程 小さい， 

意地 張 Q 度が 弱い、 下等 だ。 

その他 細かい 點を 比較して 見ても、 門. 左 は 人間 を寫 さう、 感情 を 描かう として 居る のに^して、 半 

二な 芝居 C しょう、 見物に 解ら せようと いふ 點に 計り 注意して 居る 事が 解る。 「表に 厭な 李韜 天が 居 

る わい の」 を 表に 厭な 毛蟲 客が 来る わい な」 と 直した など も、 なまいだ 坊主の てん^う 念 佛を拔 い 

たのと 同じく、  5J 左 作物の 樂屋^ を 避ける 積り であるか も 知れぬ が、 平凡な 直し 方 だ。 「連 衆 (に 左の 

作に は 善 六 或は 專 六と いふ 名前 はない、 唯 連 衆と 呼んで 居る) 內內 話した 心中よ し、 いき 方よ し、 床 

よしの 小春 殿」 とい ふ 有名な：？ を. 「これ 善 六、 われ も 知って 居る この 小春」 と 雜作も なげに やっつけ 

た處 など も 不赞成 だ。 小春の 文句で 「私 一 人 を 頼みの 母樣」 の 次の 一 句、 「南 邊に貨 仕事して 裏屋 住」. 
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を拔 いて 了った など は、 殆ど 氣が 知れぬ。 「何の 因^に 死ぬ る 契約した 事ぞ、 思へば 口惜しう ござんす 

と J の 次へ 「口と 心 は 裏^、 絞る 袂は 雨^の」 と 入れた など も は 物への 「御 親切」 であるが、 餘 計な 

事 だ。 「あいと は 云へ ど 1U- 知り ある 脇差の 突かれぬ 胸に はっと 贯き、 醉 狂の 餘り 色里に は ある 習 ひ」 と 

原作に ある 處を. 「 ...... はっと 贯き、 治 兵 衞樣、 何が なんと、 サァ 慈悲と いふ 事がなければ 人 は 難^ を 

する けな。 あんまり 酒を過ごして 色 組に は ある 習 ひ」 と E したの も 例の 芝居 氣 からで あらう が、 臭い 

事 だ。 「この 孫 右衛門 はたった 今一 見に て 女の 心の底 を 見る」 の 一 句と 「二 年餘 りの 馴染の 女、 心底 兑 

付けぬ 狼お もの」 の 一句と は對 句で あるに， その 前者 をと つて 後者 を 捨てた の も 解らない。 治兵衞 が 後 

悔 する 處で門 左 は 「大地 を 叩いて 治 丘 ハ衞、 あやまった/、」 と 言って 居る。 牛 二 は 「治^ 衞淚を 押 拭 

ひ、 ァ、 あやまつ たく」 と 言って MP る。 どちらが 强 いかと 問 ふに は 及ぶまい。 お 三から 小春へ 来た 

手紙 を 孫右衞 門が 見附けて 訝む と、 治 兵衞が 「コ レ兄ぢ や 人、 どこの 客から 來 た狀ぢ や， 一 寸兌 せて」 

とい ふ 處は門 左に はない 處 だが、 朱 練 を 現す 科白と して は 入れても 好いだら う。 

以上 は 「天の 網 fi」 の 全體の 評で もな く、 「心中 紙屋 治 兵衞」 全體の 評で もない。 唯 一河 庄」 の 一場 

に 就いて、 門 左の 原作と 半 二の 改作と を 比較して 感じた 處を 述べた のみで ある。 門 左の 作の 不朽なる 

事 は； fi する 迄 も あるまい。 半 二の 改作 も 原作 を 離れた 一 つの 「芝居」 として は 後世へ 殘る であらう。 


(十六) 『引 窓』 (同 前) 

「引窓」 は 「双 蝶 曲 輪 H 記」 の 八つ 目で 後妻に 入った 母の 前の 息子に 對 する 情と、 養子に やった 實子 

に對 する 情と を鉞 なした もので、 流石 は 武田出 雲、 技巧 は實に 旨い もの だ。 今の 三人の 義理 人情の 關 

係が、 この 一 場で 段々 に變っ て 行く 處を 表に 書いて 見る と、 

お  一 ^x^o 殺人犯の^ 子 長 五郎 を 逃がさう とすろ。 

f 一  あ 1 與 兵衞レ 殺人犯 人 を 捕へ て 功 を 立て 繼 母に 孝な らんと すろ。 

1* ^與。 殺人犯 人の 繼 母の 赏子 なる 事^ 知リ： れを 逃がさん とる。 

ぎ 一 一 も 一 母。 與兵衞 の 心^ 聞いて 大に 喜び 共に 長 五郎^ 逃さん とすろ。 

i? ま/^。 前と 同じ。 

^三お I 長 五郞。 尋常 LL 繩に掛 らうと 言 ふ。 

S-I^o 前に 同じ。 

IE£>~ 長。 餘リ 母の い；？， 0 しさに (剃刀に て 自害 せんとす る條) 逃げようと 言 ふ o( 元服の 條) 

長。 私 を 逃がしたら 與兵衞 の 父御へ 立ち 升まい がのと 言 ふ。  - 

赛 3 も 一 母。 成程と 亡き 夫へ 義理立てて 長 五郎 を 純す。 

衮な义 f 與。 母の 亡父に 對 すろ 義理立て^ 十分に 見た 後 已れは 長 五郎の 繩 切って 養母 へ の 義理 を 立て ろ。 

き 7 あ I 母。 與兵 衞に對 する 義理と 長 五郎に 對 する 情と が 始めて 融和した ので 長五郞 ^逃がす」 

この間 (第一 段より 笫 五段までの) 母の 心の I； 移 は 「ィャ のう 一 旦 かばうた は 恩愛、 今又繩 掛け渡 

すの はなさぬ 巾の 篛理、 晝 はかば ひ、 夜は繩 掛け、 晝 夜と 別る る繼子 本の 子、 慈悲 も 立て、 草葉の P 
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の 親 * への 云 ひ譯」 とい ふ 院本の 本文 を實 によく 盡 して あると 思 ふ。 この 義理と 情との 閊ひを 巧に^ 

き 現した のが 作者の 山で も あり、 吾人 看客の 驚嘆す る處 であらう けれども、 餘 りに 技巧に 過ぎた る^ 

果、 こ は 情 を描寫 する ものに 非す して、 情 を 弄ぶ ものな りと. S ふ 感じ を 抱かせる の は 甚だ 心外な 事で 

ある。 

e: 見み」 背景に して 例の 晝 夜の 趣向 をした 處、 「明れば 卽ち放 生 會，. と、 翌日の 放 生 會と長 五郞の 身の 

安全と を 取合した 處な ども 例の 技巧で は あるが. 銘 にも 打って ある 通り、 「引窓」 が 最も 技巧的に 川 ひて 

ある。 始め 芝居 を：^ た 時には 手 洗 鉢の 上に 引窓が あるので、 臺 所でなければ 無い もの だと 思って 居た 

僕 は 一 寸：？ 笑し い 感じが したが、 「新 小說」 所載の 雁 治郞の 話に よって、 「山 崎と いふ 所 は 藪ば かりで 薄 

噔ぃ 土地でして、 家々 では その ほ 根に 明り 取りの 引窓 を 明けて 置いて、 雨の 降る 日 は 窓 を 開いて 天水 

を 取る の は、 今に その 通りに やって 居ります」 とい ふ 事 を 知った。 

引窓 は 五段に 使って ある。 

(第一) 「一 一階より 靦く長 だ 郞」 の 顔が 十 日の 月明りに、 引窓 を 通して 天水に 寫る。 

(第二) 「おは やが 引窓 ぴっ しゃり、 內は眞 夜と なりに ける」 「面白い く、  口が^ れ たれば この 與丘 (衞 

が 役" 忍び 居る お尋ね者、 ィザ召 捕らん」 とする 條。 

(第三) おは や 「それ まだ 日が 高い と 引窓ぐ わらり、 明けて 云 はれぬ 女-おの 心 遣ひぞ せつな けれ」 


の條。 

(笫 Z)， 母親 は 幸 ひ ありあ ふ 窓 (卽ち 引窓) の繩、 押 取って 小手 縛り、 突 放せば、 引 繩に窓 は 塞がれ、 

心 は閽」 の條。 

(第五) 十 次兵衛 「繩 先知らぬ 窓の 引繩、 三尺 切る が 古例、 E 分量に これからと、 スラ リと拔 いて 餺 

り繩、 スッ カリ 切れば ぐ わら/、 く、  ^込む 巧に 南無 三齊 夜が 明けた、 身共が 役 は 夜の 內 計り、 明 

くれば 卽ち放 生會」 の條。 

以上の 如く 月の 光と 引窓の 開閉と を 巧みに 川 ひて 居る。 これ は 川上 音 次郎が やった 「祖 國」 の 作者 

ヰ タト リア ン . サ ルヅゥ が、 「加留 田」 の 手の 傷- i 「丈 治」 の 磨. S だ劎 —— やがて 白い 布 も 付いた 「加 

留田」 の劎 —— リイ ル 迄の 旅 乎 形な どと いふ 小道具 を 巧みに 用 ひて 芝居 を 「面白く」 見せる と 丁度 同 

じ 遣り口で ある。 從 つて 僕が サルヅ ゥの飜 案 劇 を 見た 時に、 「仕組 は 自然で ある、 然し 乍ら 自然から 得 

て來た 仕組で はない」 と 感じた、 その 感じ を 「引窓」 を 見た 時 繰返した .o 


小山 內薰 全集 七卷 明治 卅八 年卅九 年の 劇評  三 五 


小山 内薰 全集 七卷 明治 四十 一年の 劇評  11M ハ 

明治 四十 一年の 劇評 

二) 明治座 第一印象 

市 川 左 圑次は 日本 固有の 歌舞伎 狂言 を 因襲 的に 傳へ 得る 器で はない。 左圑 次が 藝術 上の 生命 は 古き 

を 捨てて 新しき を舆 さなければ 永く 鑌 かぬ。 とい ふ 事 は、 いつまでも 古 各 優の 面影の み を 夢に 見て ゐ 

て、 若い 俳優 さへ 見れば 「大根」 呼ば はり をす る老 劇通 諸士 と共に 吾人 靑年も 認めて ゐた。 

人に 左 圑次を 見る 眼が ある やうに、 左圑次 自身に も 自ら を兒る 眼が あった。 彼 は 洋行した  少く 

とも 「洋行」 とい ふ 一時期^ 劃した。 洋行して 彼 は 何 を 見て 來 たか、 何 を 聞いて 來 たか、 何を學 んで來 

たか、 それ は 吾人の 知る 處 でない。 彼 は 總てを 忘れて 歸 つた。 日本 從來 の總 ての 古い 型 を 忘れて 歸っ 

た，. I 彼 は 「洋行」 に 一 時期 を 割して 藝術 上の 「新人」 となった。 一 月 十四日 明治座 初日に 「装裟 と 

盛 遠」 の 序幕 を 見て 直ぐ 僕の 感じた 事 はこれ である。 

「素人に 歸れ」 と は新藝 術の 要求で あ る。 而 して 左 圑次は 素人に 歸 つた。 「多く を 讀んで 多く を 忘れ 

よ。」 と は新藝 術の 第二の 耍求 である。 而 して 左 團次は 多くの 古き もの を 忘れた。 「藝術 家と 藝術其 物 


と を 一心 同體 ならしめ よ。.： と は 新藝術 第三の 耍求 である、 而 して 今、 左團 次の 藝術は 左 圑次其 人と な 

り、 左 IS 次 其 人 は左團 次の 藝術 となった。 

旣に 「新しき 藝術」 である。 「新しい」 とい ふ 外に 「巧い」 「拙い」 を 論す る餘地 はない。 「新しい」 藝 

術が 興った の だ。 これから どう 進む か、 それ はま だ 分からない。 「巧い」 「拙い」 を 論す る 事の 出来る 

の はま だ 十 年 も 先の 話 だ。 

「新しい」 の はやが て 「若い」 の だ。 「若い」 の はやが て 「生々 しい J の だ。 「生々 しい」 からと言って 

「新しい」 もの を 捨てる 人々 は 宜しく 捨てる が 好い。 斯樣な 人に 向って は 今度の 明治座 はゼ 口 だ、 ナ 

ッ シ ング だ。 

然 らば 何が 新しい。 何處が 新しい。 

先づ 第一 に 新しい と 思った 事 は 仕出しに 注意力の 增 した 事で ある。 日本 劇 在来の 仕出し —— 舊 劇に 

もせよ、 新劇に もせよ； 程 不注意な 者 は 恐らく 世に あるまい。 彼等 は必耍 人物の 科白に 不注意なる 

のみなら す、 己れ 自身に さへ 不注意で ある。 彼等に して 「自分が 何の 爲 にこの 場へ 出て 如何なる 境遇 

の 人に 向って 何の 爲に何 をす る」 のか 明瞭に 答へ 得る 者 は 恐らく 一  人 もなから う。 然るに 今度の 明治 

座の 仕出し は 何れも 「自己の 存在」 と 「自己の 位置」 と を 知って ゐた。 「装 裟と盛 遠」 の 序幕 洛外 衣川 

閑居の 場に 出る 装 裟の友 數名並 に 女 童 は 何れも 絡え す 或 事を爲 し、 或 物 を 見、 或 事 を 聞き つつあった。 
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妹 背 櫻に 腰 打 掛けて 思に 沈む 装裟 をよ そに して、 てんでに 老いた る 占 方に 手相 を 見て 貰 ひ、 互の 吉凶 

に 或は 喜び 或は 悲む處 から、 占 方が 盛 遠の 物語に 依って 心に 描きた る 小 女の 面影の^: くも^^に 似た 

る を 驚く 邊 より 漸く 注意 を 装裟に 集め、 占 方が 装 裟の掌 を 見て. 死相 ぢ や。」 と 1=c ふと、 一 齊 に^いて • 

終に この 忌 はしき 占 方 を 庭 外に 追 ひ 出す 迄、 何れも 從來の 仕出しではなかった。 三 幕 g: 渡邊 渡の 寢殿 

に 装裟の 舞 を 見る 家臣 共 も 感服の 爲 樣に些 と 態とら しい 氣眛 があった が、 兎に角 從來 の 仕出の やうに 

舞 を 見ないで、 見物 を 兑てゐ る やうな 事はなかった。 「H 一一  スの 商人」 の 貴族、 桥卒等 も 絶えす 或 場合 

或 場合に 適宜の 表情 をして ゐた。 

第二に 感じた 事 は、 科白の 非常に 自由にな つた 事で ある。 これ は左圑 次に 於いて 殊に その 然る を 見 

た。 その 盛 遠 は 從來の 如く 「何が 何して 何と やら」 を 川 ひない。 一 氣に言 ひたい 處は 一 氣に言 ひ、 綏 

り 言 ひたい 處は 緩り 言 ふ ^て 盛 遠の 意の 儘で ある。 從 つて 窮屈で ない、 間が 延びない、 自然 だ。 

殊に 序幕の、 戰 場から 歸 つて 來た 衣川に 装裟の 安否 を 問 ふ邊が 好い。 概して、 坐る にも、 立つ にも、 

歩く にも、 立留 るに も 非常に 無造作に なった。 無造作 だから 態とら しくない、 態とら しくない から 自 

然だ、 自然 だから 見て ゐて樂 だ。 シャイ n ックは Ira 作劇の 模寫 であるから、 更に 科白が 自在 だ。 立派 

な模寫 だ、 精檢 な模寫 だ、 忠實 な模寫 だ。 

第三に 感服した の は 光線の 使 ひ 方で ある。 兌 物 席の 燈 をす つかりまして 舞亳 だけ 明るく する のは當 


り 前 I- この 常り 前た 事 さへ 屮な行 はれない だが、 從來 の やうに 見物に 電氣の 球の 一 つも 兌 えな 

いのは 好い。 ライム • ラ イト を 使って^ えす 俳優の 顔面 表情 を 見せる やうに して ゐ るの も 好い。 「装 

裟と盛 遠」 の 序幕で、 秋の 夕が 刻一刻と 募れて 行く 工合 は、 今迄の 日本の 芝居に 見られない 美し さで 

ある。 慕 開 の 秋の 日の 黄色い 光の 元に 落葉 を 踏んで 多くの 女子が 老幼 打雜 つて 遊んで ゐる 景色と， 幕 

切れに 装 裟と盛 遠が 妹脊撄 によって、 とッぷ りと 日の 暮れて 落葉の 散る 中に、 顏を； つた 景色と は 

今 も尙ほ 眼の 內に淺 つて ゐる。 二 幕 目 三 幕 目 は 月夜の 光線で あるが、 遠 光の 家で 柱の 太い 影が 邪魔に 

なつ た^は、 これ も 概して 好く 出來 た。 H 一一  スの 法廷 は 光が 總 てに 行き渡って 隅々 に 至る まで も 少し 

も^い^のな いの を 賞め たい。 美しい ステ H ン ドグラ スを 通して 表の 日の 光の 見える の も 好い。 

第 四に 感心した のは逍 具 だ。 「H 一一  スの 商人」 の法延 など は 今迄の 川上 正 劇な どが 逆立 をしても 追 ひ 

つく^の 出来ぬ 立派 さ だ。 壁畫が 非常に 振って ゐる、 ただもう 少し 色が 古ければ 尙 好い。 ステ H ンド 

グラス も 本物 だ。 「装 裟と盛 遠」 では 從來の 道具の 型 を總て 逃げた 新しい 工夫が 見えた I. 序幕が 殊に 

好い。 

「装 裟と盛 遠 では 從來の やうな 合方 は 更に 使 はぬ。 序幕で は 初め 合間々々 に^の 囀る 聲 —— これが 

少し^ら しかった の は 少し 淺 念だった が を 聞かせ、 盛 遠の 來る 少し 前に 馬の 蹄の 昔が 遠くから 段 

段 近くた る處 I これが 又壯士 芝居の 汽車の 音の やうだった. I を 聞かせ、 装裟 と盛遝 とが 戀 のうつ 
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つに 相 近寄らう とする 一刹那に タの鐘 を 聞かせる だけ だ。 二 幕 目 は 白露の 彈 する 琴の 音 並びに 歌、 三 

幕 目で は 幕 開に 琵琶、 装 裟の舞 ふ 時に 古風な 下座 を 用 ひた。 何れも 自然で ある。 

偖 最後に I： 人の 女優に 就いて 一 言したい。 先づ 意外だった の は 何れも 丈の 案外 低く：： 儿 えない 事で あ 

る。 臺詞 廻し も 案外 舊 式に 捉 へられなかった の は 多と す ベ した。 唯遣憾 なの は 何れも まだ 表情が 足 

りない I 是は 「表情」 を 一 種の 「罪 惡」 として 先祖から 敎へ 込まれた 日本 婦人 一 般の 不幸で ある。 

日本の 新しい 女優たら むと する 婦人 は先づ 此舊道 德を破 つて！：： 常 座臥 の 間に も 盛に 表情 を 試む べしで 

ある。 それから 臺詞の 語尾の 甘つ たれる の もい けない。 これ は 成るべく 男らしい 聲の 切り方 を 練習し 

たら 直ぐ 直る 事 だら うと 思 ふ。 聲の 切れ目の はっきりして ゐ たの は 松 蔦の ネリ ッサ がー^だ つた。 形 

の 好 いのは 翠 扇 の 装裟が ー赉 だった、 序幕の 慕 切れ も 好し、 三 幕 目の 舞 ひながら^ になる 處も 一寸よ 

かった。 紫 扇の 白露 は 狂氣の 眼つ きが 好かった 。臺詞 廻し は 稍 女 « 校 式で ある 。旭 梅の ボ オシ T も^ 一 

囘の 試演に あれ 以上 望む の は 無理 だら う。 顔の こしら へ は W 人と も 下手 だ。 が 何れも 初舞^と して は 

立派な 舞臺 だ。 これ だけの 藝を 資本に して 練磨の 功 を 積んだら きっと 物になる。 0 々たる 世評な どに 

はビク ともしないで 大 に奮勵 して 貰 ひたい。 「ェ 一一 スの 商人-は 稿 を刖 にして 論す る價 使が 十分 ある。 

ここに は 唯 好 劇 家に 是非とも 一 見 を 勸 める に W めて、 「明治座 第一 一 印象」 に 詳しい 5£ 介 をす る 一：.^ とし 

よう。 ( 一 月 十四日 記) 


(二) 明治座 第二 印象 

何れの 國の藝 術 史に徴 して 兌ても、 外國藝 術の 模寫は その 國の 新藝 術の 發展 に廣ぃ 基礎と 多くの 材 

料と を與 へて ゐる。 我が 日本 國も 新藝 術の 勃興と 共に、 多くの 誇るべき 模寫藝 術 を 得た。 

文舉の 模寫に 於いて は、 森 鶏 外 氏の 「うもれ 木」 長 谷川 二葉 亭 氏の 「あ ひびき」 內田 不知 庵 氏の 「罪 

と U が ある。 ^畫 の模 3 に 於いて は 和 田英作 氏の 「落穗 拾 ひ」 が ある。 音樂の 模寫に 於いて は * 音 

樂學校 諸氏の 「シ ユウ ベルトの シム フォー 一 ィ」， ^軍 軍樂隊 諸氏の 「ヮ ルキュ ウレ C 序曲 樂」， 明治 音樂 

龠 諸氏の 「ド ナウの 漣」 が ある II 然るに 演劇に 於いて は 一 つの 校 i おと 稱し 得べき ものがない。 

藝 術の 模寫に 於いて、 最も 束縛の 嚴な もの は 音 樂 が ある II 音樂 は 原作 曲譜 の耍 求す る 所を總 て 離 

れる 事が 出来ぬ、 之に 次いで 束縛の 嚴し いもの は： 5SI である -繪螯 は 原作の 色を變 へる 事が 出来ぬ • 

併し 大きさに 於いて 稍 自由が ある。 日本に 於け る 西洋 藝 術の 模 寫の內 で、 ー岙 束縛の 緩い もの は 文學 

である —— これ は 川 語と その 語脈と が 西洋の それと 全然 種類 を 異にして るから だ。 然るに その 文學の 

校.：： T  —脚 木の 模ぉ を 川 ひて 演する 演劇の 模寫は 文舉の それより 更に 束縛がない， 更に 自. 5 だ • 

更に 可能性に 富んで ゐる。 

最も 自由な 校寫は 最も^れ て 出た —— 市 川左圑 次が 昨今 明治. M に 演じて ゐる 「M 一一  スの 商人，」 は， 
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日本に 於け る 西洋 演劇 模寫 の嚆 矢と して、 前述の 文學， 繪畫、 音樂 等の 模寫と 肩 を 比べる 惯 値が ある。 

旣に 川上 劇に 「モン ナ. ワン ナ」 「祖 國」 があった。 文 藝協會 劇に 「H 一一  ス の 商人」 「ハ ム レット」 が 

あった。 更に 洋劇 研究 會 劇に 英語 を 以て 演ぜる。 「ジュリア ス* シィ ザ」 があった。 是等を 措いて 左 M 

次の 「H 一一  スの 商人」 を 西洋 演劇 模寫 の嚆 矢と 呼ぶ の は 抑 も 何故で あるか。 

模寫の 價値を {_ぇ める に眞 の權利 ある もの は 親しく 原作 を 知る 者の みで ある。 僕 は 先に 日本の 誇る ベ 

き模寫 として 「うもれ 木」 「あ ひびき」 「罪と 罰」 「落穗 拾 ひ」 「シ ユウ ベルトの シム フォー ーィ」 「ヮル 

キキュ ウレの 序曲 1 「ド ナウの 漣」 等を擧 げた。 併しながら 僕 は 未だ 酋て シュ ビンの 作 を獨逸 語で^ 

んだ事 はない、 ツル ゲネ エフ、 ドスト エフ ス キイの 作 を 露西亞 語で 讀んだ 事 もない、 ミ レエの 作 を 巴 

里の ルゥ ヴルで 見た 事 もない、 ワグネル、 シ ユウ ベルト 等の 曲 を その 故國の 名手が 奏する のを聽 いた 

事 もない— 僕 は 原作 を 知らない 者で ある。 原作 其 物 を 知らぬ 者が 何の 權威を 以て 模寫 の價値 を^め 

たか。 それに は 答が 有る。 曰く 「自分の 今迄に 舉び 得た 西洋 藝 術の 空氣と 正しく 交通の ある もの を舉 

げたの だピ I 西洋 藝 術の 空氣。 漠 とした 言葉 だ、 然しながら 確固と して 動きの 無い 要素 だ。 捉へ易 

きに 似て 中々 捉へ 難い。 これ を 吸 ふに は 「研究」 とい ふ 呼吸器 を 要する。 これ を 吸って 自； u の 養分と 

する に は つ 人格 とい ふ 肺臓 を 要する。 

僕が 西洋 演劇 其 物に 就いて 一 も 知る 所の 無 いのは、 前述の 文學、 ^K、 音樂 やの； S 作に 就いて 一 つ 


も 知る 所の 無い のと 同然で ある。 僕が 左團 次の  一 H 一一  スの 商人」 を稱揚 する 所以 は、 ハヅ リット、 リ 

ィ. ハント、 ジョン .フ オル スタ、 ヘン リ*ル ウス、 クレメント • スコット、 ヰ リア ム. ァァ チヤ、 バァ 

ナ アド 了ン ョォ諧 氏の 評論に 依つ て、 僅に その 一 グラム を 吸 ひ 得た る 西洋 演剌の {4.: 氣と 正しく 交通す 

る處 があった からだ。 

如何なる 點に 於て 「交通す る處」 があった か。 少しく 具 體 的に 述べて 見たい。 

シャイ a ッ クは沙 翁の 書いた 有名な 人物の 中で 一番 やさしい 役 だ。 マクベス、 ォセ a、 オリ ァ王、 

レオ ン チイ ズ などの ゃラに 性格の 誤解 を 招き 易い 役で はな. S 。シャイ 口 ックは 心 持の 好い I ぎ ter 

である。 全^ぶ 人 を 一 人に 代^して 甚^ 敎 徒の 迫害に 反抗しょう とする 者で ある。 基督：^ 徒に 對 する 

復续の 一念、 その外に は 何もない の だ。 「佾 い、 憎い、 仇が とりたい。」 その外に は 何の 望み もない の 

だ。 彼の 言 ふこと に は 正義が ある。 彼の 悪態な 口 を 突い て 出る 痛快な 警句の 中には 殘 酷なる 基籽 信徒 

をして 愧 死せ しむる に 足る ものが ある— 左 團次は 確に この 心 持 を 現して ゐた。 

故人 キ インの シャイ n ックは 「復 磐の 權 化」 であった は 好い が、 娘に 對 する 情の 無かった の を 遣憾 

とすると 傳 へられて ゐる。 左團 次の シャイ 口 ック はト分 娘に SE があった 。「それにつ けても 娘ジ エツ シ 

力、 ^伃； ：3 者に くっつかせる 位なら、 泥棒に でも くれた はう が、 まだ ましであった もの を。」 の 悲しげ 

な^ し は 十分 は 物の Hi: 情を惹 いた —— 「シャイ d ッ クは兒 物の 同情 を惹. S てはいけ ない。」 などと 
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いふ 人 も ある さう だが、 それ は 飛んだ 愚論 だ。 沙 翁が 同情 を 以て 描かぬ 人物 は 無い 害 だ。 

マタレ ヂの シャイ ：！ ッ クは侗 人の 怒り を 忘れて、 抽象的に 人の 不正 を 論じた 爲に、 自然 憎さげ な處 

の缺 けたの を 失敗 だとして ある。 左團 次の シャイ ロックに は 十分 malignity が 見えた 。「世間に は 豚 を 

見れば 胸が むかつき、 猫 を 見れば 氣が狂 ふとい ふ 仁 も ある。」 と 言 ひながら 橫 眼で ァ ント 一一 ォ を^む 逡 

り は 大出来だった。 手前勝手な 理窟 をなら ベてから. 一 何と。 お 聞 分 下されました か。」 と 公爵に 一 禮す 

る 時、 死んだ ァァ ヰング はに やりと ヴ オル ティル 式な 微笑 をした さう だが、 左圑次 はどうだった か覺 

えて ゐな い。 

「好かぬ からと て 殺す とい ふ は 人情で はな いわいごと 言ふバ ッサ 一一 ォの 言葉に 對 して、 「憎む 程なら 殺 

したいと 思 ふの が 人情の 當り前 だ，」 と 極めて 冷淡に 言って 濟 まして ゐる. 「氣に 食 はぬ と 憎い と は 同じ 

でない ぞ よ。」 と又バ ッサ 一一 ォがロ を 返す の を 耳に すると， 【何 だと ビ猛り 立って 來るィ キも奵 い。 

パ ドヮ なる 博士 方より 使者が 參 つた 趣をサ ラ リノが 公爵に 吿げ る。 バ ッ サ 一一 ォはァ ン ト 一一 ォを 慰め 

る。 その 間に シャイ B ックは 後へ退いて、 ^の 攧に身 を 凭せ ながら 靴の 裏で ナイフ を 研-ぐ。 ネリ ッサ 

が 出て 來て、 書狀を 公爵に 渡し、 直ぐ シャイ 口 ックの 左に 立つ。 ナイフ を 研いて ゐる シャイ 口 ックは 

一 肌吳れ るが、 直ぐ 正面 を 向いて 我 不關焉 と 言った 風で ある。 ネリ ッサと シャイ n ック の對照 はこ こ 

で 見られた。 


グラ シァ ノがサ モ ス の 聖人の 學說を 引いて シャイ 口 ックを 罵る 11 シャイ 口 ックは 知らん顔 をして 片 

膝つ いて 證文を 擴げて 見て ゐる。 グラシア ノの惡 口の 終る の を 待って、 證 文を擴 げた 儘 グラシア ノを 

じろ りと 兒て、 「證 文に 押した 印形が、 怒 篤って 消えり や あい ざ 知らす」 と 憎さ 氣に霄 ふ處 も、 坪內博 

士の察 本 (總 てブ ウスの 型) 通り だが、 力の ある 演じ 方だった。 「誓うた 上 は * 誓うた 上 は、 天帝に 誓 

うた 上はビ の^ 訶 廻し は、 牢 として 拔く ベから ざる 猶太 人の 決心 を 現した。 

ボ オシ ァが 「外科 醫者を 呼び寄せお け. 一 と 命す ると， 「さやうな 事が 證 文に 認めて ござります るか。」 

と悅 てて 證文を 床の 上に 擴げ、 忙しげに 證 文の 文字に 眼 を 走らす 處も 好い。 ァァ ヰング はこ こで ナイ 

フを 使つ て證 文の 字の 行 を 追った さう であるが、 それ も 面白から うと 思 ふ。 

アン トー ーォと パッサー 1 ォの 別れ を、 嘲笑 ひながら、 瀾に 凭って、 待 遠 しげに 天井 を 眺めて 髯を 弄つ 

て ゐる處 も 好い。 娘の 述懐 を 言って ゐ ると 時の 鐘が ゴ オン ゴ オンく と 鳴る。 氣を かへ て. 「何の かの 

と 時が 經っ。 お 宣吿を 願 ひます る。」 と 言 ふ處も 好い。 

「さっても 博舉な 判官 樣 だ。」 で、 手 一 ぱいに ナイフ を 高く 捧げる 歡 喜の 絕 頂から- 「血；^ は：： ハの 一滴た 

りと も、 其方に つか はすと は 書いて ない ぞ。」 の 一句 を聽 いて、 思 はす ナイフ を 手から 落し、 バッサ 11 

ォがァ ン ト 一一 ォを 引立てる とぐ たりと なつ て 丸で 撗に 打倒れ て 了 ふ 失望の どん底に 移る 變化も 遺憾な 

く 演ぜられた。 
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. 「證 文の 三倍」 も K へぬ との 事に 更に 失望 を 加へ 一元 金 だけ」 も 受取る 事の 出來 ぬと 聽 いて、 絡 望の 

極點 に 達し" 證文を 二つに 裂いて 捨て 、「もう 論判 はむ だ な こ つた。」 と 身 を 反り返 つて 切れ 切れに 言 ふ 

,處 も 好い。 

「厄介な 代物 だな あ。」 でグラ シァノ に 突き倒される。 「たかが 首 を 縊る繩 位の もので ござります。 外に 

何が やれる もの か」 と 言 ふ グラシア ノの 言葉に 又 憤然として 立ち上る。 アン トー 1 ォの 「ロハ 今から 基^ 

信者と 相 成ります やう」 で 後へ ー步蹌 ける。 ボ オシ ァの 「異存 はない か。 ど うぢ や。」 で、 ぐに やりと 

なって 俯伏して 了 ふ。 グラシア ノ その 手 を 引 張って、 最後の 毒 口 をき いて、 突 放す。 突 放な されて ァ 

ント 一一 ォと顔 を 八：； せる。 と、 氣を かへ て、 反り かへ つて、 肩を^ かして、 七 八 歩 出口に 近つ く かと 思 

ふと、 倒れる やうに 蹬 けて 引 込む II 何れも 立派な 成績であった。 

圑 吉のァ ント 1 一 ォは 風采の 確に 白馬 金 鞍の 子た る を 賞め たい。 壽美 藏のパ ッサ - 一 ォは友 i£ 溢る るば 

かりであった。 左 升の グラシア ノは身 體 の 自由にな つたの を 驚く、 臺詞 廻し も {且 しい。 旭 のボ オシ 

ァは 「raR 子に 扮 せる 婦人」 にならなかった の を 遺憾と する。 併し 名優 エレン. テリの 有名な ポオ シァ 

でさへ、 死んだ テ 一一 スンの 評に よれば、 尊： 敏と權 威と を缺 いたさう である ——少しも 失 やする^ は 

ない。 

道具 は 現今 尙 M 一一  ス に殘 つて ゐる宫 殿の 一 部 をお 眞に 依って 模し たもの だから 確 だ。 前週に も 述べ 


た 通り フ レスコ ォの 色の 新しい のと 天井の ベ/迄 通り 低い のと を遣悸 とする のみで、 その他 は實に 立派 

な出來 だ。 

&裳は 一二の^ 物 を根據 として、 これに 左圑 次の 見て 來た所 を 按配した もの ださう だが、 日本に 於 

ける 從來の 西洋 劇に 兑られ なかった 色の 調和が ある。 鬉も總 て 赤毛 を 用 ひたの は 背景の 色彩と 調和し 

て 好い。 

お 後に 「M  -1 スの 商人」 法廷の 場 を 今度の 狂言に 選んだ 事に ついて、 一 言 是非が 述べたい。 吾人 廿 

世紀の 靑 年から 見る と、 生 意氣か 知らぬ が、 シ H タス ピア はもう 甘い。 「H 一一  スの 商人」 の 如き は その 

內 でも： b い、 法廷の 場の 如き は 更に 「H 一一  スの 商人」 の內 でも 甘い 處だ。 新 藝術を 以て 舊藝術 を 倒す 

に は、 辛い もの、 苦い もの、 潞 いもの を 供給して、 古い 頭腦 に覺醒 的な 注射 を 行 ふ 必要が ある。 左圑 

次が 自分で 觀て來 た 劇の- 2： で 最も 模し易 いもの を 模し出 した 謙遜 的な 態度 に 異存 はない が、 この 次に 

若し 西洋 劇の 模 お ふ」 やる やうな 場合が あったら、 この度と 同じ 程度の！ 否 それ以上の —— 研究 を經 

て、 近世 作家の 脚本が 演じて 見て 貰 ひたい。 イプセン， マァ テル リンクが 自家の 哲理 を^べ た 時代劇 

の 一 部を演 るも奸 からう. バ アナ アド • シ ョォの 諷刺 的な 一 幕 物の 時代劇 を演 する も 好から う —— 見物 

制度 を 全然 改めた. K 膽 と勇氣 とが あれば 何でも 出来る。 不幸に して 昆物 制度の 改革 は敗戰 した。 今後 

の！ ^お 上の 改革に も 失敗が 来る かも 知れぬ。 併し 何の 恐れる 所が あらう。 試驗 だ、 試驗 だ、 試 驗に失 

小山 內薰 全集 七卷 明治 四十 一年の 劇評  四 七 


小山 內鶬全 K 七卷 明治 四十 一年の 阛評  四 八 

敗して 何の 恥づる 所が ある。 失望の 苦汁 を 味 はって、 始めて 偉大なる 藝 術は與 る。 (一 月サ 一；"^) 

(三) 『春の 歌』 を觀る 

「春の 歌」 は 抑 も 何 を 歌った もので あらう。 一一 一一 n ふ 迄 もな く 東京 を 呪った もの だ — 槊京 座の 芝居が 束 

京 を 呪って るの は 面 .S い。 

然 らば^ 京 を 呪って 田舍を 讃美した もので あらう か。 さう ではない。 只 痰 京 を 呪った だけ だ。 

燈臺守 は 妻と 姉 娘と に 捨てられ たので、 東京 を 呪って、 田舍も 田舍、 隠岐の 島と いふ 離れ 小，！^ に^ 

らして ゐる —— 田舍に 居て 決して 愉快な のでない、 已むを 得す 田 舍にゐ て、 そして^ 京 を 呪って ゐる 

の だ。 妹娘のお 筆 は 二 歳の 時 父に 連れられ てこの 島に 渡った の だが、 年頃になる に從 つて 漸くお.：： 小 

を戀 しがる。 終に この 島に 漂流した 青年 華族に 連れられて、 來 京へ 上って 兌る と、 お^に はお^で こ 

の 靑年 華族 を 慕 つてる 介< が ある、 それが 母と 共に 父 を 捨てた と 聞いて ゐる實 の 姉 だとい ふ 事が 分かつ 

て、 又 島へ 逃げ 歸る。 玆に 始めて 父が 「東京 を 呪 ふ」 情 を染々 と 身に^ えて、 二人 乂 昔の 生活に^ら 

うとして 居る 處へ、 姉が 追 かけて 來る。 燈臺守 は 姉 娘 を 見る と氣が 狂って 妹娘 を 刺し、 姉 娘 を 傷つけ > 

東京 を 呪 ひながら 自ら 匁に 伏して 了 ふ。 姉 娘 は氣が つて 田舍を 漂浪 ひ步 く。 靑年 華族も^^ の悲慘 

なる 事贸を 前にして、 狂 はざる を 得ぬ。 髮を 剃し、 瓢を 抱いて 田舍を 放浪す る。 氣狂 ひの 女と 中：^^ 


ひの^とが 或 W 舍で 計らす 邂逅 するとい ふの が 大詰 だ。 

守 も、 妹娘 も、 姉 娘 も、 青年 華族 も、 皆 或 意味に 於いて 東京 を 呪 ふ もの だ。 併し 田 舍にゐ るか 

ら 愉快 だとい ふ 人 は 一人 もない。 再び 言 ふ、 「春の 歌」 は^ 京 を 呪った だけ だ。 田舍を 讃美した もので 

はない。 

「春の 歌」 にして おし 田 舍を證 美した もの だと すれば、 ここに 見逃すべからざる 一人の 人物が ある， 

それ は 深 澤の扮 する 舉士大 井 準 吾 だ。 彼 はさした る 失敗 もせぬ 內に、 東京 を 見限って、 故鄕の 田舍へ 

歸 つて 馬子に なった。 彼 は燈臺 守よりも、 その 妹娘よりも、 姉 娘よりも、 はた 又靑年 華族よりも 利口 

である。 若し 「春の 歌. が 田舍を 讃美す る ものなら、 大井準 吾 は 蓋し 作者が 理想の 人物な ので あらう 

—— やがて この 釗の 主人公な ので あらう。 

序お は釗 中の 一 人物の 家 を 背景に して 全體の 劇に 何等の 關係 もない 喜劇 を 一 つ 見せる ばかり だ —— 

刺に 關 係の ある 人物が 一 人 も 出な いのは 酷い。 四 分か 五分で 濟む 「マク ベ ス」 の 序幕 は、 戯曲 「マク 

ぺス」 全體の 主調 昔 を 示して ゐ るとの 事 だ。 「春の 歌」 は 三十 分 餘も時 を 費して、 「春の 歌」 の譜の 一 音 

符も 語らなかった。 併し あの 序幕 を 見て あんな 厭な 奴ば かり 東京に 居る かと 思 ふと、 誰でも 東京が 厭 

になる。 ^^が 呪 ひたくなる。 作者の 意が 若し そこに あるの なら、 吾人 は その 苦心 を 謝さなければ な 

らぬ。 
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1 一幕 目 は 敵役の 側の 筋 を賣る 丈の 幕 だ。 勝手に 人物が 出たり 這 入ったり して 勝手に 筋 だけ 饒古 つて 

了へば、 さっさと 引 込んで 了 ふの だ。 一二 幕 目 は 立 役の 側の 筋 を齊 る^だ。 が、 二 幕 E より は 逸に 詩的 

だ。 雁が 鳴いて 空 を 渡る。 鹦鴆が 物 を 言 ふ。 漁夫が 歌 ふ -I だから 詩的 だ。 w 幕 B の 第一 場に 至って 

劇 は 稍 進む！.. だが、 それ もほんの 一 歩か 二 歩 だ。 惡 人が 青年 華族 を噔 落させる 椏に 使った 女が、 却 

つ て靑年 華族に 惚れて 了った 處を 見せる だけ だ。 

眞の釗 は 四 幕 目 第一 一場の 後半から £ 幕 HE の 終までで ある。 六 幕 目卽ち 大詰 はェ ピ n ォグ になって 居 

ない。  • 

四 幕 EZ 第二 場の 後半、 ぉ才の 出から、 五 幕 目の 終まで は、 脚本の 妙、 俳優の 技と 相俟って、 流石に 

人 を 感動 させた。 

嫉妬に 燃 ゆるお 才 がお 筆 を とらへ て 武彥を 出せと 迫り、 お 筆の 强 かに 泣く のを兑 て、 戀 する 心 は 誰 

も 同じと、 氣を 折って 今迄の 亂暴を 詫びる 處は、 喜 多 村の 消極的な 藝と河 合の ^被 的な P 、とが、 よく 

劇中の 人物に 適合して、 この 狂言 中の 見處 だった。 相 争 ふはづ みに お 筆の 落した 十；： いお ^を、 ぉ才が 

拾って 兌る と、 自分の 母の 姿 だ。 お 筆 を 我が 實の 妹と 知った ぉ才は 潔く 戀を 諦めた。 お^の 落した 母 

の寫眞 を 自分の 持って る 父の 寫眞と 取換へ て、 それとなく 兄弟の 名のり をして 歸る。 ぉ挚 はお 才の去 

つた 後、 自分の 落した 寫眞を 何 心なく 拾って 兑 ると、 いつの 間に か 父のお 凰と變 つて ゐる. i- あ、 そ 


れぢゃ あ、 あれが 姉さん だ。 お 筆 は 思 ひに 堪へ かねて、 書 置 をして 家出 をす る、 お 才が妹 懐し さに 再 

び 引返した 時 は * 旣に 妹の ゐ なくなった 後だった。 ぉ才 はお 筆 を 追って 隱岐の 島へ 行く。 ここの 件 は， 

スクリ イブ 式と 言 はう か、 サ ルヅゥ 式と 言 はう か、 默阿彌 式と 言 はう か、 但し は紅綠 式と 言 はう か、 

S に 巧妙な もの だ —— 併しながら 古い 「巧妙」 だ、 新しい 「巧妙」 ではない。 

开^ 目の 幕が 開く と、 燈臺 守が 燈臺の 下の， 岩に 腰 を 掛けて、 海 を 眺めながら、 娘戀 しき 感慨 を 述べ 

てゐる そこへ 突然お 筆が 歸 つて 来る。 お 筆の 悲しい 話を聽 いて 燈臺守 は 一時 非常に 憒 るが、 娘の 

優しい 詞に氣 を 和らげて、 再び 親子 水 入らす の樂 しい 生活に 歸 らうと して ゐる 途端に、 ぉ才が やって 

來 るので 總 てが 壞れて 了 ふ。 劇が 平和に 結ばれよう とする 途端、 突然 大破 壞の 来る の は 面白い。 紅綠 

式の 脚本に 新 意 あり やと 問 ふ 人 あらば、 僕 はこ こ を 指示した いと 思 ふ。 

更に 全 體 を 通じて 見る。 三 慕 目の 燈蟇 守の 宅 は、 二 アムべ ス ト」 を 其 俊で ある。 四 幕 目の 第 一 場-:; 瀨 

^庭園の 前半 は 「不言不語」 を 思 ひ 出させる。 ぉ才 と武彥 との 關係 は. 「ダ アム、 ォォ 、カメリア」 に 

も 「サフ ォォ」 にも 見られる。 —— 餘 りに 古い 作 を 思 ひ 出させる の は 拙 だ。 

劇 全 體 としての 缺點 を擧げ ると、 燈臺 守の 過去の 一 向 不明なる こと-お 筆が 東京へ 來 てからの 苦しみ 

(姉に 會 ふまで) の說明 更に 無き 事、 武彥の 喜劇 方面の み舞臺 に 現れて をり て、 その 悲釗的 方面の 一 向 現 

れ をらざる 事 等で ある。 殊に 最後の 缺 點は武 彥に扮 する 伊井の 技藝 にまで 影響 を 及 ほして、 何か不 & 
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面目な 暢氣な 若殿 を寫 すに 過ぎ ざら しめた. §： 幕 H で 使ふテ  一 | ス ンの詩 「バ ァレ H 卿.」 は、 武彥 が讀ん e 

お 筆に 聞かす ベ き 詩で はない 。若しお 筆に 英語が 讀め るなら - お 筆が 讀ん で武汔 に 聞かす ベ き 詩 だ。 な 

幕 目に 出る 海坊主 は 「都の 人」 の幽靈 であらう が、 怨む 人の 處へ怨 まれる 人が 幽靈 になって 來 るのま^ 

し い 。本来なら 燈臺 守が 海坊主に な つ て柬 京人 を惱 ます ベ き だ — 是等は 確に 新ら し い。 (二  3 五 ロ認) 

(四) 『歌舞伎 物語』 を 観て  • ， 

脚本の 眞の惯 値 は， 芝居に なって 見て、 始めて 分かる。 脚本 だけ 讀ん でも 作者の 思 ふ 所 は 分からう • 

作者の 寫さ うとした 所 は 分からう、 舞 臺面も 分からう、 人物の 出入 も 分からう、 頭腦の 鋭敏な 人に は- 

音 樂 者が 曲譜 を 見 る と 直ぐ 音の 聞え る やうに 、 舞臺上 の 効果まで 歷 然として 分か る だら う。 併し 是等 

の 物 を 同時に 見、 同時に 聽き、 同時に 考へ て、 直ちに 一 の 纏った 印象 を 腦裡に 得る とい ふこと は、 芝 

居 を 見て 始めて 出来る 事 だ —-. 音樂の 曲譜の a 具の 價値 もお たま じゃくし を 讀んだ 丈で は 分からぬ。 演 

奏を廳 い て 始めて 定まる。 

昔 は 知らす、 今の n 木 劇界 は出來 得る 限り 新作の 脚本 を舞臺 に 上せぬ 事 を 以て 世界 萬 闽の剌 界に誇 

つて ゐる —— 縱し 稀に 新作の 脚本 を 用ゐる 場合が あっても、 努めて 原作に 忠實 ならぬ を 以て 誇と して 

ゐる。 需耍 供給 は 經濟學 の 原則 だ。 だから 今日の 日本に は 新しい 脚本 は 出ても、 その 眞の惯 を 問 ふ 


機钫 がない。 

この に 立って 新 脚本家 山 崎 紫 紅 氏の 作が、 屢舞臺 上に 上った の は、 頗る 異 とする に 足る。 併し 第 

一 に 上場され た 「上 杉 謙 信」 は、 先に 言った 日本 劇界の 誇と して、 場面に も薹詞 にも 大分 朱が 加 へら 

れた —— それに 演 する 者が 壯士 役者の 系統 を 引いた 者であった。 第二に 上場され た 「甕 破柴 田」 は臺 

詞 にも 入物の 出入に も 場面に も 極めて 脚本に 忠實 であった が、 この 脚本の 演技に 最も 必要な 「熾烈な 

S の 日盛り」 とい ふ 背景 を缺. S てゐた II それに 演 する 者が 文士 劇の 俳優 諸君であった。 第三に 上場 

された 「亂 れ笹」 は 背景 も 臺詞も 原作 通りで あつたが、 これ は 作者が 俄に 賴 まれて 筆 を 下した もの 

で、 餘り 抱負の ある 作と も 思へ ぬ —— これ も演 する 者 は 書生 役者だった。 さて 第 四に 上場され たの 

が、 今度の 明治座の 「歌舞伎 物語」 だ。 この度 は 文字の 上から 言っても 原作 通り (序幕の 左 馬 之 助と 

山 三との 會話を 長め たのと、 火 詰の 舞の 歌 を 短く したのと は 作者 自らの 業で ある). 場面 或は^: 景の上 

から 首っても 原作 通り (大道具の 立派な 事 は 旣に諸 新 閒の傳 ふる 如くで ある。 併し 單に 立派な 計りで 

はない、 卜 分 脚本 を 味 はって、 何處 まで も 脚本に 忠實 ならむ とした 痕が 見える). 演 やる 者 は、 史劇に 

素^の ある 舊 派の 俳優 だ—  —- ここに 始めて 紫 紅 氏の 新 脚本の 3 典の 惯値を 量る 事の 出来る 時が 來た。 

紫 紅 氏 は 新時代に 生れて 新時代の 文學を 修めた 新時代の 史劇 作者で ある— 默阿彌 に 系 を 引いて る 

害 もない、 櫻痴 居士に 統を 受けて ゐる喾 もない。 
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然 らば 紫 紅 氏の 脚本 其 物 は 果して 新時代の 新しい 史劇で あらう か。 

凡そ 脚本の 新しい と 一一 一一 n ふに は 三つの 方面が ある。 第一 は 村 料の 採り 方で ある。 第二 は；^ 料の 取扱 ひ 

方 (或は 描き 方) である。 第三 は 材料に 對 する 作者の 見方で ある。 そして 第三の もの は笫ー 第二の 底 

を 流れる 力で ある。 以上の 三つが 悉く 新しくなければ 未だ 「ここに 新しき 釗 あり。」 と 叫ぶ 事 は出來 

ぬ。 さて 紫. 紅 氏の 脚本 はどうで あらう。 この 「歌舞伎 物語」 に 限らず. 總て 材料の 採り 方 は 新しい-— 

少く とも 從來の 狂言 作者が 「これ は 迚も 芝居に ならぬ。」 と 雷って 捨てて 顧みな か つた 材料 を 採って 

以て 自家薬籠中の物 としてる 丈で も 新しい。 それから 村 料の 取扱 ひ 方 も 新しい 從來の 史劇に：： 儿ら 

れ ないやうな 形式が ある。 而 して それが 又舞臺 の 約束に よく 適って ゐる。 ^し は 料の 取扱 ひ 方に 於け 

る 作者 は、 材料の 採り 方に 於け る 作者から 見る と、 餘程^ 派に 讓 歩して ゐる やう だ。 今度の - 歌舞伎 

物語」 に； a て も、 「割 臺詞」 の 多い 事、 そして 「割 臺詞」 の 給 を 「一同。 何々。」 でして ゐる 所の 多い 事 

(但し 新 演技 法に 志 ある 明治座 は 「 一 同」 と ある 處を、 成るべく 最後の 一 人に 一一：" はせ る やうに して ゐ る)， 

景に よそへ て 情 を 叙べ る 臺詞の 多い 事 (序幕の 幕切れ、 三 幕 目の 初め 等) などが 其^ 據. た。 材料に 對 

する 作者の 兌 方に 至って は 全然 新しくな いと 思 ふ —— 昔の 作者が 同じ 衬料を 見ても これ 位な 兌 方 はき 

ゥ とすると E じ ふ。 

要するに 紫 紅 氏の 史劇 は. 第 一 の 方面に も 第二の 方面に も 新しい ものが あるが、 第 一 第一 一の 方. ゆの 底 


を 流れる 第三の 力 ——これが 最も 大切な もの だ I に 於いて 新を缺 いて ゐる、 或は 作者の 見方 は 新し 

いの かも 知れぬ。 然 らば 作者の：^ 方に 新しい 强 さが 無い の だ。 だから 吾人 新時代の 靑年の 頭 腦に訴 へ 

て來る 所がない の だ。 胸 を 突いて 來ろ 所がない の だ。 心臓-て 襲って 來る 所がない の だ。 思 ふに 紫 紅 氏 

は い 强さを 避けて 新しい 强 さに 入らう とする 中途に ゐ るの だら う。 古い 强さ のな いのは 嬉しい が、 

ト：： い 所が 有る の は淺念 だ i  ： 新しい 强さ のな いのは 殘念 だ。 

「歌舞伎 物語」 は 人間より は 事件 を 描いた もの だ。 事件より は S 想 を 描いた もの だ。 思想と は 何で あ 

る。 歌舞伎の 講美 だ、 劇の 讚美 だ、 藝 術の 讃美 だ。 人生に 於いて 戀は 最も 美しい ものである、 併し 藝 

術 は その 戀 以上に 貴く 美しい ものである。 -舞臺 へ 上がれば 神への 贽、 一段 終らぬ そのうち は、 人の 戀 

では とめられぬ，： これが 古いの だ。 この 思想が 古いの だ。 兑 方が 古いと 一一 一一 C つたの はかう いふ 所 を 指し 

たの だ。 

「歌舞伎 物語： の 主人公 は 誰で あらう。 多くの 新聞 は秀康 だと 書いた。 併し 僕 は 今 述べた 思想から 推 

して 主人公 はきつ とお 國に違 ひない と は 思った が、 獍 念の 爲に 作者に 訊いて 見たら 矢つ 張お 國 だつ 

た" この 主人公の 錯誤 は 作者に 罪が あるの だら うか、 昆 物に 責が あるの だら うか。 無論 兌 物の^ 注意 

にも 罪 は あるが、 作者が 秀康 に 比して ぉ國を 描く に 粗であった 點 にも 責は ある。 

1 Sg 「歌舞伎 物語」 に现れ てゐる 主なる 事件 は 何と 何で あらう。 秀^ 0 毒殺 事件と お 阈の戀 とそれ 
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から 歌舞伎 其 者と である。 序幕 伏 兌 城 中庭 園內 とその 返し 男 山 八幡 社頭と は、 毒殺 事件に 主にして、 

歌舞伎に 微 である。 お 國の戀 に 至って は 殆ど 何れも 現れて ゐ ない。 二 幕 目 伏 見 城 內土屋 左 馬 助役 セは 

殆ど 毒殺 事件に 占領され てゐ る。 歌舞伎 もない、 お 國の戀 もない。 H: じ 幕の 第二 場四條 河原お 國の住 

居に 至って、 始めて お 國の戀 が 現れる。 歌舞伎に 關 する 條も ある。 毒殺 事件が 極めて 微に 現れて ゐる 

(幕切れの 使) の はこの 場ば かりだ。 三 幕 目 京都 清水寺 舞 臺は又 毒殺 事件が 主で、 お 國の戀 も 歌舞伎 も 

極めて 微 である。 四 幕 目 伏 見 城 中 能 舞 裏に 至る と、 毒殺 事件 もお 國の戀 も 歌舞伎 も呰^ しく 高潮に 達 

して 同時に 各々 その 局 を 結んで ゐる。 最後に 三つの 事件が 一 つに 結びついて 最高潮に 上る とい ふ 趣向 

は 面白い が、 以上の 記載に 見ても、 三つの 事件が 大詰へ 來る 迄の 现れ 方に 如何に 不平 均なる ものが あ 

るか 解る だら う。 これで は 秀康が 主人公と 思 はれても 爲 方がない。 お 國の戀 と 毒殺 事件との 問に 密接 

の關 係の な いのも 物足りない。 

ぉ國を 初めと して 出て 來る 人間 も 出て 來る 人間 もみん な 類型的な の は殘念 だ。 秀战に は 稍 W 性が あ 

りさう であるが、 それ も 十分 書 いてない から 十 分 論す る 事が 出來な い —— 唯せ いて あるの は 境遇ば か 

り だ。 

ここに 一 つ 僕に 分からぬ 事が ある。 作者 にもつい 訊く の を 忘れた の だ。 ^山 八幡で 山 三が 速：： 几 甲斐 

に 中納霄 毒殺の 企 ある. E 秀康 公に 傳 へて 吳れと 頼む。 甲斐 は 「でん 設據 不十分 だから」 と 1  一一 c つて 消息 


を" かない。 それ は 好い。 ぉ國の 住居の 幕切れに 至って 山 三の 所へ 甲斐の 許から 甞て 担んだ 消息 を 持 

つて 山 三が 秀康 に會 つた 時 は 旣に毒 を 呑んで 了った 後だった。 それ も 宜しい。 唯 甲斐が 一 旦ま n く を 担 

んだ 消息 を 遲れて 寄越す に 至った ！ これが 遲れ た爲に 秀膨は 死んだ やうな もの だ。 ー— 動機が 分か 

ら ない。 男 山 八幡の 幕切れに 大岡 卜 太夫に 身を扮 した 本 多 佐 渡 を 提灯の 光に ちらと 見て、 「正しく.： と 

言った のが 動機なら、 直ぐ そこで 消息 を 認めても 好かった らう。 さう したら 秀康も 死なす に濟ん だか 

も 知れぬ。 この 逡の說 明が 足りな いのは 淺念 だ。 「事の 仔細 を 打開 けても、 早速に は 御 承引な く、 漸ぅ 

只今 こそ 消息 を 頂きました  」 だけで は 少しも 分からぬ。 

小^ 次の 山 三 は 可 もな し 不可 もな しで ある。 喜びに つけ 憂に つけ 臺詞 にば かり 氣を 取られて 表情に 

變 化の ない のが 缺點 だ。 幽吉の 速 見 甲. 斐は あれ 以上に しょうと しても 出 來ぬ役 だら う。 雷藏の 小姓 安 

居 丸 は 沈默の 間に も 自分の 役 を 忘れないで 始終 氣を 入れて ゐ たのが 嬉しい。 殊に 淸 水のお 茶の 條と大 

詰の 秀^の 容態 を氣遣 ふ邊が 好かった。 鱸 丸の 小姓 宮 井久 市 もま 面目に して ゐた。 福藏 の醫師 は其扮 

装と 其 冷 靜な落 著と を 採る。 時 藏の左 馬 之 助 は 近頃での 上出来 だ、 殊に 窓の 障子 を 半分 開けて 遠く か 

ら 右京に 叱 言 を 言 ふ邊が 好い。 壽美藏 の 右^、 これ は  一^目 中の 儲け役 だ、 誰が しても 好い 役に は 違 

ひない が、 この 人 程 熱心 を 以て 演 する 人 は先づ たんと あるまい。 淸 水の 舞臺 からの 飛び下り 方 を 二三 

^代へ て演 つて 見た ので も、 熟 心の 程 は 分かる。 紫 扇の 瓶. 江と 左 升の 傳 介との 會話は 原作 を 讀んだ 時 
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に 感じた 程 花やかで も賑 かで も 無かった の を 惜しむ。 傳 介の 顔の つくりと 頭の 形が 氣に 入った。 但し 

「恪氣 と 疝氣は 年寄の 謹み 所」 などと いふ 文句 を 吐く 年輩と は 見えなかった ベ 女 寅のお 阈は 決して 惡く 

はない、 が 併し 決してよ くもない。 第一 肝心の 熱情が 足りぬ、 火が 足りぬ、 燃える やうだった の は 衣 

裳ば かりだ。 左 M 次の 本 多 佐 渡 守に 就いては 何も 言 ふ 事がない。 若い とい ふ 衆評に は 僕 も贊成 だ。 國 

升の 本 多 伊豆と 莛 女の 峯尾 とに 至って は 言語 道斷 だ。 

左圑 次の 秀康 は、 先に 言 ふ 通り 人物が よく 分からな いの だから、 詳しい 評 は出來 かねる が、 流石に 

自分の 立場 を 明に する 丈の 新しい 演技 を 兌せ てゐ た。 序幕で ぉ國瓶 江に 戯れ言 を 言 ふ 所 も、 清水で 右 

京 を 賞す る 所 も、 大詰で 亡びる 命 を 惜しむ 處も、 脚本の 心 を 十分 忠實に 現して ゐた。 淸 水の 幕切れの 

笑 は、 もっと 陰欝に ありたかった。 

終に 一 言す る。 「袈裟と 盛 遠」 を 演じ" 「歌舞伎 物語」 を演 する 俳優が、 藤 三 郞に扮 し 次 郞左衞 門に 扮 

する の は 確に 矛盾で ある。 確に 苦痛で ある。 斯 かる 矛盾、 斯 かる 苦痛に 堪 へなければ 一 座 を 維持して 

行く 事の 出来ない 役者と いふ 者 は氣の 毒な もの だ —- 一人 思 ひ、 一人 書く、 幸 幅な の は 文 舉の人 だ。 

(三月 十 口お 認) 

(五) 『月 魄』 と 『女の 望』 と 


お 京 座の 「E: 魄」 と太鄉 座の 「女の^」 と を 見た C 

兩方 共に 「新聞 小說. - を 脚色した もの だ。 社會 一般に 讀 まれる 一新 聞 小說」 を演 する 事が、 社會 一 

般の奸 尙に投 する 最良 手段た る 事 は 僕で も 知って ゐる。 ^しこの 非 文明な 野蠻な 社會の 好尙に 投じた 

からと言って、 そこに 何の 進歩が あらう。 そこに 何の 革新が あらう。 藝 術と いふ もの は^から 常に 「其 

時代， 一 より 一 歩 一 一歩 或は 數步 進んだ ものである。 然るに 今の 新派 劇 は 努めて 「其 時代」 と 一 緒に なら 

うと 苦心して ゐ るの だ。 だから 今の 新派 劇 は藝術 ではな いと 言 ふ の だ 、 藝術 に 非す して 商^な りと 言 

ふの だ。 

それに 近頃 又惡ぃ 事が はやり 出した。 それ は 劇場が 新聞 を 利用し" 新聞が 劇場 を 利用す る 事 だ。 そ 

れも藝 術の 爲 なら 好い 素より！： 場と 新聞と は 離れられぬ 關 係が ある。 劇場の 盛衰 は 繋って 新聞に 

あると 言っても 好い 位 だから、 その 新聞が 藝 術の 爲に 奮闘す る 劇場の 爲 に聲援 したら、 どの位 演劇 は 

進む であらう、 然るに 今日の 新聞 はさう い ふ 種類の 劇場 を 見る と、 唯 ハ ィ カラ だと かパ タ臭 いと か 言 ふ 

淺^な 现由 の 元に 之 を 担け て 了 ふ —— そ し て 自分が 洋服 を 着 て 洋食 を 食 ベ て る 事 を 忘れ てるの だ— 

-ば^ 以上に 賞め るの は 自分の 新聞に 戦った 小說が 舞臺に 載せられた 時ば かりだ。 新聞 も 亦 終に 商業で 

ある。 「商業」 たる 演劇が 「商業」 たる 新聞と 相携 へて ゐ るので ある。 「商業」 以上の 事の 出来る 道理 は 

ない。 
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「s: 魄」 は 善人 榮ぇ惡 人 亡びる 「健全な 劇」 である、 「女の 望」 は 善人 榮 えとい ふ 點 はどう かと 思 はれ 

たが、 兎に角 善人が 難 を 逃れて、 悪人が 亡びる とい ふ、 これ も 先 づ先づ 「健全な」 劇で ある。 

伊井よ. 斤 1-0 頻りに、 劇に 慰安な かるべからざる を說 く。 これ は 一 日の 「快 樂」 を 目的と して 來る看 

客 こ-向って、 愛嬌 ある 伊井が 當然說 きさうな 道理で ある。 

釗が 人生の 一部 を寫す ものである として、 その 劇 一 つ 一 つに 必す 一 つの 慰安が あるべき ものである 

としたら、 人生 其 者に は 隨分澤 山の 慰安がなければ ならぬ。 併し 「人生」 とい ふ 所 はさう 澤山 慰安の 

ある 所で あらう か。 砂に 築かれた る 家の 如き は、 慰安に 見えて 寶は 慰安で ない。 

僕等靑 年の 考 へて ゐる 「新 文藝」 は、 破瓌 にある、 暴露に ある * 僞 善の 衣 を剝楚 する にある。 併し 

ながら 人生の 衣 は 幾ら 剝ぃ でも 僞 かも 知れぬ。 幾ら 剝ぃ でも 暗 かも 知れぬ。 と 言って 「人生」 をお 雜 

樣の やうに 壇の 上に 飾って、 綺麗 だ、 美しい と 言って る 事 も 出来ぬ。 僞 善の 衣を剝 いで 釗 いで、 その 

奥に 若し 一 點の 微光で も あったら、 初めて それが 眞の 慰安になる の だ。 依井の 所謂 「慰安」 が 若し さ 

うい ふ 慰安 だったら、 決して 劇の 興行 毎に 得られる 底の もので はない と 思 ふ。 

秋 月桂 太 郞の藝 は 今度 始めて 見た —— 小さい 時 見た かも 知れぬ が、 頭に^って ゐ ない -I— が、 お 新 

聞で 罵る 如き もので はない と 思った。 伊井の 戀 の濃艷 なる に 比して この 人の 戀の 淡白なる も 好い。 爾 

來 伊井 は 冷に 於いて 優る—— 悪人に 對 する 皮肉、 嫌 ひな 女に 對 する 冷淡 熱に 於いて は 芝居 をお 過 


ざる。 これに 反して 秋 e: は 熱に 於いて 優る、 冷に 於いて 芝居 をお 過ぎる。 

河 合は锘 派の 「枯れない 藝」 を 新派に 應 用して ゐ るの だ。 喜 多 村は舊 派の 「枯れた 藝」 を 新派に 應 

用して ゐ るの だ。 何れも 舊 派に 負 ふ處の 多い 察は爭 はれぬ。 河 合の 藝は花 だ。 一 っ唉 いて ゐても 直ぐ 

人の 眼に つく。 喜 多 村の 藝は蓰 だ。 幾ら 生ひ繁 つて ゐて も、 まるで 人の 注意 を惹 かぬ 事が ある。 

薛 派の 所謂 「枯れた 藝」 と は 何で ある。 語を換 へて 言へば 舊 人が 苦心に 苦心 を 重ねた 結 栗 開いた 新 

しい 境地で ある。 この 新しい 天 地 を 自ら 苦心して 開く のが 俳優の 職務で は あるまい か。 僕 は 喜 多 村に 

勸 める。 釗通 たる 勿れ、 釗 通たら むと 欲する 勿れ、 君が甞 て 粗服 をつ けて 諸 劇場の 立 見 をして 廻 リ た 

るが 如く、 實 世間の 立兑 をして 歩き 給へ。 日本 古往今来の 女形が 未だ 開拓の 緖 にだに つかざる 新 天地 

は 君の 眼前に 横 はって ゐる ではない か。 —— 實世 11 の { 仝 氣を吸 ひ 入れて、 これ を 劇場に 吐け、 劇場の 

空氣 はこ こに 始めて 新しくな るので ある。 僕 はこの 點に 於いて 「藝 談」 とい ふ ものの 貯蓄 更にな き 河 

合 其 人 を 愛する。 

高 田 は舞臺 に 上る と靈に 於いて 輝く。 その 靈 の 力 は 非常な 重量 を 以 て 吾人 を威壓 する。 高 田 の 偉 い 

處は ここに ある。 その代り 靈に 走り 過ぎて、 肉 を 忘れる つ 「東風 物語」 の 時に 扮 した 人物な ど は 現に 「木 

の實を 食って 生きて ゐる」 と 一 E つた。 高 田の 欠 點は靈 に 走って 肉 を 忘れる にある。 村 田 は 舞臺に 上つ 

て 如何な^ 人に 扮 しても 決して 肉 を 忘れぬ。 村 田の 藝が高 田の 藝に 比して 更に 近代的な の はこの 點で 

小山 內豫 全笾 七卷 明治 四十 一年の 劇評  六 一 


小山 內薰全 s« 七卷 明治 四十 一年の 劇評  六 二 

ある。 その代り 靈の 力に 至って はま だ 中々 高 田に 及ばぬ。 同じ 金色 夜叉の 荒 尾に 扮 しても、 高 田の は 

擧士 になり たて i 靈に 於いて 優る 時代の -停享 場が 好い。 村 m の は 駄目 だ。 ^が 落魄した 公^の 

場になる と、 高 田の は餘 りに 祌樣に 近 過ぎる、 どうして 食って るの か 分からぬ。 村 田の は 生活苦 を 苦 

とせざる 內に 知らす 知らす、 その 苦 を 肉に 刻まれた 風情が 寳 によ く^れて ゐた。 

「月 魄！ と 「女の 望」 を 見て 得た. 感想 は、 斯 かる 概括 的な ものであった。 (六月 一一 一日 認) 

(六) 劇と なりたる 鏡 花 氏の 小說 

小說を 芝居に する 事が はやり 出した 時分、 僕 は 斯う 思った 事が ある。 今の 小説で も设も 芝 に 近い 

. I 從 つて 最も 芝居に し 易い I の は、 鏡 花 氏の 小說 だ。 誰か 早く 鏡 花 氏の 小說を 芝居に して 見せて 

吳れ れば奸 いと。 

川上 派の 藤 川 を 長と する 一座が 本鄕 で、 「辰 巳. 巷談」 をした 時が、 僕が 鏡 花 氏の 小說 を舞躉 に 見た 最 

初で ある。 「辰 巳^ 詨」 は 鏡 花 氏の 作の 中で も、 殊に 芝居 式な ものである。 必す 好から うと 思って 兌た 

が 失望した。 その 不自然な のに 驚いた ので ある。 與行も 失敗に 終ったら しい。 

次で 村 田 や 藤 澤ゃ福 井が！： 華 座で 「黑 百合」 を演 する のを兑 た。 この 芝^も 村 田の 多 摩 太と 死んだ 

兒 島の 花 寶 お雪が 多少 忘れ 難い 印象 を與 へたき りで、 石 瀧の 場 も、 大詰の 黑ぉ合 艦 も 終に^^ 劇た る 


に 終った。 

その後 源 \ 一助の 「瀧の 白糸. (「義 血俠 血」 を 脚色した もの) を 見た。 これ も釗 場の 作者が 揷 入した 

筋の 方が 活動して、 肝心の 原作の 心 持 は 殆ど 現れなかった。 

その後 高 田、 河 合、 藤澤 一座が 本鄕 座で やった 「高野聖」 は、 山の 小屋が 大に 振った。 殊に 小屋が 

背景 その 儘に 半 廻りに 廻って、 その後 を兒 せた 時、 鳥の 羽ばたき する 音 や、 むささびの 叫び や、 牛の 

啼き聲 や， 「二十 三十の ものの 鼻息- 羽音」 が 俄に 聞え て 來る處 が 如何にも 物凄くて、 稍 鏡 花 式の 匂 を 

舞^の 上に £々 いだ やうな 氣 がした。 併し それ は 極 僅の 時間の 事で はあった し、 全く 人 問と いふ もの を 

離れた 感じで もあった から、 然程 有難い ものではなかった。 

伊井と 河 介が 合同して 新 富 座に 興行 を 綾け た 時、 鏡 花 物で は 一， 通夜 物語」 と 「瀧の 白糸，」 との 二つ 

が 演じられた。 七 八^ 前に 「手前 達 は 誰 だと 思 ふ、 丁 出さん のおい らんだよ ノ といった やうな 一一 =1: 紫 を 

小說 で讀ん で、 無上に 痛快 だと 思った 僕 も、 伊井 河 合の 藝の 上に 得る 處 こそ あつたれ、 一， 通夜 物語」 と 

いふ 劇 其 者に は、 少しも 動かされなかった。 不相變 鹿々々 しいと いふ 感じが した。 ニ1 の 白 糸. 一 も 序 

幕の 橋の 上の 伊井の 欣彌、 河 合の 白糸の 會 話に 原作者の 才と 俳優の 技倆との 化合 を 認め 得る だけで、 

あと は 源 之 助 一 座の この 劇 以外に 新しい 天地 を 開いて くれたと は 信じ 得なかった。 

裘多 村が 木鄉で 演じた 「風流 線」 は 殘 念たがら 見なかった —— 河童の 多 見 次 は 振った さう だが。 
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これ を 要するに 從來鏡 花 氏の 小說を 芝居に した もので、 十分^ 作の 心 持を傳 へた もの は 一 つもない 

し、 原作 を 離れた 一 つの 芝居と しても 賞 讃を慣 する もの は 一 つもなかった。 

その 失敗の 理. 5 は 他の 小說 脚本 劇の 場合と M じく、 脚本 者の 下手な 處 にも あらう し、 俳優の 技藝り 

至らない 處 にも あらう けれども、 まだ その他に、 鏡 花 氏の 小說の 場合に 於いて は 特に 兒 逃す 可から ざ- 

る  理由が  一  一つ ある。 

僕 はさつ き 鏡 花 氏の 小 說は令 口の 小說 でも 最も 芝居に 近い もの だ と霄 つた。 芝お に 近い 小說 だか 

ら、 芝居に したら^ よから うと 忍って ゐ たが、 始めて その 芝居に した もの を 見る に 及んで、 その 不寒 

然 なのに 失望した と 言った。 「芝居に 近い」 とい ふ^が 必す しも 「不自然」 だとい ふ蓽 ではない。 そこ 

で、 どうして 鏡 花 氏の 小說を 芝居に した もの は 不自然に 見える の だら ぅと考 へ て兑 た。 

成程、 鏡 花 氏の 小說は 劇に 近い。 釗的 である。 併しながら よく 考 へて 見る と、 德川 時代の 釗に 近い 

の だ。 明治の 劇—  —新興せ むと する 劇 —— に 近いので はない。 德川 時代の 劇的な の だ、 近代の 釗的 なの 

ではない。 言 ふ 白 も、 する 科 も、 筋の 仕組み も、 悉く 臭 草紙 だ。 昔の 人が 時代 を ii 違へ て 今の 服装 を 

して 出て 来たの だ。 宗平ゃ 瀧 太 郞ゃ欣 彌ゃ淸 が 丁 髭で 出る 芝居 だったら、 僕 等 も 昔の 芝居 を 見る 時と 

同じ 氣持を 以て 對す るから、 不自然な 不愉快な 感じ も 起ら す、 さぞ 面白から うと 思 ふ。 鏡 花 氏の 小說 

は 一 種の アナ ク 口 一一  ズム だ。 從 つて その 小說を 脚色した 劇 も アナ ク B 一一  ズムだ —— これが 錢花 氏の 小 


說を剌 にして いつも 失肷 する 第一 の 理由 だ。 

一 sg 鏡 花 氏の 小 說を愛 請す る 人の 心 持 は、 丁度 巧い 講釋師 の 話を聽 いて ゐる 人の 心 持と 同じで、 話 

し 方が 巧い ので 嘘な 事 もつ い 本 當に聽 かれる の だ。 「見て 來 たやうな 噓」 を 吐かれて、 それ を 喜んで 聽 

いて ゐ るの だ。 話し方が 巧い から 感じる の だ。 話して る 事 實が人 を 動かす ので はない。 だから、 その 

事 W. を 劇に して 色に 見せ 形に 見せた 處で、 それに 少しも 動かされる 喾 はない。 話し方の 巧い とい ふ 事 

は、 その &i を 仕組んだ 劇の 上にまで 現れて 來る もので はない から —— これが 第一 一の 理由 だ。 

鏡 花 氏の 小說は 何れも 德川 時代の 劇に 近いの を 見て、 氣の 早い 批評家 連が、 「鏡 花 は小說 家たら むよ 

り、 寧ろ 脚本 作者た るに 適す。」 とい ふ 事 を 害いた 時代が あった。 鏡 花 氏 自ら もさう 思った かどう か、 

藤澤が 「水鷄 の 里」 を本鄕 座に 演じよう とした 時 は、 原作者 自ら 脚色の 筆 を 執って 「深 叉 大王」 を 公 

にした が、 この 脚本に 忠實 なる に は 役者が 餘程 無理な 早業 をし なければ ならない ので、 中止に なった 

(「高野聖」 は、 その代り として 演ぜられ たのた)。 その後 鏡 花 氏 は 「愛 火」 と 云 ふ 脚本の 創作 を 始めて 

した。 併し この 兩 作物 は、 何れも 前述の 二つの 理由に 依って 失敗の 作で ある。 但し 笫 二の 理由 を 創作 

として 現れた 脚本に 當 嵌める の は 無理な 話で は あるが、 鏡 花 氏の 話し方の 巧 いのは 他の 文と いふ もの 

の 無い 脚本にまで 出て 来て、 出て 來る 人の毫 詞が、 どうしても 講釋師 の臺詞 だ、 近代劇 作者の 察詞で 

はない。 講釋師 乃至 落語の 會話 だ。 劇の 會 話と いふ もので はない。  ， 
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併しながら 鏡 花 氏が 今迄 作った 小說は まだまだ 澤山 ある。 その 中には 今迄 芝居で 手も附 けない もの 

で、 近代劇 を 生み 得べき！ g も 少ない。 將來鏡 花 氏の 小說を 劇に する 人 はさう いふ ものに： ぼお して 貰 ひ 

たい。 「夜行 巡^」 「外科 窒」 の 如き を 一幕物に する も 面白から う。 「紅 雪錄 」 「繽紅 雪錄」 の 如き は 巧 

く 脚色したら 立派な 近代劇と なり はしまい か。 

この頃 明治座で 演じて ゐる 「みじか 夜： とい ふ 劇 は、 何とも 斷 つて はない が、 明に 鏡 花 氏の 「ぬ-:^ 

詣， を 脚色した もの だ。 湯^ 詣 I が 「三枚 綾」 と 綏り合 はされ て、 大阪の 朝日 座に 演ぜられ たとい ふ 

話 は^て 聞いて ゐ たが、 ^京で 演ぜられ るの は 今度が 始めて だ。 今度の は 「三枚 緩」 と 緩り 合 はされ 

たもので はない が、 大分 原作 以外の 人物 —原 田哲 哉、 北上 融、 原 田 軍 三、 养 海 半 之祐等 — が 出た 

り、 原作の 人物と は 少し 變 つた 人物 子爵 夫人 光子、 鬚の 金 助 等 ！ が 出たり して、 一 秫ぉ 家駁動 

式の 筋 を 運んで ゐる。 原作に ない 人物の 出る 處は、 どうも 原作の 味が しない。 明に^ 作の 人物 だと 想 

へる 小 栗 文學士  (原作の 神月 梓) と藝 妓^ 杏 (原作の 蝶吉) とが 相對 する 處に  一^ 原作の 味が 見えた o 

だから f 琴柱の 座敷」 が 好い、 - 向島 堤の 月 夜」 が 好い。 -柳梳 雪の 家宅」 は 略 原作の 半 札の II 輔」 以下 

「灰 神樂」 まで 傳 へたの だから 惡 からう 害がない。 大勢の 俳！^ を 是非 使 はなければ ならぬ とい ふ 資 

の h から 言って、 原作に ない 複雜な 筋 を 持へ たとい ふ 事 は 已むを得ない としても 「灰 祌樂」 から 心中 

迄に 幾多の 時日 を揷 入した 脚色者の 罪 は 如何し て も资 めなければ ならぬ。 「本牧 寺 門前の 場」 を A ゐ 


て、 脚色者 は 小 栗 文^士の 自殺の 動機 を 作った ものと 思って ゐ るか 知らぬ が、 文 學士が 心中の 動機 は 

「然矣 色 狂氣の 亭主 —— これ を 警官の 口から 閗 くに 至って 梓 は 結 望した ので ある。」 以下の 原作の 

文お 通リで 少しも 差 支 はない と 忍 ふ。 否、 文舉士 の 自殺の 動機 は强 いて 明に する が爲 に、 殆ど 氣の違 

つた 米 香 を、 殆ど 一幕の 間 待た して 置く の は殘酷 だ。 神月 文學士 と蝶吉 との 最後 は 火であった、 熱で 

あった。 小 栗 文 學士と 米 香との 最後 も 火であって 欲しい、 熱であって 欲しい -I 大詰の 大半が 簦を論 

じ， 星 を說 くの は餘 りに 冷やか だ。 

「湯 島詣」 の 蝶 吉は鏡 花 氏が 理想 の^人で ある、 神月 文 學士は 鏡 花 氏が 理想の 文學士 である • 「湯 島詣， r 

は 理想 小說 である。 「みじか 夜」 を 見て 米 香の 餘 りに 無邪氣 なる を 怪しんだ 批評家が 澤 山あった の は 無 

理 もない。 彼等 は 「みじか 夜 一 の 理想 劇なる 事 を 忘れて、 これ を寫實 劇と して 見た からで ある。 文 學. 

士が^ 妓に對 して 餘 りに 「腰の 低い」 の も、 子爵 夫人に 對 して 餘 りに 「冷酷な」 の も、 皆 原作に 現れ 

てゐる 作者の 理想 だ。 これ を ^優の 罪に 歸 すの は 誤り だ。 繰返して 一 百 ふ、 「みじか 夜」 は 现想劇 だ 

出版の 當時、 鏡 花 氏の 作に も猶 a 斯 かる 現 莨 的なる もの あり やと 褒めそやされた 「湯 島詣ー も 九 年後 

の 今 口 劇と なって 舞臺に 上った の を 見る と、 甚し くその 现想 的た 事が 分かる 時勢 は S ろしい もの 

だ、 人^の 頭脳 も變れ ば變る もの だ。 

「みじか 夜」 は 殆ど 河 合一 人の 芝居と 言って 好い。 理想的に 無 邪 氣な藝 者 をよ くも あれ 迄に 寫し たも 
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の だと 感心した。 今日まで 僕 は 河 合に 無 邪氣な 女 は出來 ない と 思って ゐた。 併し 今度の 芝居 を 兑てそ 

の考 へ の 問 違って ゐた事 を 知った。 K 氣 になつ てから は 例の 河 合 だ I- 尤も 近顷氣 違 ひ を やり 過ぎた 

からで も あらう。 秋 月の 小 栗 文 學士は 隅 田 堤へ 来て 振った。 言々 句々 熟 誠にして 少しも 浮いた 虚の無 

いの を 喜ぶ。 その 最も 獻 みなの は 序幕 だ。 祌月は あんな 「見初め」 やう はしない。 (六月 十八 日認) 

(七) 虚飾 的 演劇  ，- 

暑くな つた。 もう 芝居 を 見る 時で はない。 芝居 をす る 時で もない。 況ゃ 芝居に 就いて 議論 をす る 時 

ではない。 

斯 かる 時に 新 富 座の 伊井 一 派が 「變化 傘」 の 如きお 鹿々 々しき 芝居 を 出した の は當を 得て ゐる I . 

眞 面目な 芝居 だったら、 見物 も 骨が折れよう、 役者 も堪 るまい、 議論 をす る 者 も 辛い。 

僕は斯 かる 時に 「變化 傘」 の 如き 下らぬ 芝居 を 出して くれた 事 を 新 富 座に 感謝した I 汗水 垂らし 

て 議論 をし ないでも 濟んだ 事 を 新 富 痰に 感謝した。 

そして、 「變 化伞」 の 評 は、 竹の 屋 主人の サ チリ カル、 タリ チシズ ムに總 て を盡 して ゐる、 もう 1 言 

も 加 へ る處 はない と 思つ てゐ た。 

處が この頃に なって— 觀釗後 旣に十 幾日 を經 たる 今 曰 この^に なって —— 偶と 思 出した 一 場が あ 


る。 そして この 一場に 就いては 何 か 言 はなければ ならぬ。 きっと 言 はなければ ならぬ とい ふ氣 がして 

来た。 

それ は 四 幕 目の 第 一 場た る 宇都お 瀧ロ寢 室の 場で ある。 

この 一 場 は 劇に 於け る 性欲 描寫の 一 例と して、 その 可否 善 惡は旣 に 諸 新聞の 論評す る 所であった。 

「變化 傘 J の 原作 を揭 載して ゐる 中央 新聞の 如き は、 この 性欲 描寫を 以て 日本の 劇壇に 一生面 を 開い 

たもの だとまで 赏 めたてた。 

併し 私 は 性欲 描寫に 就いて 議論 をす るので はな い I この 性欲 描寫の 巧拙、 この 性欲 描寫の 必耍不 

必要 等に 就 い て 論 をしょう と 一 W ふので はない。 

この 一場が 全然 「虚飾 的 演劇」 に 終った 事 を 嘆かう とする の だ。 

虚飾 的 演劇と は 何で ある。 白粉 を 塗った 芝居で ある。 紅 をつ けた 芝居で ある。 女が 脂粉 を 塗りく つ 

て 男に 媚びる のと 同じ やうに、 科白に 美しき 僞の衣 を 着せて 見物に 媚びる 芝居で ある。 

顔 だけに 白粉 を 塗った 女 を 裸に して 見る と、 すぐ その 白粉が 分かる。 赤裸裸な るべ *tl 性欲 描寫の 1 

場に 虚飾 を 用 ひたので、 尙 一 倍 虚飾が 眼に 立つ。 

一照 今日の 新派 劇に は 虛飾的 分子が 多い 。-俺 は 斯うい ふ 事 を 言って ゐ るぞ」 とか 「俺 は 斯う 言 ふ 事 

をして ゐ るぞ」 とかい ふ 事 を、 胞 くまで 見物に 兌せ つけよう とする。 
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何處 まで も：^ 物 を 眼中に 置 いて ゐる。 兑 物 を 相手に 何 かして ゐる。 

併しながら 兌 物 は 終に^ 物で ある —— 見物と は 第三者の 謂で ある。 或 人物に 汾 して 舞^の 上に 立つ 

た 俳優 は、 相手の 人物に 扮 して ゐる 俳優 丈 を 相手に すれば 好い の だ。 否、 それだけ を 相手に しな けれ 

ばなら ない の だ。 兒物を 相手に する 必要 はない、 兌 物 を 舞^に 引^り 上げる 必要 はない。 

近代の 脚本に 獨 白と いふ ものが なくなって 来たの も、 一 面から 兌れば 見物 を 相 乎に しなくな つて 來 

たから だ —— モリ 1.1 エル の 喜劇に は 曲屮の 人物が 見物に 向って 物 を 言 ふ 所が ある。 

西洋の 芝居の 進歩の 跡 を 尋ねる に、 段々 「見物 を W 手」 にし なくなった 所に、 一^の^お ある 轍 を 

見る ではな い か。 

イプセンの 劇 は 一家の 四 壁の 中に 起った 事 を、 一方の 壁 を 取 除いて a たもの だとい ふ。 出來琪 は 四 

壁の 中に 起って ゐ るので ある。 少しも 外と 關係 はない。 一方の 壁 を 取 除いて 中 を 兌せ て くれたの がィ 

プ センな の だ。 三方の 壁の 中の 人物と これ を 見る 人と は 何の^ 係 もない 笞だ。 

劇中の 人物 は 作者に 依って 取 除かれた 壁が、 まだ 取 除かれないで ゐる 場合と 同じに、 言 ひた い^を 

言 ひ、 爲 たい 儘 を爲、 思 ひたい 儘 を 思 はなければ ならぬ。 

然るに 今日の 新派 剌は 何處 まで も 一 方の 壁が 取 除かれ： ゐる とい ふ 事 を 忘れない。 取^れた 壁の 方 

から、 結えす 多數の 第三者が 兑 物して ゐ ると いふ 事 を 忘れない、 だから 言 ふ 事が みんな 餘 所行の 文句 


だ， する 事が みんな 餘 所行の 擧動 だ、 思 ふ^が みんな 餘 所行の 考へ だ。 

この 罪 は 第一 に 脚本に ある、 第二に 俳優に ある I 新派 劇 は 脚本の 作意と 俳優の 技 遨 と 相 待って 虛 

飾 的で ある。  • 

同じ 戀 愛の 一場 を 見せる にして からが、 どうも 兌 物に！^ せっける 風が ある、 だから 見て ゐて 厭に な 

るの だ。 男が 熱烈に 女 を 慕 ひ、 女が 熱烈に 男 を 思 ふの 外 他意がなければ、 如何に 二人の 情が 濃厚で あ 

らうと も、 決して 見て ゐて 厭な 感じ はしない 喾だ。 戀 愛の 一場が 璦 人に 不快 感を 抱かせる の は、 曲屮 

の 人物が 兑物を 意識す るから だ、 見物に 遠慮す るから だ —— 遠慮す る 事 はやが て 見せつ ける 事 だか 

らだ。 

「變化 傘」 に 於け る寢 室の 一場の 如き は、 その 遠慮の 最も 甚 しい ものである。 尤も この 一場 は、 男が 

女の性 欲に 勝って 純潔に I 或は 偽善に ； 一夜 を 過ごす 所 を 書いた もので あらう から 敢て 二人に 

「相 抱け よ と勸め るので はない。 男が 女の 眞情 ！ 之 を 性欲 だと 一 言に 貶して 了 ふ 事 は 出来ない 

—を 退けて、 肉の 交り を 避ける その 文句が 虚飾 的 だと 言 ふの だ。 女の する 事の 赤裸なる に關ら す、 

男の する ポは 飽くまで も 見物 を 前に 置いて ゐる、 飽くまで も 見物に 見せつ けて ゐる、 「私 は 斯うい ふ 純 

潔た 人閗 です。 しと 廣吿 をして ゐ る—！， 純潔 だと 廣吿 する 人間に 純潔の あらう 訣 がない。 だから 終に は 

純潔で ない 人 問が 純潔 を 装って ゐる やうに 見えて 來る。 
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だから 厭な 感じが する の だ。 

では 何處が 虚飾 的だった と 一一 一一 II ふか。 私 は 徹頭徹^ 虚飾だった と 言 ひたい。 一人 服^め て 木 を 讀んで 

る處 から、 二人の 間に 立って ゐる 衝立 を 取る 所から、 衝立の 兩 面の 字と 畫 とに 就いて 人生 觀を 述べ^ 

處 から、 吸 付 煙草 を 一 且担絕 しながら 終に 吸ふ處 から、 女に 側に 寄られて、 冷やかに 「あなたの 肉の 

響が 私の 心の 響に …… 」 とか 何とか 言 ふ處 から、 烏が 鳴く と 直ぐ 起 上つ て 雨戶を 開 放して * 「お 鹿 さ 

ん、 好かった ねえ。」 と 言 ふ 幕切れまで 悉く 虚飾で ある。 悉く 見物 を 相手に して "俺 は 純潔 だ ぞ。」 とい 

ふ 事 を 兌せ つけて ゐる。 

憫 むべき 「お 鹿さん」 よ。 君 は 少しも 失望す る 事 はない。 作者に して 若し 開いて る  一 .R の^を 塞げ 

ば、 金彌 はきつ と 君の 自由になる。 

私 は 性欲 描寫を 排斥す る もので はない。 必要な 性欲 描寫 なら 活潑 にやれ 大瞻 にやれ と 思って ゐる。 

I 「變化 傘」 に 就いても、 性欲 を 自由に 暴露した 「お 鹿さん」 を 責めす に、 却て 純潔 無 ％ な 金彌を 

疑った。 

スト リントべ ルヒの 「令孃 ユリ H」 の 中には、 下男が 性欲 一方で 少しも (精神的の 愛な く 令娘と 

關係 する 所が ある。 イブセンの 「小さき アイ ョル フ」 の 中には 妻 君が 寢 椅子に 身 を 横た へて 、「三鞭酒 

は玆 にあり、 汝之を 味 はす」 と 歌の 文句で 夫 を 咬 かす^が ある。 世の 所謂 「風俗. 壞亂」 とい ふ 股から 


見たら、 默阿彌 の 禁止 刺 も 及ばぬ、 況ゃ 「變化 傘」 の 比で はない。 

しかも 是 等の 劇 を 讀んで II 見たら 尙然 うだらう——. 決して 「變化 傘」 の寢窒 を^た 時の やうな 厭 

な 感じが しない。 これ は 虚飾が 無い からだ。 偽らざる 筆 を 持って 眞 面目に 赤裸裸な 人生 を寫し 出して 

あるから だ。 

「變匕 傘」 の 寢窒の 場 を 見て 得た 不快 感は 決して 性欲 描 寫に對 する 不 快感で はない。 ^飾 的演象 に對 

する 不快 感だ。 

若し 性欲 描寫に 依って 不快 感を 得たなら、 それ は爲 方がない。 人生の 一 面に は 確に さう いった 不快 

を 催す やうな 事が あるの だ。 それ を 知る 事が 出來 たの は 演劇の 賜で ある。 感謝す ると も 嘲罵す べきで 

はない。 

併しながら 虚飾 的 演劇に 依って 不快 感を 得たなら、 それ は 許す 事が 出来ない。 何故 なれば 演劇 は虛 

飾 的なる べき もので はない からだ。 

, や 日り ト說家 は 「讀者 を 服 中に 置く 事」 を 恥辱と して ゐる。 然るに 今日の 俳優 及び 劇作 者 は 「見物 

を & 中に 置く 事」 を 必要 條件 として ゐ る- 1 如何に 日本 + 口の 新派 劇が 日本 今日の 新派 小說 に^わて 

ゐ るかが 分かる。 

秋. び 氏が 「正面 を 切らぬ 芝居が 見たい。」 と 筲 はれた の は、 新派 劇顶 門の 一針と なるべき 文句 だ。 
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虚飾。 虚飾。 虚飾 を脫 しなければ 眞の藝 術 は 生れて 来ない。 

(八) いつもの 高 田 

東京 座の 「夏木立」 は 財^ 爭 ひと 仇 討と を 書いた もの だ。 財産 ゆ ひも 好い、 仇 討 も 好い。 唯 その 財 

產爭 ひや 仇 討に 殺傷 的な 分子が 多い 爲に 近代的の 趣 を 離れた ものが 出来 上って 了った の は殘念 だ 

山の 仙女 菊 江 も 現世の 人で はない やうた 氣 がする。 

二 幕 目 「水車小屋」 は 最もお 人の 意 を 得た。 大詰の 「靑梅 街道の 夏木立」 で、 欣次が  一 r の 犠牲に な 

つて ^から 在る n 本の 芝居 式に、 總 ての 罪 を 自分 一身に 北；：： 負って I 牢獄に 降らう とする^ を， 

卞 男の 源 吉が實 を 告げて 了 ふので、 欣 次の 「芝居」 が總べ て打壞 されて 了ふ處 は， 殊に 吾人の 意 を 得た。 

從來の 芝居から 言へば， 欣次は 終まで 「芝居」 をして 了 はなければ ならない の だ。 素朴なる 老僕の 

正^なる 吿 白に 依って、 この 「芝居」 を 打壞 して 了った 處に、 作者の 現實」 に 近づかう とする 新し 

い 努力が 微に 見えた の は 嬉しい。 

概して 新 富 座の f 變化 傘」 より は現實 に 近い 芝居だった。 

- 「夏木立」 は 高 m と 秋 月と 五味との 芝居で ある。 河 合 は 神様と 人間の 雜^ 兒の やうな 女に 扮 したが、 

取 出で て 言 ふべき 程の 役で はない。 木 下は季 夫と いふ 少年に 扮 して、 例の 女形より は 成功して ゐた。 


五味 は 下男の 源 吉に扮 して 地藝を 見せて くれた。 彼は斯 かる 役に 扮 して さ へ ゐれば 間違 ひ はない。 

以前の 缺點 だった 態とら しい 處も 大分 無くなって 来た。 

秋 ET は 今度の 芳太郞 が 一番 好い とい ふ 評判 だ。 今度の は  一^ 好い かどう か 吾人 は 知らぬ が、 吾人 は 

初から 世間で 貶す 程 秋 月 を 下手な 役者 だと 思って ゐ ない。 彼の 臺詞 廻し は 「臭い」 とか 「不自然」 だ 

とか 言 はれて ゐ たが、 吾人 は 彼の 臺詞 廻し の 中に 餘程 自然な 所が 有る と 思って ゐる。 殊に 自然な の は 

その臺 詞を言 ふィキ だ。 將來 日本 劇 擅の 一 部に きっと 舆 つて 来る だら うと 思 はれる 新 社會劇 1 1 會話 

をキ： とする 新社會 劇 —— に 持つ て來ぃ の 役者 だと 吾人 は 信じて ゐる。 今 京都に 行って る 井上 正 夫 はき 

つと 以前 この 秋 =: に學ぶ 所が あつたに 違 ひない。 而も 井上 は 秋 巧 を 學んで 未だ 秋 月に 及ばぬ 所が 多 

い。 これ は 主として 臺詞 廻し の 上の 事 だ。 科に 於いて は 先輩の 秋 H: 容易に 後輩の 井上の 壘を 摩し 難い。 

高 田 はいつ 何 をしても、 「いつもの 高 田」 だと 言 はれる。 併し， ァァ ヰング だって、 「いつもの ァァ 

ヰング J だった に 違 ひない。 圑十郞 だって 「いつもの 團 十郞」 だった ではない か。 唯 その 「いつもの 

::: 」 が 好い 「いつもの ：」 であり さへ すれば 好い の だ —— 「いつもの 團 十郞」 と 「いつもの 圑八」 

とで は 同じ 「いつもの …… 」 でも. K 分 意味が 違 ふ。 

高 田の 欣次も 劇評 家の 說 によれば 「いつもの 高 田」 ださう だ。 併し 吾人 は その 「いつもの 高 田」 を 

愛する の だ。 語を換 へて 言へば、 吾人が 高 田の 芝居 を 見に 行く の は 「いつもの 高 田」 が 見たい から 行 
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くの だ。 高 田が 柬 京で 演 つた 二度目の 荒 尾讓介 (本鄕 座) は 「いつもの 高 田」 でなかった から 失敗し 

たの だ。 

高 田 Q 「いつもの 高 田」 なら ざら むと する 努力に は 问情を 寄せる。 どうか 「新しき 高 田」 を 形造る 

ま e その^; カを繽 けて 貰 ひたい。 併し 今日の 處 では * 「いつもの 高 田なら ざら むと 努めた 髙田」 より 「い 

つもの 高 田」 の 方が 確に 好い の だ。 誰し も 好い もの は 好い に 違 ひない から、 それで 吾人 は 「いつもの 

髙田」 を 要求す るの だ。 

扦し 役者 は 見物の 耍 求に 應 じて、 身 を處 置すべき もので はない。 飽くまで も、 自家の 信念に 依って 

進むべき もの だ。 一 0 の 見物た るに 過ぎぬ 吾人の 言に 滿 足して、 新しい 努力 を 捨てる やうな^ が あつ 

たら 由々 しき 大事 だ。 

吾人 は 一方に 於いて 「いつもの 高 田」 の 亡びない の を 喜ぶ と共に、 又 一方に 於いて、 二度目の 荒 尾 

讓介 來、 「いつもの 高 田なら ざら むと する 高 田の 努力」 を^ない の を悲む ものである。 

「いつもの 高 田」 の 美 點は何 所に 在る。 いつぞや 村 田との 比較 評に 書いて S いた 通り、 「^の 力」 に 

在る。 

舞臺に 於け る 高 田 は靈の 人であって、 從 つて 情の 人で ある I 殊に 目下に 對 する 情の 人で ある。 「不 

如歸 I の 父 も、 「無名氏」 の 父 も， 「雲の 響」 の 兄 も實に 情の ある 人物だった。 子に 對 する 父の 情、 ^に 對 


する 兄 oliE を 表すに 於いて 高 田 程の 役者 は あるまい と 思って ゐる。 

「t: 木立」 の 欣次も 亦 情の 人で ある。 彼の 情 は 「水車小屋」 と 「鎭 守の S 祭」 との 二 場に 悉く 現れて 

ゐ たと；： 一一 s つて 好い。 無邪氣 なる 季 夫に 對 する 兄の 情、 心 好からぬ 芳太 郞に對 する 弟の 情、 素朴なる 老 

僕、 源 吉に對 する 主人の 情な ど、 纏綿 錯雜の 妙 を 極めて ゐた II ただ その 情の 表し 方が、 愛する 者 を 態 

と 表に 憎み、 憎む 者 を 態と 表に 愛する とい ふ 風な、 從來の 日本の 芝居 式だった のが 古臭い やうな 氣が 

して 厭だった。 伹 しこれ は 脚本の 罪 だ。 

.  (九) 眉 山人 追悼 演劇 

先 づ僕は 高 田 河 合 藤澤の 休んで ゐる 東京 座 を 所謂 「人 氣」 の 無い 秋 月が 一 人で 明けた 勇氣に 感服す 

る。 死後 世 問 の 同情 少き眉 山人 の 追悼 劇 を 企 てた の も氣に 入った。 

眉 山人に は 「網 代 木」 「西 施 乳」 の 如き 長篇の 斷篇は あるが 「觀音 岩」 の 如き 首尾 を 全うした 長篇は 

珍しい。 追悼 劇と して これ を 脚色 上場した の も 賛成 だ。 

小，：：？ 孤舟 氏の 脚色 も 蹄って ゐて氣 持が 好い。 六 慕 八 場、 殆ど 無駄な 場 は 一 つも 無い —— 1 場 一場の 

中に も 無駄な 部分が 誠に 少ない。 原作に ある 人物で も 複雜に 過ぎる と 思った 者 は 思 ひ 切って これ を捨 

て、 さして 必要の 無い 人物 は 其 色彩 を 淡く して 背景の 人物と する やうに 努め、 原作 を 一貫す る 太い線 
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を 出來 得る 限り 劇的に 表した 脚色者の 手腕に は 嘆 服 せざるを得ない。 僕 は 新派 劇の 爲の 小說 脚色者の 

尤なる 者と して 先に 岩 崎 舜花氏 を 得、 今 又 小.： W 孤舟 氏 を 得た の を 喜ぶ。 佧遐紅 綠氏は 脚色^: としても 

立派な もの だが、 更に 立派な 「創作」 とい ふ 本铽が 別に ある。 

小島 孤舟 氏が 八 r 度の 「觀音 岩」 に 於いて、 十分 手腕 を 表す ことが 出來 たの は、 一 つ は 高級 俳^の 數 

が少 いので、 多くの 俳優の 爲に 脚本が 彼方へ 引 張られたり 此方へ 引 張られた りする 事の 無かった 故 

だ。 叉 一 つに はいつ もの 仕出し 役者が 主要人物に 扮 する が爲 下らぬ 仕出し を 出す 必要が 無かった から 

だ。 これにつ けても 將來の 劇 は 一座の 人數を 少なく する 必耍の ある 事が 分かる。 西洋の 近代劇の 如き 

はな 人 か. ベ 人 一座が あれば、 それで 十分 出來 るの だ。 背景と しての 什 出しの 如き は、 臨時 屈 を^ 練す 

れば それで 澤山 ではない か。 

この 追悼 劇 を觀て 次に 嬉しかった の は、 一座の 統一と 技 藝の熟 心と であった。 これ あれば どんな © 

殺な 俳^の 一座で も、 見物 は本氣 になって 芝居 を 見る 事が 出来る。 これ を 以て 締 つた 脚本 を 演じて さ 

へ 居れば、 技藝の 巧拙 は 措いて、 見物 は 全 精 祌を倾 倒して 芝居 を 觀る氣 になれ る。 

東京 座の 眉 山 追 W 釗は 正に 斯の 如き ものであった ，- 僕 は 衷心 この 臨時 了 M に 長た る 秋 太郞の 

勞を 多と する。 

秋 月 は 「觀 昔お」 に 於いて 益 その 技藝の 本領 を發抨 した。 僕 は 秋 H: を 近代 刺の 役^だ と， つた； が 


ある。 誠に さう だ。 彼 は 何^までも 「聽 かせる 役者」 だ。 「考 へさせる 役者」 だ， 決して 「見せる^ 

者」 ではない。 喜ばせる 役者」 ではない —，， 正否 は 知らす、 僕は斯 かる 役者 を 貴ぶ。 

第三 幕 第二 場 「お卷 ^奥座敷」 に 於いて、 石卷林 藏に扮 した 荒 井信 夫と いふ 役者 を 相手に して、 奥 

隅文舉 士に扮 した 秋 =: は 這 舣の 本領 を 最も 發 揮した。 「弱き 人し 林 藏に對 する 「强き 人 J 奥 隅 文 學士の 

友情の 切なる • 一  几： 斗 を舞臺 に 傾 くれば、 慕 を 終る まで 他 を 思 ふ 隙がない。 言々 句々 悉く 眞情 である * 

悉く 誠意で ある。 その臺 詞廻 しの 自然にして 眞摯 なる、 熟烈 にして 毫も 浮華の 跡な き、 決して 他に-敵 

手な しで ある II 最後に 林 藏の肩 を 叩いて 言 ふ 「氣 から 病が 出る わい な」 の 一句の 如き は、 今日 名優 

と 言 はるる 際の 人で も、 稍 も すれば 輕 佻に 言って 退けて、 百日の 說法を 屁 一 つに 消して 了 ふ 憂の ある 

處 だが、 この 一 句の 秋 GC の臺詞 廻し は 少しも 厭みに ならす、 輕佻 になら す、 諧謔の 內に結 ほほれ たる 

親友の 心 を かう とする 至誠の 仄 きが 明に 見えた ので、 僕は甚 しく 心 を 動かされた。 

林藏 こ 扮 した 荒 井 もこの 場を實 によく して ゐた。 額に 傷 を 受け、 着物 を 綻びさして ふらふら 喑い庭 

口から 歸 つて 來た處 も 好い。 奥 隅に 忠吿 されて ゐる 間、 表に は何處 まで も 「弱き 人」 現して 一 々親 

友の 言に 服しながら - 弱き 人」 なる が 故に 心の底 深く 誓へ る 自殺の 決心 を 窃に斷 乎と して 汪 げざる 逯 

も^に 明に 寫し 出された。 暗中 蒲圑を 頭から 被って 靜に 最後 を 遂げる の も 好い。 

林藏は 頸動脈 を 切って： ^事に 死んだ 111 小 說を讀 んだ時 もさう だった が、 劇 を觀 るに 及んで、 再び 
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故人の 最後に 思 ひ 至り、 死者が 生前 旣に 自己の 死 態 を 描いて ゐ たの を 思って、 妙な^ 氣に打 たれた。 

關 根の 權太は 總て高 S を 手本に した ものら しい。 演り 過ぎて 餘裕 S 無い 嫌 は あるが 技 蘇に 熱心な の 

が 何よりの 齊だ ： 顔の 扮は 確に 袱 太の 過去 を 語って ゐた。 科^ は 確に 現在の 權太を 現して ゐた。 

あ 人 郞の權 太 娘お 豐は 例に 依って 可憐であった。 殊に 第五 幕 「石卷 所有地の 墓地」 で、 伞を半 II き 

にして；： S に おぎ ^端折 の 跣 足で、 俄 ff の 細 杖 を 探り 探り 父 を 追うて 出て 來る處 が 好かった。 

村の 白痴 太 じに 扮 した 松下義 雄と いふ 役者 も 推 獎の價 が ある。 一 體 この 白痴 は 原作の 作意が 好い の 

だ。 少しも 拈 へた^が 無い 。「變 化 傘」 の 白痴の やうに 決して 「自ら 作る」 處の 無い のが 好い。 何^ ま 

でも 「人に 作られて 行く」 處が い。 石卷 萩原の 何れへ 味方す る ともなく 一向 不^要領な 處は 更に 

好い。 それが 偶然 人に 唆 かされて、 石 卷の娘 を 盗み出して 之 を 犯ん、 娘の 身に 我が身 を繫 いだば かり 

に、 娘の 身 投に忍 ひも 寄らす 身 を 引かれて、 娘と 冋じ 谷底に 命 を 終へ て 了 ふの も 感じが 深い 仉し 

この 死に 方 は 脚色^の 案 だと 思 ふ、 原作に は 無かった やう だ (？ )。 强姦を 全然 陰に して、 娘に 唯 

「太ヒ は 酷い、 太ヒは 酷い。」 と 一 W はせ るの も 好い。 

この 白痴に 扮 した 松 下 は 扮裝に 於いて 「過 ざた る 醜」 に陷ら す" 科白に 於いて 「當て 込み」 に 足 を 

踏み入れす、 從來 劇に 出る. n 痴の 常に 免るべからざる 二つの 缺點を 免れた の は 豪い。 絶えす 「计 景の 

人物」 とい ふ 心掛を 忘れす に、 決して 主要人物の 主要な 科白の 邪魔 をし なかった の も 嬉しかった。 


萩 ！S 彌 十 郞に扮 した 秋 山 十郞も 徹頭徹尾 眞 面目だった の を 喜ぶ。 

^味の 石卷 出お 衞門は 顔の 扮が 沈んで >9 て、 如何にも 理由な き 一 家 村 刎の 苦痛 を 一 身に 背負って る 

人に 見えた、 畜^ 廻し は 今 一 段の 工夫 を 要する。 

松 木の 新 家の 平 助 は 萩原の 幕下の 內 では 一 番 振って ゐた。 (八月 十三 日認) 

(十) 『海潮音』 其 他  . .:v 

新 富 座の 八月 興行 は 一 慕 物 を 五つ 並べて 兌せ て くれた- 〜尤も、 嚴 格に 言へば. 「木 村長 門 守」 と 「源 

氏 ffi」 と は、 各異 つた 意味に 於いて、 一幕物で はない II が、 兎に角 珍しい 狂言の 出し 方 だ。 

併し a つ は 多過ぎる * 西洋な どで 斯うい ふ 場合に は 大抵 三つが 程度の やう だ — 餘り 多過ぎる と齒 

の 弱い者に は 味 ひ 切れぬ。 

第 一 の 喜劇 「遣 言」 は 土 肥 春 曙 氏の 作で、 一 一 一 ケ 月 前の 文 藝俱樂 部に 出た もの ださう だが、 僕 は 機 

會 がなくて つい まだ 讀 んでゐ ない。 西洋 物の 飜案 らしい。 僕 寡聞に して まだ その 原作 を 知らない。 少 

し挤 へた 所 は あるが 「敎訓 喜劇」 として は 好い もの だ。 5： 井の 學僕、 村 田の 甥、 殊に 福 島の 老人が 振 

つて ゐた I 福 ft は 「夏 小袖」 「八重 櫸」 以来 常に 喜釗 俳優と して 一廉の 成功 を收 めて ゐる。 伊井の 舉僕 

がお 後に 兑 物に 向って 物 を 言 ふの は 西洋で は 昔から 喜劇 —— 例へば モリ ェ H ル など —— にある 型 だ。 
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これ を 現代の 喜劇に その 儘 移した 原作者 或は 飜案 者の 當 否 は 別問題と する。 伊原 靑々 園 氏も^^^ 村 

氏 も 之 を 新しい と 1 一目って 賞め た。 確に 新しい。 H 本の 芝居で は 確に 新しい。 併し この 「口 本の 芝：^ で 

新しい 事」 も 西洋で はもう 「昔から 遣って ゐた 事」 だ。 この 一 小事 を 以て 見ても、 淺 薄な 國：^ 性ぶ 七 

榍 として 西洋 劇に 學 ぶの 苦心 を 逃げよう として ゐる犛 の 頑愚な ことが 分かる。 

第二の 「木 村長 門 守」 は 塚 原^ 柿圜 氏の 作の 一 部 を 脚色した もの だ。 澀柿園 氏の 作 を 讀む程 面白み 

が 出なかった の は、 脚色の 故 か、 俳優の 藝の故 か、 僕に は 分からなかった。 ^井の.：：^^ は 概して 好評 

だった が、 僕に は 「女 夫 波」 の 橋 見 老人 以上の 出來 とも 思へ なかった。 

第 四の 「世話 情 浮 名 横 櫛」 に 就いては、 何も 言ふ權 利が 無い。 西洋 畫 家が 道樂 にかいた n や i.:  J 山 

水 を 見せられて ゐる やうな もの だ。 藝術 上の 批判 を 下す 事 は 出来ぬ。 併し これ は 「新派の 俳優が^ 釗 

を演 する」 總 ての 場合に 向って 言 ひ 得る 言で はない。 その 演 する 脚本に 侬 つて は 眞面： n に へて 見た 

い 場合 も隨分 ある— 脚本の 價 値から 言って 「源氏 店」 はさう いふ 場合で はない と 思 ふ。 

第五の 喜劇 「渡 逡」 II 太郞 冠者 氏 作- i は 今度の 狂言 中 最も 僕の 意 を 得た もの だ。 唯 粗忽 家の 失 

策 を 書いた 丈の もので は あるが、 少しも 作った 處が 無くて 好い。 少しも 「仕組」 なる 者 を 交へ すに 事 

件 その 俊寫 した 處が氣 に 入った。 益 田 氏の 喜劇の 作風が 「作る」 とい ふ 階段から 「寫 す」 とい ふ 階段 

へ 進んだ の は 非常に 喜ばしい！ 欲に は、 更に 進んで 「表す」 とい ふ 階段まで 行って 貰 ひたい。 村 田 


の 粗忽 家 は 「^在の 可 笑み」 の 絶頂まで 達しながら、 「櫟 り」 とい ふ 裏山へ 足 を 踏み入れなかった^ に 

絶妙なる 技藝を 認め 得た。 「實 在の 可 笑みの 絡 面」 と 「櫟 り」 と は 問 一 髮を 入れぬ。 村 田が この 細い 分 

界 線の 上に 立ちながら 而も 一歩 だに 足 を 「櫟 り」 へ 踏み、 u ら さなかつ たの は 豪い。 由 米 村 田 は 喜 釗^ 

者で は 無い と 忍って ゐ た II 寳際彼 の 灰 吹屋だ 郞右衞 門 は 櫻 井の それに さへ 劣って ゐた ！ 今度 の 粗 

忽 なる 紳 士を 見る に 及んで、 僕 は 自分の 考の 今迄 間違って ゐた事 を 悟った。 

m 忽 なる 紳士 は 知って ゐる 人の 越した 跡へ 同じ 姓の 人が 越して 來た爲 に 「知らぬ 家」 を 「知って ゐ 

る 家」 だと 思って 這 入って、 その 內の妻 君に 極々 厄介 を 掛けて、 最後に 釵の 御馳走になる。 飯 を 食べ 

ながら 話の 內に、 始めて 自分 は 「知らない 家」 で钣を 食べて ゐる 事に 氣が附 いて、 忙 てて 钣代を 三十 

錢： いて：！ る ：—— 原作 はこれ で 幕が 切れる の ださう だ、 如何にも 作った 處が 無くて 好い。 今度の 芝居 

では 共 返へ 主人が 歸 つて 來て 細君から 話 を 聞き、 粗忽な 紳士 を 門まで 追 かけて 出て 來て 三十 錢を 返す 

所で 終 だが、 この 「三十 錢 返しに 來 たんだ。」 とい ふ 幕切れに も 從來の 益 田 氏の 作に 見られぬ 自然な 淡 

白な 味が あった。 

曾 我の 家 一 座が やる 喜釗に 「禁酒」 ( 一 名 1 テム パ ラ ン ス」) とい ふの が ある。 酒亂の 男に 家主が 玩具の 

ビス トル を當 てが つて、 態と 煽てて 大勢の 人を擊 たせる。 擊 たれた 人達 は 家主の 顿 みで みんな 死んだ 

a; 似 をす る。 酒亂の 男が 一 寢 入して 醉が 醒めた 處 へ， 大家が 遣って 來て， お前 はこれ これで 大勢の 人 を 
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殺め た ぞと事 細に 順 を 追って 話 をす る。 酒 亂の男 は 大家の 話 を 聞いて ゐ ると 段々 覺 えの ある 事ば かり 

だから、 驚いて、 泣いて 悔いる。 惡 いと 思ったら 警察へ 自首して 出ろ と 大家 は 言 ふ。 酒 亂の男 は淚な 

がら 自首 をし に 行かう とする、 大家が これ は證據 品 だ から 持って 行けと 言 つ て 先刻 酒亂 の 男の 手から 

取った ピストル を ほんと 投 つて 遣る。 酒 亂の男 は 受取って よくよく 兒 ると 玩具の やう だ。 怪訝な 顔 を 

して 大家の 顏を 見上げる と、 大家が 「それ は 玩具 だ。」 と 唯一 句 きっぱり 言 ふ。 酒 亂の男 は 益 悔恨の 淚 

に 咽ぶ。 とい ふ 幕切れだった が、 この 「それ は 玩具 ぢゃ。 L とい ふ 自然な 幕切れと 「渡 邊」 の 「三十 錢 

返しに 來 たんだ"」 とい ふ單 純な 幕切れと は、 種々 な點で 似通って ゐる、 しかも 兩方 共に 面白い 波 

邊と いふ 同じ 名の 廣吿屋 や 牛乳 配達 を 門前に 出して 主人公 を まごつかせ たの は 蛇足 だ。 

. 第三の 「海潮音」 はし ぐれ 女史の 創作 脚本で、 甞 て讀寶 新聞で 懸賞 脚本 を募桀 した 時、 坪內 先生の 

選に 當 つて 出た もの だ。 この 新作 脚本 を餘り 多く 改めす に 舞臺に 上せた 喜 多 村の 勇 氣には 感服す る。 

「海潮音」 は 「花王 丸」 よりす つと 早い 作で は あるが、 全體 として 「花王 丸」 より 優れて ゐる。 併し 

ながら 作者が 現さう とした だけの 事が 菜して 現れて ゐ るか どうか は 頗る 問題 だ。 作者 は 思の 在る 所鐵 

石 を も 貫く とい ふ 事 を 書いた の だと 一 一目 ふ。 作者 は靜 江と 鏡 一 と は 戀の滿 足 を 得て 死んだ の だと 言 ふ。 

鏡 一 は 功名 を 得て 而 して 後に 姉 を 救 はう とする 人 だ、 それが 爲には 「 一 時の いましめ 繩」 を 姉に 掛 

けても 故鄕を 去らう とする 人 だ。 その 人が 偶然 女に 胸 を 突かれた その 一刹那に、 直ちに その 全身 を戀 


の滿 足に 飜す事 は出來 まいと 思 ふ。 「因緣 だ。」 とい ふ 一 句 や 「 …； もう 仕方がな いや …： 」 とい ふ詞は 

決して 戀の滿 足 を 表した 言葉で はない。 ああ 鏡 一 は 菜して 戀に 死んだら うか II 「治 兵衞は いづれ 戀 

か 名 か 忠兵衞 も 名のた めに 艰っ」 と は 若菜 集の 詩人の 歌 ふ 所で ある。 

靜， 江 は 嫁いで 後、 夫の 虐待 を受 くるに 及んで、 初めて 義弟 鏡 一 に對 する 戀を 自覺 した 人で ある。 彼 

女が 初めて 戀を 身に 知った 時， 彼女 は旣に 人の 妻であった。 彼女 は その 感情 を 抑へ る 意志の 力 も 無く， 

さう かと 言って 夫 を 捨てて 出て 行く 男氣 もない 處 から、 ついに 氣が 違って 了った の だ。 氣が 違って ゐ 

るから 識ら すに 鏡 一 を 刺した の だ。 靜. 江 は 誤って 鏡 一 を 刺した。 鏡 一 は 刺されてから 女 を 殺す 氣 にな 

つた。 靜. 江 は 果して 戀に滿 足して 死ねたら うか。 

二人 は 左右に 抱き 去らる る 時、 各 觀音經 の 兩端を 持つ。 觀音 經は眞 中から 裂ける。 二人 は 觀昔經 を 

半づっ 摑んで 離れ 去る。 作者 は 此處に 深い 希望 を寓 したら しいが、 僕 はこれ に 技巧 以上の 深い 意味 を 

揉る 事が 出來 なかった。 寧ろ 二人が 信す る經典 さへ 裂けた。 二人 は 永遠に 再會 する 事な しとの 意に 取 

りたい。 

獨. S が 多くて 對 話の 少 いのは 靜 江と 鏡 一との 「過去」 を說く 上から 一一 一一 口っても 不得策 だし、 二人 切り 

の 芝居と いふ 上から！；  一一  II つても 不滿足 だ、 相手が 狂人 故對 話に 困る かも 知らぬ が、 又 相手が 狂人 故 思 ふ 

所 を忌惮 なく  一一 一一  n へ ると いふ 便宜 も ある。 同じ 獨白を 言 ふに しても 狂人 を 相手に して 獨 白 を 言ったら 却 
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つて あんなに 空々 しく はならなかった らうと 思 ふ。 

落 幕の 前へ 靜 江の 夫 を 出した の は 蛇足 だ I これ は 流石に 脚本に は 無い。 盆 踊 は 人数が 多 過ざる の 

に、 しかも それが 舞 裏 端へ 出て 騷 がしく 踊る もの だから， 「^景 」 とい ふ 感じ を 破って 了った。 慾に は 

初から 終まで 陰に したかった ！ 踊の 連中に 立 交って 曲 中の 人物が 出て 來 ると いふ 趣向 も敢て 新しい 

とい ふで はな いから。 

落 幕と 言 ひ、 小道具の 趣向ぶ りと 言 ひ、 歌曲の 助け を 借りる 部分の 多い 事と 言 ひ" この 脚本が 米 だ 

古 演劇に 囚 はれて ゐる 所の 多 いのは 爭 ふべ からざる 事實だ --1 尤も 作者 は 新しい 藝術を 狙って ゐ るの 

ではない と 言 ふか も 知れぬ。 さう したら それまでの 事 だ。 

喜 多 村の 靜江は 近頃での 傑作 だ。 殊に 鏡 一 が隱れ ると 「鏡さん。」 「鏡さん。」 と 呼びながら 氣 も.. 一 ぞ 

ろに 男の 在所 を 探ね る 所が 好い。 あの 「鏡さん。」 と 呼ぶ 裏 枯れた 寂しい 聲、 呼んで から 环を 澄す 間の 

寂し さ、 これ は 消化の 悪い 新派 劇に 絶えす 荒れ 乾いて ゐる 僕の 胃腑に 近頃 一味の 濕潤 を^した。 捨小 

舟の 中に 經を 抱いて 匁に 伏す 幕切れ は、 背景に 繼 目が あったり、 光線の 使 ひ 方が惡 かったり、 怪しげ 

な^が 飛 出したり したので 與 を^ぐ 事 夥しかった。 ^井の 鏡 一 は 前 狂言の 金彌と 何等 ぼ^の 無い 靑年 

だった。 從 つて 僕 はこの 青年の 心に 真の 愛情 を認 め る^が 出来な かった。 虚飾に 包まれた 金彌ハ Z ^ 

はいつ か 鏡 一 の 身 體に乘 移って ゐた。 


1 一人が 觀ほ經 Q-吶 端 を 摑む所 はもつ と 無意識に ありたかった I これ 作者の 意で も あらう、 又 俳 擾 

の 心で もあった らう。 惜しい かな 「無意識に 經を拾 ふ」 練習が 足りなかった - —由來 日本の 新派 釗は 

稽古の 際に 稽古 を^まぬ から. 「無意識」 とい ふ 大切な 技藝に 於いて 大に缺 如た る 所が ある。 

(八月 サ 六日 認) 

(十一) 革新 劇雜感 

川上の 革新 釗 を^た。 第一 圑も、 第一 ー團 も。 一 間 買 はなければ I.— 一  人で 行って は ；— 好い 場所の 

取れぬ 弊、 小物 代と かいふ 瞹昧な もの を 取る 弊、 開演 中に 客席に 飮 食物 を 運ぶ 弊、 平土間の 歩みに 明 

きたる 食器の 堆く 積まれた る を 一 向に 片附 けぬ 弊！ これが 革新 か。 川上 老いたり 矣、 ハム レット 劇 

輿 行 の 際の 勇氣 はもう 無 い 。 

一 まが 金 一 阆は 安い。 然しながら 如何に 一 等 席の 多き 事よ、 一 一等 席 三等 席の 如何に 少き赛 よ。 

幕 合が 短 いのは 結構で ある。 併しながら 只 無暗に 幕 合が 短い ばかりな の は氣が 忙しくて いかん。 幕 

に^って は閉 つてから 暫く 物 を 思 ひたい 處も ある。 前後の 時 問の 關 係から 言っても 少し は 間 を 置く 必 

要が ある 場合が ある。 そんな 事 は 川上に は 分からぬ。 

川上 式ダァ クチ H ンジ とやら は 不完全 至極な もの だ。 舞臺の 醜態が よく 見える。 あれ は ダァク チェ 
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ンジ では 無い、 ダス クチ H ンジ だ。 第一 團 第二 圑 とも 兌 物 席 を^く する の は 好い。 殊に 第一 圑で 花道 

の 出入の ある 時、 その 人物 だけ を 明るく Hi ら すの は 感じが 好い。 

俳優の 數の少 いのは 結構 だ。 併し 脚本に 必要な もの だけ は 雇 はなければ なるまい。 第一 圑の 如き 幕 

の變る 毎に 同じ 俳優が 變 つた 役に 扮 して 出る ので、 感じが 惡ぃ。 最も 通し 役と いふ ものの 更に 無い 

「維新 前後」 とい ふやうな 脚本 を 使った からで も あらう が、 斯 かる 無人 芝居に 斯 かる 脚本 を 使 ふの が 

旣に亂 暴 だ、 無暗に 俳優 を 動かして、 それで 勉强 だと 言 ふ、 それ は佛蘭 まで 洋行した 川上 を 待た な 

くと も、 田舍 芝居に 澤山 ある。 田舍 芝居 は 革新 劇 か、 革新 劇 は田舍 芝居 か。 

川上 は 西洋で は 一 人の 俳優が 一 日に 五 役 も 六 役も變 つて 出る と 言って ゐる さう だが、 それ は 謐の皮 

だ。 一幕物 を 幾つか 並べた 場合 は 兎に^、  一  B の 通し狂言で 一人の 俳優が 幾つ も 役 を するとい ふ 事 は 

滅多に無い。 一幕物 を 並べて 見せる 時で も 三つ 位が 關の山 だ。 それ も 時代の 違った もの か然 なくば 全 

く 調子の 違った 役 だ。 今度の やうに 一 人の 俳優が 一 つの 時代の 色々 な 人物に 扮 するとい ふ 事 は 無い。 

僕が 第二 圑を 見た 日、 川上 は その 演說 中、 自分の 芝居の 劇評 をして、 まだ 俳優の 研究が 足りぬ、 大 

詰の 處は 斯うなくて はならぬ、 ああなくて はならぬ などと 自分の 說を 述べた。 これ は 以ての外の 事 だ。 

彼 は 之に 依って 「俳優が まだ ト分 研究して ゐ ない 芝居 をお 人に 提供して、 それで 金 を 取って ゐる 事」 

を 自白した の だ。 また 興行 人と して- 俳優と してで はない 俳優の 技藝を 公衆の 前で 批評す るの 


は 失敬 だ、 俳優の 權成を 地に^ す もの だ。 佐 藤 や. E 本が 之 を 聞いて 沈默 して ゐ るの は意氣 地な しの 骨 

頂 だ。 

本 鄉座第 一 團の 脚本 は 第 一 が 田 口 掬 汀 氏 作 六 幕 物 「日本の 戀 /第一 一が 太郞 冠者 氏 作 三幕物 「啞 旅行」 

である。 「日本の 戀」 は 明に ュゴォ が 千 八 百 六十 六 年の 作 「海の 勞働 者」 の 翻案 だ。 この 作が 翻案され 

て 日本の 舞臺に 登った の は 今度が 始めて ではない。 いつぞや 大阪 毎日 (？) がー 千圓を 賞に 懸けて 脚 

本 を 募った 時に、 臺灣で 有名な 新聞記者 本 多 濱太郞 氏が 應 じて 選に 當 つた 「新 日本 丸」 も 矢 張 この 「海 

の勞働 者」 の飜 案だった II これ は大阪 e 上場され た 害 だ。 

「新 日本 丸； はー讀 した 事が あるが、 餘程 前の 事 だから、 もうよ く覺 えて ゐ ない。 舞臺を 臺灣に 取つ 

てあつた 事と、 蛸 征^の 出して あった 事と 船の 方の 場面の 多かった 事 だけ を 記憶して ゐる I ギリ ャ 

ット (「日^の 戀」 の 桐 谷^ 吾) は 原作 通りに 死んだ と 思 ふ。 

原作 「海の 勞働 者」 を讀ん だの も， 餘程 前の 事 だから 今度の 脚本と 詳しい 比較 をす る 事 は 出来ぬ。 

唯ュ ゴォが ゲル ンセ H の 書齋の 窓から 海 を 見、 海 を 思うて 作り上げた 签 想の 產物 であると 丈け は 今で 

も覺 えて 居る。 要するに 主人公 ギリ ャット は敎育 もない 策略 もない 正直 一徹な 「海の 人」 である 

「海の 産んだ 男」 である。 ュゴォ は 確に 其 心 持 を 害き 得た。 今度の 脚本に は 丸で それが 現れて ゐ ない 

—— 桐 谷^ 吾 は 白痴で ある。 
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佛蘭 西の 小說を 翻案して 何が 故に 「日本の 戀. 一 と 名 づけた か。 舆行 主任 川上 音次郞 氏の 演說に 曰く 

「こ の 芝居の 桐 谷 東 吾と いふ 靑年は 原作で は戀を 人に 譲って、 自分 は 岩の 上から 海中 へ 身を投じて 死 

んで了 ふので あるが、 それ は葸氣 地の ない 西洋人の する 事で ある。 吾々 日本人 は 決して 死なない。 せ 

ぐり 來る 悲痛の 淚 を押戾 しても、 勇ましく 新郎 新 おの 發程を 見送る。 だから 終 を 死なない 事に して、 

佛蘭 西の 戀 はさう であらう が、 日本の 戀は 斯うで あると いふので 「口木の 戀」 と 題した の だ。. -と。 

ギリ ャット が 海に 投じて 死ぬ とい ふの は 何 かの 間違 ひで あらう。 彼 は^の 上に 立盡 して 滿 潮のお に 

身を沒 して 了 ふので ある。 この 男らしき 僕 は敢て 男らしい と 1--:: ふ 結末 を强 いて 平凡 無. お 味な 

幕 切に 莨して、 それで 「日本の 戀」 も 無い もの だ。 そんな 簡單な 事で 「佛 蘭^の 戀」 が 「日本の 戀」 

になるなら 「日本の 戀」 の 價値も 知れた もの だ e 

川上 は 今度の 歸朝後 何 を 思った か、 大 に國粹 保存 說を稱 へ 出した 佛^ 物を燒 き 直して 「日本 

の戀， 一 と 名 づけた 處に 川上の 國粹 保存が あるの かと 思 ふと、 川上の 阈粹 保存 も餘り 有難い もので は 

ない。 

併し まあ 桐 谷 東 吾の 千代 野に 對 する 戀は 一. 日本の 戀 としても 多少 「阈^ の 名譽 | になる かも 知れ 

ない。 併しながら それと ^時に お 信の 束^に 對 する 戀も 一日 本の 戀」 だ、 銀^ 郞の 千代 野に 對 する 戀 

も 「日本の 戀」 だ、 太 助の 千代 野に 對 する 戀も 「日本の 戀， 一 だ これらの _  n 本の 戀」 は^り ： ^ 


家の 名譽ー では あるまい。 

滑^ 刺 「啞 旅行」 は 更に 國家を 侮辱した もの だ。 成程 それ は寫 生か も 知れない。 併し、 恐らく は 

「多くの 人」 の寫生 を 「一人の 人」 に 集めた もの だら う。 あれで は 「現實 暴露の 悲哀」 ではない。 

「事 寳揑 造の 罪惡 J だ。 誣告 罪に 問ふ價 値が ある。 太郞 冠者 氏 は 「啞 旅行」 を 書いて 果して 自ら 笑つ 

たで あらう か。 恐らく は 苦笑 だに しなかった であらう。 僕 は 兑てゐ て 少しも 可笑しく はなかった I 

「渡 邊」 から - 啞 旅行」、 太郞 冠者 氏 は 「藝 術の 逆 塚り」 をされ た。 

國粹 保存 家 川上 音次郞 氏が 「啞 旅行， 一 に對 する 解釋は 恐らく 斯うで あらう I あれ は 日本人が 西洋 

人に 馬鹿にされ るので はない。 西洋人が 日本人に 馬鹿にされて ゐ るの だ。 野蠻が 文明に 弄 ばれて ゐる 

ので はない。 文明が 野蠻に 蹂躪され てゐ るの だ。 だから これ も國 家に とって は 極めて 名譽な 芝居 だ。 

明治座の 第二 團が用 ひた 岡 本綺堂 氏の 新作 脚本 「維新 前後」 は 時勢 II 時代の 空氣 II を寫 した も 

のらし い。 その 無 主人公な の も 好い。 侗々 の 人物の 描寫 の粗雜 なの も^い。 ただ 作者の 狙ったら しい 

「時代の 筌氣」 とい ふ ものが 犇々 と 見物の 身に 迫る やうでなかった の は、 どうした もの. だ。 慶應の 終 

と 明治の 初と を 絡ぐ 時代の 一 速 鎖 は^ 勃た る 新興の 精神に 充ち たもので あつたに 違 ひない。 それが 此 

作に は 殆ど 少しも 見られなかった II 尤も 維新 時代の 新興 的 精神 は 「一時 代の 新與的 精神」 であって 

「絕對 の 新興 的 精祌」 ではない。 當 時の 青年が 「櫻 井 多 門」 を 見たら 革命の 熟 血に 胸の 中 も 湧 立つ だ 
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らうが、 今日の 靑年は 「輿津 侯」 の 病 を 聞いても 然程に 胸 を 痛める でも あるまい。 佐幕 黨に對 して 勤 

王黨は 確に 新興 的 革命的 精神であった。 併しながら その 「勤王」 の 二字 もい つか 辭^の 內に 古き 文字 

となった。 昔の. I 敢て 昔のと 言 ふ ！- 勤王 黨に對 して 興るべき 革命的 精神、 否、 佐幕 黨 勤王 戴の 如 

き 小なる 黨 與を壓 倒して 舆 るべき 絕對 眞理的 革命的 精祌は 何で あらう。 日淸 また 日露、 外闽 との 戰爭 

に 勝利 を 得て 「國 威」 を 海外に 輝かす 度 毎に、 斯 かる 革命的 精神 は眞 面目に その 頭 を 敁げ つつ あるの 

では あるまい か …… 吾人 は斯 かる 時代の 空氣を 吸って 育った 靑年 である。 「維新 前後」 の 精神に 動かさ 

れ なかった の も、 或は 作の 故で はない かも 知れぬ。 

前編の 「奇丘 ハ隊」 より は 後編の 「白 虎隊」 の 方が 優って ゐ ると は 一 般の評 だ。 僕 もさう 思 ふ。 新し 

かるべき 「奇 兵隊 一 に 古い 處が 多くて、 古くな りさうな 「白 虎隊」 に 新しい 處 のあった の も 妙 だ。 「白 

虎隊」 の 妙 は鐘樓 及び 錡樓守 親子 を 以て 會滦 精神 をシム ボラ ィズ した 所に ある。 白 河 家の H ピソ ォド 

は 白 虎 隊を說 明した もので あらう が、 十 TO: 歳の 萬 次郎の 事の 外 は 不自然で も あり、 說明 にもなら なか 

つた。 白虎隊 の瀧澤 七之丞 と鐘樓 守の 娘お 若との 戀は、 美しい 併しながら 微な 「少年の 戀」 とい ふ も 

の をよ く 現して 居った —— 但し 又 五郎と 宗之 助との 技藝に 至って は、 物 足りぬ 處が 多かった。 物 足. リ 

ぬので はない、 足り 過ぎて 厭な 氣 がした の だ。 大詰の 幕切れに 中 村 益次郞 (脚本で は 前原彥 次郞) が， 

步 兵の 列の 前に 立って 「五 年 以前 …… .ー 云々 と 牛 獨白 を 言 ふ 所 は 好い。 その 獨 白で 直ぐ^ を 切る 所 も 


奸 い。 併し 例の 役者が 不足 だから、 歩兵と 言 ふの も 本の 四 人 か 五 人 列ぶ 計りで 如佝 にも 寂しい。 あの 

獨白は 厚い 壁の やうに 大勢の 兵士が 犇々 と 列んだ 前に 白 毛 を 冠った 隊長が 唯 一 人 立って 言 ふ 所に 面白 

み も 感じ も 出て 來 るの だ— 作者 は 「歩兵 數人」 とト 書に 書いて ゐる けれども。 

脚本の 取扱 ひ 方に 於いて は、 革新 軍 少しも 革新の 實を擧 け 得なかった I— 「維新 前後」 は 上場の 際 * 

縱 横無盡 に 改惡 i された。 

「毛 利 家政 事 堂」 を 一場 加へ たの は、 說 明の 積り だら うが、 蛇足で ある。 お 若が 鐘 を 一 っ衝 いて 倒れ 

る (脚本に は -ガッ タリ 落 入る」 と あるが 死んだ 事で は あるまい) とシ インが 飯 盛 山中 哎に變 つて 七 

之^が C 虎隊の 同志 と共にお 若の 衝く 鐘の音 を聽 くと い ふ 所 は 最も 詩的な 感じの 好い 處 だと 思った 

が、 舞臺に 登った の を 見る と、 お 若 は 鐘を盡 き 切って 血 を 吐いて 死んで 了 ふ、 それから 飯 盛 山に なつ 

て 白 虎隊が 鐘の音 を聽く 事に なって ゐる。 まさかお 若の 亡魂が 鐘を衝 くと 言 ふ 謂で も あるまい。 假に 

も卄 世紀の 新作 脚本 だ。 誰れ が訂 した か 知らぬ が、 以ての外の 訂し方 だ。 

宗之 助の 藝は 先程 も 言った が、 too  much の 一語で 盡 きて ゐる。 少しも 蓄 ふる 所がない。 總てを 露 

け 出して 了 ふ。 そして その 露け 出した ものに 少しも 新しい 所が 無い。 

又 五郎の 藝は 「無意味なる 一 所 懸命」 である， 「 一 所 懸命」 は 好い が、 「無意味」 は 困る。 あれで は 身 

體 に 生疵が 絶えまい。 
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壽 美藏、 莛若も 格^ に 振つ た 所が あ つたと も 思 はれぬ J ただ 身 體 の 忙しい のに 同情 を 寄 せた 計り だ" 

左團 次の 鐘 樓守は 大分 好評だった が、 シャイ a ックを 彼程に やれる 俳優と して は、 新しく 驚く 程の 

事で もない。 高槻 新作 は 末派の 社會 中： 義者 めいた。 僕 は 寧ろ 最後の 短い 役 中 村 益 次郞に 感じた。 あの 

獨白は 他の 役者に は演れ ない。 

大阪 から 來たー 一人の 役者 は舊 役者ら しい 名 を 持って ゐ るが、 實 は壯士 役者な ので は あるまい か。 

第 一 圑の 役者に 就いては 一 言 も 一一 一一 C ふべき 事な し。 

： . (十一 一) 『婦 系圖』 と 『女歌舞伎』 

川上の 革新 劇に 肝癀 玉を溃 して 了った せいか、 その後の 芝居 はもう 一向 兑る氣 がせす、 ^て も 感想 

を 書いて 見よう などと いふ 元氣は 更にな くな つて 了った -—— 思 へ ば 川上 も 罪な 人で ある。 

やっとの 思 ひで 新 富 座の 「婦系 si」 と 歌舞伎 座の 「女歌舞伎」 とだけ を兑 た。 厭々 拜兑 したの だか 

ら 印象な ど殘 らう 害が 無い。 併し 餘り 怠けても 惡 いから、 備忘 錄を^ く 積り で 何 か 少し 記して m はかう 

, I 東京 座の 「潮』 と本鄉 座の 「大號 令」 と は <JH1 目 ふやうな 訣で、 叆 念たがら たうとう 兌^な つて 

了った。 

「婦 系圖. は 言 ふまで もな く 泉 鏡 花 氏 原作の 小說 で、 それ を！； 門の 柳 川 春 葉 氏が 脚色され たもの だ、 


おまけに 鏡 花 通の^ 多 村が 主として 之 を 演す るの だから、 先つ ブ 。ダク シ ョ ンの 上に 於いて は 少しも 

間然す る 所な しと 1 一一 一！： つて 好い。 或 人の 原作 を その 人の 友人が 脚色 をして、 それ を 原作に 通じた 役者が 

演る - これ 程 確な 遺り 方 は 無い。 この 上場 法は將 來も辏 けて 遣って 貰 ひたい。 

だが 惜しい 事に 選んだ 原作が 惡 かった。 恐らく 「婦系 園」 は 鏡 花 氏の 傑作で は あるまい。 或 一部の 

人 を^し がらせる 「樂屋 落」 とい ふやうな もの は あるか 知らぬ が、 吾人 一般の 讀者 或は 見物から 見る 

と 解釋に 苦しむ 點が少 くない。 それが 爲に 折角の 鏡 花 折！ I 學も 一 種變 妙な 现窟に 聞え て 了って 更に 人 を 

動かす 所が 無くなって 了った。 それでも 序幕から 湯 島 の^れまで は 極 自然で 時々 胸 を 打 たれる やうな 

所 もあった が、 それから 先 は 例の 鏡 花 氏 獨特の 草双紙 的闪緣 話に なって 了って、 唯 奇怪 だ、 不思諶 だ 

と 思 はせ る だけ だ 。「河 野 病院」 と 「久能 山上」 と を 夢に したの は 隨分 長い 夢 だとい ふ 非難 も あつ 

たが； 脚色者の 働き だ。 これ を 原作 通り 實 在の 事實 にして 大詰に したら 僕 等 は 十 年 前の 壯士 芝居 を 

見て ゐる やうな 氣 がしたら う。 お 蔦の 死で しんみりした 大詰 を 見せた の は 確に 好い。 

序幕 は 一 番 原作に 忠實 であった、 あの 鏡 花 氏の 臺詞の ィキに 就いては 隨分喜 多 村が 苦心した 事 だら 

うと 思 ふ。 蛙が がぎ ゆ ッぎゅ ッと啼 くと お 蔦が 「蛙 だね。」 と 一一 一一！； ふ。 途端に 「今日 ァ。」 と 魚屋の 聲が下 

手の 陰の 所で 閒 える 所 は、 鏡 花 氏崇拜 者の 喜び さうた 所 だが、 あれ は髮^ 新 三の 芝居で、 ほととぎす 

が 二お^  くと、 花遒を 歩いて ゐる新 三が 空 を 仰いで 「ほととぎす だな。」 と 言 ふ (？ )人ぬ 端に 花道の 撝 
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幕で 「かつを ッ。， 一と 勢よ くー聲 叫る のと 同じ ィキ だ。 鏡 花 氏の 作に は 時々 昔の 芝居の 行き方 を^ 似た 

所が ある やう だ、 古い 「帝國 文學」 に 載って ゐる 氏の 斷篇 「女 肩 衣」 (厨の 一節) が 「^!g 俾 ^乎お 

鑑」 Q 賀の 祝. 一 の 三女 房 料理の 件に 似通った 處の ある 事 は 甞て僕 何 かに 書いた 事が ある。 

伢井 は掏投 から 獨逸 語の 學者 になった とい ふ 早瀨主 稅に扮 したが、 前彺言 前々 狂言の 人物と は變っ 

た 型の 人物で、 それ は 嬉しかった が、 取 出で て 賞すべき 程の 成鑌 でも 無かった I ー體^ 井 は 「$ 花 

の 役者」 ではない。 どっち かと 言へば， 紅葉の 役者.」 だ。 唯久能 山上の 痰 火に 至って は 此人獨 特の藝 で 

この 一 座で は 勿論の 事、 當 今の 新派の 劇壇で は 一 寸&; 似の 出来る 者 さ へ 無から う。 鏡 花 氏が 贵族 主義 

を 呪 ふ 臺詞も 痛快で ある —この 社會 主義 的な 思想 は、 氏の 早い 作 「慈善 會」 (「新著 ET 刊」 所き あ 

たりから 旣に 見えて ゐる。 喜 多 村のお 蔦 は 前に も 言った 通り、 鏡 花 氏の 裏！！ のィ キを俾 へた 處に値 打 

が ある —— 鏡 花 氏の臺 詞には 鏡 花 式の 薹詞 廻し (さう いふ ものが あると して) を 用 ひなければ ならぬ。 

喜 多 村 は それ を 工夫し 了せ た。 科に 於いて は 大分 「喜 多 村ら しからぬ」 十：： い 所があった。 飯 田^で 謠 

を 力 ゲに使 ひ、 柳 橋で 義太夫 を 力 ゲに使 ひ、 湯 島で 淸元を 力 ゲに使 ひ、 八丁 堀で 獅子の 太鼓と 長唄の 

稽古 (しかも 子供のと 大人のと を 交互に) と を カゲに 使った の は 矢 張 喜 多 村の 工夫で あるか も 知らぬ 

が、 これ は 少し 工夫し 過ぎた。 音樂を 以て 地方色 を 現さう とした 苦心 は 大した ものな ので あらう が" 

吾人 は 唯 「段 A 新劇が 舊 劇に 近づ い て 来た。」 と 思 つ た 計り だ。 


一 i 島の 魚屋め 組 は 「三枚 續」 の紋 床の 愛吉と 同じ 型の 人間 だが、 今度の 芝居で はこの 人物が 一 番人 

間ら しい 故 か、 この 役が 一番 振って ゐた。 序幕 もよ い。 大詰 も 好い。 殊に 五 幕 Hi の 自宅が よかった I . 

ここ は寫生 だけの ものと して 見ても 再 見の 價 値が ある。 女房のお 增 (丸 山) もよ く あの 程度の 女を寫 

して ゐた。 

村 田の 酒 井 文 舉士は 原作 通りの 人物に はなって ゐ たが、 一 體 原作の 人物が 僕 等に は 解釋の 出来ね 人 

だから、 芝居で 兑ても やっぱり 分からぬ。 男と 女の 仲 を 自分で 裂いて 置きながら、 男が 遠國へ 行って 

しま ひ、 女が 病 氣に褪 つて 死に さう になって ゐ ると、 そこへ 來て 謝って ゐる。 そして 乃公の 詞 位で 別 

れる やうな 一 一人 ぢ やない と 思って ゐ たのに、 濟 まん こと をした と 言って ゐる —— 主 稅が酒 井の 言に 背 

く^か 背かぬ 男 か、 それが 先生た る 人に 豫め 分かって 居ない 箬 はない。 縦し^ く 男 だとしても 彼程に 

一一 一一 C はれて (二 幕 目 返し) 背かれよう 害 はない。 それ を 後に なって 何故 背いて くれなかった と 恨む。 そ 

れは 恨む 方が 無理 だ II 酒 井 はさう いふ 無理な 人 n だ、 その 無理な 人間 を 害い て 見た の だと： 一目 はれれ 

ば それ迄 だが、 どうも それでも やつば り 無理 だ ——- 恐らく は 人物の 研究に まだ 足りない 處 があった の 

だら う。 斯うい ふ 役 を 引受けた 役者 は 不幸 だ。 

木 村の 妙 子 は 序幕が 一番 好い。 秀調は 小 芳も菅 子 も 全然 舊劇 世話 狂言の 式 を 離れて ゐ ない。 藤 井の 

拘 投は寫 生に なって ゐた。 石 川の 藝者は 何とい ふ 不愉快な 聲だ らう、 これから 出て 來る 女形に は^あ 
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んな聲 を 出される のかと 思 ふと、 女優 養成の 益^ 務 なること を感 する。 

歌舞伎 座の 「女歌舞伎」 は佛 蘭！： のト九 世紀の 作者 スクリ イブと ルグ ゥヴ との 合作なる 「アドリア 

ンヌ. ル クヴル ウル， 一 を復本 虎^ 氏が 日 木德川 三代 將 軍の 時代に 翻案した もの だ。 アドリア ンス • ル 

クヴル ウルと は. ゥ オル ティル が 劇作家た りし 時代に I 莨 際ゐた 有名な 女優の 名で ある。 

スクリ イブが この 有名な 釗を 作った 時の 話 は隨分 暢氣な もの だ。 女優 ラ シ ヱ ルの爲 に 何 か 喜劇 を 書 

いて くれと コメ ヂィ、 フランセ ヱズ から 顿 まれて， スク リイ ブは考 へた。 それ は 乃公の 力に は 及ばぬ、 

それに ラ シ ェ ルは 悲劇で は 偉い が 喜劇で は どんな もの だか 分からぬ —— と 言 ふので、 友人の ル グゥヅ 

に闬談 した。 ルグ ゥヴは 「案す るより 生む が 易い さ-」 と 一一 =c つたう ラ シェル の 例の 型に 新しい 額緣 を附 

けて、 時代 さへ 違 へれば それで 十分 さ。 衣裳 さへ 變れ ば、 兒物は 新作 だと 思って ゐる さ。」—— 「それ 

ぢゃぁ 君と 合作 をす るから 何 か 種 を 探して 來て くれ 給へ。」 と スクリ イブが 言った。 暫く 經 つと ルグゥ 

••7 は 女 S アドリア ン ヌ • ル クヴル ウルが ラ シ イスの 「フ H  H ドル」 を 演じながら， その 役の 火の やう 

な 臺詞、 

<*Te  He  suis  IJOi-lt  de  ces  femmes  liarcues 

Qui,  s, き I--!-  dil-ls le  二 -llue  UHe  trsul-jlllllc  paix, 

ollt  hu  se  faire  nil  fl.£lt  q-.ll  He  rol-git  .lislals 一  " 


とい ふの を， 折から 棧 敷で ^ 物して ゐ たド- ブイヨン 公爵夫人 に 浴せ かけた とい ふ 逸話 を 探して 來 た。 

スクリ イブ は 躍り 上って 喜んで 「ーハ 千フラ ン の百囘 興行。」 と 叫んだ さう だ。 ラ シ ヱ ル はこの 作 を演す 

る 事 を 幾度 か 拒んだ さう だが、 ルグゥ ヴの勸 め 上手に 負かされて、 たうとう 演 つた 處が、 思 ひの 外の 

成功であった。 この 成功が スクリ イブと ルグ ゥヴを 連ぐ 鎖と なって、 その後 この 二人 はこの 外 三つの 

合作 をした さう である。 

この 話を閒 いただけ でもう 「アドリア ンヌ • ル クヴル ウル" の 價値は 分かり さう だ 01 ス タリ イブに 

あって は、 脚色が 總 ての e: 的で ある。 彼の 工夫した 劇 は、 审： 味の 無い 糸が 意味の ある やうに 織られて 

ゐる ばかりで、 その 工夫の 巧妙な 處に 感心して 了へば、 それでお 終 ひの ものである。」 と 言った ブラ ン 

ダ* マ シゥズ 敎授の 言 を 引いて くる 迄 も あるまい。 併し 組立の 名人で あつたに は 違 ひない。 イブセン 

も その 釗 作の 初期 (「社 侍の 柱」 時代) に 在って はこの 人に 大分 敎 へられた 所があった らしい。 

この 人工的に 複雜な 西洋 釗を. 人工的に 複雜 な」 の を 特色と する 日本 舊來の 劇の 形式に 當て 嵌めた 

の だから、 愈 嘘ら しい ものが 出來 上がった の だ。 餘 りに 偶然に 富んで ゐ ると XYZ 君が 言 はれた の は 

適評 だ。 

投本 氏は釗 作者 協 會のハ アマ ンと いふ 人が 修 作した 英吉利 語の 脚本に 依つ て 黼 案され たもの らし 

い。 (原作から した 長 田秋濤 氏の 日本 譯に 「怨」 とい ふの が單行 本で あるが、 授本氏 はこれ に 依られた 
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ので は あるまい。、 この 脚本 は 一 千 八 百 八十 年に フ ォォブ ス •  ロバ ッスン (ハム レット で 有名な 英吉利 

の 役者) が ロイヤル、 コ オト、 シタァ で 始めて 二の 劇 を 演じた 時に 川 ひた ものら しい。 投本氏 はモォ 

リ ス Maurice  de  Saxe を 烏 丸 光廣 卿と い ふ 日本 實在 の 人物に し て 公卿 勤王 の 挿話 を 作り 入れた (撄 

痴 居士の 作 「烏 丸 光廣 卿」 に據 りたる もの か)。 これ は 中々 好い。 僕 等 は 女優の 悲劇よりも 却って この 飜 

案の 揷 話に 與味を 持った。 姬 pi-iucie  dc  wouilloll と儈 Abbg  de  Chazeuil (松 助の 役？) との 關 係- 

女優と 後見 Michonnel (猿 之 助の 役？) との 關係を 原作より ぐっと 弱くした の は 卑怯で は あるまい か。 

複雜を 避けて 弱くした の は 好. S として、 それが 爲に 有用な 人物 を 不用な 人物ら しく 兒せ たの は 餘り手 

柄で も あるまい。 序幕 は 全然 日本 在 來の舊 劇の 序幕だった" 大詰 は 女優の 氣が 狂って から-矢 張 在来の 

式で ュ 力 を 使った もの だから、 折角^々 と 迫って 來る やうな 感じ を 態と 引延ばして 散らして 了 ふやう 

な 憾みが あった。 氣が狂 ふの を 可笑しい と 言った 人 もあった が、 それ は 原作 序 蒜の ド • ブィョ ン 親王 

の臺詞 にも ある 通り、 あの 毒藥を ぐと 「初めは 朦朧と した 昏睡に 陷り、 それから 激しく 腦が變 調 を 

來 して 来る、 それから また 人事不省に 陷 つて 終に 死んで 了 ふの だ」 さう だから 差 支 は あるまい I 狂 

氣 になる のが 可笑しい ので はない、 狂氣 になり やうが 可笑しい の だ。 原作の 花^ を 香に 直した の は 日 

本の 舊劇 として 已むを得ない 事 だら う。 

歌舞伎 座 は 去年から 今年へ かけて. K 分 脚本の 新作 を 試演して ゐる。 その 作の 巧拙、 演^法の 出來不 


出 來は霄 はす も あれ、 新派が 十 年 一 日の 如く 小說燒 直し 釗 或は 小 說 つぎは ざ 劇 を 墨守して ゐ るのに 比 

ベたら- 勇氣の ある 事 だ、 向上心の ある 事 だ。 - 要するに 新派 は 一 發展 せねば 駄目 だ、 千篇 一 律 は獨り 

髙 田と 河 合の 責 道具に は 止まらない。 多く を 言 はぬ， 理窟 は 並べ ぬが、 糙 かに 諸君 は 飽かれ て 居る —— 

一 年 三百 六十 五日、 義理 見物の 辯け 討に は、 連中と 雖も 疲れざる を 得ない が、 其の 疲れ を 思 はぬ の は 

藝 術の 力に ある。 新しき 藝 術の 力に ある、 蒼 蠅ぃ樣 だが 諸君に は 新 方面 會議を 開く 必要が ある。」 と 

言った 「道樂 世界- の 劇評 家の 言 を 其 儘 借りて、 玆 にこの 感想 錄の 筆を擱 かう。 

(十三) 囘 顧 

D 君。 もう 愈 今日と なった。 嘸 忙しい 事 だら う。 僕 も 忙しい。 

その 忙しい 中で、 僕 は 今年 一 年の 劇壇 を 回顧して 兌た —；餘 計な 事 だが —— 问 顧して 見た。 

隨分 色々 な 事が あつたね。 左 M 次の 歸朝 興行 -! 川上の 革新 興行..： -貞 奴の 女優 養成 所 開校 II 藤 

澤の 俳優 養成 所 成立 —— 有樂 座の 落成 ——その他 …… 

併しながら、 之 を 要するに、 進んだ ので もな く， 退いた ので もない ね。 曰 本の 劇壇 は ^態 依然た 

り だ。 

「新派」 も その 名が 古くな つたと 一 緒に その 實も 大分 古くな つたね。 この間 新派の 頭領 株が 集まって 
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演じた 「想 夫憐」 を 見た けれども、 一 向 動かされなかった ね。 脚本が 古いの だか、 俳優の 技藝が 古い 

の だか， それ は 分からぬ。 兎に角 動かされ 易い 僕等靑 年が 動かされな いのは、 何 か 古い 所が あるから 

だ， 何處か 氣が拔 けて ゐる からだ。 

斯う 曾 ふと、 君 はまた 直ぐ 斯う 言 ふだら う。 一 それ は 若の 神經が 鈍った からだ。 君の 祌經が 芝居と い 

ふ もので 麻痺して ゐ るから だ。， と。 

併しながら、 考 へて くれ 給へ。 神經が 鈍った の は 刺戟が 常に 單調 だから だ。 刺戟が 常に 十 ：！ いから だ。 

刺戟が 永久に 新しき より 新しき に 進めば、 祌經 もき つと 永久に 鋭き より 鋭き に 進む。 

感じな いのは、 祌經の 罪で ははい、 刺戟の 罪 だ。 

「舊 派」 は 叉 その 名に も 似合 はす、 一 向舊 に忠實 でない。 日本の 歌舞伎 剌は 旣にパ フ H タトな 一 つの 

立派な 藝術 である。 萬 派の 俳優 は その 旣にパ フ H タトな 日本 特有の 演剣关 術 を出來 得る 限り 完全に 傳 

へて 行く のが、 その 任務で は あるまい か。 然るに 近頃の 歌舞伎 劇の 演技 は 曰に 日に 粗雜に 成り 行く 許 

りで ある。 粗雜 だから 毀れ 易い、 毀れ 易い 品物 は 人が 買 はぬ。 だから 段々 と は 物が 少 くなる の だ。 

脚本の 選擇に 於いても さう だ。 日本 特有の 歌舞伎 劇と して 世界 萬國 に^るべき 名 脚本 は、 古來 この 

日本に 隨分少 くない。 然るに 舊 派の 劇場 は、 興行^に その 出し物に 苦しんで、 終に 之 を 古釗の 脚本に 

得る 能 はす、 或は 新聞 物の 講談 乃至 講談 擬 ひの 小 說に材 を 探り、 或は S 洋の 十：： 脚本 を 日本の 昔に 引 直 


して 演す る。 見物 はまた 之 を敉迎 して 「铳 しき 努力よ。 と 叫び、 「新 研究よ。」 と 喝采す る。 

僕 自身の^ へに よれば、 U 本特 もの 歌舞伎 剌に對 して はもう 新しい 脚本 は 入らぬ。 もう 「書きお ろ 

し」 は 入らぬ と 思 ふ。 縱 しさう いふ ものが 出 永た としても、 口 本 特有の 歌舞伎 釗に對 して は 決して 益 

にならぬ と 思 ふ。 却って 害になる と 思 ふ。 當 代に 生す る 歌舞伎 劇の 「書きお ろし」 は 日本 特有の 歌舞 

伎 を 損 ふ もの だと 思 ふ。 古 劇の 脚本 は.： SM5 しく これ を 古人に 任せて 置く が 好い。 新人が 十；： 釗の 脚本 を 作 

つた 所で 迚も 古人の 作に 及ぶ 害 はない。 (以上 は 日本 特有の 歌舞伎 劇に 對 して 言った 事 だ。 新しき 時代 

釗 新しき 史 釗に對 する 努力と は 全く 別問題で ある。〕 

だが、 そんな 事 を 言って ゐた 日に は、 舊派は 終に 脚 木に 窮 して 了 ふで はない か、 と 君 は 言 ふか も 知 

れ ない。 併し 僕 は 決して その、.； 配 はない と 思 ふ。 今日 舊 派の 釗場 —— 殊に モノ ボリ ィを 遣って ゐる大 

劇場 が 脚本に つて ゐ るの は、 + 生きて ゐる 興行主な り 俳優な りが 一 度 手がけて 舆 行の 上に も 技 

藝の 上に も 經驗の ある 型の ある もの のみ を 選ぶ からだ。 然もな くば、 最近に 死んだ 名優 團十郞 なり 

菊 ft 郞な りが 一度 演じた 事の ある ものの み を 選ぶ からだ。 團十郞 だって、 菊五郞 だって、 今生き てゐ 

る 興行主 だって、 今生き てゐる 俳優 だって、 決して 日本 古 劇の 名 脚本 を 悉く 遣り 盡し たもので は ある 

まい。 何故 近い 人が 手 を 下さなかった 古 劇の 脚本 を 選み 出して、 それ をプ B ヂ ウスして 見ない のか。 

近 松^ S? 璃集 だけから 選み 出しても、 優に 五 年 位の 研究 村 料 は あらう。 それ も盡 きたと あらば i 僕 
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は 古 劇の 新 脚本と いふ もの は 無意味な もの だ。 作る に 及ばぬ と 思って ゐ るの だから、 永久に 新しい 物 

ばかり 選ぶ 事 は 出来ない 道理 だから —— 同じ 物 を 色々 に 繰返して 演 する も 好から うで はな いか。 忠^ 

に 緻密に 熱心に 演じさへ すれば、 同じ 脚本で も 決して 倦き は 來ぬ笞 だ。 沙 翁の 脚本 は沙 翁が 死んで か 

ら、 決して 殖え はせ ぬ。 けれども 彼の 脚本 は復演 また 再演、 令 日も尙 洋 人に 新しい 興味 を與 へて ゐ 

るで はない か。 

僕 は 日本の 新 俳優に ヘン リ • ァァヰ ングの 出 づるを 望まぬ。 却って 日本の 舊 俳優に ヘン リ • ァァヰ 

ングの 出 づるを 望む。 さう して 彼が 沙芴 劇の リ ワイ ツルに 大 努力した やうに、 近松釗 等の リ ワイ ゾル 

に 一 生の 心血 を 絞って 貰 ひたい。 

舊 俳優の 「新しい 努力」 と は 十 " ぃ釗 に忠實 なる」 ^だ。 

英吉利の M ド レン- バァカ Vedreime -Barker 合名浪 劇 は、 饅新 脚本の 紹介に 努めて ゐ る：^ 新派の 俳 

優の 圑體 でありながら、 一 面に、 ギ ルバ アト • マ アレイ 敎授 の飜譯 脚本に 依って、 希 職 古制の 袍浈に 

カを盡 して ゐる。 日本の 古 劇に 對 する 僕の 希望 も 或は 却って さう い ふ 方面に 依って 達せら るる かも 

知れぬ。 

これ は 思 はす 舊 派の 事 を 言 ひ 過ぎた。 

日本の 劇壇に 於け る 今年の 損失の 一 つ は 三 木 竹 一 一氏の 亡くなられた 事 だ。 氏 は 一 面 古 剿の 研究に 多 


くの 注意と 精力と 時間と を 費しながら、 一 面 新時代の 新興 演劇に 對 して 多くの 同情と 獎 勵と勞 力と を 

拂っ. ^人 だ。 僕 は 日 木 人と して は 本年の 歐洲釗 壇の 損失た る フラン ソァ • コッぺ ェの 死、 ヰク トリ r 

ン-サ ルヅゥ の 死 以上に この 損失 を悲む もの だ。 

日本 劇壇の 二 元老、 森 博士、 坪內 博士 は 相 變らす 吾人 青年に 多くの 益を與 へられた。 鹧外 先生の 獨 

逸 近代劇の 脚本 飜譯 や、 逍遙 博士の 新 振 事釗の 新作 發表 及び 諸種の 劇論が、 直接 今日の 日本 釗 壇に 何 

等の 影響 を も 反 應をも 起さな いのは、 悲 むべき 「不思議」 だ。. 

有樂 座と いふ 「新しき 器」 が 劇 擅に 出來 たこと を 喜ぶ 者 は 僕 一人で は あるまい。 新しい 器に はきつ 

と 新しい ものが 盛られる。 新しく 開けた 道 を、 歩く 人 はきつ と 新しい 心 を 持った 人 だ。 

君 も 知って ゐる苦 だ。 僕 は 三四华 前に 「理想 劇場 建築 反對 論」 とい ふ 愚論 を 書いて 幾ら 重箱 を こし 

ら へても 牡丹餅 は ひとりでに 這 入って は來な いとい ふやうな 皮肉 を 述べた。 が、 それ は 大きな 誤り だ 

つた。 新しい 家が 一軒 出来れば、 新しい 空 氣は來 て、 きっと その 家 を 直ぐ 充 たす。 新しい 「藝 術の 家」 

が 出来れば、 住むべき^ なくして、 何處 かに 隱れ てゐた 新しき 藝 術の 天才が きっと 出て 來て、 その 家 

に 住む。 幸 あれ 有樂 座。 

以上 は ^樂座 とい ふ 建物に 就いての み さ！： つたこと だ。 街樂座 そのものの 興行 法 に 就いては 多 少 異論 

も あるが、 それ は 僕の^ 門 以外の 事 だから、 まあ 差控 へて 置かう。 
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この 座で 橫濱の 西洋人の 素人が 此間溃 じた 昔樂 喜劇 「ド ロシイ」 は 一 見の 榮を 得た。 矢 張 素人 は 素 

人 だね。 いつぞや 君と 靑年會 館で 見た バンドマンの 「靑 月」。 とても 彼程に は 行かなかった。 ただ モリ 

ソ ン 夫人の ソ a だけに は 相 變らす 感心した。 併し 夫人 も 年を老 つたね、 僕が 中舉校 時分に 上野の 樂堂 

で 初めて 夫人の！ g 唱を聽 いた 時の 花やかな 面影 はもう 少しもな いね。 その 時 は 無論. C 分の 服で 出た の 

だが、 如 可に も 美しく 若く 兌え た。 今度 は 芝^だ から その 時の 服より すっとお い 娘の &裳 をつ けて * 

顏も 若く 作って 出た の だが、 それでも 少しも 「若い」 とい ふ 感じが しな か つ た- 僕 は 妙に 打 たれ 

たよ。 

一 體僕は 英吉利の ミ ウジ カル、 コメヂ とか. コ メヂ、 オペラと かいふ もの は餘り 好まない ねえ  

^して 澤山 見た 訣 ではない が、 ァ アサ • ジョ オン ズ などが、 娛樂 的演釗 として 排斥して 居る の は、 多 

くこの 嵇 類の ものら しい。 併し 今年 も 相 變らす 流行った らしい 「ハ ヮナ」 だと か 「ヲ ルツの 夢」 

だと か 「胡蝶」 だと か 「力 レ ドニ ァ の 王」 だと か 何れも 大當 りだつた らしい。 

「ド ロシイ」 を 見て、 西洋の 演劇 だの、 本物の オペラ-たの、 ムジ イク、 ドラ アマ だの を 推されて は堪 

ら ない 大分 さう いふ 人が あつたの は 心細い。 U 本 は 矢 張 野變阈 だ。 

この頃 女優^ 成 所の 第一 回 試演が あった さう だ。 どうかして^ たい もの だと 思って ゐ たが、 便が 無 

くて つい 見る 事が 出来なかった。 新聞の 評判に 依る と 非常な 好成^だった さう だ。 先 づは目 出たい。 


併し 半 ケ年ゃ 一 年で さう 上手に なれる 苦 はない 奮勵に ITi 勵 して、 幾年 かの 後に、 新興 演釗に 女優 

の 必要なる 所以 を 世間に 明示して 貰 ひたい。 男の 俳優の 養成 所 も、 來 平の 蔓， あたり は 第一 问の 小さな 

試演 會を する さう だ。 若し 粜 して 遣るなら、 從 来の 役者が 手 をつ けなかった やうな、 新作の 脚本 を 遣 

つて 見せて 貰 ひたい もの だ。  • 

これから 出る 役者の 任務 は先づ 第一 に 從來の 型 を 破る 事 だ。 先づ 破壊の 實を擧 ける 事 だ。 新しき 建 

設の 要求 は 然る 後に 自ら 與 つて 來る事 だ。 第一 同の 試演 會は 「破壞 あるの み」 で 好い。 

第一 回の 試演に、 果して 眞 に破壞 の. 赏を擧 ける 事が 出来たなら、 簽成 所の 前途 は 多望なる かなだ。 

過ぎし 者に その 過 ざし 者 を 葬らし めよ さ。 執著 は 進歩に 非す、 進歩 は 浮かれ 心に 非す だ。 

我が 明治 n 卜  一 ^よ、 再び 命 あら ざれ。 我が 一 一十 八 歳よ、 再び 命 あら ざれ。 

僕 は あしたか らまた 赤坊 になる の だ、 新しい 乳 を 呑む の だ、 新しい 世に 觸れ るの だ。 

この 手紙 は 今將に 死なむ としつつ ある 「我が 廿八 歳」 の 遣言狀 だ。 

左樣 なら。 左様なら。 左樣 なら。 

明治 四十 一 年 十一 一月 卅 一 日。 
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『毛 拔』 を 見て 

僕 は 「毛^  _ とい ふ 芝居 を 見て 非常に 面白い と 思った。 その 面白い と 思つ たのに は、 色々 わけが 

ある。 

その 第一 は臺詞 だ。 臺詞が 役者の 服裝 にも 構 はす、 その 時代の 現代語で 書いて ある 事 だ。 總て 「ご 

ざり ます」 と 言って 「ござり まする」 と 言 はない。 「でえ す」 などと いふ 詞を 盛に 使 ふ。 そわが あの 大 

時^な 著 附で言 ふの だから 面白い。 今 曰 鎌倉時代 だの 藤 原 時代 だの 或は 又 源平 時代 だの を 村 料に して 

脚本に 書いて、 その « 詞に 今日の 詞を 使ったら、 多くの 人 は 笑 ふだら う。 併し 吾々 若い者に とって は 

昔の 廻り 諄い 詞 よりも 今日 自分が 使って ゐる詞 の 方が どうしても 強く 響く。 西洋で も 新しい 思想で 史 

劇 を 書く 人 は 大抵 現代語で 書いて ゐる。 バ アナ アド. ショォ など は その 隊長 だ。 近頃 森 先生が 「サ a 

メ」 を 現代語で 譯 された。 あれな ども. その 意味に 於いて 僕 等に は 非常に 面白かった。 聞けば 先生 は 又 

近い 內に 現代語で 史劇の 創作 を 試みられる さう だが、 これ も その 意味に 於いて 面白い 試み だと 思 ふ。 

僕 等 は 常に 史釗が 書きたい と 思 ひながら、 いつも， 1 に 闳 つて 止して 了 ふの だ。 幾ら 日本の； 1 でも 自分 


達が 日常 使 はな い^は 外 國の詞 も 同然. た。 屮々 それで 胸中の 秘密が 悉く 言 ひ盡 せる もので はない。 「毛 

拔」 はたし かに その 出来た 時代に 於いて、 この 大朥な 試み をした ものに 相違ない。 そして その 時代の 

現代語が その 時代の 人間の 耳に 密接だった から、 それで 一 面 この 芝居が 受けた の だと 思 ふ。 

第二に 面白 いのは、 籴寺彈 正が 大事な 使に 來てゐ ながら， 待た されて ゐる 暇に、 小姓と 腰元 をロ說 

く 件 だ。 これ は 無い 方が 好い とい ふ說も ある さう だ。 成程 全體の 筋に 關係 はない から 無くっても 好い 

に は 違 ひない。 併し 僕に はこの 大瞻な 本能の 描寫が 面白く 見られた。 そして あの 御 守 殿お 熊の 芝居の 

空屋 へ 一 一人で 這 入る 處 など を 見た 時 ほど 厭な 感じが しなかった の はどうい ふもん だ。 あれ はい やに 思 

はせ 振で 隱す やうな 處が あるから 厭なん だ。 これ は 盛な 詞を 使って 大朥に 口 說く處 が 面白 いんだ。 尤 

も 一 一人 ロ說 いて 二人ともに はねられ ると いふ 滑稽な 分子が 幾分 本能 描寫の 猛烈な 處を 和らげて ゐ るか 

も 知れない。 叉 はねられれば はねられ るで 笑って 濟 ます 彈 正の さっぱりした 心 持が 一 面 吾人に 快感 を 

與へ るの かも 知れない。 それらの 用意が あると すれば 尙 この 件 は 面白い。 要するに 人 問の 本能 欲 を 描 

寫 しさへ すれば 何でも 猥褻に なると 思 ふの は 大きな 間違 ひだ。 人間の 性欲が 猥褻なら 食欲 も揋褻 だら 

う。 要するに 書き方 だ。 書き方が 正直で 大膽 なら 存外 厭な 感じ はしない もの だ。 一番い けな いのは 虚 

飾 だ。 「毛拔 J に は 虚飾がない。 

小姓に 振られる と 彈正は 見物に 謝る。 これが 又 面白い。 勿論 嚴格な 意味での 脚本と いふ 上から いへ 
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ば、 曲 中の 人物が 見物に 口 を 利く とい ふ 法 は あるまい。 併し 「毛 拔」 は 喜劇 だ I— 僕 は 立派な ぶ：：^ だ 

と 思 ふ。 喜劇に は 洋 にも かう いふ 例が ある。 モリ H  H ルの 芝居な どに も 慕 切に 曲 中の 人物が ^ 物に 

口 を 利く のが ある。 これ は 見物 を 尊んで ゐる やうな 爲 方で ゐ ながら. 實は兑 物 を 馬鹿にした やり方 だ。 

そこ^ 僕 は 面白い と 思 ふの だ。 彈正は 色々 と 自分の 智栽を W つた 後で、 又 見.. 物に 向って n, 母 度 不調法」 

といった 意味の 口上 をい ふ。 これら も隨分 皮肉 だ。 愈 役目 を * して 歸 るに も兑 物に 向って •「 ぉ隨^ で 

役目 を 菜す 事が 出來 た」 とい ふや-? な禮 をい ふ。 飽迄も 皮肉 ぢゃな いか。 その 皮肉 を 兑物は 愛嬌 だと 

思って 喜んで ゐる。 それが 又 僕に は 面白い。 恐らく；，：： 何十 ^'か 前に やった 時に も！： 1^: は 皮肉で これ を 

一一 一一：： ひ、 見物 は 愛 si とこれ を 心得て 喜んだ もの に^^ない。 

「毛 拔」 を 見て： b いもんだ とい ふ 人が 火 分 ある さう だ。 一 體= 本人 は 頭が 單純 だから 何でも ぼい とか 

辛い とか^い とか、 一言の 許に 言 盡 してし ま はなければ 氣が濟 まぬ やう だ。 ^し i= いに も 色々 t:^ が 

あらう し、 辛い にも 亦 色々 嵇 類が あらう 。「毛 拔 _ー  を 甘い とい ふに 間違 ひ は あるまい。 併し 僕 は： やい も 

ん だと 思った。 この 狂言が 初めて 出来た 時代に もた しかに 辛い もんだ つたに 逮 ひない。 僕の 辛い とい 

ふの は 書き方が 辛い とい ふの だ。 筋 は： iw いが、 書き方が 辛い と いふんだ。 この 辛 さは とても 八，； z の 一 

般の 見物に は 分かるまい。 昆物は 素人 だ。 書き方の 辛 いのは 素人に は 分からぬ。 

辛い とか^い とかい ふこと は 要するに 俗 を 離れる 事. た。 從來の 型 を 逃げる S だ。 成 意味に 於いて 舊 


型 を 破壊す る 事 だ， 「毛 拔」 はたし かに 型 を 破った 脚本 だ。 今 E 兑ても それが 分かる 位 だから、 これが 

出た 時代に あって は隨分 大膽な 破壊 を やった ものに 遠 ひない。 ちょっとした 例が、 使者の 口上 を彈正 

が^ 來 に言附 ける と、 ^來が 先方の 家老に それ を傳 へようと すると、 いやもう 彈 正の 一 百 ふこと は 聞い 

たから 君から 聞かないでも 分かって ゐる とい ふやうな 處が ある。 從來 なら 彈 正の 言った 事 を その 家來 

が 繰返して、 それ を 「乂 先方の 家老が 鸚鴆 返しに 言 はなければ 滿 足しない 處だ。 

單調を 避ける とい ふ 事に も隨分 苦心した 跡が 見える。 第 一 同じ 白 を 一 一度 繰 返す やうな 處は 殆どない。 

或 事件が 高潮に 逹 して 来た 途端に 全く 他の もの を 持って来て、 暫く その 高潮に 達して 來た 事件 を兑物 

に 忘れさせて しまって、 その 忘れた 時分に 又 前の 事件 を 持 出す 手際な ども 旨い もの だ。 例ば 「毛 拔」 

の 立つ 虑は、 彈正 はこれ を 睨んで 何 か 言 ひさう にす るが、 なんにも 言 はない 内に 例の kn 姓の 揷 話が 始 

まる。 それが 終って 前の 「毛 拔， 一 を 睨んだ 時の 話に 戾る類 だ。 

道具が 一向 はっきりして ゐな いのも 面白い。 彈： 止が 坐って ゐる處 は 庭な の だが、 應接 間な S だか、 

-w^ なの だか 一向 分からない。 要するに どこでも 好い のに 相違ない。 そこが 面白い。 今度の 道具 は 寧 

ろ 理窟 を附 けた だけに 惡ぃ。 本物の 立 木な ど を 使った の はこの 脚本の 精神 を 知らぬ とい ふ もの だ。 

奇拔 とい へば 殿^と t ぉ殿樣 とその 妹と， かう 三人 も家內 中が 一 しょに 出る の も 昔の 芝居に は 珍しい。 

ぉ姬樣 の^の 毛に 錢粉を 振 つ て 天井裏 に 磁石 を 抱いた 男を隱 して 遛 くと いふ 趣向 も、 今では^い がそ 
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の 時代で は 確に 奇拔 だった に 相違ない。 人 r 日 この 程度の 奇拔さ を 芝居で やった もんなら、 直ぐ ハイ 力 

ラだ とか 西洋 崇拜 だと か 悪 n を 一一 一.！： はれる だら う。 左團 次が 「毛 拔」 を 出した の は、 大に ハイカラ を發 

揮した わけ かも 知れね。 それとも H 本の 釗界 では 餘 りする^ がない ので、 その 暇に 髭で も拔 かう と、 

それで 「毛 拔」 を 出した のか も 知れない。 

左團次 は、 九 代 目 圑十郞 が この 芝居 を やったら さぞ 面白かった らうと 言った。 成程 あの 力強い 藝で 

こんな もの を やったら 嘸 好い ものが 出来たら うと 思 ふが、 圑十郞 に は 「勸進 帳」 のい：： 代 的な 諮 曲 趣味 

は 分かっても 「毛 拔.」 に 含まれた 近代的な 皮肉 は 分からなかった らう。 

何れの 時代に あっても 新しい 藝術は 型の 破壞に 生命 を 持つ。 又 人生に 對 する 皮肉な 兑方も 一 面新藝 

術に 特殊な 色 をつ ける。 「毛 拔」 に は 破壞が ある。 皮肉が ある。 何物に も 拘束され ない 藝 術の 自由が あ 

る。 この 芝居が 百 何十 年 前に 非常に 受けた とい ふの も そこに 潑刺 たる 生命が あった からだと 思 ふ。 

僕が 「毛 拔」 が 面白い と 思った の は 大凡 以上の 訣だ。 「毛 拔」 と 違って 別に 奇抜な 處 もない。 

(初：！ g の 時の 談話) 


船 治郞の 芝居 

(新 富 座) 

新聞で 見る と大晏 寺の 評判が 大變に 好い ので、 つ ひ 行って 見る 氣 になり ました。 實は 臈治郞 とい ふ 

人に は、 この 前の 伊左衛門から、 大分 厭氣 がさして ゐ たのです けれど。 

？ つて 見る と. 丁度 パァ ル^と かいふ 買 切 見物の 日で、 滿場 立錐の 餘地 もな しとい ふ景氣 です。 こ 

れが 殆ど^ 台郞 一人の 人氣 だから 驚きます。 僕 は實際 羨ましくな りました。 僕 等の する 事に は 永久に 

かう いふ 人 g は 集まる まいと 思 ふと、 何だか 悲しくな りました。 たと ひ 一 年に 一 度 か 一 一年に 一 度し か 

卞 な、 こしても、 兎 Li<w: あれ だけの 見物 を 毎日の やうに 呼ぶ の は 豪い と 思 ひます。 ああな わば 興行師 

i 、喜んで 金 を 出す でせ うし、 役者 も 自分の 思 ふ 通りの 事 を 行 ふ 事が 出来る だら うと 思 ひます。 僕 等の 

する 事 は、 先 づ^ 物の 來 るか 来ない かが 極めて 危ない のです から、 始終 いぢく ばかりして ゐて 碌な 

事の^:^ る酱 はない のです。 芝居の 第 一條 件 は 何と 言っても 金です。 金がなければ 碌な 事 は 出來ま 

せん。 
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臈治郞 の舞臺 を 見て ゐ ると、 如何にも 愉快 さう です。 舞^ 以外の 事に は 何の 屈托 もな く、 今 肉 K 全 

精 祌 を妆藝 に^ 注して 極め て お 持よ く 芝居 をし て ゐ ます。 役者が 舞銮 以外の 屈 托を舞 棗 の 上へ 持って 

來る程 みじめな 毐 はありません。 さう いふ 境遇に ゐ る^^ はどうしても 自分の 全力 を 舞^の 上に く 

事が 出来ません。 中には 意志の 力で 無理に その 屈托に 勝た うとす る 役者 もあります が， さう いふ 人 は 

必然の 結果と して 肉體 容貌の 凋落 を 見る やうになります。 今日の 若い 役^  (殊に 歌舞伎 劇の) の 多く 

が、 舞薹 以外の 屈托の 重荷に 押されて、 充分 己れ の 力 を 舞臺の 上に 開いて 行く 事が 出来な いのは * 誠 

に 痛ましい 事です。 僕 はさう いふ 役者 を 僕の 友達の 內に澤 山 持って ゐ ます。 役^: はさう いふ： g 托を全 

く 忘れて 了 ふ 事が 出来る 程 暢氣に 出来上がって ゐ るか、 さもなければ 全く さう いふ 屈托 のたい. お 遇に 

ゐ るかし なければ 駄目です。 

そこ へ 來 ると、 この 脇治郞 などと い ふ 人は實 に^まし い 境遇に ゐるネ と 言 はなければ なりません。 

彼が 忠兵衞 や 治 丘ハ衞 をして いつまでも 若 いのも、 一 面さう いふ 境遇 ト： の 幸福が 内 をな して ゐ るに 逮 

ひありません。 

併し 臈治郞 自身が 面白さう に 芝居 をして ゐる 程、 僕に は： 郞の 芝^が 而.！ I  くはありませんでした Q 

大晏寺 も、 成程 兄て ゐれ ば、 伊原さん や 杉さん の 仰し やる 通りの 事 をして ゐ ます。 お 二人の 仰し や 


る^に 少しも t- はありません。 併し 僕に は そ 0 箇所々々 が、 お 二人に 面白かった 程 面白くなかったら 

しいので す。 

遠^なく 霄 へば， 僕 はこの 芝居で 臈治郞 とい ふ 役者の 技 藝に何 一 っ敎 へられる 所がありません でし 

た。 唯 この 役^の 風采です。 この 役者の 立派な 顔です。 それから 調子の 無い 聲を うまく 使 ひこた す 一 

種獨特 な錡の ある^詞 廻し です。 僕に そんな ものに 兌 惚れたり 聞き惚れ たりして ゐ た-たけで、 赛 藤.^ 

郞ん 銜？： とい ふ 人物の づ ェ§ など は 一向 心に 映って 來 ませんで した。 

僕 は 唯 昔の 作^: の 技巧と いふ やうな ものば かり考 へ ながら この 芝居 を 見て ゐ ました。 

この 芝^が：： • 段に 分かれて ゐる事 は 誰に も 直ぐ 氣の つく 事です。 先づ 第一 が 次 郎左衞 門 とその 弟と 

の對 話で、 は 討の 筋を寶 る 所です。 第二が 嘉 村と 高 市が 非人 を 試し 斬に やって 來る 件で、 この 件の 終 

りで 嘉 村が 自分の かくまって ゐるー 一人の 友人 かこの 非人の 仇で ある 事 を 知る のです。 第三が この 嘉村 

がー 一人の 友人 を この 非人 小屋へ 案內 して 來て、 返り 討に させよう とする 所です、 

伎が いつでも この 芝居 を 見て 面白い と 思 ふの は その^ 一 一段です。 第 一 段と は 全く 關係 のない 非人の 

試し 斬と いふ 事件が 突然お いて 來て、 しかも その 事件から 偶然 春 藤と 仇の 間に 或關 係が 生じて 來る所 

が、 昔の 作者の 技巧と して は 確に 珍 だと 思 ふので す。 嘉 村が 春 藤の 仇の 親戚で も 兄弟で もな く、 唯の 

友人で あると. S ふの も、 昔の 芝居に して は^らし いと 思 ひます。 
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前に 述べた 三 段が 常に^ 舞臺 (但し いつでも 蒲鋅 小屋に 春 藤が 寢てゐ るので す) ではつ きり 仕切ら 

れ で ゐ るの も 面白い と 思 ひます。 その 仕切りが 空 舞薹 である 爲に、 第一 一段の 初 まりに は、 兒物は 第 一 

段と は 丸で 關係 のない、 丸で 別の 舞臺 を豫 想し ます。 それが 第二 段の 最後の 幾分 かに 於いて 朧ろ ゆに 

前段と 關係を 生じて 來て、 第三 段に 於いて 明確に その 關係を 完成す る 所が、 僕に は 面白い のです。 

この 芝居の 作者 は 第一 段で 十分 見物の 同情 を 春 藤 兄弟に 集めます。 そして 弟 を 使に 出して、 病驅を 

一人 寂しく 蒲鋅 小屋に 横た へる 次 郞左衞 門 (丸本で は 足が 惡 いので はない さう です が) の 境遇に 何と 

はなしに 不安の 念 を 抱かせます。 さて 作者 は 第二 段に 於いて 春 藤 を 唯の 非人と して、 嘉 村と いふ 意地 

の惡 さうな 武士と 髙 市と いふ 人の 好 ささうな 武士との 前に 置きます。 兌 物 は 旣に春 藤の 身の上 を 知つ 

てゐ ますから、 春 藤が 命 を 惜しが る臺詞 にも、 ^して 卑怯 だと か 未練 だと かいふ 感じ は 抱かないで、 

却って その 一 言 一 句に 同情 を 寄せます。 そして 意地悪く 非人 を 疑ふ嘉 村に 反感 を 持って 來 ます。 さう 

して、 春 藤が 靑井 下坂 を拔 いて 嘉村を 叱 驚させる 所で" 見物 は 堪へ堪 へた 溜飮を 一 度に 下げる のです。 

作者 はこの 第 一 一段の 終りに 於いて、 舂 藤の 武術に 對 する 或心强 さと 嘉 村の 意味 ありけ な 表： g から 起る 

或 不安と を 見物に 淺 します。 さて 第三 段と なると、 作者 は 何の 容赦 もな く：^ 物の 同 の粱 注點 をい き 

なり 覆して， ここに 「返り 討」 とい ふ淺 酷な 場景を 作ります。 併し、 作者 は 嘉村を 逃がして 了 ふだけ で， 

須 藤と 彥 坂に は 同時に 可な りな 重傷 を A はせ て、 これ を 舞臺の 左右の 蔽 陰に 隱 します。 そこへ^ の 新 


七が 急いで 歸 つて 来ます。 (こんだ の 芝居で は 治兵衞 とい ふ 春 藤の 中の兄が 同時に 出て 來 ますが、 これ 

は 全く 無意味な 賛 物です) 新 七が 兄の 横死 を 嘆いて ゐ ると、 そこへ 高 市が その 愛する 子供の 關 係で 又 

出て 来ます。 ここに 作者 は 新 七が 高 市 を 兄の 仇 だと 思 ふ 短 かい 錯誤の 場面 を 巧みに 揷 入して ゐ ます。 

髙 市の 注 怠で 新 七が 絶息した 兄の 耳 近く 仇 須藤汔 坂の 名 を 呼ぶ と、 兄 は 息を吹き返します。 同時に 藪 

陰に 倒れて ゐた 二人の 仇 も. 自分 達の 名 を 呼ばれた ので、 氣が ついて 起きて 來 ます。 ここに 初めて 正 

當な仇 討が 行 はれます。 そして 次 郞左衞 門 は 弟に 助けられながら、 仇 二人に 留め を 刺して、 同時に 自 

分 も 命 を 落す のです。 この 邊の 作者の 技巧が、 如何に 見物の 感情 を 自由に 操縱 して ゐ るか を 考 へて、 

僕 は 少なから す 感服し ました。 

僕 はかう いふ 風に 作者の 技巧と いふ やうな 事ば かり 考 へながら この 芝居 を 見て ゐ たので、 この 芝居 

の 殘酷味 や 悲壯味 は 一 向に 感じ ませ ん でした。 或は 臈治郞 の技藝 がその 方面に 於いて ゼ n だった の 

で、 作者の 枝 巧ば かりが： H についた のか も 知れません。 僕が この 芝居 を 見る の は 生れてから 今度が 三 

度 目です が、 いつも 厭な 感じが して、 あんまり 好きな 芝居 だと 思った 事はありません。 それが 今度 は 

割合に 暢氣に 技巧の 方面ば かり 考 へ ながら 見物す る 事が 出來 たの は" 或は 膈治郞 の藝に その 厭な 感じ 

^ けて い たせ ゐ かも 知れません。 この 芝居の 作者が 若し 殘酷味 を 舞臺の 目的と して この 芝居 を 書い 

たと すれば、 治郞は その 方面の 註文 を 全く 表現す る ことが 出来なかった のです。 
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この 芝居の 舞臺 は 歌舞伎 劇 の 何々 堤と いふ 場面に はよ く あ る舞臺 です が、 口 本 獨特の 單 純な^^ で 

> つ 見ても 好い 心 持です。 西洋の ラ イン ハ ルト とか バ ァカァ とかい ふ 人が 兑 たら 嘸 感心す る だら うと 

思 ひます。 蒲鋅 小屋の 黄、 藪疊 の綠、 空の 黑。 舞臺 にも 人物に も 赤い 色 は 一 つも^られ ません。 仲間 

が 持って 出る 十二 箇の 提灯。 ベつ 宛 違った 紋。 仲間の 襟の 校樣。 これらが どの位 この 芝居の 樣式美 を 

助けて ゐ るか 分かりません。 十； 一人の 仲間の 運動に も樣式 的な リズ ム が 巧みに 考 へ られ てるました。 

かう いふ 方面 は 多分 昔の 役者が 考 へた もので せう が、 實に 豪い もんだ と 思 ひます。 僕 等 は 今：：： 新釗の 

蓮 動 を 起して 利口 さうな 顔 はして ゐて も、 實 はこの 大晏寺 一幕 程の prslllcti- ョ も 出来ないで ゐ るの 

です。 それ を 思 ふと 悲しくな ります。 

梅忠は 封印 を 切って から、 廓 を 出る までの 複雜な 表情 だけが、 相變ら す獨特 でした。 鳩 治郞 の^ 

は實 にこ こに あるので す。 若し 臈治郞 とい ふ 人が これ だけの 技藝を 他の 方面に 於いても 他の 役と 

いふ 意味ではありません。 忠兵衞 の 他の 部分に 於いても 说す 事が 出来たら、 實に 理想の 役者 だと 

思 ひます。 

二階， M 敷に 忠兵衞 の 烦悶を 見せない 事、 引っ込みに 梅 川の 手 を 引かない^ など は、 總 ての 評 家と 共 

に、 僕 も絕對 に反對 です。 八お 衞 門に 突き飛ばされて 第 一 一の 封印 が^れる の も 面白くな いと 思 ひます。 


この 悲釗の 動機 を 一 つの ァ クシ. チ ント にして 了 ふ 事 は、 忠兵衞 の 入物の 解釋の 上に 今までと は 非常な 

相逮を 形作る 事に なり はしますまい か。 

.M 口の 忠兵衞 に 至って は、 初めから 終 ひまで 場當 りば かりで、 僕 はとても 本氣で 見て ゐる 事が 出來 

ませんで した。 臈治郞 とい ふ 人 は あの 場面 を どうい ふ 場合 だと 考 へ てゐ るので せう。 

福助の 梅 川 は 少しも 昔の 女らしい 氣持 がしませんでした。 それに 女郞 らしく 見えませんでした。 僕 

もお さん を 見てから この 役者が 好きに なった 一 人です が、 どうも こ の 人 は 夕霧 だの 梅 川 だのに は 向か 

ない 役者の やうです。 ■ 

それから、 これ はこの 一座に 向って 一一 目 ひたいの です。 なぜ、 あなた 方 はこの 一 I 助と いふ やうな 有望 

な 役^: をもう 少し 火事に 使 はない のです。 泶樂 物語の 伴 作 はま あ 好い として、 大晏 寺で、 出さないで 

も 好い 入物 春 藤 治 兵衞 などと い ふ 者 を どうして この 人に やらせる のでせ う。 いっか も 何 かの 芝居の 時， 

この 人に ガ违を させた 事が ありまし たね。 延ニ郞 がー 緖の 時だった と 思 ひます。 ああい ふ 事 はもう さ 

せない が 好い と 思 ひます。 女形 拂 底の 折からです。 どうか 愈が 上に も かう いふ 人 は 大事に 使って 莨 ひ 

たいと 思 ひます。 
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終りに 今度の 新 富 座で、 一番 僕が 好い 氣 持で 見られた の は、 大切の 三 社 祭だった とい ふ 事 を 申し 添 

へて 置きます。 ああい ふ氣 持で 芝居 全體が 見られたら どんなに 好い 心 持 だら うと 思 はれます。 ま：： 

美 聲で唄 はれる 無意味な 歌の 文句の 方が、 意味 ありげ な秀 次の 述懐より、 どれ 程 多く 僕 を 動かし まし 

たらう。 段四郞 父子の 善玉 惡玉は 菊 五 郞三津 五郎の それと 共に、 今日の 舞踊 界の 珍品た と 思 ひます。 

(大正 r:, 十 一 月) 


大正 四 年初 秋の 諸 座 

(一) 本鄕座 

序幕の 「だんまり」 は 人 數も少 く、 動き も大 問 で 意味 ありげ でない のが 好い。 明治 六 年の 九月に 權 

之 助 時代の 圑十郞 が 「增補 桃 山譚」 の 前につ けて やった とい ふ關 羽の 像から 石 川 五右衛門に なるとい ふ 

「^ん まり」 も 多分 これと同じ もの だら う。 それから 言っても 意味の ある 「だんまり」 だ。 改名して 

名代に なった 筵 升 君が 若衆 姿で、 水際立った 風采と 悠揚と して 迫らない 上品な 藝 風と を 見せて くれた。 

一番 ほの 「^補 桃 山譚」 はつ まらぬ ものである。 この 劇の 戯曲と して 無價 値な 理由 は、 今から 二  - -たリ 

も 前に 出た 坪內 逍遙 博士の 「梨園の 落葉」 に 詳しく 正しく 論じられて (「增 補 桃 山譚」 と 市川圑 十郞) 

ゐ るから、 ここに は 何も 言 ふまい。 子 W の 時、 幽十郞 の を 見た 時 は ひどく 感心して 了って、 一時 は淸 

PJa^^- こまで なって 了った もの だが、 その後 吉右衞 門 君の を 見ても、 八百藏 君の を 見ても 一向 感 節す 

る 事が 出来な いのは、 兩^ 達の 風采 技 藝が圑 十郞の それらに 劣って ゐ るからで はなくて，  一 ^脚本が 惡 

いからお。 理想的 英雄と しての 淸 正が 三 成に 對 して 執る 子^ら しい ： 的 態度 は ど うで あらう。 朝 
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征伐に 關 する 二 ケ條の 申し開き も 到底 吾人 を滿 足させる もので はない。 殊に 囫卜郞 一 人 を 木 位と して 

書かれた この 脚本 は， 淸正 一 人 を 浮き出させる 爲に. 他の 諸 入物 を甚 しく 無視して ゐる。 羽左衞 門 君が 

八百^ 君の 淸正 に附き 4 口って この 芝居の 秀吉を 勤 めた 時、 奥庭の 場で 毎日 居眠り をす る 事に 極めた と 

. いふ 話が 傳 へられて ゐ るが、 それ は 市 村 君の この 芝居に 對 する、 皮肉な 併し F: しい 批評で ある。 私に 

はこの 芝居の パ a ヂィ とも^るべき 「伏 兌 街 地震 夜話 (是水 作) の 方が、 餘程 眞赏 らしく 感じられて 

面白い。 江戶の 狂言 作者に は淸 正の 英雄的 靈 魂より は、 蛇の目^の 淸藏の 任俠的 精祌の 方が、 餘^ は 

つきり 空想され たに 相違ない。 この 芝居 も 先の 左團 次の を 見た きり^く 兌ない。 今の.^ IS 次 君の を そ 

の內 一 度兑 たい ものである。 

中幕の 「鳥邊 山 心中- は 岡 本綺堂 氏の 新作で ある。 男の 偶然 犯した 殺人罪の 悔悟と、 女の 初心な 人 

情と が 結びついて 一死」 の 影 だに なかった 戀 がいつ か 「死 - になって 行く ところに、 この 作の 妙味が 

ある。 半 九郞は 江戸の 若い 侍で ある。 ぉ染 はお 出しの 初めから^.^ 郞に 愛された 京の 女郎 (と あるが * 

實 は淫賣 であらう、 私 はさう 思 ひたい) である。 半 九郞の 遊び 友達に 市 之 助と いふの が ある。 そんお 

の 源 三郞が ひどい 堅 造で、 遊び場 所へ 市 之 助を迎 ひに 來る。 市 之 助が どうしても 歸ら ぬので、 自然 半 

九 郞をも 怨み 罵る。 半 九郞と 源三郞 との 間に 爭鬪が 起ろ。 それが 終に 決 岡と なって、 中ん 郞は淞 ：郎 

を 爲 SE めて 了 ふ。 醉 と短氣 から 同僚 を 殺害した 半九郞 が、 悔悟の 死 して ゐる 所へ、 "「ノ じ 


つ ォて卞 る。 半九郞 はたと ひ： i ら へても やがて， 江戶 へ歸ら なければ ならな. s ので ある。 いづれ にして 

も 一 虔 は；： r^: はなけれ^ たらない 训 離の 悲しみに、 お染は 偶然 早く 出會 ふ。 ぉ染は 俄に 生が 厭 はしく 

なる。 ^は 男. で 死ぬ 動機 を 持って ゐる (この 動機が 戀 ひな いのは 明で ある )0 女 は 女で 死ぬ 動機 を 持つ 

てゐる (こ の 動機 も戀 ばかり から 出て 來て はねな い。 戀と い ふより は 寧ろ^に 對 する^ 现と 自己の 未 

來を 不安に 思 ふ 初心 かち 出て 來てゐ る)。 一 一つの^ つた 動機から 出た 二つの 死が、 设 後の 瞬 問に 於いて， 

一 つの 動 幾から 出た 一 つの 死ら しい ものに 美しく 融けて 行く  (それに は 二人の 新しい 春着が 茧大な 役 

目を^めて ゐる) 複雜な 心现の 過程が 面白い —— 二人 は 如何にも 戀 をした。 併し 二人 は その 戀の爲 に 

死た うとまで は 思って ゐ なかった。 それが 偶然の 出来事から、 その 戀の爲 に 死 を 等しう する 亊 になる 

ので ある。 そこ を 作者 は實 によく 喾 いた。 そこ を 役者 も實 によく 演じた。 九月の 芝居の 內で 私が 设も 

新しい 感激 を 得た の は、 この 「爲逡 山 心中」 である。 

左團次 君の 半九郞 は、 先づ その 英雄ら しくない 平凡 人らしい 態度に 苦心-て 兌た。 お 染に對 する 態度 

の、 ^こ 淡く て 情に. ゆい 所 もよ く 見えた I. 初心 の お 染が 嬉し 泣きに 泣く の も無现 はない。 源 三郞に 

一 百 ひ 込められて、 一一 一一 II 句に 窮し てから. 「河原へ 來ぃ」 と 叫んで、 自分が 源三郞 より 先へ 耻け认 一む までの 

心理 描冩は 殊に 好かった。 中に も 一一 一一 n 句に 窮 した 瞬 問の 如何にも 人間ら しい 感情の 表現が 忘れられな い 

II 左團 次せ は實 によく 「人間」 を 知って なる C 河原へ 來 てから は 總てを 忘れた 爭闘 のき^と、 相手 
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を斃 してからの 失心した やうな 靜な 悔悟と、 女の 焭悟 を閒 いてからの 美しい 戀の 表情と が、 それから 

それと どんなに 自然に 移って 行ったら う。 上方 唄の 本文 通りに • 白 小袖に 淺葱 裏の 黑^ 子 を 着た 姿 は" 

前の 出來 事の 總てを 忘れさせる 程 優しく 且 美しかった II 半 九郞は 幸福な 男で ある。 松 蔦^のお 染は 

初心な、 一本 氣な、 一人の 男の 外に 世界 を 持たぬ 女に なって ゐた。 寬永屛 風から 米齋畫 伯の 思 ひっか 

れ たとい ふ 前の 衣裳 も 好かった。 「うへ に むらさき 藤の もん、 中^ 緋紗 綾に 黑 じゅす の帶」 とい ふ 後の 

着附も 哀れであった。 死にに 行く 一 一人が、 祇園の 騷 ぎに 後髮を 引かれる 所 も 風情が あった 。初口に 見た 

時 は、 ここで 微に 太鼓の 昔の 聞え たのが、 ぞっとす る 程好かった が、 その後に 兑た時 はどうした 訣か 

それが 廢 された ので 物足りなかった。 松 蔦 君のお 染に對 する 米蔵 君のお 花 は 手近な 例で 言 ふと -戀愛 

コ 一味」 ハシ ュ 一一 ッッ ラァ) の クリス チ イネに 對 する ミツ チイと いふ 所で あるが、 ^藏 君の 今日の 伎倆で 

は、 それが よく 現れなかった の も 是非がない。 又五郞 君の 市 之 助 は 暢氣な 所が 面白かった。 中 九郎が 

この 市 之 助に 向って する お 染の身 請の 相談が 解決 を 見す に 立ち消え になって 了 ふの も 面^い。 ^美^ 

君の 源 三郞は 「入 鹿の 父」 の史 人の やうに、 周 圍の總 ての 人物と 全く 懸け離れた 人物に なって ゐる。 

そこに やり 好い 所 も あれば、 叉 そこに やり 難い 所 も あらう。 併し 壽美藏 君は史 人に 成功した やうに、 

又 この 源三郞 にも 成功した。 兄に 對 する 激昂が 兄の 遊び 友達に 對 する m 慨に 移って 行く 所に も 張り 詰 

めた 藝を 見せた。 左 升 君のお 染の父 與兵衞 は、 ぉ染と 半九郞 の^^ を 茶屋へ 屆 けて、 千 ひ？ の 寒い 聲を 


聞きながら 河原 を傳 つて 歸 つ て 行く だけ の 役で あるが、 成るべく 安い 所で 着物 を斿 へさせる といった 

律氣な 親爺が よく 出て ゐた。 この 人物が いつも 綺堂 氏の 作に 見る 老人の やうに、 運命 觀 めいた 豫言を 

したいの も痦 しかった。 半 九 郞と源 三郞の * し會ひ を遙に 見ながら、 何事 も 知らす に 逃げて 行って 了 

ふの は、 殊更 哀れが 深い。 左 升 君と して は 食 ひ 足らぬ 役で あらう が、 作者が この 人物で 吾々 に與 へた 

印象 は 中々 深い。 新 名代 米左衞 鬥 君の 若黨 は、 最後の 幕切れまで 主人の 弟 を 探して ゐ るの が 目につ 

い た。 

この 芝 は チヨ ボを 使って ゐる。 卽ち 脚本の 形式と して は、 古来の 歌舞伎 狂言と 少しも 透 はな. S の 

である。 しかも 吾人が それと は 全く 違った 新しい 感激 を 受ける のに、 チヨ ボが 少しも 邪魔に ならない 

の はどうい ふ訣 であらう。 私 はこの 芝居 を兒 て、 疾に 感じて ゐ なければ ならな. S 事 を、 今更ら しくし 

み じみと 感じた！. 「脚本が 古いの は、 チヨ ボが 古いので はない。 精神が 古いの だ。 形式ば かり 新し 

くても、 內容の 古い 脚本 は、 やっぱり 古い 脚本 だ。 新しい 酒 は 古い 護に 盛られぬ と 言 ふが 新しい 蘧に 

盛られた 古い 酒より は、 まだ その 方が 遙に まし だ。」 

綺堂 氏が 昆 物の 古い 頭 を 古い 形式で 欺して、 新しい 世界へ 段々 に 連れて行く 老巧な 手腕 は、 到底 吾 

人若楚 の^て 及 はざる 所で ある。 

二番目の 「夏祭 浪花 鑑」 は、 いつもの 通り 往吉の 立 引と おた つの 燒鐵と 長 町 裏の 殺しと を 見せて く 
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れ たが、 やはりい つ 見ても 面白 いのは 血 呢ぃ親 殺しの 一場で ある。 吉田文 三郞が 始めて 九 郞兵衞 の 入 

形に 着せた とい ふ圑七 縞の 明かる い-お 附と、 しょ びれ た義平 次の 陰^な 着附 との 對照も 面白い。 祭の 

蹵 物と 嘟 子と を 北=景 に 使った、 廒 茄子 畑の 殘 酷な 泥仕合 も、 歌舞伎 劇の 特色た る Teuflisch な 趣向の 

頂上 を 極めた ものである。 心理 S 方面から 兌ても、 圑ヒが n 力 を 粒す までになる 經路 は、 永久に 日本の 

役者の 舞臺的 功名心 を 振作す る题 目になる であらう。 併し， 私が いつでも  一^面 白く 見る 所 は、 三婦 

の內へ 空の 駕籠 を 釣って 來て、 琴 浦 を さュ gpp して 行って 了 ふ、 あの 瞬 問の 篛平 次で ある。 ああし 

た 瞬間の そそく さとした 惡漢の 態度 が 堪らなく 面白 いので ある。 篛 平 次 は 小さな 編 笠 に^ を ほして 三 

婦 の 女房の 顔 もろく ろく 見ないで (今度の やうに 同じ 役者が 一寸 德丘ハ 衞に扮 する 都合から、 それが 吹 

替の 場合 だと 尙顔を 見せまい とする。 それが 又 却って 好い) 早口に、 小聲 に、 用向き だけ を 述べて、 

祭の 扇で 無暗と 駕籠 を 急き立てる。 それから 駕籠に ついて 引 込んで 了 ふまでの、 絶えす A 心に 突つつ 

かれて ゐる やうな、 成功 を 危ぶんで ゐる やうな、 心 も筌な 肉體の 運動が、 かう した 悪^の 魂の^ 慄を 

ばつき り讀 ませて くれる ので、 それが 堪らなく 面白い ので ある - ここ は どんな^ 者が やっても 大抵 

は 巧く 行く。 蓋し 作者の 捕まへ 所が 而白 いので ある。 

左 升 君の 佐 賀右衞 門 (积：釗 在り 来りの 安 敵役の 侍) 毒 美藏 君の ^之^  (型 m 一り の 主人 筋のお 日： 那) 

松 蔦 君の 琴 浦 (型通りの 廓 を拔け 出た おい 女郎) 等に ついては 言 ふ 事 もない。 歌 六 翁の 釣船の 三^ は 


腋 みな 所の あるの が、 上方の 俠客 らしかった。 年 も 少し 取り 過ぎて ゐた。 秀調 君のお たつ は、 燒鐵を 

當 ててから の 顔が 却って 美しく 見える 程 美しかった。 いつも 感 する 事 だが、 この 人 は 歌舞伎 劇に とつ 

て、 W に 好い マスクの 所お おで ある。 八百藏 丈の 義平 次は甚 しく 期待 を 裏切った ものであった。 吹け 

ば 飛び さうな 枯れ 衰 へた 肉^に、 無知な 貪欲と 卑しい 復 IW 心と が 木蔦の 根の やうに こびり 附 いて ゐる 

のが 義平 次で ある。 八百藏 丈の 強健な 體質 先 づ義平 次の 肉體を 裏切り、 その 持 前の 1? ョ ^ な 表現 

は^いて 義平 次の 霰 魂を裘 切った。 左圑次 君の 圑七九 郞兵衞 に は 小手先の 器用がなかった。 君 はこの 

役 を 殆ど 心现 ばかりで 演じて ゐ たやう である。 併し、 この 役 は 多少の 小手先 器用 を 必要と する 役で は 

ないだら うか。 例へば、 御與 太鼓の 「見え」 に 於いて、 祭の 人に 紛れての -引 込み」 に 於いて。 (この 

「引 込み」 は、 祭の 人に 直ぐ 附 いて 這 入る 「女圑 七」 の 型の 方が 好い.。 後に 一 入殘 つて. 「惡ぃ 人で も 

は 锭 - たどと 述懐す るの は、 蛇足で も あるし、 最後 Q 劇的 緊張に 隙 を も 設ける じ 

大切の 所作 「龍 虎」 について は、 言 ふ 事がない。 

(二) 帝國 劇場 

一 お： T. の 「太 功記 婦女 文章」 は 「馬盥 の 光秀」 に、 近 松の 「本朝 三國 誌」 の 第一 一幕 第 一 場と お 三 幕 

第一 場 及び 笫ニ場 を、 その 儘 持って 來て くっつけた ものである。 全く 違った 二つの 戯曲 を、 唯 戯^の 
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題目が 同じ だからと 言って、 それ を 事件と 時日の 順に 並べて 見せた 所で、 そこに 何の 怠 味が あらう。 

近 松の 「本朝 三國 誌」 の 序幕 第一 場に は、 小 野のお 通に 關 して、 光秀が 春 長に 恥づか しめられる 事件が 

立派に^い て あるのに、 それ^ 何の 顧慮 もな く 捨てて 了って、 春^に も 小 野のお 通に も 何の 關係 もな 

い 「馬 ii の 光秀」 を 序幕に して 二 幕 目の 城門 外で、 突然 小 野 ひお 通 や 春 忠の首 (「本朝 三阈 誌」 の^お 

第一 一場に は 光秀の 嫡子 光成が 愛宕の 花見の 最中に 春 忠を襲 ふ 所が 迸いて ある) を兒 せて 兑物を 狼 W さ 

せる の は、 何とい ふ釗 場の 不親切で あらう。 「本朝 三國 誌」 は 近 松の 傑作で はない かも 知らぬ が、 流石 

に 偉大な 戯曲 家の 作物 だけあって、 首尾一貫、 理も 通り 情 も 徹しで ゐる。 それ を濫に 傷つけ る 事 は、 

苟も 藝術的 良心 ある 者の 到底な す 能 はざる 所で ある。 「馬 盥」 が 見せた ければ， 「馬^」 だけ を 兌せ るが 

好い。 「本朝 三國 誌」 が 見せた ければ 「本朝 三國 誌」 だけ を兒 せる が 好い。 この 全く 調子の 違 ふ 二つの 

戯曲 を 無意味に 繋いで、 恰も 一 つの 戯曲の やうに 見せかけよ うとした 帝劇の 作お は、 ^に 文^の 

tsger である。 

「馬盥 の 光秀」 とい ふ もの も、 戯曲と して はつ まらぬ ものである。 圑十郞 のが 好かった と 言 ふ 人が あ 

る。 團藏 のが 面白かった と 言 ふ 人が あ る。 併し、 さう い ふ 人達 は いづれ も 役者 3 技藝に 眩惑され た 人 

達で、 決して 脚本の 獨立惯 ^を 思った 人達で はない。 馬^の、 切髮 の、 志 賀領の 分割のと、 執拗な 侮 

辱の 速 情は舂 長の 人物 を 小さく する ばかりで ある リ これに 依って 叛逆 實 行の 動機 を 早める 光秀 は， 却つ 


て； ^人の 同情 を 惹起す るば かりで ある。 斯 くして 作者の 目的 は 恐らく 全く 反對な 結 架 を 吾人の 內に生 

むので ある。 幸 四 郎君の 光秀に は 團十郎 の 思慮 もな く、 圑藏 の凄慘 もなかった。 輻 井茂 兵 衞 君の 春 長 

に 至って は、 唷釵を 禁じ 得なかった。 

小 野のお 通の 悲劇 は、 城門 外の a マ ン チックな 舞臺 面が、 日本 古釗の 特異な 【趣向」 を 思 はせ て 面 

白かった。 松 下嘉平 次と 小 野のお 通との 苦しい 篛理合 ひ は、 日本の 古 劇と して は 平凡で ある。 從 つて 

最後の 悲釗的 解決 も、 決して 意表の 外に は 出て ゐ ない。 幸四郞 君の 久吉は 平凡な 役 を 平凡に 演じて ゐ 

た。 松 助 翁の 嘉平 次はラ 不ルギ ィを缺 いて ゐた。 嘉久子 嬢の 小 野のお 通 は 年が 若いだ け 一番 力 强く演 

ぜられ た。 

中幕の 「燈篛 大臣」 は 松 ^松葉 氏の 作で ある。 吾人 はこの 作が もと 歌劇の テク ストと して 書かれた 

ものである 事 を、 先づ 頭に 入れて 掛からなければ ならぬ。 燈籠 大臣の 傳說は 誠に 歌劇の 钚題 おで ある 

- ト八 間の 精舍、 raj 八 箇の燈 籠、 四十 八體の 十二 光佛、 四十 八 人の 禮讃の 女房、 その 中央に 一 

人^しく^ して 西方 彌陀を 念す る ffi 盛の 病軀。 そこに 何等の 戯曲 的 事件 はなく とも、 立派に 一 つの 抒 

情 的 歌劇が 生れる 害で ある。 然るに、 不幸に もこの 作 は 劇と して 演ぜられた。 曲と 詞 とが 合作して 或 

物 を 生む 苦だった 「燎籠 大臣」 は、 今詞 のみの 劇と して 吾人の 前に 提供-された。 

§ として Q 「燈 籠. .kl ほ」 は、 甚 しく  Dramatische  spfsuung を缺 いて ゐる。 ：s しく  Atmiphcre を 
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缺 いて ゐる。 S 盛の 痛苦 は 一 門の 罪惡 を背员 うた 一 秤の 世界 苦で ある。 その 世界 苦が カ强 くこの 作 を 

貫通して ゐ ない 爲に、 重 盛の 前 を 過ぎて 行く 箇々 の揷 話が、 稍 も すれば 影 を 大きく して、 ^盛 その 人 

の 悲劇 を 蔽ひ隱 さう とする。 哲^的 或は 宗敎 的な 苦痛 を 北 "员 つて ゐる重 盛の 前に は、 無 文の 沙汰 も、 

千 手の 襲撃 も、 同じ 程度の 挿話に 留まらなければ ならない のに、 前者の 如き は靜 なる に 過ぎ、 後者の 

如き は 騷し き に 過ぎた。 作者が 後者 を 主 題と して この 作 をお かう としたの でない 事 は、 この 作 仝體か 

ら 見て 明かで あるのに、 それの み が 吾人の 頭に 聲高 に 這 入 つて 來 るの は、 作者が 手段に 於 い て 何お か 

誤る 所があった からで はなから うか 私 は^ 盛の 人物の 爲に、 かれの 苦痛 を どうしても 俊宽の  一^ 

件に のみ 集めて 了 ひたくな いので ある。 

小 治 郎君 以下 だ 人^の 家臣が、 福 井 君の A 能 を 取：！ んで、 H: を 見ながら 何 か 言って ゐる所 は、 まる 

で 聞き取れなかった。 松 助 翁の 兼 廣も餘 りに 調子が 低くて、 重 盛と 悪夢 を 語り合 ふ 所 も (？ )， 無 文の 

太刀 を 見ての 驚き も 一 向 分明でなかった。 福 井 君の 貞能 も、 高麗 之 助^の 有 王 も、 一 向 言 ふ 事が 分か 

ら なかった。 幸 四 郞 君の 茧 盛も顏 はよ く 出 來てゐ たが、 餘り 調子 を 殺し 過ぎた ので、 通らぬ 兹；！ が 多 

かった。 私 はこの 一幕から 詞を 捕まへ るのに、 どんなに 頭を痛め たらう。 中に ^ 子 婊の千 手 だけが、 

1 人 明瞭に 詞を 運んで くれたが、 この 役 は 反抗す るかと 思 ふと. 忽ち^ 協し なければ ならない 境遇に 

S5! かれて ゐ るので、 その 人物に 知的の M ハゅを 寄せる 事が 出来なかった。 併し、 千 乎が 父への 使^と し 


て、 服 を 改め、 美しい 女房 達の 讃に 送られながら、 精舍 W 中央に 起立 合掌せ る 病 大臣 を 唯一 人後へ 

接して、 堺 の？？ へ 立って 行く 數分 時の 花やかに 寂しい 舞臺は 作者の 空想した 通り を賓 現す る 事が 出來 

たらしかった 女房 達の 禮讃 が小舉 If 歌め いて 可笑しい とい ふ 非難 もあった やうで あるが、 それ は 

日本の 初期の 小學 i? 歌が 「今 樣」 の メロ ヂ ィに员 ふ 所が 多かった の を 知らぬ 人達の 言 ふ 事で ある。 

舞臺の 設備 はこの 一 幕が 兎も角も 一 番 行き届いて ゐた。 「太 功記 婦女 文章」 の舞臺 など は、 どの 場 も 

どの 場 も、 まるで 野外劇 場 を 兌る やうであった。 それ は 言 ふまで もな く、 あの 高い 額緣の 上の 部分に 

大逍具 が 少しも 盘 を用ゐ ないから である。 この 劇場の 舞蕞 設備に、 多少 纏まりの ついて 兌ら れる 場合 

が、 いつも M 根 を 丸 物で 戰 せた 場合 〔「燈 籠 大臣」 もさう である) であるの も 決して 偶然で はない 

屋根 f, 丸 物なら、 穴 r; の シガが 溶 易に 隱せ るからで ある。 屋根 を 丸 物にせす に 金と 時と を浪赀 せす 

に —— かう いふ 舞臺を 解決し 得る まで は、 まだ 「大道具！ に 進歩がない ので ある。 

二番目の 「惡 人」 は 社 會剷と 銘打った 佐 藤紅綠 氏の 作で ある。 氏が 幾年 か 前に 本鄕 座で 場に 上した 

「雲の 響」 に 似通うた ところの ある 作で ある。 この 一幕物 も 恐らく 何年 か 前の 作で あらう。 今： U の 作 

として は餘 りに 在り 得べ からざる 事實が 主題 を 形作って ゐる。 要するに こ の 作 は 「レ * ミゼラ 丁 ブル J 

の rln; を 一 肝 諄く 書き直した ものである！ 牛乳 一 合 を 盗んだ 爲に罪 を^た 日本の ジャ ンヮ ルジャ ン 

は- 菜 地に も坷 めら れ すに、 路傍の 墓と なって、 その 墓石 をまで 荒繩で 縛られて ねる。 ジ ヤン ヮルジ 
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ヤンの 長 力 は、 村民の 無情に 反抗した 爲に 牢獄の 人と なって ゐる。 ジ ヤン ヮルジ ヤンの 他の 二人の 子 

—— 白痴の 次男と、 生活難から 酌婦に 成り 下った. お 女と —— は、 村に 殘 つて、 やはり 村の 百姓 违にぉ 

めら れてゐ る。 刑期 滿 ちて 村へ 許されて 來たジ ヤン ヮルジ ヤンの 長男が * 村民の 執拗な 迫害に 堪 へす、 

再び 村民に 暴行 を 加へ て、 行方 も 知らす 村 を 去る とい ふの が、 この 劇の 骨で ある。 かやうな 十：：： ぃ社會 

的 迫害が、 山奥なら 知らす、 「利极 川畔」 あたりに 存在し 得られよ うか、 それが 笫ー の 疑問で ある。 今 

日の 世界 は廣 いのに、 日本の ジ ヤン ヮルジ ヤンの 一家 族 は、 なぜ そんな 無知な 村に いつまでも 戀々 と 

してね るので あらう か。 それが 第二の 疑問で ある。 ジ ヤン ヮルジ ヤンの 長男 は、 唯 村民に 復 饗 を 加へ 

たとい ふだけ で、 毫も 「惡 人」 らしい 所 はない のに、 作者 も 役者 も それ を惡 人ら しく 取扱って ゐ るの 

は、 脚本に 政府の 抹殺で もあった 爲 であらう か、 それが 第三の 疑問で ある。 あれ 程 妹 や 弟 を 愛して ね 

るジ ヤン ヮルジ ヤンの 長男が、 二人 を 無知な 村民の 手に 委して、 無言で 一人 村 を^って 了 ふの は、 ど 

うい ふ 心 现の變 化で あらう か、 それが 第 M の 疑問で ある。 

この 劇で は、 僭-止 ミリ H ルが長 安寺の 番 儈と墮 浴して、 ジ ヤン ヮルジ ヤンの 妹に 醉ひ 戯れて ゐる。 

そこで、 ミリ H ルの 代理者と して 、非職の 海軍 中 將鳥山 某が 現れる が、 この 代现 者はジ ヤン ヮル ジャ 

ンの 子に 向って 無抵抗主義 を說 かすに、 却って 「大 抵抗 主義」 とも 稱 すべき もの (外闽 人との 戰 ©0 

を說 く。 併し この 不徹. K な說敎 は、 「悪人」 に 一 時の 應カを 加へ る だけで、 說敎 者が 去る と 等しく 「惡 


人 は 手 を 放された ゴム 鞠の やうに、 叉 元の 膨 みに 歸る。 痴漢の 音 次に も 劣れる 頭腦を 持った、 憫 むべ 

き 卞"戰 論者の、 意 氣揚々 と 橋 を 踏んで 去る 後 姿の、 巨大な 可笑し さよ。 

小 治 郎君の 番^ ？に 念、 龍 子 嬢の 酌婦のお 駒に は^ 生の 面白みが あった。 連 升 君の 百姓 は、 扮裝の 無 

研究な のに 驚いた が、 無知で 無祌 經で强 情で 執拗な 日本人の 一 面を實 によく 現して ゐた II あれが 若 

し 「技 藝， 一 であったら、 連幵 S は 名優で ある。 ジ ヤン ヮルジ ヤンの 一家 族で は、 一 鹤 君の 白痴 兒の寫 

生 を 取る。 浪子 嬢のお 澄 は、 多少い つもと は 違った テム ペラ メント を 見せて ゐ たやう であるが、 大體 

に 於いて は 例の 「行^の 好い 悲哀」 のみが 目についた。 福 井 君の 長男 惣 太に は、 三ケ所 好い 所が あつ 

た I 始めて 橋 を 渡って 村へ 這 入って 來る 無言の 間と、 始めて 村民に 會 つて 挨拶す る數分 間と、 最後 

に 舞臺を 下手から 上手へ 糚け拔 ける 間と である。 この 三ケ 所に は 流石に 老巧な 味が あった。 その外 は 

總て 「今日の 藝」 ではない。 

私 はこ こまで a5? て來 て、 火 分 疲れたと いふより は、 堪 へられぬ S ョョ i を 感じて 來た。 

大切の 淨 S? 璃 ニニ 景眺 容懿」 では、 先づ 「月の 卷 」 の 仲 國を毘 て 返 屈した。 影の 薄い 圑ぃ^ り 亡^ 

は、 いつまで 私達 を 離れない ので あらう か。 「雪の 卷.」 の宗 淸へ來 て、 菊 枝 嬢の 常 磐 御前が 山 ^3 前の 

い^を もたもた 歩み 惱んで 居る の を 見る と、 愈 座に 居堪れ なくなって 來た U 「花の 卷」 の 角 兵 I がき 

つと この ー晚 巾の 嫂 物で あらう と 想 ひながら も、 もう 腰が 椅子に ついて ゐ ないで、 私の 體は 自然に 劇 
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場 S 外へ 連 ばれて 了った。 

『女優の 踊は總 踊に^ります。』 

私 はかう 誰かに 言 ひたかった。 

(三) 有 樂 座 

仁 左 衞門丈 門下の 子 佻 芝居で ある。 忠彌の 堀端と 钸物、 菊 畑. 「河 IS の逹引 I の^ 廻し、 ^^- ザ； g の 

油 g な どが 試験問題 である。 

^の 子 佻 芝居に 關 する 今日の 說 はかう である。 小さい 時から 舞臺に 馴れる とい ふ 事 は 決して 悪い 事 

でない。 併し 餘り 大役 を 小さい 時分に 澤山 やる と、 その 役に^して その 時 頭に 這 入った—： 子 佻の 柔 

軟な 頭に は 如何なる 事 も 深く 這 入る 偏兑 がいつ まで 經 つても 頭 を^れ ないで、 それが 火 人に たつ 

てからの 技藝の 發逹に 大きな 煩 ひ を來し はしない だら うか。 これ や 今： = の 若手の 役者に 見ても、 一般 

に 子供 芝居に 餘り關 係し なかった 役^の 方が、 子 佻 芝居で 名 をと つた 事の ある 役者よりも、 發逹の 希 

望に 富んで ゐる やうで ある。 子供 芝 S は 結構で あるが、 常事 者 は その^に 多大の 注意 を拂 つて 出し物 

の選擇 に 苦心すべき であらう。 ^し、 今度の 有樂 座な ど は、 その 點 か.， T 兑て、 ^^出し物が 好い 方で 

ある。 


忠彌の 捕物で は、 立 廻りの 訓練が 近頃の 大人の 役者より. 餘程 よく 出 來てゐ るの を 嬉しく 思った。 菊 

畑で は 千代 長、 千代 子 丸と いふ 最 年少者の 奴 二人が， 些の 巧み もない 愛嬌 を 見せた。 千代 之 助の^ 廻 

しに は、 いつも 歌舞伎 座で この 子の 子役に 見る やうな 生 意氣げ のない の を 嬉しく 思った。 子役に 扮し 

ていつ も火久 びる 子が、 火 人 役に 扮 して 子供 を 出して 了った 所に、 餘程 面白い 意味が ある やうに 思 

ふ。 この 一 幕で は 小さな 千代 麿のお しゅん 一人が、 殆ど 舞 臺全體 を 支配して 了った。 かれに は  一^の 

牛 • 意氣げ がない。 かれは 唯 無邪氣 な忠實 で、 芝 雀 君に 敎 へられた 通リ を、 人形の やうに 器械 的に 演す 

るので ある。 併し、 そこに は 不思議に 人 を 感動させる 或 「いのち.」 があった。 蓋し、 芝 雀 君と いふ 人 

形 使 ひの 前に、 千代 麿 は 最も 好い人 形であった ので ある。 役者の 第一 資格が 最も 好い人 形で ある 事 を 

思って、 私 は 千代 磨の 前途 を 祝し、 その 極めて 自然な 發達を 父母の 慈愛に 期待す る ものである。 伊勢 

音頭で は 太郞の 貢が 風采の 上で 好い 素質 を 見せた。 若し この 儘で この 子が 成長したら、 歌舞伎 劇の 約 

朿に 適った 立派な 二枚目 役者になる であらう。 千代 佐のお こん も、 女優な どの それより はすつ と 歌舞 

伎. a の 人^にな つて ゐた。 登 美三郞 のおし か は 子供の 惡 ふざけが 苦々 しかった。 敎 育が 惡 いので あ 

らう *- 

(四) 新 富 座 
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1 番目の 近 松 研究 「今宫 心中」 は. 最後の 道行 を 除いて、 他 は忠實 に 原作 通り を 舞臺に 上せて ゐ る。 

赵は 時間に 遲れ て、 菱屋の 内 (原作の 中の 卷) だけ を 見た。 

戯曲の 筋 は 極めて 單純 である。 單 純な だけに 作 爲の痕 が 少なくて、 私達に は 面白い。 この 戯曲の 單 

純な わけ は、 おきさ も 一 一郎 兵衞も ひとり 者で、 この 一 人に 關 係の ある 人物が 一 人 も 舞臺に 出て 居ない 

からで あらう。 同じ 村 料 を 稍 遲れて 戯曲に した 紀海 音の 「丸腰 連理 松」 では、 彌兵衛 とい ふ 敵役 (「今 

宮 心中」 の 由 兵 衞に當 る 役) に對 して、 二 郞兵衞 の 肩を持つ 欉兵衞 とい ふ 朋輩が 可な り 舞臺に 活蹯す 

る爲 に、 戟 曲が 餘程複 雜の度 を 加へ て 居る。 併し、 それ は 外面 だけの 事で. 情死す る 男女の 心理 方面 か 

ら 見れば、 隱居貞 法と いふ 人物がない だけに. 實は海 昔の 作の 方が 一 脣單 純に なって ゐる わけで ある。 

この 同題異 作の 比較から 兑て も、 莨 の 意味での 戯曲 詩人と して、 近 松が 如何に 海 昔 等 を 凌駕して ゐた 

かが 分かる。 

「今 宮 心中」 を；：： S んで、 吾人の 企及し 難く 思 ふの は、 やはり 隱居^ 法の creation である。 この 老 

が 舞臺の 上で しみじみ 物 を 言 ふの は、 たった 一箇所で あるが、 その 短い 間に も、 この 老婆の 酸い も 甘 

いも 嘗め 盡 した. 「世間の^ 理」 を 「溫ぃ 人情」 で 包んだ、 人世の 悲喜に 徹した 「心」 が、 實 によく^ 

れてゐ る 。「やれ その 言訣 はお のれが 心の 料簡よ、 あるじの 腰の 巾 著 あけ、 屋內の 鍵 を 盗み取り、 この 

だい それた 言訣が でん どで そ もや 立つべき か、 .E 兵衞が 我が^な 手形と は 見 たれ ども、 その 場 は その 


日の 亭主、 無 興と 思 ひ、 その 手形 はとうに 破って 捨てた ぞゃ， きさめ とおのれ を 夫婦に して、 末で は 世 

帶 にしつ けむと、 この 年寄が 苦に 持った も、 かう 破れて は 水の 泡、 何程 慈悲が したうても、 理を 非に 

は枉 げられ す、 目の 明かぬ 主と 由兵衞 などが 言 ひ 立てて は、 朋輩 共 も氣 がふれ て、 あとで 人 も 使 はれ 

す、 おのれに 不憫 も かけられす * 思 ひ 切って きさ を 由兵衞 にやれ、 時には M 方 丸くな り、 そち もこ こ 

に めよ く、 主の 恩 も 送らる るお のれが 心 次第、 池 田の 姪の 中 にても 女房に は 事 かかさぬ、 きさ を 遣 

るか どうす るぞ J とい ふやうな 情理 を盡 した 詞は 勿論 「二階へ 上がって、 もう 休め …； 阿呆め が、 お 

きさば かりが 女房 か、 あの やうな しゃれ 者より、 おむ くむく むくの 手 入らす (今度 は 「そなたに 似合 

うた 振袖」 とか 一一 一一 c ひ變 へて ゐる) を 抱かせう ぞ、 南無 阿彌 陀佛、 南無 阿彌陀 佛。」 とい ふ 最後の 慰めの 

詞 まで、 如何にも 苦勞 をし 拔 いた 人の 言 ひさうな 事で， ^石 は 近 松 だ. と 感心 させられ るので ある。 

無分刖 なニ郞 丘ハ衞 が、 誤って 大事な 「家 質の 手形」 を 破って 了った のに 氣が ついて、 死 を 決して^ 

を 出る 所から、 姉の 家 を 逃げて 來 たおき さと 圖らす 表で 一緒にな るまでの 描寫 は、 渾然たる si 一 is 

1 ご. ：§il である 二 郞兵衞 が -ひ よろ つく 足 を 踏み 留め/、 に 中の 間の 合の 戶を そっと 明ける と、 下 

女のお 竹が 蚊帳の 中で 丸裸 體に なって、 蠟燭の 裸 火で 蚊を燒 いて 居る。 二 郞兵衞 が 扇で それ を 煽ぎ 

消す と， お 竹 は 「ああ 悲し" 憎の 風め や 火 を 消した。 今宵 一夜 は 蚤と 蚊に この 肌 を 手 向ける のぢ や。 

あったら 物 を久三 (菱屋 の 若い者) でもお じ やらいで、 二 郞兵衞 殿と おきさ 殿、 挨拶 見れば 羨ましう 
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で甚ら ぬ。 こち も 盆に は 在所へ いて、 ^畑で しけろ。」 とい ふやうな 事 を！ la つて、 ころりと 寢て了 ふ。 

二 郞兵衞 はやつ と戶 口まで 迎 りつく が、 「鍵 は久 三が 預り」 なので、 どうす る 事 も 出来ないで ゐ ると、 

「夫の 床し さ」 に 姉の 家 を 抜け出て 來た おきさが、 割 菊の 紋の 風呂敷 を 頭から 被って (本文に は 「引 

包み」 と あるが、 それが 被る 事で あるか どうか 私 は 知らない。， 河 合 君 は 鬼に 角 被って 出た。 そして、 

それが 風情が あった)、 戶 口の 外に 現れる。 戀 する 男女 は. 小さな 榧の 穴 一 つ 通して、 身を婉 きながら， 

やるせない 淚を 流し 4= ふ。 辻に 寢てゐ た 犬が 一疋 吠え 出す と、 方々 から 七 八疋の 犬が 出て 來て、 きさ 

を 吠え 立てる。 と、 屮の 間のお 竹が 目 を覺 まして、 「あれ 久三、 門に いかう 犬が 啼く。 何もない か、 起 

きて 兒 や。」 と 言 ふ。 寢 ほけ 聲で應 と 答へ た久三 は、 襦袢 一 つに 寄 棒 さけて 出て 來 ると、 門の 閂を あけ 

て、 潜り か ら 表へ 出る。 二 郞兵衞 は 中戶の 蔭へ 隱れ、 きさ は^の 辻へ 身を隱 す。 外へ 出た 久三 は， 

「はて * なんにもない もの。 非人 かな 通った か。」 などと 言 ひながら， なほ 內 へ は：！ お入らす に、 「來 い/、 

メ、  0」 と 犬 を 呼ん て兑 たり、 「ええ、 蒸 暑い が、 外へ 出れば 極樂の 西の 風、 ええ 忝い。」 と凉ん だり して 

ゐる。 そこで、 一 一郎 兵 衞は 一 策 を 案じ、 、 店に 積み重ねて ある 染 地の n 野 招 を 一反 ほどいて、 内分の 

身體を 頭から 下まで 眞 白に 引 包んで、 潜り を そっと 飛び出る と、 久三は それ を 幽^ だと 思って、 へ 

轉げ 込んで、 を はたと 鎖して 了 ふ。 男と 女 はこ こで 始めて 一緒にな るので ある。 ニ郞兵 衞が 被つ 

て 出た 口野 綃は やがて 一 一人の 死 道具に なった ので ある ：：： 世 を 忍ぶ 戀 人の 境界が、 夏の 夜の^, の屮 


へ、 上に 浸み 人る 夜^の やうに、 實 にしつ とりと 融け 入って ゐ る ではない か。 倂し 不幸に して 今度の 

舞^ は、 私が へ， 拙な く て ョ iso した だけの 味 ひ を 出す 事が 出來 なかった。 

ー體、 今度 は菱 屋の內 を、 二 杯 道 其の 「行って 來ぃ J にして ゐ るが (「くすり/、 の やい と 箸 痴話の 

便りの^ 堙. - で、 店先から 奥の 道具に なり. 「先づ この 家 を 脫殼の ひよ ろつ く 足 を 踏み 留めく」 で、 

又は、 から H: 先の 道具になる)、 更に 少しの 工夫 を 加へ て、 この 幕 は、 一杯 道具で 濟 ました 方が 劇の 緊張 

を 破らないで よく はなから うか。 貞 法が 一 度 寢に引 込んで から. 再び 戶 棚の ある 部屋へ 出て 來る 間に、 

お 竹ゃ久 三が 寢 支度 をす る 光景な どが 見える の も 面白から うで はない か。 + 度の 道^の 壁の 色 や 襖の 

校 はが、 上方め いて 見えなかった の も遣憾 であった。 

從來、 び 井 君の やった 近 松 研究 は、 チヨ ボを使 はすに、 臺詞 のみ を やった のが その 特色であった。 

卽ち、 オペラの 式の 臺帳を ドラマの 式の 臺 帳に 直して 演じた" が、 その 特色であった。 然るに， 今度 

は チヨ ボを W ひて ゐる。 しかも、 その チヨ ボの 節附 けに 何等 苦心の 跡がない (「先 づ こ の 家を脫 け」 と 

まで を臺詞 で 言った * 「殼 の」 と チヨ ボに 取らせた なと は、 苦心でなくて 窮策で ある)。 チヨ ボに乘 つ 

ての 人物の 動き も、 平生から 三味線の リズ ム の 身體に 浸み 通って ゐ ない 役者 達の する 事と て * 不諧^ を 

^する 場合が 多かった。 「國性 爺」 の 如き を さへ チヨ ボ なしで 立派に 演じた 伢井 君で ある。 この 一座 

の 近 松 研究に は 常に チヨ ボ拔 きを 主張 させたい。 
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「<H 呂 心中」 とい ふ 戯曲の 撰定 も、 今の この 一 座に は 恰好でなかった。 今日の 伊井 君に は 二 郞兵衞 と 

いふ 役が、 餘 りに 年若に 過ぎた。 大阪で 長三郞 君の やった のが 好かった とい ふ 位の 役 だからで ある。 

河き 君に とってのお きさ は、 又餘 り. ^易に 過ぎて、 君の 伎倆 を 殺した 觀が ある。 私 はこの 一座に、 も 

う 一度 「堀川 波の 鼓」 を やって 貰 ふか、 「薩摩 歌」 か 「重 帷子」 の 新 研究 を 兌せ て 貰 ひたい。 

副 人物で は 木 下 君の 貞 法が 一番 好かった。 五味 君の 由 兵 衞は白 足袋の みが 氣 になった。 ま 君の！！ 者 

は裝 だけ 昔の、 新派の 醫者 である。 丸 山 君のお 竹と 藤 井 君の 久三 は、 もっと 好くなければ ならない 箬 

である。 

中幕の 「稚兒 姿 一 休 禪師」 は 松 居 松葉 氏が 初舞臺 をす る 河 合 君の 愛子 明 石の 爲に 書かれた Festspid 

である。 

小！！ 君の 像 外 和尙と 伊井 君の 蜷川 新左衞 門との 風采が 好かった。 ^味^の 修験 おは 餘り 安普請で あ 

つた。 明 石の 千 菊 丸 は 臺詞の 明快な のが 好い。 踊 も 可憐で ある。 河 合 君の 仆豫の 局の 笑み こ ほれた a 

情の 美し さよ。 

二番目の 「朝霧 小唄 j は、 眞 山眞果 君が 書かれた 五 幕 物の 現代劇で ある。 少く とも 序幕から 叫 幕 目 

まで は、 今までの、 新派の 脚 木と は 全く .1 子の 違った もので、 私 は 大變に それ を 面白く 忍った。 一 體 

^までの 新派の 脚本に は、 餘 りに 「馬鹿々々 しい 偶然」 が あり 渦ぎ た 「朝霧 小^」 にも 多少の 偶然 力 


ないで はない が、 それ は 決して 今まで の やうに 「馬鹿々々 しい - もので はない。 ^物の 使 ひ 方な ど 

も、 從來の 新派 劇から 兑 ると， 餘程 合理的に なって ゐる。 箇々 の 人物 も 從來の 新派 劇から 見る と， 遙 

によく けて ゐる。 一 場 一 場の 人物 的 背景 も， 今までの それと は 格段の相違 である。 含まれた 戀愛 問題 

{flgi 問题、 社^ 問 S も、 從來の 新派 劇から； a ると、 やっと 複雜 でも あり 面目で も ある。 從來の 新派 

劇 は 初めから 眞 面目な 氣 持で 兌て ゐられ ない のが 多 かつ.；：。 今度の 芝居 は、 四 幕 目まで、 すっと 莨 面 

目に 見 てゐる 事が 出来た。 唯^ 後 の 幕 だけが い つもの 新派に なった の が遣憾 である。 

序幕 は 樋ロ屋 とい ふ眞 鶴の 古い 宿屋で ある。 老 主人の 利 兵衞は 女房に 捨てられた 爲に、 總 ての 世間 

や. 憤って ゐる。 二人の 娘が ゐる。 姉のお 高 は 土地の 舊 家の 若 主人 豐原陸 夫と 親しんで、 旣に その 胤 ま 

で 宿して ゐ るが、 陸 夫が 孤兒院 設立の 事業に 没頭して、 自分に 愛情の 全部 を 注がぬ の を 恨む と 同時に 

急に 花やかな 世界が 見た くな つて 東京へ 逃げて 了 ふ。 

この 一 場で は、 土地の 繁榮 の爲に 築港 を 思 ひ 立った 村長 以下の 村民 達が、 東京から 別 莊地を 買 ひに 

來てゐ る 山 根と いふ 事業家に、 築港な どより 遊廓 を栴 へる 方が 賑に なって 好い と 言 はれて、 直ぐ その 

氣 になって 了 ふ 所が、 如何にも 田舍 にあり さうな 事で 面白い。 

ここで は 小 織 君の 樋 ロ屋の 主人の 頑な に 寂しい 姿が 一番 目についた。 福 島 君の 村長 も、 後藤 君の 實 

業 家 も その 人ら しかった。 松 本 君の 飴屋と 藤 井 君の その 荷擔 ぎに も、 寫 生の 苦心が 見えた。 木 下 君の 
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妹娘お 里 は 根 上がりな 島 田に 結った 田舍 じみた 様子から、 父と 姉との 間に 這 入って、 絶えす 氣を 揉ん 

で ゐる樣 子が はっきり 寫 された。 僅し か舞臺 に 出ない が、 その 短い 間に も勝氣 な、 理性の 勝った 女が 

十分 戯曲の 發展 を维備 した。 伊井 君の^ 夫 は 文學士 より は. 「文^ 世界」 の 投書家に 見えた。 

二 幕 目 は 東京で ある。 前に 樋 ロ屋を 飛び出した Tisgsichbs の 長男 良 吉が元 上方の 藝 者だった 女と 

同棲して ゐる聖 天下の 裏長屋で ある。 姉 娘のお 高 はこ こを賴 つて 來て、 ここで 陸 夫の 子 を 生んだ。 そ 

して、 それ^ 横濱の 方へ 虽 子に 遣る。 良吉の 女房 は 亭主の 不甲斐な さに 呆れて ゐる 所へ、 お 高に 花や 

かな 夢を說 かれて、 俄に この 家 を 去らう とする が、 お 高の 手で 金が 出來 ると ira いて、 又な に 居 据わる 

氣に なる。 お 高 は 鹧で見 染められた 實業家 山 根の 妾に ならう とする ので ある。 

この 幕で は 誰よりも r うたら ベ えな^ 吉夫 s がよく 書かれて ゐる。 淹石は 眞. e 君 だと 思 はせ る 程よ 

く 書かれて ゐる。 それから 鶴へ 身を寶 りに 行く 近所の 娘のお しま もよ く^かれて ゐる。 士：： の 女房 

とお 高との 對話 もよ く 書かれて ゐる。 

五味 君の 良吉 は、 お人好しの 怠け者 をよ く 見せて ゐた。 殊に 女房が 家 を 出る と 聞いて、 それや 留め 

る 事 も 出來ゃ に、 なに 訶造 ひが 丁寧になる 所が 莨 際ら しくて 好かつ た。 木 村 君の その 女房 は、 前半に ぐ 

うたら な 所が 足りなかった。 河 合 君のお 高 は 始終 部屋の 奥の 窓 (？) に 腰かけて、 默 つて 自分り 前途 

を考 へて ゐる やうな 所が、 如何にも この 人物ら しくて 妤 かった。 總 ての 行 爲に 自意識の 明かで ある 所 


も、 よく 見えた。 それ 故、 子 佻に 愛 著の な いのも、 良 吉の 女房が 出て 行かう とする の を、 驚き もせ や 

に：！ 3- てゐ る 所 も、 少しも 不自然 でなかった。 良吉 の 女房 に 同じ 訶を違 つ た 意味 で 反馨さ せ る 所 も 聞き 

應 へがした。 英^の 娘お しま は 流暢な 上方 辯で、 道德 的に 無知な 少女 をよ く冩 生した。 丸 山 君の 杜^ 

婆に も、 長 谷^の 甘 酒屋に も、 寫 生の 妙味が あった。 

三 幕 目 は 七^. を 經た眞 鶴で ある。 舞臺は 夫の 經營 する 孤兒院 で、 直ぐ それに 接して 建てられた 靑 

樓の 一 つの 窓に^ めかし い 夜具の 干して あるの が， 孤 兒院の 敎窒の 黑扳ゃ 机 や 椅子と、 激しい コ ンッ 

ラ スト を 形作って ゐる。 陸 夫の 孤兒院 は經營 難に 陷 つて ゐる。 孤 兒の或 者 は 飢の餘 りに、 畑 や 遊廓 

を 荒した。 その上 から 遊 の 許 町 地と して、 ^夫 は 地所の 立 退 を さへ 迫られて ゐる。 樋 口 屋の老 

主人 は、 降 夫と お 高の 間に 出来た 子の 民 也 を 横濱で 探し出して 來て 妹娘に も 實を吿 げすに、 唯の 孤. 兄 

として それ を この 孤 兒院に 預けて ゐる。 飴屋の 荷擔 ざから 陸 夫の 使徒に なった 三 太 は， 陸 夫の 無抵抗 

主義 を 飽き 足らす m 心って， やう やう これに 叛 かう とする。 樋 ロ屋の 妹娘 は. 姉の 責を 自分の 身に 負うて. 

隙の ある 限り 孤 兒院の 手助け をして ゐる。 

この 幕で は 遊廓と 孤 兒院の 隣り合って ねる 所が、 何よりも 皮肉で 一 番 面白い。 三人の 女郎が 代ろ 代 

る 孤 兒院を 冷 かしに 來る 所が 面白い。 陸 夫と お 里が 真面目な 話 をして ゐる 後に、 女郞 達の 淫らな 濱 W 

の 間え るの も.. g 白い。 孤兒の 一人が 遊廓で 盗み をした 爲に、 火勢の 孤 兒が樓 主ゃ妓 夫に 追 はれて 來る 
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所 も い。 ^夫が 盜兒を 責めない. で、 寧ろ 自分の 不明. v 恥" る 所 も 人 らしくて 奸ぃ。 孤兒を c 分 

の 周闳に 立た せて、 け ふの 夕飯 は みんなで 堪 へて 食 ふまい と 言 ふ 所 も 哀れで ある。 タ 立で 教^が 迚る 

幕切れ も 趣^で ある。 

^井 君の 陸 夫 はこ こへ 來て、 すっと 兌 直した。 厭みの ない、 心の 純な、 多少の.； 一： 小 敎味を 持った、 お 

想 的 事業家 を 可な りに よく 現 し て ゐ た。 お S に對 する 態度 も淸 い。 村長に 對 する 態度 も 生 一 本で 好 

い。 唯 三 太に 對 する 態度の (脚本の せゐ かも 知れぬ が) 餘り 烈しい の を 不^議に 思った。 無抵抗主義 

は 三 太に 對 しても 行 はれなければ ならぬ の を、 君の 陸 夫は餘 りに 三 太を壓 迫し 過ぎた。 孤 兒に對 する 

態度 は 始終 愛情に 滿 ちて ゐる。 藤 井 君の 三 太 はよ く 役柄 を 現 はして ゐた。 孤 兒に對 する 陸 夫と は 遠つ 

た 愛情 も 明瞭に 讀 まれた。 木 下^のお 里 は 七 年 を經た 年の 老け を 頭 や 若 物で よく 现 して ゐた。 ± 火に 

對 する 義務 觀念 もよ く W えた。 一 寸 出て 来る 小^ 君の 樋ロ屋 主人 は 序幕より すっと 袞 へた 顔色に 頑な 

心の 挫けが はっきりと 讀 まれた。 周 圍に氣 を 兼ねながら 民 也 を 愛する 所 もよ く兑 えた。 石 川、 英、 丸 

山の 三 君の 田 舍女郞 は、 この 一幕で は壓卷 である。 石 川 君の 春 江 は 民 也に 小學讀 本 を 借りて， 「一一 ノミ 

ャ キン ジ ラウ」 の 件を大 聲で讀 む。 英 君のお しま (二 幕 目の 娘と M じ 人物) は、 誰も ゐ ない 敎培： に 立 

つて、 陸 夫の 聲色を 使 ふ。 丸 山 君の 櫻 木 は 陸 夫の 美貌 を說 いて 朋輩 女郎と 陸 夫の 所有 樅を& ふ。 いづ 

れも寫 生の 妙 を 極めた ものである。 藤 川 君の 樓主 と篠 塚お の妓夫 は、 少しい なせに 過ぎた。 


e: お：：： はゾ、 お 京で ある。 お 高 は 前夫 人の 後 を 襲うて 山 根の 正妻に なった。 その 披露 會の 日で ある。 

お 高 は 引き合 はされ た 召 仕の 內に 兄良吉 の 女房の ゐ るの を 認める。 良吉 夫婦 はお 高に 貰った 金 を 唯 遊 

びに 使って 了った ので ある。 妹のお 里が 山 根の 家と 知らす に 孤兒院 への 寄附 を 乞 ひに 來る。 お 高 はお 

と 陸 夫の 間 を 疑って 嫉妬す るが、 やがてお 里の 口から 事情 を 聞き 盡 すと、 急に 故鄉 -h 戀 しくな つて 

來る。 お S の 一緒に 速れ て 來た民 也が 盜み をして、 ここから 直ぐ 警察へ 速れ て 行かれる。 

この 一場に は 戯曲と しての 妙所 はない。 唯 河 合 君のお 高の 地味な 心理 描寫 がいつ もの 君の 技 藝とは 

全く 逮 つた 方面 を 見せて くれたので、 それが 嬉しかった。 殊に 妹に 對 する 靜な、 しかも 強い、 そして 

複雜な 嫉妬の 表情に、 深い 苦心 を讀み 得た。 

五 幕 目 は 前の 叫 幕と は 全く 調子の 違った ものである。 作者 はこ こへ 來て、 急に 。 マ ンチシ ストと な 

つた。 お 高 も 降 夫 もな に 鏡 花 氏の 小說に 出て 来さうな 人物に なった。 

孤 兒院を 追 はれた 陸 夫と、 東京 を 逃れ出て 來 たお 高と が、 零落した 樋 ロ屋の 前で 落ち合 ふ。 二人 は 

樋 口 尾の 老 主人が くれた 酒に 醉 つて、 罵り 合 ふ。 そして， それで 好い 氣 持になる。 良吉 夫^が 許された 

民 也 を 連れて来る。 親子の 名乘 りが ある。 銃 子の 和睦が ある ：： めでたし、 めでたし である。 

夫の 言 ふ 事 も * お 高の 言 ふ 事 も、 兩方共 尤もで ある。 なぜ 二人 はシ ラフで それ を 言 ひ 合 はない の 

であらう か。 折角 珍しかった 芝居が、 この 一 幕へ 来て 叉い つもの 芝居に なって 了った 口惜し さよ。 
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(五) 市 村 座 

私 は 旣に餘 り 多く を 害き 過 ざた。 時 間もなく なった。 豫 おの 紙數も なくなった。 やむ を 得す、 この 

座の 批評 は出來 得る だけ 簡單に 書く  — 

序の 「新 舞臺操 三番 叟」 について は 言 ふ 事 もない。 

一番 目の 「義經 千木 櫻」 は 序の 切の 川 越太郞 上使と 辨慶の 芋洗 ひと、 二の 切の 渡海 M から 知 盛の 最 

後まで を 化せて ゐる。 

卿の 君の 悲劇 は 舊釗の 常套手段 である。 川 越 太郞の 苦衷 も 私達に は 退屈で ある。 義經に 至って は 木 

偶に 等しき 鈍 者で ある。 辨慶 一人のお 先つ 走りで、 美しい 卿の 君 を 犬 死 させて 了 ふの も、 大不經 fC 

極まる 事で ある。 

川 越太郞 とい ふやうな 役 も、 圑ト郞 の亡靈 としての み、 時々 現れて 來 るので あらう。 早く 封 じて 了 

ひたい ものである。 

渡海 屋の 一場 も、 能に ある 知 盛の 幽靈を 合理的に 書き直した だけの もので、 作者の 兕戯に 類す る 小 

技巧 を憫 笑して S けば、 それで 好い ので あらう。 殊に 銀色の 鎧 兜を附 けた 知 盛が， 本 行が かりで 舞 を 

舞 ひながら 戰に 行く 處 など は、 昔 は 「趣， であって もべ， は 「兒 戧」 である。 


二の 知^た どと いふ 役 も、 圑 ^あたりの 亡靈 として、 時々 舞臺に 出て 來 るので あらう。 これに も 私 

は 怨敵 退散 を稱 へたい。 

I. 千 本^ では.^ といっても， 權 太の 悲釗が 一番^ 出して ゐる。 あの 二 場に は 永遠 性 か ある。 あの 一 

本の 撄 さへ^れば、 あとの 九 百 九ト九 本の 櫻 は 枯れて 了っても 惜しくない。 

屮^ の 「軍祌 1 は ルドルフ • ベジアの 作 を 松 居松棄 氏が 譯 された もので、 この 一座と して は K に 破 

天 荒の 出し物で ある たと ひ、 それが 貞奴 夫人の 入 座に 茶 M したと しても、 

私 は 「軍 祌」 の 原作 を 知らぬ が、 ルドルフ • ベ ジァ とい へ ば， 「レ ヂィ • パ トリ シァ」 や 「ド ン， 一 を 

書いた 英吉利の 若い 戯曲 家で あらう" 「軍 祌」 は 先 づ！： 本綺堂 氏の 作と いふ 所で あらう が、 物 は 綺堂氏 

の それより おっと^ ちる やうで ある。 尤も、 三幕物 を 一幕に 約め て やって ゐ るの だから、 その 點の損 

も あらう。 

併し、 役者 は いづれ も 上出来で ある。 吉 右衛門^の 王と しての 品位、 菊 五郎 君の 王 弟の 動作の 形の 

好 さ。 いづれ も 貴 讃に攸 すろ。 かうな ると、 所謂 「新しい 役者」 の 存在が 疑 はれて 來る。 勘彌 君の 盲 

の 王の 母 は 至難の 役 をよ く あれまでに 演じた ものである。 川上 芳チ 嬢の 巫女 は、 可な り 烈しい 力 を 持 

つて ゐた。 貞奴 夫人の 王妃 は、 格別に 伎倆 を 現す 筒 所 もなかつ たが、 手の 運動に いつもより は 自然の 

力の^って ねる のが 肌に ついた。 
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一 一番 目の 「蔦紅葉 宇都 谷 峠」 に は、 流石に 「不朽 」 らしい ものが 窺 はれる。 殊に 興味の ある もの 

は、 座頭 殺しの 一 場で ある。 中で も 文彌と m, 丘 ハ衞が 一 日： 右と 左へ 別れた 數分 時で ある。 あの 間の 眼 か 

なやうな、 寂しい やうな、 落ちついた やうな、 氣遣 はしい やうな， あの 動搖 する 舞^の 「心」 を、 私 

は 堪らなく 面白く 思 ふので ある。 伊丹 屋の 奥座敷で 按摩の 笛が 聞え て來る 一瞬 問 も； い。 按^の^ 

が 出て 來 てから は 然程で もない。 

菊五郞 君の 文彌は 勿論 器用に 苦心して ゐ たが， 體^ が この 役に 適さなかった 餘程 前に 東京 座で 家 橘 

時代の 市 村 君の を 見た 事が あつたが、 あの方が すっと 哀れであった。 早 立の 叙に 咽喉 を 詰まらせる 所 

も、 菊^ 郞 君のから は 滑稽 だけが 見えて、 悲哀が 見えなかった。 併し、 峠で 茧丘 ハ衞に 別れてから、 い 

つまで も 後から 聲を かけて ゐる 間の、 安心した やうた、 まだ 心配な やうな、 寂しい 表現の 氣持は 巧い 

ものであった。 二役 提 婆の 仁 三に は 地 藝に或 面白みが あった。 早 變りは 延ニ郞 ^の 「乳房 授」 に 感心 

したの を恥づ かしく 思った。 吉 右衞鬥 君の 重 丘 ハ衞は 例の 心 现的 表情が、 ) の ^寶的 た 脚本 に 役立 つ て 、 

知^より はすつ と 私達の 心に 迫って 來る或 物 を 見せて くれた。 

これ はこの 座に 對 しての み 言 ふ 事で はたい が、 ^字に なって ゐ ない. 脚本 を 「通し」 でたく^ する 

場合に は、 是非 脚本 全體の 好い 筋 書 を 作って、 それ を 場 ft で寶 つて 貰 ひたい ものである。 この っ^^ 

殺し」 の 場合で も、 前の世 話 場が 出ない から、 m, 兵衞 のお 主が 誰で あるの か、 そのお 生に どうして 百 


兩 渡さた ければ ならぬ 苦しい 義理が あるの か、 それが 一向 分から^い、 文彌に 就いて 考 へても、 その 

携 へて ゐる 百兩が どれ 程 苦しい 犧牲 から 生れて 來てゐ るの か、 それが 詳しく 分かれば 分かる 程、 この 

慘釗が 引 立って 來 るのに、 それが 分からな いから、 誠に 物足りない。 

九 n の 芝居 を 五つ 逝覽 して 感じた 事 は. 「混沌」 とい ふ 事で ある。 福 井茂 兵衞 君が 幸 四 郞と 一 座して， 

「馬 盥 1 の^ 長 を 勤める。 貞奴 夫人が 巿村 座へ 侵入して、 菊 五 郎君 吉右衞 I： 君と 西洋の 芝居 を演 する。 

新派の^ 井 君、 河 合 君が チヨ ボを 使って 近 松を演 する： まだ その他に、 井上 正 夫君が 公園の 藝 人に 

なって、 みく に 座に 活動 連鎖 劇を演 する。 曾 我の 家 五郎 君が 本名の 和 田久ー を名乘 つて、 「平民 劇 擅， 一 

なる もの を 興す。 とい ふやうな 事 莨が ある。 

これらの 劇壞 一の 事^の ii に は、 何等の 系統 も、 何等の 組織 もない。 「混沌」 である。 「混 流」 である。 

近頃、 ふと 森鹧外 先生の 隨筆 を讀ん だら， その 中に かう いふ 事が 書いて あった —— 「 …… 唯 混沌が 

混沌で いつまでも 變 化が なく 活動がなくて は 困ります が、 その 混沌た る ものが 差し 當り混 流と して ゐ 

ると ころに 大變に 味 ひが ある。 どうせ 幾ら 混沌と した 物で も、 それが 動く 段になる と 刀 も 出れば 检も 

出れば 何でも 出て 來る。 孰れ 動く 時には 何 かしら 出て 来る。」 

釗搜 のこの 「混沌」 から は 何が 生れて 來る であらう か。 (大正 四 年 十月) 
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『南蠻 寺 門前』 と 『俳諧 亭句樂 の 死』 と . 

(大正 三年 十一 月 i 狂曽， M) 

(I) 

木 下^ 太 郎君の 古い 作 「南 蠻寺 門前」 と 吉井勇 君の 新しい 作 「俳 港 や 句樂の 死」 とが、 八， 度の 狂-; 目 

座で 问 時に 上場され た。 友 入の 作が 二つまで 一緒に 演 せられる とい ふ箏 は、 私に とって どの位 嬉しい 

事 だか 分からない。 私 はこな ひだ 「和 泉 屋染物 店」 と 「死骸の 哄笑」 と を有樂 座へ 見に 行った 時 以上 

の豫 期と 興奮と を 以て、 開幕 劇の 明く 三十 分 も 前から 一 一長 町の 芝居小屋へ 這 入った。 

私 はこの 二つの 芝居 を 舞臺の 上に 見て， 唯 嬉しく つて 堪らなかった。 あの 晚の 快い W 心地 は 一日 一 

夜 を 經た今 口 もま だ 醒めない ので ある。 私の 頭に は 今 冷やかな 論理がない。 今の 私に は 迚も この 二つ 

の 芝居 を舉問 的に 批評す る 事な ど は 出来ない。 私 は 唯 士！： 井 君と^ さんに 挨拶 をす るつ もりで この 文章 

を霄 く。 だから 褒めた にしても. 惡く言 つたに しても. それ は 決して 批評と いふべ き ほの もので は 

ない。 


一， 南 蟹 寺 門前， - と ^^や W 樂の 死」 と を 綾け て 見た 全體の 印象 はかう であった。 前老は 空さん の殆 

ど處女 作と： 百っても 好い 位の 早い 作 だけ に、 若々 しい 詩的な 空想が 内容に も 技巧に も充ち 溢れ て ゐ 

る。 芝 W の 狭い 舞^に は 迚も 盛り 切れない 程に 溢れて ゐる。 それらの 空想 を 作者 の暝 想し た 通り に 見 

物に 傅へ るに は、 これ を 書 ノ た當 時の 作者と 同じ やうな 若々 しい 頭 を 持った 役者が 演じなければ 駄目 

である。 背景 も 昔 樂も 光線 も、 飽くまで 「空想的な 未熟」 でなければ ならない。 この 芝居 は 決して、 

「玄人ら しく」 演じて はならない 芝居で ある。 隅から隅まで 「素人ら しく」 演じなければ ならない 芝 

居で ある。 この 意味から、 私 は 若し こな ひだ 新時代！： が やった 「和 泉 屋染物 店」 を この 速 中が 演じ、 

この 「南蠻 寺 門前」 を 新時代 釗が やったら どう だとい ふ^ 白い 假定を 描く ことが 出来た。 狂言 座の 玄 

人 役者 はこの 芝居の 素人ら しい 內容と 技巧と を傳 へる に は 全く 不適 當な 人形であった。 彼等 は 「詞な 

しに」 外 國へ來 た 人の やうに 唯 目と 手ば かりで 話して 居た。 

「句 樂の死 - は吉井 君の 極 新しい 作で ある。 空さん が 「南蠻 寺」 を蒈 いた 時分から 兒 ると、 すっと 玄 

人に なって からの 作で ある， 「南蠻 寺」 では 內容ゃ 技巧が 極めて 正直に 暴露され てゐ るが、 この 芝居で 

は 容も ^巧 も 飽くまで 老巧に 隱蔽 されて ゐる。 この 芝居 は 到底 「素人ら しく」 演 する 事の 出來 ない 

芝：！：：： である。 この 芝居 は 「玄人ら しく，. -演 すれば 演 する 程， 作者の 目的が 達せられる 芝居で ある。 南蠻 

* の 門前で は^の やうだった 役者 も， この 小 しんの 家へ 来て は、 極めて 流暢に 話 をした。 丁度 外國を 
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「詞 なしで」 歩いて ゐた 人が 自分の 國へ歸 つて 急に しゃべり 出した やうに。 

(二) 

「南蠻 寺 門前 1 は ホフ マ ンスタ アルの 或 戯曲の やうに、 戯曲と いふより は 寧ろ 叙事詩に 近い。 叙^詩 

とい ふより は 寧ろ 抒情詩に 近い。 併し この 抒情詩 は 「幼兒 の 心」 の 如き 單純 無邪氣 なる 抒情詩で はな 

い。 この 抒情詩に は 多量 多種の 劇場 的 野心が 盛られて ゐる。 

「南 Is 寸 門前」 は 丁度 繪卷 物の 一 端 を卷き 納めながら 他の 一 端 を卷き 廣げて 行く やうに 絶えす 或ス ッ 

ェ ェ ネに 他の ス ッ H  H ネが 綾いて 出て 来る。 そして 前の ス ッ H ェ ネと 後の スッ H  H ネとは 何等の 理論 

的關 係がない。 勿論 前の スッ H  H ネの 中心と 後の スッ H  H ネの 中心と は 全く 異なった 者で ある 。「南；^ 

寺 門前」 の 作者 はこの 戯曲 全體 を繪卷 物の 形式で 書いた が、 スッ H  H ネの變 換には 「一端 を卷き 納め 

ながら 一 端 を 卷き廣 ゆる」 とい ふ 手段 を 取らなかった。 それ 故 第 一 場 景の屮 心 人物 は 第一 一場^の 巾 心 

人物が 出て 来ても 舞臺を 退かない。 この 戯曲 の 演出 的 困難 はこ こに ある 。作者 は 能に 於いて シテが 舞 ふ 

間 ヮキが 端坐して 控へ てゐる やうに、 暫く W の 無い 人物 を 唯 背景の 一 部の やうに 舞^の 上に 立てて 

く 積り であったら うか。 併し、 さう 極めて 了 ふの は、 少し 早 合點に 過ぎよう。 作者 はこの 戯曲 を 一 つ 

のシ ムフォ 1 一 として 書いた のか も 知れない。 第 一 の 場景の 中心人物 は笫 一の テ エマ である。 iwl 一の 場 

景の 中心人物 は 第二の テ ェ マで ある。 作者 は これらの テ H マ ^段々 に舞裹 の 上に^ ねて；. 仃 つて、 ^後 


に 或 解決 を 見ようと したの かも 知れない。 この 戯曲 を 一つの シム フォー 一として 見る 時、 そこに^ 卷物 

として 見た 場合と は 違 つ た 演出 の 手段が 思 はれる。 

演ぜられた 「南 ® 寺 門前」 に は 何よりも レジ ィの 缺乏が 目についた。 私が 今 述べた 二種の 演出 法の 

何れ を 取って ゐる のか、 それが 私に は 分からなかった。 だから 私の 目に 映 じた 舞蕞は 作者の 尊い 空想 

の 痛ましい 蹂鑭 であった。 それ 故、 舞臺が 長顺と 他の 佾等 のみと なり、 やがて 長 順と 白 萩との 二人の 

みとなる：^ 後の 場景が 私に は 一 番 純で、 一 番 緊縮して 見えた。 あの 最後の 場面. たけで も 「南蠻 寺 門前」 

の 上場 は 決して 無益な ものではなかった。 

山 田 * ^作^の 苦、 いに 成った 音樂 について は 何も 言 ふ 資格 を 私 は 持って ゐ ない。 併し、 これ 程 大がカ 

りな ffi 洋昔樂 を 日本の 芝居に 使った 事 は 未だ 嘗てない。 この 音 樂 はこの 戯曲の 舞臺を 支配す ベ き音樂 

であるか、 この 戯曲の 舞 臺の背 景 となるべき 音樂 であるか、 それ も 俄に 極める 事 は出來 ない 仔し、 

若し 今度の 昔樂が 今度の 舞臺に 理想的に 合はなかった とすれば、 その 理由の 一 つ はかう であらう と 思 

ふ。 山 田 君 は 今の = 木の 音樂 家で 最もよ く 一. 戯曲 的」 とい ふ詞の 意味 を 解す る 人で ある。 この 戯曲が 

抒情詩 的な のに 對 して、 山 W 君の 音樂が 戯曲 的だった のが、 先 づ舞臺 と 寺院の 中 を 一緒の 物にしな か 

つたの だら うと 思 ふ。 

併し、 山 田 君の 音樂が 一 南蠻寺 門前」 を戲曲 的に、 さう して 可な り寫實 的に 考 へたと いふ 事 は 決し 
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て 誤で はない。 若し 山 田 君の 音 樂の効 菜 を 十分 舞臺の 上に 漲らす 事が 出來 たら、 寧ろ この 戯曲に 不足 

な 戯曲 的 緊張と 寫實的 興味と を 補 ふ 事が 出来て、 却って 渾然たる 「演劇」 を 見る 事が 出 末た 力 もお ォ 

ない ので ある。 併しながら 俳優の 技藝 が、 主として 「寫 實」 に 基調 を 置いて ゐた爲 に、 山 田 君 は 自分 

の音樂 を、 出来るだけ おく、 出来るだけ 靜に 演奏し なければ ならなかった。 それが おに、 山 田 君の 苦 

、いの 弋^ 分 は 効^ぶ しに 通き て 了った。 さう して、 最も ピアノに なるべき 幕切れの 一一 V やが 却って 最 

も フォルテに 聞かれた とい ふやうな 錯誤 を兑 るゃラ になった ので ある。 

「南蠻 寺 門前」 は 飽くまで も 作者の 趣味に 執した 樣式的 戯曲で ある。 この 戯曲の^ W に 「時代」 の 混 

亂を _ 人 ふ 者 は 々くと もこの 作 を 書いた 當 時の 作者の、 若 々しい 頭の 中に 混雜 して ゐた 多色 的な^ 味に 

同感す る だけの 經驗を 持たない 者で ある。 この 戯曲に 「寫 實」 を 探る 者 も、 この 戯曲に 「問^-一  をォ 

める 者 も、 前者と 等しく この 作者の ^個の 友達で はない。 -ぉ 順と その他の 學愤が 出てから， ，.，，--, ャは^ 

しく 問題劇 的の 色彩 を帶 びて 來 るが、 それでも 尙 作き は 灰色の^ 僧 等の 群の 前に 白 顔の 所 化 長 順と 美 

妓. R 萩を點 綴して、 飽くまで 看客の 「目」 に樣式 的の 畫面を 滲み込ませよ うとして ゐる。 

T« 州-訛 n 巡 禮铈. ^も、 ^入りの 嗨 子で 花道 を 出る うかれ 男と 舞妓 も、 伊 留滿喜 三郞の 「引きぬ き」 

も、 ^僧 等の 祈り も、 ^作者が 傳來の 歌舞伎で 見馴れた 樣 式に 對 する 憧憬の 發處 である。 見物 はこれ 

ら の場景 おに、 或 歌舞伎 的 幻影 を 見なければ ならない ので ある。 然るに 狂言 座の 優 人 は、 この 戯曲 を 


演す るに. 平尜^ ^す る 歌舞伎 的 の 技藝を 出来る だけ 離れよう とした 爲 に. この 戯曲の 樣式的 部分 に 於 

ける 作者の 舞％ 的 穴 r. 想 は 無残に も 踏み 蹂られ て 了った。 さう して， この 戯曲の 寫實 的な 部分 —— 例へ 

ば 菊 枝と 千代の 對 話から、 常 丸の 紛失 を經 て、 菊 枝が 千代 を 呼び返す に 至る まで-,! に 於いて、 この 

ま • の 優 人達 は 著しい 技藝の 成功 を 贏ち 得た。 菊 だ 郎君の 長 順 も、 三津 ^ 郞 氏の § も、 翫助 氏の 老い 

たる 男 も、 皆寫實 的と いふ 意味、 問題 釗 的と いふ 意味から のみ、 私 は その 苦心 を 味 はふ 事が 出来た。 

中 澤弘光 氏の 背景に は、 十分 氏 獨特の 筆意が 見えて ゐて 面白かった が 1 さ 150-lbeleuchtung に 設備 

が 足りない 爲に、 豊富な 色調の シム フォー 一 を 十分 味 ふ 事が 出來 なかった の は 、返す返す も殘 念だった" 

氏の 卄景 は， ^なり 模樣 化されて ゐ たが、 まだまだ 「剪除すべき ぉ實」 の餘 地が あった やうに 思 ふ。 

お^ 的の 背景 を 作るべき 童子の 群、 行人の 群、 舉儈の 群な どに は、 レジ ィが 全く 缺 けて ゐた。 これ 

は レジ ッ ス ウル を 持たない 狂 一一 一一 口座に とって 已むを得ない 事で あらう。 

(三) 

「俳諧 亭句樂 の 死- は、 現^の 落語家 達 を モ„ テルに した アトモスフィアの 戯曲で ある。 作者 は 或 狂 落 

お.： K の 死 の 前後 を、 そ の 狂 落語^ の 心事 を 最もよ く 解す る 盲目 の 落語家 の 周阖 の 情景 で 書き 現さう と 

した。 そこに は «  W 樂の 死が 告げられ ると いふ 事の 外. 何等の 戯曲 的發展 はない。 しか も 作者 は そ の 圓 

熟した^ 曲 的 は 術 を 巧に 利用して、 この 氣分 劇と して は、 比較的 長い 戯曲 を、 初めから 終まで 少しの 

小山 內蒸 令. 柒 七卷 「南蠻 寺 門前」 と 「俳諧 亭句樂 の 死」 と  一 五 五 
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「弛み」 もな しに 持ち 檨 けて ゐる。 勿論 この 戯曲の 基調 は 狂 落語家に 對 する 作者の 愛 著で なければ な 

ら ない。 そして その 愛 著 は、 宵 目の 小 しん を 通して、 樂天 的な 焉馬を 通して、 この 社 食と は 全く^な 

世界から 來た靑 年 新 太郞を 通して、 三種 三樣に 現れて ゐる。 

この 戯曲が 近頃 日本に 生れ 始めた 氣分 劇中の 逸品で ある やうに、 狂言 座の この 戯曲の 演出 も、 ニー マ 

年 前から 諸種の 新劇 團で 演ぜられて 來 たこの 種の 演劇 中の 珍寶 であると 言 はなければ ならぬ。 寫實を 

技藝の 第二義と して考 へて ゐる らしい 狂 一一 曰 座が * この 寫實 的な 戯曲で 功 を 成した の は、 if の常然 であ 

ると は 言 ふ ものの、 現^の 人物 をモ， テルに した この 戯曲 を、 その 現. # の 人物 を 離れて 鑑賞 させた の は 

全く 狂言 座の 「技 藝」 の 力 故で あると 言 はなければ ならぬ。 

私 は 何よりも 先づ三 津五郞 君の 扮 した 盲目の 落語家 小 しんに 讃辭 を呈 する ものである。 彼 は 多く を 

語らす に、 しかも 多く を 語って ゐた。 彼 はなん にもせ すに、 しかも 多くの 事 をして ゐた。 ちまち まと 

ト さく^って、 少しも 體を 動かさす に、 自分の 前ば かり ぢ つと 見つめて ゐた 彼の 姿 は、 三津 五郎が 生 

れ てから 今までに 扮 した 如何なる 芝居の 如何なる 役に も 傑れて ゐ よう。 註 W 樂に對 する 寂しい 愛 著に 

も、 人生に 對 する 俳味 を帶 びた 薄喑ぃ 一 面觀 にも、 彼 は 殆ど 作者が 暝 想した 通り を 表現し^ てゐ たら 

しく 思 はれた。 

菊五郞 君の^ 馬に も 精巧な 寫 生が 窺 はれた が、 句樂の 死の 知らせの ある 前の 幾 十分 を、 陽氣に EI 氣 


にと 高めて 行く 入物と して は、 パ イブ レ H に 準備の 不足が あった。 菊 三 郎^の 柳 橋と、 樂之助 君のお 

たっと 伊三郎お の 新 太郞と は、 毫 本に 血と 肉と を 加へ る 術 を 知らなかった。 戯曲に 於いて は 一 兌 不用 

に 見える 人物 を も 舞^に 於いて は 必要に^ せる のが、 舞臺 監督な り 俳優な りの 藝術 では あるまい か。 

^迮^ の 句^の 妹お としは、 句 樂の死 を 告げに 來る だけの 役で あるが、 科白 共に 殆ど 完全に 近 か 

つた。 

^は に 任せて 雜 然と S ふ 儘 を 書いた。 作者の 努力に 對し、 演者の 努力に 對 して 私 は 基し く 鱧を缺 

いたか も 知れぬ。 併しながら、 今度の 狂言が 前囘の それに 比して、 逸に 私 を 喜ばせ 且敎 へた 事 は事實 

である. 「南蠻 寺 門前」 の 如き 戯曲 を 上場 したと いふ 事 だけで も， 今度 S 狂言 座 に は 立派な 意義が あ る 。 

私 は ^首座 に 感謝 の 意 を 表する と共に、 作者 吶 ^ の 健巌を 祝して 玆に筆 を撋 く。 


小山 内 蒸 仝 集 七卷 「南蠻 せ 門前」 と 「俳諧 亭句樂 の 死」 と  一 五 七 
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『髑體 尼 J に 就いての 對話 

(大正 六 年 二  II 市 村^ 所 演) 

a 或舞臺 監督 

b 或 戯曲^ 

b 市 村 座の 「髑髀 尼」 を 兌ました か。 

a ええ， 見ました。 

b 如何でした。 

a さあ。 

b 「さあ」 とい ふの は 躊躇 か 疑惧 か を 現す 詞で すが、 ー體 どうだった のです。 面白かった のです か， 

詰まらなかった のです か。 

a さあ。 面白い とも 思 ひました。 また 詰まらない とも S ひました。 

b どこが 面白い と 思った のです。 


a 脚 木が.. 白い と 思 ひました。 

b へえ。 S: 木が。 でも、 世^ 1 は 脚本に 缺點が ある やうに 言って ゐ ます ぜ。 

a そ X が大達 ひです。 私 は 役者よりも^ 景 よりも、 脚本が 一 番 優れて ゐる やうに 思 ひました。 

b へえ。 さう です かねえ。 僕 は賒り 作 だと は 思 ひません が。 

a 勿論、 同じ 作者の 書いた 「襃の 女. I や 「白い から 兑れ ば、 規投の 大きた 割に 力 は ありませ 

ん。 しかも、 私 はこの 作 を 非常に 變 つた 作 だと 思 ひます。 他の 人に は 迚も 書け ない 作 だと 思 ひま 

す。 吉井 君と いふ 人 は 他の 作家に 決して 見る 事の 出來 ない 「或 特殊な 物」 を 持って ゐ ますね え。 

b あなたの 仰し やる 事は大 I ^ほんやり して ゐ ますが、 さう いふお 說 なら 僕 も反對 はしません。 僕 は 

吉井 君の もの は、 寧ろ 初期の ものが 好きです。 初めは 餘り 抒情詩が 多くて 戲曲 的な ところの 少 いの 

を慊ら なく 思 ひました が、 あの人の ものに は、 やつば り、 あの 「何處 から 來 たんだい。 そして、 何 

0 へ 行 くんだ い。」 と い つ た 調子がなければ 駄目 だとい ふ 事が この頃に な つて 分かりました。 「句樂 の 

死」 の： SS 後に、 责演を 狙って 書いたら しい 脚本が 大分 出來 ましたが、 ああい ふの は、 やつば り、 あ 

の 人の 本領ではありません。 左 圑次ゃ 八 百 蔵の やった 「燈 篛 物語」 も、 河 合が やらう とした 「榑屋 

おせん」 も、 僕 は あまり 感心し ませんで した。 それに、 僕 は あの人の 現實 的な 脚本 例へば 「葡 

萄棚 0 やうな もの —— にも 餘り 傾倒す る 事が 出来ません。 吉井君 は 飽くまで 幻の 作者です。 影の. 

小山 內蕙^ 集 七卷 「^髏 尼」 に 就いての 對話  一 五 九 
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作者です。 ファン タジィ の 作者です。 ^して、 思想と 思想が 衝突したり * 意志と 意志と が戰 つたり、 

性と 性と が嚙み 合ったり する 现實の 社會の 作者ではありません。 

a そんなら" 今度の 「髑髀 ：5」 など も氣に 人る^ です がな あ。 この 作が 博 文 館の 演藝俱 ^部へ 始め 

て 出た の は、 もう 隨分 前の^です。 この 作 は T 度吉 井^の 作の 初期な 締め括る もの だとォ つても 好 

いかと 思 ひます。 この 作が 出る までに， 吉井^ はこれ 程の 規 校の 大きい もの を^かなかった やうに 

E; し ru ま す 

b それ はさう でせ う。 併し、 その 蹄め 括りが 僕に は 巧く ついて ゐ ないやう に 思 はれる のです。 如 R- 

にも 始めて 大きな 物 を 書いた とい ふ 手の 廻り かねた 跡が^ えて ゐ ます。 僕達 は 唯連镇 的に 色々 なシ 

イン を 兌せられ る だけで、 シ インと シ インとの 問 に  一， M 有機的な 連結 を 見る 事が 出来ない やうに 思 

ひます。 一般の 劇評 家が、 場面 場面が ばらばらで、 一 莨した 或 物 を 兌る 事が 出來 ない と H つて ゐる 

のも尤 だと 思 ひます。 

a それ は、 この 戯曲に 脚色と か 組立と かを兑 ようとして ゐ るからで はありますまい か。 この種の 鈹曲 

に は 脚色 も 組立 もありません。 極端に 言へば 筋 も 話 もない のです。 唯、 J ち Massacre  C15  I ョ 15V ヨ. S 

. の 詩が ある だけです。 小 髑髏の 詩が ある だけです。 呪 ひの 甕の 詩が ある だけです。 醜い 男の 執著の 

詩が ある だけです。 そして その 全 體 を 貫く もの は 寺を燒 いた 者の 一 家が受 くる 恐ろしい 佛^ を 歌 ふ 


聲で す。 

b  ^はどう もさう いふ 風に は 感じられませんでした。 序幕で 胸 を 刺された 壽王 丸が、 次ぎの 幕で S 

骰 になって ゐ ると いふ 事の 外、 前の 幕と 後の 幕との 關係を 見る 事が 出来ませんでした。 序幕 は 誠に 

結構な 幕で、 捨てる の は 惜しい と 思 ひます が、 寧ろ あれ を 割愛して、 後の 尼寺 だけ を 一幕物に して 

見た 方が、 纏まった 感じが 得られ さう に 思 ひます。 鴉 男ゃ佾 印西が 後の 幕へ 出て 来ない 限り、 前の 

幕の 事件 は 髑髏 尼の 訶 でも 分かる やうに する 事が 出來 ると 思 ひます から。 

a 一  寸 待って 下さい。 あなた は 「髑髏 尼」 の 脚本 を 今 度の 舞臺 だけで 論じて をら れる やうです ね。 

それ は、 作者に とって 少し 氣の 毒です。 今 手元に 古い 演藝 俱樂 部がない ので、 はっきりした 事 は 言 

へません が、 何でも 元の 本で は， 萬 里 小路の 幕と 尼寺の 幕との 間に 庵室の 幕が あって、 そこで 新 中 

納言の 局が 髮を おろす 一 段が 見せて あつたと 思 ひます。 今度の 舞臺 では それが すっかり 拔 かれた の 

で、 前の 幕と 後の 幕との 間に 一 年 程の 距離が 出来て 了った のです。 しかも 前の 幕が 非常に 短くて、 

後の 幕が 三度 も 場面 を變 へる ので、 少し 前後の 權衡が 取れ なくなった 點も あるので す。 序幕が 單な 

る pslosl-e の やうに 兑ぇ るの も、 それ だからです。 佾の 印西 だって、 後の 幕の 最後の 幕切れに もう 

1 度 出る 事に なって ゐ るので す。 それ は、 今度 平和 出版社から 單 行で 出た 改訂 脚本 を 見ても、 さう 

なって ゐ ます。 序幕の 終で 「哀れな 人の 世の 恐ろしい 出來事 を、 慈愛の^で 見る と 致さう。」 と 言つ 
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た 僭が、 後の 幕の 終 を 「わし は 到頭 人の 世の 悲しい 出来事の 終まで 見て しまった"」 と^ぶので、 始 

めて この 芝居. に 括りが つくので す。 それ を、 なぜか 今度 は 最後の 幕切れに 出さない のです。 

b 成程、 さう 伺って 見る と、 大分 分かって 來た 所があります。 1は は 僕 は 脚本 を 見ないで、 唯 舞^ を 

見た だけで 自分の 考へを 述べて ゐ たのです。 

a あなた は 作家 だから、 まあ それで 好い が、 劇評 家が 元の 脚本 を 調べ もし ないで、 みんな 「見た 

儘」 評 をして ゐ るの は、 少し 酷い かと 思 ひます ね。 

b ほんと にさう です。 古い 狂言で さへ 原作が どうの かう のと 言って るのに、 新しい 脚本 を 唯 見た だ 

けで 評する のは殘 酷です。 併し それにしても、 僧 を 最後の 幕切れへ 出さな いのは 酷う ございます 

ね。 どうい ふ訣 なので せう。 

a 多分 勘 彌で幕 を 切る 事 は出來 ない とい ふやうな、 古い 芝居 道の 好からぬ 仕来りから でも 來てゐ る 

事で せう。 梅 幸に も 似合 はぬ 事です。 菊^ 郞 にも 似合 はぬ 事です。 

b さう 言へば、 こな ひだの 歌舞伎 座の 「出陣； にも そんな 事が ありました。 全 體 あの 芝居 は 日蓮 

の 題目で 最後の 幕 を 切る やうに 出 來てゐ たらしい のです が、 それで は 仁左衞 門の 芝居に なって 了 

つて、 歌右衞 門の 芝居に ならな いとい ふ 理由から， 渚が 砂山で 躓く の を 木の 頭に したの だと 言 ひ 


a  ra つた ものです ねえ。 苟も 新 脚本 を： おじようと いふ^の 役^が、 そんな 古い 虚柒 的な ii 來りモ 主 

張す ると いふ 法はありません。 そこへ 行く と、 左團 次と いふ 役者 は實に 豪い と 思 ひます ね。 あの人 

は 脚本の 一宇 一句 を も 直さう と はしません。 そんな 事 をす るの は、 役者の 領分 外 だと 思って ゐ るの 

です ね。 役者の 越攛 だと 思って ゐ るので すね" 

b さう 言へば、 僕 はこの ：親髀 尼」 を 左 圑 次と 歌右衞 門で 一度 兒た いもの だと 思 ひます ね。 尼の 獨 

白 は 例の 單 調になる かも 知れません が、 氣 品に 於いて はすつ と 梅 幸 を 凌駕す るで せう。 左圑 次の 鐘 

樓守 は、 見ないでも 好い に 極まって ゐ ます。 

a では、 あなた は 今度の 菊 五 郞ゃ梅 幸 を 拙い と 思 ふので すか。 

b 拙い と は 思 ひません。 大いに 巧い と 思 ひます。 併し 吉 井^の この 作を演 する 爲方 として は、 全然 

演じ 方が 間違って ゐ ると 思 ひます。 

a と 一一 一一 n ひます と。 

b 何でも 「芝お- さへ しなければ 好い と 思つ てるのが 第一 の 誤です。 唯 「素」 で やれば 好い と 思つ 

てるのが 間逮 ひです。 「芝居」 をすべき 場合に は隨分 【芝：^; をしても 好い のに 寧ろ 「芝居」 を 

しなければ ならない のに 出来るだけ 何 かしない やうに しない やうに として ゐ るの が 間違 ひで 

す。 この 芝居 は 決して 現實 的な 芝居で はない のです から、 決して 寫實 的に やる 必要 はない のです。 
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小山 內薰仝 集 七卷 「髑髏^」 に 就いての 對話  一六 ra: 

飽くまで もファ ン タス チ ック な；. 之 居な のです から、 役者の 演技 も 飽くまで もファ ン タス チ ック であ 

つ て 欲しい と 思 ひます。 

a 併し、 ヒ兵衞 が 尼 を 追 ひ 廻す あたりの 運動 は 中々 器用ち やありません か。 

b さ。 その 器用が いけない のです。 器用が ファ ン タ ジ ィを壞 すので す。 もっと 亂暴 にありたい. の 

です。 もっと 猛烈に ありたい のです。 形 や 運動が 目に留まらない 程 烈しい 執著の 渦卷が ありたい の 

です。 

a でも， 水鏡 を 見る 所な ど は、 巾々 工夫が あった やうです。 

b その 工夫が 唯 「芝居」 をし まい 『 芝 2^, をし まいと する だけの 工夫 だから 詰りません。 あすこな 

ども、 錢を兑 るまでに、 もっとも 烈しい 好奇心が あって 好い と 思 ひます。 そして * 錢 を：^ てから は • 

も つ ともつ と 烈しい 驚き やうが あ つて 好. S と 思 ひます。 

a 亡^ はどうです。 

b あれ も 轵か何 かの 中へ 出して、 もっと 夢幻 的に 動かす 方が 妤 いと 思 ひます。 あれで は 地獄で 苦し 

んでゐ る 人に は 見えません。 ー體、 僕 は 舞臺を のそのそ 歩く 西洋式 s 亡お r か大嫌 ひです が、 あれで 

は ハム レットのお 父さん も 同じ 裹 ひす。 澳みも 恐ろし さも 何もありません。 昔 羽^ 一家が あんな 拙 

い 亡靈を 見せて は、 先祖へ^ まないだ らうと 思 ひます。 


a 勘 彌の佾 はどうです。 

b あれ も、 無暗と 「素」 でい けません。 ああい ふ 物の 言 ひ 方で は、 まるで 詞の figurative  sells。 と 

い ふ ものが こっちの 頭へ 這 入って 參 りません。 大事な 役 を ひどく 詰らたい ものにして 了 ひました。 

a 鴉 男 は。 

b あれ だけ は 絶品です。 今度の 芝居の 獲物 は あれ 一 つ だと 言っても 好い 程の 出来です _。 勿；！、 役者 

の 持 味 も あるので せう けれども、 それが 如何にも あの 役に よく 當て 嵌まって ゐるぢ や あ りません 

力 

a そこで、 肝^の 梅 幸 はどうな のです。 

b 非常に 期待して ゐ ただけ、 失望 も 大きう ございました。 序幕で 壽王 丸の 血 を 追って 這 入る 所 も 熱 

情が 足りません。 ^になって からの 呪 ひも、 まるで 凄みが 足りません。 蔭で 七 兵衞に 殺される 時の 

叫び^も、 もっと 鋭く、 もっと 烈しく， そしても つと はっき. リ 聞えなければ なりません。 非常に 大 

事な 叫び 聲が、 あれで は 何の 事 か 分からないで 了 ひました。 あすこ は、 に 人 を賴ん でも、 兑 物の 

腸 を 突き通す やうな 叫び 聲を 聞かせなければ なりません。 

a あなたの 仰し やる やう だと、 役者 は みんな 駄目なん です ね。 

b まあ、 さう です。 僕 は 今度の 芝居で は 背景 や 衣裳が 一 番好 いと 思 ひました。 

小山 內搲仝 集 七卷 「髑髏 尼」 に 就いての 對話  一六 五 


小山 内 薰仝集 七卷 「髑髏 尼」 に 就いての 對話  一六 六 

a 世間で は專ら さう いふ 評判です ね。 併し、 僕は大 に異說 があります。 

b あの 統一した 美しい 背景が どうして いけない のです。 

a 成程。 統一 はして ゐ ます。 構圆も 整って ゐ ます。 色彩の 配合に も 難はありません。 ^し、 戲 曲の 

情調 を まるで 考へ てゐ ない 背景です。 

b それ はどうい ふ 意味です か。 

a 例へば 序幕です。 あすこで はー體 何が 行 はれる と 思 ふので す。 むごたら しい 「^兄^: 殺」 ぢゃぁ 

りません か。 あの 一場 を 莨く 情調 は呢ぃ 血汐」 です。 恐ろしい ！ 戰の呪 ひ， 一 です、 「^される」 と 

いふ 詞. 「血 だらけ」 とい ふ；！ が、 どんなに 多く あの 一場で 繰り返され るで せう。 然るに、 あの 冷や 

かな、 落ちついた、 沈まり 返った" 色の 淡い 山 や 家 や 木 はどうで せう。 若し、 私が 舞臺 監督だった 

ら、 眞赤 な， メ 日の 光 を 利用して、 レオン • バクスト 式に 山 を も 家 を も 木 を も、 強烈な、 不安な、 ^ 

ふやうな 赤で 染めさせて 了 ひます。 そして、 山に も 家に も 木に も， 「血 汐」 を 流さ せます。 「戰の 呪 

ひ」 を 叫ばせます。 芝居の 背景 は 舞 臺を唯 美しい 繪に する 事ではありません。 芝居の^ 景は 人間の 

行 爲を屮 心に して 生きなければ ならない のです。 凡そ 舞臺 にある もの は、 一木 一 石と 雖も、 人 問の 

心と 同じ 歌 を 唄 はなければ ならない のです。 芝居 は繪 ではありません。 繪卷 物で もありません。 芝 

居 は 「人間」 です。 「人間の 行爲 j です。 


b 成^。 さう 問いて 見れば、 さう です ね。 すると、 尼寺の 方 も あれで はいけ ない のです か。 

a  Mr  ^寺 も、 あの 「呪 詛」 と 「苦 患」 と 「執念」 とに 滿 ちた 場面です から、 色彩 は 強烈で なけ 

れば なりません。 併し、 この 場 は 最後の 數分を 除く の 外 は 可な り 「過去」 の 閑寂に 支配され てゐま 

す。 それ 故、 若し 私が 舞臺を 作る とすれば、 先づ 柱の 色 を もっと 古びた 色の 薄い ものにします。 或 

は 寧ろ 灰色に しても 好い と 思 ひます。 そして 強烈な 不安な 非現實 的な 色彩 を、 第一 場と 第二 場と で 

は， タ 日の 光線 (ス ボット ライト) に、 第三 場で は R: の 光 (同じく ス ボット ライト) に 求めようと 

思 ひます。 卽ち、 序幕と は 反對に 色の 薄い 落ちついた 古びた 舞臺を 作って、 それ を 光線 一 つで 不安 

にもし 强烈 にもし 非現實 にもす るので す。 上から 散つ て 来る 鈸 杏の 葉な ども 殆ど 白に 近い 色に して 

造いて、 第一 場で は それ を 夕日の 光線で 「執念」 を 思 はせ る やうに 赤く 染め、 第三 場で は それ を 月 

の 光で 死」 を 思 はせ る やうに 靑く 染めた .. と 思 ひます。 

b さう いふ 風に 北 n 景が變 つて 來 ると、 衣裳の 色も變 つて 來る のでせ うね。 

a 勿論 さう です。 序幕で はもつ と 色の 濃い、 そして 色の 配合の 不安な 着物 を みんなに 着せます。 反 

對に、 尼寺で はすつ と 色 を 薄く して 出來 るなら、 尼の 着物な ど は みんな 薄い 灰色に して 了 ひます。 

b 故^ や 時代 風俗な どに は 構 はな いんで せう ね。 

a 勿！_;1 です とも。 この 脚本が 何處に 故實を 求めて ゐ るで せう。 何處に 時代 風俗 を 要求して ゐる でせ 
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う。 ー體、 今度の 芝居の 失敗 は、 役者 も 背景 意匠 家 も、 一向 現實的 でない 芝居 を まるで 寫我 的に 取 

极 つた 事から 起って 來てゐ るので す。 いくら 同じ 作者の もので も. 「句樂 の 死」 を やった のと 同じ 

心 持で 一 髑髏 1H ？」 を やられて は堪 りません。 

b 僕 は 今度の 「髑髏 尼」 の 成績 を 背景、 脚本、 役者と いふ 順 だと 思って ゐ ましたが、 して 見る と、 

あなたのお 考 へ は 大分 違って ゐ るので すね。 

a 私 は 脚本、 役者、 背景と いふ 順 だと 思って ゐ ます。 

b まあ、 もう  一 31;:^ て、 一つよ く考 へて 見 ませう。， 

a 私 もさう しませう。  „ 

b 芝居 は 中々 分からない ものです ねえ。 

a ほんと に 中々 分からない ものです ノ 

b では、 左樣 なら。 

a 左樣 なら。 
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(大正 九 年 二月 —— 公園 蠲場) 

私 は 「かたば み」 とい ふ雜 ！Hi で、 先づ この 脚本 を讀ん だ。 そして、 遠慮のない ところ、 直ぐ かう 思 

つた。 こんな 骨ば かり の 脚本が^ して 芝居になる だら うかと。 

是非 この 芝居 を 見る やうに 勸 めに 来た 人が 曾った。 この 脚本の 作者 花澤彥 太 郞君は 始めて 脚本 を 書 

いたの だと。 

成程、 如何にも 始めて 書 5 たらしい 脚本で ある。 しかも、 好い 意味での、 始めて 書いたら しい 脚本 

である。 少しも 今までの 舞臺 とい ふ ものに 煩 はされ てゐ ない、 少しも 見物の 前受 など を考 へて ゐな 

い。 ^ に 純な、 思 ふ 儘 を 思 ふ 儘に 害いたら しい 脚本で ある。 

如何にも 骨ば かりで 身がない と は 思った が、 その 純な ところ は 可な り氣に 入った。 讀 んでゐ ると、 

舞簦 幻影 も 局部 局部で は 可な り 面白く 湧いて 來た。 それにもう 一 つ 愉快だった こと は、 この 脚本が 時 

代を德 川 末期に とりながら、 その 精祌に 於いても、 その 詞に 於いても 全く 現代劇で ある 事であった。 
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# 者 は 人物の 頭に 髭 を耍 求して ゐ るが、 若し それ を廢 して、 總 ての 人物 を 今日の 風俗に 變 へても、 こ 

の 脚本 は 殆ど 少しの 修正 を も 要しない ので ある。 私 は その 率^さ 大膽さ を 愉快に 思った ので ある。 

併し、 私 はま^ 不安、 むだった。 複雜 過ぎる 程 複雜な 人物 關 係が、 たった 一人の 人物の 口 を 通して、 

唯一度に 暴露せられ るので ある。 そして、 それから 悲劇が 湧いて 來 るので ある。 一幕物の Exissition 

LJ して は 已むを得ない かも 知れない が、 縱 しそれ にしても， F なりに 幼稚な Exposition である。 かう 

いふ 人物 關 係の 暴^が、 ^して 卽」缺 に 徹底す るで あらう か。 私 は先づ この^ 大な 一事に 甚 しい 不安の 

念 を 抱いた。 

主人公 の 近 江 屋源ー ー郞は 今まで 自分が 母 だと 思って ゐた 人の子で はない ので ある。 入娇で あ つ た 亡 

父が 女中に 手 をつ けて 作った 子であった ので ある。 しかも、 その 女中 は 乳母と して 子供の 時から 源 二 

郞に 仕へ てゐ るので あった。 もっと 驚くべき 事 は、 今まで 源 ニ郞が 自分の 木 常の 妹 だと 思って ゐ たお 

妙が、 自分の 母と 番頭 佐吉 との 間に 出来た 不義の 子であった 事で ある。 亡父が 佐吉 と同炝 であった 事 

も 源 一 一郎 は 知らなかった。 自分の 母と 佐吉 とが 相愛の 仲で あつたの を 亡父が 無理 無 體にー 一人の 仲 を 裂 

いて 女 を 自分の ものにした 事實を も、 源ニ郞 は、 まるで 知らなかった。 

源 ニ郞は 殆ど 「無知」 その 者で ある。 理想的な 「無知」 である。 かう した 「無知」 が^して 人の 世 

に 存在し 得よう か。 これ も、 脚本 を 讀んだ 時 私の 现 性が 肯 じない と： ろであった。 


さう した 「無知」 が、 乳母の 兄である^^ の. おい 話 だけで、 突然、 一時に、 目を覺 まされる ので あ 

る。 お し^して さう いふ 事が あり 得る とすれば、 . に 人 公の^ 暴になる の も 無理 はない。 しかも、 主人 

公 は 父の 放埒の 結果 を 受けて 殆ど！！  ^の 望みの ない^に 苦しんで ゐ るので ある。 

悲釗は 殆ど 隅然に 起る。 番頭の 佐吉が 主人公 を 田 舍へ轉 地 させよう として、 一 本の^ 中 差 を 持って 

來る。 それが 亡父の 形^だ と 聞いて • 源 二 郞は物 狂 ほしく 刀に 見惚れる。 佐吉の 親切で 言った 一言が 

肝に 障って、 偶と その 方 を 振り， M く 拍子に、 業物の 刃が 妹の 肩に 觸れ る。 佐 吉が源 ニ郞の 手から 刀 を 

奪 ひとら うとして、 源 ニ郞に 致命傷 を與 へる。 佐吉は 驚いて、 自殺す る。 この 陰慘に 始まって 陰慘に 

終る 一 幕 物 は、 ^に 美しい 妹の 傷の 輕微 であった とい ふ 事に 一 糗の 光明 を 認めさせて、 幕 を閉ぢ るの 

である。 

私 は 思 はす 作の 梗概 を 書いて しまった。 併し、 これで 私の 不 安に 思 ふ 點はー 翳 明かに なったら うと 

思 ふ- 要するに、 先づ 不自然ら しく  (決して 不自然 だと 斷言 はしない) 感ぜられ たの は、 源 二 郞の餘 

りに 無知な 事で ある。 これに 次いで 不自然ら しく (これ も 不自然 だと は斷 言し ない) 感ぜられ たの は、 

醫 者の 唐突な (作者 は 勿論 その 理由 を斷 つて ゐ るが) 事實 暴露で ある。 若し この 二つ さへ 許されれば、 

rV れ から 先に は 少しの 不自然 もなかった。 私 は 唯 この 二つに、 大きな 疑問の 印 を 置いた。 

さて 演を 公園 劇場の 舞 裏に 見た。 そして 驚いた。 なぜ 驚いた か。 總 てが 少しも 不自然に 感ぜられ 
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なかった からで ある。 時間に して 五十 三分 ほどの 可な りに 長い 芝居が、 殆ど 芝居と は 思 はれぬ ほど 初 

めから 終まで 自然に 見られ、 自然 に^かれ、 自然に 感ぜられ たからで ある。 

勿論 それ は 役者の 力であった。 出場す る 役者 總 ての 細心な 表現の 力であった。 中で も、 ^は 又五郞 

君の 源 ニ郞を 賞したい。 嗄れた 力の ない 聲で， 妹の 名 を 呼びながら、 靑 白く 病み ほ、 けて 出て 來る、 

その 第一印象が 私の 心 を 捕へ てし まった。 佐 吉に對 する 病的な 疑惑と 敵意。 それ も 少しの 弛みな しに 

詞を 通して、 沈默を 通して、 一 貰した 表現 を 見せて くれた。 醫 者の 物語で 一 つ 一 つ 望み を 失って 行く 

心苦し さも、 極めて！ * 實に 現れた。 最後の 絡 望 それから 來る 狂暴 的な 反抗 —  I 夢幻 的な 失心 

さう した 心の 推移 も、 少しの 間隙 もな しに、 極めて 細心に 表現され た。 佐吉 に屌を 斬られてから、 そ 

の 傷に は氣 がっかす に、 次第に 身體の 自由 を 失つ て 行く ところな ど に も、 一 方な ら ぬ 苦心が 讀 まれ 

た。 咳の 爲 かたな どに も 一 つ 一 つ 研究が 見えた。 殊に 私が 感心した の は、 醫 者に 脈 を 取られる と、 

ぐに 一 つす る祌經 的な 咳であった。 

私 は實際 自分 を恥ぢ た。 又 五郎 君が 去年から <fr 年へ かけて 頻に 新作 物へ 手 をつ けて ゐる 事に は、 勿 

論 多少の 注意 を拂 つて ゐ たが、 まさか 「公園の 客」 の 前. で、 これ 稃葸赏 な 細心な 研究に 富んだ 技藝 を 

見せて ゐ ようと は 夢にも 思 ひ 知らなかった。 私 は實際 自分の (無知」 を恥ぢ た。 

他の 役者 も 一人と して 不眞- 面目なの はなかった。 一人と して 「前 受け」 など を 狙って ゐる人 はな か 


つた。 市十郞 君の 佐吉 が、 この 至難な 役 を、 飽くまで も 大切に 扱って ゐろ 態度に も 感服した。 吉三郎 

^の 乳母 も 魂まで 淚で泣 濡れて ゐる やうに 見えた。 拮十郞 君の k 者宗 庵の 已 むに 已 まれぬ 過去の 暴露 

も、 ^外に、 はっきり 傳 へられた。 紫 若君のお 妙の 可憐に 美しく、 しかも ト 分に 悲劇 中の 人物に なつ 

てゐ たの も 感服した。 

ほんと に、 何から 何まで 好かった。 舞 臺を黑 い 布で 小さく 仕切った 道具の 設備に も 細心な 注意が 拂 

はれて ゐた。 光線の 使 ひ 方に も 少しの 難がなかった。 

芝居が 濟ん でから、 私 はもう 一 度 脚本の 事を考 へて 見た。 私 「"感じた 脚本と しての 二つの 不自然 は 

依然 不自然と して 私の 心の 內に续 つて ゐた。 併し、 午 見た 芝居 は 飽くまで も 自然な ものと して 私の、 や 

に 深刻 な 印象 を殘 して ゐる。 

この 矛质 を、 私 はどう 解決して 好い か 分からなかった。 

暫くして、 私 はやつ とかう いふ 解決 を 得た。 「作者 は 始めて 書いた の だが、 役者 は 始めて 芝居 をす る. 

ので はない。 作が 若し 零で あっても、 訓練され た 役者の 技藝が これに 加 はれば、 その 結果 は必す 何者 

かで ある。 況ゃ、 この 作 は 決して 零で はない。 それ 故、 これに 役者の 技 藝が加 へられた 舞臺 その 者 

は、 可な りに 價 値の 高い ものになる 道理で ある」 と。 

勿論、 この 解決 は あまりに 見易い 論理で あらう。 併し、 私達 は屢 それ を 忘れる。 そして、 脚本 を 唯 

小山 内 潔 仝 集 七卷 「陰影」 な 見て  一 七 一一 一 


小山 内翦仝 集 七卷 「陰影」^ 見て  , ，，| 

I  +- 四 

脚 木と して 輕蔑 する 傾き を 持って ゐる。 

それ は 確に 惡ぃ事 だ。 殊に、 現へ， の 日本の 制 擅の やうな、 新作に 乏しい 處 では、 一^^い こと だ-, 

私逹は 決して 脚本 を 唯 卿 本と して 輕蔑 して はならない。 どんなに 優れた 脚本で も、 舞 臺に乘 つたの. 

を 見た 後でなければ、 决 してまん とこ 赞パ よ c  n」-?  二  >:、 、 

i  .  (  /  4， 謅カ^ 司な レ のと 同じ やうに、 どんな 幼稚な 脚本で も、 舞^; 

に乘 つたの を 兌た 後でなければ、 決してう つかり 輕蔑 は出來 たい。 

私 は 「陰影」 を： ：- て、 まだ 自分に はまる で^ 居と いふ ものが 分かって ゐな いの だと 感じた そして、 

それ を 深く 心に 恥ぢ た。 

私 はまた まだ 勉^し なければ ならない。 (大正 九 *  二  *  ニニ) 


(大正 八 年 十 一 月 ー— 明治座) 

「勝 長 壽院の 門前」 に 誰の 胤と も 分からぬ 女の子が 捨てられた。 それが 拾 はれて、 美しく 育てられ 

て、 K 朝の 妻 政 子の 侍女に せられた。 娘の 名 を 小 周 防と 呼ばれた。 

ト, q 方が -.4 もこ^った.^ 賴朝 はこれ に 想 を 懸けて その 局へ 忍んで 入らう とした。 その 時 宿直して 

ゐ た^山 六郞重 保が、 それ を兑 つけて 誰何した。 併し 賴， 朝 は 答へ なかった。 答へ なかった 爲に重 保に 

斬られと。 そして 東 保の 所爲を J ミ tify して 死んだ 

賴朝 がお 後の なを 引く 時、 その 枕逡に 侍した 者 は 政 子と 北條泰 時と 畠山茧 保と であった。 それ 故賴 

朝 J 死因 を 知った 者 はこの 一一 一人の みであった。 三人 は 源 家の 名の 爲に、 キ人 のこの 恥辱な 死因 を 秘密 

に 一ず らうと 決心した。 

^曲. 朝 三囘忌 佻^の 日に 始まる。 茧 保は臣 として 主人 を 殺した 事 を、 今も尙 悔いて ゐる ^は 

心 憶して 法お にも 述 ならす、 法 華 堂の 門外で、 供養の 鏡 鼓に 腸を搔 き掙ら れてゐ る。 通り掛かったら 
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周 防が 三年 越しの 戀 ごころ を 表白しても、 ffi 保 は 亡き 主人に 義を 立てて、 この^ 現世に も 後世に も 1W: 

ら すと、 つれな く 走り去つ てし まふ。 

丁度 その 頃、 三年に 一度 來 ると いふ 傀儡の 船が 鎌 含に 奢いた。 傀儡 は 王 代の 頃渡來 した 或 人沌の 末 

で、 男 は 錢占放 下、 女 は 春 を 生業に、 津々 浦々 を さまよ ひながら、 滅びた 固の 再興 を 八 止て てゐ るので 

ある。 船の 長 を 小 三日 姬と 一一 一一 c ふ。 三十路 を 過ぎた 美しい 女性で ある。 

小 周 防 は その 夜 計らす、 小 三日に 會 つて、 それが 自分の 實の 母で ある 事 を 知る。 漂泊の 母の 慈愛 は- 

せ めて、  娘 を國家 ある 國 土に 生 ひ 立た せようと、 絡ち 難き 愛 著 の^を 絡って 捨てた のであった 。併し， 

その 娘 はこの 國の 道義に 縛られて、 唯 一 筋に と 思 ひ 詰めた 淸ぃ淸 ぃ戀を さへ； めなければ ならぬ 垸遇 

にゐ た。 それ を 知った 母 はお のれの 願の 全く 裏切られ たの を 悲しみ 悔む。 

小 周 防が 母に 前將 軍の 死因 を 物語る 時、 小 蔭に それ を 立聽く 侍が あった。 侍 は將： ホ^の 臣中野 五郎 

であった。 彼ば 有無 を 言 はさす 小 周 防 を 引つ 立てた。 

同じ 晚、 今の 將軍頼 家 は 明 月 に對 して-亡き 父顿 朝の 追懐に 耽って ゐた 。頓^ は その 常時から 父の 死 

因に 深い 疑惑 を 抱いて ゐる。 そして、 父の 瀕死に 侍した 三人から いっか 眞實を 探り 知らす には^;  くま い 

と 決心して ゐる。 ^も そこへ 家臣 中 野^ 郞が 出仕して、 今日の 供養に cs 山 保が 人の 見る： n: も 怪しき 

ばかり 動顚 した 由 を 物語る。 頓家は それ を 聞いて、 父の 死の 必す 非業なる べき を^^して、 逆^の 名 


を 彼か是 か七數 へる。 だ郞は 更に その 夜 濱邊で 立ち 聽 いた 小 三日と 小 周 防と の 對 話の 斷片を 報告す 

る。 額^ は 愈 疑惑の 雲 を 濃く する。 恰も そこへ 畠山茧 保が 伺候して、 出家の 望み を 述べる。 賴家 がそ 

の 理由 を 問 ひ 訊しても、 重 保 は 答へ ない。 やがて、 政 子が 來る。 泰 時が 来る。 親 家 はこの 三人 を 責め 

て、 如何 やうに しても 父の 死因 を 知らう とする が、 いづれ も 口 を 堅く 閉ぢ て實を 吐かない。 おい 將軍 

は氣を 苛って 躊躇す る 屮野五 郞に强 ひて 小 周 防 を 呼び出させ、 これから 事實を 訊き 知らう とする が、 

これ も亦戀 人の 爲にロ を 緘んで 答へ ない。 それで は 小 三日 を 召し出す ぞと嚇 されて、 危く小 周 防が 贲 

を 吐かう とする。 途端に 政 子の 鋭い 目が 或 命令 を 重 保に 下した。 重 保 は 小 周 防 を 一 刀の 下に 斬り 下げ 

た。 頼 家 は 終に 父の 死因 を 知る 事が 出來 なかった。 

最後の 幕 は 傀儡の 船が 再び 日本の 國土を 離れる 口で ある。 小 三日 は 娘 を 斬った 畠 山 重 保に 深い 怨を 

かけながら、 鎌倉府 外に 庵窒を 作って、 そこに 娘の 木像 を 祭り か しづいて ゐる。 ® 保が 狩の 歸 りに 乘 

馬で そこ を 通り掛か ると、 俄に 雷が 鳴り はためく。 そこ へ 北條泰 時が 來て、 領地爭 ひに 將軍賴 -1 自ら 

の 裁斷を 怒った 奥州 羽黑 山の 別當定 海が 謀反 を 企てた 事 を 告げる。 そして、 それが 征討 軍の 總火將 を 

重 保が 承る 事に なった と報吿 する。 重 保 は 始めて 死所 を 得たり と 喜んで 勇み立た うとす る。 再び 雷が 

鳴り 轟いて 馬の 行 歩 を 妨げる。 家臣が 祟り は 庵室の 中の 木像に あると 言 ふので、 重 保 は それ を 引き出 

させて、 一 刀兩斷 する リ 雷鳴が 忽ち 止む と、 庵室の 薄暗が りから 小 三日が 出て 來て、 散々 に 重 保を怨 

小山 內煞 全集 七卷 「愧偽 船」 を 見て  一 七 七 
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み、 重 保の 命 を 取らう とする。 木像 は艰 して 小 周 防の 記念で あつたので ある。 

重 保 は 女の 小 周 防が 母で ある 事 を 知って、 その 前に 跪いた。 そして、 この 國の 苦しい 道 if が 終に か 

うい ふ 悲しい 終局 を齎 したの だ U 自分 は 小^ 防の 後 を 追うて 戰 場へ 討死 をし に 行く の だと ^ 心 こめて 

曾 ふので、 小 三日 も 「娘 を 捨てた の は 母の 罪であった」 と 諦める。 茧 保が 去る。 小 三日 は 木像の 破片 

を 堅く 抱き締めながら、 船出の 用意 を聲 高に 命す る。 

これが 今度 明治座で 初演され た &山靑 菜 氏 作 「傀儡 船 の 梗概で ある。 

筆者 はこの 釗を 近^に なく^ 白く 見た。 若い 俳優 達の 技- 1 にも 悉く 力 が^って ゐて、 少しの 弛み を 

も 感じなかった。 し、 筆者の 理性 はこの 初見の 劇から、 幾多の 背理と 矛盾 を兒出 だして、 M 時に 甚 

しい 不滿 足を覺 えた。 

筆者 は 先づ頓 朝の 死因に 同情す る 事が 出来なかった。 この 悲劇の 出發點 をな して ゐる とも 言 ふべき 

頓 朝の 死因に 同情す る 事が 出來 なかった。 たと ひそれ が傳說 にあら うとな からう と、 そんな 事 は^は 

ない。 征夾 大將 軍と も あるべき 人物が 己 を 愛しても をらぬ 一 少女の 許に 忍び込まう として、 お. 5- の^ 

士に 誰何せられ、 それに 答へ る 事が 出来なかった 爲に 殺された とい ふ事暂 は、 寧ろ 吾等の 失笑 を 禁じ 

得させす とも、 決して 吾等に 悲壯 の感を 起させ はしない。 斯 かる^ 後 は^， 凡 下の 者に Pro に Ihk- な 


最後であって、 決して-人 下に is をな す 程の 英雄ので はない。 少く とも 豪傑の 死と して 餘 りに 非 戯曲 的 

である。 憚りな く 言へば、 筆者 は斯 かる 死 を 「滑稽」 にさへ 感 する。 如何に 嚴肅な 態度 を 執っても、 

憫 むが 精々 である。 決して 泣く 氣に はなれない。 

作者 はな ぜ斯 かる 力の ない 非 戯曲 的な 傅說を 採用して、 それ を この 劇の 出發點 としたか、 筆者 は 先 

づ それ を 疑 ふ 者で ある。 

從 つて、 それが 爲 に懊惱 する CS 山 重 保 も 愚かしく 忍 はれる —筆者 は 初め 日本の 武士と して ffi 保が 

なぜ もっと 早く 死なな かつ たかを 疑った が、 更に 思 を 潜めて 見たら、 彼の 生きて ゐ るのに は 幾多の Jg 

ti  f  icatioii が ある 事が 感ぜられて 來た。 筆者 は 唯 彼の 苦悶 を 愚 かしく 思 ふので ある。 政 子と 泰 時が この 

死！： を^く 祕さ うとす るの も、 道理 至極で は あるが、 その 死因が 死因 だけに 憫 笑す る氣 になっても、 

同感して 淚を 絞る 氣に はなれない。 

中に 就いて 最も 同情の 出來 るの は 新 將軍頼 家の 心情で あるが —— それ 故、 彼の 苦悶に は些の 莫迦ら 

しさ を も 感じない が -— これ とても 若し！ * 實を 知ったら、 カ员 けがして 呆然 自失した 揚句 世の中が 厭 

になる だら うと 思 ふと、 舞 裏の 上で も 可な りに 長い 問 の 苦惱が 唯氣の 毒になる ばかりで ある。 作者 は 

惠深 くも、 この 劇の 終る までに は、 終に 崴實を 頼 家の 耳に 入れないで くれた。 筆者 は 頼 家の 爲 にも 自 

分の 爲 にも どんなに それ を 感謝した らう。 

小山 内^^ 集 七卷 「傀僞 船」 を 見て  一 七 九 
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併し、 小 三日 小 周 防 母子に 關 する 悲劇 は、 初から 終まで 同感しつつ 見る 事が 出来た。 人 問 社^の 徘 

の 間に 置かれた 自然 兒が 悲劇的の 終^に 會 ふとい ふ 趣向 は 亞米利 加 製の 活動 寫眞 にまで 用 ひ 古された 

筋で あるが、 千古 不易の 遒现 で、 吾等 は 幾度 それ を變 つた 形で 見せられても、 多少の 感動 を^え すに 

はゐ まい。 唯 この場合 では、 母親の 漂泊 的賫春 II であると いふ ことが II 寧ろ 一定の 場所に 居 を S い 

てゐる 遊女で あると い ふよりも —— 甚 しく ZE 情 を 殺いで ゐる。 

勿論、 维者 はこの 老練な 作者に 向って、 作劇術 を說 かうな どと は 思 はない。 併し、 戯曲の 構造から 

言つ て も、 筆者 はこの 劇から 幾多の 會 得し 難い 點を 見出だした。 

先づ、 作者 はこの 戯曲に 於いて、 腹案に ある 何も彼も を 悉く 「舞 裏の 前」 へ さらけ出して 了った。 

作者 は 惜しげ もな く 財 を 散 じた。 作者 は 「舞臺 の 後」 に 何者 を も隱 して 遛 かなかった、 貯 へて S かな 

かった。 それ 故 「舞臺 の 前」 は 目眩し ぃ稃賑 かで あ つ たが、 「舞臺 の 後」 は 死 を 思 はせ る 程 寂し かつ 

た。 「舞 臺の 前」 は 行 爲の發 展を妨 けられる 程 動作の 變 化に 富んで ゐ たが • 「舞臺 の 後」 は^ 場した 人物 

が 欠伸 をして ゐ はせ ぬかと 疑 はれる 程 行 爲に贫 しかった。 

例 を 取る まで もない。 苦悶の 餘り 供養の 席から 逃れ出た 甫 保が、 法^^の 門前で 小 周 防に 突き 當る 

I 重 保 は その 儘 鐘 鼓 の 響 に 耳 を掩ぅ て 走り去 つても、 二人の 戀の 成り 難き は^ ^出来る ので ある。 


序幕の 終 は" 止しく ここで 切るべき である。 然るに、 一度 行き かけた 茧保は 义小戾 りして、 二人の 戀は 

現世に も 後 W: にも 到底 成り 難き を 諄々 と 小 周 防に 說く。 再び 鐘 鼓が 聲 高に 鳴る。 重 保 はもう 一度 苦悶 

の^ 惝を 新に して その 場 を 逃れ 去る ので ある。 

第二 幕お 壺の 御所で も、 新 熊 野 羽 黑_€ 山が 領分 爭 ひの 裁 斷に、 頼 家の 「苦悶 は屮斷 せられる。 政 子 

の 登場 は 已むを 得ぬ として、 それが 新田の ffl 郎に富 士の人 穴 を樑險 させた 事の 長たら しい 抗議と 訓戒 

であるの は、 折角 高まって 來た 劇の 主潮 を どんなに 無 淺に斷 ち 切って 了 ふか 分からない。 作者の 腹案 

が 初から その 「中^」 を 目的と した 事 は 疑 ふべき 餘 地がない。 作者 はこれ に 依って、 戯曲の 進行に 或 

は： W 息 を與 へ、 或は 變化 を與 へ、 或は 抑揚 を與 へようと 企てた に 相違ない。 作者 は 寧ろ それ を 得意と 

してね るか も 知れない。 阱し、 斯 かる： ぼ 類の 「中 斷」 は 戯曲に 於いて 斷 じて 嫌 ふべき である。 俳優 は 

一度 作り かけた 表情 を 途中で 止めて * やがて 又 新に 作り直さなければ ならない。 石 壺の剁 所に 於け る 

敉 家の 如き は、 何度 途中で 休んで、 何度 又 元の 表情 を 取 返さなければ ならない か 分からない。 これ は 

俳優に とっても 無益な 難儀で ある。 看客に とっても 肯じ 難い 迷惑で ある。 兩 山の 領分 爭 ひや 仁 田 叫 郞 

の 人 穴探險 は、 斷 じて 「舞臺 の 後」 へ隱 して 置くべき であった。 露出せ すに 暗示すべき であった。 そ 

れ でも 頼 家と いふ 人物 を 彫り上げる 上に、 決して 不都合はなかった である。 

馬上の 軍： 保が 木像の 祟で 雷鳴に 行步を 妨げられる。 そこへ 泰 時が 來 合せて 羽黑山 追討の 御内 書 を 渡 
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す。 その 間 雷鳴が 止んで ゐて、 泰 時が 去る と、 义 新しく^ が 鳴り はためく。 重 保が もう 一度 新しく 行 

歩に 惱む i それ も剠の 中斷」 である。 傀儡の 刃 犬 丸が 比.：！ 〈^の 婆に 使嗾 せられて、 亡き 娘に 愛^ 

を 絶たぬ 小 三日 を 舟 出の 血 祭に しょうと する。 重 保が 來 かかる ので、 犬 丸 は 一 旦身を 隠す。 さう し 

て、 總 ての 事件が 何も彼も すっかり 形づ いて 了って から 看客 はもう この 靑 年の 存在 を 忘れて 了つ 

た 時分に —— もう 一度 新しく 出て 來て小 三日 を 刺さう とする。 これ も 許し 難い 釗の 興味 3 「中 斷」 

である。 

繰返して 言 ふが、 作者が 餘り 多く を 書き 過ぎた。 餘 りに 「舞臺 の 前」 に generous であり 過ぎた。 

作者 はもつ と 「舞臺 の 前」 に 吝嗇で、 もっと 「舞臺 の 後」 に 豪奢で あるべき だった。 戯曲に は 時 11 に 

も^ 間に も 制限が ある。 作者 は 狭い部屋へ 置き 切れぬ 程 多くの 道具 を 買 込んで 來た。 逍具は どれ もこ 

れも 十分に 手足 を 伸ばして 主人の 爲に 働く 人が 出來 なかった。 

俳優 は 誰も 彼 も 懸命の 努力 を 見せて ゐた。 主 將左圑 次が W 守の 間に も、 この 一」 M- が これ 程の 誠寳を 

持ち 綾け てゐ ると いふ 事 は、 主 將の爲 にも  一 ^のおに も 喜ぶべき 限りで ある。 

中で も 猿 之 助の 賴家は あの 難役 を 人物に 對 する 透徹した 理解と 技藝の 上の 歐羅 U 風な 工夫と で、 初 

から 柊まで 少しの^ 滯も なしに 浈じ 了せ た。 初の 內は 蟇詞 の^ 調と 抑揚と に 多少の 「嘘ら しさ」 を感 


じて 不快 を 感じた が、 劇の 進む に 連れて、 いつの 間に かその 「嘘ら しさ」 は脫ダ 捨てられて 了った。 

彼の 洋行が 決して 無益でなかった 事 は 「隅 田 川」 より 寧ろ この^ 家で 確め られ た。 

毒 美 蔵の^ 保 も 日本の 武士と して は 未だ 甞て 見聞した 事 もたい やうな ® かしく 心 弱い 人物 を、 f 

とも 或稃 度まで は & の 存在ら しく 見せた の は * 一通りの 苦心ではなかった らうと 思 ふ。 筆者 は 斯る役 

を 振られた 俳優に 同情す る 者で ある。 

松 蔦 の 小 周 防 に はお のれの 素性 を 卑下す る 可憐. W 謙虚 は 見 えたが、 必す あ る ベ き 苦 の 自然 兒 らしい 

愦 熱が 缺 けて ゐた。 我 苽の小 三日に も 同じ ものが 缺 けて ゐた。 その 癖 _ 芝居」 はし 過ぎる 程して ゐ 

た。 同じ 人の 扮 した 政 子の 方が、 筆者に は颔 かれた。 • 

左 升の 比^ 島の 婆に は、 作者が 期待した らしい 程の 凄みが 感ぜられなかった。 扮裝 にも 難があり さ 

うで ある。 三 升の 泰 時に 對 して は、 唯 敬意 を 表して 置く。 

舞裹 装置 は 第一 一幕 石壺の 御所に 最も 苦心が 讀 まれた。 猿 之 助の 賴 家が 又 この 舞臺 を^な く 利用して 

ゐた。 人物の 位置と して は、 上段の 間の 下手 奥に 賴 家が 後向きに 腰 を かけ、 すっと 離れて 上手 奥の 壁 

の 前に 丈の 揃 はぬ 小姓が 三人、 看客 を眞 面に して 坐って ゐた 間が 一番 面白かった。 この 場で も 序幕の 

法 華 堂 門前で も、 背景の 山 を 極めて 近く かいたの が氣に 入った。 海岸 は 二つと も 平凡だった が、 大詰 

の 方 は 雷鳴で 暗くな つてから、 思 ひの 外海に 深みが 見えた。 (大正 八、 11、 一四) 

小. E 内 蒸 * 集 七卷 「愧 Si 船」 を 見て  一 八 一一 一 
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「髑髏 舞 J を 見て 

(大正 十 年 八月 II 帝國 劇場) 

ヂ ユレ ル でもない。 M ルチ でもない。 

サン • サ アンの 「ダンス、 マ 力 アプル」 で もな い o 

「胴に 猫の 皮が 張って あって、 糸が 三本 ある」 樂 器が 呜らす 「つん つら つん」 に 合せて 「淸锐 ボン 

チ」 の 「谷 中の 墓地」 が 踊る ので ある。 

飽くまで も 日本の 骸骨 踊で ある。 

飽くまで も 日本の 落語家が 幻に^る トォテ ン タン ッ である。 

そこに 詩と しての 「髑髏 舞」 の價 値が ある。 

「魂 を 作る 機械」 の 幻想で はない。 

- たませ え を こせえ るき けえ」 の 感想で ある。 


大 磯の 寄席の 高座で、 うす 寢ほ けた 浴衣の 胸 を はだけ て、 酒に ほてった 顔 を 自分の 息で 吹きな が 

ら、 海水浴の 客 を 笑って 笑 はせ る 毒舌 家の 幻想で ある。 

そこに 詩と しての 「髁髏 舞 の價 値が ある。 

かう 云 ふ 詩 は 或 人達に とって は 零で ある。 

或 他の 人 他に とって は滿點 以上で ある やうに。 

「^微 舞 一 は orama ではない。 Play でもない。 リリック である。 ラ プソヂ である。 

「幸福」 「句樂 の 死」 「鶏の 死骸」 などと 共に、 作者 吉井 勇の LyJTische  Suite の 中の 一曲 をな す もので 

ある。 

昔 樂 である。 

新 閗羝は 「繰返しの 多い」 の を 嘆いた。 「往 きつ 戾 りつ」 に 倦いた と 書いた • 

新聞紙 は音樂 を 知ら ない ので ある。 

音樂の variation を 味 ふ 力がない ので ある。 
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しかも、 この 音樂は 決して 突飛に 近代的な 「革命】 を 企てて はねない ので ある。 

一 小節から 一 小節へ と、 漸胯 的に、 ^に 高まりつつ、 ^に^ぎつつ 進む ので ある。 

初から 熱して ゐる句 樂のテ ノルに 對話 的に 引き摺られて 行く 典 凌の 冷やかな バ ス。 知らす 知らす に 

1 一人が 行き 著く 「髑髏 舞」 のヂ ュ H ットの 高調、 この 進路 も 殆ど 單 純な 一 直線で ある。 

昔樂 としても 可な りに 古典的な、 可な りに 通俗的な 構造 を 持って ゐ るので ある。 

それが 多數の 入に 理解せられ なかった の は、 演奏の 失敗であった かも 知れぬ。 

句樂 に扮 した 菊 五郎の 演出 は、 帝 國釗場 の 火き さ を 忘れて ゐた。 

聲の 低き に 過ぎた事よ。 

テ ム ボの 早き に 過ぎた事よ。 

ァクセ ントの 殆ど 無視 せられた 事よ。 

^はこ の 自然 過ぎる 程 自然な 演出 を、 決して 輕蔑 する もので はない。 

唯、 菊 五 郞は餘 り 技藝に 熱して 帝阈釗 場の ある 事 を 忘れた。 しかも、 戶ロ戶 口の 明け 放 たれた 夏の 

帝國 劇場の ある 事 を。 


或は 舞 察 装^の 失敗であった かも 知れない。 

天井の 見えぬ まで 高き に 過ぎた事よ。 

窓、 戶 口の^き に 過ぎた事よ。 

監禁の 感の 殆ど 無視 せられた 事よ。 

聲は茧 く 沈ます に、 軽く 浮いた。 

詞は形 を 成さす に、 埃の やうに 散った。 

唯、 輝かしい 外 光の みが はっきりと 詩 を 朗誦した。 

ー體、 この 昔樂 は帝國 劇場の やうな 廣ぃ樂 堂で 演奏せられ るべき グランド、 ォ オケ ス トラで はない 

ので ある。 

句 樂と典 凌と 都 山と 圑十郞 と 大尉と の クインテット に 過 ざな いので ある。 

演奏の 失敗 か。 

樂堂の 罪 か。 

それ は. 私に も 疑問で ある。 

小山 內蒸仝 集 七卷 「髁髏 舞」 ^見て  1 八 七 


小山 內薰佥 集 七卷 「髑髏 舞」 を 見て  I 人.^ 

この 演奏が 「指揮棒」 なしに 爲 された 事 は、 都 山、 團 十郞、 大尉の 三つの 樂 器が 句樂、 典 凌の 二つ 

の樂器 を、 如何なる 意味から も 全く 助けて ゐ なかった 事で 明で ある。 

私の 耳 を 、通して、 最も 深く 私の 心に は ひって 来た もの は 典 凌だった。 典 凌の 幻想の 火の 移り 方で あ 

つた。 

それ は 激しい 火ではなかった。 

靜 かな 柔 かい 火だった。 

併し、 その 火 は 一 刻 一 刻に 典 凌の 心を燒 いて 進んだ。 

典 凌 は無頓 著で ゐれ ばゐる 程、 その 火の 移り 方が はっきり 見られた？ 

三 津五郞 は 不思議な 技藝の 持主で ある。 (大正 十 年 八月 一 日 見物) 


田舍 書生 の 芝居 見物 

(明治 四十 年) 

( 一 ) 喜劇 『ゼ • アド ミラ ブル. クラ イト ン 』 を觀 る 

バ ンド マ ン喜釗 一 座が 横 濱で與 ，t して ゐ ると 聞いた から、 五 H: 十八 口の 土曜日に 出かけて 見た。 

暗い 長い 坂 を 上がって、 山手の 公會 堂に 著いた の は 午後の 八 時、 玄關の 天井に 電氣燈 が 二つ 寂しく 

光って る 外- 森閑と して 人の 影 もない。 見廻す と^ 闇に 爐を圍 んでゐ る 本屋の 溜が あるから、 尋ねて 

見る と、 八 時半から 客 を 入れて 九 時で なければ 始まらぬ とい ふ。 

坂 をお りて、 铋 暗い 裏町. を あてど もな くぶら ついて、 しま ひに 道が 分から なくなって、 目と 鼻との 

間 を 車に 乘 つて、 又 さっきの 暗い 長い 坂の下に 著いた の は 正に 八 時 四十 分、 急いで 坂を龊 上がって 見 

ると、 公會 堂の 玄關 前に は 數臺の 馬車が 立 並んで、 人の 出入 も賑か だ。 

樣 子 は 些とも 分からぬ が、 思 ひ 切って 玄關を は ひると、 左手の 壁に 小さな 口が あいて ゐて、 切符 を 
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小山 內薰 全集 七卷 田舍 書生の 芝居 見物  一九 0 

寳 つて ゐる。 五.； 1 札 を 一 枚 出して 「 一 人」 とい ふと、 默 つて 四 II 釣 をよ こす。 「これ は 一 一階で せう」 と 

聞く と、 「はい」 と 答へ る。 「二 锊 は 好い 所があります まい」 とい ふと， 「ええ、 もう 二階 は 一杯で 後の方 

しかありません」 それ ぢゃぁ 下の 安い 方 を」 とい ふと ニ圓の 切符 をよ こした C 默 つて ゐ ると 日本人に 

は 一 番 安い 切符 を 出す ことにな つて ゐ ると 見える。 自分 は 一 一圓の 切符 を 2 只った のが 何だか 非常に 得意 

だった。 

隋子 ゃステ ツキ はどうす るの かと 思 ふと. 傍に 机が あって、 みんな それ へ 唯笸 いて 行く ので、 決して 

番號 なぞ はっけない。 人の 家へ 遊びに 來 たやう で 誠に 心 持が 好い。 とはい ふ ものの 間違 へられたら と、 

びくびく もので 隋 子と ステッキ を 成るべく 分かり易い 處へ © いて、 さて 屮へは ひらう とすると、 大き 

な 西洋人が 一人 立って ゐて 切符 を 調べる。 中へ は ひると 日本人の 案內 者が ゐて、 ここまで がニ圆 です 

と敎へ て くれる 。椅子の 上に 一 つ 一 つ 恭附が 載って るので。 その 一 つに 腰 を 掛けよう とすると、 ^附の 

置いて ある 處は， ェ ンゲ H ジド だからい けません と 言 ふ。 あなたの 番號 は、 と 僕の 切符 を 見て， 「ああ 

番號 はな いんです ね。 それ ぢゃ 番附の 置いて ない 椅子へ ぉ坐リ なさい」 と 言 ふ。 番附の 置いて ない 椅 

子に 好い 席 はない けれども、 外 國へ來 たの だと 諦めて 左の 端つ この 椅子に 腰 を かける。 さっきの 案內 

者が 親切に^ 附を 持って来て くれる。 あたり を 見る と、 眼 色 毛色の 異 つた 人 計りで、 話 をして ゐる W 

も 何だか 些っ とも 分からぬ。 この 調子で は 芝居 は覺 束な いわいと 思って ゐ ると、 二階で どんどん どん 


どんと 大勢が 足 8E をす る、 ど^る、 唄 ふ、 口笛 を 吹く。 日本人 かと も 思った がどう もさう ではな いら 

しい。 仰向いて 見る と、 やはり 服 色 毛色の 異 つたの が澤山 二階から 下 を 親き 込んで ゐる。 「大 向の 見物 

は 柳 盛 座より 惡 いな」 と 思 ふ。 下の 客が 九分 は ひった 時分に、 舞臺 前の 樂.^ で 音樂が 始まる、 どん ど 

んが あが あ ぶうぶうと 隨分 i せし ぃ樂隊 だ。 立 上って 親いて 見る と、 日本人が やって ゐる やう だ。 

餘り 喧しい から 番附を 讀んで 紛らさう とする。 今日の 外題 はバ ァリ作 一 ゼ. アド ミラ ブル .ク ライト 

ン 」 ra 幕で、 序幕 は メイ フ ヱイ ァ なる a ォム 伯爵 邸の 客間、 二 幕 目が 熟蒂 地方の 或 島、 三 幕 目が 二 年 

後の その 島、 大詰が 序幕と 同じ a ォム 伯爵 邸の 客間、 役者 は 二十 W 人、 その 役々 も 明細に 書いて は あ 

るが、 さて どうい ふ 芝居 だか 見當 がっかない。 

音 樂が やむ。 ^物 席の 電氣が 消える。 幕が 上る。 成程 伯爵 家の 客間ら しい 處で、 下男ら しい 背の 高 

い 頑丈な 男と、 その 主人の 息子ら しい 北 H の 低い 小男と、 頻りに 何だか 話して ゐる。 見物が 時々 笑 ふ。 

が、 僕に は 分からぬ。 癀に 障る が爲 方がない。 やがて 伯爵 家の 令嬢と も える 人が 三人 は ひって 來 

る。 その 內 にいろん な W や 女が は ひって 來る。 見る と、 どうも みんな 下等な 人らしい。 その 下等な 人 

達に 伯爵と も 見える 半白の 老人が 珈琲 を 出したり、 菓子 を 出したり する。 やがて 伯爵が 演說を 始めて. 

大に 平民主義 を說 く。 

ここで 始めて 分かった。 これ は 島 村 抱 月さん が 倫敦で 見た とい ふ あの 喜劇に 違 ひない。 その 喜釗の 
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筋 は 一 旦新 小說へ 出されて、 猜 「滯歐 文談」 に牧 めて ある。 その 記憶 を 呼 起す と、 今まで 分からな か 

つた 役者の 薹詞 が、 どうか かう か 朧氣に 分かって 來る I 併し 心細い 事 だ。 あんな 明晰な^ な；；！ を 使 

つて ゐ るのに 今まで 分からな いと は。 ！ .> れで 洋行が したい も 凄まじい わい と 思 ふ。 

そこで、 先づ この 芝居の筋 を齊 きたいが、 自分の 怪しけ な 耳で 聞いた のより はと、 ね 村さん の記錄 

を 拔書 する。 

「アド ミラ ブル . ク： マイ トン」 は 啻に 喜劇と して 佳作た るの みならす、 咋 一年の 化 培： 劇^に わたり 

て、 ゼ ー ム ス の小說 「ゼ • ゥ ヰ ング ス. ォブ. ダヴ」 と共に 最高 評 を 得た 創作 物で、 或る 批評家の 

如き は、 此れ あるが ために 英國の 喜劇 趣味 は 世に 誇る に 足る とまでい ふくら ゐ です。 叉 中には 此の 

作の 根本 思想 は獨 逸の 其 作家から 得た ものら しいな どい ふ もの も あり、 必 すし も獨 逸の 作家 を 待た 

す、 直ちに ル ー ソ ー の 「自然に 還れ」 の 思想に 參し たもの だとい ふ も あり、 批評 はまち まちです。 

此の 作の 筋 は、 一 伯爵の 老人が 人間 平等と いふ 主義から、 毎 HI 度づ つ、 大勢の 奉公人 等 を 客に し 

て、 饗應 する。 娘 等が 之れ を 厭 ひて 不取极 ひ を すれば、， 主人が 叱賫 する、 奉公人 等が 紳士 淑女の 交 

際 場裡に 伍す る 可 笑 味、 卒直 不作法と 輕 簿洒脫 との 不調和、 不平等 を 組み合 はせ、 華やかな 界^ は 

殆ど 一杯の 男女が 登場す るに 拘ら す、 凡ての 仲が 氣まづ くな りて、 白け 行く 樣を初 幕に 兒 せて ねま 

す。 是 れを假 りに 平等主義， の 諷刺と 見て よいで せう。 右の 如き 調子で あるから、 之れ を考 へて 成程 


と 味 はぬ 以上、 見物まで が 白けて しまって、 誠に 淋しい、 奇異な 感に打 たれます。 此の 國 でも 勿論 

大 向うな どに 受ける もので は 無い のです。 

さて 右の 中に 主人公 クライ トンと いふ 偏屈 强 情な 從者 (パ トラ ー) を點 出し、 彼れ は 伯爵 S 平等 主 

義を 嘲って、 伯 埒は伯 gl、 從 者は從 者た るが、 卽ち 平等な りとの 哲理 を 持し、 其の 從ぉ たるに 甘ん 

じて、 主人の 客と なる を肯ぜ す、 常に 默々 として 共の 嗨に從 ふと いふ 所に、 性格の 發揮を 勤めて 

Its 

次ぎが 無人島の 場で、 伯爵が 一家の ものと 漫遊 船 を 出し、 南洋で 難破して、 此の 島に 漂 著す る、 卽 

ち 前の 幕と 天地が 轉 倒して、 彼れ に 文明の 人間 を 見せ、 是れに 文明 以前の 大自然の 人間 を 見せる の 

で、 此 所では 食物 を 得る にも、 器具 を 造る にも、 貴 女 紳士 は 役に立た す クライ トンが 最上 力 を 現 は 

すので、 おの づ から 一切 彼れ の 指揮 を 仰がねば ならぬ 事と なり、 人々 不平が ると いふ 淋しい 可 笑 味 

です。 (漂流 人の 造 物と いふ 心で、 此の 場に 日本の 縮緬の 振袖の 古びた の や、 支那の 靴な ど 見せる) 

遂に 人々 は 怒りて 一 旦 クライ トンと 分離 すれ ども、 食物が クライ トンの 手中に あるので、 饑の 前に 

は贲女 も！ &士も 人 間もなく、 夜に 入りて、 クライ トンの 獨り 煙草く ゆらして 焚火 を 守り 居る 背よ 

り、 瘦せ たる 犬の ごとく、 食物の 煮える 香 ひ を 嗅 ざ 嗅ぎ 這 ひ 寄って、 憐みを 乞 ふ。 文明 を 諷刺して 

痛快と いはれ るの はこの 邊 です。 ここら も 矢張り、 淋しい、 哀しい、 そして 人 をし」」 何事 を か 思 は 
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しむる 底の 可 笑 味です。 (總 じて 此の 種の ュ ー モア は、 日本 從來の 作物に は 極めて 乏しい のです が、 

可 笑 味と 淋しい 哀し さとの 調合と いふ もの は、 之れ を 味 ひ 得る に は 幾らか 修莛 がいる。 心^ 舉 者に 

よって は、 諸 多の 感情の 調合が 卽ち美 だとい ふ もの も あるく らゐ で、 趣味の 低いだ け 共の 情の 犟調 

で 激甚な もの を 喜ぶ ことにな り、 高尙 になる 程、 複雜 微妙な、 從 つて、 ぬる 風の 身 を 取り 卷く 如き 

趣味 を 解して 來る。 此の 關係 はちゃう ど 音 樂で單 調音に 馴れた 耳に は、 ハ ー モー 一力 ー が 却って 騷々 

しく 聞え る やうな もので せう。 勿論 微妙な 論で あるから 下 乎に 悲哀と 可 笑 味と を 結合 すれば、 相殺 

して 零に 戾る .： ： ) 

さて 次の 幕が 同じ 島の 住宅で 一 年餘 りも經 つた 後になります。 此の間に 常然行 はるべき もの は、 .a 

然の 優勝 劣肷刖 で、 クライ トン は 遂にみ づ から 力めす して 君主の 地に 据わり、 昔の 伯 餅 令^な どい 

ふ もの は、 皆 其の 臣下と なり、 ひたすら、 其の みじめな 中に 滿足を 求めん として ゐる。 殊に 令嬸 等 

が クライ トンの 一顰一笑 を 喜 憂に して、 奉 侍する 樣の、 是れ また 悲しき t 笑 味 を 主と します。 此の 

場に 立って 初 幕 を囘顧 すれば、 人生に 對 する 無^の 諷刺、 滑稽 哀傷が 湧いて 來 るので す。 而 して ク 

ライ トン は 始めから 終りまで、 につ ことした 事 もな く、 偏屈な、 翼 面 目 一 邊の態 度を^け て、 從者 

と 生まれて は從 者に 甘んじ、 君主と なって は 君主の 權を 行うて 少しも 怪しまな いとい ふ 性格に なつ 

てゐ ます、 此の 場で また、 クライ トン は 三人の 令嬢のう ち、 本 國で某 貴族に 結娇 約束 をして ゐた姉 


娘に 結婚 を 巾 込み 他の 娘 等 は 之れ を 羨む。 今 はた マ 人の よき 老僕た る、 娘の 父 伯爵が 之れ を 聞いて 

出で 來り娘 出来した と 泣き 笑 ひの 體 で、 クライ トンに 娘 を 妻と して 吳れる 名譽を 謝し、 遂に 祝 ひの 

心で、 一同 舞踏 を 始める。 此 所に 至って ュ ー モア は 其の 頂上に 達し、 殊に 父な. る 人が ぺ ー ソスの 中 

に强 ひて 造る 笑譃の 滑稽 は、 よく その 意を兑 物に 呑み込ませた やうです。 此の クライマックスに 達 

した 時、 忽ち 大砲の 響きと 共に、 救護の 軍艦が 島に 著く。 世界 は 叉 もがん どう 返しに 元の 文明に 戾 

つて、 クライ トンが |z しの 夢、 作者と！ ^物と が 太古 自然の 夢 は 破れて しま ふ。 人々 が 狂氣の 如く 喜 

び 叫んで 船の 方へ 齪け 行く 跡に、 寂然と して 立って ゐた クライ トン は、 船長な どの 來 たると 共に、 

今まで 君主と して 纏って ゐた 毛皮の 上着 を脫 ぎす てて、 直ちに 默. _< 石の 如き 以前の 從 者に 還り、 主 

人^に ポ 侍して 船に 乘り 組む。 

終りの 慕 は 再び 伯锊 家の 客室で、 島での 出 米 事 は 恥辱と して 堅く 祕 して 漏 さす、 姉 娘 は 再び 元の 貴 

族と 結婚 約束 を 遂げよう とする。 然るに 漂流 中の 長き 月日な れば 如何なる 事の あ りし か も 知れす 

と、 の 母が 疑 ひて、 クライ トン を 呼び.， し 事情 を 尋ねる ので、 人々 は ひやひや するとい ふ^ 稽、 さ 

れど クライ トン は 何事 を も 云 はす、 一家の 人々 を 無疵の ものにして、 さて 自分 は是れ まで 長く 誠の 

懋を もて 己 を 慕へ る 召使の 一女と 結娇 し、 雜杏 世界の 眞 中に 居酒屋 を 開くべし とて、 改めて 暇 を. W 

ひ、 再び 默々 として 去る とい ふ收 場です。 
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かう 拔書 をして 了 ふと、 淺學の 僕 筆が この 作に 就いても う 一言 も 加へ る餘地 はない と 思 ふから、 そ. 

れ はやめにして、 一番 技 藝の盲 評と 出かけよう。 

とはい ふ ものの 臺詞の 九分 通り は (どうも 僕 は 名き 心が 强く ていかん) 分からなかった の だから、 

藝 評と いっても 臺詞 廻し の 評で はない。 啞 にも 分かる 科の 評 だ。 

クライ トン を やって ゐる 役者 は、 クロ ォド. キ ング とい ふ 人で、 如何にも クライ トン の 人物 を 彷彿 

たらしめ てゐ た。 客間で は 下男 下女の 御馳走に も 自分 は關ら す、 自分 一 人 下男と しての 接待の 勞を取 

つて ゐる S から、 主人に 何 か 言 はれて 「サン ク、 ユウ、 サァ。 ！と 吃りつつ いふ 處 から、 伯爵の 平民 主 

義 に反對 して 氣焰を 吐く まで 實に よくして ゐた。 

次に 巧かった の は、 ッヰィ 一一と いふ 下女に 扮 して ゐ たへ レ ン • グレ ンヰル とい ふ 女優で、 小柄な 瘐 

せて 貧相な ところが、 如何にも よく 役柄に 適って ゐた。 この 下女 を 见ても クライ トン を兑て も、 西洋 

の 芝 g は 餘程柄 を 見て 役 を 振る ものであると いふ 事に 氣が ついた。 日本の 役者 は 「柄 一 とい ふ 事 をい 

は^ると、 直ぐ これ を 「人身攻撃 I だとして 怒る やう だが、 それ は 甚だ 度胸の 狹ぃ 話で、 誰の 體 にで 

も决點 のない 人 はない と 同時に 特徴の ない 人 はない ので、 その 特徴 を 十分に 發揮 させて、 そのお S を 

成るべく 隱 させよう とする のが 「柄 論」 を 吐く 剌評 家の 眞意 であらう から、 これ は 決して 「人^ 攻 

擊- ではた く、 却って 「人身 辯 護」 であらう と 思 ふ。 西洋の 役者が その 自分の 柄 を どこまでも 發 揮す 


ベく ド等な 闲 の もの は、 どこまでも 下等に、 上等な 柄の もの は、 どこまでも 上等に と 愉快 さう に 勤め 

てゐ るの を^て、 日本の 役者の 十 人が 十 人、 家康 になり たがり 百 人が 百人淸 正にな りたがる の を 思 ひ 

出して、 嗚呼 未だし 未だしと 頻りに 嘆 じた。 

ッヰィ 一一 は 白い 前掛 をして、 白い 布の 帽子 を 冠った 儘 客間へ は ひって 来て、 あたりの 美々 しさに 壓 

倒されて おどおどして ゐる風 をよ くして ゐた。 お嬢さん 達に 何 か 言 はれる と、 右の 膝 をち よいちよ い 

屈めて お 辭^ をす ると ころから、 珈琲 を 出されて 抱へ る やうに これ を 莨 ひ、 皿へ 溢れた 珈琲 を 皿から 

飮む ところ、 菓子 を 出されて 慌てて 三つ 四つ 膝の 上へ 取 込んで 終 ふところ、 ぉ孃 さんに 何 か 聞かれ 

て、 口の 利け ない 樣子、 クライ トンに 構 はす 話せ 話せと 言 はれて、 下等な 詞で 早口に しゃべる ところ 

など、 如何にも よくして ゐた。 

御 馳走に なりに 來る 下男の 內で、 一人 何とい ふの だか、 明治座の 日 野屋の 主人 池 田 藤 兵 衞に實 によ 

く 似て ゐる のがあった。 これが 何 か 言 ふ 時 顔 を 前の 方へ 突出して、 びよ こびよ こする 處 まで、 池 田 さ 

ん によく 似て ゐ たの は 不思議 だ。 この 男 はお 辭儀 をす る 時 人差指で 額 を 突く のが 癖で、 握手 をす るの 

に 滅多 矢 鍵に 乎 を 振る ので、 相手の 人が 轉び さう になる の も 面白い。 伯爵の 演說 中、 直ぐ 伯爵の 前へ 

何 か 低い 畜を 持って行って 坐って 熟 心に 聞いて ゐて、 伯爵が 平民 を 褒める と、 大きな ハ ンケチ を 振つ 

て聲を 揚げて 喜んで は 「しつ」 と 制される。 伯爵が 「余 は 諸君に 或 物を呈 する」 と 一一 目 ふと、 突然 手 を 
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仲ば して テ エブルの 上の カステラ を 一 っ摑 む。 すると、 クライ トンが 皿 を 突出して 怖い顔 をして 返せ 

とい ふ 科 をす る。 日 野屋は 厭々 カステラ を 返す。 この 二人の 呼吸が 實 によく 合って ゐた。 

伯爵 は演說 最中 或 格言 を 引用しょう として、 どうしても その 格言が 思 ひ 出せない、 岡え てし まって 

いくら 考 へても 出て 来ない。 たうとう 家来 共に 下手の 部屋へ 連れて行かれて しま ふ^がよ かった。 

三人の 令 孃は幕 切が よかった。 さんざん 女中 をから かった 後で 三人に なり、 二人 は 上手の 寢 椅子へ 

並んで 橫 になる。 一 番 上の 姉 は 下手の 寢 椅子に 一 人で 横にな つて、 聲を 上け て雜ュ を^み 始める。 一 一 

人の 妹は寢 るのに 喧しい から 靜に しろと いふ。 姉 は 態と 大きな 聲で讀 む。 その 內 二人の 妹は寢 てし ま 

ふ。 姉の 聲も 段々 に 低く、 段々 に 切れ切れ になって、 終に 默 つてし まふ かと 思 ふと、 雜^ をば たりと 

落す —幕が おりる。 見物が 手を叩く、 叉 幕が 上がる。 三人の 令嬢 は 以前の 通り 熟睡して ゐる。 又 幕 

がお りる。 見物 席に 燈 がっく。 又 喧しい 樂隊が 始まる。 男の © 洋人は 玄關の 間へ 來て莨 を 吸 ふ。 

やがて 樂隊が やむ。 見物 は 叉 席に 戾る。 舞臺の 幕の 後で は頻に 色電氣 を試驗 して ゐる やう だ。 間 も 

なく 幕が 上がる。 舞臺は 南洋の 島の 景色、 一面 丈の 高い 枯 蘆が 棗々 と^って ゐる。 背景 は 海の 遠 兌で 

空に はダ燒 雲が 棚引いて ゐる。 上手 蘆の 後 は 坂に なって ゐる 心で. 人が そこから 出入 をす る。 例の^ 

の ffi い 伯爵 家の 总子 らしい 男が、 ほろほろの 服 を 着て 在 合 ふ ものに 腰 を かけて 手紙 を讀 んでゐ る。 例 

の 令嬢 三人 も 毛 を振亂 し、 破れた 服 を 着て、 日に 燒 けた 眼 を ぎょろぎょろと、 その を 阇んで 耳を倾 


けて， Q る。 その 手紙に は 蛇 を 捕る とか 何とか 凄い 事ば かり 書いて ある。 凄い 文句が 出て 来る 度に、 三 

人の 令嬢 は聲を 揚げて 身の 毛 をよ だてる。 息子 は その 手 弒を壜 へ 詰めて 海へ 投り 込む。 やがて クライ 

トンが 鳥 打 帽子 を 冠って、 白い シャツ を 腕捲りして、 半ズボン かひが ひしく. 鑌 びた サ アベル を 手に 

して 出て 來て、 さっさつ さっと 蘆 を 刈る。 蘆が ばた ばた と 倒れる。 やがて 變な聲 が 聞え るので、 一 同 

が 身 構 をして ゐ ると、 们锊が ほろほろの 服に、 ほろほろな 外套 を 纏 ひ、 ほろほろな 靴 を 穿き、 ほろ ほ 

ろな 帽子 を 冠って 匍って 出て 來る。 と 見る と、 父の 伯爵な ので、 令嬢 達 は 再會を 喜ぶ。 

令孃 達の 顔の 日に 燒 けた 檨 がよく 作って あった。 息 ナが穴 だらけの 靴下で、 そこら 中 を 歩いて 蘆の 

折れに 足の裏 を 突つ かれて 痛い とい ふこな し を、 話の 內 にも 絶えす 見せて ゐ たの も 好い。 又 水 を どこ 

かで 汲んで 來て、 髮の毛 を 妹に 梳 つて 貰 ふ 科 を 見せた の も 面白い が、 その 時 痒くて 堪 らんと いふ 樣子 

で、 妹の 着物で 頭 を ごし ごし 摩り、 しま ひに 枯葉の ついた 铙の やうな 木の 枝 を 拾って、 それで 頭 を 摩 

つたの も、 無人島の 生活で 汚くな つた 處を 見せて 好い。 姉 娘の 絕 えす 心細 さうな 悲し さうな 樣子も 好 

いし、 クライ トンに 何 か 言 はれて、 めそめそ 泣きながら、 大黑^ 子で 胸 を 叩きつつ あっち こっちと 歩 

き 廻る 科 もよ かった。 

やがて 遠くに 歌の 聲が 聞え ると、 果物 を兩 乎に 抱へ て 例の ッヰィ 一一 が 愉快 さう にやって 來る。 赤い 

搰 子 を 冠って、 赤黑 ぃスカ アト を 穿いた の も 映りが 好い。 伯爵 邸の 客間で は 殆ど 爲す虡 を 知らな かつ 
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た 下女が、 無人島で は實に 活動して ゐる。 客間で 權 威を恣 にして ゐた 令嬢 達 は 無人島へ 來て 殆どな す 

處を 知らない。 唯 まごまごして 居る。 唯 泣いて ゐる。 文明 世界と 野蠻 世界と に 於け る 同じ 人 の對照 

が實 によく 現れて ゐた。 

舞 臺の眞 中に 木の 枝 を 組んで、 大な {<H 鑲に何 か 食物の 入れた のが ぶら下がって ゐる。 その 下に 枯草 

ゃ枯 蘆の 焚火の 跡が ある。 クライ トン は ッヰィ 一一 を 語らって 蟲目 金で 太陽の 火 をと つ てこれ を 燃や 

す。 舞臺の 下から 赤電氣 で、 火の 段段に 燃えつ くと ころ を 見せた の も 面白い。 ッヰィ 一一が 火 を 吹く と 

抵抗器で 火を强 くしたり 弱くした りする の は、 雜作 もない 事 だが 好い 工夫 だ。 

やがて 背景の 海と 空が 段々 に喑 くな つて、 しま ひに 眞黑 になって しま ふ。 蓝 から 前の 舞臺 面に 當て 

て ある 光線 は その 儘に して 置. S て • 背景に 當 つて ゐる 光線 だけ を 全く 消して しま ふの だ。 それで 十分 

夜の 趣が 見える。 日本の 芝居で は 夜と なると、 總 ての 電氣を 暗く してし まふから、 名に しお ふ 名優の 

表^ を 見る に 由な しで ある。 

伯爵、 令孃、 その他の 人々 もグ ット、 ナイト を 齿げて 上手の 坂から 引 込んで しま ふ。 クライ トン 一 

人 焚火の はたに 淺る。 その 時 伯爵に ついて ゐる 一人の 男が、 坂 を 登りながら 蘆の 間から 首 を 出して、 

クラ イト ンと 上下で 話 をす ると ころが、 島の 夕の 寂し さと 調和して 好い 感じが した。 

クライ トン は 一人に なって、 かひが ひしく あたり を片 づけ、 や をら パイプ を 取 出して 莨 を 詰め、 腹 


し ひに なって 焚火の 火 を 取り. (蔭で マッチ を 擦る のが 見えた のは殘 念だった) さて 胡 坐 を 力いて 

ぷ. A ぶかと 莨 を 吸 ひ 始める。 暂く 森と して ゐ ると、 やがて 寂しくて 堪ら ぬと いふ 風で 伯锊が 先つ そつ 

と J| つて 來て、 クライ トンの 傍へ 這 ひ 寄る。 そこへ 又ッ ヰィ- も、 もう 一 人の 下 W も 息 SJ も. 段々 にク 

ライ トンの 周 に^って 來る。 一 一人の 令嬢 も そっと 戾 つて 來る。 (中の 娘が クライ トンの 傍へ 寄って 來 

る 時に、 片手で 折れた 蘆へ つかまって、 蘆 を 段々 に 傅って 坐る ところが よかった) クライ トン は 姿勢 

も 崩さす、 眼 も くれす， 濟 まして 莨 を 吸って ねる。 最後に 姉 娘が 出て 来て、 下手の 木の 前に 跪いて 溜 

息をつ いて 一寸 泣く—  —幕が おりる。 見物が 手を叩く。 叉 幕が 上がる。 活人畫 模樣で パイプ を 口にし 

た クライ トン を眞 中に、 じ 人の 男女が 一同 その 顔 を 見守って 這 ひ 寄る 樣が實 によかった。 又 幕が おり 

る。 乂手を 叩く。 又 上がる。 叉お りる。 電氣 がっく。 樂隊が 始まる。 

時計 を 見る と、 もう 十一 時 だ。 まだ 後 二 幕 あるの だが、 これ を 見て ゐた 曰に は、 一時に もなる だら 

う。 ：H るに 宿 もない 田舍 者の こと だから、 思 ひ 切って 公會堂 を 出る 

又 暗い 長い 坂 をお りて、 車に 乘. つて 停車場へ 駔 けつけ て やっと 終列車に 間に合った。 家へ 歸 つたの 

が 二 時、 寢 たのが 三時、 その 一時間の 間に 考へ たこと は. 「今夜の 芝居 は、 脚本から 言っても、 技藝カ 

ら言 つても、 西洋 e は 決して 大した もので は あるまい。 併し 日本 今日の 新 釗と轳 する もの は 脚对の 

上から 言っても、 技藝の 上から 一；  一一 口っても、 バ ンド マン、 コ ンパ 一一 の 喜劇に 及ばざる 事尙 遠し であ？ 
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曰 本 今日の 新劇と パ ン ドマ ンの 喜劇との 間に は尙 今夜 僕が 登ったり 降りたり した 長い 暗い 坂が あるの 

では あるまい か。」 (明治 四十 年 五月 二十 五日) 

追記。 この 脚本 は 先年 故 花房 柳 外が、 抱 H: 氏の 梗概に 基づいて 立案し、 喜劇 「平等主義」 と题 して 

「新 小說」 へ揭 げた 事が あつたが、 併し これ は 原作と は 比較に ならぬ 劣 作 だと 思 はれた。 

(二) 東京 座洋劇 見物 

田舍 書生 も 「あこがれ 黨」 の 一 人と 兌え て、 頻に 珍しい もの を 見に 出かける。 

け ふ は泶京 座に 荒 川 博士 及宗之 助の 英語 演釗が あると 聞いて、 行きたくて 堪ら ぬ。 ^しこの 問の 横 

濱の 芝居で 詞の 分からぬ のに は 大分 wn したから と大 に^ 躇 する。 と， 3 ろ へ 折よ くも：：： s;^ 生と 敬 ふ 

柴 井さん が 来られた ので、 どうか ー緖に 行って 下さいと 賴む。 

先生 「狂言 は 一 體 何です。」 僕 「沙 翁の ジ ユリア ス • シィ ザです。」 先生 「そんなら 君 學抆で 僕が 敎へ 

たでせ う。」 僕 そり ゃぁ敎 はった 事は敎 はりました けれども、 詞を覺 える 方に 氣が 取られて、 芝お の 

筋 なぞ は 些とも 分かりませんでした"， 先生 「その後 一度 も通讀 をして 見ない のです か。」 僕 I ええ、 あ 

の 本 を 見る と 試験 を 思 ひ 出し て^な 心 持になります から。 先生 「これ は 驚いた。」 僕 「つまり 先^のお 

へ 方が 惡 いのです。 ああい ふ敎へ 方で は 天下の 名作 も 二度 讀む氣 がしな くた ります。 沙翁剌 の. 2： でも 


日本人に 一 番 筋の 分かる  一 #詞 の やさしい と 言 はれて ^るジ ユリア ス • シィザ を 見に 行く のに も、 先 

生 同伴の 必要が 起って 來 ます。 先生 「どうも 益 驚く"」 僕 「先生が 舉 校で 犯した 罪の 償と して 今夜 は是 

非と も 御 同伴 且御說 明の勞 を 取られん 事 を 希望 懇願の 至りに 堪 へません。」 先生 「もう 好. S 好い、 行く 

行く行くから 勘辨 して くれ。」 僕 「それ-ちゃ あ 出かけ ませう。 先生 を 責めた 代りに 僕 は カッセル を 持つ 

て 行って、 一 々向う の臺 詞と對 照の 勞を 取り ませう。」 先生 「出來 るかね。」 僕 「さあ。」 

東京 座へ は ひると、 客 はもう ヒ分 通り 來てゐ て、 序幕 は 今 終った ところ だと 言 ふ。 近所 を 見る と 横 

女 字の 本 を 開いて 鉛筆 をし やぶって ゐる 人が 大分 ある。 先生 「ト、 分 君の 連が あるね。 1 僕 「ぢゃ あ、 あ 

す こに ゐる髯 の 生えた 人 だの、 向う に ゐる舉 校の 先生ら しい 入 だの、 あっちに ゐる 洋行 歸り らしい 人 

だの は. みんな 舉 校で シィ ザを敎 はって、 その後 一度 も 目を通さない 人なん でせ うか。」 先生 「それ は 

どうと も 分からん が、 兎に角 本 を 持って 來 てなる 人が 大分 あると いふの さ。 見 給へ、 あすこに 表紙の 

^色 をした の を 持って る 人が ある だら う。 あれ はヂィ トンの 註釋 のつ いた 本 だよ。」 僕 「ヂィ トンて 何. 

です、 豪い 黎 者です か。」 先生 「カル カツ タ及 アルラ ハ ルド 大學の 先生で、 つまり 印度人の. K 學 生に 註 

釋を 害いて やった のさ。 1 僕 「成 ar 印度人の 見る 註釋 本です な。 それから 向う に假 綴の 本 を擴げ てね 

るの は 何です ノ 先生 「あわ は 日本の 開 新 堂で 出来た ヂィ トンの 飜譯 さ。 _ 僕 「向う の 赤い 表紙の は。，. 先 

生 「あれ はヂィ トンの 新版 さ。」 僕 「黑 ん坊 だらけです ねえ。」 先生 「ところが さう でない よ。 向う の 方 
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に黑ぃ 表紙の 假 綴の 本 を捣げ てゐる 人が ある だら う。 あれ は 口 ングマ ンで 出た ジョ ン •  、ノ ンタ の註釋 

本 だ。 おそろしい 十：： いもの を 持 出した もんだ。」 僕 つ コ ン ノオト 殿下が 日 比^の 園 遊 含へ お出でになつ 

た 時に、 日本人の シルク ハ ットが 古代から 近世に 亙って あらゆる 種類 を盡 してる のに 驚かれた さう で 

すが、 今夜の 註 釋本も その 感が あるので せう。」 先生 「先づ ね。」 

ちんちんと 女中 を 呼ぶ やうな ベ ルの 音が すると、 緞帳が すっと 上がる。 何 か 大きな 邸宅の ー窒 とも 

見える 處に、 白い 着物 を 著た 白髮 頭の、 瘦 せた 丈の 高い 爺さんが 立って ゐて、 

Nor  lieaven  nor  earth  have  13e21  at;  peace  to-lug-11 け 

と 始める" よく 分かる。 僕 「よく 分かり ますね。」 先生 「はは、 よく 分かる だら う。」 僕 「なぜ 笑 ふので 

す。」 先生 「なぜよ く 分かる か 分かります か。， 僕 「いいえ。」 先生 「日本人の 英語 だからです。 ジャパ 一一 ィ 

ス、 イングリッシュ だからです of 僕 「併し 本の どこな のです。」 先生 「どれ。」 と、 僕の 本 を 取って、 二 

幕 目の 第二 場と いふ 處を あけて、 ここ だと 言 ふ。 僕 は 「は あ、 あれが シィ ザです ね。」 先生 「頭が 少し 

白 過ぎる ね。」 僕 「さう です か。」 先生 「着物が すこし だら しがない ね。 ちと 疯癲 病院 忠 者の 趣が ある。」 僕 

「さう です か。」 先生 「首 は 併し シィ ザに なって るね。」 僕 「さう です かノ 先生 竹 から 下がい かん。 殊 

に の邊 がいかんよ。」 僕 「さう です か。 あ、 下男が 出て 来ました。， 先生 「坊主の 處へ 使に やる の. た。」 

僕-下男が アイ、 ウィル、 マイ、 口 ォドと 一一 一：！： ひました o_ 先生 「ミロ ォドと 言って 莨 ひたいね ビ僕 「あ 


女が 出て 来ました。 あれ は オフ イイ リアです か。」 先生 「オフ イイ リア は、 お、 ハム レット ぢ やない 

か-これ は シィザ だよ。 あれ はシィ ザの 妻 君 力 ルファア-一 ァ だよ^ 僕 だって 先生  >貞 奴のに よく 似て 

ゐ ます ぜ。」 先生 「さう かね。」 僕 「け ふ は 外へ 出ち やい けない と 言って るんで すね ノ」 先生 「さう。」 僕 

「シィ ザ は、 な あに 出かける。 おれの 顔 を 見れば どんな 恐ろしい 事で も、 みんな 消えて しま ふと 言つ 

てるのです ねビ 先生， 今 Caesar  slmll  go  forth と 言った やう だね。 君の 本に は 何と ある-」 僕 rcaesar 

shall  forth とあります。 go だけ 餘計 なのです か。」 先生 「調子の 上で 入れた の だら う。」 僕 「妻 君が し 

ヽり しました ね。 -先生 「IU  rfsks  and  squadrons  Sid  light  form  of  war と 一 氣に言 ふべき を、 

squadrons の 前に 又 .0 を 入れた の はま づ いね。」 僕 「なんだか 手 を 胸の 處へ 寄せて は 開き、 寄せて は 

開き、 同じ ことば かりして ゐ ますね。」 先生 これ は 確に 拙い、 拙い と 云っても 怒れまい。， 僕 「おや、 

さあ、 何^だ か 分から なくなりました ピ 先生 「下男の 返事 を 食って しまって 突然 デシ ァスを 出して し 

まった の だ。 二十 行 計り 先 を 見 給へ。」 僕 「ああ、 ありました。 議會へ 呼びに 来たので すね。」 先生 「シ 

ィザは 行かない とい ふんだ。 すると、 妻 君が 病 氣と傳 へて くれと いふの だ。 シィ ザが 噓を首 ふ 亊は出 

來ん、 唯 行けない と 言へば 好い の^と 言 ふ。 けれども 私 はお 前 を 愛する から、 お前に だけ 今訣を 話し 

て やろう。 實は 今夜 妻が 惡ぃ 夢を見た ので、 それで 行かん の だと 言 ふ。 ほら、 デシ ァスが 何 か 言って 

る だら う。 あれ は その 夢 は 決して 惡 くない。 け ふ あなたに 冠 を 贈る と 言つ てゐる の だから、 けふ來 
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ない と、 シィザ は 卑怯 だと 言 はれる と 言って ゐ るの だ。」 僕 「あの人 は 大分 字を拔 かします ね、 關係代 

名詞 を拔 かしました。」 先生 「關係 代名詞 は 口の 中で 言へば 好い やうな もの さ。」 僕 「けれどもけ ふ 冠 を 

與へ ると いふ 「け ふ」 を拔 かした の はいけ ないで せう。 to  mighty  Caesar と莊 ffi に 一 W ふべ きを、 唯 

to  you と輕く 一一 一一  c つて しまったの はいけ な いんで せう。」 先生 「大分 君 も 理窟 を 言 ひ 出した ね。 ほら、 シ 

ィ ザが 妻 君の 取 越 苦勞を 莫迦ら しいと 言って る だら う。 give  me  my  robe  for  I  will  go の 氣の變 り 

目は餘 りはつき りしない ね。」 僕 「おや、 幕が おりました。」 先生 「これから 大勢の 出になる の だが、 役 

者が 足りない ので やめたん だら う。」 

僕 「全體 から-マ！： つて 今の 處は どうで せう。！ 先生 「僕 は w 洋で この 芝居 を 見た 蓽 はない が、 今の シィ 

ンはボ インタと いふ 人の：^ で —— 劇 を 描いた 繪 ではない が —— 見た 事が ある。 そのお で 化る と、 第一 

全體の 景色が 縦に 長い。 先づ 太い 大理石の 丸 柱が 高く 立 つて ゐ て、 床 は M じく 大现お を教； ^めて あ 

る。 然るにけ ふの 舞臺を 見る と 横に 長い。 柱が 短い、 そして 細い、 向う を戶 にしたり 壁に したり、 窓 

にしたり したの も、 見通しの 晤 夜に 電光の 閃く 凄い 校 様より は惡 いと 思 ふ。 笫 二に 光の 點 から.：：：： つて 

見る と、 どうも この 場はボ インタ の^の やうに 外から 來る 電光と 半身像の 前に 上がって ゐる炝 明の 光 

とが 混って 何とも 言へ ぬ 凄い 趣 を 見せて ゐ なければ なるまい。 け ふの は 明る 過ぎる。 それに Avhe-1 

-WIS  die のと ころで 妻 君が 外の 凄い 空 合 を^る 科の - いのも. 惡ぃ。 第三に 色から 言 ふと、 どうも 


この^ は^いろい 色で 支配して ゐて莨 ひたい やうな 氣 がする。 シィ ザの 寢衣も 妻 君の 寢衣も 電光の 爲 

に 黄い ろく、  二人の 顔 も 黄. S ろく ありたい。 け ふの は 全體の 光が 第一 白い から、 白い 寢衣は 白く、 黑 

い^は 一く つて、 全 體を 支配す る 凄い 色の なかった の は殘念 だ。 第 四に 動作の 上から 見て、 赛^ とシ 

ィ ザと 離れ離れな の はいけ ない。 妻 君 は 始終 シィ ザに 引 添 ふやう にして、 ひたすら 女心の 夫の 身 を氧 

遣 ふやう にしなければ いけない と 思 ふ。 _ 僕 「もう 何だか 分からな いから 止めて 下さい。」 先生 「はは は 

は、 說明を させられたり、 やめさせられたり  」 

又、 ちんちんと 呜 つて 幕が 上がる。 先生. 議事堂の 前 だよ。 三 幕 目の 第一 場。 うむ、 そこそこ。」 僕 「あ 

大勢 出て 來 ました ノ 先生 「シィ ザ、 ブル ウタ ス、 カシアス、 カスカ、 ヂ シァス *  メ テラス、 ッ レボー 一 ァ 

ス、 シン ナ、 アン トー 1 、 レビ ダス、 ボビ リアス、 パブ リアス 0」 僕 「よく 覺 えて ゐま すねえ。」 先生 「五 

年敎 へて 覺 えなければ、 餘程 どうかして ゐる さ。」 僕 「あ、 誰か シィザ を追駄 けて 來 ましたね。 J 先生 

「本 を兑 給へ。 あれが 所謂 ス ウス セ ィァ —  —占者 見た いなもの さ。 あれが この 劇の 初から 三 e: の 十 五 日.. 

は^をつ けろ と、 緣 喜の 惡. S 事 をシィ ザに 言 ふ 奴 さ。」 僕 「何 か 紙 を 突きつ けて 居ます ねに 先生 「讀ん 

で くれと 言 ふの さ。 巧い。 屮々 巧い。 あれ を やって るの は w 洋人 だら う。」 僕 「いいえ n 木 人です。 し 先 

生 「ふうむ それ は 感心. た。 慾 を 言へば 長い 白い 髯を 生やして、 禿げた 頭に して 貰 ひたかった。 _ 僕 「シ 

ィ ザは讀 ますに 行って しま ひました ね。，. 先生 「ギ ルバ アトの 禅繪で 見る と、 シィ ザが 腕 組 をして、 占 
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者に は 目 を くれす、 上手の 方へ 歩いて 行く 處が 如何にも シィ ザら しい。」 僕 「服装 は。 し 先生 「この 迎リ 

だ。 只 口才 レルの 葉が 如何にも 拆物 じみて ゐ るの は 殘 念。，. 僕 「併し 荒 川 先生の シィザ は 僕 好きです。」 

先生 「どっか シィ ザら しい 處は あるね。」 

石垣 を 取る と 議事堂 內 部の 景で、 シィザ を a 具 中に 一 同 立って ゐる。 何となく 凄い ので、 もう 本 を兑 

ない、 本 を 見ない とや はり 詞が 分からぬ。 やがて 格 岡が 始まる、 立 廻り は 見得 澤 山で、 U 本の 芝居の 

やう だから 中々 面白い。 ブル ウタ スは 上手の 大臣 柱の 傍に 立って ゐて、 ぢ つと 樣 子を昆 てゐ たが、 時 

分 はよ しシィ ザの 後へ つかつかと 近寄って、 一刀の 下に 刺す。 シィ ザが 倒れる。 幕が おりる。 

先生 「おや、 あと はなしか。」 僕 「まだ、 あとが あるんで すか。」 先生 「これから あとが ブル ウタ ス 

の 仕事 だ あね。 まだ 君の 本で も 八 九 頁 は ある 0_ 僕 今の 處 はどうでした。」 先生 「ブル ゥ タスが どうも 

汚ない、 キ ング • リアの 嵐の 場 へ^る ェ ドガの やうな 氣 がする。」 僕 「シィ ザの 死ぬ^ はどうです ビ先 

生 「第一 有名な Et  tii,  131-lltc!  The-  fall,  caill. ！ を 言 はな いのはい かん。 倒れる 時に 启 から 掛けて 

る 長い トォガ で斷末 魔の 苦しい 顔を隱 して 倒れる 處が SI 洋の 役者の 仕事 だと 閗 いて ゐ たが、 立 廻りの 

最中に トォガ を 振 落して しまったの は 困った ね。」 僕 「以前 明治座で 伊井 一 座が 日本^で、 この 芝居 を や 

つた 時には、 深澤 とい ふ 役者が シィ ザに 扮し たさう です が、 その 時 トォガ で 顔 を ほして 喉佛で 死んで 兑 

せた さう です。」 先生 f 君 も 中々 劇通 だね。 併し 壯士釗 通の 方なん だら う。」 樊 「冷 かして はいけ ません。」 


i が 上がる。 先生 「愈 演說 だぜ。 成程。 中々 好い 寶 i 併し 狹" ひ 切つ 5 く、 、 

を うぢ やう I と 出し ま。 f 一の 後の方 S の 並んで tsi 屋敷の やう だ。 僕 (本 I 付けて) 

nl どこです どこです。.， 先生 豐 幕の 第二 場 公直の 場お。， 僕 「ああ 分かりました。 ブレ ウタ 

スが I 一へ 登りました ね。」 先生 「ま 好い。 殆ど 間違 はすに やって ゐる。 宗之 助が これ 程 やる と i 

はなかった。 for  f  I  I  led を 繰り返す 處が 好い のに、 時々 p,  r 一  だけ を拔 かすの ま 困 

る。， 僕 「The  t  。f  his  I の 後が 少し 飛びました。」 先生 「その 位は爲 方がない さ。 それより 

市民 力 ふべき 臺詞を 些とも 言 はな いのは 困った もの だ。」 僕 「でも 先生、 あれ は 下 廻りの 役者で、 片 

假名で また 書拔 i? やる？ すから 鍾 はまので す。」 先生 「どうい ふ馨. SI 分からん 

力 英語の 芝 f やる 以上 は、 しかも 下男、 使者、 市民に 至る まで 悉く 性格 を i して ゐ" ハと言は， 

てゐる 沙舊 U 以上、 かう い t のにまで も英 S 心得き は 勿論、 0iflit 

でゐる もの I きければ ならん まふ。. 僕 「先生 は鍾条 ばな 仰 しゃいます ね。」 先生 「曰 本人が 

英語の 芝 居を やる より は 無理で ない と思 ふ。 L 僕 「あ， ブル ゥ タスが 引 込みました。 アン トー-が 出て 來 

ました。」 先生 「これから ァ ンょ の演說 だ。，， 僕 「始めました、 始めました。」 先生 「これまい かん。」 

僕 「何が です か。」 先生 「服 f  I 時代で ありながら、 まスチ ユアが 塞で 二十 世 I、  7  ロクク 

コ オトです る 演說の 科 だ。」 僕 「や、 おりて 来ました。 シィ ザの 着物 を 見て 何 か 言って ます。」 先生き 
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stones  of  Eome  rise  aucl  mutiny は 流石に 力が ある。 アン トー 一 の 演説で 市民 逑が、 ブル ウタ スの家 を 

燒打 にしようと 言って 出かける の だが、 何分 市お に氣 がな くって 困る。」 僕 「おや、 幕が おりました。 

まだ あるんで せう。 し 先生 「大分 腹が減つ てると 兌え て、 叉 食って しまった。」 

大分く たびれ たから 餘 興の 速 獅子 は 兌淺 して 歸る。 歸る 道々 先生の 言 ふのに は、 「どうして 英^の 芝 

居 を やる の だか 趣意が 分からぬ。 多分 役者が 英語 を覺 えたので， その 英語 を 舞^で 使って 見たい 位の 考 

、 からお」 つ たも の と 兌え る。 聞けば、 チ ネ カム プ とかい ふ 和 蘭人が きの ふ演說 をし て， 壯±釗 を 篤 倒し， 

日本 冏 有の 芝^が ある もの を、 何 を 苦しん で 洋釗 を演す る かと 一一 目 つた さう だが、 シィザ は 洋釗で はな 

いのかしら。 演劇 は 放 劇 だけで 旣に純 美術なる もの を、 これに 義太夫 を 加へ るの は惡 いと 一； H つた さう 

だが、 義太夫 を拔 いて 日本 周 有の 芝居が どうして 出来る おらう。 一方で 近 松 を^め て、 一方で は莪太 

夫 を 「景品」 だと 言 ふ 人が、 「久しき 以 おより 近 松 研究に 從 事した」 人 だら うか。 こんな わけの 分から 

ぬ 毛唐 を 助けに 借りて まで、 英語 芝居 を演 する 氣が 知れない。 やめろ、 やめろ。 十 II の 資本で 百^の 

店 を 張った ところでし やうが な いぢ やない か。 藝術家 英語 研究の 目的 は 西洋 役者の^ 似に 非す、 英語 

演說 にも 非す、 通 辯に も 非す 西洋 藝 術の 魔； 髓を 探る 鍵 を 得ん が爲 であらう。 鍵を扳 廻して ゐる內 に、 

土藏の 中の 代物 は變 る、 脔る、 火に 燒 ける。 鍵 を^て 藏を 得た と 思 ふ もの は、 皿 を 得て 牡丹餅 を^た 

と 田 iS ふ ものに， しい 0 一  と。 (明治 四十 ^六月 二 口) 


美術 座の 『どん底 J 

大正 元年 十一 一月 一 一 卜 九日 (露 西亞 では まだ 卞 六日) 私が モス コォ へ 著いた 明く る 日の 明く る 口で 

ある。 

通 辯 を 連れて、 トレ チ ヤコフの 畫 堂へ 行く 序に、 美術 座へ 寄って、 いつので も 好い から 切符 を賣っ 

て くれと 言 ふと、 もうこの 一 週間の は 一 枚 もない。 八日 先き のなら あるが、 それ は あしたからで なけ 

れば^ らな いと 言 ふ。 通 辯に は 日本語が よく 分からない。 私に は 露西亞 語が まるで 分からない。 これ 

だけの 事で も 要領 を^る までに は 並大抵の 苦しみで はない。 がっかりして 劇場 を 出ようと すると、 力 

ッサの 女が 投 しい 聲で 後から 何 か 分からない 事 を 言 ふ。 通 辯に 聞かせる と， 「今夜の なら 一 枚 あるが、 

今夜 の は 要らない のか 。」 と 言 ふので ある。 「幾らので す。」 「六 ルゥ ブルので す 0」 「宜 しい. 買 ひませ う。」 

私 は 出し物 も 聞かす、 場 席 も 聞かす に 夢中で 切符 を 買って 了った。 一 H: も 前から 屮し 込んで 置かな け 

れば 迚も 買へ ない とい ふこの 座の 切符が、 一枚で も 不意に 來て 買へ ると いふの が、 堪らなく 嬸 しかつ 

たので ある。 
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氣が 落ちつく と、 私 は その 晚の 出し物が 知りた くな つて 來た。 私 はこの 座で 浈 つて ゐる ものなら 何 

でも 見ようと 思って 來 たの だから — それに 大體+ 年の 出し物 は エリセ ィ ェ フ 薪に 敎へ て^って 來た 

の だから —— 聞かなくても 好い やうな もの の、 やはり 聞いて 見やに は ゐられ なかった。 

暫く カツ サの 窓で くどくどと 何 か 聞いて ゐた通 辯 は、 やがて 私の 側へ 寄って 來 て. 「ナ、 ドー 一 ヱェで 

す。 ゴ オリ キの 有名 ものです。 私 も 一度^ました。 ナ、 ドー 一 ェェ。 さう です。 この、 底の 方で、 言 ふ 

意味で せう ご 

私 は 通 辯の 片； 一 n を我馒 して 聞いて ゐる 事が 出來 なかった。 『ナ. ド  一一 H ヱ。』 この 一 語 を 聞いた 瞬 問に， 

私の 身體 はぶる ぶる つと 震へ た。 思 ひも かけない 喜が、 電氣の やうに 私 を 襲って 來 たので ある。 

「分かりました。 分かりました。 結構、 結構、 私の 見たい と 思って ゐ たもので す。」 

まだ 分からな いと 思って、 くどくどと 片言で 說 明を續 ける 通 辯 を 無理に 芝居の 方へ 逑れ 出す と、 私 

は 一 度 衣 兜へ 納 つた 切符 をもう 一 度 出して 眺めた。 

『ナ、 ドー 一 ェ H』 が 『どん底』 の 原語で ある 事 は、 日本に ゐる 時から 閱 いて 知って ゐた。 『ナ、 ド-ー ェ 

ェ』 が 美術 趣の 名 を 大陸に 廣 めた 物の 一 つで ある 事 も 本 を 讀んで 知って ゐた。 二^前に 『夜の 宿』 と 

いふ 題で、 自分 達が 手がけて 見た の もこの 戯曲で ある。 併し、 これが 今度 ここで 見られようと は 夢に 

も 思って ゐ なかった。 チェ ェ ホフ の 物は豫 期して ゐた T ぺ ヱ ァ • ギ ユン ト』 も 『ハム レット』 も 『靑 


いね』 も兑 られろ 事と 思って 来た。 併し、 『どん底』 はもう 大分 古い 出し物な ので、 もう 今年 あたり は 

迚も 出ない と 思って、 獨逸譯 も 英譯も 日本 譯も何 一 つ 臺本を 持た すに 來た。 それが 計らす も 見られる 

事に なった ので ある。 しかも 美術 座へ は ひる 第一の 夜に 見られる 事に なった ので ある。 私 はもう 有 頂 

天に なった …… 

トレ チャコ フの畫 堂から ホテル へ歸 ると， 私 は 芝居の 始まる 時分まで 狭い部屋に ぢ つと 閉ぢ 籠って 

そこ ここと 『どん底』 の 內容を 思 ひ 出さう とした。 悲しい かな、 私の 記憶 は ひどく ほんやり して ゐ 

る  

「どん ®」 が 世に 現れた の は 一 千 九 百 一 一年 だと 覺 えて ゐる。 當時 マックス • ライン ハ ルトが 主宰して 

ゐた 伯林の クライ ネス、 テア タァ (小 劇場) が 『ナ ハト アジ ィル』 とい ふ 題で これ を 演じて、 大當て 

に當 てた の は、 一 千 九 百 三年の 正月であった。 ( 一 千 九 百 五 年の 五月までに 五百囘 演じた") その 當 時の 

批評 は アル フ レッド • ゲルの 著書に も ハインリッヒ • スチュ ムケの 劇評 集に も殘 つて ゐる。 そめ 年の 

五 e: に クライ ネス、 テア タァは 同じ 芝居 を携 へて 維納の ド イッチ H ス、 フォルクス テア タァ (獨 逸平 

民 劇； I) を 訪ねた。 ここで..，、 評判が 高かった らしい。 當 時の 記錄は マックス • ブルクハルトの 劇評 集 

にも、 ヘルマン • バ アルの 劇評 集に も殘 つて ゐる (バ アルの 批評 は 和 辻 文學士 の譯が ある。 左圆次 君 
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と 私と で^んだ 「自由 劇場. 1 とい ふ 本に 出て ゐ る。) 倫敦の ステ H ジ • ソ サイ H チイが！ ：！： じ 戯曲 を 『ゼ 

口 ォヮ、 ，チップス ス』 とい ふ 題で 演じた の も、 じく 一  千 九 W 三年の 事で ある (その後 一 千 九^: 卜 一 

年に キング ス エイ、 シァタ でもう 一度 興行 的に 演ぜられた らしい)。 リュ 一一 ェ •. ネオが. 下-率す る 巴 里の 

テア トル. ド， ル ゥヴル が 『ダン、 レ、 バ、 フォン』 とい ふ 題で これ を舞臺 にかけ たの は、 少し ぽれて 

一 千 九 百 五 年の 十月で ある。 モス コォの 美術 座が これ を 上場した の は、 笫 五の セ H ノンと あるか"、 

一 千 九 百 三年の 事に 相 遠ない。 それから チ ェェ ホフの 『三人 姉妹』 だの、 ァレ クセィ • トルストイの 

『ッァ アル .フ ェォ- ドル. ィ オア ノヰ ツチ』 だのと 一 緒に、 これ を 持って、 欧羅巴 大^ を 巡業して 歩い 

たの は、 一千 九 百 六 年から ヒ 年へ かけての 冬ら しい。 美術 座が 伯林で 興行した 時の 詳しい 劇評 は バウ 

ル. ゴ ルド マンの 『獨逸 劇壇の 退歩』 に 出て ゐる。 私が 始めて モス コォで 見た の は 第 百 五十 叫囘 n の滷 

演 であった (私 は 露 西亞の 正月 元旦に もう 一度 これ を 見る 事が 出来た。 卽ち第 百 五十 五囘 ：= を见 た譯 

である 『どん底』 は 私が 一月 乇スコ ォにゐ る 間に この 一 ー囘 しか 出なかった。) 

W 、は その 晚 哀れな 記憶 を 便りに、 一言 も詞の 分からない 『どん底』 を 見た。 若し 日本の ォ象 許. 冢 が 

言 ふやう に. 「言葉の 相逮」 のみが 戯曲の 「核心」 とやら を摑む 妨害になる もの だとしたら、 私 はお W 

なんこ も 分からす に 了った に 違 ひない。 併し、 私 は 私の 肉眼 を 通じて 舞臺の 上に 見た 或 人^の 縮 ^ を 


自分の 友達に 物語る だけの 印象 は 受けたら しく 思 はれる。 

獨 逸で いふ ドレ H オル ゲルと いふ 奴で あらう。 ハ ン ドル を 廻 すと. GE 然に或 曲が 鳴り 出す オルガンが 

ある。 向う の 袖 乞 ひがよ く 化來で 鳴らして ゐる樂 器で ある。 それの 音と 大勢の 笑 ひ聲で 幕が あく。 舞 

亳. 面 は 今まで 幾度 も寫眞 で^たのと 大して 變り はない。 唯、 . へ マまで 見た 寫眞 では、 暖爐の 上に シャツ 

が澤山 吊るして 乾して あるが、 それが 無い。 それから 臺 所への 道 人り 口が、 寫眞で 見た より は 少し 廣 

くな つて ゐる。 美術 座と い ふ 所 は. たと ひ 同じ 戲曲 を演す るに して も 始終 问じ 道具ば かり は 使 はな い。 

毎年 毎年 少しで も逬 に： を 好く しょう 好く しょうと 努めて ゐる •。 この 『どん底』 の 道具な ども 十 年 前に 

作った 物と は 大分 違 ふ 所が あるに 違 ひない バ 『ヮァ -ー ャ 叔父さん』 の 序幕の 道具な ども 私の 見た の は， 

世 問に 流布 して ゐ る寫眞 のと は 丸で 違った 物であった。) 

幕が あいて、 先づ 私が 意外に 感じた の は、 色で ある。 衣裳の 色彩で ある。 赤が ある、 桃色が ある、 

橙 黄が ある。 「露 西亞」 と 言へば 何でも 灰色の やうに 思って ゐた 私の 先入 觀念は 咄嗟に 破られて 了つ 

た。 私 は^ 際 幕の 上がった 瞬間に は 「恐ろしく 綺麗 だな あ。」 と 思った。 併しながら、 その 感じ は 一瞬 

間だった。 舞臺に 漲る 強い 色彩 は、 戯曲の 進む に 連れて、 この 地下室の 生活 を 一 際 陰 繫 に し て 見せ 

た。 私 は 「赤」 とい ふ 色に どの位 陰繫な 感じが 籠って ゐる もの かそれ を この 芝居で 知る 事が 出来た。 
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サ チン は 黄い ろい やうな ルパ ァシカ (露 西亞の シャツ) を ズボンの 外へ 出して、 ^の廣 く あいた 古 

ぃ黑ぃ チョッキ を 引っ掛けて ゐる。 精 子屋は 赤の ルパ ァシ 力の 桃色に 褪めた の を ズボンの 外へ 出して 

ゐる。 ズボン は 地が 簿 くて だぶだぶして ゐる。 男爵 は 白い ルパ ァシ 力の 古びた のに 白 茶の ズボン を 穿 

いて ゐる。 ナス チヤ は 白の 上着に 黑ぃ裳 を 穿いて、 3 具 赤な 小さい 肩掛 をして ゐる。 

いづれ も 薄汚な く よごれて ゐる 中へ、 ペペルの 赤い ルバ ァシ 力の 新しい のが 出て 來 ると、 服 が^め 

る やうな 氣持 がする。 更に ヮシ リイ サの 赤い 模様の ある 上着と 水色の 紹 の肩掛 は、 誰よりも この 女 を 

身綺麗に 見せる。 巡 杏 は 私達が モス コォの 町で 見る のと 同じ 装で、 黑に 赤の 緣を 取った 肩^ 附 きの 黑 

い 外套に、 日本で 言へば 電車の 職工 見習の 制帽に 見る やうな 撗に 長い 板の やうな 徽^の ついた 帽子 を 

冠って、 ピストルの 赤い 紐 を 首から 下げて ゐる。 かう 言 ふと 立派 さう だが、 その 汚な く 爺む さいと こ 

ろ は、 合宿の 何れに 優るとも劣らない。 

木賃宿の 亭主が 奥の 方から 讃美歌 を 唄って 出て 來る ところ、 サ チンが 古 H4.- に 向って 獸の やう に^え 

ると ころ、 自分 は 腰を据 ゑた 儘、 亭主の 歩く 方へ と 足 を 仲ば して、 その 尻 を 蹴る ところ、 そんなと こ 

ろが 眼に ついた。 

巡 禮の出 は 可な り 滑稽で ある。 玄關 口の 段々 の 上で、 一一： 方に，：！ つて 十字 を 切り、 三方に .2 つ て^を 

曲げて ぉ辭儀 をす る。 ^に 鍋と 槩罐と を 下げ、 手に 食物の； お 入った 笳を 下げて ゐる。 ^巾に は^ 靴の 


古いの を 一 足 横にして 何 かの 包みと 一緒に 背 員って ねる。 足に も黑 羅紗の 長靴 (露 亞 特有の 長靴で 

ある。 羅紗で 出来て ゐて 縫目がない。 白 いのも ある。 白い のに 赤い 模樣の 染めて あるの を 穿いて 橇を 

引いて ゐる樵 夫 を、 私 は 幾度 か シベリアの 雪の 中で 見た。) を 穿いて ゐる。 靴が 破れた かして、 鈕で靴 

の 上が からげ て ある。 (これ も 以前の 寫眞で 見る と、 初めは 長靴 を 背負って 草鞋 を 穿いて ゐる。 直ぐ 穿 

きかへ て、 それから すっと 長靴に なるやう だが、 私の 見た の は 初めから 長靴 を 穿いて ゐた) 

ナタァ シャの 哀れに 疲れた 姿 は 最も 私の 心 を 引いた。 京都の 舞子に 見る やうな、 血の 氣の 失せた、 

蕺黄 いろい、 蠟燭の やうな 色 をした 顔。 引 詰めに 結った 貧しい 髪の毛。 體は 始終 疲れて ゐる やうで、 

どこに でも 倚り 掛かる、 何に でも 股 を 突く。 

ナス チヤ は 極めて 眞 面目で ある。 センチメンタルな 安 小說に 感動して、 始終 めそめそ 泣いて ゐる。 

序幕で 先づ 感心した の は 仕出しの 使 ひ 方で ある。 戲 曲に 名の 出て ゐる 人物の 外、 多くの 名のない^ 

や 女が、 奥の 方に ある 三つ TO: つの 寢臺の 上に ごろごろして ゐる。 それが 芝居の 進行に 連れて、 外へ 出 

たり、 又 おって 来たりす るので あるが、 それが 一向 芝居の 邪魔に ならないで、 しかも 寫生 として 大變 

面白い。 赤い ルバ ァ シカを 着た ァ ンド レイエ フの やうな 顔 をした 男が、 奥の 方の 寢臺の 上に 蹲って、 

窓から 這 入って 來る 朝日 を 目 映し さう に 見詰めながら、 なんにもせ すに、 ぢ つと 何か考 へて ゐる檨 子 

が、 いまだに 服に ついて ゐる。 幕 あきに 使 ふ 風琴 も門附 けの 爺さんが、 奧 の 方で 廻して ゐ るので、 暫 
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くす ると、 その 大きな 風琴 を 背中に しょって、 孫で も あらう か、 小さな 子供の 手 を 引いて、 外へ 稼 ざ 

に 出て 了 ふ。 

序幕が 終 ふと、 殆ど 幕 合な しに 二 幕 目が あく。 部屋の 奥の 方が 眞喏 になって ゐる。 まんなかのお^ 

の 上と、 帽子屋の 頭の 上と、 アンナの 寢臺の 側で シャツ を 繕って ゐる 巡禮の 前と、 ^所の 奥と、 玄關 

口の 横と、 だ ケ 所に ランプが 附 いて ゐる。 

カル タの 音が ゥ オル ガ の 古い 民謠の 悲しげ なボ ォ ズ を 縫 つ て 響く 。「ああ II ぁッ は -—— 」 と^く 引 

く 帽子 尾の 聲が 何とも 一一 一一：； へす 悲しい。 當人は ひどく 暢氣に 唄って ゐ るの だが、 その 暢氣に 唄って ゐる 

聲の內 に 露！： 亞 語で 言 ふ 「トス 力」 とい ふ 奴が ひとりでに 底の 方から； IS いて 來 るので ある。 ^锊 はい 

つも 一又り la つ て、 ^中の 整 を 振り^つ て 合唱に 加 はるので ある。 (歌 を 唄 ひながら 力 ルタ をす ると，：' ふ 

人類 は 世界 屮何處 へ 行っても ない、 そこが 露^ 亞 式の 所 だ、 とゴ ルド マ ンは赏 つて ゐる。 私 はこ こで 

唄 ふ 歌と よく 似た 節の 歌 を、 その後べ テル ブル グで閒 いた。 川の 緣で^ 防 工事 か 何 か をして ゐる 人足 

の 群から。) 

ヮ シ リイ サが 出て 來 ると、 むだな 所に 燈が ついて ゐる とい ふやうな 樣 子で、 玄關 口の 横の ラ ンプを 

吹き消す。 巡禮と ペペルが 神の 有無に ついて 論じ 始める と、 ^子 屋は 茶を飮 みに 行く と 一一 n つて、 n 分 

の 頭の 上の ランプ を 消す。 それより 前に 巡禮は 自分の 使って ゐたラ ンプ を^ 所に 持って行って 泊して 


了 ふ。 臺 所の * に 掛かって ゐる ランプ は、 巡禮が 消した かヮシ リイ サが 消した か覺 えて ゐな いが か 

うい ふ 風に して ラ ンプの 燈が段 々減って 行く 所が、 私に は 非常 」 面白かった o( 唯 その ラ ンブ がみん な 

電 W 装^ こよって ゐ るので， 役者が ふ つ と 息で 吹き消す 似 をしながら * スヰ ツチ を 切 るので あるが 

その 時 どうしても 螺旋 をね ぢる やうな 音の する の は殘念 であった。) 最後に 淺 つた 大寢臺 の 上の ラ ンプ 

は、 サ チンと 役者が 醉 つばらって 歸 つて 來て騷 ぐので^^ 人が 怒って 出て 行って 了 ふと、 一度 横にな 

つた 人足の ゾォブ が 起き上がって 消す ので ある。 そこで 部屋が すっかり 眞喈 になる と、 裏 所の 奥の 方 

から， 死んだ アンナの. 爲に 巡禮が 持って来る 蠟燭の 光が ほんやり 見えて 來 るので ある。 巡禮が 死者の 

枕元へ 蠟燭を 立てて、 祈禱書 を讀み 始める と、 直ぐ 幕が 締まる。 

少し 幕 合が あって 三 幕 目が あく。 

な &で 一 部し か 分からなかった 舞臺 がすつ かり 分かった ので 嬉しい。 木賃宿の 外^ 璧は黃 である。 

上手 前の 見切りの やうに なって ゐる どこかの 家の 壁 も 黄で ある。 正面に 見える 赤 煉瓦の 防火壁と この 

どこかの 家の 壁との 間が 通り 拔け 無用の 狹ぃ路 次に なつ てゐ て、 そこに 破れた 垣根が 打ち 附 けて あ 

る。 路 次の 向う に 茶色の 壁 をした 長屋が 見えて、 その 屋根の 上に 靑ぃ 空が 少し 見える。 殘雪も 接骨木 

も 私に は 見えなかった。 

木賃宿の 外の 壁の 一 つに 屋根へ 上がれる 鐵の 梯子が 掛かって ゐる。 幕が あくと、 男爵 は シャツ 一 枚 
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股引 一つで、 この 鐵の 梯子の 二三 段 上に 腰かけて ゐる。 ナス チヤ は 地下室の 窓の 側の 石段に 腰 を かけ 

てゐ る。 ナタァ シャは 大きな 屑掛 をして その 左に 坐って ゐる。 巡禮は 草鞋 を綣 ひなが ら その 後に 坐 

つて ゐる。 帽子屋 は 窓の 外の 地面へ、 赤 だの 靑 だの 黄 だの 色々 な 布 を襥ぎ はぎに した 蒲團を 敷いて、 

それに 肱 を 突きながら、 そのお どけた 顏を 窓の 中から 出して ゐる。 ナス チヤ は 一所懸命 になって、 小 

說の 話と 自分の 身の上 を ごつ ちゃに して 話して ゐる。 細^ をな くした 錠前屋 は 上手に 嵇 ん である 煉瓦 

の 後に 突っ伏して ゐて、 生きて ゐ るんだ か 死んで ゐ るんだ か 分からない。 幕の あいた 瞬 問に は、 私に 

も それが 人間 だか 何だか 分からなかった。 私 は 煉瓦の 後に 泥 か 何 かが 積んで あるの だら うと 思った。 

ペペルが 一 度 引 込む と、 巡禮が 一 人になる。 巡 禮が惰 子 を 繕 ひながら (初 は 草鞋 を 繕って ゐ たの だ 

が、 一度 ナス チヤと 引 込んで、 今度 出て 來る時 は 帽子 を 持って 出る ので ある) 小聲で 讃美歌 を 唄 ひ 出 

すと、 木賃宿の 上の 方の 窓から も 讃美歌が 聞え て來 る。 下から 見上げる 巡禮の 顔と 窓から 見お ろす 木 

賃 宿の 亭主の 顔と が、 ぴったり 合 ふ 途端に 兩 方の 讃美歌が はたと 止む ところが 而^かった。 それから 

亭主の 「巡 禮： i」 になる ので ある。 

役者と サ チン は 通り 拔け 無用の 路 次から、 破れた 垣根 を 潜って 出て 來る。 サ チン は先づ 外から W 极 

越しに ほろほろな 外套 を 投げ込んで、 それから 大きな 體を 垣根の 穴から 無现に 押し入れ るので ある。 

サ チンの 外袞は 理想的な 襤褸で ある。 何 處が手 を 通す 袖 か何處 が 破れた 穴 か區刖 がっかない。 ほろ ほ 


ろと も 何とも；； n ひやう のない 襤褸で ある。 丸めて 投れば 唯の 襤褸で ある。 人が 若る 形 をした もの だと. 

は 迚も 思へ ない。 

s Q 終に 近い i" ー嘩 のと ころ は、 美術 座の 演技の 特徴 を 遺憾な く 見 せて くれた。 錠前屋が 最後の 絡 望 

の詞を 叶-いこ、 のろのろと 引 込んで 了 ふと、 舞薹は 暫く 筌虚 になる。 やがて 舞臺の 後が 段々 に 物騒が 

しくな つて 來る。 上手の 路 次から 易者ら しい 女 だの、 パン を寶る 小僧 だのが、 填 根 を 潜って 出て 來て， 

騷 ぎの 方へ^ いで 行く。 帽子屋が 顔 を 出して ゐた 地下室の 窓から も 二三 人 男が 飛 出して、 iu 一 嘩の聲 が 

する 方へ 齪 けて 行く。 その 內に爭 ひの 聲は益 高まって 來る。 どこかで 呼 侑が ー聲 鳴る かと 思 ふと、 舞 

裏 は 忽ち 搔亂の 巷と なる。 韃靼 人が 飛び出して 來る。 ゾォ ブが駔 けて 出る。 巡^が その後 を 追 ふ。 古 T 

主が 叉 直ぐ その後から 出て 來る。 火傷 をした ナタ ァシャ は^ 頭 喪の クヮシ 一一 ャと ナス チヤに 抱 へられ 

て 出て 來る。 ヮシ リイ サが ナタァ シャを 追つ かけて 出て 來る。 サ チンが それ を 留めながら 出る。 最後 

に ペペルが 氣遠 ひの やうに なって 飛び出して 來る。 その 間に、 絶えす 地下室の 窓から だの、 木賃宿の 

後から だの、 上手の 路次 からだの、 人が 出て 来て、 無臺は 忽ち 群集で 埋まって 了 ふ。 

混亂又 混亂。 誰が 何 處にゐ るの だか 全く 分からな いまでに 混亂 する。 涂 端に ペペ ル はー聲 叫んで 木 

赁^ の 亭主 を擲り 倒して 了 ふ。 はたと 騷 ぎが 止む。 ペペルが 氣を 失った ナタァ シャの 方へ 匍 ひ 寄る 間 

に、 ^女の 群 は 一 人 逃け 一 一人 逃げて、 忽ち 空漠と した 中庭の 真ん中に 老人の 死骸が ほつ りと 一 つ 寂し 
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げに殘 る。 

この 幕の ヮシ リイ サが^ 常によ かった。 幕切れに 路 次の 奥から 警部 を 引 張って 出て 來て、 身 を 屈め 

て ナタァ シャを 指さしたがら、 さも さも 口惜し さう に訴 へる ところ は、 少 からす 私の 同情 を 引いた。 

この 幕に は 格別な 光線の 變 化が なか つた。 

四 幕 目 は 酒宴に 始まって 酒宴に 終る。 この 幕の 演技で 第一 に 私の 感心した の は、 陽氣 になる かと^ 

ふと 陰氣 になり、 陰氣 になる かと 思 ふと 陽氣 になり、 又陽氣 になる かと 思 ふと 陰氣 になって 來る， そ 

の 移り 工合の 如何にも 巧まないで 自然に 行って ゐ たこと である。 それから 巡禮が 一 人 一 人の 心に 樅 ゑ 

つけて 行った 「不安な 種」 が、 一人一人の 心の中で 色々 に 動いて 來る樣 子 も、 十分 心理的に 現れて ゐ 

る うに 田 b  »JS  o 

三 幕 目に も 「沈默 I は 可な り あるが、 この 四 幕 目に は 更に 多い。 三 幕 目の 沈默 では 常に 遠くの 工場 

の 汽笛が 或筌氣 を 作って 面白かった が、 この 四 幕 目で、 長い 沈 默の間 は、 韃靼 人の 單 調な 寂しい 祈の 

聲が 聞え ると ころ は、 一 厣 感じが 深かった。 ヰ シュネ ウス キイと いふ やうな 第一流の 役者が 初演 以來 

韃靼 人に のみ 扮 して 来た わけが、 やう やう この 幕へ 来て 分かった。 韃 靳 人 は 難しい 役で ある。 

最後の 一陽 氣」 は、 W 子 屋と巡 杏が 歸 つて 来る ところに 始まる。 免 Si された 巡 杏 はもう 制服 を 着て 

ゐな い。 樺色の ルバ ァ シ 力の 上 へ 女 (クヮ シ-ー ャ) の 着る 上着 を 引っかけて ゐる。 帽子屋 は 丸く 輪に 


なった パン (私 はかう いふ パン を シベリアの ステ H シ ヨンで 度々 見た) の 糸に 通した 奴と、 藁で 括つ 

た 生の 魚と を ぶら下げて ゐる。 大變 な上撵 嫌で、 サ チンの 顔 を 見る と、 いきなり 抱きついて 露西亞 流 

に 男 同士 接吻 をし 合 ふ。 

ァリ ヨシカ は實際 濡れて-； :5! 入って 来た。 そして クヮシ 一一 ャが來 ると， 帽子屋の 寢臺の 下へ 隠れた。 

幕切れ のサ チンの 臺詞は 非常に 聲が ® か つ た。 

臺帳 なしに 私が モス コォで 見た 『どん底』 の 印象 は 略 以上で 盡 きて ゐる。 それに も 關らす 私 はま. た 

何 か 言 ひ 落した 事が 澤山 ある やうな 氣 がする。 私 はこ こに 述べた 「眼の 印象」 以上に 何者か を 「心の 

印象」 に 得た に 相違ない。 私が この 芝居 を 始めて 見て 歸 つた 晚、 直ぐ 自分の 乎 帳に 書きつ けた 感想が 

ある 

一 人 も 英雄な し。 みんな 唯の 下等な 人間な り。 役者 少しも 役者ら しくな し。 巡お 少しも 巡奄 らしく 

なし、 一 筒の 汚ない 爺な り 尤も 露西亞 では 巡査 は勞働 者の 一種 なれ ど)。^ 爵も 男爵ら しくな し。 ぺ 

ベ ルは 一 筒の スリに 過ぎす、 帽子屋に 至って は 一 箇の ひやう げた 滑稽 人形の 如し。 サチ ン最も 體格偉 

にして 容貌 物々 しけれ ど、 無氣 力なる と、 輕 佻なる は 衆に 等し。 この 人 間 よく 踊りよ く^ふ。 四 幕 HI 

のァリ ヨシカの 踊の 時な ど、 寢^ の 上で 一緒に 踊る (手足 極めて 樂に 動く。 外お など， 總て 投げる)。 
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ルカ も 唯の 乞食 坊主な り … … すべて 怠惰と 無氣 力と 直ぐ に 泣き 寢 入り になる 不平と 冗 口との 穴」： れ に 充 

ちたり。」 

ルカ を トルストイに 比し、 サ チン を 一一 ィ チェに 擬 すの は 少し 立ち入り 過 ざた 說 だとしても、 サ チン 

が ルカと 同じ 位 主要な 人物で なければ ならない 事 は、 美術 座の 演技が 歐羅 II 大陸に 敎 へた 茧大 な解釋 

の 一 つで ある。 ルカが 眼に 立つ の は當り 前で ある。 かるが 故に ラインハルト は S ら これに 扮 して -使 

徒」 か 何 かの やうに この 役 を 取扱った さう である。 併し、 その 誤 まった 解 ^は 突 術 座が II 逸へ 來 ると 

直ぐ 世に 知れた。 初演 以來 美術 座の 名優 モスク ヰンが 演出して ゐる ルカ は、 唯の 乞食 坊主で ある。 露 

西亞の 小さい 町 や 田舍の 寺の 畔で、 隨 所に 出會ふ 事の 出來る 汚ない 巡禮 である。 伯林の クライ ネス、 

テア タァ では サ チン を 有る か 無き かの 人物に して 了った さう である。 ライン ハ ルト の解釋 でさへ それ 

である。 英吉利 人が これ を Minor  Part だと 思って 了 ひ、 日本人が これ を 「輕ぃ 役」 だと： ^なして 了 

ふの も 無理 はない。 美術 座の 座長 スタ 一一 ス ラウス キイが 初演 以来 見せて ゐるサ チン は 飽くまで 露西亞 

式な 人間で ある。 著しい 天分と 著しい 無氣 力との 結合で ある。 この 戯曲の 內の设 も 重い 言葉 と^も 苦 

い 言葉と はこの 男の 口から 出る。 この は破壞 的な 銳ぃ 舌鋒で、 社會が 自分 及 自分と 一緒に 苦しんで 

ゐる 仲^に 加へ る 不正 不義 を 批判す る。 併しながら その 苦しみから 拔け 出ようと して、 桁 一本 動かす 

ので はない。 サ チンの 突っ立った 所 を 人が 見れば、 人 はきつ とかう 思 ふだら う。 かう いふ 偉大な^ 格 


の內に はきつ と 如何なる 物で も 一 度摑ん だら 完成せ すに は 置かない 偉大な 力が ^つて ゐ るに 相違ない 

と。 ところが この 男 はなん にも 摑 まなければ， なんにも 完成し ない ので ある。 かれは 朝から 晚 まで寢 

上で ごろごろして なて、 寢臺の 上から 人の 話 を 茶 かして ゐれ ば、 それで 滿足 なので ある。 スター 一 

ス ラウス キイの 偉大な 釗術 はサチ ンを かう いふ 風に 表現す るので ある。 

スター ース ラウス キイの サ チン、 モスク ヰンの ルカ 以外、 初演 以來 同じ 役 を 綾け て やって ゐ るの は、 

ブル ドシ ヤロフ の 木賃宿の 亭主、 ムラ トヮ のヮシ リイ サ、 チェ エホ フ 未亡人 ク  一丁 ソぺ ルの ナス チヤ、 

ル ウジ ュ ス キイ の^子 屋、 力 チャロフ の 男爵、 ヰ シ ュ ネゥ ス キイの 韃靼 人な どで ある。 いづれ も歐羅 

巴の 如 3： なる 劇場へ 連れて行っても、 一 と 言って 二と 下がらない 技倆 を 持った 人々 である。 

ぺ ぺ ルゃ ナタァ シャは 後進 生の 爲に 時々 役者 を 代へ て演ら せる やうで ある。 初演 當時ぺ ぺ ルを やつ 

たグ リブ ゥ 一一 ンの扮 装と 私が 見た レオ 一一 ドフの 扮裝と は 丸で 違って ゐる。 美術 座と いふ 所では、 H: じ 

戯曲に 始終 M じ 道具 を 使 はない と 同じ やうに、 同じ 人物で も 役者が 違 ふと、 その 役者の 柄な り 解釋な 

りに 依って 扮 裝を變 へる ので ある。 初演 當 時に ナタァ シ ャト演 つた ァ ン ドレ H  H ヮが亞 ^利 加 行以來 

ゴ オリ キイと 同棲して ゐる 女優で ある 事 は、 もう 誰でも 知って ゐる だら う。 私の 見た ナタ ァシ ャはゲ 

ル マノ ォヮ とい ふ 若い 女優であった。 

記錄に 依る と^ 逸で は H マヌ H ル • ライツ ヒャァ の 役者が 著しく 働いたら しいが (ライツ ヒャァ は 

小山 内憨仝 集 七卷 美術. M の 「どん底」  ニニ 五 


小山 內薰仝 集 七卷 美術 庵の 「どん底」  ニニ 六 

クライ ネス、 テア タァ から レッシング、 テア サタへ 移って から も、 この 戯曲 を 出して、 この 役に 扮し 

てね る). 私の 兒た 老優 アルチ ョムの やり方で は、 少しも 體を 動かさす に、 始終 ぢっ として ゐ ると いふ 

風だった、 聲も 低かった。 


美術 座の 『 ハム レット』 

一千 九 百年の 『タ イド ォとェ エー 一 ァス』 から、 一千 九 百 六 年の 『ロス メ ルス ホルム』 までに、 僅か 

九囘 か十囘 しか 實 現の 機會を 舞臺の 上に 得なかった ゴォ ヅン. タレ ヱグの 高踏的な 理想 は、 その後 五 

年 問、 更こ 孤獨な 論議 時代、 意匠 發表 時代、 简人 展覽會 時代 を經 て、 一 千 九 百 十 一 年の 冬に、 始めて 

或 立派な 形 を 以て、 或 立派な 實 際の 舞 臺に實 現される 事に たった 露 西 ゆ 莫斯科 美術 座の 『ハムレ 

ッ ト』 卽ち これで 多る。  - 

その 翌年 —— 一 千 九 H トー 一年 i の露曆 十一 一月 一 一十 八日の 晚、 私 は 幸福に も， この 長年 焦れて ゐた、 

「舞^の 詩 入」 の、 最も 火 仕掛に 完成した 作品 を、 目の あたり 自分の 肉眼で 見る 事が 出来た。 

私 は 今佛蘭 西の ジャック. ルゥシ ヱ だの、 ルゥシ ヱの 「近代 釗場 美術」 を 種 木に して 「戯曲 及び 美 

術に 於け る新精祌」 とい i 部な 本を靈 した 英吉利 s ハント？ カァタ など S みに 做って、 敬愛 

する クレ H グ Q  if を 論じよう とする ので はない。 私 は 唯 自分の 視覺で 接した If として こ- 

の 塵 深 秘な藝  f  自分  S  拙ない 文章  &  つて、  その 一線で も 一角で も、 未見の 友人 達の 想像に 傅へ 

小山 內 熟^ 集 七卷 类術 座の 「ハム レクト」  ニニ 七 


小山 內薰 全集 七卷 美術 座の 「ハム レクト」  ニニ 八 

ようとす るので ある。 

露西亞 では 『ハム レット』 の 事 を 『ガム レット』 と 言 ふ——獨 逸人が 『マク ベ ス』 を 『マク ベ ット』 

と讀む やうに- - 美術 座の 『ガム レット』 は沙 翁の 悲釗を クロ ネベ ルグ とい ふ 人が 譯し たもの だ。 番 

附に 依る と、 舞 裏の 設計 は ゴォヅ ン* タレ H グと スター ース ラウ キイとの 合作で ある。 スター 一 ス ラウス 

キイが 美術 座の 創立者で、 役者と しても レジ ッス ウル (演出^) としても、 偉大な 人物の 一人で ある 

とい ふ 事 は、 もう 日本に も疾 うから 知れて ゐる。 番附に は 他に 尙 レジ ッ ス ウルと して ス ウレ ル ジュッ 

キイの 名が 載って ゐる。 ス ウレ ルジュ キイ は 途中から 美術 座へ 這 入った 人 だが、 役^と して 舞 蕞に現 

れ たことの ない 演出 專 門の 人で ある。 この場合 ス ウレ ル ジュッ キイ は、 日本で 近顷 よく 用 ひられる， 1 

の 「演技 監督」 とい ふ 地位に ゐる。 彼 は 主として 戯曲の 人物 表現に カを盡 したので ある。 ス ウレ ルジ 

ュ ッ キイの 助手が ルチ ェ V フ 口 フ、 衣裳が サブ ウノ フ、 一昔 樂が イリヤ • サ アツ、 髮がグ レチス ラウス キ 

ィ。 役者 以外で 番附に 名の 載って ゐ るの はこれ だけで ある。 

ゴ ォヅ ン， タレ H グに screens  (屛 風) 一 つで 『ハム レット』 の 舞臺を 初から 終まで 作る 趣，； I の ある 

こと は 前から 聞いて ゐた。 赵が 美術 座で 見た の は それであった。 

切り出 しの木 もない。 景色 を畫 いた 布 もない。 彫刻の ある 柱 もない。 弧を箦 く 丸天井 もない。 總て 

屛風 である。 淡黄色の 屛 風と 鎔 金で 塗り 溃 した 屛 風と である。 この 屏風 は 幾 is! にも， 如何 やうな 幅に 


も 折れる と 同時に、 その 一 折 一 折が 離れる やうに も附 くやう にも 出 來てゐ る。 それ 故、 この 驿風 は斜 

に 屈曲した 廊下に もなる し、 眞 直に 立った 壁に もなる し、 一 つ 一 つ 離れた 柱に もなる。 これ を 要する 

に、 この 『ハム レット』 は、 舞臺と 平行す る 直線の 粲 りと、 舞臺と 直角に 交 はる 直線の 集り だけで、 

主要な 舞裹を 作り上げ るので ある。 繰返して 言 ふ、 色 は 全部 を 淡 黄で 行く か 全部 を鎔 金で 行く かの 一 

つ だけで ある 僕の 想像に 依れば、 同じ 屛風 の裘 表をク リイ ム 色と 金色と にして 置いて、 或 場合に 

は 表 を 使 ひ、 或 場合に は 裏 を 使 ふので あらう。 

如何なる 場合に 淡 黄 を 使 ひ、 如何なる 場合に 金を使 ふか。 それに も 立派に システムが 立って ゐるゃ 

うで ある。 戶外 とか、 戶 外に 接した 建物と か、 ボ n ォ 一一 ァス の 私邸と か は， 常に 淡 黄で 行く。  H ルシ 

ノアの 宮殿の 內部は 常に 金で 行く。 さう して 淡 黄の 場合に は、 電氣の 光で、 屛風を 灰色に も 見せる、 

靑 にも兑 せ る、 黄に も 見せる。 金の 場合に は、 必す强 い 太い 光 を 一 筋 天井の 一 方から 斜に 落す だけ 

で、 決して 舞 臺全體 を ぎらぎらさせる やうな ことがない —— どこまでも 燻しの 金で 行かう とする ので 

ある。  • 

衣裳の 色 も 一 體に 鈍い。 王 も妃も 廷臣 も、 みんな 金糸で 織った 着物 を 着て ゐ るが、 その 令 糸 は 何れ 

も へなへなした 燻しの 掛かった も ので ある。 ハム レット ゃホレ ェ シォの 若 物 は、 紺と 藍の 間 位の 色 

で、 多少 縫 ひな ども あつたが 決して 寫眞で 見る やうに 浮き出て は 見えなかった。 古い 辩物 —— これが 
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衣裳 全體の 私に 與 へた 印象であった。 

序幕の 第一 場。 これ は 劇場 美術」 を 著した 時分から ク レエ グが璦 S 々に キ- 張した、 太い 髙ぃ 樹木 

の 群と 樹木の 間に 細長く 見える 空の 感じ を、 例の 碎 風の ク リイ ムの 方で 現した ものだった。 併し 幽^ 

の 形と その 現し 方に は、 どこに 新 意が あるか 分からなかった。 

第二 場 は タレ H グ がその 新著 「新しき 釗 場の 方へ」 の 第. 八十！！：；、 と 第 八十 一 頁との 間に 摔 入して 發^ 

した ギザ インに 據っ たもので、 低い 凹 字 壁に 依って、 ハム レット 一 人の：^  S をお 庭の 總 ての 人々 の 外 

に 置き、 一場の 光景 を、 ハム レットが 心の ほ を 通して 見た 惡夢 として 取扱った ものである。 ハム レツ 

トが 倒れる やうに して 倚り 掛 つ て ゐる凹 字 壁 だけが 淡 黄で 、 後 の 宫殿は 金 の 舁風を 高く 大きく 立 て 廻 

らした 道具で ある。 光 は 上手の 奥の 空から 舞臺の 中央へ 斜に .— 日本の 感じで 言へば、 引窓から 朝の 

光が 暗い 臺 所へ 差す やうに-! 太く 一  筋 落ちて ゐる だけで、 他の 部分 は 金の 光が 薄暗く 烟 つて ゐる。 

中央に 高い 階段が 兌え る。 階段の 一番 上に 大きな 半圓 形の 扁平な 椅子の 背が 兑 える。 これ も 金で あ 

る。 この 椅子に 金の 冠 を かぶって、 金の 着物 を 着た 王と 妃が腰 を かけて ゐる。 椅子の 直ぐ 足元から、 

廣ぃ 階段 を滿 たして、 大勢の 廷臣が 居 流れて ゐる。 廷臣の &裳も 悉く 金で ある。 

幕の あいた 時、 椅 f に 坐った 王と 妃、 その 左右に 居 流れた 廷臣の 位置の 組立 は、 殆ど 難の 打ち所の 

ない 立派な 彫刻の 群像であった。 


この 彫刻の 群像 は、 暫くの 間 少しも 動かない。 タレ ヱグ 自ら 言 ふやう に、 唯 「王の 顎が 物 を 1c ふに 

連れて、 上下に 動く」 のみで ある。 クレ H グ はこの 光景 を脔 敗した 廷の grotcsq ま caricatiic だと 言 

つて- Q るが、 私 は 或 偉 火な 彫刻家の 眞 面目な 鑿の 力に 壓 される やうな 氣 がした。 

總 ての 人が 退いて、 ハム レットが 一 人 凹 字 壁の 外に 殘 ると、 後の 道具 全體 が、 霧の やうに 靜に 降り 

て來る 幕で 隔てられて 了 ふ。 それから ハム レットの 長い 獨白 になって、 それが 終る と、 ホレヱ シォ、 

マ アセラ ス、 バ アナ アド ォが 出て 來 ると いふ 順序で ある。 

第三 場の ボ n ォ 一一 ァス邸 は 總て淡 黄で ある。 舞 臺は極 狭い。 上手に 小高く 見える 寢臺の やうな もの 

も 白かった。 

第 四 場 は 第 一場に 似て ゐた。 併し 同じ ものではなかった。 

第 fi 場 は ハム レットと 亡靈 との 問答が ある 場で ある。 ここ も 屛風は 淡 黄で、 舞臺 は極狹 い。 下手 か 

ら 上手へ 四十 五 度の 角度で 上がる 段々 の 鼓： 横と、 その 段々 の 頂きから、 义 同じ 角度で 上手から 下手へ 

上がる 段々 の 莨橫 と、 その 段々 の 上の 三角な 空と で、 舞臺が 形作られて ゐる。 空の 下部 は 紫の 光で 照 

ら される。 上部 は 初め 靑ぃ 光で 照らされ、 後 赤い 光で 照らされる。 ハ ム レット は、 ここで、 父の 亡蘧 

の 言 ふ 事 を 一 々手帳に 記した。 

第 一 一幕の 第 一 場 は 第 一 幕の 第三 場に 同 じで ある。 第一 一場の 宮中の 一 窒は 金の 屛 風で 簡單に 作られ 
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る。 光 は 上手の 奥から 來る。 

第一 一場の ハ ム レットの 出から を 第三 場と する。 第三 場 は 淡 黄の 長い 碎 風と 金の 長い 碎 風と を 對立さ 

せて， 舞臺の 奥から 舞 裏 鼻の 方へ 弧を畫 いて 進む 廣い 廊下の 感じ を 現す。 この 趣向 は 常に ク レエ グが 

愛好す ると ころで、 ィ H ヱ ッの 『砂時計』 の 爲の) ァ ザインな どに も. それが 見えて ゐる。 この 場の 光 は 

赤であった。 3 具 赤な 光が 淡 黄の 屛風 と金の 屛風 とに 映って、 一種 不安な 筌氣を 漂 はした。 ハム レット 

が この 廊下の 奥の 方から、 本を讀 みながら (その 本 は 序幕の 第五 場で、 亡^の 言 ふ 事 を 認めた 乎 帳の 

やうに 見えた) 弧を畫 いて 歩いて 出て 來た 時の 感じ は、 實に强 かった。 ロォ セン クラ ンッと ギル， チン 

スタ アンが 肩と 肩と を 寄せ、 眼と 眼と を 兌 合せながら、 王に 操られる 人形の やうに 廊下の 奥から、 び 

くびく して 出て 來る所 も 好い。 役者の 群が 古風な 音樂に 連れて、 或は， チコ ラチヴ な 液 木の 切り出し を 

捧げ 持ち、 或は 鬉の箱 を 高く 捧け、 或は 衣裳の 葛籠 を 肩に して、 足 どり 面白く 列 を 作って 出て 來る所 

も 好い。 

第三 幕の 第一 場 は 直ぐ 前の 道具と 同じで ある。 唯 光が ここで は 赤で なく、 黄色であった。 ハム レツ 

トが オフ イイ リアに 「尼寺へ 行け」 と 言 ふところ は、 極めて 小さい 聲で、 そして、 殆ど^ ひつく やう 

に オフ イイ リアの 側へ 寄って 言った。 毒 を 含んだ 篤 管で はない。 甘い 戀の 酸くな つた 嗨き である。 

第一 一場 はこれ を 一 一つに 分けて、 前の 場 を 役^ 達の 樂屋 とし、 後の 場 を 芝居の 催される 大 廣^と す 


る。 樂屋は 淡 黄の 碎風 を橫 長く 眞 直ぐに 立て 廻らした 簡單な 道具で ある。 役者の 或 者 は 扮裝に 忙しい。 

役者の 或 者は聲 調べ や 身振りの 下稽古に 夢中に なって ゐる。 形の 面白い 白 塗りの 鏡臺 がそ ここ こに 置 

かれて、 ハム レットと 第一の 役者との 對 話の 背景 を 形作る。 

次の 大廣問 は 最も 大 仕掛な 場で ある。 舞臺の 中央 を 殆ど 舞臺 一杯の 幅と、 それに 適 ふやうな 奥行の 

長方形に 切り下げて、 舞臺 鼻から 舞臺の 底の 方へ、 兑 物から 肩の 見えなくなる 稈 階段 を 降りる と、 そ 

れ から 叉 舞臺の 奥へ 階段が 登って、 やう やく 正面の 玉座の 足元へ 行ける やうに なって ゐる。 他に 階段 

に 依らす に 玉座の 方へ 行ける 細い 道が 舞臺の 左右に 附 いて ゐる。 勿論 この 場 は 全部 金で ある。 王の 玉 

座 も、 序幕で 見た 金の 「H の 出」 の やうな 椅子で ある。 王と 妃とは 正面 を 向いて その 高い 遠い 玉座に 

ついて ゐる。 役者の 群 は 狹ぃ舞 臺彝を 舞臺 にして、 見物に 背 を 向けて 芝居 をす る。 呵責す る やうな 古 

刺と 戰慄 する 玉座との 間に は、 ^りて 上がる 廣. S 階段が 深い 淵の やうに 大きく 口 を あけて ゐ るので あ 

る。 ハム レット は 母の 夫の 弟と 父の 弟の 妻と が 腰 を かけて ゐる 金の 玉座の 後に 立って、 その 丸い 椅子 

の 卄に手 を 掛けて 傳 ひながら、 醜い 者 を 親き 込む やうに、 二人の 側へ 刻一刻と 自分の 顔 を 近づけて 行 

くので ある。 劇中劇が 最高潮に 達する 時、 ハ ム レットの 頭は椅 背の 頂きに 達して、 王と 妃 との 顔 を眞 

上から 壓 しっける やうに 見お ろす ので ある。 王と 妃とは 深い 淵の やうに 口 を あいた 階段の 左右の 細い 

道 を 傅って、 恐怖 その 者 を 裸に して 逃げて 這 入る ので ある。 ハム レットの I-ilthos ク p ォヂ ァスの 
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psithos と を 極めて 印象的に 戰は せた ところに、 レジ ッ シス ウルの 新 意が ある。 

第 ra: 場 は ハ ム レットの 母の 寢窒 である。 第 一 幕 第三 場の ボ b ォ 一一 ァス の 家に 似て ゐた。 白い 寢臺は 

碎 風の 3 異 中の 凹みの 上手に 寄せて 置いて あった。 ここ は淡黃 である。 

第 四 幕 は爲來 りの やうに、 第五 場し か昆 せない。 真中に 淡 黄の s: 角い 柱が 二 本 立って ゐる、 その 少 

し 上手へ 寄せて、 王妃の 玉座が © いて ある。 舞臺は 金の 碎 風で 丸く 園 はれて ゐる。 碎 風の 奥 は 第二 慕 

第三 場に 見た やうな 蕺 暗い 廊下の 感じ を 現して ゐる。 

幕が あくと、 王妃が 玉座に 坐って ゐる。 その 前に 十二 人の 女官が 市松の 模樣の ある 揃の^ 物 (「ァ シ 

ス とガラ テア j とい ふ 歌劇の 爲に タレ H グが猙 て 案出した 舞踊 者の 衣裳に 似て ゐた) を^て、 叫 人 宛 

縱に 二列に、 その 左右に 斜に 二人 宛 開いて 立って、 一入 一人 樂譜を 手に しながら 聲を 揃へ て 歌 を 唄つ 

てゐ る。 そこへ 心の 亂れた オフ イイ リアが 何 かに 追 はれる やうに 駔 けて 出て 来て、 何^か を 恐れる や 

うに、 女官の 列の 中へ 身 を隱す  

一 旦 奥へ 這 入った 女官 達はレ H ァ チイ ズの騷 ぎの 時、 又 みんな 奥から 出て 来て、 王妃の 周 園に 美し 

い 恐怖の 彫刻 を 形作る。 更に その 叉 周 圍を宫 中の 武士が 嚴 めしく 取卷 くので ある。 

オフ イイ リア は 銀糸の 織物の 古びた の を 下に 着て、 その上に 黑ぃ紗 の 破れた ガウ ンを 纏って ゐる。 

銀が 黑ぃ紗 を 透いて、 灰色の やうな 感じ を與 へる。 着物の 裾の 方に 草の葉と 蔓と がほんの 少し 附 いて 


ろる だけで、 頭に も 手に も 花にたい。 花 を 持って ねな い 手 を 差し延べて、 花の 事 を 言 ふところが 哀 

れ である。 

第五 幕の 第一 場 は 墓地で ある。 この 舞 臺も淡 黄の 柱の 群と 淡 黄の 階段と、 舞 臺舁に 箱の やうに 規則 

正しく あけられた 墓穴と で 形作られる。 墓 掘 は 掘 出した 骸骨 を 一 々長方形の 小さな 籠へ 投り 込む。 そ 

して、 墓 掘の 一人 は、 引 込む 時 その 籠 を ぶらさげて 引 込む。 舞臺に は現實 的に 土 や 泥 を 思 はせ る 何者 

もない。 掃き 淸 めら れた - 淸淨」 の 地で ある。 オフ イイ リアが 身 を 托すべき 淨土 である。 

群 式の 行列に ついては 何等の 記憶がない。 

第二 場卽ち 大詰の 舞臺 は. 「新しき 劇場の 方へ」 の 一番 終に 出て ゐる 寫眞と 同じで ある。 唯 あの 寫 A 

では， 正面の 奥が 眞喑 になって ゐ るが、 實際は あの 奥に 城壁ら しい 淡 黃の屛 虱が 見えて、 その上が 靑 

い...、， になって ゐ るので ある。 あの 寫眞 はどうい ふ 場合に とった もの か 知らぬ が、 美術 座で 私が 見た も 

の は、 光 も 影 も 大&? 違って ゐる。 

ハム レットと レ H ァ チイ ズが 試合 をす る 時に、 王と 王妃と ホ レ H シォ とォス リックの：^、 誰も 舞臺 

に 人の ゐな いのも 面白い。 ハム レットが 死んで から、 フォォ チン ブラスの 軍勢が、 潮の 寄せる やうに 

段 * と舞蹇 を滿 たして 來 るの も 面白い。 軍勢 は みんな 日本の 陣羽織の やうな もの を 着て ゐた。 その 陣 

羽弒 の模樣 にも、 段々 に擔. S で 集まって 來る 旗の 模樣 にも、 白と 黑と 藍との 日本式な K5. 純な 直線 的な 
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小山 內薰 全集 七卷 美術^の 「ハム レクト」  二三 六 

諧調が 見られた。 

多くの 旗が ハ ム レットの 悲しい 死骸 を 蔽ひ隱 すと、 正面の 城壁の 外に は數 限り もない 松の 機先が 動 

(て、 後から も 後から も 軍勢の 鑌 いて 來 るの を 思 はせ る。 タレ H グ とスタ 一一 ス ラウス キイと ス ウレ ル 

ジュッ キイの 『ハム レット』 は斯 くして 終局 を 結ぶ ので ある。 

力 チャロフの ハム レット は 口 ォゼン クランツ、 ギル ヂン スタ アン に對 する 態度と、 ポロ ォ-ー ァスに 

對 する 態度と、 オフ イイ リアに 對 する 態度と に、 最も 多く 研究の 跡が 見えた。 ワラ ノ ウスカ アヤの ォ 

フ イイ リア は 人生の 彼岸 を 見る やうな 深い 眼と、 雨に 濡れた 蜘蛛の 圍を 兌る やうな 心の 搖ぎ とで、 靜 

に 深い ト さな. 胡の やうな 感じ を 私に 與 へた。 ヅ ゥシュ ス キイの ボ a ォ-ー ァスは 「常識」 の 句 を 振り撒 

く  - 俗人」 の カリ カチ ュ ウルであった。 チ ェ ェ ホフ 夫人 ク 一一 ッぺ ルの 王妃 は， 微少 だ もコ ン ェン ショ 

ナルな 型 を 出さなかった。 彼女 は 少しも. K きく 手 や 足 を 動かさなかった。 彼女 は唯簽 魂で 泣いたり 苦 

しんだり した。 

併しながら、 美術 座の 『ハム レット』 で、 最も 深く 私 を 動かした もの は、 やはり ゴォヅ ン*ク レエ 

グの藝 術で ある。 私 は 今まで 幾度と なく 彼の 理想的な 論議に 動かされて 來 たと 问 時に、 また 幾度と な 

く 彼が 理想 實 行の 結果に ついて 疑 を 持って来た。 少く とも その 疑 はこの 『ハム レット』 見物で  一；！ さ 

れた。 


！ -it ご」 「-、 rie 一  でまない。 皮 o 稱 ふろ ー單 純」 は 表現の 單 純であって、 內容の 
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小山 內董全 集 七卷 パンド マンの 追憶と 印象  二 11 一八 

, -- ■ バ ンド マン の 追憶と 印象 

(一) 

昔 は橫濱 まで 来ても、 決して 東京へ は 足 を 踏み入れなかった バ ンド マン ； -M が、 この頃で は^ 年 夏 

になる と柬 京へ 來る やうに なった。 「もう バ ン. ドマ ンが來 る 時分です ねに 袷が 單 衣になる と， かう いふ 

詞が^ 京の ハイカラな 人 速の 間に 取換 はされ る やうに なった。 やがて は 「^京 年中行事」 の 一 つに も 

數 へ られる やうになる であらう。 

バ ン ドマ ン 一 座が 始めて 東京へ 來 たの は、 もう 餘程 古い 事で ある。 その 時 はま だ 有樂座 もなか つ 

た。 せ國 劇場 もなかった。 橫 濱のゲ H チイ も 「公會 堂」 と 呼ばれて なる 時分の 事だった。 その 時分 バ 

ン ドマ ンは 喜歌劇ば かりで なく、 時には 直；； 劇の 一座 を 持って 來 たもので ある。 私 はバァ リイの 『アド 

ミ ラ ブル、 クライ トン』 をバ ンド マン の 喜劇 一 座が 横 渎 で や つ たの を 見た 事が ある。 始めて^.:: 小 へ 來 

たパ ンド マン の 喜歌劇 一 座 は 美 土 代 町の 靑年會 館で 興；：；： をした。 ^督敎 の 講壇が ミ ウジ カル、 コ メヂ 

ィ の舞臺 になった ので ある。 幾日 か 打った 內で、 私 は 『靑 月で- B  -e  Moon" とい ふの を 一 つ：：： 儿た。 印 


度の ジャグ ラァに かどわかされて 『靑 巧』 と 名を附 けられた 娘が、 印度 守備の 英吉利の 士宫に 想 はれ 

て、 これと  一^に なるとい ふやうな 筋であった。 印度の 若い 昏 長が この 英吉利の 若い 士宫に 戀を讓 る. 

やうな 所があって、 その 新派 劇め いた 所が 大變私 を 喜ばした ものである。 併し、 今考 へて 見る と、 あ 

の狹 ぃ舞臺 でよ く あれ だけの 設備が 出來 たもの だと 思 はれる。 私 の^ぐ 側に ゐた或 外交官の 夫人た ど 

は. 「まるで サヲィ へ 來 てる やうです ね。」 などと 喜んで ゐた。 その 時の 一 座はヲ ォヰッ ク •  メヱ ジョァ 

とい ふ 役者が ゐた。 この 人が 後に 喜劇の 一座 を 組んで 横濱 へやって 來た 事が ある。 ショォ の 『ユウ、 

ネ ヮァ、 カン、 テル』 (『二十世紀』) だの、 ワイルドの 『ァァ ネストで ある 事の 必要』 だの、 マイ エル 

フェルス タァの 『ォォ ルド、 ハイ， テルバ ァグ』 (『思 ひ 出』) など を 演じた。 この 一座に は 前に バンド マ 

ンの 一 座で 靑年會 館へ 來た 役者が 大分 這 入って ゐた。 喜歌劇の 役者が 科白 劇の 役者に 化けて 來 たので. 

ある。 尤も 喜歌劇の 役者 は 唄の 芝居 も 臺詞の 芝居 も兩方 出來る もので なければ ならない の だから 刖に 

不出心 ほ はない 害. たが、 本國 では 珍ら しい 事で あらう。 旅 なれば こそで ある。 この 一座 は，^ 京へ は來 な 

かった。 

靑年會 館の バ ン ドマ ンは餘 り 景氣が 好くなかった らしい。 たと ひ 好くても、 髙が あれ だけの 建物で 

ある。 いくらの 「上り」 にもなら なかった であらう。 その後 バンドマンの 入京 は 暫く 途絶えて ゐた。 

その後 この 一 座が 復 京へ 来る やうに なった の は有樂 座が 出來 てからで ある。 有樂 座へ は 1 1 囘來 たか 
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小山 內薰仝 集 七卷 バンドマンの 追惊と 印象  二 

と 思 ふ。 或は ー囘 だった かも 知れない。 遒 化 役の 巧い ボビィ •  a パ アツ 君 ゃ舞臺 監 傅の フ レッド • コ 

ィ ン君 ゃ音樂 指揮の ゴ ォヅ ン • スタ ン フォォ ド君ゃ 總監哲 の C! オイ •  H ツチ • ス ミス ^たど は、 その 

時分から 今年まで 毎年 缺か さす 束 京 へ 來てゐ るので ある。 

,  (二) 

始めて 有樂 座へ 來た時 (明治 四十 四 年) は、 多分： n 英 博覽會 があった 後で、 それ を當て 込んで 大^ 

倫 敦で當 てた 『ァ ゥァ、 ミス、 ギプス』 の 「第二 版」 が レバ アト リイの 內 にあった と 思 ふ。 併し、 こ 

れは 橫濱で だけ やって、 東京で はやらなかった。 『チ ョコ レエ ト 兵隊』 もこの 時 持つ て來 たが 東京で は 

やらなかった。 私 は 態々 橫濱 まで 見に 行った。 今の 松 蔦^ 當 時の 薤 若君と 二人で 泊り がけで 見に 行つ 

たので ある。 東京で は 『ゼ * バ ルカン、 プリン セ ス』 『ゼ、 メ リイ、 ヰ イド ォ』 『ァ、 ヲ ルツ、 ド リイ 

ム』 などが 演ぜられた。 その 時、 私達の 間に 人氣 があった の は * 『ゼ、 バルカン、 プリンセス』 で 女官 

を 勤めた ドロン ィ。 テンプル 孃 であった。 この 人 は體も 立派だった し、 聲も 好かった。 この 人 はこの 

時來 たつき りで、 もう 來 なくなって 了った。 さう 言へば、 この 時 來たテ ノルに マクス エルと いふ 立派 

な 役者が ゐた。 『チョコ レ エト 兵隊』 のス ピリ. ドフ 少佐 (シ ョォの 原作で はサ ラノフ 少佐に 當る 役) が 

殊に 好かった。 終の 幕の ナヂ イナ (シ ョォ の^ 作で は ライ イナ) の從妹 マスカ (シ ョォの 原作に はな 

ひ殳ン と Q ヂュ H ット など は、 今でももう 一遍 聞いて 見たい やうな 氣 がする。 旅 役お にして S  くの は 


惜しい 位の 人であった。 果して その 翌年から 來 なくなって 了った。 この 時の 花形であった マツ ヂ • ヰ 

ン セント 嫂 も、 年 は 取って はゐ たが、 悪い 役者ではなかった。 

せ W 劇場が 出来てから、 この 一 座 はこ こ へば かり 來る やうに なった。 『チ ョコレ H ト 兵隊』 が 始めて 

東京で 演ぜられ たの も帝國 劇場で ある。 この 時 ボボフ 大佐 (原作の ペトコフ 少佐) を 勤めた、 何とか 

いふ、 丈の ひよ ろ 長い 滑稽な 役者 は、 有樂座 以来 私達の 最貭 役者で あつたが、 今年 は 來てゐ ない (去 

^は 來 たさう であるが、 私 は 曰 本に ゐな いので 見なかった。 ス ピリ ドフ 少佐 はもう マ クスェ ル ではな 

かった。 唯 ボビィ .ロ バ アツの ブゥ マァリ (原作の ブルン チ ユリ) だけが 相 變らす 枯れた 藝を 見せた。 

この 時の レバ アト リイに は 『ベル、 ォブ、 一一 ュ ョ オタ』 『カウ ント、 リ ュクセ ム ブル グ』 などが あった。 

(三) 

二度 E にこの ー哝 が帝國 劇場 を 訪問した 時 (去年の 夏) は、 私 は 日本に ゐ なかった。 私 は その 時分 

に 丁度 本場の 倫 敦にゐ たが、 かう いふ 種類の 物 は 一 つも^なかった と 言って 好い。 私 はかう いふ 種類 

ひ 芝居 を 研究に 行った ので はない から、 見に 行きた くも 時間に 餘裕 がなかった ので ある。 併した つた 

一度、 友達に 誘 はれて 一番 評判の 高かった 『ガ アル、 イン、 ゼ、 タ クシ』 とい ふの を 見た。 倫敦 第一 

の人氣 者ガァ チイ • ミラ ァが女 主人公の スザ ンに扮 する ので ある。 ガァ チイ • ミラ ァは聲 の 量に 於い 

て も、 迚も 本物の オペラ 唄 ひに 敵 はない し、 美人と いふ 顏立 でもない の だが、 その 如何にも あどけな 
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小山 內薰仝 集 七卷 バンドマンの 追惊と 印象  二 四 二 

い 可愛い 樣 子が 倫 敦 中の 人氣を 自分 一人に 集めて ゐ るので ある。 『ガ アル、 イン、 ゼ、 タ クシ』 は 早く 

も 去年の 帝國 劇場で 演ぜられ たさう である。 私が 向う にゐた 時分 はやって ゐ たもので、 今^ 帝 釗で演 

じられ る ものに は. 『ォ ォ、 ォォ、 * テル フィ ン』 7 ダン シ ング、 ミス トレ ス』 などが ある。 倫 敦にゐ る 時 

分， 私 は 或 口 いつでも この 一 座の 總 監^と して 日本へ 來るス ミス 氏の 馴染の あるひよ ろ 長い 姿 を往來 

で 見かけた。 へ M マァ ケット 座の 前の 坂 を 忙し さう に步 いて ゐ たので ある。 「先生、 柬 洋行の 仕度で 忙. 

しいな。」 私 はこん な 事 を 思 つ た。 その 時分， へ H マァ ケット 座で は d ォ レンス • ァァ ヰング 夫婦が 

『颱風』 を 演じて ゐた。 その ァァ ヰング 夫お も、 こな ひだ 難船して 悲慘な 死 を 遂げた さう である。 『運 

命』 は 私の あの 短 S 旅に も 悲しい 思 ひ 出の 影 を 投げる ので ある。 

今年 も 亦 バンドマンが 來た。 この 廿 六日から 一週間、 毎日 外題 を 代へ て、 帝國釗 場で 打つ 事に な 

つた。 

素より 旅の 興行で ある。 倫敦の 本場で 見る やうに、 火勢の 美しい コォ ラス、 ガァ ルス を舞裘 の 上に 

見る 事 は 出来ない。 ォ オケ ス トラの 人數も 僅に ft 六 人位な ものである。 コンダ クタ ァが 片手に パ アト 

ンを 振りながら、 ハ アブの 代りに 片 乎で ピアノ を^く。 逍具 も帝釗 の舞臺 では 小さい ので、 時々 帝釗 

所有の 木立の 袖な どが 左右から 顔 を 出す。 併し、 兎にも角にも w 洋 人が やる 西洋の 芝居で ある。 舞^ 

に 漲る 西洋ら しい 氣持は 思 ひ 出の 種 ともなり、 あこがれ を 誘 ふ 句と もなる。 勿論 兌 物 席に も 西洋の！！ 


人が 多い から、 いつもより はすつ と 花やかで ある。 私 は 唯 この 牢： 氣が吸 ひたいば かりに、 出来るなら 

一週 n 铳 けて 通 はう と 想って ゐ るので ある。 藝 術に 敎を乞 ふ爲 ではない。 生活に 窮屈 を 忘れたい から 

である。 少 くも ここに は 自由が ある、 解放され た 世^が ある。 

(四) 

この 一座の やる ミ ウジ カル、 プレ H に 高 尙な藝 術を耍 求す るの は 無理で ある。 ドラ マ から 言へば 低 

较な メロドラマ である。 オペラから 言へば 通^な オペレッタ である、 物語の 初 はいつ も 物々 しくて、 

解決 はいつ も 简眾迅 迷に 濟んで 了 ふ。 この種の 芝居の 流行が 歐羅巴 諸 市 (殊に 倫敦) の； * 面目な 劇に 

對 する 柳-味の 向上 を 妨げて ゐる事 も事實 である。 ヰ リア ム • ァァ チヤ ァゃァ アサ ァ ニン ョ オンス などが 

口 を 極めて その^ 毒 を 嘆いて ゐ るの も、 この種の 音樂 劇に 對 してで ある。 併し、 それに も 干ら す 現今 

歐羅 EJ の 諧巿を 風靡して ゐる もの はこの 穩の オペ レツ タ である。 モス コ ゥは 例外と して、 伯林で も、 

巴 里で も、 ストックホルム でも" クリス チア 一 一 ァ でも、 興行界で 寶際景 氣の好 いのは オペレッタ だけ 

である。 維也納 や 倫敦の 市民の オペ レツ タに對 する 熟 狂 は 言 ふまで もない。 ライン ハルトが 幾ら 騒が 

れ 一一」 も， 露 © 亞のバ レ H が 如何程 珍ら し がられても、 興行の 日數と 見物の 人數と 與行師 並に 作者の 收 

益と では、 迚も オペ レツ タには 敵 はない ので ある。 極 見易い 證據が これで ある —科白 劇 や 眞： 向 目な 

オペ ラは國 家な り巿 なり 帝王な りの 補助 を 受けなければ やって 行けない のが 多い のに、 オペレッタ だ 
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け は みんな 獨 立で 立派に 維持 を繽 けて ゐ るので ある。 

衆愚 の 惡 趣味が 眞面 nn な 藝 術の 進 行 を 妨げ て ゐる事 は 日 本 も 西洋 も 同じ である。 幸と 日本に はま だ 

オペレッタがない。 その代り オペレッタより もっと 下等な もっと 惡 趣味な 物が 澤山 ある。 洋 では 識 

者に 眉を聲 めら れるミ ウジ カル、 コ メヂィ も、 日本へ 輸入 されれば 向上の 一路と なるまい もので もな 

い。 私 はこの 意味から 見て、 俄に バ ン ドマ ン 一 座の 演藝 を輕 蔑したくない 

(五) 

それに、 流石 は 西洋人で、 かう いふ 一 座に も 立派に 藝術的 良心が ある。 私は甞 てこの 一 座の 稽古 を 

有樂麼 で 見た 事が あるが、 舞臺 監督の 嚴 しいのに は 驚いた。 芝居が 濟ん でから， その 晩の 出来が 惡ぃ 

とい ふので、 音樂 指揮の ス タ ン フ ォォ. ド 君が、 もう みんな 歸 つてし まった 劇場に、 ォ オケ スト ラ だけ 

を 留めて 置いて、 いつまでも いつまでも 或 同じ 箇所 を 練習して ゐ るの を 見た 事 もあった。 私は斷 言し 

て 憚らない II 曰 本の 現今の 歌舞伎 劇に も、 日本の 現今の 新派 劇に も 日本の 現今の 新興 剣圑 にも、 パ 

ンド マンの 一 座 程の 藝術的 良心 を 持った の は 一 つもない と。 

ゆうべ は 初日で、 倫敦の ダリ イスが 大層 當て たと かいふ 『婚禮 市場』 とい ふの を兑 た。 父の 仇の 娘 

に戀 するとい ふ 筋 は、 この頃 新 富 座で やって 居る 新派 釗 『片思 ひ』 を 思 ひ 出させた。 さう いふ 作ら 

れ たる 境遇」 のメ  a ドラマ が 最早 私共の 興味 を 誘 はな いのは 是非 もない。 素より この種の ミ ウジ カル、 


コメヂ では、 局部 部の 踊な り 唄な り 滑 格な 對話 なり を斷片 的に 樂 むべき である。 併し 『婚禮 W 場』 

に は それらが 誠に 少 かった。 序幕で は ハ アリン ガム 卿と その 從僕 プリ ン 力との 亞米利 加に 關 する 對話 

が 面. 2 かった だけで ある。 三 幕 目で はミ ヂに扮 した 口 マ ス孃 とキチ • ケ ン トに扮 した ビ イチ 嬢と が 踊 

の^いと ころ を 見せた だけで ある。 唄で は 殆ど 賞すべき 所がなかった。 大部分 はメ  a ドラマで、 しか 

も ジャックに 扮 した ィレガ アトお の 「腹の ない 大 芝居」 が、 その 徒な 努力 を氣の 毒に 思 はせ た。 この 

人の 唄の 聲 にも、 量と 味が 不足だった。 

ボビ. n バ アツ 君 は 〈アリン ガム 卿で、 餘り 働く 所はなかった が、 それでも その 落ちついた 枯れた 

藝は、 相 變らす 注目に 値した。 從僕 ブリン 力に 扮 した ジミ • フゥバ 君 は 始めての 顔 だが、 少し 臭 かつ 

た。 女優で は 女中の エンマ に扮 した ァヂ • レ ンナ アド 孃が 少しし か 唄はなかった が、 聲の量 も 質 も 好 

いやう に见 えた。 

『結婚 市場』 は餘り 「芝居」 が 多い ので、 然程 私達 を 喜ばせなかった ので ある。 今夜 は 倫敦で 看板ば 

かり 見た 『ォ ォ、 ォォ、 ギル フィン』 である。 やがて 有名な 『ガ アル、 オン、 ゼ、 フィルム』 や 『ダ 

ン シン グ、 ミスト レス』 と 見られる やうで ある。 私 は 毎晚樂 しみに —— そして 或 意味で は敎 へられに 

II 行かう と 思 ふ。 (大正 一 11、 六月) 

小山 內熏 七卷 バンドマンの 追惊と 印象  二 四 五 


小山 内 薰令集 七卷 マァ テル リンクの 「内部」  1 一四 六 

マァ テル リンク の 『內 部』 

(大正 二 年 九月 1 藝 術^) 

(I) 

「まん 中の 窓 へ は 誰も 来ない。」 

この 一句 を 文字で 讀んだ 瞬間に、 この 詞に伴 ふ 動作 を考 へる 事が 出来れば、 その 人 は 浈 劇に 對 する 

天分 を 持った 人 だ、 ほんと に 戯曲の 讀 める 人 だ ：… 

英吉利の 新派の 役者の グラ ンヰル • バ ァカァ はこん な 事 を 言った。 

この 意味から 言へば、 私に はこの 『內 部』 とい ふ 戯曲 を 「讀 む」 とい ふ 力 さへ ない。 これ を 「釗と 

して 考 へる」 力の な いのは 無論の 事で ある。 

「まん 中の 窓へ は 誰も 来ない。」 、 

私に はこの 詞のシ グー ーフ イカ ンス がどうしても しっかりと 搁 むこと が 出来ない。 それ 故、 私に は歐 

羅 巴人に 伍して この 戯曲 を 論す る 資格 はない かも 知れぬ。 


私 は 唯 日 水 人と して、 口 本の 朿京 で演 せられた、 日本語の 『內 部』 について、 感じた 所 を 遠慮なく 

述べる 事が 出来るだけ だ。 

(二) 

吾々 は旣 にこの osre に 屬 する、 同じ 作者の 戯曲 を 三つと も 日本で 見た。 

一 つ は柬京 俳優 畢 校の 生徒が 有樂 座で 演じた I/l=tnls つ である、 一 つ は 土曜 劇場が 同じ 座で 演じた 

L，s  Aveugles である、 一 つ はとり で 社が 精 養 軒で 演じた に Interielu- である。 卽ち 『內 部』 は 今度で 

1 一度 演ぜられる わけで ある。 

舞臺の 上に 全く 新しい テク 一一 ッ クを齎 した これらの 小 戯曲が、 新しい 役者の 野心 を 誘 ふの は、 西洋 

も：：：.^ も^: じ 事で あるら しい。 併し • その 野心 を 目的に 向って 發展 させる 努力と 忍耐と 研究と に 於： s 

て、 n 木 は餘程 西洋に g けて ゐる やうで ある。 

旣に 三つの 內、 最も 近く 原作者 を 私達の 側へ 連れて 來て くれたの は、 俳優 學 校の 『閬入 者，： (茅 野 文 

蓽 士譯) であった。 土曜 劇場の 『群盲』 (私の 譯) が 私達の 待って ゐ たやうな 氣分を 一 つも 出して くれ 

なかった の は、 役者が 拙い から 許りではなかった。 その 責の 九分九^ は その 演出 を 監督した 私に ある。 

とりで 社の 『室 內』 (滿壽 治 氏 譯？) は舞臺 の 設備に 「煩悶」 が 唯 「煩悶」 として 現れた の を 悲しんだ。 

役者で は 老人に 扮 した 長 尾 君の 技藝に 十八" 理解の 出来る 研究が あつたの を 愉快に 感じた だけで ある。 

小山 內熏仝 集 七卷 マ ァテか リンクの 「內 部」  二 £ 七 


小山 內薰佥 集 七卷 マァ テル リンクの 「內 部」  二 四 八 

藝術 座の 『內 部』 は少 くと も、 これら 三つの 犧牲 を經て 来たので ある。 藝術 座の 『內 部』 は これら 

新劇 壇の 戰 死者の 死骸 を 踏みつけて 出て 來た 新しい 戰士 である。 

彼は粜 して、 前の 戰に 斃れた 人達より 强ぃ であらう か。 

(三) 

『侵入者』 にあって は. 「死； が舞臺 にやって 來 るの を、 吾人 は 息 を 詰めて 待って ゐ るので ある。 

『內 部』 (私 は 『內 部』 とい ふ 題の 譯を 好まない。 作者 はや はり 建築家が 使 ふと 同様な 意味に 於いて • 

この 戯曲の 题を luterieul. とつ：^ たので は あるまい か。 この 戯曲 を 『内部』 と 呼ぶ の は、 H  , テキ 

ントの 『春の 目 覺め』 を 『春 機發 動」 と譯す 類で ある) にあって は. 「死 ： が 吾人 を 連れて 舞臺の 上に 

出て 來 るので ある。 そして、 まだ 無意識な 「永遠の 悲劇」 にぶつ からう とする ので ある。 

『群盲』 にあって は、 吾々 のまん 中に 「死」 が 坐って ゐ るの を 知らないで ゐて、 突然 それ を：^ つけて 

驚く ので ある。 

『侵入者』 と 『群盲』 と は、 劇的な 「期待， 一 の焦點 を. 吾々 の 目の前に 開けて ゐる 「物 を 一 百 ふ」 舞 S 

の 上に 持って ゐる。 

ひとり 『内部』 は、 劇と しての 「期待」 の焦點 を、 吾々 の 前に ある 舞臺と は 全く 隔絶した、 窓の 內 

の ■ 物を言 はぬ」 舞臺の 中に 持って aw る。 


それ故に 『內 部』 は、 これらの 三つの 戯曲の 內で、 最も 演出に 困難 を感 する ものである。 

私が どれ もこれ も不滿 足な 中で、 俳優 擧 校の 『侵入者』 に 最も 多く 作者の 霞 魂 を 見た と 言 ふの も 一 

つ は 作 その物の 書き方が、 如： E に 幼稚な 演出 法で も 相當に Mffect が 出せる やうに なって ゐ るからで 

はなかったら うか。 

(四) 

小 戯曲 『內 部』 を 味 ははう とする 者 は、 先づ 二つの 舞 臺を豫 想し なければ ならぬ。 一 つ は 「家の 中」 

と 一 つ は 「家の外」 と。 

さう して、 この 「家の 中」 と 「家の外」 と は、 しっかり 締め切った 三つの a い 窓と 閂を 卸した 三つ 

の榴 の戶と 古い 家の 厚い 壁と で、 嚴 重に 緣を絕 たれねば ならぬ。 

內と 外との 隔絶。 さう いった 氣 持が 藝術 座の 道具に 現れて ゐ ただら うか。 私の 見た 甓は 紙の やうに 

薄かった。 私の 見た 窓 硝子 は銳の やうに 賴 りがなかった。 私の 見た 戶は 茶箱の 蓋の やうに 毀れ 易 かつ 

た。 しかも 窓に は 窓の 生命と も 言 ふ ベ き棧 がな か つ た。 窓が 自ら 守り もし" 外界に 當り もす る もの は • 

棧に 依ってで ある。 窓に 於け る棧 は、 人 11 に 於け る 骨で ある。 肉 を 無視した 未来派の 彫刻家 も、 人 il 

の 骨と 筋 を 見ない 訣には 行かなかった。 

私は决 して この 舞臺 に寫實 を 必要と する ので はな い。 シム ボリ カル だと 稱 へられた 藝術 座の 道具 

小山 內黧 令-集 七卷 マァ テル リンクの 「內 部」  二 四 九 


小山 内薰^ 集 七卷 マ アテ^-リンクの 「内部」  二 五 0 

に、 何等 シム ボル を感 やる 事が 出来なかった の を 悲しむ ので ある。 あの 道具で、 外の 詰が 聞えない と 

い ふ 事 を 思 はせ ようと する の は、 寒中に 單衣 一 枚 着せて、 暖 いと 思 はせ ようとす る やうな もので あ 

る。 私 はこ こに 芝居の 見物に 關 する 非常に 古い 法則 を 述べたい。 芝居の 兒物 は、 理想的に 一 百へば、 ま 

だ その 脚本 を 讀んだ 事の ない もので なければ ならぬ。 若し 脚本 を讀ん だものなら、 一 度 脚本 をす つか 

り 忘れて、 始めて その 芝居に 接する つもりで 幕の 明く の を 待つ もので なければ ならぬ。 語を換 へて 言 

へば、 或 芝居 を；^ ると いふ 事 は， その 芝居の 脚本の 第一 頁 を 生れて 始めて 開いて 見る とい ふ 事と： ：！： じ 

でなければ ならぬ。 脚本 をよ く讀 み、 よく f 解し、 よく 記憶して ゐる ものが、 若し 「芝居の 見物」 と 

<• ふ もので あったら、 芝せ；； は 可と いふ 易しい もので あらう、 そして 芝居 は 何とい ふつ まらない もので 

あらう。 藝術 座の 『內 部』 の 道具 は、 寫實 的に も 象徴的に も、 この 戯曲が 舞臺の 上に 要求す る^ 要な 

條 件の 一 つ を 「見物. 一 に 感じさせる 事が 出来なかった。 

內と 外との 關係 は濟ん だ。 今度 は 「外」 だけ を 放して 考 へて 見る。 「家の外」 は 更に これ を 三つの 舞 

臺に 分けて 考 へる 事が 出来る。 第 一 は： a 物の 直ぐ 前に ある 大きな 柳の 木の 蔭に なって ゐる 暗い 庭で あ 

る。 第二 は 月の 光 を 浴びながら 村の 人達が 近づいて 來る 坂道で ある。 第三 は 見物に は 見えない、 家の 

向う側の 芝 原と 吹 井戶の ある 庭で ある。 第一 は 「死， 一 の 報知が 立つ 場所で ある。 第二 は 「死」 その 者 

が 近づいて 來る 道程で ある。 第三 は 「死」 が 到 著す る 場所で ある。 この 戯曲の 性質から^-へて 兑 るの 


に、 ^一  の ^所 は^も 明に 最も 著しく 現されなければ ならぬ。 第二の 場所 は 明示され る 必要 はない 

が、 喑 示される 必要が ある。 第三の 場所 は 全然 示す 必要がない 。「家の 中」 の戶が 明いた 時、 唯 暗い さ 

が 兌 えれば 十分で ある。 

藝術 座の 道具 は 第 一 の 場所に 關 して 最も ま大 な條 作の 一 たる 】)ixt;m3  (噔ぃ 木の 蔭に 立って ゐるー 一 

人の 人と ランプの 光で 明かる い^の 窓との 間の 距離) を 無視した。 窓へ 近く 行く と. S ふ 梨と 窓 を 離れ 

て 遠く 立つ とい ふ 事との 間に 餘り 多くの 差別 を 見る 事が 5,1 來 なかった 爲に、 家の外に 立つ 一 一人の 心の 

相逹を 卜 分 味 はふ 事が 出来なかった のは殘 念で ある。 一 一人 を嗜ぃ 影で 包む 大きな 柳の 樹も 必要で はな 

力ら う 力 o 

第二の 場所に ついては 何等の suggestiol- もなかった。 第三の 場所に は、 噔ぃ 空と 海燕の やうな 大 

きな 星と 銀の 編 棒が 踊って ゐる やうな 噴水が 見えた。 

さて 今度 は 「家の 中 」 について 考へ て 見る。 

私 は 第 一 この 家が 一 階で あるか 一 一階で あるかに ついて 疑 を 持って ゐる。 グラウンド フ 口 オアの 三つ 

の 窓に 燈が ついて ゐる 事は斷 つて あるが、 一 階 家 だとい ふ^り はない。 三階の 害 はない が、 ことに 依る 

と 二階 かも 知れぬ。 併し これ は 唯 さう 疑って 見る だけで、 疑 ふのに も 確りした 现由 はない ので ある。 

窓の 大きさ は 三つと も甚 しく 廓大 されて ゐた。 ， J れは 家の 內部を 成るべく はっきり 見物に 見せる 爲 

小山 內熏仝 集 七卷 マァ テル 9ンク の 「，內 部」  二 五一 


小山 內薰 全集 七卷 マァ テル リンクの 「內 部」  二 五 二 

だとい ふ 主張が ある やうに 聞いた。 併し これらの 大きな 窓 は、 何れも 位置が 高 過ぎた 爲に、 その 大部 

分 は 家の 中の 人間と なんにも 關係 のない 唯签虛 な 空間 を 占めて ゐるだ けだった。 家の 中の 老人な ど 

は、 坐って ゐ ると、 竹 だけし か兑 えなかった。 (土間の G 行から 見て o.} 

ヒ ュネ 力が 定めて ゐる やうに、 窓 はこの 戯曲の シム ボルで あるか も 知れぬ。 併し。 その シム ボル を 

なぜ 誇張し なければ ならな いので あらう か of  .> の 窓 を 普通 の 大きさの 窓に したら * シム ボル が シム ボル 

にならない ので あらう か。 シム ボルと いふ もの は、 普通の 物が^: 通の 形 をして ゐる 所に はない もの だ 

らう か。 シム ボルと は 「廓 大」 の 「異名」 であらう か、 「誇張」 のシノ 一一  ム であらう か。 藝術 座の 川 村 花菱 君 

が 歌舞伎の 第 百 五十 九號に 書かれた 文章に よると. 「少 くと も 十 人 以上の 多数に 見られる ものと して、 

壁に 由って 限られた 三つの 離れた 窓 を 通じて 窒內を 見る 事 は 不可能で ある」 と ある。 それ は 勿論 さう で 

ある。 併し 見えない かちとい つて、 見える まで 窓 を 押し 跋げ なければ ならな. S 理由が どこに あらう。 

庭に ゐる 二人 は、 なぜ 窒內の 人々 の 動作 を、 一 々言語に 換へ るので あらう か。 

この 芝居の 見物 は、 自分の 一 度 はっきり 見た 動作 を、 もう 一 度詞 にして 聞かなければ ならない ので 

あらう か。 マァテ ルリ ンクの 新しい 技巧と いふ もの はさう いふ 所に 在る ので あらう か。 

距離と 光と 透明な 窓 硝子に 侬 つて 震 化された (spiritualised) 動作と いふの は、 夢の 中で 見る 人の 動 

作の やうな の を 言 ふので はないだら うか。 それとも 電氣の 力 ン カンつ いた シ ョ ォヰ ンドォ の屮の 反物 


か 何 かの やうに はっきり 見える もの を 言 ふので あらう か。 

(五) 

次に この 戯曲の 中 を 動く 人間に ついて 考へ て 見る。 

老人 も 兌 知らぬ 人 も マルタ も マリィ も 「悲劇」 の當事 者で ない とい ふ點に 於いて は、 みんな 同じ 地 

位に ある。 この ra: 人 は：.^々 と 同じ zgclmucr である、 見物人で ある。 さう して この w 人が 持って ゐ 

る m 種類の 心 は、 吾々 見物が 持って ゐる四 稀 類の 心で ある。 

吾 * は 吾- ^と 同じ 見物た る この 四 人の 姿 を 見る 必耍 はない。 吾 *: の 目の前に ある 「家の外，」 の舞臺 

は， 吾々 の 椅子に 接いた 暗い 兌 物 席 だと 思って ゐれば 好い。 吾々 は 唯 吾々 の 持って ゐる四 種の 靈 魂の 

聲を 聞いて ゐれば 好い ので ある。 吾 々が^に 見ようと する 舞臺 は、 窓の 中の 明かる い 部屋で ある、 家 

の 『內 部』 の 悲劇で ある。 

藝術 座が、 「家の外」 の 舞臺を 見物 席と 同じ 晤 さに したの は、 四 人 を 「悲劇」 の 見物と して考 へた か 

ら であらう。 それに 道理の ない 事 はない。 併し、 その 眞暗な 「舞臺 の 上の 見物 席」 で、 なぜ この 叫 人 

の 見物人 は 多くの場合 「悲劇 一 を 背後に して、 吾々 見物に 「悲劇」 の說明 をす る やうな 態度 を 取った 

ので あらう。 

併しながら、 よしこの M 人の 見物が 吾々 と 同じ やうに、 絕 えす 明かる い 窓の 方へ 注意の 目 を 見張つ 
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てゐ たと しても、 私 は藝術 座の 作った 「^の 外 の 暗い 舞臺に 賛成す る 事 は出來 ない。 

吾々 は 吾々 の representatives たる 四 人の 心の 聲を閒 くだけで は滿 足が出 來 ない。 吾々 はこの 四 人の. 

姿が 見たい。 吾々 は 「吾々 自身」 の 顔が 見たい。 吾々 は 肉 も あり 魂 も ある 「全 體」 としての 「吾々 自 

身」 が 見たい。 

次に 私 はこの 四 種の 人間 を 一 人々 々放して 考へ て 見たい。 

老人 は 殆ど 「死 | その 者で あると 言っても 好い 程 「死」 に 近い 人で ある。 それで ゐて. 「生きて ゐる 

者」 に 向って 非常な 注意と 同情 を 惜しまぬ 人で ある。 かれは どうしても 「死」 の 逃れ 難い ものである 

事 を 知って ゐる。 併しながら、 それに 就いて 全く 無意識な 「家の 內 部」 を 突然 浞亂 させる に 忍びない 

ので ある。 小さい タンタ ジィル に 「死」 の 必す來 るの を 知りながら も、 二人の 姉と 力 を 協せ て 出來る 

だけ 「死」 の 來る時 を 延ばさう とした ァグ ロワ アルの 心 は、 やがて この 『內 部』 の 老人の 心で ある。 

見知らぬ 人 は 水死の 娘 を發兒 した 人で ある。 かれは 發 見者で ありながら、 .始^ のし やう を 知らぬ 人 

である。 かれは 「物」 を 見て 「物の 內部」 を 見る 事の 出来ない 人で ある。 かれは 唯 水死 をした 娘が 手 

を 握って ゐ たか、 握って ゐ なかつ たかを 明に 覺 えて ゐる だけの 人で ある。 「赤ん ほ は E が^め なかつ 

た。」 とい ふ 意味の 深い 最後の 詞も、 言 ふ 人 自身 は 唯 服 前の 光景 を 見た 通り 述べた に過ぎない。 見知ら 

ぬ 人と 老人との 對照 は、 知つ て 知らな. S 人と 知らないで 知る 人との 對照 である。 


乍^ が 孫娘の 名に マリィと マ ルタと を 選んだ のに、 聖書から 來た 意味が あるか どうか は 分からぬ。 

併し、 マルタが 絶えす、 物質 上の 事の み 思 ひ 頹ふ寳 際 家で ある こと は爭 はれぬ。 

マリィ は、 可哀 さう だから 今夜 は 「言 ふな」 と 言 ふ。 

マ ルタ は可哀 さう だから 早く 「言って やれ」 と 言 ふ。 

老人 は 「言 ふな」 と 言 ふ マリィに 對 して は 「言 はなければ ならない」 と 言"。 「言って やれ」 と 言 ふ 

マルタに 對 して は 「さう 早く 言へ る もので はない」 と 言 ふ。 

一 言 ふな」 と 言 ふの も 若い 心で ある。 「言へ」 と 言 ふの も 若い 心で ある。 「言 はなければ ならぬ」 が 又 「待 

たなければ ならぬ： とい ふの が、 老人 を 通して 見られる 作お の！？ の 理想で ある。 Tlu-y  :i  stvll- 

thev  draw  nearer.  ，rheir  Iiearta  arc  full  of  pity,  but  they  m=st  advance   老人の この p は この づ 

悲劇 全體 を：？ む sllillolls な 氣分を 現して はゐ ないだら うか。 

私 は藝術 座の 舞 裏で、 この 四 秫 の 違った 人間 を wtl の 違った 人間と して 見る 事が 出来なかった。 こ 

の 叫；： g の 違った 鑌魂を 四 種の 違った^ 魂と して 聞く 事が 出来なかった。 私 は 唯 同じ やうな tempo で 

同じ やうな 詞を霄 ふ、 叫 つの 黑ぃ Hilhcllcttes を兒 ただけ だった。 

「家の 內. の 人物 は、 これ をー團 として 考 へる 事が 出来る。 かれら は ！ 生命の ない 人形  一 (Lifeli 

ImppetB) である。 かれら は 自分 達が 何 をして ゐ るか 知らない。 かれら は 自分 達が 何 處にゐ るか 知らな 
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い。 かれら は 自分 達が 何で あるか を さへ 知らない。 人 ii 世界の カリ カチ ウルで ある。 日常生活の シム 

ボ ル である。 忽ち 破れる 夢の やうな 頼りない 人生の 縮圆 である。 

その 觸れば 直ぐと 毀れ さうな 人生が 古い 丈夫な 家で 包まれて ゐる 所に、 この 戯曲の 出發點 が あるの 

ではなから うか。 

藝術 座の 舞臺 では、 家 S 構へ が餘 りに 弱い ところへ、 中の 人 問が 餘 りに 强く 照り 郯 いて 兑 えたの 

で、 脆い 物が 丈夫な 筘 に^まれて ゐ ると いふ 感じ はしないで、 丈夫な ものが 脆い 筘に 包まれて ゐ ると 

いふ 感じが した。 

「家の 內」 の 圑欒を 中央の 窓に 集めて 左右の 窓 を 視力 を 失った 一 一つの 目の やうに ほかりと 明けて い 

て はどう か。 「家の 內」 の 父が その 側に 坐って ゐ ると いふ chimney  comer とい ふ もの は、 必す 部！： ffi の 

右 か 左に なければ ならない もの だら うか。 「家の 內」 の 人間の 動作に は 兌 知らぬ 人 や 老人が 口で 一一 目ふ以 

外の 動作が あって は惡 いの だら うか。 二人の 臺詞で 知る 「家の 內」 の 或 動作と その 次の 動作との 問に 

は、 動作の 連鑌 とい ふやうな ものが あって は 悪い の だら うか。 「家の 內」 の 或 一人が 同じ 動作 を 幾度 も 

するとして、 偶 その. s の 一度 を 見知らぬ 人な り 老人な りが 見つけて 言 ふとい ふやうな 場合 (例へば 父 

が 脣へ指 を 持って行く^ など) があって は惡 いの だら うか。 これら は 私が 自分 一人の 疑 IE として、 藝 

術 座に 敎を乞 ひたい 點 である。 


赛術 座の 舞^で は、 老人な り 見知らぬ 人な りが、 「家の 內」 の 或 動作 を描寫 する 直ぐ 前に， 「家の 內」 

で 突然 その 動作が 起る 外、 一 貫した 一 家 圑欒の 光景が 見られなかった。 

(六) 

お 後に 私 はこの 小戟曲 を全體 として 考 へて 見たい。 

1 體或ー つの 戯曲 を 論す る 場合に、 これ を象微 的な 戯曲 だと か、 これ は 心理的な 戯曲 だと か、 これ 

は氣分 的な 戯曲 だと か、 これ は實寫 的な 戯曲 だと かいふ 風に、 或 一 つの 箱に 入れて しま ふ 事 は 非常に 

危險た 事で ある。 苟も 偉大な 點の ある 作品に は、 必す幾 種 かの 惯値 ある 倾 向が 含まれて ゐる。 決して 

や微 なら 象微 ばかりで はない。 決して 寫實 なら 寫實 ばかりで はない。 

汴 しながら、 又 一 方から 考 へ て 見る のに、 吾々 は 吾々 の 天性と して、 或 一 つの 戯曲に ぶっかる と、 

その 戯曲 全 體の 傾向と いふ もの を考 へす に は ゐられ ない。 さう して 又、 .K 抵な 戯曲に は、 たと ひ 種々 

な 分子が 含まれて ゐる としても、 全體 としての 或倾 向と いふ ものが、 きっと ある。 

或 西洋の 役者 は. 『內 部』 を 因襲 を晚 却した 一 つの 新しい M>uml>  show  (默 劇) として 考 へた。 私の 

思 ふに、 この場合. 「家の外」 の 人々 の詞 は. 「家の 中」 の 人々 の 動作に 對 して、 因襲 を脫 却した 或新レ 

い リズム を 作り出さなければ ならない。 この 考へ方 は、 この 小 戯曲 を 殆ど 一 つの 音樂 として 取扱 ふ考 

へ 方で ある。 私に はま だ斯 かる 考へ 方の 舞 臺に實 現された 場合 を、 想像す る 事 さへ も 出来ない、 私の 
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頭 はま だ そこまで 行って ゐ ない。 私 は 唯 抽象的に かう ぃふ考 へ 方 を も 面白い と 思 ふだけ である …… 

『內 部』 の 全 體を 心理的な 戯曲と して 考 へる 事 は 無 かも 知れぬ が、 老人と 兌 知らぬ 人との 對 照、 マ 

リイと マルタとの 對照 などに は、 立派な 心理 解剖が ある  

「家の 中 J が 人生の 象徵 である 事 は 何人も 否むまい。 「家の 屮」 の 生活 は g- かるい 平和な 生活で ある。 

その 明かる い 平和 は 無知な 明かる い 平和で ある。 自分 速の 內に 死んだ 人が ゐ るの を 知らない 程 無知な 

明かる い 平和で ある。 その や 和 は 扉の ハンドル を 一 つ 廻す 瞬 問に 破れて しま ふ 平和で ある …… 

戯曲 『內 部』 はちよ っと考 へて 兌ても、 これ 程 色々 た 分户を 含んで ゐる。 W し 私は个 體 として この 

小 戯曲の 取扱 ひ 方を考 へ て兑 たい。 

戯曲 『>!: 部』 は 日常生活の 悲劇で ある。 lb  tl.:m.i-l …-  <lllctidi2-=e である。 AnhHIS  d-.ilma である、 亞 

米 利 加の 或 詩人 はこの 戯曲の 題 を 丄 と譯 した。 或獨 逸人 は <-z=  n;lll> と譯 した。 どこの 家 

にも ある 事柄で ある。 ^々がお U の やうに 見る 悲劇で ある。 

戯曲の 組み立て 方に も、 全く 現實 以外の 分子がない。 同じ 作者の 害いた 同じ 種類の 戯曲で も 『群 ぼ』 

や 『侵入者』 に はま だ 特殊な 人物たり 特殊な xitl-ati§ たりが^ へられて ゐる 『內 部』 になる と， それ 

が 全くない。 - ある 家の 娘が 死んだ。 娘の 家で は それ を 知らす に 平和に 夜 を 過ごして ゐる。 娘の 死 を 知 

つた 人が その 事 を 言 ひに 來て、 家へ 這 入れないで 躊躇して ゐる。 娘の 死骸が おいた ので、 やむ を^す 


それ を ぜひに a 入る。 平和な 團欒が 哀傷の^ 亂 となる。」 戯曲の この 進行の 內に、 どこに^^ 以外の. 

分子が あらう。 

老人の 詞 の內容 なり 長さな り を 以て 非说實 だとす る 人が あるか も 知らぬ。 併し、 詞の內 容の現 實で 

あるか 非現實 であるか を斷 おする 事 は 決して 容易で ない。 露 西亞で 生れた 作者 自身から 見れば、 吾々 

に は 一見 非 現實に W える 『どん底』 の 入物の 詞もー 々現實 であるに 相違ない。 しかも、 詞 の內容 とい 

ふ もの は、 舞^の 上での 取 极ひ方 一 つで、 現實 的に も 聞え て來 るし、 非現實 的に も 響いて 來る もので 

ある。 この 戯讪 の， 1 の 長さ を B 本の 譯 語で 測らう とする の は 無理で ある。 少く とも 私が 英語な り獨逸 

語な りで (私 は恥づ かしく も， まだ この 作 を 原文で 讀んだ 事がない) 讀ん だと ころで は、 決して この 

老人の 詞を 莫迦々 々 しくお いと は 忍 はない。 

見知らぬ. 人が 兌 物に とって は 意味 の 深い 詞を吐 い て も、 當人は 唯 眼前の 出来事 を 叙して ゐ る だけ だ 

とい ふ^は 前に 說 いた。 マリィ や マ ルタ の現實 的な 事 は 無論で ある。 

「家の 中」 の 人々 の 動作 も 決して 現實 以外の 事で はない。 

^はこの 戯^ を どこまでも 现寳 的な 戯曲と して、 寫實 的な 舞臺の 上に 動かして 见 たい。 マァテ ルリ 

ンクの 故鄉の ガンに 近い 田舍 を、 私 は 一度 汽車で 通った 事が あるが、 あすこ いらに ある 氣 持の 好い. Kr 

い 柳、 ああい ふ ものに は 命 は 無から うか。 ベ ルジ ックの 田舍の 百姓の 風俗、 或は フラ マ ン 風の 女の 風 
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俗、 私 はさう いふ もの を 舞臺の 上に 見たかった …… 

私 は 私の 道樂氣 からこん な 希望 を 述べる ので はない。 私 はこの 戯曲 を 「現實 の 世界」 にして 兑て、 

その 現寶の 奥に 潜む 象徴 を 探りたい と 思 ふからで ある" 「象徴の 世界」 に 象徴 を 見る より は， 「現 ^ の 世 

界」 に 象徵を 見る 方が 深いと 思 ふからで ある。 

私が この 戯曲の 舞臺に 地方色 を 求める の は、 現實を 求める ので ある。 作お が この 作 を 害いた 當時、 

作者の 周 園に どんな 現實 があった か、 それが 知りたい からで ある。 

私が 西洋の 芝居 を 見て、 始めて 分かった 事の 一 つ は、 どんな 人の どんな 作に も、 きっと その 人の 生 

れた 土地な り 住んで ゐる 土地な りの 地方 的 色彩が あると いふ 事で ある。 

藝術 座の 舞臺 は、 道具が 非現實 で、 人物が 現實 だった (しかも その 現 實には 何等の 地方 的な 研究が 

なかった)。 老人 は 唯 さへ 長たら しい 日本語 を、 餘 計に 長たら しく 延ばして ゐた。 見知らぬ 人 は晤^ の 

中で 頻に 意味 深け-な 動作 をして ゐ たが、 それ は 暗い のでよ く兒 えなかった ばかりでなく、 稀に 見えて 

も 日本の 昔からの 芝居に ある 「思 入れ」 とい ふ ものより 他の物でなかった。 

藝術 座の 『內 部』 の 演技 を兑 て、 私が 受けた 印象 を 正直に 言へば、 唯 「戯曲に 勿^ をつ けて 演じて 

ゐる」 とい ふ 事であった。 私 はこの 演技 を 見て、 髯 題目と いふ もの を 思 ひ 出した。 ； と は、 南無 

妙法 蓮華 綏と唯 分かり易く^ けば 好い のに、 わざと 妙な ところで 延ばして 見たり はねて 見たり して、 


髭の やうに 書いた 七 文字 を 言 ふので ある。 

「f 表 的^ 分剌」 と は藝術 座が 恣 にこの 戯曲の 名の 上に 附 けた 角 書で ある。 藝術座 はこの 戯曲 を簡單 

に氣 分の 芝居 だとして しまったの であらう か。 

この 戯曲に 含まれる 氣分 は、 元より 色々 あらう。 併し、 その 內 でも 殊に 吾々 が 舞臺の 上に 見た かつ 

たの は Breathless な氣 分であった。 この 氣分は 老人と 見知らぬ 人が 舞臺に 出て 来た 膝 間に 作らな け 

れ ばなら ぬ。 ところが、 二人 は悠々 と 「勿體 をつ けて 一 歩いて 出た。 (大正 二、 九月) 


小山 内蘿^ 集 七卷 マァ テル リンクの 「內 部」 


二 六 


小山 內薰仝 集 七卷 「モン ナ* ワン ナ」 の 不可 忠議  二 六 二 

「モ ン ナ. ヮ ン ナ』 の 不可思議 

(大正 二 年 九月 II 藝術^ ) . 

(一) 

藝術 座の 『モン ナ • ヮ ンナ』 を兑 て、 私 は 多くの 疑 を 起した。 戲曲 その 者の 上に も、 舞蕞 その 者の 

上 一」 も。 

ー體 『モン ナ. ワン ナ』 とい ふ 作 は、 マァテ ルリ ンクの 作風に 一 轉機を 示した もの だと 言 はれて ゐ 

る。 今まで、 s れ 切れな 謎の やうな 訶を 使って ゐた 人が、 滔々 と 論理的な 說明 的な ，1 を 使 ふやう にな 

つた。 今まで、 决 して 場所 や 時代 を 明示し なかった 人が、 始めて 場所 や 時代 を 明示す る やう になつ 

た。 今まで、 内部生活の 葛藤 を 唯 面 的に 話して ゐた 人が、 始めて 內 心の爭 闘 を 外面 的な 形で 兌せ る 

やうに なった。 謎と 氣 分と 深祕 との 世界に ゐた 作者 は、 論理と 莨實 と歷史 との 世界へ 出て 來た。 死と 

運命と 恐怖と に慄 へて ゐた 作者 は、 生と 知 n 慧と 勇氣 とで 立つ やうに なった。 まあ、 大羝の 批評家 はか 

う 言 ふので ある。 私の 疑 は先づ そこから 始まる。 


『モン ナ • ワン ナ 5 は^して、 初から 終 ぶで、 論理的に 解蘀 のし 盡 せる 戯曲 だら うか 。『モ ンナ. ワン 

ナ』 は E 理と 智慧の 外、 if§ な 何物 を も 持って ゐ ない 戯曲 だら うか。 作者 は朵 して 『モン ナ • 

ワン ナ』 に 於いて. 「深 祕」 と 別れ を吿げ てし まった だら うか、 -謎」 を 振 ひ 落して しまった だら うか、 

「運命」 を 抑へ つけて しまった だら うか。 

私 は 先つ ブリン ヂヮル とい ふ 人物 を 一 人 捕まへ て^-へ て 見る。 彼 は なぜ ワン ナを 裸に して 陣屋へ 呼 

ん だので あらう か。 その 事に ついては 彼 は 一言 も 言って ゐ ない。 エド ヲォド • トマスの やうな 作者 こ 

同情の ある 批評家 は 、プリ.  チヮル の 待って むた 幸 幅 は 明に 肉 交ではなかった と 言って ゐ るが、 そんな 

ら なぜ マ ン トル 一枚で 來 いなどと いふ 條件を 出した ので あらう か。 或獨 逸の 批評家 は、 少く とも 初 は 

「肉， 一 が 目的であった らうと 疑って ゐる。 プリ ン ヂ ヮ ル 自身 も 「私 はもう 駄目 だと 覺 悟して ゐ まし 

た。 一切 を 私と ー緖に 引き倒して やらう とい ふ 狂 妄な願 ひ を 持って ゐ ました」 と 言って ゐる。 兎に も 

^にも、 ワン ナが 陣屋へ 來 るまで、 プリン.. チヮル がなん にも 極った 意志 を 持って ゐな かった 事 は、 皮 

自身の 詞に 聞いて 圮ても 分かる やうで ある。 プリン ヂヮル の 行くべき 道 は ワン ナ にぶつ かって、 始め 

て 間け るので ある。 そこに 「運 < 叩」 がないで あらう か。 

かれは 自ら かう 言って ゐる。 「あなたの 言葉で ない 言葉が、 あなたの 擧動 でない 擧 動が、 ただ 一 つ あ 

れば  ^の 憎み は 扇ぎ立てられ たでせ う」 と。 
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ワン ナの 口の 利き 方 一 つ、 目の 使 ひ 方 一 つで、 ブリン ヂヮル は 女 を 憎んだ かも 知れない ので ある。 

その プリン ヂヮル が、 女に 手 さへ も觸れ なかった ので ある，。 

「一 目 あなた を 見て、 それが 出来ない 事 だと 分りました。」 と 言って ゐる。 「あなたの 目 は 私 を 押しの け 

ない、 私 を 威さない。」 と 言って ゐる。 併し、 それが なんの 說 明に ならう、 なんの 解鞾 になら う。 そこ 

に戀の 「深 祕」 がないで あらう か。 

「ビザ へ 入らつ しゃい」 「私の 保護の 下にい らっしゃい、 私が あなた を 引き受けます。」 この 位の 詞で * 

深く も考 へやに 敵將の 妻に つ い て 敵地へ 踏み 入って 行く ブリン ヂヮル の、 ひも. 「運命，； を 外にして は 解 

し 難い。 

プリン ヂヮル は 飽くまで 「運命」 を 作って 行く 入で はない、 「運命-一 に 作られて 行く 人で ある。 

(二) 

モン ナ • ヮ ンナ は、 ブリン ヂヮル に 比して、 更に  一 & 不可思議な 人物で ある。 

ワン ナが 裸で 敵の 陣屋へ 行かう と 決心した 動機 は 何に あらう。 勿論 犧牲の 精神から である。 ビザの 

人^ を飢渴 から 救 はう とする 勇猛心から である。 併しながら、 ワン ナは 果して 「貞操の 犠牲」 とい ふ 

きうな 事まで を、 はっきりと 意識して ゐた であらう か。 私 は 先.. つ それ を 疑 ふ。 「マ ン トル 一枚で 來 いと 

ハ ふから、 マントル 一 枚で 行かなければ ならない OJ 戯曲に 現れた ヮ ンナの 思想 は 唯 これ だけで ある。 


彼女 は 唯 「行かなくて はならない。」 と 言 ふ。 「從 はなくて はならない。」 と 首 ふ。 ギドォ に 向って は、 

「我慢す るの はつらいだ らう。」 と 言 ふ。 「察して ゐ る。」 と 言 ふ。 併し、 唯 それだけ である。 彼女 は 決し 

てこれ 以上 口 を 開かない ワン ナ はこれ 以上の 事 を 思って ゐ ながら、 これ 以上の 事 を 言 はない ので 

あらう か。 これ 以上 何も 思って ねない から、 これ 以上の 事 は 言へ ない ので あらう か。 それ も 私の 疑で 

ある。 

「自分の 貞操 を犧牲 にしても、 人民の 命 は 救はなくて はならぬ。」 かう いった はっきりした 自 覺がヮ ン 

ナ にあった かどう か。 私 は それ を 疑 ふ。 ワン ナが 敵陣へ 行く 心に は、 人民 を 救 はう とい ふ 外に 他意が 

あらう と は 思へ ない が、 それが 爲に 自分の 貞操が どうなる か、 自分の 信義が どうい ふ 目に 出逢 はなけ 

れ ばなら ないか、 そこまで 彼女が 考 へて ゐ たか どうか は 疑問で ある。 彼女が 他の 傳說的 女傑と 異なる 

點は そこで ある。 ワン ナの 不思議 は そこに 始まる。 「人の 命 を 救 ふ 程 貴い 事 はない。 美德も 理想 も、 名 

譽だ 信義 だと 呼んで ゐ るの も、 みんな それに 比べれば 物の 數 ではない。」 と 言った 老 マルコ ォの詞 を こ 

の 戯曲 ー篇の 精神 だとした パウル • ゴル ドマ ンは餘 りに この 戯曲 を 倫理的に 考へ てゐ る。 私 は寧ジ m 

ワン ナに h-stinctivcly  wis とい ふ 形容詞 を附 けた ァ アサ. シ モン ズ に 同意 を 表した い。 

ヮ ンナが 愈 ギドォ を 離れて、 出て 行く 時の 心 持 は どんなであった らう。 「私の 感情 を 語る 詞 は^い。」 

と 言って ゐる。 「私 は あなた を 愛して ゐ るが、 それでも やっぱり 行かなければ ならない。」 と 言って ゐ 

小山 內棟 令-集 七卷 「モン ナ* ワン ナ」 の 不可思議  二 六 五 


小山 内薰 ^集 七卷 「モン ナ* ワン ナ」 の 不可思議  二 六 六 

る or もう 歸っ ては來 まい。」 と ギドォ がー 一一 一口 ふと. 「いいえ 歸 つて 来ます。」 と 言 ふ。 h ドヲォ ド*ト マス は. 

ギドォ の 目 を 見ようと して、 これに 突き 退けられた 時、 明に ワン ナは 夫の 愛の 暴君 的で ある 事 を 知つ 

た、 夫の 考 へて ゐる 純潔が 唯 「肉」 の 問題で あるの を 知った とい ふ 風に 論じて ゐ るが、 私 は それ を 疑 

ふ。 ワン ナは艰 して ギドォ の 愛 を 疑 ひながら 家 を 出て 行った であらう か。 作者 は 序幕の 終の ワン ナに 

於いても、 三 幕 e の 終の ワン ナを 準備した ので あらう か。 私 はさう 思 はない。 ワン ナは まだ 不可 m ゎ識 

である。 ワン ナ はま だ深祕 である。 

プリン ヂヮル の 陣營に 於け るヮ ンナは 家 を 出る 時の ヮ ンナ より 餘程 饒舌に なって ゐる。 併しながら 

如何に 詞が 多くな つても. 依然として ワン ナの心 は 不可思議 である。 彼女 は 「愛」 を說 く。 「愛の^ 據」 

を說 く。 「運命と 愛との 戰ひ」 を說 く、 「愛の 勇氣」 を說 く。 併しながら、 美しく 寂しい 初戀の 追憶 は 唯 

初戀の 追憶と して 留まる ので ある。 彼女 は 忽ち 夫の 嘆きと 絶望の 目と衰 へた 顔と を 思 ひ 出して、 ない 

で歸 らうと する ので ある。 この 幕で ヮ ンナが 無意識に プリ ンヂヮ ルを戀 し 始めた やうに 解釋 する 批評 

家 も あるが、 私に はどう もさう 思へ ない。 無意識に も、 無自覺 にも、 現在の ワン ナは プリン ヂヮル に 

對 して 「戀」 とい ふやうな もの を 持って ゐる かどう かさへ 分からない。 私の 見た ワン ナは唯 プリン ヂ 

ヮル を犮 達と して 取扱 ひ 始めた だけで ある。 それ も 決して 子供の 時の 友達と いふ 以上に は 取扱って ゐ 

ない ので ある。 そこに ワン ナの 子供ら しい 不可思議が ある、 愛すべき 深秘が ある。 


ギドォ を 疑 はすに^ を 出た ヮ ンナ は、 ブリン ヂヮル におし 一-女 以上の 愛 を 持た やに 家へ 歸 つて 行 

くの である。 

三 幕：；： に 於け る ワン ナは、 前の 二 幕に 於け る ワン ナ より は餘^ 大人ら しくな つて ゐる。 餘稃 自^的 

になって ゐる。 餘程 論理的に なって ゐる。 ^しながら 「一生に 唯一度 しかない 眞實」 を 打明けて. 「そ 

れを 信じなくて はならない 訣の ある」 ギドォ がそれ を 信じなかった 隨 問に、 忽ち 心 を プリン ヂヮル の 

方へ 持って行 くの はどうい ふ訣 であらう。 「 一 生に 唯 一 度し かない SA 實」 と い ふ もの は、 さう 信す るに 

たやすい もので あらう か。 それ を 直ぐに 信じな いと 言って、 直ぐ その 信じない 人 を 捨てる とい ふの は 

どうい ふ 心で あらう か "「若し 夫が それ を 信じたら、 ワン ナ の プリン ヂヮル に對 する 愛 は 減った であら 

うか。」 かう いった アルフレッド. ゲルの 疑 は、 やがて 私の 疑で ある。 ワン ナは 菜して 多くの 批評家が 

一一 一一 口 ふやう に II 或は 作者 自身まで が 言 ふやう に— ： 「靈 魂の 覺醒」 を經驗 したで あらう か。 私 は それ 

を 疑 ふ。 ワン ナは ここまで 來て も、 私に は尙 不思議で ある、 深祕 である。 しかも 少しも 佾ぃ听 のない 

不可思議 である、 愛すべき 深秘 である。 

私 は 更に この 戯曲の 最後の 解決 を考 へて 見る。 この 戯曲の 最後の 解決が * 「ワン ナ の噓」 である 車 は 

何人も む 都が 出来まい。 「一 生に 一 度の 眞實」 の 後に ワン ナは 恐らく 「一生に 一 度の 噓」 を 持って 來 

るので ある。 
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併し、 噓は やはり 嘘で ある。 人 を 欺く 事で ある。 ワン ナの 手に入れた 「鍵」 は 栗して この 「噓」 を 

永遠に 閉ぢて 置く であらう か。 「眞實 」 で 貧け て 「噓」 で 勝った 新しい 生活 は、 艰 して 「美しい 夢」 と 

なる であらう か。 

それ を 「美しい 夢」 と 信じて 出て 行く ワン ナは、 痛ましい 程 可憐な 不可思議 である、 哀れに も 愛す 

べき 深祕 である。 

(三) 

私の ジョヮ ン ナに對 する 解 釋は甚 しく 獨斷 的で あるか も 知れない、 そして 甚 しく 作 ^3 意志に 反し 

たもので あるか も 知れない。 作者 は 自ら この 戯曲の 耍素を 示して. 「犧 牲」 と 「鶴 魂の 覺醒」 と 「運命 

に對 する 愛と 意志との 勝利」 だとして ゐる (讀賣 所載 松 居氏譯 「モン ナ • ヮ ンナの 巴 里に 於け る 初浈」 

參 照。) 併しながら、 若し 架して この 戯曲に 於け る 作者の 目的が、 少しん 深 祕-小 w た 影 を帶び な い 

新道 德の 道程 を 示さう とする にあったなら、 明に 作者 は 失敗して ゐ ると 言 はなければ ならぬ。 ワン ナ 

の 犠牲に は 深祕が ある、 ワン ナの覺 醒には 不思議が ある、 ワン ナの 勝利に は-小 可 測な 未来が ある。 私 

はこの 戯曲 を 以て 「決して 倫理的な 戯曲で はない、 戀の戲 曲で ある。 卽ち、 運命の 戯曲で ある。」 とし 

た アル フ レッド • ゲルの 說に 賛成で ある 。「戯曲 作者と して は經験 を增 し、 m 心 索 家と して は 智慧 を^し 

た。 併しながら、 この 不可思議な 藝術家 は 今まで 持って ゐた 魔術の 或 者 を 失った。」 と 言った ァ アサ • 


シ 乇 ンズの 詞に對 して は、 私 はかう 言 ひ た い。 「作者 は 今まで 自分の 持って ゐた 魔術 を 捨てよう とし 

て、 それ をす つかり 捨てる 事が 出来なかった ので ある。 作者 は 今まで ゐた 世界の 外へ 足 を 踏み出しな 

がら、 やっぱり 前の 世界で 持って ねた 物 を 放す 事が 出来なかった ので ある。」 と。 

それ 故、 私 はこの 戯曲 を 以て、 この 作者の 絕頂 である やうに 言 ふ 批評に は與 しない。 また この 戯曲 

に 於いて 作者が 全く 新しい ものに なった やうに 言ふ說 にも 與 しない。 マァ テル リンク はや はり マ ァテ 

ルリ ンク である。 そして、 いつまでも マ ァテ ルリ ンク であらねば ならぬ。 思 ふに 『モン ナ， ワン ナ』 

はマァ テル リンク を その 獨自の 世界から 落さう とした 危險な 崖であった。 その 崖の 下に は イプセンと 

いふ 岩が 尖って ゐる。 へ ッ ベルと いふ^ 流が 流れて るる。 

(四) 

松 井須 磨 子 嬢の ジョ ワン ナには 旬 ほどの 深祕 もなかった、 影 ほどの 不可思議 もなかった。 彼女 はト 

レフ レド に對 する ノラ を 廣 する やうに、 ギド ォに對 する ワン ナを 演じた。 ワン ナと いふ 役が 若し 「解 

釋」 と 言 ふ もの だの、 「練習」 とい ふ もの だの だけで 完全に 表現し 盡 せる もの だったら 須磨 子の ワン ナ 

はー點 非の 打ち所の ない もので あつたのに 相違ない。 彼女 は 多くの 墨 者 を その 周 園に 持って ゐる。 彼 

女 は 今年の 夏の まだ 暑い 盛りから、 この 役の 稽古 を 綾け て來た 劇と 言 ふ。 

ところが 不幸に して この 白 耳義の 戯曲 家 は、 決して 「解 釋」 や 「練習」 だけで 表現し 盡 せる 女 を 書 
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いた^がない。 かれの 描いた 女性 を 舞臺の 上に 表現す るに は その 準備の 大部分 を 俳優の 「天分」 に 待 

たなければ ならぬ。 メリ ザ ンドが 死ぬ まで La  verity を 言 はすに しま ふ 心 持 は 「解 釋」 や 「練習」 で 

表せる もので はない。 ドビュ ッシィ の 音樂が 『ペレ ァスと メリ ザ ンド』 の 「註 譯」 でない と 同じ やう 

に、 マリィ. ガ アデンの メリ ザンド はこの 役の 「解 釋」 だけではなかった。 この 役で 彼女 を 成功 させ 

たの は、 彼女の 「天分」 である。 彼女の 「本能の 力」 である (早稻 田文學 六十 四 號所戯 高 村氏譯 「女 

優 マリィ， ガァ ギン と 新興 音樂」 參照) 私 は H ドヰナ とい ふ 佛蘭西 の 歌劇の 女優が こ の 役 を やる S を 

見て、 マァ テル リンクの 戯曲に 特有な 長い 沈默 (例へば メリ ザン ドがゴ 口 ォの 嫉妬に せめさいなまれ 

ながら、 始 から 終まで 殆ど ー霄も 口 を 利かない 所な ど) は、 俳優の 「容姿」 に 力 を 借りなければ、 と 

てんその 意味 感情 を 表す 事が 出來る もので ない と 思った。 『モン ナ *ヮ ンナ』 に 系統 を 引いて ゐる 『マ 

リイ • マド レエ ヌ』 の 場合に 於いても さう である。 序幕で、 マ リイが 基督の 聲に心 を 引かれて、 ふら ふ 

ら とシラ 1 一 ュ スの家 を 出て 行く 所な ども、 悉く 沈默 である。 二 幕 目で 墓から 甦った ラ ザリュ スに附 い 

て 自分の 家 を 出て 行く 所で も、 マリィ は 殆ど 口 を 利かない。 大^の 終で、 基^の 爲に戀 人の H リュス に 

「去れ」 とい ふ ft 後の 一言 を發 する までの 長い 沈默も 著しい。 作者 は これらの 場合、 總てを その 役に 

扮 する 俳優に 任して ゐ るので ある。 思想 を 包む 美しい 姿な しに どうして かう いふ 役が 演じられよう。 

私 はマァ テル リンク 夫人が この 役に 扮 したの を、 プリ ユタ セルの テア トル、 ド、 ラ、 モン ネィで 見 


て、 モの^ しい 沈默の 姿勢から 訶 よりも 深い 詞 を^いた。 

私 は、 マリィ. ガァ. テン ゃジ オル ジェット. ル ブ ラ ン に 松 井須 磨 子 嬢 を 比 ベ ようとす る ので はな 

い。 マァ テル リンクの 戯曲 を 表現す る 「天分」 に 於いて、 殆ど 何物 を も 持って ゐ ないやう に 見える 松 

井須 麼 f 嫂に、 ワン ナのゃ リな役 を 選ばせた 藝術 座の 存在 を 疑 ふので ある。 

(五) 

舞 K せ-の 上に 於け る マァ テル リンク の 戯曲 (殊に 『モン ナ • ワン ナ』 と 『マリィ， マ ド レエ ヌ』 と) は， 

常に 「彫刻 美」 と 「雄 辯」 との 藝省 でなければ ならぬ。 

吾人 は マルコ ォ • コ a ンナ の靜に 流れる 水の やうな 詞に S を 澄しながら、 ギドォ の 沈默に 意味の あ 

る 彫刻 を 見なければ ならぬ。 ギドォ の 燃え上がる 火の やうな 詞に 胸を纖 かせながら、 プリン ヂヮル と 

ワン ナ との 靜な 姿勢に 移り行く 感情の 彫刻 を 見なければ ならぬ。 私 は 『マリィ. マ ドレ H ヌ』 に 於け 

る シラー 一 ュスの 「死」 に關 する 雄 辯と、 周阖に 立って それ を 聞く マリィ ゃァ ビュ スゃケ リュス などの. 

姿勢の 美し さ をい まだに 忘れる 事が 出来ない。 

藝術 術の マァ テル リンクに は 彫刻 も 見られなかった。 雄 辯 も 聞かれなかった。 しかも、 その 詞の語 

^と 組立と は、 パ アナ アド • ショォ の 『シイザアと クレオ パ トラ』 を譯 する 時に でも 用 ひたら さぞ 好 

いだら うと 思 はれる やうな、 無造作な 不作法な ものであった。 

小山. 2： 簾 仝 集 七卷 「モン ナ *リ ンナ」 の 不可思議  二 七 1 
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ワイルドの 『サロ  メ』 

(大正 四 年 五月 II 本 鄉^) 

(一) 

英吉利の 文藝 史家 ホルブルック • ジャク スンが 「一 千 八 百 九十 年代」 とい ふ 面白い 本の 中に^いて 

ゐる やうに、 サ B  メがョ カナ アン の 死んだ 脣に 接吻す ると、 ぐ へロッ ド 王が 振り向いて 「あの 女 を 

殺せ」 と 言 ふ 瞬間の Anticlimax まで 書いて 來た 時の、 ォスカ • ワイルドの 喜び はどうで あったら 

う。 更に 「兵卒 等 飛び 鬼り、 へ a ヂァス の 娘、 猶； <  の 女王 サ P  メを循 にて 壓 殺す. とい ふお 後の 「ト」 

書 を 書いて ゐる 間の、 ワイル ド 自身の 歡喜 はどうであった らう。 

誠に ワイルドが 製作の 秘密 は 「藝 術の 爲の藝 術」 にあった。 ワイルドが 全人の 表現 は 人格に あるよ 

り は 寧ろ 態度に あった。 猶太の 女王、 へ n ヂァス の 娘に 對 する A1) 霞. ョ a 一な 度、 それ をお 奇な^ 術 

で 美しい 詩に 爲 上げた のが、 ワイルド S 戯曲 『サ a  メ』 である。 ワイルドの 珍しい K 澤な 技巧に 醉ふ 

事の 出来ない 人 例へば 「近代 釗の觀 望」 を 書いた. „:>• 米 利 加の チャンドラ 敎授の 如き が氣 の-: 化 


にも この 戯： g に 「動機」 の雜 弱 を 嘆く の も、 叉 やむ を 得ない 次第で ある。 

『サ t  メ』 は ワイルドが conviction を 以て 書いた 唯一 の 戯曲 だと 言 はれて ゐる。 かれは^して この 

齩 S を釗？ f の爲 に^かなかった。 かれは 何者に も 拘束され すに、 かれ 自身の 感情と 想像との 赴く 儘に 

この 駿曲を 書いた。 それ 故、 戯曲 『サ ロメ』 に 於いて は、 隅から隅までが ワイルドな ので ある。 前 か 

ら後 まで、 上から 下まで、 右から 左まで が 悉く ワイルド なので ある。 サ ロメ やへ 口 ッドゃ へ 口 ヂァ ス 

が ワイルド 自身で ある は 言 ふまで もない。 一人の カバ ドシァ 人、 二人の 兵卒、 物言 はぬ 黑ん ほの 首 斬 

役の ナ アマン までが、 ワイルド 自身な ので ある。 この 戯曲の 演出 者 は、 先づ 第一に それ を 思 はな けれ 

ばなら ぬ。 

總 ての 俳優が ォ スカァ • ワイル. ド にならなければ ならぬ —— 『サ ロメ』 演出の 第 一 難 關は實 にこの 

罪に ある。 西洋の 或 批評家 は 言った。 この 戯曲 は 到底 俳優に 侬 つて 完全に 演出せられ 得べ き i: 類の 劇 

ではない。 この 戯曲 はマァ テル リンクの 「所謂 あやつり 人形の 爲の 戯曲」 の 一 つで あると。 

戯曲 『サ EI  メ』 に は、 アルフレッド • ゲルの 言 ふ 如く、 一人の 人物 も その 全體に 於いて 書き 現され 

てね-^ い (Desganzell  Menschen  briiigt  er  nie)o ョ カナ アン は、 その 豫言の 內容を 以てより は その 

R ...  ^ であると い ふ事實 を以 て 吾人 に 迫って 來る。 ョ カナ アンに 就いて 吾人が 恐 ろしく 感 する 所 は、 

唯 「かれが 豫：..；：^: である」 とい ふ 事 だけ を 以てで ある。 その他 は 唯 音樂が ある だけで ある。 遠鳴りが 

小山 內熏仝 集 七卷 ワイルドの 「サ ロメ」  二 七 一一 一 


小山 內薰仝 集 七卷 ワイルドの 「サ 11 メ」  二 七 四 

して、 耳も^ ひる 程の 叫び を 上げて、 やがて 隔たり 消えて 行く 昔 樂のモ チイ フが あるの みで ある。 へ 

n ッドは 迷信と 恐怖と 神經 過敏との 幽 凝 に過ぎない。 かれは 「血の 中 を 徒涉」 して 來た 身で ありな が 

ら、 自分の 命令に 依って 流された それでなければ、 赤い 血の 小さい 一滴に さへ 全身に 戰 懔ケ覺 える の 

である。 かれの 姿 は どんな 微な 風に も 震へ る 白 楊の 一 葉 を 思 はせ るの みで ある。 「王の 人格」 は 何虑に 

もない。 「君主の 存在」 は何處 にもない。 サ a  メは肉 慾と 强 情と 心の 飢渴 との 妖怪に 過 ざない。 この 怪 

物 は 自分の 戀ひ慕 ふ 男 を、 死骸に しても 犯さす に は 置かない ので ある 。(維納の 劇^^ マックス • ブル 

ク ハルト は、 この 戯曲 を 「姦 屍の 悲劇 M>ie  TragSdie  del-  LeicherscMndullg」 と^んだ )0 この 怪物 は 

自分 を戀 ひ 慕 ふ 男が 胸に 劍を赏 い て 自分 の 目の前に 倒れても、 自分が 戀ひ慕 ふ^の 姿 か ら 自分 の；：： を 

放さう と はしな いので ある 1 1 

Je  llalsel.al ta  bouche,  Iokanila.Il J 

これが この 怪物の 總て である。 この 怪物 はこの 一 心な モ チイ フを、 氣の 狂った 鐘樓 守が 鐘 を 打つ や 

うに、 いつまでも いつまでも ® ねて 打つ ので ある。 恐ろしい 楣が 自分 を壓し 殺す まで、 ^ねて m. ねて 

打ち 積け るので ある。 その外に は 「女王の 人格」 もない、 「へ B ヂァス の 娘の^ 在」 ん ない。 更にへ 

口 ヂァス は 「月 は 月 だ」 「血 は 血 だ」 とい ふ 物^ ド-^ の 結 品に 過ぎない。 かの 女 は 「磬」 がすれば 豫言 

者 を 恐れる が、 「聲」 がしなければ、 豫言 者の 存在 を も 忘れて しま ふ 人で ある。 娘が 舞へば、 王と 娘と 


の ii に 何^か 起る と 思 ふが、 娘が 舞 ひさへ しなければ、 二人の 間に はなん にも 起らない と^って しま 

ふ 入で ある。 かの 女 は 豫言者 を 「默ら せ て くれ」 とのみ 橾返 し、 唯 娘に 「舞 ふな」 とのみ^ 返す Q 

である。 「王妃の 人格」 を かの 女に 探る の は徒勞 である。 「王妃の 存在」 を かの 女に 求める の は 無益で 

ある。 

戲曲 『サ 口  メ』 に は 人間 もない、 心理 もない、 智識 もない、 哲學 もない。 唯 恐ろしい 感情の 一 群が 

あって、 その 一つ 一 つが 各自 已の乇 チイ フをー 徹に 鳴らし 綾け るの みで ある。 若し この 戯曲に 所謂、 

「錢 曲 的 展開」 が あると すれば、 それ は 或 感情の 直線と 他の 感情の 直線との 交叉から 起る 展開が ある 

のみで ある， (シ トラ ウスの 昔樂の 批評した リヒ アルト • バ トカ は、 この 鼓 曲 を 「恐ろしい 感情の 悲劇 

】*〕il---  sl-llu-ln に v  ( icfu 一-: 41.i--gi>uic」 と 呼んだ ン— 

俳 俊 はか かる 戯曲に 如何なる 「肉 體」 を 加へ ようとす るので あらう か。 作者 はか かる 戯曲に 如何な 

る 一 血液」 を 要求しょう とする ので あらう か —『サ a  メ』 演出の 第二 難 關は實 にこの 點 にある。 私 

は 訝しむ、 人 > の 世界に 果して この 戯曲 を 「目に 見 ゆる 人生」 となし 得る 「肉 體」 と 「血液」 とが 唯の 

一 でも 存在す るで あらう かと  

(二) 

私 はこの 戯曲 を 今までに m 度し か 舞臺の 上に 見て ゐ ない。 . 

小山- S 熏仝集 七卷 タイ ルドの 「サ a  メ」  二 七 五 


小山 內薰佥 集 七卷 ワイルドの 「サ ロメ」  二 七 六 

第 一 が 英吉利の 旅役者 ァラ ン. ヰル キー 座の それで ある。 私 はこの 一座の 『サ" メ』 を橫： m の ゲイ 

ェチで 一 度と、 東京の 帝劇で 一度と、 都合 二度 見た が、 概して 橫濱の 時の 方が 東京の 時よりも 好かつ 

た。 東京の 時 は、 舞踏 敎師 P シィ 氏が rt: 作の パ ン トミ ィムに 一 度 使った 十：： い 道具 (それ は 多分 埃 及の 

寺院であった！) を、 何等の 思慮な しに ストックから 引き摺り出して 來て 使ったり などした ので、 ィ 

ルゥ ジョン を 破られる 事が 多かった。 横 濱の時 は、 道具の 不足から 唯黑 ぃカァ テン (それ は 多分 木綿 

では あつたが) を舞臺 一 面に 下げた だけで あつたが、 その 貧しい 暗い 舞臺の 設備が、 却って サ B  メの 

姿 を はっきり させた。 東京の 時 は、 光線の 使 ひ 方 も 拙劣であった。 横 濱の時 は 同じく 照明の 設備の 不 

足から、 舞臺 一 面に 漲る 炬火の 蒸 暑い 烟が、 却って 場景を 物粜く 感じさせた。 

サ a  メに扮 した ハン タ • ヲッッ 夫人の 肉體は 如何にも 繊弱で、 この 女王の 深祕 的な 一 面 は 可な りに 

深く 現された が、 その 內 的な 一 面に は缺 ける 所が 多かった。 併し、 この サ B  メは 決して 悪い サ P  メで 

はなかった。 豫 言 者の 恐ろしい 聲に、 退けられて は 近づき、 退けられて は 近づきす る の、 肉體 のし 

なや かな 起伏な ど は、 いまだに 私の 目 を 去らないで ゐる。 その他の 役 は みんな 言語 道斷 であった。 

第一 一に 見た のは^ 京藝術 座の それで ある。 この 時の 舞臺 設備 は 唯 傳說的 E 赏 的であった やうに 記惊 

する。 松 井須 磨 子 孃のサ a  メは、 肉體に 於いて は 可な り豐 富であった が^ 魂に 於いて は 一向 贫し いも 

のであった。 ワイルドの Worhnotiv に は 唯 「肉の 舌」， が 加 へられた だけであった。 「魂の 舌」 は 何.^ 


にもなかった。 (この場合 も 前の 場合に 同じく、 その他の 役 は 言語 道斷 であった 9  ^は 不幸に して S 近 

^術^が 催した 須磨 子孃の 『サ ロメ』 リ ワイ ヮル を^たかった。 これ は 或は 立派な ものであった かも 

知れぬ。) 

第三に 見た の は、 伯林 王立 オペラの それで ある。 この場合の 『サ a  メ』 がシ トラ ウスの 歌劇で ある 

事 は 言 ふ を 待たない (シ トラ ウスが この 戯曲 を音樂 にしてから、 科白 劇と しての この 戯曲 は歐羅 巴の 

舞臺 に^ ど その 存在 を 絶った と-一一 I つて 好い)。 その 晚、 作者 シト ラウス は 自ら ォ オケ スト ラ に 立って 音 

樂の 指^ をした。 私が その 晚 この 偉大な 作曲家の 人格と 製作と から 受けた 無限の 感激に ついては 或 他 

の 機會を 見て 書く 事 も あらう。 ここに は關 係が 薄い から 省いて 言 はない。 この 時の 舞 臺 設備 も 何等 新 

意の ない コン ェ ンショ ナルな ものであった。 その 晚サ 口  メ に扮 した ゲル タ • パ アビ ー とい ふ オペ ラ役 

者 は、 ケム  一丁 ソッの 布 立 劇場から 客分と して、 特に その 晚だ けこの 帝都の 王立 劇場に 出演した もので 

あつたが、 その 人格と 技 藝とは 悉く 私 を 失望 させた。 ー體、 伯林の 王立 オペラで 『サ a  メ』 を やる 時 

は (他で もさう かも 知れない が) 踊の 一 段 だけ はいつ も 吹き 替へ の 踊り子 を 使 ふの を 例と して ゐ るの 

であるが、 この 晚の ゲル タ . バ アビ ー は 特に 踊が 得意で でも あるの か、 始 から 終まで かの 女 一 人で 演 

じ 通した ので ある。 さう いふ 「努力」 は そこに あつたが、 ワイルドの 詞とシ トラ ウスの 音 樂とを 「1 

人の 女」 に 作り 上 ゆる 肉と 魂と は何處 にも 兌ら れ なかった。 唯 私 は クラウスのへ B, テス (へ ロッド) 
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小山 內薰^ 集 七卷 ワイルドの 「サ n  メ」  二 七 八 

に、 ワイルド 自身の 繊細な 祌經の 戰慄を 見得た やうな 氣 がして、 唯 それだけ でも その 晚の兑 物が 決し 

てむ だでなかった の を 喜んで 歸っ ただけ である。 

第 四に 私の 見た 『サ 。 メ』 は、 ぉ- 近 演技 座で 催された 近代劇 協會の 劇中劇と しての それであった。 

サ n  メに扮 した 下山 京 子孃の 私に 與 へた 印象 は、 唯 「聲が 火き い」 とい ふ 事 だけであった。 私 は 唯 潤 

ひの ない 陰影の ない 一 つの 「大きな 聲」 を 聞いた；： けであった。 その他に はなん にもなかった。 ほん 

とに なんにもなかった  

これ を 要するに、 私 は 不幸に して. 「これが サ。 メだ」 とい ふやうな サ ロメ を 一度 もま だ 見た^が な 

いので ある。 私が 西洋の 役者が 扮 した 樣々 な サ n  メの 寫眞を も 注意して 見た。 ガ アト ルゥォ - アイ ゾ 

ルトの それ も、 伯林の 演劇 史には 「記 錄」 を 作って ゐる やうで あるが、 他の 點は總 て 好い として、 顔 

の 美し さに 於いて 不滿 足な 所が あり はしなかった かと 私 は 疑って ゐる。 チルラ ，ジュ リウの 場合 もさ 

うで ある。 ィレ エネ。 トリ イシ ュ の それ は、 美し さに 於いて は 遺憾がなかった らうが、 魂に 於いて 惡 

魔 的な 所が 不足ではなかった かと 思 はれる。 ァグ ネス • ゾルマの 場合に 於いて 危ぶまれる の も その 點 

である  

私 は 常に サ a  メを 求めて ゐる 。「これが サ 。メ だ」 とい ふやうな サ 。 メ に 焦れて ねる。 それ 故、 私 は 

どんな サ a メ でも 見に 行かう として ゐる。 サ ロメと さへ 聞けば、 どこ/でもお ぐ 行って はようと して 


ゐる。  . 

本鄉 座で貞 奴 夫人が サ B  メを やる と 聞いた 時、 私の いつもの 欲情 は、 いつもの やうに 烈しく 起って 

来た。 

：ン I； 一二 June  aacla  Yacco" と "-Salome" 

この 二つの 名の 結合が、 若し 巴 里で 行 はれたら、 e 里の 市民 は どんなに 驚異の g を昆 開く であら 

う。 或は これ を 飛行機 襲來 以上の 問題に する かも 知れぬ、 戰 (卡 以上の 出来事と する かも 知れぬ …… . 

.sn が あくと- 私 は y ぐに 行って 見た。 そして 一所懸命に 15- た。 併し 私 は 唯 失望と 憐憫の 情と を 土 

產 にして 家へ 歸 つて 来た。 

四日：！ I の晚、 私 はもう 一度 見に 行った。 そして やはり 一所懸命に 見た。 併し、 やつば り 失望と 疲勞 

と 憐憫の 情と を 貰って 歸 つて 来た。 

(三) 

私 は貞奴 夫人の サ ロメに ついての み 書く つもりで あつたが —— この 锼會を 利用して、 本鄉 座の 『サ 

B  メ』 の 全 體 について、 自分 だけの ノオト を 書いて 置きたい と 思 ふ II 以下の 文章 は 唯 私自身の 研究 

の逍 程であって、 批評と いふ もので もなければ 印象 記と いふ もので もない。 

. 本鄉 座の 『サ B  メ』 の舞臺 意匠 は 洋畫家 松 山 省 三 氏の 設計 製作に 成る もので、 聞く 所に 依れば 立派 
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な據り 所が ある もの ださう である (洋畫 家 和 田 三 造 氏が 持って 歸られ た怫蘭 西の 演劇 雜 誌に 據 つたと 

いふ 事 だけ は 聞いた が、 どこの 劇場で いつやった ものの 寫 眞に據 つたの だか、 それ はつい ^迚 らして 

しまった)。 何樣、 私が 今までに 見た どの 舞臺 よりも 美しく 出来て ゐた。 若し この 舞臺 意匠に 缺點が あ 

ると すれば、 それ は 「餘り 美しい」 事で ある。 美し さ」 があって 「凄み」 がない 事で ある 。「複 雜」 が 

あって 「單 純」 がない 事で ある。 舞 臺全體 の 感じ は、 私が 今まで 兑 たどの 舞臺 よりも Decorative で 

あつたが、 また 「樣式 的」 とい ふ 所まで は 來てゐ なかった (私 はこの 戯曲に 樣式 的な 舞臺を 必要と す 

る 一人で ある)。 それに、 總 ての 壁の 装飾が 石と いふ 感じより は瀨戶 物と いふ 感じ を與 へた (殊に 綠の 

部分が) の も、 この 戲 曲に とって 好い か惡 いかが 問題で ある。 王と 王妃が 席 を 構へ るテ ラッセ を 下手 

にした 事 も、 演技に 多くの 不便 を 生じた やうに 見えた。 この テ ラッセ はや はり 多くの場合の やうに、 

上手に 置いた 方が よくはなかった であらう か。 井戸の 位置の 前 過ぎた事 も、 人物の 運動に 多くの^ 雜 

を 結果した やうで ある。 舞臺全 體のコ ムボ ジショ ン から 言へば、 空の 面積が まだ あれで は 足りない や 

うに 思 はれた。 マックス. ラインハルト の 爲に谋 家の マックス • クル ゥゼと ロイス • コリ ント が^ 計 

した この 舞臺の 寫眞を 見ても 夜の 签 が舞臺 の 殆ど 三分の 二 を 卜：； めて ゐる のが 分る。 併し、 それらの 缺 

點 はあって も、 西洋 日本 を 通じて 私が 兌た この 戯曲の 舞 臺の內 では、 今度の それが 一番 藝術 的で あつ 

た。 唯、 殘念 なの は 光線の 使 ひ 方の 議論に ならぬ 程 拙い 事で、 それが 爲 にこの 笑し い 舞^も、 どれ 程 


Effect を 妨げられ たか 分からない。 私 は畫家 諸氏の 爲に氣 の 毒で ならぬ。 

衣裳に は 少しも 統； と 調和が 見られなかった。 併し、 これ は 決して 舞 臺全體 を 監督され た 松 井 松葉 

氏の 罪で はない。 準備 時日の 短かった 爲に 「在り 物」 を 利用した 爲と、 一 一 一の 俳優が 自分 一 個の 趣味 

を 主張して、 周 圍 を 顧みす に 自分 だけの 衣裳 を 定めた 爲 であった。 私 はか かる 戯曲 を 興行と して 演す 

る 時代が 來てゐ るのに、 依然として 日本の 俳優の 古い 惡ぃ 習慣 的な 專 制が 舞臺の 調和 を 破らす に S か 

ない の を 嘆く ものである。 主立った もので は 王妃と 王の 衣裳が 一番 舞臺に 調和して ゐた。 サ a メの衣 

裳に 至って は、 時代 も 檨式も 調和 も 精神 もない 衣裳であった。 若き シリア 人の 羅馬 式な トォガ の 色 も， 

かれの 死骸が 舞臺の 外へ 運び出され るまで 不快な 刺戟 を 私の 目に 與 へた。 奴 隸ゃナ ザ レ人 ゃ樂師 やの 

衣裳 は みんなよ かった。 唯 黑んほ 達が 不精 をして、 身體を 塗らす に 肉 を 着た 事 (殊に その 肉の 色と 手 

首の 色と が はっきり 段が ついて 違って ゐた 事) が 私に は 不服であった。 

ワイルド £E 身 はこの 榖 曲の 衣裳に つ いて どう 考へ てゐ たで あらう か。 (かれは 沙 翁の 戟 曲の 衣裳に つ 

いて 有名な 長い 面白い 論文 を 書いて ゐる) 。これ は 長い間 私の 考 へて ねた 問題であった。 ところが、 こ 

の 頃 偶と した 機會 で、 私 は それ を 知る 事が 出来た。 サラァ • ベ ルナ アルが この 戯曲 を 倫敦で やらう と 

した (それ は 終に 實行 されなかった が) 前に、 この 戯曲が 一 度 e 里で 演ぜられよ うとし た 事が あつ 

た。 その 時、 作者 ォスカ • ワイルドに 頼まれて 舞 裏の 意匠 をした 英吉利の 畫家 チヤ アル ズ • リ ケッッ 
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の 或 美術 論集の 中に、 この 畫 家が 「サ ロメ」 のお 裳に ついて ワイルドと 相談した 時の 事が 書いて ある 

の を、 測らす この頃 讀む 事が 出來 たので ある。 それに 依る と、 ワイルド はこの 戯曲に 飽くまで も は 式 

的な そして 同時に 精祌 的な 衣裳 を 要求して ゐ たらしい。 チヤ アル ズ • リ ケッッ の記錄 によると、 ワイ 

ルドの 計畫 はかう であった 〜〜 猶太 人に は みんな 黄い ろい 着物 を 着せる。 羅馬人 は みんな 紫に する。 

そして ョ カナ ァ ンは 白に する。 サ ロメ の 衣裳に ついては 一 一人の 間に 大分 議論が あったら しい。 「夜の や 

うに 黑 くしょう か。 「月の やうに」 銀色に しょうか。 結^-、 ワイルドの 思 ひっき はかう であった。 「奇 

怪な、 毒の ある 蜥暢の やうな 綠」 にす る  

私 はこの 戯曲 を 誰もす る やうに 四 節に 分けて 兑 ようとす る。 第 一 節 は 幕 明きから サ 口  メ の 出までで 

ある。 第一 一節 はサ 口  メの 出から ョ カナ ァ ンの 出までで ある。 第三 節はョ カナ ァ ンの 姿が 舞臺の 上に あ 

る 間で ある。 第 四 節 は へ 口 ッ ドと へ 口 ヂァス の 出から 幕の 終りまで である。 

0 一  節に は 西洋の 演釗に 所謂 parallelising が ある — 兵卒 等の 一 圑の 演技と 大尉と 舍 人との 一 围 

の 演技との 平行が それで ある。 この 二つの グ ルゥプ は、 互に 演技 を 交へ て はならない ので ある。 この 

一 一つの グルゥ プの對 話 は、 互に 聞え て はならない ので ある。 兵卒 等の 一 團は 兵卒 等の 一 圑で、 大尉と 

舍 人に は 構 はすに 對話を 綾ければ 好い ので ある。 火 尉と 舍人 は. K 尉と 舍 人で、 兵卒 等に は 構 はすに 對 

話を镜 ければ 好い ので ある。 それ 故唯兑 物に だけ、 二つの グルゥ プの對 話が 交ず； に 斷片的 に^えて 來 


る わけであって、 ^際 は 二つの グル ゥプが 交りばん こに 默 つたり 話 をしたり する のでない。 兵卒 等が 

^して ゐる問 も 火 尉と 舍 人と は 話して ゐ るので ある。 大尉と 舍 人が 話して ゐる間 も、 丘 ハ卒等 は 話して 

ゐ るので ある。 

從 つて、 兵卒 等と 火尉舍 人の 二 入と は、 どうしても 舞 裏の 上に 釗 然と 二つの グル ゥプを 形作らな け 

れ ばなら ない ので ある。 然るに 今度の 『サ 。メ』 では、 火 尉と 舍 人が 遠く離れて 立って ゐる さへ ある 

に、 兵卒 等 も 散り散り ばらばらで 一人々々 自分の 意志の 儘に、 あっちへ 行ったり こっちへ 來 たりして 

ゐた。 それ 故、 舞臺 が混雜 すると 共に、 ワイルドの 詞が 紛糾して、 昆物は 暫く 何 を 兄て ゐる のか 何 を 

^いて ゐる のか 一 向 分からなかった， (但し" 月の ある 方角と サ 口  メ の 居る 方角と が 左右に 分かれて ゐ 

る 事に は 異論 はない。 大 尉と 舍 人と は 相 接しながら、 互に 違った 方角 を 見て ゐれば 好い ので ある。) 

出.4 君の 大尉に は 「戀の 溜息」 が 少しも 聞かれなかった。 君の 大尉 は Distemper にかかった 犬が 

咳 をして ゐる やうであった。 若き シリア 人で あるより は、 猛獣の やうな 聲で 宗旨の 事 を 言 ひ 合って ゐ 

ると いふ 猶太 人で ある やうに 見えた。 木 下 君の 舍人 は、 物悲しい 女性の やうな 聲が、 よくこの 役に 適 

して ゐた。 

兵卒 は 原作に 侬 ると、 二人 だけ 口 を 利く 事に なって ゐ るが、 今度の 本鄕 座で は、 舞兹 に^て ゐる四 

人の 兵卒が 四 人と もみん な 口 を 利いて ゐた。 その 四 人の 中には 樣式 的な テム. ネの遲 い 察， 1 おし をす る 
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者が あったり、 甚 しく 寫實 的な 調子の 早い 物言 ひ をす る 物が あったり して 箇々 別々 であった。 兵卒 等 

の 外に は カバ ド シァ 人が 一 人出て ゐ ただけ であって、 ヌ ビア 人 は 出て ゐ なかった。 從 つて、 萄葡 酒と 

血との 話 や 神の 有無に ついて の 對話は 削除され てゐ た。 

首 靳役ナ アマンに は 谷 君が 扮 して ゐ たが、 立って ゐる 位置が 惡 いので、 この 非常に 大事な 舞 臺の支 

點を 一向 力の ない ものにして しまった。 それに、 この 首 靳役は 首 斬 刀の 持ち 樣を さへ 知らなかった。 

井戸の 中から 聞え て 來る豫 言 者の 聲も、 思 ひの 外に 弱かった。 あれ は 果して 井上 君の 聲 であったら 

うか。 

第一 一 kd  

饗宴の 間の 方で、 食器で も 毀した やうな 騷 がしい 音が すると 思 ふと、 貞奴 夫人の サ ロメが テ ラッセ 

の 上に 現れる 01 一人の 黑ん ほが 心配 さう に その後に 附 いて 出る-この サ u  メは 王の 凝視と 來 客の 狼藉と 

に堪へ かねて、 椅子で も 蹴倒して 出て 来たので あらう か。 私 はこの サ n メの出 を 工夫 は あると 思 ふが、 

賞讃 する 事 は 出来ない。 サ ロメの 出 を か樣に forte にす るの は T サ ロメの 音 樂」 を 理解す る もので ない 

と 思 ふ。 サ a メの 最初の 出 は 極めて 靜 でなければ ならぬ。 極めて 靜な 容姿の 奥に 欝勃 たる 反抗の 心地 

と 死ぬべき 倦怠と が 抑 へられて ゐ なければ ならぬ 。その 結 菜が サ b  メの 顔の 血 を 蒼白く する ので ある。 

貞ぉ 夫人の サ ロメ は、 チチ アン の それでもない。 ギュス タァゥ • モ ロォの それでもな、，.。 ラフ ァェ 


ル前 派の 詩人 霰 家が かいた やうな チ a メで ある。 丸みより は 細 さの 多い 顔が、 殊に P ォセチ の 筆 を 思 

はせ る。 「妖」 の 分子に 於いて この 顔が 現代 式な 須磨子 嬢 や 京 子 嬢の 顔に 優って ゐる事 は 言 ふまで もな 

い。 唯 その 肉が 餘 りに 枯れて ゐた、 その 血が 餘 りに 乾いて ゐた。 滴る やうな 「畿」 の 分子に 於いて、 

氣の 毒に も 夫人 は 自分の 年 を 暴露して しま つ た。 

併し、 若し 私が この 瞬 問に、 何か^ 用で も 起って 劇場 を 出て しまったら、 私 は 可な り 好い サ u  メを 

見て 歸 つた 事に なった かも 知れなかった。  ■ 

併し、 私 は 不幸に して 後 を 兒铵 けた。 夫人の 口から 出る 最初の 詞は 忽ち 私の 貴い ィル ウジ ヨン を 破 

つてし まった。 

王の 凝視に 對 する 嫌 厭の 情 も、 饗宴の 客に 對 する 腹立たし さも、 R: に對 する 淸ぃ 美しい 感覺 も、 み 

んな 同じ やうな 餘 所行き な聲と 同じ やうな 儀式ば つた 臺詞 廻し で 言 はれた。 もう ブ リラ ファ エラ イト 

もない、 a ォセチ もない。 私 はもう 日本の 古い 歌舞伎に 見る 赤姬を 見て ゐ るので ある。 

豫言 者の 聲を閒 くと、 倦ん じ 疲れた サ a メは 急に 生き生きした サ。 メに變 つて 來 るので ある。 併し 

夫人の サ a メに はこの 氣 分の 轉換が 見られなかった。 豫言者 を 見る 事 を 兵卒 等に 担 まれて、 始めて 大 

尉に 氣の つく 所に、 原作に は -Ahl とい ふ 問 投詞が ある。 これ は 勿論 日本の 詞 には^ 譯出來 ない 

が、 その 氣持は 日本の 表情に も 移されぬ 近理 がない。 贞奴 夫人の サ P  メには こ の 大事な" Ah! " が 
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なかった。 色 じかけ で 大尉に 豫 Is: 者 を 出して くれと 迫る 所 は、 シト ラウスの オペラの テク ストに 依る 

と、 初 は 「やさしい 生き生きした 調子で 話して」 中頃 「非常に^ 調に」 なって 最後に 「決然と して」 

來る わけで あるが、 ここ も貞奴 夫人 は、 初から 終まで 同じ 調子で あ つ た。 「可愛い 調子」 が 「凄い 調 

子」 に 突き 入って 來る聲 の變化 もなかった。 意志の 高調 もなかった。 

第三 節 —— 

井戸の 蓋が あけられた。 兵卒の 一 人が 井戸の 中へ 向って 「ョ カナ アン。」 と 呼ぶ (小さな 事の 樣 では 

あるが、 私に はこの 兵卒が 豫言 者の 名 を 呼ぶ のが 無用で も あり 邪魔で もあった)。 井上 君の ョカ アナン 

が 「せり 出し.： (これ は 誰が 始めた 事 か、 もう 日本の ョ カナ アンの 型に なって ゐる やうで ある) で 出て 

來る。 この ョ カナ アンの 顔 は、 繪に 見る ョ ハネの 顔より は 寧ろ 基督の 顔に 近かった。 「舊 約」 の 殿烈ょ 

り は 「新約 I の 柔和に 充 ちた 顔であった。 聲も 鋭く 强 いとより は 優しく 弱かった。 サ ロメが どうして 

も 側へ 寄れない やうな 恐ろしい 人ではなかった (しかも、 この ョ カナ ァ ンは 何^かで 一度 サ n  メの方 

を 振り向いた やうに 思った。 これ はこの 戯曲に とって 大變 に惡ぃ 事で ある)。 それが 爲に、 サ a  メの復 

饕的 意志まで が、 火變 弱い ものに なって 感じられた。 この 戯曲の 茧 火な 力の 一 つが これで 失 はれて し 

まった わけで ある。 

サ a  メが豫 一一 一一 "者に 近づかう として は 返 けられ、 近づかう として は 退けら. sd る听に は、 木に 登らう と 


して は^ち- 登らう として は 落ちる 蛇の やうな 執拗がなければ ならぬ。 この 時の サ n メの 肉體の 運動 

は 決して 絶える 事の ない -1 つの 長い 波のう ねりで なければ ならぬ。 强ぃ 意志 を隱 した 柔 かい 運動の 絡 

えざる 連接で なければ ならぬ。 然るに、 貞奴 夫人の 動き は、 ぶつりぶ つりと 切れて ゐた。 そして、 柔 

い 曲線 を まるで 持って ゐ なかった。 豫言 者に 接吻 を 求める 六囘の wortmotiv にも、 相變 らす變 化と 髙 

調がなかった。 

大尉の 自殺 も 極めて 無意味に 表現され た。 火 尉 は 親切に も 「わしの 戀は 破れた。」 とい ふ 原作に ない 

說明 的な 詞をさ へ 吐いて くれたが、 それでも 私に は 火 尉の 感情が 分からなかった。 

豫言 者が 再び 井戶の 中へ は ひっても、 井 戶の蓥 は 明けた 儘に して ある。 そして 次の 節へ 来ても 明け 

た 儘に して ある。 併し 私 はどうしても 一度 ここで 蓋 をし なければ ならない やうに 思 ふ。 あの 小心な 王 

が蓥の 明いて ゐる 井戶を 見て 默 つて ゐるゎ けがない からで ある。 

サ a メは豫 言 者の 降りて 行った 井 戶の中 を 暫く^い てゐ るが、 饗^の 間で 喇叭の 聲 がする と、 直ぐ 

井戶を 離れて、 下手の 舞臺 端に 置いて ある 石の 床几に 腹 這 ひに なって 前の 方をぢ つと 見詰める。 シト 

ラウスの オペラの ハンドル ング を註釋 した 本に 依って 見ても， サ ロメ は そこで 直ぐ 井戶を 離れて、 テ 

ラッセの 階段に 寄 h 掛かって、 癒し 難い 欲望 を殘 酷な 復饕の 念に 變 へて 來る やうに 書いて あるが、 私 

は ハン タ • ヲッッ 夫人の サ U  メが、 ここでい つまで も いつまでも 井戸の 側 を 離れす にゐ たの を、 今で 
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も 大變に 好い と 思って ねる。 

王と 妃が供 を 大勢 連れて テ ラッセの 上に 現れる。 五味 君のへ P ッドの 顔に は 「駱^ 追 ひ」 をして ゐ 

たとい ふ 元の 素性が 餘 りに 影 を殘し 過ぎて ゐ るが、 河 合 君のへ a ヂァス は 今まで 私が 見た どのへ a ヂ 

ァス にも 優って、 妖 艷で且 高貴で ある。 

このへ ：！ ッド王 は、 自殺した 大尉の 血 を 踏む 前に、 何度と なく その 死骸に 近づく、 そして、 血に 滑 

つてからの 恐怖 も、 神經の 震動が 太く 且 鈍かった。 併し、 五味 君の 熱心と 努力と は 十分に 受け入れら 

れた。 つまり 五味 君に はか かる 役に 扮 する 天分が 薄かった ので ある。 

へ ロッドが 餘 りに 鈍感で ある 爲 に.、 運命に 對 して 剛愎なる べきへ Q ヂァス が 卸って 敏感に 見えた の 

は 是非 もない 事で ある。 併し、 河 合 君の 王妃 は、 私が 今まで 見た どの 王妃よりも、 この 戯曲の 人物に 

なって ゐた。 娘に 對 する 嫉妬 も 最初の 詞 からよ く 現れて ゐた。 

若き 羅馬 人と、 第二の 兵卒と、 王との 問に 行 はれる 「自殺 論」 が 省かれた の は、 この 戯曲の 作者の 

詞を味 ははう とする 者に とって、 誠に 殘念な 事であった。 

兵卒の 大尉の 死骸の 運び去り 方 も、 誠に 不手際であった。 寫實 はあった が樣 式がなかった。 西洋で 

は、 榍と检 と を 使って、 如何にも 美しく これ を 運び去る ので ある。 「おき 戀の 死骸」 は 美しく 運び去ら 


ねばならぬ o 

王が 飮と 食と を勸 めても、 サ a メは兑 向き もせす にこれ を素氣 なく 担絕 する。 これ を 王が 妃に怨 む 

と、 妃は 昔の 素性 を 述べて 王 を 辱し める。 王が サ n  メを 母の 座に 坐ら せようと する の は、 妃の 侮辱に 

對す る復馨 に 外なら ない。 それ 故、 その 時 母は必 すその 玉座に ねなければ ならない ので ある。 毒が 坐 

つて ゐ るに も關ら す、 娘 を そこへ 坐ら せようと する 所に、 王の 子供ら しい 復謦が あるので ある。 然る 

に、 河 合 君の 王妃 は、 王の 祖先 を 罵りながら、 一 旦 玉座 を 離れて、 テ ラッセの 下へ 降りた。 それ 故、 

王が サ a  メに 母の 座を與 へようと する 時 は、 王妃の 座 は 空虚に なって ゐた。 極めて 小さた 事で あるが， 

かう い ふ 小さな 事の 爲 にも 舞臺 から 吾々 にぶつ かって 來 べき 力が、 まるで 來す にし まふ 場合の ある 事 

を 私 は 事新しく 感じなければ ならなかった。 (後へ 來て、 王妃が 扇で 舍 人の 顔 を 打つ 所 も、 かの 女が 玉 

座に 高く 坐って ゐな いので、 形が つかなかった。 私 はこの 短い 王妃の 動作な ども、 この 戯曲の 演出に 

とって は 緊耍な 筒 所の 一 つ だと 思って ゐ る)。 

. 神の 有無に 關 する Jiid2--llli=tett  (猶太 人の 五部 合唱) が 省かれた のも殘 念な 事で あ つた。 皇帝と 

世界の 救濟 者と 奇蹟と に關 する ナザレ 人達の 對 話が 省かれて ゐ たの も 遺憾であった。 この 「サ a  メ」 は 

唯 柱から 柱へ 飛び移る 「サ a  メ」 であった。 柱と 柱 をつな ぐ 梁の ない 「サ 口  メ  j であった。 

强ひ て豫霄 者 を 忘れよう とする 王が， サ a メに舞 を 舞 はせ ようとす るの を、 王妃が 詞を盡 して 舞 は 
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せまいと する 忭の 舞臺の 緊張 は 河ん：； おの カ强ぃ 裏詞で 十分に 作られた。 唯、 エレ クトラの 時に も^い 

た 事の ある メリ ハリが 時々 聞え たの を 不思議に 忍った。 

へ ロッドが 興奮の 餘り、 袍を脫 ざ 捨てて 花輪の 冠 を挪っ 動作が、 ^と共に 省かれて ゐ たの も、 私に 

は 物足りなかった。 

サ ロメの 舞 は 高木 德子孃 の振附 だけあって、 準備の 間 も 舞に なつてから も 可な りょく^ へられて ゐ 

た。 サロ  メも 不思議な エリ ザべ ス朝 式の 銀の 袍を脫 いでから 大分 サ 口  メ らしい 姿に なった が、 餘 りに 

肉體の 多くの 部分が 布に 包まれて ゐ るので、 怪我 をして ゐる 人の 肉を见 る やうであった。 殊に 足が 裸 

でない の を， この 戯曲に 對 する 甚 しい 侮辱 だと 私 は 思った。 (チャル ズ • リ ケッッ はこの 戯^の 舞^ を 

f 匠す る 時、 床 を 眞っ黑 にして サ 口  メの 白い 足 を はっきり 見物に 見せようと した。) 

舞の 振附は 十分 pientalisch にも 出 來てゐ たやう だし" この場合 (舞踏) より は 寧ろ K6r!hl 

2VI- ち -=K  (肉 の 運動) であるべ きこ の 戯曲 の 要求に もよ く 適 つて ゐ たやう だが、 氣の毒 にも 貞奴 夫人 の 

手先に は 日本の 踊が 染み込んで ゐる爲 と • 腰部の 肉が 貧弱で ある 爲に、 その 手先 は 常に 日本の wappo お 

を 思 ひ 出させ" 腰部 はいくら 振っても、 肉が 震へ たかった。 

シト ラウスの オペ ラ テク ストに は、 この 舞の 件の ト 書が こんた 風に い て ある— 

「樂師 が 或 激しい 舞踏の 曲 を 始める。 サ a  メ はお 初、 ふノ しも 動かす に 突っ立って ゐる。 サ 。メ は^ 師 


に 或 合 SI をす ると、 昔樂の 激しい リ ュト ムス が^ちに 消されて、 或柔 ぃ靜な 調子に 導かれる。 そこで， 

サ a  メが 「七 本の 巾の 舞」 を 舞 ふ。 

「サ EI  メ」 は 一 瞬 間、 疲れた やうに 兑ぇ るが、 ^ぐ 又 新に 促された やうに 活 氣を帶 びて 來る。 かの 女 

は 一 膝 間、 ョ カナ アンの 投ぜら れてゐ る 井戸の 緣に、 夢見る 人の やうに 立ち 留る。 それから、 前の 方 

へ靳 けて 來て、 王の 足元へ 身 を 投げる。.」 

これ は 唯 外的の ト書 であるが、 これ だけの 中に も * シト ラウスの 解 鞾 の 深さが 萌 はれる。 高木 德 f 

嬢の 振 附には 途屮ひ 疲れる やうな 所 も、 井 戶の緣 に 慕 ひ 寄る やうな 所 もなかった。 

シト ラウス の 昔 樂に對 する 或 註解に 依る と， シト ラウス は、 七 本の 巾の 舞に 所謂 Tisz  ll-tenllezzo 

を 使 はう と はしなかった ので ある。 昔の オペラに よく ある Ballet の 型に よって、 戯曲 それ 自身と は 全 

く關 係の ない 物 を ここへ 揷し 入れようと はしなかった ので ある。 シト ラウスに とって サロ  メの舞 は、 

丁庞 プリズムの やうに、 後からの 光線 を 悉く 集めて、 それ を 前に 放射す る 重 耍な轉 機であった。 この 

舞に 於いて、 女の 奸計と 女らしい 復譬の 感情と が、 男の 弱點を 征服す るので ある。 この 舞 は惡魔 的な 

計畫 から その 實 行へ の 通路と して 考 へられなければ ならぬ。 この 舞 は 誓の 詞 によって 固められた 約束 

の 股， 仃 によって、 へ ロッド 王 を 十重二十重に 縛って 了 はなければ ならぬ。 サ n メは 決して 王 を 喜ばす 

はに 王の 前に 舞 ふので はない。 自分に 對 する 王の 情熱 を 高める 爲に舞 ふので はない。 かの 女 は、 自分 
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の 美と 情と に 冷淡だった 男の 絶滅 を 目的と する 復馨の 計畫に 役立つ やうに 舞 を 舞 ふので ある II 0 

夫人の 七 本の 巾の 舞に は 果して この 强ぃ 意志と 感情と が 盛られて ゐた であらう か。 私が 見た 夫人の 舞 

は 昔 樂にシ トラ ウスの モ チイ フを用 ひて ゐな がら、 Tanz—Intermezzo 以上に 一歩- ^みれ して まゐ な- 

かった。 

サ ロメが 舞の 報酬に 豫言 者の 首 を 要求して からの、 王妃の 淺 酷な 喜び は遣憾 なく 現された。 王が 樣. 

樣な寶 物 を 美しい 詞で言 ひなら ベて、 サ B  メの耍 求 を 他に 移させよう とする 所 も、 五味 君の 「努力- 

が 十分に 感謝され た。  唯、 聲が 濁って ゐて、 ァ ァチキ ユレ ヱショ ンが 美しくない 爲に、 王の 心の 苦レ 

さ だけが 受け取れて、 樣々 な寶 物の 美し さが 受け取れなかった。 

サ Q  メが豫 言 者の 首 を 要求す る Wortmotiv に は 相 變らす 「凄愴 一 と 「高調」 とがなかった。 それ 

でも、 王はサ ロメの 意志に 员 けなければ ならなかった T 死の 指輪」 が 渡された 時の、 首 斬 役の 驚き や 

うは 餘 りに 大業であった。 首 斬 役が 井戸の 中へ 降りても、 サ 口  メは 元の 所に 立った 儘で ゐ るので あ 

る。 そして 王と 王妃との 短い 對 話が 濟ん でから、 始めて 井戸の 側へ 寄る ので ある。 併し 私は苜 斬 役が 

井戸へ は ひると 一緒に、 サ P  メに井 P へ駝け 寄って 貰 ひたかった。 

井戸の 上から. 「斬れ、 斬れ、 斬れ。」 と 三度 言 ふ 所 も、 相 變らす 力と 凄みが 足りなかった。 ナァ マ ン 

の 首 を 落す のが 待ち 切れす に、 舍 人から 兵卒へ、 兵卒から 王へ と、 順々 に 迫る 所に も、 形と^と の藝 


術がなかった。 

ョ カナ アンの 首が 盛られた 銀の 鉢 を、 首靳 役の 黑ぃ腕 は、 何とい ふ 拙な さで 井戸の 中から 差し伸べ 

たで あらう。 初日に は 鉢の 緣が 片手に 摑 まれて ゐた、 鉢 は斜に 傾いて ゐた。 四日 目に 見た 時には 兩乎 

で 鉢の 底が 支 へられて ゐた。 ここの 鉢の 差し上げ 方 は、 是非とも ビア ヅレ H の 揷繪の 如く ありたい。 

ョ カナ ァ ンの 首に 向っての サ n  メの 長い 恐ろしい 愛と 死の 詞も、 何等の 印象 を 私に 刻まなかった。 

首 を 抱いて、 床に 腹 這 ふ 形も惡 かった。 暗闇の 中で 聞え るサ a  メの 接吻の 詞も、 一 向凄慘 でな かつ 

た。 ハン タァ • ヲッッ 夫人の 時 は 冷たい 苦い 脣をぴ ちゃび ちゃと 味 はふ 音が 聞え る やうな 氣 がした。 

兵卒 等 は 楣で人 を K し 殺す 爲方を 知って ゐ なかった。 

本 ^座の 『サ C  メ』 に 使 はれた 音樂 は、 山 田 耕作 氏の アレンジメントに たった ものである。 樂器は 

僅に クラ リネット 一 管、 セ ロー  挺、 ビア ノー  臺 (ハ アブの 代用) ワイ オリ ン三挺 (第 1 、第一 一に 分か 

る) に 過ぎなかった が、 山 田 君の 天才 はこの 貧しい ォ オケ ス トラの 內に、 シト ラウスの 幾多の モ チイ 

フ (殊に サ ロメの 移り 氣のモ チイ フ、 一 轍の モ チイ フ、 戀の 苦悶の モ チイ フ など) を 巧みに 織り 入れ 

て、 一 つの 新しい 科白 劇 用の サ&メ 音 樂を 作り 上け た。 音 樂は幕 明きの 饗宴の 間 (サ a メの 出まで し 

とサ ロメの 舞の 間と だけに 用 ひられた。 これ も 口 シィ 氏な どの 好んで する 一 音樂の 浪費」 と はたい し 
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た 相違であった。 私 は 久しぶりで シト ラウスの サロ メモ チイ フを エス クラ リネットの^ 洋風な ま：： 体で 

聞いて、 危く 俳優 諸君の 努力 を 忘れよう とした。 (『サ B  メ』 の 科白 劇に シト ラウスの 昔 樂を利 用する 

事 は 『ファウスト』 の 科白 劇に グ ウノ ォ の音樂 を 利用す る 事と は 全く 意味の 違った 事で ある。 シ トラ 

ウス は ォスカ • ワイルド を音樂 にした ので あるが、 グ ウノ ォはゲ ェテ を昔樂 にした のではなかった。) 

極端に 言へば、 今度の 本鄉 座の 『サ a  メ』 では、 舞 臺に姿 を 現さない 山 田 耕作 氏と 高木 德子孃 とが 

一 番 好い 役者であった。 

貞扠 夫人の サ ロメ も、 やはり 私の 求める サ ロメではなかった。 私 は 又 新しい サ ロメ を 求めて 步 かな 

ければ ならぬ。 


スト リント ベ ルクの 一. 父」 

(大正 四 年 六月 -I Is- &會) 

ョ 

舞^ 51 會の臺 帳と して， 小宮 豐隆 君が 鼸譯 された スト リントべ ルクの 悲劇 『父』 は、 近頃での 惡臺 

悵 である。 

これ を 小宮君 自身の^で 批評す ると. 「第一 に氣が 利かない、 第二に だら/ \と だら しがない、 第三 

に 呼吸と 云 ふ もの を 心得て ゐ ない、 第 四に 隨分 間の 拔 けた 不注意 を 暴露して ゐ る」 (小 宫氏著 「演劇 

評論-第 三百 頁) I 「此譯 者 は 言葉」 と 云 ふこと に 殆んど 何の 神經を 持って ねない」 (同書 第二 百 四 

十三 頁) 

戯曲の 飜譯 家と して、 小宮 君が その 人で ない 事 は、 『アナ トオル』 の 翻譯を 見た 時から" 私の 窃に感 

じて ゐた ところで あつたが、 『父』 の 飜譯を 見る に 及んで、 私 は 愈 その 感じ を切實 にせす に は ゐられ な 

かった。 
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小宮君 は 『父』 の 「飜譯 の 出 來榮が 美事で ある を 得なかった， 一 理由の 一 部 を ——- 「誠^に ス トリ ン 

ト ベルクの 內面 節奏 を冩し 出さう と 努力した」 のに も 關らす 「あの 緊張した 內 -s 節奏 を 其 儘^-接に = 

本 語に 寫し 出す」 事の 不可能だった 理由の 一 部 を i 「日本の 現代の 日 話」 の 「生溫 さ」 に歸し 

てゐ るが、 小宫君 は 果して 「日本の 現代の 日常 會話」 とい ふ もの を、 一度で も逍憾 なきまでに 注意 

し、 研究し、 練習した 事が あるので あらう か。 

小 宮君は 嘗て 土曜 劇場が 同じ 戯曲 を 演じた 時の こと を 書い て、 その 時の 裏 帳が 誰の 飜譯 だった か、 

「幾ら 思 ひ 出さう としても 思 ひ 出す 事が 出來 ない j と 言って ゐる。 私 は 小せ 3 君 を 決して 「嘘つき」 * た 

と は 思 はな いが、 小宫 君に して 「あの 飜譯， | を 知らない 害 はない と 疑って はゐる —— 「あの 飜譯」 と は 

誰の 飜譯 であらう。 同じ 新 小說の 幾年 前 かの 正月 號に揭 げられ た 上田 敏 氏の 飜譯 である。 小 {呂 君の 飜 

譯が 出る まで は 、『父』 の 唯一 の 日本 譯 として 吾々 の 間に 可な り 有名だった 翻譯 である。 

上田 氏の 譯は 多分 英譯 から (H リック ゼン からだと 思 ふ) 全譯 した ものであって、 勿論 掏 逸 譯に較 

ベれば、 多くの 脫！： i を 認めない わけに は 行かない が、 しかも 飜譯臺 帳と しての 價値 は、 到底 小宫 君の 

それの 比で はない。 若し、 小宮 君が 實際 この 飜譯の 存在 を 知らなかった のなら、 私 は 小 宮^の， 無知」 

を 笑 はなければ ならぬ。 若し 知って ゐ ながら 眼中に 置かなかった とすれば、 私 は小宫 君の 「尊大」 を 

惘 ますに は ゐられ な い。 


私の かう いふ 意味 は、 戯曲の 飜譯は 唯 「誠意」 だけで は 出来ない と 言 ふので ある。 戯曲の 飜譯に は 

「藝 術」 が 要る。 「藝 術」 に は 「謙 邏」 が 要る。 苟も 「謙 適」 が あれば、 先翬 のした 爲事を 注意せ すに 

は 通れまい と 思 ふので ある。 小せ 2 君の 「誇り」 が 若し それ を妨 けたと したら、 小お 君の 「誇り」 は 寧 

ろ小宫 君の 「藝 術」 の鈸 でなければ ならぬ。 

私 は なぜ 長々 とこん な 事を甚 いたので あらう。 それ は、 小宮 君が 若し 一度で も 上田 氏の 飜譯に 目 を 

通して ゐ たら、 君の 『父』 の 鑭譯が もっと 立派な ものに なった であらう と 思 ふからで ある。 それが 绫 

念で ならない からで ある。 

ヱ ドヰン • ビョル クマ ンは 『令嬢 ユリ 子』 の英譯 本の 序文の 中に こんな 事 を 書いて ゐる —— 「若し 

間違って、 飜譯 者が 原作の 精神 を 尊重し ないで、 原作の 文字 を 尊重したら、 かれの 爲 事は單 なる 文舉 

的の 火ェ に^して 了 ふで あらう。 そして かれのべ ン から は 一 つの 生きた 形 も 湧き出て 來 ないで、 唯 死 

人の 面 形が 出て 来る ばかりで あらう。」 —— この 詞は その 儘小宫 君の 飜譯の 場合に 當て はめて 考 へる 事 

が 出来る。  • 

小. I 呂君は 自ら 原作の 「內面 節奏 を寫し 出さう と 努力した」 と 言って ゐ るが、 私の 兑る 所では 「內面 

節奏」 に忠 la であらう とした 努力より は、 寧ろ 形に 現れて ゐる 「文字」 その 者に 忠實 であらう とした 

努力の 方が 遙に 火き く且 はっきりと 現れて ゐる。 しかも この 無益な 努力が、 どれ 程 この 臺帳を 冗お な 
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ものにし てみ るか 分からな いので ある。 

「君 は、 君の 家で 采配を振る t を、 あんまり- K 勢 持ち 過ぎて ゐる」 —— 何とい ふ 冗長な 思想の 表現で 

あらう "「 全體、 此家ぢ や あ、 女 天下 過ざる」 とい ふ 上田 氏の 譯の 方が、 どんなに 原作の 「內面 節奏」 

を傳 へて ゐ るか 分からない。  • 

「君 は 何ん とか 彼と か 云って、 君の 华 とった 繼 お母さんまで も、 僕に 押つつ けて 仕舞った」 - —この 

「何とか彼とか 云って」 など も Allfil  一 vatze-1 とい ふ 動詞の 中の Schwatzeu に忠實 ならう とした igE^ 

であらう が、 これが どれ 程 ここの 臺訶 全體を 間延びな ものにして ゐ るか 分からない。 口 本 語に とって 

は、 この 「何とか彼とか 一一 目って」 など は 全然 餘 計な 文句で ある。 

かう いった 「冗長」 は、 實 に小宫 氏の 飜譯を 初から 終まで 通して ゐる。 試みに 第一 幕の 第一 節 だけ 

を 調べて 見よう： 大尉の 初の 方の 詞に 「もう 叉臺 所に？」 とい ふの が ある。 この 「もう」 など も、 

cshon  wiedel. の Tcho= を直譯 した ものに 違 ひない が、 日本語と して は 不用な 「もう」 である。 緩い 

て 大尉の 詞に 「何もかもない、 あの 野郎 又しても 女に 引懸り を裕 へやが つて。 あいつ 全く 箸に も 棒に 

も掛ら ない！」 とい ふの が ある。 小宫 君が 使った とい ふ レクラ ム 本に 據 つて；：^ て も、 ここの 毫詞 は、 

"Ach,  dt-r  T,uiiimel  liat  SC1121  wiedcr  etwaa  3i<i  IMildcllell  vor^elmllt  Es ist  21-  Jz.;l=z  vl-rfeuchter  kl-rl.-- 

といった 簡潔な 文句で^ かれて ゐる。 先づ -ー Ach" とい ふ 間投詞が 「何もかもない」 とい ふ、 有って 


も 無くても 好い、 拙い 文句に 代って ゐる。 "<ー ミ rll ョミ el" を 「あの 野郞」 と譯 したのに、 間違 ひ はな 

いが、 日本語と して、 この 際 この 大尉の 使 ひさうな 詞 として は.. 餘 りに 下品で ある。 「あいつ」 位な 所 

で 卜 分で はない かと 思 ふ。 「女に 引つ 懸かり を栴 へやが つて」 も 冗長で ある。 その 次ぎの 「あいつ」 は 

不必要な 「あいつ」 である。 a 本 語 を 生々 とさせる に は 代名詞の 省略 を 必要と する。 しかも この場合 

が 原文の 代名詞 を その 儘飜譯 したので はなくて、 後の -1= を 「あいつ J として、 ここへ 入れて、 

名詞 止め になって ゐる 原文 の 終り を、 態と 動詞 止め にしよう としたら しい 形跡が あるに 於いて を やで 

ある。 ：dll vss  Yerflucllter:." を 「全く 箸に も 称に も 掛ら ない」 とした もの も、 冗漫で 且 力が 弱い。 

上田 氏 はこ この 全文 を、 「うむ、 又 女騷ぎ さ。 赏に 仕樣の ない 奴 だ。」 と、 簡潔に 譯 してね る。 

次ぎの 大 財の 詞 に， 「叱り飛ば したって、 撲 りつけ たって 未だに 何の 效架 もない」 とい ふの が ある。 

この 「未だに」 などの、 原文の- bishel" を 直譯 した もの だら うが、 日本語と して は、 無くても 分かる 

し、 無い 方が 却って 力の ある 文章に もなる。 尤も 上田 氏の やうに 「是迄 怒って 見たり、 擲 つて 見たり 

種々 遣って 見た が …… 」 とい ふ 風に. 「是 迄」 として 一 番 初へ 置けば、 有っても 差 支へ はない。 「何の 效 

果 もない」 も 上田 氏の 「丸で 利かん」 の 方が 力が ある。 

牧師に 祌の詞 が どれ 程 軍人に 利く と 思 ふかと 言 はれて、 答へ る 大尉の 詞の 初の 「夫り やね、 君」 な 

ども、 對 話の イキ^ 甚 しく 弱めて ある。 rja,  Schwagel" がう まく 譯せ なければ、 全然 拔 いて 了っても 

小山 内璨 令-集 七卷 スト リント ベルクの 「父」  二 九九 
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差 支 はないで はない か。 

その 次ぎの 牧師の 詞の 「さう だ、 知りす ぎる ほど！」 も。 ； Ja, leider!" の飜譯 として は、 意味 も 

違って ゐ るし、 意味が 微 底して ゐ ない。 英譯 本の "I  know  tlmt  well  2K2gh" を參 照した 譯の やうに 

も 見える が、 それにしても、 この 詞の氣 分 を はっきり 傳 へて は ゐ ない I 

レクラム 木で 僅か 二十 三 四 行の 第一 節 を 解剖して 見ても、 小せ； 1^ の飜譯 がし かく 冗お で、 しかく 對 

話の ィキを 「心得て ゐ ない」 事が 證據 立てられ るので ある。 私は窃 に危ん だ。 舞 臺協會 の 俳優 諸氏 は * 

果し てこの 冗長な 臺詞 の 長い 連績 を、 ど ぅ舞臺 の 上に 切り 開いて 行く で あ らう かと。 

小せ；： 君の 臺 帳が 若し 俳優 を 苦しめる とすれば、 それ は 單に詞 の 「冗長」 からば かりで はない。 小お 

君 は 曰 本の 詞の 一一 ュ アンスと いふ もの を 丸で 知って ゐな いと 言っても 過言で は あるまい。 ラウ ラの詞 

に は ラウ ラの詞 らしい 色彩がなければ ならぬ。 乳母の 詞 に は 乳母の 詞 らしい 色彩がなければ ならぬ。 

從 卒の詞 には從 卒の詞 らしい 色彩がなければ ならぬ。 然るに 小官 君の 譯に は、 全然 その 方面の 神經が 

働いて ゐな いので ある。 私 はもう 一度 危ん だ。 舞 臺協會 の 俳優 諸 氏 I 殊に 女優 諸氏 —— は、 果して 

かう いふ 一一 ュ アンス を缺 いた 詞を、 どう 自分 自分の 役に 當て はめる であらう かと。 

小せ  12 君の 臺 帳から 俳優に 感 する 第三の 苦痛 は、 誤譯 或は 誤解から 來た詞 の 意味の 不徹^で ある —— 

例へば、 序幕の 第三 節で、 大 尉が 自分の 娘 を 色々 な 女が 色々 に 育て上げよ うとして ゐる話 を 牧師に 


する 所に 「こんな 風に して 一 つの^ 魂 を 編み上げよう などと 云 ふこと は、 無： i のこと 出来る^ ぢ やな 

い」 とい ふ^^が ある。 この 「編み上げよう」 など も、 原文 を 見る と" - zusammcllzufiicken" と あつ 

て、 決して 「編み上げる」 とい ふ 意で はない。 「辍り 合 はす， T 補裰 する」 とい ふ 程の 意で、 あちらから 

もこ ちらから も 色んな 物 を 持って来て、 それ を 綴く り 合 はせ て 一 つの 霸魂を 作らう として ゐ ると いふ 

つ W は b- 

程の 意で ある。 上田 氏の 譯には 「ー體 そんな 補綴の 事で、 人の 心が 旨くい くもの か」 (この 譯も 後半 は 

稍 不透明で あるが) と ある。 

序幕の 終り 近くに ある 乳母の 詞に 「男 は みんな 女の子 だからで は ございません でせ うか、 火 人で も 

子 佻で も —— 」 とい ふの が ある。 この 「大人で も 子供で も I .」 が 私に は 不思議に 感じられ たので、 

レクラ ム本. IVIHI? て 見たら、 ：dass  alle  Milliner  die  Kinder  der  Fl-auen  smcl,  die  crosses さ le  eie  klcln 

enl-ー  とあった。 英譯本 を 見."^ ら、 rwccause  all  you  men,  great  and  small,  are  women 一 s  chlldl.cn, 

every  m:s  of  yoll.: とあった。 この 「大人で も 子供で も —— 」 は 「豪い 人で も 豪くない 人で も —— 」 

の 意で は あるまい か。 

第二 幕の 第三 節で、 娘の ベルタが 乳母に 誰かが 悲しい 歌 を 歌って ゐる やうな 氣 がして， 氣 味が 惡ぃ 

とい ふ 話 をす る 所の 詞に、 「そして 夫が 屋根裏から 來る らしい のよ。 あの 搖籃の 置いて ある。 ほら、 其 

左に n 」 と いふの が ある。 これが 又 何だか 私に は瞹 味に 感じられ たので、 レクラム 本 を 見たら、 "§ 
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Sie  wiegestehl」l=  \veisst、  die  zur  Linken  U あった。 この 關係 名詞 die は 明に 「搖 藍」 を 受けた も 

のであって、 「搖籃 が 左に ある」 とい ふ 意で ある。 「ほら、 其 左に —— 」 と 言 ふと、 搖籃の 左に まだ 何 か 他 

の ものが ある 樣に 聞え るが、 ここの 詞の 意味 は 決して さう は 受け取れない。 英譯本 を 見ても、 二 vl-2.€ 

the  cradle  stands,  y(m  kiw,  to  the  left —— "とあって、 やはり 「左に 搖 藍が ある」 の 意で ある。 上田 氏 

の譯を 見ても 「何でも 納戶 で、 ほら、 あの 左に 搖籃の 在る ：… 」 と ある。 極めて 小さい、 どうで も 好 さ 

さう に 見える 一 節で は あるが、 かう いふ 臺詞の 不徹底に もどれ 程 俳優が 迷 ふか 知れない ので ある。 

最後の 幕の 第 一 節で、 ^母と ラウ ラ 大尉の 足音 を 聞く 所の 臺詞 に、 「あの 一 一階の 足音 をお 聞きなさい 

まし- とい ふの が ある。 r.dorr>lsll" の ，ol)s" を 直ぐ 二階の 意に 取って 了った ものら しいが、 これ 

にも 耳 考三考 の 必耍が ありさう に 思 はれる。 英譯を 見ても 唯 -^walking  up  there" と ある だけで、 こ 

の ミ -1>" をい きたり 二階の 意に とって 了 ふ 事 は 出来ない。 第一、 序幕に も、 二 幕 目に も、 大尉の 書齋 

がー 一階に ある やうな 事 は 一 つも 喑示 してない。 部屋の 右手 奥に ある タぺ スト リイ 貼りの 扉 その 者から 

考 へても、 序幕の 第 四 節の 終の 大尉の 引っ込みから 考 へても、 最後の 幕の 初に この 扉 だけが^: 户で塞 

いで あるのから 考 へても、 大尉の 書齋は 直ぐ この タ ペスト リイ 貼りの 扉の 中に ありさう である。 釗の 

緊張から 言っても、 その 方が 力が 强ぃ。 私 はこの 場合の 足音 を ボルクマンの 場合の やうに 「遠くから 

來る歌 - として 聞かう と は 欲しない。 小 宮君は ；ー >(-- 一" の 一 字に 囚 はれ 過ぎた ほに、 かう した 人事な 


sf- 所ハ 大事な 力 を 逃がして 了った ので は あるまい か。 西洋で 言 ふ ，，o- き i" とか ミ11>" とかが、 必 すし 

も 二階 三階 を 指す のでない 位の 事 を、 小宮 君の 知らない わけはな いので ある。 上田 氏の 譯に は、 「奥樣 

ほら、 あの 足- -i::。 往 つたり、 来たり、 往 つたり， 來 たり。」 とだけ して ある。 

以上 述べた やうな、 詞の 不徹底な り瞹昧 なり 動搖 なりが 小宮 君の 譯には 至る所に 見られる ので あ 

る。 かう した^の 不徹^が どれ 程 俳優の 臺詞の 記憶な り、 臺詞 廻し なり、 動作な り を 迷 はせ るかと い 

ふポ は、 一 度で も 舞臺を 監督した 者の 切 實に經 験す る 所で ある。 

「君 は 居て 行かない 氣 なのかい」 とか， 「星の 世界に どんな 事が あって ゐ るか 分かる」 とか、 「夫が §： 前 

に 確かい」 とか、 「あった 事 は あらせな くす る 譯には 行かな いんだから」 とか 言 ふやうな、 片言め いた 

日本語 も、 どんなに 俳優 を 苦しめた 事で あらう。 

「帳面」 とか 「帳簿」 とか 言へば 分かる 事 を、 態と 「計算書」 と 言 はして 見たり、 「元素」 と 言へば そ 

れで 分かる の を わざと 「成 素」 と 言 はせ たり， 「無神論者」 と 言 ふ 方が はっきり 分かる の を、 「自由 思想 

家」 と暖 味な g 譯語 で 一 W はせ たり、 「父の 信仰 に從 つて」 と 言 は せる 方が 力が あるのに、 「父の 見方 通り 

に」 とわ ざと 力の 弱い 直譯 的な 詞を使 はせ たりす る小宫 君の 道樂 —— 私 はかう いふの を 一 番惡ぃ 意味 

の道樂 だと 思 ふ —も， どんなに 俳優の 理解 を 妨げた か 分からない。 この臺 帳の 不便 は、 小宫君 自身 

も 稽古 をして ゐる 間に 段々 と 悟って 來 たので あらう。 私が 見た 實演の 第一 日に は、 もう 片言 や、 拙い 
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と 思った 詞の ィキが 大分 直されて ゐた。 少く とも 「大尉さん」 は 「大尉 殴」 になり * 「ドクトルさん 1 

は 「ドクトル」 になって ゐた。 併しながら、 前に 述べた 單 語の 道 樂ゃ、 「ほら、 其、 左に II 」 や. 「あの 

二階の 足音 を .：•： 」 など は 依然として 元の 儘であった。 

(二) 

小宮 君が 餘 りに？： 洋の 文字に 囚 へられた 自然の 結朵 として 今度 は 舞 臺協會 の 俳優 諸氏が 小官^の 文 

字に 囚 へられなければ ならない 毐 になった。 私 は 『父』 の 實演を 見て さう 思った。 舞姦 協會の 俳優 諸 

氏 は、 この 惡臺 帳から 對 話の 呼吸 を 探り出す 事に I 或 場合に は譯 者に 訶の， 訂正 を 迫っても、 これ を 

探り出す 事に- 殆ど その 全力 を 傾けた ので は あるまい かと。 

それ 程、 實演 では 對 話の ィキ がよく 出て ゐた。 この 惡臺 帳と して は、 殆ど 企及すべからざる 程度の 

ィキが 出て ゐた。 俳優 諸氏の 勉强思 ふべ しで ある。 

-, 併しながら、 悲しい かな、 諸君 は 唯 この 方面に のみ 全力 を 盡 したせ ゐか、 それ 以外に 「劇と しての 

表現」 を 殆ど 少しも 企てる 事が 出来なかった やうで ある。 極端に 言へば 私 は 唯、 少しも 肉 體 の 動榨の 

伴 はない 對 話と、 間違 はない とい ふ 程度の 人物の 出這入りと、 人物の 位置の 極めて 輪廓 的た 排列 (變 

化と ひたいが、 變化は 殆どなかった) と を 見た だけであった。 

翻譯 をした 上に この 戯曲の 舞臺 監督 をした —— たと ひそれ が 消極的で あらう とも， 受動的で あらう 


とも、 一^の 舞 袅監忏 をした に は 相違ない 小宮 君の 說に 依る と、 この 芝居 は 「唯 眼 丈で 芝居 を 見 

てゐ ようとす る 人に とって は、 殆ど 芝居 を；：： 儿る やうな 氣 がしない 程に、 「動き」 の少ぃ 芝居で ある」 と 

の 事で ある。 併しながら、 私 は 決して さう は 思 はない。 全く 反對 に、 所謂 近代劇で これ 程 「動き」 の 

ある 芝！ s は少 いと 思って ねる。 若し この 戯曲に スト リントべ ルクの 深刻と 誠實と 根本的な 論證 とがな 

^ つ t ら、 こ o 戯曲 は melodrama の pandemolli§l に 足 を 踏み込んだ かも 知れない とさ へ 思って ゐる。 

悲劇 『父』 は 「唯 服で 芝居 を 兌て ゐ ようとす る 入」 にと つても、 立派に 「動き」 の ある 恐ろしい 芝居 

なので ある。 

然るに、 小せ I： ^のおへ がさう いふ 所に あつたせ ねか、 實演 された 『父』 は 驚く 程 「動き」 の少 いも 

のであった。 俳優 は 脚本に 明示して ある 「動き」 の 外、 殆ど 何の 「動き」 をも^ せなかった 私 はこ 

れを 短い 太い 鎖で 繋がれて ゐる 獅子 を兒る やうな 苦しい 氣 持で 見た。 自由に 荒 ばれなければ ならない 

のが、 無理に 縛られて ゐ るので ある。 獅子 は卽ち 『父』 である。 鎖 は卽ち 批評 的舞臺 監督 小宫 豐隆君 

その 人で ある。 

^^に 明示して ある 「動き」 の 場合で も、 それに 關 する 設備に 向って、 舞 臺協會 の舞臺 監督 (この 

場合に は小宮 君の み を 指さない) は 極めて 冷淡であった。 例へば 最後の 幕で、 大尉が 澤 山の 本 を 抱へ 

て W て來 て、 それ を 置く 机で ある。 あの 机の 高さが 低き に 過ぎた 爲に、 いろんな 本 を 繰り 廣げ ながら 
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言 ふ あの 長い 獨 白が、 姿勢と 動作と に 於いて どんなに 俳優 を 苦しめた か 分からない。 た^が 突き破つ 

■ て 出て 來 るタぺ スト リイ 貼りの 扉に 密接した 璧に、 大^が 娘 を 殺さう として 取る ビ ス トルが 燬 けて あ 

るの も， 「動き」 にと つて 吝嗇な 設備で ある。 大尉 は 今 荒 ばれ 出て 來た问 じ 場所へ、 又 直ぐ 突き進んで 

行かなければ ならない からで ある。 それに 舞薹の 上の ァ クシ * テントと いふ^に も、 多少 はは^が 拂は 

れ なければ ならなかった。 現に 私が 兑た 日た ども、 奥から 舞臺へ 突き破られた タ ペスト リイ 貼りの 扉 

が、 丁度 ビス トルの 懸かって ゐる所 を 隱 して 了った ので、 肝心の 所で， 「戶が ひとりでに 左の 方へ 歩き 

出す」 とい ふ I)isilhlsio:l を 見なければ ならなかった。 

二 幕 目の 第 六 節に、 大尉が 翳 者と 話 をして 了って から、 妻の ねる 部屋の 戶 口へ 行って .「^ 入る が 可 

い ：•：• お前が 其 鹿に 立って 立聽 をして ゐ るの を、 俺 は 知って ゐた」 と 言 ふ 所が ある。 この 詞で a て も， 

大尉 は醫 者と^ をして ゐる內 から * 始終 この 戶 口に 不安な 注意 をして ゐ なければ ならない^ であ-る。 

ところが さう いふ 「動き， 一 は 少しも 大尉と 醫 者との 對 話の 間に は 見られなかった。 俳 俊はト 齊 に 「動 

き.」 の 明示して ある 場所へ 來 ると、 突然 その 「勅き」 をす る だけであって、 その 「動き」 をす るまで 

の 經路は 常に 考 へられても 丧 現されても ゐな いので ある。 かう いふ 例 はま だ 他に も澤山 见られ た。 

舞臺 協會 の舞臺 監督 は 『父』 の 實演に 於いて" 必耍 以上に 「動き」 を 抑制した ばかりでなく， 必要 

以下に 「聲」 をも^ 縛した。 それが 爲に、 「叫び 聲」 であるべき 聲が 唯の 「泣き 聲」 になったり、 「怒 


號- であるべき 獰が 唯の 「吱 き」 になった りした。 (『父』 は决 して、 『寂しき 人々』 の 如くに 演奏 せら 

るべき ではない。) 「勁き」 の儉 約で、 力 を 弱められた 悲釗 『父』 は、 「聲」 の 抑制で、 更に 又 力 を鸾は 

れた。 極端 二言へば、 舞臺 協 會の 『父』 はレ クチ ユアの 『父』 であった。 下手な 詞で大 學敎授 がする 

謹の 『父』 であった。 斷 じて 演釗の 『父』 ではなかった。 俳優 藝 術の 『父』 ではなかった。 

舞^の^ 備に も、 何^の 獨 創がなかった。 唯 脚本の ト書 にある だけの 事が、 正直に 現されて ゐるだ 

ナ C.J  、をの 也 こま 可の 考 *e5 も 費 さ. d てゐた かった。 コンェ ンショ ナルな レクラム 本の プラン を その 

儘 W ひたの も 氣の毒 である。 スト リント ベルク 自身が ストックホルムの インチ マ、 テア テ ルンで この 

銭^ を 演出した 時の 舞臺 面の^^ は 田 中榮三 君の 「近代劇 精通」 とい ふやうな 本に さへ 出て ゐ るの だ 

から、 一度 參 照して 兑る がよ かった ので ある。 無暗に 壁が 高くて、 天井の ない 部屋 も、 私に は堪 へら 

れ なかった ：- 小 宮^の 臺帳 では、 終の 幕で 大尉の 足音が 二階です る 事に なって ゐ るから、 なほ 天井 

のない のが 不思議に 感じられた。 

服装に は 概して 難がなかった が、 牧師の 帽子と 服と は 是非 定式 通りで ありたかった。 それに 瑞 典の 

軍服の 研究 も 足りなかった。 從卒の 軍服な どは獨 逸の 兵隊 その 俸であった。 

これ を 要するに？， 心」 なり 「氣 分」 なりの 飜譯を 舞臺の 上に 主張す る 小お 君が、 實際 舞臺の 上に 見 

せて くれた もの は かう 言 ふの が 若し 言 ひ 過ぎるなら 「舞臺 の 上に 是認した もの は」 と 言っても 好 
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ず ！ 決して 心の^: 界の 自由な 表現で はなく して、 却って 文字に 囚 はれた 單 調な 講演に 過ぎな か つ 

た。 事暂は 誠に 大 なる 「反語」 である。 

(三) 

この 劇が 俳優に とって —— 殊に 日本の 俳優に とって —— 闲雞な 事 は 言 ふまで もない。 それ は 小 君 

がー 一 iil! ふやう に、 この 劇に 「動き」 がない からで はない。 この 劇に 謂 ふ 所の 「戟 曲的發 ^」 がない から 

である。 

大尉 は 『寂しき 人々』 の ヨハンネスの やうに、 唯 ひとりで 苦しんで ゐ るので ある。 かれに 働き かけ 

る乇 チイ フは 「人間の 訶」 の 外なん にもない ので ある。 しかも その 「人 il の詞」 に は 何等の 事 實的基 

礎 もなければ 何の 論理的 立證 もない ので ある。 ョ ハ ン ネスの 場合に はま だ 周 園に アンナ • マ アル もゐ 

れば、 ブラウン もゐ るので あるが、 この 大尉の 場合に は、 そんな 人物 さへ ゐな いので ある。 かれは^ 

の 意味での 「寂しき 人」 である、 魔； の 意味での な elf -tormentor である。 かう いふ 人物の かう した 境 

遇 は、 寧ろ 小說に 取扱 はるべき であって、 容易に 戯曲に 取扱 はるべき ではない。 悲釗 『父』 が 殆ど 大 

尉の 獨白 劇に なって ゐ るの も 亦 やむ を 得ない 次^で ある。 

. それでも、 主人公の 大尉に は 作者が 全力 を盡 した ものと： a えて、 ^ど 遗憾 なきまでに 作者 自身の 謂 

は ゆる -character" が 出て ゐる。 併し、 その他の 人物 は總 てに 於いて、 おき 足らぬ 點が 多い。 殊に 牧 


師 や^; 者な どになる と、 殆ど どうい ふ 人物な のか 受取れ ない 程、 印象的に 書いて ある。 恐らく 作^ は 

この 戯曲に 於いて、 實 人生の 或^ 理に餘 り 眞劎に 肉^した 爲に、 自然 藝 術の 餘裕を 失った ので は ある 

まい か。 從卒ネ イドの 禅話が、 序幕で あれ 程 大事な モ チイ フ を^め て をりながら、 その後 何の 發胶 を 

も 見ない I 第三 幕の ネ イド は 唯 一 箇 の忠實 な從卒 になって ゐる だけで ある —ので も、 それが 十分 

推測され るで はない か。 

舞^ 協侖： の 俳優 諸氏 は 戯曲 それ 自身の ， ：- れらの 困難と 戦 ふ 上に、 ィキの 出て ゐな ぃ臺詞 や. 「動き」 

の 束縛 や， 「聲」 の 抑制と 戰 はなければ ならなかった。 私 は 俳優 諸氏の 苦しい 努力 を 思 ふの 餘り、 その 

一 人々 々について 嚴 正な 批評 を 書く 勇氣 をな くして 了った。 

私 は 極めて 簡單に 諸氏の よかった 點 だけ を 書いて、 茈 ちに 筆を搁 かう と 思 ふ I . 

加 藤 君の 大尉 は 終の 幕で、 書 齋の戶 を 破って 出た 瞬間が よかった。 

菊 枝 嬢の ラウ ラは、 如何にも 無知に 見えた ところが よかった。 

ふく子 嬢の ベルタ は 全部よ かった。 殊に 序幕の 恐怖の 出が よかった。 

佐 々木 君の 醫者は ラウ ラに對 して ゐる 時が 總て よかった。 一 體に 一 番 自然であった。 

森 君の 牧師 は 三 幕 目の 出が よかった。 この s: はこの 幕の 氣分を 作る のに、 大暦 有益であった。 

房. 江鈸の 乳母 は、 序幕の 幕切れが よかった。 
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小 村 君の 從卒ネ イド は、 その 智的 でない 目の 働きが、 よく その 人物 を 校 {ぉ して ゐた。 

東屋 君の 從卒へ ン リク は 極めて 小さい 役 だが、 深い 注意 を 以て 演ぜられて ゐ たと 思 ふ。 殊に 序^の 

終で、 「御用で ございま すか」 と 扉から 半身 姿 を 出した 所が、 生きて ゐて よかった。 


『生ける屍， 1 に 就いての 論議 

" V 力ら^. 'ハ 

演^の 藝術は 表現の 蘇 術で ある。 

演^ は 戯曲の 「飜譯 ではない。 戯曲の 「舞臺 化」 でもない。 戯曲の 「表現」 である。 

戯^の 一 表現」 と は 何で あるか。 戯曲 全體の 「表現」 である。 戯曲が 含む 總 ての 者の 「表現」 であ 

る。 戯曲の 精神 は 勿論、 曲 中 人物の 性格、 心理、 運動、 外貌、 昔 聲、， 曲 中 場景の 線、 光、 色、 何から 

何まで 殘す 所な く 表現す るの が演釗 である。 演釗は 心 W 的藝 術で あると 共に、 造形 的藝 術で ある。 演 

劇 は 精神の 藝術 であると 共に、 物質の 藝術 である。 故に 演劇 を 完成す る 者 は、 詩人であって 同時に 職 

人で ある 者で なければ ならぬ。 職人であって 同時に 詩人で ある 者で なければ ならぬ。 

戯曲の 精神の み を摑ん で、 これ を 表現す る 事が 演劇： なら， ブランデスの イブセン 論 は 演劇で なけれ 

ばなら ぬ。 コ オル リッジの 沙翁論 は 演劇で なければ ならぬ。 

私の かう いふの が 「誇張」 である 事 は 論 を 待たない。 併し、 今の 世 は 「誇張」 が 「眞 理」 と 見ら る 
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る 時で ある。 「^語」 が 「豫ー 百」 と 見ら るる 時で ある。 f 驕慢」 が 「權 威」 と 見ら るる 時で ある—  いや 

よ、 この 已 むに 巳む を 得ざる 「誇張，」 を 許し 給へ— 

劇評 家が 演劇に 對 して 精祌論 を强說 する 事 は、 演劇 向上の S に 喜ばしい 事で ある。 殊に 「輕 佻に し 

て雜駁 なる」 -江戶 演劇の 後 を 承け て來た 日本 現在の 演劇に 對 して、 それが どの位 貴い もの であるか 

は、 少しく 眼 を 具 ふる 者の 誰し も認 むる 所で ある。 

併しながら、 劇壇の 精神 論者が 往々 にして 物質と 形式と を 無視し、 物質と 形式と に 腐心す る 舞臺の 

藝術家 を 侮蔑して、 かれらが それらに が2 心する の は、 唯 それら.： n 身..：： 爲に脔 心する の だとい ふ 風に 獨 

斷 して 了ふ倾 向が あるの は 誠に 悲しむべき 事で ある。 

或 俳優が あって、 或 人物に 扮 した 時、 その 人物の 顔の！^ へ， その 人物の 衣裳、 その 人物の 持物な ど 

に 就いての 苦心談 を 述べた とする。 劇壇の 精祌 論者 は往 * にして、 これらの 苦心 を 一 笑に 附 して 了 

ふ。 そして 「彼 は 枝葉の 問題に 沒 頭して、 肝心な 「心」 の 問題 を 忘れて ゐる ノーと. S ふやうな 專を言 ふ。 

劇 培 一の 精祌 論者 は、 表現 Agfiilmlllg の 前に 村 料 Material が ある 事 を 忘れて ゐ るので ある。 「心」 

が - 材料」 を驅 使して 或は 濾過して —— 始めて 「表現」 となる 事 を 忘れて ゐ るので ある。 俳^の 

苦心談 は 「材料」 に對 する 苦心談で ある。 「心」 から 「表現」 へ 行く 「手段」 を說 いて ゐ るので ある。 

それ は、 史劇 或は 歷史 小說を 害いた 作者が- その 村 料 を 披瀝して ゐ るのと 丁度 M じで ある。 批評^ は 


寧ろ これに 注意 を拂 ふと も、 ^して こ れを 侮蔑す べきで はない。 

この 意味に 於いて、 私 は 所謂 「型の 記錄」 なる もの を 愛讀 する。 「型の 記錄」 によって、 戟 曲から 演 

劇へ 行く 「藝 術创 造」 の 秘密 を 探らう とする。 

型 は 心の 表現の 肉體的 材料で ある、 肉體的 手段で ある。 型の 爲の 型と いふが 如き もの は、 決して 劇 

壇に 存在し ない 害で ある。 然るに、 劇壇の 精神 論者 はこの 貴い 「型」 とい ふ もの を さへ 侮蔑し ようと 

して ゐる。 

劇 培 一の 精神 論者 は そ も/、、 何 を 以て 戯曲 を 表現しょう とする ので あらう。 

トルストイの 『生ける屍』 の 中に (第 四 幕 第一 場。 或 料理屋の^ 窒) かう いふ 條が ある —— 

フ M エヂ ャ、 ほっと 息をつく。 イワン. ペトロ ヰ ツチの 出て 行った 跡の 戶に錠 をお ろす。 ピスト 

ルを 取り上げ、 金 を 起し、 これ をお のが 額に 當 てる。 ぞっとして、 それ を 又 元の 所へ 遛く。 

呻る。 

フ H  H ヂャ。 死ねない。 死ねない。 死ねない。 (戶を 叩く 音が する) 誰 だ。 

(外で マァシ ャの聲 がする) あたしよ。 

劇壇の 精神 論者が、 若し この 場面 を 受け取ったら、 どうす るで あらう。 彼 は先づ トルストイの 如何 
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小山 內薰 令-集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論！ i  一一 二 四 

なる 作者で あるか を 俳^に^ くで あら. フ。 『生ける屍』 がト ル ス トイの 作物 中 如何なる 地位に あるか を 

說明 する であらう。 、に 人公フ H  M ジャの 人物、 その 境遇、 その 心理の 過程 を 遣お なく 解釋 する であら 

う ：… さう して、 役者に 唯 この 簡單 なト書 だけの 事 を. 「その 精祌 で」 やらせる であらう。 そして、 唯 

それだけ であらう。 

私 はこの 芝居 を莫斯 科の 美術 座と 伯林の 獨逸 座と で 見た。 ^者で は 名優 モスク ヰ ンがフ H  M ヂャに 

扮 した。 後者で は 名優 乇 イツ シがフ ェ 干 チヤに 扮 した。 

モスク ヰン はこの 短い ト書を どう 表現した であらう。 私の 筆記に は、 粗雜 ながら、 かう 書いて あ 

る —— 

イワ ン. ベ ト 口 ヰ ツチの 出て 行った 上手の 戶に錠 をお ろす。 暫く 食卓の 前に 立って * どうい ふ 風に 

して 死なう かと 考 へる 風で ある。 やがて、 食阜の 上 を 綺麗に 片 づけて、 さっき^いた 書 置 *v- 燧入 

^か 何 かに 人の 目につく やうに 立て かけて 置く、 それから 上着 を 脫ぎ かけて、 思 はす 下手の 窓 か 

ら外を 見る。 (窓の 外に 直ぐ 隣り の 家が 接して ゐる) • そして 脫 ぐの を やめて 了 ふ。 それから、 又暫 

く考 へて、 カラ ァと ネクタイ を 取り， これ を 机の h に^き、 始めて 椅子へ 腰をおろす。 それから. 

ビス トル を 手に して 鈇ロを 額に 附け る。 中々 彈 金が 引けない。 一度 ビス トル を 放して、 小さい 聲 

で 「死ねない。 死ねない。」 と 言 ふ。 又 ビス トル を 額に 當 てる。 途端に 錠 をお ろした P のハ ン. トル 


が頻に 廻る。 フ H  H ヂャは 驚いて、 立ち上がり、 上着の 襟 を 立てて、 カラ ァと ネクタイ のない の 

を隱 す。 それから 戶を 明ける。 マ ァシャ が は ひって 來る …… 

モイ ッシ はこ こ を どうい ふ 風に 演じた であらう。 これに も、 粗雜 ながら、 私の 筆記が ある— 

イワ ン • ぺト 口 ヰ ツチの 出て 行く 戶が 硝子 戶 になって ゐる。 フ N ェ ヂャ は先づ この 戶に錠 をお ろ 

して、 カァ テン を 引く。 上手に ある 窓の カァ テン もお ろす。 食卓の 前に 姿見が 斜に 懸かって ゐ 

る。 フ H  H  ，チヤ は、 立ち 身の 儘， 食卓に 身 を 寄せ かけ、 見物に 後 を 向けて、 鏡と 向 ひ 合 ふ。 それ 

から ビス トル を 取り上げて、 その 銃口 を 右の 顳顥 に當 てる。 死なう として 死ねない 顔面の 表情 を 

鏡で 見物に 見せる。 一度 打た うとして、 大きな 聲で 「死ねない。 死ねない。」 を 叫ぶ。 又 打た うと 

する。 マ ァシャ が戶を 外から 叩く。 

劇壇の 精神 論者 はこの 筆記 を讀ん で、 何と 言 ふだら う。 「なんだ。 詰まらない。」 と 言 ふに 遠 ひない。 

「そんな 詰まらない 事 を 害いて 來て、 何になる の だ。」 と 言 ふに 違 ひない。 「科な ど はどうで も 好い の だ。 

フ N  H ヂャの 心理 さへ 役者が 體^ して ゐれば それで 好い の だ。」 と 言 ふに 違 ひない。 

併し、 私 はこの 粗雜な 型の 記 « を も、 限りなく 食い ものに 思 ふ。 そこに 私と 精神 論者との 分岐 點が 

あるので あらう。 

私 は これらの 型 を 通して、 汲め ども 盡 きぬ 「心の 世界一 の 與味を 味 ふ 事が 出來 るので ある。 私 はこ 
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小山 内 薰佥集 七卷 「生けろ 屍」 LL 就いての 論議  = 二 六 

れらの 型 を 通じて、 作者の 心 を も 知る 事が 出來、 作者の 心 を谑過 させた 役者 或は 舞 S 監^の 心 を も 知 

る 事が 出來 るので ある。 百の トルストイ 論、 千の 『生ける屍』 論、 萬の フ H ェ ヂャ 論よりも、 演劇と 

しての 『生ける屍』 に は、 この 短い 型の 記載 を贲く 忍 ふので ある。 

この場合、 モスク ヰン が舞臺 の 上でした 事と、 乇 イツ シが舞 裏の 上でした 事と は 全く 違って ゐる。 

しかも フ M  M ヂャの 「表現」 に 於いて、 いづれ も 的確に その 「心」 を摑ん でゐる ！ 演劇と は實 にか 

くの 如き ものな ので ある。 

演劇に 向って > 「かう でなければ ならぬ」 を說く 批評家 程、 貧しい 想像の 所有者 はない。 一言に 「作 

者の 心」 とい ふが、 これ を摑 むの は 決して 容易な 事で はない。 しかも 演劇 は、 厪 i 「作者の 心」 以上 

に 高調な 世^ を 現出す る ものである。 

曲 力ら がま 〈 

心から 型へ。 

私 は 戯曲 を 愛する が 故に、 演劇 を 愛する。 心 を 愛する が 故に 型 を 愛する。 精神 を 愛する が 故に その 

表現 材料 を 愛する …… 

6 『生ける屍』 の 印象 


英譯を 見る と、 この 芝居 は 六 幕に 仕切られて ゐる。 そして、 各の 幕が 二 場 宛 を 持って ゐる。 併し、 

II 逸譯 を；^ ると 唯 卜 二の Sid に 分かれて ゐる だけで、 幕の 仕切り は附 いて ゐ ない。 原作 も 恐らく さ 

うだった らう。 (私 は^ ^亜で 原作 を^って 來 たが、 人に 貸して、 なくして 了った) モスクワの 美術 座 

の プログラム を 見ても、 唯 十二の ICarthia  (繪) に 分かれて ゐる だけで ある。 

この 芝居 を^く 時. トルストイ は 決して 「幕」 などと いふ 闶 襲 的な 規則 は考 へて ゐ なかった に 相違 

ない。 『闇の 力』 を 書く 時分に は、 まだ 多少 それ を II そして 又、 その他の 作劇 的 因襲 を —— 考 へて ゐ 

たらしい が、 この 作 だの 『光、 闇に 輝く』 だのに なると、 全然 そんな 事は考 へない やうに なったら し 

い。 彼 は 唯 必要な 場面 を 必要に 應 じて 列べ て 行く とい ふ 極めて 自然な 方法 を 取った。 一場 一場の 長さ 

も 必耍に 任せて 行く だけで、 短くて 濟む 場面 は 平氣で 短い 儘 にして置くし、 長くなる 場面 はいくら 長 

くな つ て も 構 はない とい ふ 風に 書いて ゐる。 

しかも、 その 普き 方 は 極めて 印象的で、 片言隻語 にも 些の 無駄がない。 見物 は餘程 注意して 聽 いて 

ゐな いと、 大事な 詞を 聞き 逃がして 了 ふ。 人物な ども 必要な 時に 必要な 人物 を 出す と. s ふだけ で、 一 

度 出した 人物 だから、 無理に も 後の 場面に 出す とい ふやうな 事が してない。 例へば、 この 戯曲の 進行 

に 可な り 重要な 役 を 勤める 無頼^の アルチ H  H ミ エフな ども、 たった 一 つの 場面へ 顔 を 出す だけ だ。 

それ 故、 十二 場と 一 百 ふと、 隨分 おい 芝居の やうで あるが、 實は 十二 場で も 足りない やうな 氣 がする- 
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小山 內薰八 H.: 集 七卷 「生ける屍」 就いての 論議  一一 二八 

程. 2： 容に 富んだ 芝居で ある。 私 は 洋 から 歸 ると、 間もなく この 芝居 を 丸の 內の 帝國 劇場で 兒 たが， 

(a オシ ィ氏 監督)、 それ はこの 一字 も！？ 減の 出来ない 芝居 を滅 茶々々 に 切り 縮めた ものであった。 近 

頃 また 藝術 座で やる さう だが、 ^^五 場と かに^す やうな 噂な ので、 甚だ 憂慮に 堪 へないで ゐる。 

主人公の フ ェ H ヂャが 料理屋の ー窒で 自殺 をしょう として 自殺の し 切れない 所な ども、 本で：^ ると 

僅か 二三 行の 「ト 書」 と 一行ば かりの 訶が ある だけで あるが、 芝居で やる となると、 ここが 中々 面 

倒な ところ だ。 美術 座の モスク ヰ ンの にも， 獨逸 座の モイ ッシ のに も、 非常な 研究と 苦心と が あつ 

た。 カレ H 一一  ン 家の 刖莊 で、 リザが 先夫の 生きて ゐる事 を 知る ところな ども、 本で jS むと 一 向！ S いが、 

芝居で 見る と、 決して 短い などと いふ 感じ はしない。 トルストイ は 確に 戯曲と いふ ものの 喾き やう を 

知って ゐる。 しかも， 非常によ く 知って ゐる。 

この 芝居が 純な 寫實釗 である 事 は 一一 一一 ：！ ふまで もない。 原作の 筋 も 知らす、 露西亜 語の 一語 も 分からな 

い 兌 物が、 モスクワの 美術」 M で この 芝居 を 見た としても、 可な りに 现 解が 出^る だら うと 思 はれる 程 

分かり易い 書き方が して ある。 勿論、 この場合 分かり易い 書き方と 言 ふの は、 場面の 取り 方 やその 順 

序 や 人物の 出入り やその 結合 や を 一；  一一 n ふので ある。 

寫實 劇と しての 極細 かい 技巧、 それ も些の 不自然な しに i 少しの 「お 芝居ら しさ」 なしに II 用 

ひられて ゐる。 例へば、 後の 料理屋 (フ M  N ヂャが 「生ける屍」 になって からの) で、 キ： 人 公が 或^ 


家 (この 丧 まに もべ ッゥ シュコ フと いふ 名 は あるが、 この 一 場へ 出る だけで、 前に も 後に も 一 向關係 

がない。 しかも、 それで 立派に 生きて ゐる。 一人の 人間と して 生きて ゐ る。) に 自分の 身の上 話 をして 

ねる 最中に、 奥の 方で^ 啤が 始まる。 巡^が 來て 女の 客 を 連れ出す。 それから 乂、 話 を 綾け ると いふ 

やうな 所。 また 終の 方の 豫審廷 で、 幕が 明く と豫 審判 事のと ころへ 友人が 話しに 來てゐ る。 判事の 關 

係して ゐる 女の 話 か 何 かが 極 短く あって (實は 長い 話の 終らし いが). 直ぐ その 友人が 歸 つて 行って 了 

ふ^な どが それで ある。 モスクワの 美術 座な どで は、 かう いふ 小さい 所に も必す 細心な 注意が 拂 はれ 

てゐ た。 そして、 必す それだけの 舞 裏 報酬 を 得て ゐた。 トルストイ は 戯曲に 於いても、 莨に 偉大な 作 

家で ある。 

この 芝居の 材料 は 市井の 三面記事だった と 言 はれて ゐる。 それ は 如何にも さう らしい。 しかも トル 

スト ィは それ を 鍵に して、 世界の 人の 魂の 奥の 奥まで を 叩かう とした。 そして、 立派に それに 成功し 

てゐ る。 日本で 言へば、 新派の 芝居の 材料に でもな りさうな 筋で ある。 しかも、 トルストイ は 自分 自 

身の 高貴な 魂 を、 この 芝居へ 出て 來る總 ての 人物に 吹き込んだ。 そこで、 この 芝お がまる で 材料と は 

かけ 離れた^い 芝居に なった。 日本の 役者な どに は 迚も 理解の 出來 ない 程 貴い 芝居に なった。 

お：^ はこの 芝居へ 出て 來る どの 人物に も 深い 同情 を 持つ 事が 出來 る。 フ H  H ヂャ も可哀 さう だ。 リ 

ザ も可哀 さう だ。 ヰ タトル も可哀 さう だ。 この 三人の 關係は 昔から 歐羅 e の 芝居に 幾度と なく 繰り返 
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された 三角 關 係と は 全く 糨類を 異にして ゐる。 フエ エヂ ャは リザ を 愛して ゐる、 そして ヰ タトル を も 

愛して ゐる。 リザ も フエ H ヂャを 愛して ゐる、 しかも ヰク トル を も 愛して ゐる。 ヰク トル も リザ を 愛 

し、 ^時に フ H  M ヂャを 愛して ゐる。 社會に 若し 夫婦と いふ ものがなかったら II そして 離^と か 二 

重 結婚と かいふ ものがなかったら—— 三人 は 幸 幅に 一緒に 暮らす 事が 出來 たらう。 しかも、 世間に は 

夫婦と いふ ものが あった。 おまけに、 露西亞 では 離婚と いふ 事が 非常にむ づ かしかった。 二重 結娇は 

两 比利亞 追放 を さ へ 値する 程の 罪惡 であった。 

フ M エヂ ャは 自分 をヰク トルと リザとの 間の 邪魔物 だと 思って ゐる。 そこで、 自分 を 無くさう とし 

た。 併し、 どうしても 死ねなかった。 そこで、 死んだ^ 似 をした。 死んだ 革に して >實 は 生きて ゐ た。 

「生ける屍」 になった。 さう して、 二人 を 幸福に しょうと した。 ところが、 それ は 二人の 爲に 却って 

惡ぃ 事に なった。 非常に 惡 い^にな つた。 そこで、 フ M  H ヂャは 裁判所の 廊下で、 たうとう ほんと に 

自分 を 無くして 了った。 

社會は 形式と 噓で 堅められて ゐる。 人間 社會に 生存して 行く に は、 形式 も 守らなければ ならない。 

噓も 吐かなければ ならない。 それ は、 フ ェ エヂ ャに とって 堪へ 難い 苦痛であった。 そこで、 フ ェ H ヂャ 

は 社會を 逃げた。 死んだ 老 になって 逃げた。 しかも、 執拗な 社會 はこの 「生きた 死骸」 を さへ 見逃が 

して は 置かなかった。 彼 はもう 一度 社會へ 連れ出された。 しかも、 社會の 形式の 保護者た る 裁判官の 


前へ 連れ出された。 彼 はもう 本當に 死ぬ より 外に 逃げ やうがなかった …… 

この 芝居 は 昔から 今までに^ して 無い 陰餺な 芝居で ある。 眞喑 闇な 芝居で ある。 『闇の 力』 に は 光が 

ある。 丼し 『生ける屍』 に は 光がない。 この 作が トルストイの 晚 年に 書かれた とい ふ 事 は 決して 偶然 

ではない と 思 ふ。 勿論、 境遇 は 逸 ふ、 事情 も 違 ふ。 しかも、 ^はフ H  H ヂャの 死と トルストイの 死と 

の 問に 密接な 關 係が ありさうな 铽 がして ならない。 

この 陰欝な 露 西 亞にゐ る 私の 或 友人 達 は、 迚も 陰欝で 見て ゐられ ない とまで 言った I 芝居の 

底 を 流れる もの は、 悲哀 極まりない ツイ ガン (露 西亞の ジブ シィ) の 唄で ある。 フエ H ヂャの 愛する 

ツイ ガンの 娘 マ ァシャ が 歌 ふ民謠 の 一節 を、 私 はい まだに 忘れる 事が 出来ないで ゐる。 それ は 初め、 

女の 猱 唱で 始まって、 やがて それに^ 唱 が 加 はる。 また 獨唱 になる。 獨唱が 消える やうに 細くなる 

と、 それが 口笛になる。 また 獨唱 になる。 叉 合唱が 加 はる。 また 獨唱 になる。 それが 叉 細く 消えて 

口笛になる。 そして、 その 口笛が 胸 を 抉る やうに 細く 消えて 行く。 總て、 これが 極めて 静かに 極めて 

悲しく、  丁度 細い 絹糸が 今にも 切れさう にしながら^ いて 行く やうに 歌 はれる の だ。 トルストイ は^ 

して この ツイ ガンの 噴. を 唯舞臺 效果の 爲に用 ひたので は あるまい。 フ ェ エヂ ャに とって ツイ ガンの 唄 

は决く 可から ざる ものだった 。『生ける屍』 にと つても 缺く 可から ざる ものである。 私 は 嘗て この 芝居 

を 活動 寫歲で 見た 事が あるが、 ツイ ガンの 唄の ない 『生ける屍』 は、 私に とって 全く ノンセンス だつ 
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た。 ここに フ H エヂ ャの詞 が ある。， それから、 一昔 樂 II だが、 それ は あの 高尙な オペラ やべ H  H トォ 

ェン ではありません。 ツイ ガンの 音樂 です —— それ は 人間に 命を與 へます。 力 を 注ぎ込みます ：•：• 」 

私 はこの 芝居 を モスクワの 美術 座と 伯林の II 逸 座と で 見た。 どちらも 放して a れば 非お に 立派な も 

のだった。 併し、 比べて 見る と 何から 何まで が 違った。 そして、 私は獨 逸の 演出 を どうしても 褒める 

事が 出来なかった。 一 言に して 言へば、 美術 座 はこの 芝居から 人生 を 求めよう としたが、 獨逸座 はこ 

の 芝居から 「芝居」 を 求めよう としたの だ。 主人公の フ H  M ヂャ だけ を兒て も、 露 亞の モスク ヰン 

の は 飽くまで も高尙 で、 そして 飽くまで も 陰欝だった。 獨 逸の モイ ッシ のに は、 南方の 明かる さ (モ 

イツ シは 伊太利 人 だ) があった。 高貴た 魂より は 可愛らしい 目が あった。 

露西亞 では 總 てが に、 如何にも 一家の 私事ら しく 演ぜられた。 獨逸 では 總 てが 大規 校で、 如何 

にも 「大 悲剌」 らしく 演ぜられた。 露西亞 では 總 てが 原作 通り 印象的に 且 暗示 的に 演出され たのに、 

獨逸 では どんた 小さた 事まで もが 廓 大して 演ぜられた。 露西亞 では 「心」 が考 へられた のに、 獨 逸で 

は 「動作」 がお へられた。 裁判所の 廊下で フ H  H ヂャが 自殺して から、 マ ァシャ が^け つけて 來 ると 

ころな どで も、 獨 逸の テル ヰンは 群集 を 押し分ける やうに して 出て 来たが、 露西亞 ハコ ォネン はいつ 

フ H  H チヤの 側へ 來た のか 分からない 程、 人の 目に 附 かなかった。 

丼ク トル を 美 ^座で は 力 チヤ 口 フが やったり ホフ 口 フが やったり する。 私 は ホフ R フの を^た。 ァ 


ブ レヅコ フ公 倚はル ウジ ェ ス キイが やったり ス ター 一 ス ラウス キ ィが やったり する。 私はス ター 一 ス ラウ 

ス キイの を 兌た。 兩方 とも 實に 立派な 人格だった。 

リザの 妹サ ァシャ は、 ^西亞 では ワラ ノ ウスカ アヤが 勤めた。 ^の 大好きな 若い 女優で ある。 獨逸 

では ギ イナ • マイ ァァが 勤めた。 市 欧風な 皮膚の 色の 黑さを 持った、 これ も 若い 女優で ある。 この 入 

も 私 は 嫌 ひで はな か つた。 

リザ は^ 西亞の ゲル マノ ォヮに 及ぶ 者が あるまい。 如何にも 女らしい、 弱々 しい、 H 本の 娘の やう 

な 女だった。 序幕から 終の 幕まで 泣き通しに 泣いて ゐた。 田舍 の別莊 で、 ほんの 一寸 笑 ひ 顔 を 見せた 

が、 それ も 突然な 恐ろしい 知らせで、 卽ち 昏倒に 變 つて 了った。 獨 逸の ル チイ • へ エフ リツ N の は、 

餘 りに 婆さん じみて ゐて" 私 はどうしても 感心す る 事が 出來 なかった。 

この 芝居 はチ H  H ホフ の 芝^な どと S じ やうに、 女中 や 下男まで を 立派な 役者が 勤めなければ なら 

ない 芝お だ。 モスクワの 藝術 座で は、 裁判所の 廷丁の やうな 役まで を、 ビル ドジ ヤノフの やうな 好い 

役者が 勤めて ゐた。 ii 逸 座の 方 は その 點 でも 大分 遺憾が あった。 

C 『生ける屍』 を 日本で 見て 

(大正 六 年 十月 卅日) 
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歐舞伎 座の 團十郎 追善 艺 居と 藝術 座の 『生ける屍』 とが、 同じ 日に 初日 を 出した。 何とい ふ不 忍^ 

な對照 だら う。 私 は 木 挽 町の 『加 藤の 娘』 の 途中から 『出世 景淸』 の 終まで 見て、 それから^ ポで久 

松 町へ 駔 けつけ た。 

『生ける屍』 はま だ 序幕が 明かす にゐ た。 歌舞伎 座の あの 割れつ 返る やうな 大人に 比べて、 この 明治 

座の 入りの 何とい ふ 薄い 事 だら う。 

併し、 私 は それ を 悲しみ はしなかった。 自分が あの人 氣の 立った 木 挽 町を兑 捨てて、 何となく 物 寂 

しい 久松 町へ 來た事 を 悔い もしなかった。 私 は 別に 後 を 見たい とも 何とも 思 はすに 平 氣で木 挽 町 を 31 

て 来た。 電車の 中で は頻に 『生ける屍』 がどう 兌ら れる かを^ 想して 來た。 全 體私は M 十郞 追善 劇の 

招待客と なる より は. 『生ける屍』 の 招待客と なる のに 適 はしい 人間な の だ。 私 は 自分 を 明：^ 座の 棧敷 

に 見出だした 時、 やっと 自分の 心の 靜に 落ちついて 行く の を 感じた。 

舊釗を 見る 私の 心 は 常に 不安 だ。 常に 妥協 だ。 常に 屈從 だ。 不安と 妥協と 屈從 との 底 を 流れる もの 

は、 必す 反抗の 精神 だ。 併し、 新劇 を 見る 私の 心 は、 丁度 家 にゐて 手足 を樂々 と 仲ば した 氣持 であ 

る。 不安 もない。 妥協 もない。 屈從 もない。 しかも、 け ふの 出し物 は 私の 好きな、 大好きな 『生ける 

屍』 である。 

私 は 集まって 來る 客に も、 藝術 座の 樂屋 にも. 心の 屮で禮 を 言 ひたがら、 幕の 明く の を 待って ゐた。 


ところが、 序幕が 明く と、 直ぐ 私 は 失望した。 これ は 『生ける屍』 ぢ やない。 トルストイの 『生け 

る 屍』 ぢゃ ない。 私は考 へ 達 ひ をした の だ。 さう 思って、 茶屋で 貰った 繪本を 見る と、 何處 にも トル 

ス トイと いふ 名が 甚 いてない。 

序幕が 濟ん だ。 二 幕 目が 明いた。 矢っ張り トルストイの 『生ける屍』 ぢ やない。 二 幕 M が濟ん だ。 

三 幕 E が 明いた。 愈 トルストイの 『生ける屍』 ぢ やない。 三 幕 目が 濟 むと、 もう 堪らなく なって、 私 

は 明治座 を 出て 了った。 

決して 芝居が 詰まらなかった からで はない。 自分が 考へ違 ひ をして ゐ たから だ。 トルストイの もの 

だとば かり 思って ゐ たのが、 さう でなかった ので、 がっかりして 外へ 出て 了った の だ。 

私 は 歌舞伎 座に 何の 未練 も殘 さなかった やうに、 明治座に も 何の 未練 も殘 さなかった。 併し、 それ 

は 悲しい 事 だ。 私 は 木 挽 町に も 未練が 殘 したかった やうに、 久松 町に も 未練が 殘 したかった。 私 はい 

つまで も 芝居が 見て ゐ たい 人間な の だ。 芝居が 濟ん でも、 まだ 後が 見たい 人間な の だ。 それだけに、 

こんなに 平 氣で兩 方の 芝居と も 出て 了 ふ 事が 出來 たの はほんと に 悲しい 事 だ。 私 は 自分で 自分 を 不幸 

な 男 だと 思った。 

併し、 私の かう 言 ふの を、 藝術 座に 對 する 毒舌 だと 思って 吳れて は 困る。 私 は 今まで 旣に 幾度と な 

く 藝術座 を 非難した。 もう 藝術 座に 對 して は 何も 言 ひたくな いと 思 ふ 程、 澤山惡 口 を 書いた。 私 は 島 
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村 氏に も 松 井 氏に も 何の 怨みが あるで はない。 唯^ は 日本の 「新しい 芝居」 の爲に • 「私達の 芝居」 で 

あるべき 日本の 「斩 しい 芝居」 の爲 に、 遠慮のない 忠吿 をして 來 たの だ。 私の 友人で も あり 銳戚 でも 

あり 兄弟で も あるべき 者の 爲に淚 を 揮って 苦 諫を續 けて 来たの だ。 併し、 もう それ も澤山 だ。 ^村 氏 

も 松 井 氏 も 私の 心が 何虚 にある か はよ く 知って^れ てゐる と 思 ふ。 私の 言 ふ 事に， 若し 無理が あつ 

て も、 そんな 無理 を なぜ 私が 一一 目 ふか、 それ も 藝術座 は 汲んで 吳 れてゐ ると^ する。 

私 は トルストイの 『生ける屍』 を モスクワの 美術 座で 兌た。 そして その 演 W を 隅から隅まで 完全 だ 

と 信じて ゐる。 ラインハルトの 獨逸 座で 兌た 同じ 芝居 も. 伯林のお！ i^? の視 聽を榘 めた ものであった 

が、 私 は その 可な りに 立派な 演出 を さへ 劣等 だと 感じた 程、 美術 座の 演^に 倾 倒して ゐろ^ である。 

その 私が 今度の 藝術 座の 演出 を 見て、 頭から 高飛車に、 露西亞 では かう だった. モスクワ では ああ 

だった と 極めつ ける の は、 餘 りに 问悄 のない 爲方 である。 併し、 若し 私に 正直な 批評が 要求され るな 

ら、 どうも さう する より 爲 方がない ので ある。 なぜと 言へば、 私 は モスクワの 美術 成の 演出に ー點の 

非 を も 挾む 事が 出來 ないから である。 どんな 小さな 部分に も、 あの 演出 以上に より 好き ものが 加へ 得 

られ ようと は 思 はな いからで ある。 

併し、 若し 今度の 藝術 座が 非難 せらるべき ものなら、 それより 前に、 もっと 非難され なければ なら 

ない ものが ある。 それ は甞て 帝國釗 場で n オシ ィが 演出した 『生ける屍〗 である。 それ は 私の IM 窓 小 


林文學 士が譯 した ものだった。 フ H M ヂャに は 南部 邦 彦^が 扮 した。 マ ァシャ には^ 信 子が 拐した。 

ヰ タトル. カレ H  _1 ンには 岸 田 辰 彌が扮 した。 a オシ ィは 廻り 舞臺を 使って、 頻に 安普請な 道具 を轉 

換 させた。 

フ ェ M ヂャは 長い 髯を 生やして、 長靴 をガ タノ 、鳴らして、 豹の やうた^ で 喚き 廻った。 マ ァシャ 

は 和 蘭の 濱の 女の やうな 装 をして、 好い 氣で 踊ったり 歌ったり した。 丁度、 洋 から 歸 つたば かりだ 

つた 私 は、 危なく 客席から 舞 裏の 役者 を 罵らう とした。 あれから 見れば、 今度の 藝術 座の 方が、 まだ 

餘っ 程好い。 併し、 やつば り まだ トルストイ ぢ やない。 

藝術 座の 『生ける屍』 は トルストイの 原作が 十二 場 あるの を 六 場に したば かりで はない。 この 戯曲 

の —— そして フ M  H ヂャの —— 眼目た る 「豫 審廷」 と 「裁判所の 廊下」 と を 抹殺して ゐる。 併し、 こ 

の 一 一場 —殊に • 豫 審廷」 —  I は 同じ 作者の 『光、 闇に 輝く』 の 中の 徴兵忌避の 一 段と 等しく、 到底 

日本の 舞臺 では^ 演を 許されぬ 简所 であるか も 知れない。 それ は 先 づ已む を 得ぬ としても、 諾 所に 兒 

える 甚 しい 改作が 原作の 單 なる 「スト ォ リイ」 を さへ、 危なく 毀し かけて ゐ るの は 口惜しい。 フ H  H 

ヂャ とマァ シャ との 闢 係も逯 ふ。 サァシ ャとフ H  M ヂャ との 關係も 違 ふ。 ヰ タトルと リザとの 關係も 

逸 ふ。 

總 てが^ 磨 子の 役で ある マ ァ シャを 中心として 考 へ ら れてゐ る。 ところが 作に あって は マ ァ シ ャ 
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は 決して 中心人物 ではない。 役者から 言ても マァ シャは 先づー 一流 どこの 役者が 勤める 役 だ。 

「露國 の 芝居 はサモ ヮルで 幕が 明く」 と 誰かが 言った。 トルストイの 『生ける屍』 もサモ ヮルで 幕が 

明く。 藝術 座の 『生ける屍』 もサモ ヮルで 幕が 明いた。 

併し、 藝術 座の サモ ヮルは 意味 をな さなかった。 サモ ヮルは 朝の 茶の 爲 である。 ところが、 藝術 座 

では それが 夕方だった。 午後の 茶で もな ささう だった。 勿論、 晩飯で もなかった。 恐らく、 藝術座 は 

後の ジブ シィの 家との 續き 工合から、 ここ を 夜と 考 へたの だら う。 併し、 ここ は 朝で 好い ので ある。 

そして 次ぎの ジブ シィの 宿 も 一 夜 を 飲み明かし 歌 ひ 明かした 朝で あれば 好い ので ある。 モスクワの 美 

術 座で も、 ジ プシィ の 家の 窓 を 洩れ て 來る 不安な 朝 の 光が 何とも 言 へ す 好かつ た。 

この 芝居 は 初めから 陰欝で なければ ならない。 主人 は 家 を 外にして ゐる。 子供 は病氣 である。 家內 

の 人々 は 一 人 も 大きな 聲 をしたり、 足 音を立て たりして はならない。 誰も 彼 も 消え入る やうな 低い 聲 

で、 不幸な 運命 を 搔き亂 すまいと してね る 害で ある。 母の 怒り も 妹の 焦躁 も、 a い 暗い 霧で 包まれて 

ゐ なければ ならない。  ， 

ところが、 藝術 座で は 三人の 女が、 ベ チヤ/ ヽ としゃ ベリ、 ガタ /、と 歩き 廻り、 さう かと 思 ふと 

ゲラ /、と 笑った。 もう 初めから 滅茶々 々である。 

着物に 赤 ゃ靑の あるの もい けない。 美術 座で は みんな 黑か 灰色だった。 女中の 色まで が 寂しく 沈ん 


でゐ た。 

サァ シャの 性 各 0 改 f にも 與 しがたい。. 着物 をフ ェ エヂ ャに 届ける とい ふ 事 も 日本の 待合 か 何 かな 

ら^こ Jpr  、ほ 洋 では 考 へられぬ 事 だ。 シャツで も 届ける 事に したら、 まだ 好かった かも 知れない 併 

參 

し、 それ も 入らぬ 事 だ 

ト ルス トイ はこの 芝居に 少しも： 凡な 事 を 書いて ゐ ない • 

ジブ シィ ッヰ ガン； I の 家の テント 張りに も 驚いた。 多分、 佛蘭西 出来の 活動 寫眞か 何 かから 

考へ 出した 事 だら うが、 露 西 亞でッ ヰ ガンの 歌 を 聞きに 行く 所 は、 こんな 粗末な ところ ぢ やない 

「ト  一 を ^給へ。 「卓上に はシャ ンパ ンの 瓶」 と ある。 兎にも角にも シャ ンパ ンだ。 獨 逸の 或 都市で 

この 芝居 を やった 時、 この 場へ 出る 客が みんな 燕尾服 を 着て ゐ たとい ふの も、 餘 りに 遣り過ぎ たが、 

藝術 座の それが みんな ルパァ シ 力なの も 酷い。 フ M  M ヂャの チヨ ツキな しな ど は、 彼 を勞働 者と でも 

思った の だら うか。 

マ ァシャ も 違 ふ。 彼女 は黑ぃ 着物 をき ちんと 身に つけた、 小さい 可憐 ^ 魔 者で ある。 須磨 子の あの 

赤い 浮 はついた 色 はどうだった らう。 マ ァ シャは 決して 自分 一 人 を 著しくす る やうな 女で はない。 

更に 驚いた の は、 新作 をした と 言 ふッヰ ガンの 歌で ある。 何とい ふ 騒がしい、 何とい ふ 悲哀の ない 

曲 だら う。 何處に 漂泊が ある。 何處に 嗟嘆が ある。 フ H  H ヂャは 抑 も 何を聽 いて 心 を 慰める の だら う。 

小山 内藏仝 集 七卷 「生ける屍」 に 就いての 論議  一 一三 九 


小山 內薰仝 集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  三 三 0 

私 は 何も 言 はない 積り で、 叉 言って 了った。 もう 一二 幕 目に 就いては ほんと に 何も 言 ふまい。 

^し、 たった  一 一一 3。 フ ェ N ヂャが 死なう として 死ねない 所 (實 はすつ と 後の 料理屋の 場で やる 件 だ 

が)。 あの 演じ 方 は、 何とい ふ 非藝術 だら う。 そして、 何とい ふ^ 偽 だら う。 フ H  H ヂャは 入 生 を 戯れ 

てゐ るので はない。 フ H  H ヂャは 生活 を 見世物に して ゐ るので はない。 ほんと に 死なう としてね るの 

だ。 如何なる 自殺者よりも 深い/、 道德 から 自分 を 亡い 者に しょうとして ゐ るの だ。 ほんと に、 ほん 

とに 死なう として ゐ るの だ。 そして 死ねたい の だ！ 私 は 役者に この 意味が 分かる まで， 幾度で もこ 

の 詞を 繰返して 閗 かせ た い と 思 ふ。 

もう ほんと にこれ で 何も 言 ふまい。 私は藝 術. .M がもう 一 遍 II 闇の 力』 の やうた 芝お を 兌せ て 吳れる 

事 を 望む。 

『闇の 力』 でなくても 好い。 西洋の 芝居で なくても 好い。 en 本の 芝居で 好い。 创 作で 好い から、 もつ 

と 全力 を盡 した 芝居が 兑 せて 貰 ひたい。 

今度の 『生ける屍』 で 藝術座 を 俅す るの は 酷お。 藝術座 はもつ と 好い 事が 出来る。 きっと 出来る。 

(十月 一 一一 十日の 夜 *5- 微 して 忍 ふ 儘^ 認む) 


d 島 村 抱 月 氏 に^す 

抱 H: 氏 足下。 

頃日 突然 私が あなたの 所に 送りました 一 靑年は 今までに 前例の ない 好 遇 を 受けて、 あなたの 配下に 

働いて ゐる さう でございます。 靑 年から は その後 何の 便り もありません が、 私 は その 事 を 洋畫^ M 氏 

から 聞きました 時、 心の中で 幾度 か あなたに 感謝いた しました。 あの 靑年は 演劇に 就 にて、 何等の 素 

養ら しい 素養 を 持って ゐる ものではありません。 唯、 繪が 少し かける と 言 ふだけ で、 敎胄も 十分で は 

ありますまい。 體カも 危ぶまれます。 併し、 彼 は 不幸な 靑 年です。 富有な 家に 生れながら、 その 幸； I 

を 受ける 事の 出来ない、 不思議な 運命の 下に 苦しんで ゐる靑 年です。 彼 は 唯 「一生懸命に 働く-一  とい 

ふ^ 悟 だけ を 持って、 あなたの 側へ 鎚 りに 行った のです。 彼が あなたの 爲 にどれ だけの 手助けと なる 

事が 出来る か。 それ は 甚だ 心許ない と 思 ひます。 彼 は 何物 か を あなたの 爲に卄 ^ふより は、 寧ろ 何物 

か を あなたの 背に 置く 事 だら うと 存じます。 併し、 どうか 見捨てす に 彼 を 愛して やって 下さい まし。 

そ して、 一 曰 も 早く 彼が あなたの 爲に、 たと ひ 「釘の 一 本に なりと も」 なるやう にして やって 下さい 

小山お 認^ 集 七卷 「生ける屍」 に 就いての 論議  一一 一三 一 


小山 內 蕉^ 集 七卷 「生ける屍」 に 就いての 論議  一 一二 一 一二 

まし" 

抱 月 氏 足下.， * 

私が あの 青年 を あなたの 所へ 送りました 時 は、 丁度 私が 藝術 座の 『生ける屍』 について、 或 感想 を 

時事 新報に 公に して ゐる 時でした。 私の その 感想 は あなた 方に とって 決して 偷 快な もので はあり ませ 

ん でした。 それ は 私 も 承知して ゐ ました。 それ 故、 私 は あの 靑年を あなたの 所へ 送ります 時、 少な か 

らぬ遲 疑 を 感じない 訣 には參 りませんでした。 しかも ： あなた は、 唯の 一度で 快く あの 靑年を 入れ 

て 下す つたので す。 私 は あなたの 寛大に 對 して、 二重に 感謝いた さなければ なりませんでした。 

抱 K 氏 足下。 

それに も關ら す、 私 は 再び あなたに 向って、 この 餘り 愉快で ない 公開 狀を 書かなければ ならない 事 

になり ました。 實際、 かう いふ 事 は 決して 愉快な 事ではありません。 不愉快 極まる 事です。 併し、 道 

の^に は その 不愉快 を も堪へ 忍ばなければ なりません。 私も堪 へて 甚 きます。 どうか、 あなた も堪へ 

てお 讀み 下さい まし。 

抱 月 氏 足下。 

私が 時事 新報に 發 表した 『生ける屍』 に 就いての 感想 は、 實に 慌て 切った ものでした。 實際を 言 ひ 

ますと、 私 は あの 感想の 全體 を、 藝術 座の 初日の 夜、 家へ 歸 つてから、 一 氣に 書いて 了った のです。 


それ は ra 百 字の 原稿紙に してやつ と 十 枚に しかなら ぬ 短い 文章な のでした。 ところが、 人の 惡ぃ 時事 

新報の 編輯 者 は、 それ を さも 大事な ものの やうに、 小さく 小さく ちぎって は、 ほんの 少し宛 新聞へ 出 

したので す。 私 は 莨 際 冷 汗をかきました。 あの 感想が 若し 人に 讀 まれるなら、 食前 か 食後に、 始 から 

終まで 一 氣に讀 まれれば、 それで 好い のでした。 決して、 細かく 味 はるべき 文章ではありません でし 

た。 言 はば、 ほんの 一寸した 思 ひっき を. 何 q 省 慮 もな しに 書き流し たとい ふだけ の ものでした。 第 

1 私 は 三 幕 目まで しか 見て ゐ ないで、 批評ら しい もの を 書く とい ふ 事が 厭でした。 若し、 ほんと に批 

評 をお くなら、 辛くても 終の 幕まで 堪 へて 見て ゐ なければ ならなかった のです。 三 幕 目で 歸 つたと い 

ふ 事が、 どんなに あなた 方 を 不愉快に した か、 それ も 「芝居」 とい ふ もの を 一 つで もした 事の ある 私 

に は 十分 わかって ゐ ます。 

私 はこ こまで 書いて 來て， 「事 實」 を 打ち明けなければ ならない やうな 氣 がして 來 ました。 それ は 決 

して 自家 辯 護の 爲 のみではありません。 私の 或 友達の 爲 にも、 是非 それ を吿 白し なければ ならない や 

うこ ふ 0 です。 

丁度， 『生ける屍』 の 三 幕 目が 終った 時でした。 同じ やうに あの 芝居 を 見に 來てゐ た 私の 或 友達 は 私 

の 側 へ 威す やうに 近寄って 來 ました。 

「もうあと は 見ないでも 好いだら う 0」 

小山 內熏仝 集 七卷 けろ 屍」 に 就いての 論議  三 Ills 


小山 內薰仝 集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  一一 ニー 一四 

友達 は 命令す る やうに、 かう 言 ひました。 私 は 不思議に 感じました。 なぜと 言へば、 この 友^ は藝 

術 座に 對 して 深い 同情 を 持って ゐる 男でした から。 

「なぜ だビ 

私が かう 反問し ますと、 友達 は 言 ひました。 

「君 はこの 芝居の 批評 を 書く さう だ。 さっきからの 君の 樣子を 見て ゐ ると、 もう 餘程 辛抱が し 切れな 

くな つ てゐる やう だ。 君 はきつ とこの 芝居 を惡く 言 ふに 違 ひない。」 

「決して 惡く霄 ひたく はない。 併し、 あんまり ひどい。 トルストイに 對 して、 あんまり ひどい。」 

「それ は 分かって ゐる。 原作と 比べられて は 困る とい ふ 事 は、 藝術座 自身で も 言って ゐ るの だ。 併し 

又 そこに は 已むに已まれぬ事情 も あるの だから、 どうか あんまり ひどく 書かないで 吳れ 給へ。」 

「ひどく 甞 きたいと は 思 はない が、 どうも ひどくな りさう だ。 ^も 新聞に は約朿 して 了った し、 さう 

かと 言って、 思った だけの 事 は 隶2 かすに は ゐられ ないし、 少し 困って ゐ るの だ。」 

「でに、 好い から、 あと は 見す に歸り 給へ。 僕 も 一 緖に歸 るから。」 

「でも、 せめてもう 一 幕。」 

「いや。 もう 澤山 だ。 もう 澤山だ リ」 

友逹 のかう 霄 ふの は、 術 座に 對 する 私の 非難 を 少しで も 少なく しょうと する 「お 貭」 らしい 愛^ 


からでした。 それ は 私に もよ： 分って ゐ ました。 

私 は^-. g 目な 批評 を 押く とい ふ 上から 言へば、 ® 際 終まで 見て ゐ たかったです。 併し 友達の 藝術座 

におす る 同惝- それ を も 無 視 する 鬼. は出來 ませんで した。 友達の 同情 は 女らしい 同情です。 ほんとの 

意 ゆでの 同情で はない かも 知れません。 併し、 やさしい 同情です。 淚の 出る やうな 有難い 同情です。 

私 は それ を輕 蔑す る 事 は出來 ませんで した。 

私 は 忽ち かぅ考 へる やうに なりました。 自分が この 芝居の あと を 見る とい ふ 事 は、 藝術 座に 對 して 

と 言 ふより は、 寧ろ 私の 友^に 對 して i 非常に 慘 酷な 事 だ。 

さう 思 ふと、 私 は 直ぐ 友逹 の詞 を納れ ました。 そして 逃げる やうに 友達と 一 緒に 劇場 を 出ました。 

私が 『生ける屍.， 一 を 三 幕： Z までし か^なかった の は、 さう いった 箇 人的な 女らしい 感情から だった 

のです。 私は藝 術 座を輕 ^した もので もありません。 トルストイに 對 する 藝術 座の i: 清 を 怒った から 

でもありません。 私が 途中で 失禮 したの は、 トルストイに 對 して は 寧ろ 不親切だった のです。 藝術座 

に對 して は、 寧ろ 親切 (若し かう いふ 詞が使 へれば) だった のです。 

然るに も關ら す、 私の あの 感想 は 意外に も あなた 方 を 怒らした さう です。 あの 脚本の 改作 者た る 川 

村 花^ 君 も. 「おき 方が 氣に 入らない」 とか 言って、 大分 怒って ゐ たさう です。 これ は 確な 筋から 聞. * 

小山-!: 簾 仝 集 七卷 「生ける屍」 に 就いての 論議  三 三 五 


小山 内薰 仝 集 七卷 「生ける屍」 に 就いての 論議  一 一二 一； 六 

ました。 あなた も 餘り偷 快に は 思って をら れた いとい ふ 事です。 それ は 私 を 三 幕 目で 外へ 連れ出した 

私の 友達から 聞きました。 • 

勿論、 あなた 方が お怒りになる の を， 私 は 無理 だと は 思 ひません。 私が あなた 方だった としても、 

ああ いった 感想 を IS ん だら、 きっと 怒ったら うと 思 ひます。 

併し. 「無理 はない」 とい ふ 事と 「正しい」 とい ふ 事と は 違 ひます。 大變達 ひます。 

あなたに しても、 私に しても あの 感想 を 讀んで 怒る とい ふ 事 はない のです。 若し 怒ったら、 それ は 

悪い 事です。 なぜと 言へば、 あの 感想に は 少しの 「惡 意. 一 もない のです から。 

私 は 唯 トルストイの 爲に 害いた のです。 日本の 新しい 芝居の 爲に 書いた のです。 日本の 芝居 を^ 面 

目な ものにしようと 考 へ てゐる 人達の 爲に 書いた のです。 

若し、 その 眞 意が 通らなかった とすれば、 それ は 私の 書き方が 惡 かった のです。 そこで 私 はもう 一 

遍何か 書かなければ ならない やうな 氣 がして 来たので す。 

抱 月 氏 足下。 

私 はもう 齒に衣 着せす に、 何も彼も 率直に 言 ひます。 私の 粗 奔な筆 は 先^に 對 する 禮を 失する かも 

知れません。 併し、 私の 心 持 は 快して それ を 失って はゐ ない 積り です。 私 は 唯 「藝 術」 の爲 に、 日本 

の 「演劇」 の爲 に、 そして その 方面で 大きな 使命 を 持って をら れる箬 の あなたの 爲に 書きます。 


抱 nr 氏 足下。 

ー體、 藝術 座と いふ 剷團は 何の 爲に 興った のです か。 先づ、 私 は それから あなたに 伺 ひたいと 思 ひ 

私 は あなた 方の 1W が、 なぜ 坪內 博士の 文 藝協會 から 分瞎 した か、 その 理由 を 明かに 知って は をり 

ません。 その 事件の 起った の は、 r 度 私が 西洋から 歸る 前後だった ので、 私 は 事情に 通じない 點が多 

いのです。 そして、 いまだに それ ははつ きりせ すに をり ます。 

併し、 私 はかう いふ 事 を 信じて ゐ ます。 そして、 それ は 全然 間違 ひで はない と 思って ゐ ます。 それ 

が あなた 方 は あの 劇圑 から 分立した 一 つの 茧 大な 理由 は、 「脚本の 選定 問題」 であった とい ふ 事です。 

坪內 博士 は當時 脚本より 寧ろ 役者の 技 藝に茧 きを 置いて をら れ たやう です。 役者の 藝の爲 になる も 

のなら、 多少 脚本と して は 低級な もので も 我慢 を するとい ふ 傾向 を 持って をら れ たやう です。 然るに 

あなた は反對 でした (多分 さう だった と 信じます)。 役者の 藝は 未熟で も、 近代の 優秀な 脚本 を 上場し 

なければ ならない。 日本の 芝居 を 本當の 意味での 芝居に する に は. たと ひ藝は 拙く とも. どし/、 好い 

もの を 演じなければ ならない。 あなた はさう 思 はれた のです。 (坪內 博士の 意 兌と あなたの 意見と を、 

比 if 論評す るの が 今の 目的ではありません。 それ 故、 それに 就いては 唯今 何も 申さす に 置きます。 私 

は 唯 一箇 人と して、 その 當時、 坪內 博士に 對 してより は、 あなたに 對 して 同 情 を 持って ゐ たとい ふ 事 

小山 内薰 令-集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  三 一一 一七 


小山 內薰仝 集 七卷 「生ける屍」 に 就いての 論議  11  一一 二八 

だけ を 申し 上け て 置けば 宜しう ございます。) 

藝術 座が 出來 ました。 その 第 一 囘の 出し物 は マ ァ テル リンクの 「モン ナ • ヮ ンナ」 と 「内部」 とで 

した。 いづれ も 泰西 近代の 名作です。 世界の どこの 劇場へ 出しても、 決して 恥づ かしい 脚本で はあり 

ません。 私共に とって は、 その 少し 前に 文 藝協會 が 出した 沙 翁の 「ジュリア ス • シイザア」 などより 

遙に贵 い、 遙に 有難い 出し物でした。 

私 は 多大の 期待 を 持って 有樂 座へ 出かけました。 あの 小さな 劇場 は、 廊下から 見物 席から 樂屋 まで 

緊張し 切って ゐる やうに^ えました。 

演劇と しての 「モン ナ • ワン ナ」 と 「內 部」 と は.' その 時 も 決して 私を滿 足させ はし ま せんで し 

た。 私 は あの 少しも 哲舉 的で ない 「モン ナ • ワン ナ」 の 演じ 方、 理窟で 堅め 上げた やうな 「内部」 の 

演じ 方 を、 堪らす 不愉快に 感じました。 併し、 飜譯 された 脚本 その 者 は、 丁寧 過ぎる 程 原作に 忠實で 

した。 マァ テル リンク は 「技藝 J なり 「舞 臺」 なりで 傷 けられても、 決して 「脚本」 では 傷 けられて 

ゐ ませんで した。 私 は それ を 喜びました。 ほんと に 喜びました。 

それから 間もなくの 事でした。 私が あなた 方の 海の 夫人」 を 兌ました の は。 

あれ も 「演劇」 として は 堪らなく 不滿 足な ものでした。 殊に、 獨 逸で 可な り 好い 演出 を^て 來 たば 

かりだった 私 は、 二 幕 目 あたりで、 もうどうしても 見て ゐる 事が 出來 なくなりました。 總 てが センチ 


メンタ リズム です。 センチ メンタ リズ ムの外 何物 もない のです。 勿論、 イブ セ ン にも センチ メン タリ 

ズム はおります それ は 如何なる 脚本に も 絶無で はないで せう 併し、 センチ メンタ リズムが ィ 

プセ ンの總 てではありません。 私 は 田 中 介 一 一 君だった か 誰だった かの 扮 した リング ス トラ ンドの 物語 

を iS いて ゐ ると、 もう 我慢に も 坐って ゐる 事が 出來 なくなりました。 

^ I 汁し、 それに も^らす、 脚本 はや はり 原作に 忠實 でした。 ィプセ ン 自身に 見せても、 決し 

て 不滿は 言 ふまい と S ふ 程忠實 でした。 名作 を 名作と して、 飽くまで も 大事に 演じて ゐ ると いふ 正直 

なと ころが ありました。 私 は 叉 それ を 喜びました。 

EE もな く 私の：^ たの は、 あなた 方の 「サ ロメ」 でした。 それ は實に 大膽な 試みでした。 シト ラウス 

の オペラが 出 米て 以來、 ドラマと して 演ぜられ ると いふ 事 は 西洋で も 少ない (宗敎 上からの 禁止 は 別 

問題と しても) あの 難曲 を、 あなた 方が 日本の 舞臺に 移さう と 企てた 事 I 唯 その 事 だけで も、 私 は 

^丸に 感じました。 しかも、 その 結 * は 可な りに 立派な ものでした。 脚本に も、 多少の 削除 はあり ま 

したが、 决 して ォ スカァ • ワイルド を 怒らせる 程ではなかった と 思 ひます。 あの 種類の 脚本が 實演に 

際して、 多少の 削除 を 蒙る の は、 已むを得ない 事です。 

抱 E: 氏 足 ド。 

私 は 記錄を 左右に 遛 いて、 この 文 草 を 書いて ゐ るので はありません。 それ 故、 藝喊 座が その後 どう 

小山. S 熏^^ 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  三 一一 一九 


小山 内薰^ 集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  =1 四 〇 

いふ 芝居 を どうい ふ 順で 演じて 來 たかを、 ここに はっきり 書く 事 は 出来ません。 併し、 藝術 座が その 

當 初に 於いて、 西洋 近代の 優秀な 脚本 を 如何に 忠實に 演じつつ あつたかと いふ 事 は、 もうこれ だけで 

十分に 分かる と^じます。 藝術座 は その 名の 示す が 如く 藝術 的な II 從っ て 非 商業 的な I 劇場と し 

て 輿った のでした。 そして、 立派に その 困難な 任務^ 責 を^して 来たので した。 

ところが、 突然 私 を 驚かした の は、 あなた 方の 「復活」 でした。 私は實 際び つくりし ました。 なぜ 

と 一 百へば、 それ は 今まで あなた 方の 歩いて 來た 道と は、 全く 別な 造な のです から。 

小說を 脚本に 直して 演 するとい ふ 事、 それが 旣に 面目な 劇場の 企つべき 事ではありません。 苟も 

小說が 如何なる 性質の もので あり、 脚本が 如何なる 性質の もので あるか を 知る 以上、 それ は斷 じて 出 

來る 事ではありません。 二つ は 全く 別の ものです。 どうしても、 一 つ を 他に 變へ る^の 出来ない もの 

です。 私 はさう 思 ひます。 

モスクワの 美術 座が 演出した 「カラ マゾ フの 兄弟」 それ は歷 史的に 可な り 有名に なって ゐ ます。 同 

じ 都の ネヅ B ビン 座が 芝居に した 「白痴」 それ は 私 も 見て 可な. ON に 動かされました。 それに も 關らす 

私 は 小說を 芝居に する 事に は反對 です。 ドスト H フス キイ は 飽くまで も 小 說を瞢 いたのです。 芝居 を 

書いた のではありません。 芝居に されようと 思って 小說を 書いた のではありません。 小說 を小說 とし 

て 書いた のです。 如何なる 理由から も 「カラマ ゾフの 兄弟」 や 「白痴」 を 芝 にされ ると いふ 事 は、 


，トス トェ フス キイの 喜ばなかった 事 だら うと 信じます。 私が 露 西 亞 から 歸 つて 後、 美術 座が 同じ 作者 

の小說 「惡 魔」 を 「1 ーコ ライ • ス タフ a ギン」 の 名で 演じた 時 も、 ゴ オリ キイな ど は 色々 な 理由から 

大反 對を稱 へました。 

小說  かも、 トルストイの 「復活」 の やうな、 芝居と して は 到底 許されない 長い 時間の 心理的 

經過を 持った 小說を 芝居に するとい ふ 事 は、 少しで も藝 術に 對 して 眞 面目な 尊敬 を 持って ゐる 者の、 

決して 企て 得ざる 事です。 佛蘭 西の バタ ィュが 脚色した 例が あらう と、 私 は その 例に 服す る 事が 出来 

ません。 私は藝 術 座に 抗議 を 申し込む やうに、 アン リ • バタ ィュ にも 抗議 を 申込みます。 西洋で やつ 

てゐ るから、 日本で もやって 好い とい ふ 理由はありません。 西 详 でも 惡ぃ事 は惡ぃ 事です。 間違った 

事は閗 違った 事です。 惡ぃ 事、 間違った 事 は 飽くまで も 排斥し なければ なりません。 

しかも、 あなた 方の 「復活」 の 脚色 は、 少しも トス ル トイに 忠實な ものでありませんでした。 トル 

ス トイの 精祌 にも， トル ス トイの 藝術 にも、 少しも 忠實な ものはありませんでした。 「モ ンナ. ワン ナ」 

「內 部， 「海の 夫人」 「サ Q  メ」 などの 作者に 對 して、 あれ 程の 尊敬と 忠實と を 表示され た あなた 方が、 

「復活」 の 作者 トルストイに 對 して は ー囘の 脫搰を さへ 惜ん でゐる やうに 見えました。 私 は 奇異の 感 

じに 打 たれました。 若し や、 あなた 方 は トルストイに 對 して 「何 か 怨み を 抱いて」 をら るるので はな 

いかと 思った 位でした。 

小山 内 蒸 仝 集 七卷 ける 屍」 に 就いての 論議  三 四 一 


小山 內薰 令： 集 七卷 「生けろ 屍」 に 就：， ての 論議  三 四 二 

トルストイに 對 して、 斯 くも 不親切だった あなた 方 は、 反 對に兑 物 低級な 兌 物 所謂、 衆愚 

—— に對 して、 今までに ない 親切 をお 見せに なりました。 あなた 方 は 笑 はう として 芝居へ 來る^ 物 を 

十分 笑 はせ ました。 泣かう として 芝居へ 來る 見物 を 十分に 泣かせました。 中に も、 あなた 方が 兌 物^ 

喜ばせた もの は、 あの 有名な 「カチ ュ シャの 唄 j です。 

ああ。 「カチ ュ シャ の坝」 それ は トルストイで もありません。 露西亞 でも あり ま せん。 曰 本の 歌で 

す。 私 どもが 小舉 時代から 頭へ 深く 刻み 込まれた 所謂 「唱歌」 の センチ メンタ リズムです。 丁度. そ 

の 時分 獨 逸から 歸 つて 來た 私の 親友 彼 は 作曲家でした ——は、 あの 歌 を 始めて いた 時、 f ど 

ぶ 泥の 匂 を^ぐ やうな 感じが したと 言 ひました。 

しかも 「カチ ュ シャの 唄」 は 忽ち 有名に なりました。 東京 は 勿論、 京都、 大阪： ： 凡そ 何處へ 行つ 

て も， 「わかれの 辛 さ」 を 聞かない 土地 はない やうに なりました。 もうさうな ると、 トルストイ も あり 

ません。 「復活」 もありません。 ネフ リュ ドフも ありません。 日本の 唱歌 「力 チュ シャの 唄」 が ある だ 

けです。 しかも、 それで あなた 方 は 今までに ない 多額の 金 を 得る ことが 出來 たのです。 少しく 皮肉に 

曾へば、 芝居で 金 を 得る 害の あなた 方が、 唄で 金 を 得た のです。 それ は實 際、 飛んでも ない 間違 ひで 

した。 

ああ。 「カチ ュ シャの 唄」 。若し. あれ を 一 度で も トル ス トイが 聞いたら. 何と 言 ふでせ う〕 ー藝^ と は 


何ぞ や」 を 書いた トル ス トイ。 若し、 あの トルストイが 一 カチュ シャの 唄. 一 を 聞いたら •：：• 私 は 今で 

も 時々 それ を 思 ふと、 恐ろしくて 震へ すに は ゐられ ません。 

抱 月 氏 足下。 

「復活」 以後の あなた 方 は、 もう 西洋の どんな 優れた 作^に も、 どんな 有名な 脚本に も、 少しも 「恐 

れ」 など は 感じない やうに なられた やうです 。「須 磨 子を屮 心と して、 センチ メンタ リズムで は 物を捉 

ま へ る 事」 唯 それだけが あなた 方の 爲事 になった やうです。 

唄で 味 をし めた あなた 方 は， ツル ゲ H ネフの 「その 前夜」 を 芝居に して、 その 屮へ吉 井 男 氏 作の， 

一， ゴ ン ドラ の 唄 j とい ふの を揷み 込みました。 その 次に は. 「ァ ンナ • カレー ーナ」 を 芝居に して 親子の 

對 面で 見物の 淚を —そして 財裟を 絞らう となさい ました。 私 はもう 一. 復活 ，1 以來 愛想 を盡 かし 

たので、 これ は 見す に 了 ひました。 

抱 月 氏 足下。 

私 はこ こで、 あなた 方の 「闇の 力」 の 事 を 一 一目 はなければ なら なくなりました。 

それ は、 あなた 方が 多分 朝鮮から 露 西亞の 方の 長い 旅 を 終へ て歸 つて 来られた 時分だった と 思 ひま 

す。 あなた 方 は 突然 私 どもに、 迚も 日本で は 見られ まいと 思って ゐた 「闇の 力」 の 實演を 見せて 下さ 

いました。 

小山 內熏仝 集 七卷 「生 けろ 屍」 に 就いての 論議  一一 一四 一一 一 


小山 內薰 全集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  一一 一四 四 

しかも、 それ は 立派な 實に 立派な 演出でした。 舞 裏の 設備から 言っても、 役者の 技藝 から 言っても 

今までの 藝術 座に は：^ して 見られなかった 細心な 研究が ありました。 勿論、 脚本に は 一 字 一 句忠實 で 

した。 ト ルス トイ 自身で さ へ 書き直し たとい ふ 「子殺し」 の 一 場 を さ へ、 初めの 作 通りに、 少しも 拔 

かさす に 見せて 下さいました。 

私 は 驚き 且喜 びました。 藝術 座が トルストイに 對 して 長い間 犯して 來 た胃瀆 も、 この 一事で 贖 はれ 

たと 思 ひました。 「これで 好い。 これで 好い。」 私 は 心の中で、 幾度 かかう 叫びました。 

抱 月 氏 足下。 

然るに、 私 は 再び 裏切られました。 今度の 「生ける屍」 の 直し 方 は， あれ は 一 體何を 意味す るので 

すか。 あの 脚本 は 拙い と 言 ふので、 あんなに 直された のです か。 (若し さうなら、 演出し なかった 方が 

好かった のです。) 

「閽の 力」 で 贖が して あるから、 もう 何 をしても 好い と 思 はれた のです か。 (恐らく、 そんな 事 はない 

でせ う。) 

兌 物の 前受 のみ を考 へた 爲に、 ああい ふ胃瀆 をな すった のです か。 (それなら、 もう 藝術 座と いふ 名 

を 「藝 術」 の 爲に廢 して 戴きたい と 思 ひます。) 

いづれ にしても、 あの 名作 を (私 は あの 作に 就いて 十 3： 號の 「トルストイ 研究」 に 自分の 印^ 


を 書いて 置きました) - —あんなにまで 滅 茶々々 に 毀した とい ふ 事 は、 到底 許す 事が 出来ません。 

私 は あなた 方が あの 名作に 對 して 犯された 胃 瀆を. 一 々擧げ るの さへ、 もう 不愉快に 感 する やうに 

なりました。 

三 幕 目までの 事 は 時事 新報に 大略 書いて 置きました。 聞けば、 五 幕 目で は 或 ごろつきが フ ェ エヂ ャ 

一件 を 種に、 カレ 一一 ン.； ^を ゆする の ださう です。 實に、 大 變な亂 暴な 直し 方です。 お 話に も 何にもな 

ら ない 直し 方です。 

私は甞 てこの 「生ける屍」 を フィルム にした 伊太利 製の 活動 寫 a 興 を 見た 事が あります。 フ H  H ヂャ 

はやく ざな 道樂 者でした。 彼 は マ ァシャ と 夫婦に なって、 ジブ シィの 車 を 押して 歩いて ゐ ました。 ジ 

ブ シィの 頭が フ H  H ヂャを 鞭で 打つ とい ふやうな 場面 さ へ ありました。 私 はこの フィルム を 見て、 ど 

ん たに 怒った 事で せう。 それ は誣 吿に對 する 怒りでした。 私の 大好きな フ H  H ヂャ を誣吿 する フィル 

ムが 憎い のでした。 

藝術 座の 「生ける屍」 に 至って は、 それ 以上です。 あれ はフ H ヱヂ ヤー 人 を 誣告して ゐる だけで は 

ありません。 サァ シャを も" マ ァシャ を も、 ヰ タトル を も、 フエ H ヂャの 母 を も 、誣告して ゐ ます。 

私 は トルストイの 爲 によりも、 寧ろ トルストイの 書いた これらの 人物の 爲に、 到底 默 して ゐる 事が 出 

来ない のです。 

小山 內 蕙 仝 集 七卷 「生ける屍」 に 就いての 論議  三 四 五 


小山 內薰^ 集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  一一 一四 六 

藝術座 は 罪 を これらの 諸人 物に 謝すべき です。 罪 を トルストイに 謝すべき です。 罪 を 「生ける屍」 

とい ふ 脚本に 謝すべき です。 最後に、 かかる 偽物 を トルストイの 「生ける屍」 i たと ひ、 その 改作 

としてで も として、 曰 本の 社會に 提供した 即を， ひろく 世界に 謝すべき です。 

抱 月 氏 足下。 

若し 一般の 見物 本位に 墮 したの なら、 見物 本位の 脚本 を 選 まれる のが 宜しい のです。 スクリ イブが 

あります。 サ ルヅゥ があります。 ベ ルンス タインが あります。 クライド. フィッチが あります。 何 を 

苦しんで、 ト ルス トイの やうな 非 商業 的な 脚本 作家に 趨く 事が ありませ う。 (ここに 非 商業 的な と 言つ 

たの は、 藝 ©的 の 目から 見て 言った のです。 實を言 ふと、 トルストイ は 萬 民の 爲に 書いて ねる の で 

す。 「生ける屍」 の やうな 作で も、 ほんと に忠實 に演 すれば. 一般の 客に もよ く 分かる のです。 そして 

誰に でも 面白い のです。 從 つて、 お金 も 儲かる のです。 伯林で は 一 冬 殆ど 打ち 迎 にこの 芝居 を 打ち 通 

して、 毎 n 滿員を 得て ゐ ました。 モ ス ク、 ヮで もこの 芝居 を マ チネ ヱ に 出す 程、 澤山 演じて ゐ ました。 

そ.^ で、 いつでも 一杯 客が 來てゐ ました。 併し、 さう いふ 事 は藝術 座の 方々 に は 想像 も 及ばない ので 

せう。 氣の 毒な 事です。) 

若し、 藝術 座が 松 井須 磨 子 本位で 脚本 を 選ぶ 方針なら、 サラァ • ベ ルナ アルの レ ベルト アルで も 調 

べるのが 宜しいです。 「桥 姬」 も 好いで せう。 「フ ェ H ドラ」 も 好いで せう。 何 を 苦しんで、 「生ける屍」 


の やうな、 女に 「荒れ 廻る 場所， 一 を與 へない 脚本 を 採 川す る 必要が あるで せう。 

私 ほ 直言し ます。 どうか 苒び トルストイ とい ふやうな 賁ぃ名 を、 狗肉の 羊 頭に しないで 下さい。 ど 

うか， 「生ける屍， j の やうな 名作に、 それより 劣った 筆 を 入れないで 下さい 

日本に はさう いふ 事に 對 する、 何の 制裁 もありません。 どうか、 その 制裁 を あなた 方の 心の中に 置 

いて 下さい。 日本の 藝 術の 向上の 爲に。 日本の 演劇の 正しい 進歩の 爲に。 最後に 文明 國 である 害の 日 

本 を、 世界の 各國に 誤らせない 爲に。 

抱 =: 氏 足下。 

あなた はェ レ オノ オラ. ヂゥゼ が 「人形の 家」 を 可な り滅 茶々 -々 に 削って 演じたい とい ふ 話 を御存 

じで せう。 

ヂゥゼ は、 少しで もメ a ドラマチックに 兌え さうな 部分 は、 平氣で 脚本 を 無視し ました。 ク 。グス 

タツ トに 「父の 死後 三日」 を 一一 目 はれても、 彼女 は 驚きの 情 を 表 はしませんでした。 夫の ヘル マァカ 

「犯罪」 とい ふ 詞を發 しても、 それが 彼女に は 特別な H ッフ ヱクト をも與 へませんでした。 二 幕 目へ 

來 ると ヂゥゼ の 彻除は 愈々 ひどくな つたと いふ 事です。 彼女 は 乳母との 非常に 大切な 場面 を 全然 ォ 

ミットして 了 ひました。 ランクとの 話の 間に も、 目的の ない カットみ 所々 に 用 ひました。 「ト」 卉を無 

しました 。そして、 舞臺の リズムと でも 言 はるべき もの を 全然 出さないで 了 ひました。 この 一幕 は 

小山 內薰^ 集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  三 四 七 


小山 內薰佥 集 七卷 「生けろ 屍」 に 就いての 論議  . 一一 一四 八 

初めが 陰欝で、 中頃が 陽氣 で、 最後が 嚴肅 になるべき 害な のです。 イブセン はこの 三つの 陰影 を 確に 

意識して 書いて ゐ ます。 それ を ヂゥゼ は 一色に 塗って 了った のです。 もっと 驚くべき ^は、 ノ オラの 

恐怖と 絕 望と を 最も 高調に する ク a グス タツ ト との 最後の 場面 を 全然 食って 了った 事です。 勿論、 タ 

ラ ン テ ル ラ の 踊な ども、 ヂゥゼ は 略して やらなかった さう です。 

ヂゥゼ が ィプセ ンの 脚本 を 毀した 動機 は、 藝術 座が ト ルスト ィの 脚本 を破壞 した 動機と は 全然 反 

對 でした。 ヂゥゼ は 下^になる 事 を 恐れた のです。 臭くなる 事 を 嫌った のです。 安 S 、な淚 を 誘 ふの を 

避けた のです。 彼女が タラン テル ラを 細らなかった とい ふの も、 それが 大抵の 場合， ^に 一 つの ダン 

ス として 喝采され て、 戯曲と しての 熱 を 失 ふの を 知って ゐ たからです。 ヂゥゼ は ィプセ ンの 十； I い 技巧 

に對 する/」 の 最後の 譲歩 を さ へ 許す 事が 出来なかった のです。 

ヂゥゼ の 「人形の 家」 の 破壊 はかう いふ 高い 動機から でした。 しかも それ は 作^に 對 する 許し 難い 

胄漬 でした。 

彼女の ノ オラ を 見た キリ アム • ァァ チヤ はかう 言って 批評し ました。 「シ 一一 ョラ • ヂゥゼ が^し ノォ 

ラを 自分の 當り 役の 一 つに 數 へようと するなら、 二 幕 目 を： 冉考 しなければ ならない。 ^作 脚 木の^ W 

を 囘收 しなければ ならない、 そして、 シ 一一 ョル、 フラヰ ョ • アンド ォの 代りに. イプセン を 彼女の 舞畜 

監督に しなければ ならない。」 と。 (この 最後の 一 句 を 「生ける屍」 の 場合に 當て はめれば、 「^縻 子 は 


抱；：：： 氏の 代りに、 トルストイ を舞薹 監督に しなければ ならなかった」 のです。) 叉 かう 言 ひました。 

「一 度で も ィプセ ンの 脚本 を舞臺 にかけ た 事の ある 者 は、 ィプセ ンの 愈： いた 「ト」 書から 離れる とい 

ふ 事 は、 惡ぃ 方へ 離れる 事 だとい ふ 事 を 信す るに 違 ひない」 と。 

ヂゥゼ の やうな 藝術 的な 動機から 脚本 を 離れた 場合に さへ、 かう いふ 事が 言 はれる のです。 若し ァ 

ァ チヤ ァの やうな 批評家が、 藝術 座の 「生ける屍」 を 見たら 何と 言 ふでせ う。 

「イブセンから 離れる とい ふ 事 は、 惡ぃ 方へ 離れる 事 だ。」 この 詞は トルストイの 場合に も， 立派に 當 

て^まります 。「トル ス トイ を 離れる とい ふ 事 は、 惡ぃ 方へ 離れる 事 だ。」 私 はこの 詞を あなたの 足下に 

呈 します。  - 

若し、 それが 受け 入られないなら * 再び 西洋の 名作に は 手 をつ けないで 下さい。 西洋に も 日本に も， 

どう 直しても 一 向 差 支な い  i かも 立派に 商賣 になる —— 脚本が 澤 山あります。 どうか さう いふ も 

の を やって 下さい。 妄言 當死。 (大正 六、 一 1、ニ〇) 


小山 內 簾^^ 七卷 「生ける屍」 に 就いての 翁！ S  =1 四 九 


小山 內薰仝 集 七卷 「靑ぃ 鳥」 を 見て  11ー 五 o 

「青い鳥」 を 見て 

(大正 九 年 二月 II 有 樂^) 

有樂 座で 最終の 晩の 「青い鳥」 を 見た。 

序幕の 樵 夫の 家から 二 幕 目 第一 場 妖婆の 御殿まで 見たところ では、 遠慮のない ところ、 こいつ 大^ 

惱 まされ さう だと 思った が、 その 次の 思 ひ 出の 國へ來 ると、 すっかり 見直した。 夜の 宫 はちと 不 感服 

だった が、 森へ 來 ると 叉 犬に 見直した。 墓地 も 好かった。 未来の 國は 更に 氣に 入った。 それから、 も 

うし まひまで はすつ と 愉快に 見た。 すっかり 兌て しま ふと 前の 樵 夫の 家 や 妖婆の 御殿まで が" さう 悪 

くはなかった やうに 思 はれて 來た。 なぜと 言へば、 この 初の 二 場で 私の 惱 まされた の は、 火 部分 妖婆 

の^;！ のせ ゐで、 他の 誰もが 惡ぃ事 をして ゐ たので はない とい ふ 事が 分かって 來 たからで ある。 

私 は 本當に 愉快に 見た。 今 家へ 歸 つて 囘 想して 見ても 愉快で ある。 近頃 こんなに 愉快な 明かる ぃ氣 

持で 芝居 を 見た 事 はない。 勿論、 冷たい 批評の 目 を 向けたら、 缺點ゃ 手 落 や 技藝の 拙な さは、 いくち 

でも 擧げる 事が 出来よう。 又 それ をす るに 私 ほど 適當な 者が 他に あらう か。 私 は 或 意味に 於いて、 そ 


れ^ ほ 負して ゐる。 その 高慢な 私が これ^ 愉快な 感じ を 持って 歸る 事が 出來 たの だ。 私 は それだけで 

も 民衆^に 敬^の^ 子 を脫 いで も 好い と 思って ゐる。 

私 はこの 芝 W の 世 ゆで^も 好い^ 出 を 見て 來てゐ る。 それ は 言 ふまで もな く、 モスクワの 美術 座の 

だ。 それから、 伯林で ライン ハルト (獨逸 座) の も 見た。 併し、 露西亜の を 見た目で は、 迚も 比較に 

ならなかった。 前者が ，1 通りに しっとりとした 物で あったら、 後者 は詞 通りに がさがさした 物で あつ 

た。 後者が マァ テル U ンクの 「趣向」 の 皮膚の み を 見た もので あったら、 前者 は 「趣向. 一 の 奥に 詩人 

の 魂 を 見た ものであった。 英吉利の や 亞米利 加の は寫 凰で 見た ばかり だが、 ラインハルト にさへ 劣つ 

て ゐた事 は 分かって ゐる。 なぜと 言へば、 美術 座から 態々 舞臺 監督 を 呼び 迎 へた E 里の 演出で さへ、 

露^: 亞 人に 言 はせ ると 「だめだった」 さう だからで ある。 

私 は それ 程好い 「靑 い 鳥」 を 見て 來てゐ る。 そして、 その 印象の 餘程 稀薄に なった +曰 でも、 いま 

だに それ を 世界一 に 好い 「靑ぃ 鳥」 だと 思って ゐる。 それ 故" 日本人で 今度の 「青い鳥」 に對 して、 

最も 苛酷な 批評の 出来る 者 は、 私 I 或は 私と 同じ 經験 をした 者 - の 外に はない。 併し、 私 は 今度 

の 「青い鳥」 に對 して、 さう した 態度 を 取る 事が 出来なかった。 なぜと 言へば i その 理由 は 簡單で 

ある 始 から 終まで 愉快に 見た からで ある。 唯 何となく 始 から 終まで 愉快に 見た からで ある。 

日本で 「靑ぃ f:L- を演 る。 旣 にこの 事 だけが 記錄 物で ある。 日本で 「青い鳥」 を演 つた。 旣 にこの 

小山 內蒹 令： 集 七卷 「 靑：. 鳥」 を 見て  11 一 五 一 


小山. s: 薰仝集 七卷 「啻 い 鳥」^ 見て  三 五 二 

事 だけで 民衆 座 は 豪い 爲事 をした ので ある。 この 事 は 少しで も 舞 裏と いふ もので 苦勞 をした 事の ない 

人間に は 理解し 難. S 事で あるか も 知れない。 しかも、 これ は事實 である。 牢乎と して 拔く ベから ざる 

事"， 莨で ある。 

その上、 舞 K はと 一一 一一；： ふと、 あの 狭小な、 照明 設備の 全くない と 一一 目って 好い、 しかも 廻り 舞^の ない 

有樂 座で ある。 役者 はと 一一 n へば、 殆ど 總 てが 舞臺 馴れない 素人で ある。 日本で II あの 舞臺で あ 

の 役者で、 兎にも角にも 「if:£ い 鳥」 を 見せて くれたと いふ 事 は、 實に 大した 事な ので ある。 飜譯樅 問 

題 は 知らぬ が、 若し マァ テル リンクが 飛行機に 乘 つて、 今度の 芝居 を 兒に來 たと しても， 彼 は 決して 

不服 は 言はなかった らうと 思 ふ。 

今度の 「青い鳥」 で 何よりも 效 梁の 上がった の は 舞薹裝 置と 明かりの 使 ひ 方と であった。 それ は 勿 

論、 H ゴロ フが 案出した とい ふ 美術 座の 舞 裏の やうに 象徴的な ものではなかった。 それから 又、 エル 

ン スト. シュ テ ルンが 考案した 獨逸 座の 舞臺の やうに、 徹頭徹尾 圖案 的な もので もなかった。 それ は 

どっち かと 言へば、 お 伽噺の 揷耮に 幾分^ 實を 加味した 英吉利 風 又は 亞米利 加 風の ものであった。 手 

本と 言って は 語弊が あらう- 暗示 は 恐らく その 邊の寫 真から 來てゐ るので は あるまい かと 思 はれ 

た。 (細かく 言へば、 思 ひ 出の 國に ヂギ タリス を 用 ひたの や 墓場に 百合の 花 を 用 ひたの が、 私に さう い 

ふ 感じ を 抱かせた ので ある。) 併し、 それに も 關らす 私 は、 恐らく それ 以上 だら うと 思 はれる 舞^ を 私 


の 前に 見た。 

中で も、 思 ひ 出の 國の 森と 墓地と が、 殆ど 非の 打ちよう のない 立派な 舞臺を 見せて くれた。 明かり 

の 使 ひ 方 は、 その 中で も、 森が  一 « 好かった。 この 場 は、 私の 兑た 時、 露西亞 でも 獨 逸で も拔 かれて 

ゐ たので、 殊に 淸 新な 感じ を 受ける 事が 出来た。 

唯、 子供ら しい 事で あるが、 露西亞 では、 思 ひ 出の 國で靑 い 鳥 を 兄妹が 2D? つける と、 拚へ 物の 鳥が 

仕掛で 靑く 光った。 思 ひ 出の 國を 出る と、 それが 赤黑ぃ 光に なった。 それから 蜜蜂の 事 を 言 ふと 

方々 の 叢で 蜂が 一度に 光 を 放った。 それが 大暦 子供ら しくて 面白かった。 それから 墓地で 少し 氣 にな 

つたの は、 寺の 時計の 餘 りに 現代的な 事であった。 

一番い けない と 思った 舞臺 は、 樵 夫の 家だった。 あれ は 感じが ひどく がさがさして ゐた。 序幕の 窓 

の 外な ども、 少し 考が 足りなかった。 夜の {呂 も 深みと 凄みと 濕り氣 が 足りなかった。 各の 戸の 中の ェ 

夫 も 足りなかった。 尤も、 ここ は 美術 座で も 一番 照明に 金 を 掛けた ところで、 ほんと に 遣ったら、 あ 

す こだけ でも 何千 圓と いふ 費用が 掛かる の だから、 さう 無理 は 言へ ない。 正面の 大 扉の 中の 幻燈 だけ 

にも 民衆 座の 苦心 はよ く 分かって ゐる。 未来の 國も 深みと 濕り氣 が 足りなかった。 併し、 これ も あの 

舞ぶ では あれ 以上 を 望む の は 無理 だら う。 子供 を 始終 動かして ゐ たの はよ かった。 流石に 畑 中 君 だと 

思った。 唯、 戀 する 二人 をな ぜ撗に 置いた のか、 それが 私に は 分からなかった。 美術 座で は あの 場の 

小山 內熏仝 集 七卷 「靑ぃ 烏」^ 見て  三 五三 


小山 內薰 全集 七卷 「靑ぃ 鳥」^ 見て  三 五 四 

人物の 運動 を 殆ど 總て 彫刻 的に 見せた が、 さう いった 趣向 は 今度の 舞臺 では 丸で 見られなかった。 

衣裳 も 岡 本 君の 阖 案 通り 新に 持へ たもの だと 見えて、 流石に 色彩の 調和が よく 取れて ゐた。 殊によ 

かった は、 思 ひ 出の 國が 段々 明かる くな つて 來る 時の 爺さん 婆さんの 色彩だった。 總 てが あの 位に 行 

けば 申 分はなかった。 

唯、 私に 少し 受取り かねた の は、 犬の 衣裳の 赤 さであった。 ミチルの マ ントォ も I 可愛く は あつ 

たが— —— 赤が 强 過ぎた。 妖婆の 衣裳 も；.^ なく^え る 方が よくはなかった らう か。 夜の 衣裳 も、 私なら 

黑 にしたら う。 併し、 それら は 小さい 疑 ひで ある。 母さんの チル、 父さんの チル、 パ ン、 火 水、 ミ 

ルク、 砂搪、 光、 獬、 兎な どの 衣裳 は みんな 氣に 人った。 

役者に 就いては 餘り 多く を 言 ひたくない。 なぜと 言へば、 みんな 上手ではなかった からで ある。 併 

し、 同時に、 みんな 熟 心で眞 面目だった からで ある。 

でも、 水 谷 八重 子の チル チル など は 立派な ものだった。 S 川靜 江の ミチル も、 私 は 可愛くて 爲 方が 

なかった。 子供 はー體 みん たよかった。 だから、 未来の 國が 私に は 一番；. g 白かった。 殊に やがて チル 

チルの 弟妹に なるべき 子供 を やった 子が 無邪氣 で、 はっきりして ゐて、 氣に 入った。 奥 村博史 君の 父 

さんの チル、 ぉぢ いさんの チルも 獣な 所が 少しもなくて よかった。 犬と 猫 は 中で も 大役 だが、 友 田お 

永 井 君の 二人とも ； 所 懸命に やって ゐ たのが よかった。 唯、 厭み は 猫の 方に 少しあった。 併し、 これ 


は ある 方が 好い のか も 知れない。 砂糖お も 私に は氣に 入った。 モスクワで はこの^ 搪を やった 靑 ザと 

1^ 仲好く 話 をした ので、 尙思ひ 出が 深い。 澥の 御橋^も、 パ ンの港 君 も 前途の ある 人 だと 思った。 

港^の 舞^ は 去年 谷 崎 君の 「十五夜 物語 J で 一度 兌た 事が あつたが、 その 時の 藝 より 今度の 藝の方 を 

純 だと 思った。 火の 岡 本 君 も、 臺詞 のない 間の 體 に 難があつ たが、 裏， 詞の ある 間は惡 くはなかった。 

唯、 いつでも 霄ふ^ であるが、 惱 まされた の は 女優だった。 光 を やった 吾妻 君の 外に は、 一人 も標 

準 語の ァクセ ントを 取る 者がなかった。 みんな 何處 かの 田 舍詞を 聞く やうな 感じが し て 不愉快 だつ 

た。 序幕と 二 幕 目で 妖婆の， 詞を 聞く 間な ど は， -— 前に も 言った 事 だが ——- 實際 苦しかった。 女優 志願 

は^ 京人から は 出て 來な いのかしら。 

それから、 夜の 宫 での 踊の 拙 さ —— と 言 ふより は、 旣に 出て 來た 形の 惡さ -I . にも 閉口した。 蔭で 

唱ふ歌 も總て 拙く、 そして 力がなかった。 

それから 全 に 就いて 最も 物足りなかった 事 は、 音 樂を缺 いて ゐた 事であった。 美術 座の 場合に は 

天才 イリヤ • サ アツが 書いた 素敵 もな く 好い イン シ， テン タル、 ミュ ウジ ックを 使って ゐた。 ライン ハ 

ルト ので さへ、 「へ ンゼル とグレ H テル」 で 名高い フム パァヂ ンクが 特に この 釗の爲 に 書いた 音 樂を使 

つて ゐた。 私 はさう いふの を 見て 來 たせ ゐか、 どうも かう いふ 芝居に は 音樂が 必要で ある やうに 思つ 

てゐ る。 こな ひだ 友逹 座が 「タンタ ジィル の 死」 を やった 時に 山 田 耕作 君の 作曲 を 使った が， その 效 
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果は 非常だった。 今度 も 山 田 君が 音 樂を 害く とい ふ^だつ たから • 多分 イン シ * チン タル、 ミ ユウ ジッ 

ク. を 全部 書く の だら うと 思って、 喜んで ゐ たら、 歌の 爲だ けだと 聞いて、 實 は落膽 して ゐ たの であ 

る。 栗して、 舞臺を 見る と、 その物 足りな さは 非常な ものだった。 費用の 點も あらう が、 w 演の 節に 

は、 是非 昔樂を 用. ひて 貰 ひたい。 

終に 臨んで、 臺本飜 譯者楠 山 正 雄 君、 舞臺 監督 畑 中蓼坡 君、 舞臺 意匠 家 岡本歸 一 君、 電氣 主任 加 藤 

莨 一 君の 爲に、 三た び祝盃 を擧げ る。 そして、 この 慌ただしい 感想の 筆を搁 く。 (大正 九、 二、 一 七夜 牛) 


マックス • ライン ハ ルトの 印# 

I 1 九 一 三年 II 

私 は マックス . ラインハルトに 就いて 餘り 多く を 語る 事が 出来ない。 何故と 言へば、 私 は 彼の 演出 

した 刺 を 僅か 八つし か 見て ねない からで ある。 しかも その 第一 印象が 甚 しく 失望 的な ものであった 爲 

こ、 その後の 私 はいつ も 或 pludice を 持って、 この 人の 舞 臺に對 してね たらしい。 私 は 常に 多少の 

輕蔑を 含みながら、 この 人の 芝居 を 見て ゐ たらしい。 私 は 今 この 稿 を 起す に當 つて、 自分の 記憶の 餘 

りに 貧弱な のに 驚いた。 

併し、 私 は 現今 彼の 演出し つ、 ある 色々 な 種類の 芝居の. 代表的な もの は 大抵 一 つ 宛 見て 來た 積り 

である。 近代の 象徵剷 或はお 伽 劇と して は、 メェ テル リンクの 「青い鳥」 を 見た。 近代の" H 實釗 とし 

てま、 トルストイの 「生ける屍」 を 見た。 沙翁 劇と して は 「a  メォと ユリア」 を 見た。 獨 逸の 古典 瘳 

として は ゲェテ の 「ファウスト」 の 第一 部 第二 部 を 見た。 チ ルクス 「曲^ 場」 で やる 所謂 Qsrregie 

として はホ オフマン スタ アル の 書き直した 「 ェ ヂプ ス王」 と 「ィ ェ エダ アマン」 と を 見た。 無言劇と 
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して. H フレタ ザの 「ス ムルン」 を 見た。 丁 抹のジ ョルジ • ブラ ン， テ ス が- A  ^の 間にん 度し かこの 人の 

芝居 を 見なかった とい ふのに 比べれば、 日の 短い 割に はこれ でも 勉强 をした 方で ある。 

私が 白沐を 訪問した 主な 目的が ライン ハルトに あった 事 は 言 ふまで もない。 彼 は 單に獨 逸^と カム 

マ ァスピ ィレと を 併せ 待つ 伯林の ラインハルト ではない。 彼の 名と 彼の 事業 は、 獨逸 國內は 勿論、 遠 

く 英吉利、 亞米利 加にまで 喧傳 された。 英米の 新聞 雜誌を 通して、 極東 日本にまで 傅 へられた。 彼の 

作った 舞臺 の寫眞 と 彼の 事業に 關 する 斷片 的の 報道 は 日本の 新聞 雜誌 にも 屡 * 兌ら れる やうに なつ 

±o ジ イク フリ イト. ャ コ ブゾォ ンの 「マ ッ タス. ライン ハ ルト」 と パウル • レグバ ントの 「伯林の 獨 

逸 座」 と は 丸 善 を 通して 日本の 靑 年の 手に 渡った 驚異の 書の 一 つと なった。 早く も ライン ハ ルト渴 仰 

の聲が 演劇 を 愛する 日本の 青年の 間に 起って 来た。 自ら 稱 して ライン ハルト 式の 舞 裏な りと いふ もの 

さへ、 その 間に 案出され る やうに なった。 私 もさう いふ 青年の 中に ゐた、 さう いふ 靑年の 一人で あつ 

た。 伯林へ 着いて、 初めて この 人の 芝居 を 見る まで、 私の 心が どの位 この 人の 藝 術に 傾いて ゐ たか、 

それ は 私共と 同じ 仲間の 靑 年の たやすく 想像し 得る 所で ある。 

二 

千 九 百 十三 年 正月 一 一十 八日の 晚、 私 は 初めて 獨逸 座の 兑 物の 一 人になる 事が 出来た。 出し物 は 「靑 

£」 である。 表に Direction  Max  Keinhardt と 書いて ある 獨逸 座の 大きな 番附を 初めて 手に した 時 


の Si の、. ：.- は、 好奇と 期^と で 一 ばいに なって ゐた。 譯本は ステ ファン •  H プシ ユタ イン の それに 據る 

と 化： いて ある、 昔 樂はフ ムパァ ヂンク の 作曲 を 使 ふとして ある、 レジ ィは マックス • ラインハルト、 

ォ オケ スト ラ の 指 捸は座 附のァ イナ ァ • 一一  ル ソン、 背景 及び^ 裳 は エルンスト • スタ アン の 意匠に 據 

り、 その 莨 際 上の 製作 は ルドルフ • ヅヲ ルス キイ 監督の 元に 成る として ある。 第 一景の 後 は 小 休憇、 

第^ 景 (追憶の 國) の 後に 大休憇 が あると 記して ある。 「開幕 中 入場 を 許さす」 (wahrelld  des  Spiels 

is-  -ー 2.  Kintritt 一 licht  gestattet) とい ふ 文 5： も、 初めて 來た 私に は、 權咸 と餱肅 との 外 何者 を も 思 は 

せなかった。 

「椎 夫の 家」 の 幕が 明いた。 私が 若し 泉 京から 行きな り 伯林へ 來て 直ぐ この 舞臺を 見た の であった 

ら、 私 は そのお 伽噺 めいた 舞臺の 装飾と そのけば くしい 縱 洋風の 色彩と 飽くまで も單純 明確な その 

校 は 風の 線と 形と に、 どんなに 驚異の 眼 を 見張った であらう。 併し 私 はこの 時旣に モス コォの 美術 座 

で スター I ス ラウ ス キイと スゥ レ ルジュ ッ キイが 作った 世界に 比類のない 「青い鳥」 を 見て 來てゐ た。 

美術 座の 「青い鳥」 は、 霞氣と 精氣に 滲み 通った 舞臺 であった。 如何なる 一 隅の 如何なる 小さい 部分 

を 押して 見ても、 霞の 泉が 迸り 出さうな 舞臺 であった。 舞 臺の奥 は 無限に ethereal であった。 舞臺 

の 高さ は 無限に spiritual であった。 獨逸 座の 「青い鳥」 は 例へば 烈しい 日に 乾き 切った 土 を 見る や 

うな 感じが した。 どの 壁に 觸 つて 見ても、 それ は 直ぐに ホ B /\ と缺 けて 落ちさう だった。 どの 柱 を 
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叩いて 兌ても * それ はコッ くと 響の ない 音を立てさ うに 見えた。 ミチルと チルチ ルの寢 るお^ は. 

黄と 赤と 靑の 更紗 模樣に 塗って あって、 正 倉 院の筐 の 模製を 見る やうであった。 魔女が 腰の 曲った 婆 

から 美しい 女に 變る所 も 手際が 惡 くて 醜い 現寶を 暴露した。 時計の 中の 「時間」 が 赤の 勝った 投^ 風 

の 衣裳 を 着て、 大勢 竝んで 出た 所 は 美しかった が、 再び 時計の 中に 這 入る 時に、 逍が狹 くて 支へ たり 

突き 合ったり したの は、 練習の 不足から 來た 舞臺の 上の 醜い 混雜 であった。 フ a オレン ス • ヤコビの 

ミチル はま だ 好かった が、 リア •  口 ォゼン の チルチ ルは餘 りに 芝居 をお 過ぎて、 子供の 假 面の 後から 

大人ら しい 額が 見え 過ぎた。 隣り の クリス マ スに 有頂天になる 所 も 美術 座の 考 へた 細かい 心理的た 段 

取りに は 似ても 似つ かぬ ものだった。 火 や 水の 人間 化 も 拙ない ものであった、 殊に 水が 時々 本當の |» 

を 吐き出したり、 火が 時々 本 當の烟 を 出したり する のに は 迚も 堪 へられなかった。 猫 や 犬 も 美術 座の 

それらの やうに 「象徵 化された 寫實」 ではなくて、 寫實 ばかりで はやり 通せぬ もの を無现 に寫實 で や 

り 通さう としてし くじった やうな ものであった。 併し 猫に 扮 した H ルザ • ヮ グナァ の技药 は 優れてね 

た II 蓋し 初演 當時 この 役に 扮 した ガァ トル ウド アイ ゾルト の 型 をよ く 學んだ もので あらう。 

「夜の 宮殿」 も 唯 混雜と 紛擾と を 見る だけであった。 美術 座で もこの 場で は 黑&を 着た 人 問が 舞^ 一 

ばいになる 程 大勢 出て 働いて ゐ たやう であるが、 練習に 練 In を 重ねた 秩序が、 それらの 人間の 一 人の 

存在 を も 見物に 氣附 かせる やうな 事 は 無かった。 獨逸 座で は 色々 な繫の exeunt が 常に 支へ たり 妨げ 


られ たりして、 一度 も 流暢に 行く^がなかった。 美術 座の 舞臺を 支配す る もの は 器械 を驅 使す るお お 

であった。 獨逸 座の 舞臺を 支^す る もの は 器械の 不完全の み を 思 はせ る不 案な 現實感 でもあった。 

「追憶の 國」 の 家の 屋根に も 醜い 寫實 があった。 二人の 子供が そこ を 遠ざかる 仕掛 も、 美術 座で は 唯 

明かりの 使 ひ 方 一つで あつたが、 こ、 では 捩 を 段々 に 重ねて 下ろす とい ふ 在り 来りの 遣り方 であつ 

た。 二人の 子供が 「追憶の 國」 で 得た 青い鳥の いつの 間に か黑 くな つて ゐ るの を 見て 驚く 道端の 生垣 

(或は 花園だった かと も 思 ふ) は靑 海苔 を 見る やうに けば/^ しく 乾いて ゐた。 

「幸福の 宮殿」 では 亞剌比 亞の啻 長 を 見る やうな 肥った 野蠻な 男が、 醉 ひしれ た 濁聲を 出して、 私達 

の 鼓膜 を 破らう とした。 「母の愛」 は 子供な どに は 眼 も吳れ すに、 自分 一人で 芝居 をして ゐた。 この 宮 

殿の 白い 柱の €： 部に 明かり を 入れた の は 好い として、 その 電氣の 球が 一. つく 透いて 見えた の も 不快 

な 感じ を 呼び 起した。 ミチルと チル チルの 一行が 旅 を 終へ て歸 つて 来る 家の外の 景色に も、 練 瓦な ど 

に寫赏 味が 多くて、 この 戯曲に は 適 はぬ 感じ を 起させた。 

期待が 大きかった だけ、 失望 も 大きかった。 私 はこの 晚 一緒に 行って。.. 犬れ た 友人の 一人 を 捕まへ て 

夜の 明け方まで 興奮して ゐ た 。「オット ォ. ブラ アムの 純 寫實に 反旗 を飜 して、 舞臺の 上に と 新 

浪^主^と を 起した のが ラインハルト だとい ふぢ やない か。 併し 僕の 今夜 兌た ライン ハ ルトに は、 

Stil らしい Stil は ； つも 無かった。 あの 珍ら しげな 模樣畫 だって、 吾々 n 本人から 見れば 少しも 驚 
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くに は 足らない。 第一 彼の レジ ィには 少しも^ 魂がない。 彼の 舞臺 はェ藝 であって、 藝術 ではない。 

これに 比べれば モス コォの 「靑ぃ 鳥」 に は 立派な xtil があった、 そして その Stil は簽氣 に 滲み 通 

；っ たもので あった。 それに、 ラインハルトの 好む 色 は 何とい ふ 不快な けば ノ、 しい 乾き 切った 色 だら 

う。 僞 物の 印度 更紗。 これが 彼の 舞臺を 初めて 見た 僕の 偽らない 第一印象 だ。」 私 はこん な 事 を 友達に 

1 一目った。 「でも、 まだた つた 一 つ 見た V けで さう いふ 斷案を 下す の は危險 だら う。」 友達 は 私に かう 言つ 

た。 「それ もさう だ。 では 又 その 內シ H  H クス ビアの 物で も！： ^に 行く^に しょう。」 私 はかう 言って、 漸 

く寢 床へ 這 入った。 併し、 私の ライン ハ ルト 熱が この 一 晚で 殆ど 零度に 近く 下がって 了った 亊は^ 實 

である。 

三 

私が 第一 一に 見た ラ ィ ン ハ ルトの 舞臺は 「。メ ォと ユリア. 一 であった。 この 芝^に も 器械 的の 巧妙 は 

あった。 廻り 舞臺の 巧みな 使 ひ 方に は 本家の 日本 も 遠く 及ぶ 所ではない。 舞臺 の屮央 に、 舞臺 鼻から 

舞臺の 奥へ 眞 直に 通る 狹ぃ 往来が 作られ て ゐる、 往来の 突き 常たり に は 細^い^ 太 利の 靑 空が 見え 

て、 その 下に 伊太利 式の 井戸が 小さく 兑 えて ゐる。 往来の 兩 側に は カブ レット 家の^ 築と モン タァギ 

ュ 家の 建築と が、 兩 方から 落ち かからん ばかりに 高く 聳 へて ゐる。 序幕の 喧 啤 は先づ この 往来の 舞^ 

鼻に 近い 所で 行 はれる。 そして、 この 舞臺を 丁度 九十 度 廻した 舞^が 三 幕 目の 喧嘩の 場所になる ので 


ある。 卽ち 序幕で 往來の 奥に 見えた 井戶が 今度 は舞臺 ^に 來てゐ るので ある。 そして 序幕に 使った 喧 

曄の 場所が 今度 は靑ぃ 空の 下に 行って ゐ るので ある。 この 狭い 往来の 奥の 方から 大勢の 人が 押し合 ひ 

へし 合 ひ 出て 來 るの も 面白い。  ✓ 

多くの 場面 はこの 狹ぃ 往來を 境 に し た舞臺 の 左右に 用意 されて ゐた。 舞臺^ に 井戸の ある 一一 一幕 目 の 

喧嘩の 所で、 私 は 上手の 塀 (カブ レット 家の 塀) の 中に、 戀 する 二人が 嘗て Nocturne を 取り 交した 

バルコンの あるの を 見た。 二人が 內證で 結婚 をした ロレンツォ ォの 寺の 内部 は、 二人が 一緒に 死ぬ 墓 

場に 作り 換 へられた。 かくて、 この 場面の 多い 昔の 芝居が、 僅か 三時 間に 演じ 終られて 了 ふの を 見て 

は、 流石の 私 も 驚かす に は ゐられ なかった。 

併し、 それ は 唯 廻り 舞臺の 巧妙な 使 ひ 方に 感心した までの 事で ある。 - ライン ハ ルト は屢々 その 器械 

的の 手腕 を 見せよう とする 餘 りに、 或 場面の 戯曲 的 性質 を犧牲 にした。 例へば 終りの 墓場が 餘 りに 狹 

小で、 迚も カブ レット 家の 墓所ら しい 莊嚴な 感じが しなかった のな どが それで ある。 私 はこの 墓場の 

細い 柱 は、 ロレンツォ ォの 寺の 柱 を その 儘 用 ひたので は あるまい かとさへ 疑って ゐる。 總て舞 臺の裝 

置 は、 相 變らす ガサ ガサした 寫實 であった。 衣裳の 意匠 も 相 變ら. f 偽物の 印度 更紗であった。 演技の 

全 體 にも IE 常 生活 はあった が、 悲劇はなかった。 三 幕 目の 別れの 場 (第五 段) の 幕 明きに、 暗い 寢床 

に 白く 銮 めく 戀人 同志の 抱擁 を 見せた の も、 人に よって は大瞻 な描寫 だと 言って 喜ぶ かも 知れない 
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が、 私に は 唯 衆 俗の 人氣に 投じよう とする レジ ッ シ ウルの 卑しい 動機が 想像され るば かりであった。 

私 は その 晚 初めて ァ レ クサ ンダァ • モ イツ シを 舞臺の 上に 見た。 彼 はいつ もの 持ち 役 B  メォ に扮し 

たので ある。 その 絶えす 物言 ふやうな 可哀 らしい 眼つ き。 その 濕 ひの ある 美しい 聲。 戀 人に 對 する 時 

の 熱情。 钕に對 する 時の 豪膽。 友人に 對 する 時の 高ぶらぬ 態度。 僧に 對 する 時の 子供の やうな 甘え 方。 

私 は 南方から 拾 ひ 上げられて 來 たこの 若い 異阈 種の 役者が 持って ゐる總 ての 美しい 資質 を この P  メォ 

一 役で 見る 事が 出来た。 私 は ライン ハ ルトの 注文 だら うと 思 はれる その 餘 りに 日常茶飯 的な 演技に は 

感心し なかった が、 モ イツ シ その 人の 美しい 人格に は 一 度です つかり 醉 はされ て 了った。 

四 

その 次に 私の 見た ラインハルトの 芝居 は、 その 冬 初めて 獨逸 座の 舞臺に 上った トルストイの 「生け 

る 屍」 であった。 お 伽 劇に 失望し 沙翁 劇に 失望した 私 も、 この 寫實 劇に は 多少の 望み を かけて 行つ 

た。 「ラ イン ハ ルトの 本領 は 世間で 言 ふやう に 古典 劇 や 新 浪漫派の 劇に あるので はなくて、 蒈 はかう い 

ふ 種類の 劇に あるので は あるまい か。 彼 は 昔 「夜の 宿， 一 で當 てた とい ふ 一 事に 見ても 這舣の 消息が 窺 

はれる ではたい か 「生ける屍」 はきつ と 好い に 違 ひない， きっと 好い に 違 ひない。」 私 はこん な 事を考 

へながら 獨逸 座の 入口の 戶を 押した。 

併しながら 私の 期待 は、 序幕で 直ぐ 破られて 了った。 ル チイ. へ エフ リツ ヒの リザが 飴り に^ 寄染 


みて ゐ るのと， ヰン タァス タインの ヰク トルの 餘 りに 大兵で 可哀氣 がない のと は、 役者の 體 質に 依る 

の だから 爲方 がない として- この 二 入が 家出 をした 主人の 事に ついて 相談す るのに、 部屋の 中 を 歩き 

ながら するとい ふ 法 はない。 モス コォの 美術 座^ は、 下手の 壁に 沿うた 一隅に 置いて ある 小さい 卓 を • 

挟んで、 二 入 は 極めて 小聲に 話した。 リザ は 折々 堪へ 切れ なくなって、 ハ ンケチ で 顔を掩 うた。 

この 場の 正面 を 硝子 户 にした の は、. 舞臺を 深く 見せる ライン ハ ルト 慣用の 手段で あらう が、 それが 

爲に 部屋の 狹 いとい ふ 感じ を 破った の は 情ない。 朝の 感じ も、 食卓の 上に 下がって ゐる 大きな ラ ンブ 

の 影 を 後の 壁に おした 美術 座の 考 へに は 迚も 及ばなかった。 

この 場 を 次の チゴ ィ ネルの 家に 變へ るに は、 噔 闇の 中で 舞臺を 廻した 道具 代りの 時に 奧に寢 てゐる 

赤ん坊の 泣き 聲を 聞かした の も、 噔 闇の 中から チゴ イネ リンの 唄 ふ 歌が 聞こえて 來 ると 同時に、 舞毫 

が 段々 明るくな つて 來 るの も、 ラインハルト らしい 好みで ある。 併し 何故 ラインハルトが この チ ゴィ 

ネルの 家 を 夜に したの か、 それが 私に は 分からなかった。 この 場 は 時間の 上から 一一 一一 n つて 直ぐ 前の 場に 

接^すべき もので はなから うか。 美術 座で 見た この 場に は 夜 を 徹して 飮み 明かした 朝の 空氣が 漲って 

ゐた。 

チゴィ ネルの 風俗に も 研究が 足りなかった。 客が みんな 燕尾服で ゐ るの も、 露 W 亞のを 見た 眼に は 

可笑しかった。 歌の 間に みんなが 無暗と 踊り狂 ふの も、 徒に 舞臺の 混雜を 引き起す ばかりであった。 

小山 內蒸仝 集 七卷 マックス *ラ イン ハルトの 印象  三 六 五 
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フ ェ H ヂャに は 私の 好きな モ イツ シが扮 したが、 チゴィ ネルの 歌 を 聞く 形 は、 ^術 座の モスク キンの 

悲痛な のに は 迚も 及ばなかった。 フ ヱ H ヂャの 愛する チゴ イネ リン、 マ ッ シ ャも餘 り 白粉が 濃 過ぎ 

た。 大勢の 人物の 位置が 惡ぃ爲 に、 フエ H ヂ ャに會 ひに 来た ヰ タトルが 人に 紛れて 歸る所 も 巧く 行か 

なかった。 

第三 幕 第一 場の カレ 一一 ン 家の 座敷 も、 無暗と 奥が 深いだ けで、 美術 座が 白い 丸 柱の 位置と カア テン 

の 配置 一 つで、 廣ぃ 家を噔 示した のと は 似ても 似つ かぬ 拙な さであった。 召 仕の 男が 三 間 も 奥から 出 

て 來る所 を 見せた 所で、 それが この 場に どれ だけの 効果 を 加 へよう。 ヰク トルの 母に は 有名な 。ォ 

ザ • ベル テンスが 扮 したが、 その 技藝の 如何にも 當て 込み 澤山 なのに は 驚いた。 アブレ ズコフ 侯爵 も 

風采が 惡 くて、 フ ェ エヂ ャが 尊敬す る 人物の やうに は见 えなかった。 

第 叫 幕 第一 場の 料理屋の 一室 も、 戶ロを 硝子 11 にした 爲に狹 い 部屋と いふ 感じ を 妨げた。 この 舞臺 

設備 も、 奥に 外の 部屋が あって、 そこに も 食卓が 並んで ゐ ると いふ 所 を兑 せる だけの 事で、 戯曲の 表 

現に は 何等の 効果 を强 めなかった。 尤も マツ シャ がー 度す ねて 歸り かけて、 隣り の 部屋で 思 ひ E して 

食卓の 上に 突 伏す と、 そこへ フ H  H ヂャが 行って 宥める 所では、 多少 この 隣り の 部屋 も 役に は 立った 

が， 唯 それだけの 爲 として は、 無益に H 澤な 設備 だと 言 はなければ ならない。 

第 五 幕 第 一 場の 居酒屋 も 少しも 省略と 暗示の ない 舞臺 であった、 有る. たけの 物 は 殘らす さらけ出し 


て 了 ふとい ふ 舞^であった。 モス コォで 兑た時 は、 露 西亞の 古い 建築に よく ある 低い 丸： 大 井の 汚ない 

部屋で、 朝ら しい 寒さうな 外の 光が 差し込んで ゐる 上手の 窓の 下で、 フ H エヂ ャ とべ ッシコ フが 寂し 

さう に^ を 阇 んでゐ た。 正面に は ァァチ が あつ 3、 その 奥に 次の 部屋に ある 卓が 半分 位と、 そこに 腰 

を 掛けて 茶 を 飲んで ゐる 百姓 か努慟 らしい^ 女が 三人 見えて ゐる きりであった。 それだけで 奥の 部 

屋に 大勢 客の 來てゐ る^が 十分 喑 示されて ゐた。 奥の 客の 間に 喧嘩が 起る 所 も、 モス コォ では 今 言つ 

た ァァチ の奧を 一人の 女が 泣きながら 靳 けて 通る だけで あ. つた。 ところが" ラインハルトが 作った こ 

の 場の 舞臺面 は無晤 と 大きな もので、 ^ど 一軒の 居酒屋 全 體が舞 裏の 上に 現出して ゐ たと 言っても 好 

い。 フエ H ヂャ とべ ッ シ コ フ はすつ と 下手 寄りの 極めて 舞臺 鼻に 近い 所に 申譯 ばかりに 出て ゐる 壁の 

前の 卓で 話 をして ゐた。 この 小さい 壁 を 除いた 外の 舞臺は 悉く 居酒屋の 廣- い 部屋と して 使 はれて ゐた。 

机が 澤山 にある。 お 客が 擇 山に 來てゐ る。 部屋 は 奥の 奥まで 見える やうに なって ゐて、 往来へ 出る 段 

段から 、往来からの 這 入り口から、 這 入り口の 外につ いて ゐる 赤い 瓦斯 炝ま で：： ^えて ゐる。 だから 今 

llln つた^ 嘩の 所で も、 喧 嘩の初 まりから、 巡^が 往来の 方から 這 入つ て來て 二三 人外へ 連れ出て 行く 

所まで、 すっかり 見せられる わけで ある。 唯 この 場の 雰園氣 を 作る だけの E 的で 作^が 僅に 三 行 を^; 

した この ト 書に 殆ど 舞 臺全體 を 占領させる とい ふ 事 は、 果して 藝術 としての 正しい お I であらう か。 

モス n ォで はこの 場を鳌 にして やって ゐ たが、 ライン ハ ルト はこ こ を 夜に した。 それ は どちらで も 

小山 內熏 全集 七卷 マ タク ス* ラインハルトの 印象  三 六 七 
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好い として、 フエ ェ ヂャ とべ ッ シコフ の 図んで ゐ る^の 上に 遛 かれた ラ ンプは 何とい ふ 光の 强ぃラ ン 

プだ つたら う。 フ H  H ヂャも ぺッシ コフも 嘸 眼が 痛い 事だった らう。 兑物 席から 兑て さへ 私の 肌 は： w 

映し さに 堪 へられなかった。 あんな ランプの 光が 決して 現實 にあり 得る もので はない。 ラインハルト 

は 「仕出し」 に 舞臺の 殆ど 全部 をお 領 させた 惯 ひに、 あの 强ぃ光 を舞臺 の 隅つ こで 訪 をして ゐる この 

戯曲の 主人公と その 落魄の 友に 與 へたので あらう が、 それ は 少しも この 拙ない 藝 術の 惯 ひに はなら な 

かった。 

同じ 幕の 第二 場の Piazza では、 赤と 白の 段 だら の 日除けの 向う に、 新綠の 生垣 を 見せた が、 例に 

依って 色が 生で， 「青い鳥」 の 時の 生 Iff と 同じ やうに、 靑 海苔の 乾して あるの を 見る やうであった。 モ 

ス コ ォ では 白い 柱に 本物 を 見る やうな 常春 藤が からんで ゐた。 高い 所 だとい ふ 感じ もモ ス コ ォ ではし 

たが ここで はしなかった。 ヰ タトルと リザの 母と が乘 つて. 来る 馬車の 鈴の 音が 遠くから 段々 近くな つ 

て 來る所 も 何 處で嗚 すの か， 美術 座で は舞臺 よりす つと 下の 方から 聞こえて 來た。 

第 六 幕 第一 場の 豫審窒 では、 家具の 位置と 人物の 位置との 交涉に 考慮が 足りなかった 爲に、 フ ェ ェ 

ヂャと リザが 顔 を 合す やうに なって 了った の は 面白くない。 美術 座で 見た 時 は、 リザ は 初めから 終 ひ 

まで フ H  H ヂャの 顔 を 見なかった —— 豫審 判事が フ ェ H ヂャを 訊問して ゐる問 も、 リザ は 部お の 隅の 

小さい 机に、 第二の 夫と 向 ひ 合って ぢ つと 坐った きり 首 を 垂れて、 フ H  H ヂャに は 始終 後を兑 せて ね 


た。 ライン ハ ル トの@ ^では フ H  H ヂャが 出て 來 ると、 リザと ヰ タトルが 鎚り 合った。 この 舞蔡 監^ 

の^^な 解釋 はかう いふ 點 にも 歷 然と 兑られ る。 ヰ タトルが 始終 怒って ゐる やうに 兒 えたの も惡 い。 

^.s 亞 では もっと 紳士ら しかった。 判事の 側に 坐って ゐる 書記が、 フ H  _rr チヤの 口供書 を 取りた が 

ら， 一 々苦々 しいと 言った やうな 表情 をす るの も-験 味だった。 露 M 亞 では 顔の 筋 一 つ 動かさす に、 器 

械の やうに 筆 を 動かして ゐた。 

大詰 は 法廷の 廊下で ある。 ここへ 來て ライン ハ ルト はすつ かり その 非藝術 的な 本性 を 暴露して 了つ 

た。 今までの 場而 は、 兎に角 舞臺を 深く 使 はう と 思へば いくらでも 深く 使 ふ 事が 出來る やうな if 面で 

あった、 總てを 暴露し ようと 思へば いくらでも 暴露の 出来る 場面であった。 ところが、 この 場面で は 

どうしても それが 許されな いので ある。 戯曲の 要求す る 場面 を どう 自由に 解釋 して 見ても、 この 場で 

法廷の 内部 を 暴露す る 事 は出來 ない ので ある。 法廷へ 這 入る 戸口 は 舞臺の 上に あっても、 その 戶ロは 

?gm に 法廷の 內 部と 廊下と を 隔離し なければ ならない ので ある。 廊下まで 這 入って 來た イワン • ぺト 

口 ヰ ツチに も、 たと ひ 拍手の 音 は 聞こえても、 法廷 内部の 辯 論が 聞こえて はならない ので ある。 この 

場に 於け る 法廷 は 「噔 示」 以外に 出る 事が 出来ない ので ある， 「舞臺 の 後」 より 前へ 出る 事が 出来ない 

ので ある。 若し この 場面が 成功して ゐ たら、 前の 色々 な 場面で 如何に ラインハルトが 無益な 道具 立 を 

恣 にして ねたに しても、 私 は尙且 ラインハルトに 尊敬の 意 を 表した かも 知れない。 併しな-から、 悲し 

小山 内薰仝 集 七卷 マ ククス • ラインハルトの 印象  三 六 九 
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いかな。 ラインハルト は 私が 多分 失敗す る だら うと 思って ゐ たこの 場面で、 果して 見事に 失敗して 了 

つた。 

廊下 は餘 りに 粗末に 過ぎて、 それが 裁判所の 建築の 一 部 だと は 迚も 受け取れなかった。 法廷から M 

こえる 拍手の 音 も 拙くて、 傍聽 人の 與^ も 想像され なかった。 時々 法廷の 戶 口が 明く 時で も、 その 中 

が 決して 奥深く は 見えなかった。 戶ロを 守る 廷丁の 數の 少な いのも、 屮で 起って ゐる 事件の 重大な 事 

を 思 はせ るに は 不足だった。 フ H エヂ ャが 胸を赏 いてから、 チゴ イネ リンの マツ シャ が^け つけて 來 

る 所 も 表に 過ぎて 厭だった。 美術 座で は、 誰も 氣の附 かない 間に、 いつの 間に かフ H  H ヂャの 足元へ 

來て 跪いて ゐた。 

この 芝居 を 見てから、 私 は ライン ハ ル トに對 する 尊敬の 度 は 愈 々減じて 來た 。「ライン 《ルト の レジ 

ィには 少しも 內面 的な 所がない。 彼の レジ ィは 飽くまで も 外面 的で ある。 彼 は 或 物 を 奥の 奥まで 舞^ 

の 上に 暴露して 了 はなければ、 その物の 奥深い 事 を 現す 事の 出来ない 人で ある。 彼 は ほされた 物の 內 

容を 人に 傳 へる 事の 出來 ない 人で ある。 彼に は 「殻」 があって 「實」 がない. 「前」 があって 「後」 が 

ない。 如何にも 彼の 「殼」 は 偉大で ある、 彼の 「前」 は豐 富で ある。 併しながら、 彼の 「實」 は 小よ 

り も 小さい、 彼の 「後」 は 貧よりも 贫 しい。」 私 はこん な 風に 彼を考 へた。 

「ロメオと ユリア」 の 土產が モイ ッシ だけであった やうに * 「生ける屍 一 の 土產も モイ ッシ だけで あつ 


た。 モイ ッシ のフ HH ヂャ は^: ま-: To モ スク ヰンの それに は 迚も 及ばなかった が、 それでも この 一 座 

なり 伯林 全體 なりで この 役 を これ 程までに やり 了せ る 役者が 外に あらう と は 思 はれなかった。 私は獨 

逸 座の Foyer で或老 紳士が ：neH£  K:lillz!>、 と 囁いて ねる 聲を さへ 聞いた。 妻の 妹の サッシ ャに最 

後の 言葉 を 叱いて 了って から、 失心した 者の やうに なって、 投げる やうに SAggezeichilet" を 重ねて 

言 ふ 所、 料理 尾で 食^の 前の 鏡に 自分の 顔を寫 しながら、 ピストル を 蟀谷に 當 てて、 幾度 引金 を 引か 

うとしても それが 引けないで、 終に "Ich  kgnl  uicht!" を 連呼す る 所、 中で もこの 二 段が 私の 心 を 

引いた。 併しながら、 この 人の フ H エヂ ャの 微笑が 常に 唯 軽くな り可哀 くな り 過ぎる のに は、 モスク 

ヰ ンのフ H エヂ ャの 微笑の 可哀 らしい 中に も 常に 暗い 影の 附き 纏って ゐ るの を 見た 私 は、 不滿 足で 堪 

ら なかった。 

五 

「ファウスト」 第一 部に 於いて は、 廻り 舞 臺の使 ひ 方 0大 仕掛で 且 巧妙な のに 驚いた だけ-じある。 こ 

の 廻り 舞亳の プラン はレグ パントの 本に も、 ヤコ プゾ オンの 本に も 出て ゐ るし， 日本で も 朝日 新聞に 

ク-：；ぉ の 紹介が あつたから， ここに は 略す が、 十四 五 杯の 道具 を 殆ど 一度に 廻り 舞臺の 圓の內 の 上下 

左右に おして 置いて、 この 場面の 多い 戯曲 を 三時 間と 四十 五分で 演じ 終って 了 ふ 器械 的 手腕の 非凡 

なのに は 何人 も^かぬ わけに は 行くまい。 せ景と 衣裳 は ヰ インの 畫家 アルフレッド •  u ルラァ の下圖 
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に據 つた もの だが、 相 變らす 寫實 味の 勝った もので、 復活祭の 散歩の 所の 白樺の 細い 幹な ど は 殆ど 本 

物 を 見る やうに 巧みに 出来て ゐた。 併し この 場と 言 ひ、 前の 「閭鬥 の 前」 と 一一 目 ひ、 後の 「マル テの 庭」 

と 言 ひ、 私の 實際 見た 舞臺 は、 いづれ も 日本で 前に 寫眞で 見た 舞臺程 愉快な ものではなかった。 これ 

らの 舞臺を 何よりも 一番 不愉快に 支配す る もの は 例の 青海苔の やうな 草の 色であった。 併し、 ファゥ 

ストの^ 齋の縱 に 細長く 狹 くて、 如何にも 遝喑く 塵々 して ゐ たのと、 ファウストと マァ ガレ H テが始 

めて 會ふ 町の 狹ぃ 坂道と は、 寫實 の舞臺 として は 殆ど 理想に 近い ものであった。 グレ H トへ ンと リイ 

ス ヘンとの 對話 も、 ワレンチンの 悲劇 も、 みんな この 狹ぃ 坂道の 下の 狹ぃ舞 臺で行 はれる ので ある。 

「寺院」 と 「牢屋」 は 唯 喑黑が 舞臺を 占領した. 「奢 院」 では 外からの II 舞臺の 奥から -—— の^ 明か 

りで" 唯 寺の 入口ら しい 鐵の 柵が 見えた だけであった。 惡靈 もグレ エトへ ンも、 ^が 聞こえる だけで 

あった •「{ 牛 星」 では 高い 臺の やうな 物の 上に グ レ エトへ ンが 悶えて ゐ るの が微に 見えた だけで ある。 

重い 鎖の 昔が した だけで ある。 ファウスト もメ フィス トも 唯黑ぃ 影の やうに：^ えた だけで ある。 ライ 

ン ハ ルトの 試みた 「暗示」 は 「暗示」 を 通り過ぎて 「喑 黑」 になって 了った。 ぺヱァ ，ギュ ン トが喑 

中の 聲と 問答 をす る 場で、 モス コォの 美術 座が 試みた 光の 使 ひ 方な ど は、 全く この 人の 思 ひ 及ばぬ 所 

であらう。 ジョ ルジ • ヘン リツ ヒの ファウスト は 唯 ライン ハ ルトの 作った 晝而の 人形た るに 過ぎな か 

つた。 有名な バ ッサァ マンの メ フィス トフ HH レス は、 その 五代 C= 菊 五郎の やうな 輕妙洒 脫な藝 風、 


(少し 濁った^まで が-な 代 n に似て ゐた) が、 その 精 祌內容 まで を その 程度ら しく 思 はせ た。 マァガ 

レ ェ テはラ ィ ン ハ ルト 夫人 H ルゼ • ハイム ス のが 見られなかった のは殘 念だった が、 聲も顔 も 無垢の 

^女らしく 突し い アイべ ン シ ュ ッッ のが 見られた ので、 私 は 十分 滿 足した。 マル ガレ H テの！ i 白の 場 

(戟 曲の 本文に よると、 自分の 部屋で、 絲 車の 側に 座して 言 ふ 害に なって ゐ るが、 私の 見た 舞臺 では， 

マル テの 庭で、 白い 花の 唉 いた 木の下に 坐って 言った と覺 えて ゐる y この 短い 僅か 三分 ^程の 一 場が > 

この 大 戯曲 を 通じて、 最も 快く 私を醉 はせ て 吳れた 舞 裏であった。 

「ファウスト」 第二 部 を 見る に 及んで、 私 は 愈々 ライン ハ ルトの 器械 的 手腕の 異常な の を 驚く と 同時 

に、 愈々 この 人の 藝術 家より は 手品師に 近い 事實を 確め た。 ラインハルトの 「ファウスト」 第二 部で 

は、 ゲ H テの 言葉 も， ゲ H テの詩 も" ゲ H テの 哲學も 無視され てゐ る。 ラインハルトの 演出した この 

戯曲に は唯ゲ H テ の繒 畫とゲ H テ の 音 樂 とが ある だけで ある。 この 芝居 を 見て 美しい と 思 ふ 者 は あら 

う、 面白い と 感じる 者 は あらう， 不思議 だと 驚く 者 は あらう。 併し この 銭 曲の 精神が 何處 にある か、 

この 芝居 を 見て それ を摑む 事の 出来る 者 は あるまい。 それの 出来な いのは 唯に 日本人た る 私ば かりで 

はない、 いつでも この 芝居の 出る 時、 獨逸座 を滿員 にしなければ 已ま ない 獨 逸人で もさう であらう と 

思 ふ。 獨逸 座の 「ファウスト」 第一 一部 は、 ライン ハ ルトの 力 を 借りて、 ゲ H テの 詩が 見物に 傳 へられ 

るので はない、 ゲェテ の 詩 を 道具に して、 ラインハルトが 魔術 を 使 ふまでの ものである。 不可能 を 可 
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能と する、 ラインハルトの 誇り は、 探檢 その 者の み を 目的と する 無學 な探檢 家の 誇りで ある。 

「假裝 舞踏」 と 言 ひ、 へ レナと パリスの 幻影と 一一 一 n ひ、 どうして かう した 大 仕掛な 事が 空間 的に 制限の 

ある 舞臺の 上で 出來 るの だら うと， 私 は 子 佻ら しい 不可思議 感に捕 へられた。 手品 だ、 魔術 だ、 幻 妙 

不可思議 なる^き 機關 だと 思 ひながら、 私 は これらの 場面の 目 ま -ぐ る し ぃ變 化に^ 異の眼 を兑^ つ 

た。 併し、 そこに は 何等の 詩の 追求がなかった、 戯曲の 追求がなかった、 藝 術の 追求がなかった。 私 

は 誤植 だらけの 美しい 印刷 を 見る やうな 氣 がした。 

と は 言へ、 私はラ イン ハルトの 「ファウスト」 第一 一部 を 全然 藝術 でない と 言って 捨てて 了 ふ もので 

はない。 その 第五 幕 は 舞 臺 の 設備に 於いても、 光の 使 ひ 方に 於いても、 俳優の 演技に 於いても、 實に 

ライン ハルト 一代の 傑作で あらう と 思 はれる。 中で も 第一 場の 或 漂泊者が 昔 自分 を 助けて 吳れた 老人 

夫婦 を 尋ねて 來る 所で、 舞 裏の 上に は 一 切 明かり を W ひすに、 總 ての 光を眞 赤な 夕 雲の 棚引いて ゐる 

{仝 と 黑く繁 つた 大きな 菩提樹の 背景 (繪は 少し H ヅ アルド . ム ンクの 情調で はあった が) の 後から 當 

てる だけにし たのが 面白かった。 城の 望樓が 舞 裏の 額緣 の；： 取 も 高い 所よりも つと 高い 所に あり、 舞臺 

の 最も 奥よりも つと 遠い 所に ある やうに：^ えたの も 不思議だった。 望樓 守の 姿 は 人形の やうに 小さく 

見えた、 望樓の 周圍に 黄い ろく 光る 空 は 無限に 高く 無限に 廣く 見えた。 灰色の 女が 叫 人出て 來る所 も、 

その 內の 「憂」 が 影の やうに ファウストの 後 を 離れないで、 終に 彼の 明 を 鸾ふ所 も、 天から 降って 來 


る 花に © されて メ フィス トフ ヱ H レスが 腹 這 ひに なって 苦しむ 所 も、 始めて 藝術 らしい 藝 術を兑 せら 

れ たやうな 氣 がした。 但し、 最後の 場の 〇 一 5r は安慣 なお 伽芝居の 結末 を 見る やうであった。 因みに 

言 ふが、 ライン ハ ルト はこの 大規模な 戟曲を 當時五 時間と 十 だ 分 (午後 六 時半から 十 I 時 四十 五分 ま 

で) で 演じて ゐる。 休 憇は第 九景の 後と 第 十二 景の 後と に 二度 ある だけで ある。 

六 

獨逸 座の S ぐ 側の チ ルクス • シ ユマ ンで兑 た 「エヂ ブス 王」 と 「ィ H  H ダァ マ ン」 に も 私 は 失望 

した。 

チ ルクスと 言へば、 言 ふまで もな く 曲馬 場の 事で ある、 馬の 曲 乘りを 見せたり、 獅子 や 虎 を 使って 

見せる 所で ある。 斯 かる 場所が 藝 術の 殿堂と して 全く 「間違った」 場所で ある 事 は 言 ふまで もない。 

私 は 所謂 「五 千 人の 見物」 が 叫 方の 口から 雪崩れ を 打って 這 入って、 木の 板で 作られた 段々 を ガタく 

と爭ひ 登る IE 演 前の 騒擾と 混雜 とを兑 て， 旣に 「靜に 芝居 を 見る」 とい ふ 落ちついた 氣分を 失な つて 

了った。 私 は 忽ち 「見世物 を 見る」 浮つ いた 氣分 になって 了った。 

ソフォ クレス、 ホ オフマン スタ アルの 希臘 劇を演 すべき 神聖な 舞臺 は、 罵り 騷ぐ 見物の： g に 初め か 

ら 露出され てゐ るので ある。 H ヂ ブス 王の 宮殿の 屋根の 上 を、 電氣屋 が 靴で コッ /、注ったり 來 たり 

して ゐる のが 見える ので ある。 チ ルクス の 高い 天井裏の ra: 隅に 鳥 の^^の やうに 作られた サァ チラ イト 
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の 發射臺 は、 そこに 乘 つて ゐる 技師の 笑 ひ 顔まで を はっきり 見せる ので ある。 ライン ハ ルトが この 戯 

曲を演 する のに チ ルクス を 選んだ 理由の 一 つ は 「背景の lllgionen から 役者 を 放して 見せる」 のに あ 

るの ださう だが、 その 筆法で 彼 は これらの 器械 的 r>isillllsi§3 から 演^ を 放して 兑 ろと 兌 物に 要求 

する ので あらう か。 

喇叭が 三聲 鳴る と、 チ ルクス 全 體が喑 くなる。 直ぐと 四方の 天井裏から 靑 白い サァチ . ライトが ェ 

ヂ ブス 王の 宮殿の 前の 廣ぃ 地面に 注がれる。 何處 から ともなく、  *6diplls! ひ dipus!" と 叫ぶ 群 桀の聲 

が， 初めは 海の 遠鳴りの やうに 聞こえ、 やがて 悲痛な 人間の 號哭 となり、 終に 一 際 高く  ？ひ r.T 

nighilf  uns!" とい ふ帛を 裂く やうな 或 一 人の 聲 になる かと 思 ふと、 その 一人 を 先頭に して、 何丌 人と 

いふ 老幼 男女の テ H ベ ンの 市民が 雪崩れ を 打って 押し寄せて 來る 光景 は * 「群集 戯曲の 理論」 を^: いた 

ヮ ルタァ •  口ォ マイ エル の 言 ふが 如く  Wu-Kler  voll である。 併しながら この ィル ジォ ンは 一 瞬 問 で 消え 

た。 臨時 雇 ひの 市民 はハ ンケチ を 落として 拾ったり、 見物の 中に ゐる 友達の 顔 を 見て 笑ったり した。 

四方から 落ちて 來る光 は 常に 醜い 光の 交叉 を 作った。 宮殿の 石段 は 人の 上がり降り をす る 度に、 ガタ 

ガタ 動いて、 背 板の やうな 音を立てた。 

併し、 モイ ッシの エヂ ブス 王に はや はり 貴い ものが あった。 その 作らない 氣品、 若々 しい 服の 色， 

彈 力に 富んだ 美しい 聲、 舌の 先ば かり 用 ひて ゐ るかと 思 はれる 程な 明快な 發音。 コ リントからの 使者 


に會 ふ^から、 技藝 はやう/、 熱して 來て、 昔 ライ ォス の家來 であった 年寄の 羊 飼と この 使者と を 突 

き 合せて、 左の 手に 使者の 肩を搁 み、 右の 手 を 羊 飼の 肩 を摑ん で、 二人の 顔 を 交み 替 りに 顯き 込みな 

がら、 恐ろしい 運命の 顏を 見ようと する 刹那の 戯曲 的 緊張 は、 誠に 私を總 ての 曲馬 場 的 ssillgionen 

から assuiss して 吳れ た。 やがて 宮殿の 中から 「恐怖」 に 追 はれて 逃げて 出て 來た 侍女 達に 侬 つて. 

女王 ョ カス テの 自殺が 吿 げられ る。 父 を 殺し 母 を 犯した H ヂプス 王 は、 我と 我が 眼 を 突き 潰して、 眞 

白な 下着 一枚の 胸 も 露 はに、 兩手を 前へ 差し出しながら、 宮殿の 喑ぃ 柱の 間に 現れる。 その 時 rAh! 

Ah!  Ah!" と 三度 S ねる II 寧ろ 一度に 續 けて 長く 一一 目 ふ —— モイ ッシの 悲痛な 叫びが 如何に 音樂 的で 

あつたか、 それ は その 時 私と 一 緒に 見物した 作曲 を やる 友人が 家へ 歸 つてから 譜に 取って 見た の を 見 

て も 分かる。 かくて 盲目 白衣の エヂ ブス 王は宫 殿の 階段 をよ ろくと 爪探ゲ ながら 降りて 來て、 市民 

の 群集が 作る 細 い 道 を 躓き 躓き 行方 も 知らす 暗 い 方へ 出て 行って 了 ふので ある。 

見物の 拍手と モ イツ シを 呼ぶ 聲は いつまでも 止まなかった。 ェ ヂ ブス 王 は 再び 可 哀ぃ腿 を 明いて、 

恥づ かし さう に舞臺 の 一隅に 現れた。 やがて ラインハルト も 呼び出された。 彼 は 燕尾服 を 行儀よ く-お 

て、 汗 だらけな エヂ ブス 王の 手 を 引いて 出た。 私 はこの 時 始めて ライン ハ ルトの 誠の 姿 を 見た ので あ 

る。 丈の 低い 割合に、 横 肥りが して ゐる ので、 身體の 釣合 は餘り 好くない。 顔 も 思った より は 肥って 

ゐる。 眼つ きに は 少しも 氣 品がない。 どう 兑ても 宿屋の 主人 かボ オイ 長で ある。 この 人の 顔 を 3： 處か 
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ゥ グナァ に似て ゐる などと 書いた 獨 逸人が あった やうに 覺 えて ゐ るが、 買 ひ 冠り も亦甚 しい。 

七 

英吉利む 五 世紀の 宗教劇 「 FT ウリィ マ ン」 を、 ハ ンス. ザ ックス の 「死す る 富者の 喜劇」 など を參照 

して、 ホ オフマン スタァ ルが 書き直し たと いふ 「ィ H ェ ダァ マ ン 一 を、 それから 一 週間 後に、 私 は 同 

じこの チ ルクス で兒 た。 

私 はこの 宗敎劇 を 見る に 及んで、 ライン ハ ル トがチ ルクス を 用 ひて 所謂 五 千 人 座 を 始めた^. S に 愈 

愈藝術 的の 意味 を 見出す 事が 出來 なくなって 來た。 「ヱヂ ブス 王」 をチ ルクス で やる とい ふに はま だ 意 

味が ある。 「エヂ ブス 王」 は 絶えす 群集 を 背景と して^る。 「イエ H ダ アマ ン」 に は 群集の 背景がない。 

饗宴に は 一 一十 人 近くの 人が 集まる が、 それ は 決して この 戯曲 全 體の北 は京 を 形作って ゐるも ので はな 

■5 。第一、 この 戯曲に は 一人と 群集との 對話 などと いふ もの は 殆ど 無くて、 二人 者 三人 者の 對 話が 大 

部分 を ト：： めて ゐる。 前 中 後と 三 段に 作られた 廣 ぃ舞臺 は、 屢々 その上に 立つ 寂しい 人數を 散漫に し 

た。 私 は 「商賣 の爲」 とい ふ點の 外， 「見物 を澤山 呼ぶ 爲」 とい ふ 事の 外、 この 戯曲 をチ ルクスで やる 

理由 を 一 つも 認める 事が 出来ない。 現に ミュ ンへ ン では 同じ 戯曲 を 宮廷 劇場で やって 立派に 效 枭を收 

めて ゐる 例が ある。 ラインハルト 好きな ヤコ ブゾ オンで さへ、 釗評桀 「その^-の 舞蕞」 の 中で、 これ 

に は 異議 を稱 へて ゐる。 


中段の 舞^に せり 上がる 大食 卓が、 初めから 下の 方に 見えて ゐ るの も、 チ ルクスで なければ 避けら 

れる 不手際で ある。 再び 食^が 下へ 降りてから、 黒衣 を 着た 人間が 大勢 出て 來て ガタ/ 、と 音 を させ 

て 食器 を片附 ける のが 兌え たり 聞こえた りする の も、 チ ルクス の 兌 物 席が さう 出来て ゐる からで あ 

る。 光線に は 時. ^日本で 言 ふ 「臭 山 式」 があった。 ィ H  H ダ アマ ンが 宴會の 客に 向って. 「どうして 君 

達 は 棺衣を 着て 来たの だ。」 と 言 ふ 途端に、 青白い 光線 を 客に 當 てるな ども 聊か 杓子定規 である。 饕实 

の 歌 も 踊 も賒り 今樣で 私に は氣に 入らなかった。 歌な ど は 全然 今の 倫敦の コ メヂィ • ォ ぺ ラ式 であつ 

た。 富者 ィ H  H ダァ マ ンに 死の 近づく の を 知らせる 鐘の音 も、 あまりに 距離が 近くて、 あまりに 現實 

的た つた。 イエ ヱダァ マ ン やその 追從の 友の 衣裳が 古い 木版 畫が拔 け 出して 來 たので は あるまい かと 

思 はれる 位な のに 比して、 ィ エダ アマ ン の爲に 罪に 落ちた とい ふ 罪人 夫婦の 衣裳 は餘 りに 近代 風で あ 

つた。 モイ ッシの イエ エダ アマ ン もこの 戯曲 この 舞臺 では、 技倆 を 振ふ餘 地がなかった。 私はガ アト 

ル ウド • アイ ゾルト の 女 身 を 借りた 「事業」 が、 舞臺の 奥で 始めて ィ H エダ ァ マ ンを 呼ぶ 哀れな 美し 

い 一 聲を、 この 芝居 全體 から 得た 唯 一 つの 土產 にして 歸 つた。 

八 

「ィ H  H ダァ マ ン」 を 見てから 三 月 程して、 私 は ライン ハ ルトの 無言劇 「ス ムル ン」 を 倫敦の コ リジ 

アムで 見る 事が 出来た。 コリジ アム は 寄席で ある。 劇場から 曲馬 場に 落ちて 来た ラインハルト は、 曲 
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馬場から 更に 寄席に 落ちて 來 たので ある 。「ス ム ル ン」 は オペ ラ から 墮 落して 來た歌 ^ひだの、 釗場こ 

捨てられた 役者 だの、 富士 一座と 稱 する 日本の 輕 業師 だの、 北京から 来たと いふ 支那の 魔術師 だのの 

間に 揷 まって 演ぜられ るので ある。 一場 一場の 幕が 降りる 度に、 次の 場の 筋 を 書いた 文お が、 活^ 寫 

眞の 所謂 マ ァクの やうに、 幻燈で 幕に 寫 された ので ある。 Professor  IVIax  Keinhardt の Professor は 手 

品 師が屢 i 自稱 する 舉位 である 事 を 思って、 私 はこ こが  一 ^彼に 適した 場所な ので は あるまい かと W3 

つた。 

ライン ハ ルトを 有名に した 道具の 一 つなる wlume ョ veg  (「花道」 の 直譯) を、 私 はこの パ ン トミ ィ 

メで 始めて 見た が、 それ は 不都合に も 舞 臺の眞 中に 附 いて ゐて、 唯 人物の 曲 もない 出這入りに 使 はれ 

る だけの ものであった。 この パ ン トミ ィメの 臺帳を 書いた フ イリ イド リツ ヒ. フ レクザ は 「無言劇の ズ 

み」 とい ふ 文章の 中に、 この 道具 はま だ獨 逸人に は 新奇に 過ぎて 効^も 驚くべく 强 からう と S ふから- 

成るべく  syarsam  (稀薄) に 用 ひられなければ ならぬ とい ふ 事を說 いて ゐ るが、 効 眾が强 過ぎる から 

それ を 避けて ゐ ると いふの は 噓で、 私 は 日本の 花道の 正しい 用 ひ 方が まだし つかり 分からない からこ 

んな事 をし てゐ るの だと 思 ふ。 花道 の 兩側を 造花 で 飾った の にも 這般 の 無知が 窺 はれる ではない か。 

併し 花道の 一 點を 除けば、 私 はこの 無言劇に 最も 調和した ライ ハ ルトの 技術 を 兌る ことが 出来た。 

無 一一 一一 u 摩に は 文字がない から、 ライン ハ ルトが f ,-れ を) m す 憂 もな い。 無言劇 は 戯曲^に II" 示お 必耍 とし 


ないから、 ライン ハ ルトが この 點で 失敗す る S もない。 模樣の 美術 はラ ィ ン ハ ルトが 最も 得意と する 

所で あるのに、 無言 釗は 最も 多く 模樣の 美術 を 要求す る ものであるから、 これ も 都合が 好い。 背景と 

衣裳の 調和" 衣裳と 動作の 調和、 私 は 今まで 見た ライン ハ ルトの 芝居の 中で、 これ 程總 てが しっくり 

介った もの を 兌た 事がなかった。 たと ひその 大道具が 使 ひ 古されて、 方々 に 穴が 明いたり 建て 付けに 

^があった りして ゐ たにしても。 

屮でも 私が 愉快に 見た の は、 第三 場の 行列で ある。 舞 臺はサ ラセ. ン 風な、 單 純な 塀と 星の 輝く 夕 暗 

の 空と だけで 出来て ゐる。 その 塀の 外 を 上手から 下手へ、 先づ シャイ ク 「晉 長」 *の 行列が 行く。 少し 

離れて 舆に乘 つた 女奴隸 の 舞姬が 行く。 舞姬 は老晉 長に 1ヌ はれた ので あるが、 それでも ただ 元の 戀人 

なる 晉 長の 息子 を 忘れない。 戀に 眼の 盲 ひた 曾 長の 子 は 舆の跡 を 慕 ふて 行く。 やがて 老晉 長の 妻なる 

ス ムルン の 行列が 来る。 ス ムルン の戀 人なる 吳服 商人 ヌル • アル * ヂン を 隠し 入れた 大きな 吳服 物の 籠 

が^く。 その 能の 更に 下の 方に は 舞姬に 捨てられて 絶望の 餘り毒 を 飲んだ 道化師の 背蟲が 死骸に なつ 

て 這 入って ゐる。 「亞 剌比亞 夜話」 の 東洋風な 世界 は、 廻り 燈篛の やうに、 この 短 かい 行列の 一場に 展 

げて 見せられ るので ある。 

背蟲が 酋長に， ての 子 を 殺させる 復纏の 一場 も、 私に は 面白かった。 舞 臺は黑 い 布が 一ば いに 張って 

あって、 肌に^ 入る もの は、 白い 寢臺 とその 上に 燈 iM の やうに 下って ゐる 六角な りの 天蓋と、 少し 轔 
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れて 白く 兌え る 下からの 上り口の e: 角い 手^だ けで ある。 晉 長の 子が 父 を 殺さう として 寢臺に 近づく 

と、 その後に 隱れて ゐた背 蟲が天 蕙の幕 を まくって、 その 痛ましげ に 白く 塗った 顔 を 一一 ュット 出した 

膝 間の 凄み は 人 r だに 忘れる 事が 出来ない。 

美しい 女奴隸 は獨逸 座から 来た レオ ボル ヂ イネ . コ ンスタ ン チンが 勤めた。 スムル ンを 勤めた マリ 

ァ • アンドル も、 その 侍女 頭 を 勤めて、 さかんに 肉感的な 踊 を 見せた。 トル トラ • ワレン チア も、 達 

者に 過ぎる 位 手 馴れて ゐた。 殊に 私 は H ヅ アルト • 。オト ハ ヮザァ の背蟲 の Mi5ik に 感心した。 

九 

劇場から 曲馬 場へ、 曲馬 場から 寄席へ 下がって 來た ライン ハルトに 就いて、 私 は旣に 可な り 長い 轵 

述 をした。 併し 私 は、 ライン ハルトの 藝 術の 殿堂と もい ふべき， 獨逸座 附屬の 小釗場 カム マァ スビィ 

レに 就いては まだ 一 言 も 費さなかった。 故意に 一 言 も 費さなかった ので はない。 一 言 も 言 ふべき 事が 

なかった ので ある。 

私が 伯林 を 訪問した 冬の カム マァス ビィレ 程、 私の 期待に 北；！： いた ものはなかった。 ヘッベルの 「マ 

リア • マグ ダレ エネ」 が. 5. 譯の やうに 時々 出る だけで、 あと は 「美しい 女」 とか 「我が 友テ ヂィ」 と 

かいふ、 ライン ハ ル トを烺 はすまで もな く 歐羅巴 一 般 に俗受 のして ゐ る佛： g 西の 喜劇ば かりが 出し物 

になって ゐ たので ある。 しかも レジ ィは 大抵 自分が せす に 部下の フ H リックス • ホレ ンダァ などが す 


る Q である。 中で も 「美しい 女」 の 如き は 評判が 好い とあって、 四日 も だ 日も锓 けて 演ぜられ るので. 

ある。 この 1§P  r§ の 傾向 は獨逸 座の 興行に も 見られた 。「生ける屍」 の 評判が 好い となると、 殆ど. 

毎日 それが 演ぜられる。 モイ ッシ のフ ェ ェ ヂャは毎日同じ事ばかり繰り返すので、 疲勞と 倦怠から、 

もう セ ェ ゾ ン の 終り 方に は へト/  、になって ゐた。 

「アグラ H  H ヌとス リゼ ッ トー を n 一 rhiii 一  のみの 舞臺で 演じ. 「春の 目覺 め」 を 初めて 板に かけて 不可 

能 を 可能と したと 一 百 はれた 往年の カム マァス ピィレ は何處 にある の だら う。 あの 氣 持の 好い F ミ 2- に 

立って ゐる イブ セ ン の 胸像と スト リントべ ルグの 胸像と は、 今日の ライン ハ ルトを どう 見て ゐる であ 

らう。 クラ イネス • テ タタ ゾ から 力 ムマ ァスビ ィレへ 移って 行った ライン ハルト の藝術 は、 曲馬 場と 

寄席の 商資 になって 了った ので あらう か。 

今日の ラインハルト は餘 りに 多忙で ある。 私が 向う にゐた 短い 月日の 間に も、 スト ラウス、 ホ オフ 

厶厶厶 ，1厶<1  <1厶<3  <1< "厶厶 

マ ンスタ アル の 歌 餌 「アリア アド ネ. ァゥフ • ナクソス」 の 初演 を ス ツット ガルトで やる、 ハウプト 

マンの 「祝賀 剌」 を 引き受けて ブ レス ラ ゥ で 初演 をす る、 初夏に はミ ユン ヘンの キュン スト ラァ • テ 

アクアで カル.！ ァ a ンの 「チ ルチ H」 を 演出す る、 これらの 間に 獨逸 座で も 「生ける屍」 の 初演が ある. 

カム マァス ビィレ では スタ アン ハイムの 「ビュル ガァ • シッ ペル」 の 初演が ある、 チ ルクス • シュ マン 

で 「 H ヂブ ス王」 - ィ H ェ ダァ マン」 を やる 時 も、 獨逸座 や カム マァス ビィレ は 決して 休む ので はな 
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い。 かう いふ 間に 倫敦 への 飞ス ムルン」 輸出まで が計畫 される ので ある。 私 は 倫 敦のォ リム ビアで ライ 

ン ハ ルトが 初演 をした とい ふ フ オル メラ ァの 無言劇 「奇蹟」 の 活動 寫眞の ある 毐を 知って- 「おや ノ、 

もう 活動にまで 賨り 始めた のか。」 と 思って 驚いた が、 近.； S 來た雜 誌 を兒 ると、 始めから 活動 寫れ のお 

に ライン ハ ルトが 案出した とい ふ 劇の 寫眞が 出て ゐ るので 愈 S 以て 驚いた。 彼 は 益と 多忙に なって 行 

くので ある、 そして 益ミ 藝術家 を 離れ て 行く ので ある。 

ラインハルトが 從 來舞臺 の 意匠で 名聲を 博して 来たの は、 偏に 畫家 H ミィル • ォォ ルリ イク、 ルド 

ヰ ッヒ， フォン ホ オフマン、 力 アル • ヮ ルザ ァ、 マックス. リイ バ アマン、 エルンスト • スタ アン 

などの 力で ある。 彼が 人物 を 適所に 用 ふる 才能に 秀でて ゐる事 は、 部下の 俳優の 養成に 特殊な 技 ii を 

持って ゐ るの を 兌ても 分かる。 アレクサ ンダァ • モイ ッシの 如き は その 昔 彼が 南で 拾って 來た 一^の 

Fiiidling に過ぎないの である。 俳優と しての ラインハルトが どれ 程の 獨创カ を 持って ゐ るか 私 は 知 

ら ない。 舞臺 監督と しての 彼の 獨創カ は 偏に 「人 を 使 ふ 天才」 に 懸かって ゐ るので はない かと 思 ふ。 

彼 は 飽くまで も snolbs ョ ILS の 人で ある、 事業家で ある、 所謂 商寶 人で ある、 興行師で ある、 芝居 

者で ある。 彼の 十 年 この 方 作つ て 來たレ ペルト アルが、 如何に シ ュ ュッッ ラァと ハウプトマンと チェ 

ェ ホフに 貧しい か を 見ても、 彼が 常に Erfolg を氣 にして ゐた 事が 分かる。 チラ. ヂ ユウ リウ だの、 

パウル ゲナァ だの、 フ リイ ドリ ッヒ. 力 イスラ ァ だのと いふ 好い 役お が、 この 人の 部下 を 離れ 


たの も、 多く は 金の 問题 からだと 一； 目 ふ 話で ある。 私 は 嘗て モイ ッシの 給金 額 を 聞いて、 その 意外に 少 

ない のん-驚いた 事が ある。 彼 も 亦 「ライン ハ ルトに 育てられて、 ライン ハ ルトを 去る」 役者の 一 人と 

なり はしまい か。 

私 は 私の 尊敬す るゴ ォヅン • タレ H グが 現今の ライン 、ノ ルトを 評した せ：： 葉で この 印象 記 を 終らう と 

思 ふ。 ク レエ グは言 ふ. 「私が ラインハルトの 努力 を 賞す るの は、 彼が 眞に 劇場の 人で あるから である- 

總てを 劇場の 條 件で 考 へる 人で あるから である。 私 は 彼の 爲事を 可な り 好く 知って ゐる。 私が 千 

九 百 四 年に 伯林に 行った 時に、 彼の 爲事は 非常に 私 を 喜ばした。. 併し 私が 當時 そこで 見た もの は、 英 

吉利 人が 「ス ムルン」 だの 「奇蹟」 だの _ エヂ ブス」 だので 見た もので はない、 それと は 全く 違った 

物で ある。 私が 見た もの は純粹 無垢な ラインハルトであった。 そして 非常に， 非常に 好い 物であった。 

それ は 全然 寫實 的な ものだった。 非常に 完成した ものだった。 そして 獨 逸の 戯曲に 最も 好く 適った も 

のだった。 千 九 百 四 年の ラインハルトが どんなに 好かった か、 それ を 知る 者 は 英吉利に はゐ ない。 焖 

性の 色の 極めて 强ぃ 彼の  一^ 早い 時代の 爲 事に は、 幾ら 賞讃の 辭を與 へても 足りない。 然るに、 悲し 

むべき かな、 彼 は 直ぐに それ を 捨てて 了った。 今日 吾人が 倫敦で 見る 彼の 芝居に も、 賞讃に 値する 點 

は澤山 ある。 あの 大きな 扉 や 柱、 一人の 人 問と して 取扱 はれた コォ ラスの 群集、 優秀な 舞臺の 監督、 

上から 落ちて 來る 不思議な 光、 總 てこれ は その 者 自身と して は 驚嘆に 値する、 唯 不幸な 事に は、 それ 
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が この 寫實 家に とって は 自然で ない。 それ は 吾人の 舞臺 にと つて こそ 自然な ので ある、 そして それ は 

元 吾人から 出た ものな ので ある。 彼 は 吾人が 數年 前に 捨てた 所 を 今 歩いて ゐ るので ある。 今日の 劇場 

の 形を變 へる 事が、 劇場 美術の 復興に 何の 關りを 及 ほさう。 ~apl.cs" と 呼ばれる もの をォ オケ スト ラ 

の 上へ 出した 所で. 「花道」 を 使って 客の 後から 役者 を 出した 所で， コ オラ ス の 群集 を 出して 見た所で， 

それが 藝 術の 復興に 何の 關 りが あらう。 若し これらの 物に 就いて 眞 に^ 面目に 考へ る 人が あったら、 

その 人 は 直ぐ、 これらの 物が 革新で も 何んでも ない のに 氣が附 くだらう。 これらの 物 は眾に 吾人の 古 

き 仇敵た る 「商 寶」 の爲に 起った 新ら しい 運動に 過ぎない ので ある。」 と。 (一 九 一 四 *五* 1 八) 


レツ シン グ 座で 見た 芝居 

(一九 一 一一 一年 一 月 ！  一一！ 月) 

9 林て は^^で 三 K: 程 もゐ たから、 ^た 芝居の 數は 可な り 多い。 併し、 私 は 「廣く 見る」 とい ふ 事 

を 目的 こ， せす に、 どこまでも 自己の 趣味に 執着して、 寧ろ 「狹く 見る」 の を 目的と したから、 見た 芝 

の數は 多くても、 出 ：- お入り をした 劇場の 數は 誠に 少ない。 私 は どんな 有名な 舞臺 監督の ゐる 劇場で 

も、 どんなに 格の 高い 劇場で も、 出し物の 氣に 入らない 所へ は 決してお を 踏み入れなかった。 

一番 多く 通った の は レッシング 座で ある。 私 はいつ でも 土間の 三 列 目の 真ん中の 席で 兑た。 しま ひ 

に は カツ セ でも 私の 顔を覺 えて 了って、 私が 切符 を 買 ひに 行く と、 默 つて 三 列 目の 廿九番 を 出して 吳 

れる やうに なった。 

この 座 は 「自由 劇場」 の 創立者と して、 ハウプト マ ンの 「日出 前」 の 初演 者と して 有名な オット 

ォ. ブラ アム が 永た キ經營 して 來た 劇場 で あ る。 伯林に 於け る 自然 俳優の 草 分と して 有名な H マヌェ 

ル • ライヒ ャァ だの、 ォス カァ. ザ ゥァァ だの、 エル ゼ • レエ マン だの は、 みんな この 座に 屬 して ゐ 
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るので ある。 

オット ォ. ブラ アム は 私が 日本 を 出る 一 一週間 計り 前に 死んだ ので ある。 私 は それ を 知らす に n 木 を 

出た。 ハウプトマンの 五十 歳の 誕辰 を 祝 ふと 間もなく、 この 詩人 を 初み て 舞臺の 上に 紹介した この 獨 

逸 新興 演劇の 恩人が 突然 世 を 去った とい ふ 事 を 私が 知った の は、 モス コォ へ 着いて から 後であった。 

思 ひなし か、 私が 通った 時分の レッシング は、 何となく 物寂しかった。 ー體、 藝 風から 言っても、 

舞臺の 設備から 言っても、 飽くまで 生眞 面目に、 極めて 地味な 座で ある。 人氣 から 言っても、 つい 近 

所に ある ラインハルトの 獨逸 座な どに は 迚も 及ばない ので ある。 しかも 獨逸 座で は 初演 物の 「生ける 

屍 | が 無 喑に當 つて ゐ るのに" こ \ で 出す 初演 物 は どれ もこれ も當ら ないで、 一つ も 長く^く もの は 

なかった.' 私 は 主人 を 失った 大家族の 寂し さ を、 この 座へ 這 入る 度 毎に 感じた。 

併し、 私 は 何となく この 座に 引きつ けられた、 親しみ を 感じた。 私が 友達の 家 を 訪問す る やうな 氣 

持で 出這入り をした 劇場 は、 们 林で この 座 一 つで ある。 勿論、 オット ォ • ブラ アムの 遺業 を 慕 ふ 心 も 

あった。 ハウプトマン 物 は 殆ど この 座の 獨^ であった。 イブセン もこの 座で 一番 多く 演ぜられた。 

イブ セ ン物 では 「社會 の 柱」 と 「靑 年團」 と 「ヘッダ. ガ アブ ラァ」 と 「海の 夫人」 と を 見た。 い 

づれも ブラ アムの 衣鉢 を 襲いだ ェ ミ ィル、 レッシングの レジ ィ である。 

「社會 の 柱」 では H ルゼ • レ H マ ンが 初演 以来の 持ち 役 n ォナ • ヘッセ ルに扮 して、 この 豁達 自由な 


性格 を 豁逮自 山に 表現した。 ヨハン. テン ネゼ ンに扮 して、 徹底した 现 解を兑 せた クルト • スチ イラ 

ァ はこの 座の 若手で 最も 枝藝の 優れた 一 人で ある。 領事 ブ ル 一一 ックに は 大男の ハンス. マ ルが扮 した。 

大詰の 悔悟 は 土 亳の惡 い 大きな 家が 俄に 失 足して 倒れる やうであった。 少年 オラ ァ フ に は 女優の マ リ 

ァ • マイ H ンが扮 したが、 髮が惡 くて、 大 人 とも子 供と も附 かない 氣 味の 惡 いものが 出來 上った。 昔 

鳴らした ボ オラ • エバ ァ チイ は 序幕に 大勢 出る 婦人の 中の、 ^便 局長 夫人と いふの を 勤めて ゐた。 

「靑 年圑」 では、 ォス カァ. ザ ゥァァ が侍從 ブラ アッベ ル クに扮 して、 筋 一 つ 動かさぬ 生 a 典 面目な 顔 

の 中に、 諷^と 皮肉 を 溢れさせた。 借地 人の ァ ンダァ ス • ル ンヂ スタ アトに 扮 した H マヌ H ル • ライ 

ヒャァ は、 如何にもよ ほ/,^ と 影が 薄くて、 これが 昔 自然 派の 驍將 であった のかと 思 ふと、 淚が 零れ 

る 程の 一お へやう であった。 ハンス • マ ルは辯 護士ス テ ン ス ガルトに 扮 して、 序幕で は 象の やうに 大き 

くな り、 大詰で は 鼠の やうに 小さくな つた。 この 役せ も 彼の 大男が 役に立つ たので ある。 

「ヘッダ. ガ アブ ラァ」 の 女 主人公に は 有名な チルラ • ヂュ リウが 扮 した。 私 はこの 役^ c を この 役 

で 初めて 見た ので ある。 ヂュ リウの ヘッダ を、 始 から 終まで 貰く もの は 「倦怠」 の氣 分であった。 こ 

の點に 於いて 彼女 は 成功した が、 外の 點 では 豫 期に 背く ものが 多かった。 併し、 原稿 を燒く 時の 可愛 

らしい^ はい まだに 私の 耳に 淺 つて ゐる。 ふだんの 聲 より わざと 可愛らしい 女らしい 聲を 出した ので 

ある。 それが 却って 凄い 切ない 感じ を與 へたので ある。 エマヌエル. ライヒ ャァの H イラ アト • レ ェ 
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フ ボルク は 舞臺に 於け る 自然主義に 一時期 を 劃した もの だと 言 ふ 事が 記 錄に淺 つて ゐる。 併し、 私の 

見た この 人の この 役 は、 如何にもよ ほ/,、 して ゐて. 「昔」 の 影 さへ 見る 事が 出来なかった。 唇 を 無暗 

に 赤く 塗った の も、 お婆さんが 化粧 をした やうで、 餘計 痛々 しく 兑 えた。 判事 ブラック はォ スカァ • 

ザ ゥァァ が やる 害で や 辻 びら にまで さう 出て ゐ たのが、 急に 變 つて パウル • パッシェンと いふ 一 向 巧 

くない 人が やった。 ザ ゥァァ のこの 役が 見られなかった の は 誠に 淺念 であった。 ョル ゲン • テス マン 

は 例の ハンス， マ ルが やって、 大分 「衆愚」 を 笑 はした。 エルフ ス テツ ト 夫人に 扮 した マ ルガ レエ 

テ • ァ ルブレ ヒト とい ふ 女優 は、 なり も 小さく、 態度 も 謹まし ゆで、 私の 好きな 役者の 一 人で ある。 

- 海の 夫人」 の 女 主人公 エリ イダに はリ イナ • 。ッ センと いふ、 まだ 餘り 有名で はない が、 若くて 巧 

い 女優が 扮 した。 白い 着物に 薄 紫の M  H ルを 肩に して、 底の 底まで 綠 色に 光る フィヨルドの 前へ 出て 

來た姿 は、 ィレ H ネ • トリ イシ ュ 程の 魔力 は 無い にしても， 十分 私共の 魂 を 引きつけ た。 ドクトル • 

ワンゲルに は 例の ハ ンス • マ ルが扮 した。 アル ン ホルムに はいつ も 老人 役 をす るォ スカァ . フックス 

が扮 して、 重味の ある 分刖 盛りの 紳士 を兑 せた。 靑年 彫刻家の リング スト ランに 扮 した テオ ド オル • 

a ォス は、 ハウプトマンの 「ガブ リ ェ ル • シル リングの 逃走」 の 主人公に 扮 して 成功した 若い 殳 者で、 

その 病身ら しい、 神經 質な、 肩の 細い 身體 が、 如何にも この 役に 適 はしく 兑 えた。 クルト • スチ イラ 

ァ の 見知らぬ 人が 好かった 事 は 無論で ある。 、、ハ レス テ H ドに扮 した 肥. K なグ ス タァフ • リツ ケレ トも 


この 座の 老巧な 役^の 一入で ある。 この 芝居 は 役者 揃 ひで 面白かった。 唯 二人 娘の ボ レツ テに扮 した 

n ッテ , クル ジ ウスと ヒル. チに扮 した マリア • マ イエ ンと は、 どうしても 私の 好く 事の 出来ない 厭味 

な 女優で ある。 

この 外 イブ セ ン物 では 「ジ ヨン • ガブリエル • ボルク マ ン」 が 演ぜられ たので あるが， 思 ひがけな 

い 不 幸で 私 は それ を 見る 事が 出来なかった。 或 週の 水曜 =に これが 出る とい ふ 廣吿を 辻 びら で 讀んだ 

時、 私の 心 は 躍った。 この 曲 は 私に とっても、 最も 緣の 深い、 最も 思 ひ 出の 多い 戯曲で ある。 私 は 何 

を m はいても これ を 見なければ ならない と 思った。 ところ か r 度 それと 同じ 日に、 ツヤ ァ n ッ テン ブル 

クの ウルフ ュルテ ン、 ォパ ァ でィサ ドラ • ダン 力 ン の 踊りが ある 事に なった。 私 はこれ も 是非 見な けれ 

ばなら ない と 思った。 私 はどうして 好い か 分からないで、 一人で 焦れて ゐた。 ところが 二三 日して、 

又 レッシングの 辻 びら を 見る と、 .vvoche-lspielplan がもう 少し 延びて ゐて、 その 次の 週の 月曜に" 又 

「ジ ョ ン • ガブ リ H ル • ボルクマン」 が 出る として ある。 私 は 大喜びに 喜んで、 何の 顧慮 もな く、 ダ 

ンカ ンの 踊りの 水曜の 切符と、 レツ シ ングの 月曜の 切符と を 買って 了った。 

ところが、 水曜の 晚 * 「ジ ヨン • ガブリエル • ボルク マ ン」 が濟ん でから、 レツ シ ング 座の 樂屋に 小 

さい 火事が あって、 當日 使った 大道具 をす つかり 燒 いて 了った。 そこで 次週の ET 曜の 出し物が 急に 變 

る 事に なった。 それ を 知った 朝、 私 は 直ぐ レツ シ ングの カツ セ へ 行って、 自分 は 「ジ ョ ン • ガブ リ ェ 
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ル • ボルク マ ン」 が 是非 見たい の だが、 こな ひだ 買った 切符 を この 次 同じ 物の 出る 時の 切符と 取換へ 

て は吳れ まい かと 頼む と、 プ n グラムが 變 つたの だから 切符の 代 は 現金で お返し \ て も 好い。 W し、 

道具 をす つかり 燒 いて 了った の だから、 今の所で はこの 次い つ 出る か 分からな いと $: 口 ふので ある。 私 

はすつ かり 失望して 了った。 

火事の あった 晚の 「ジ ヨン • ガブ リヱ ル • ボルクマン」 を 見た 日本人に 平野^ S せがあった。 平野 

君の 話 こ. 衣る と、 エル ゼ • レエ マンの H ルラ. レント ハ ィ ムは延 若君のより 惡か つ たと 言 ふ 事で あ 

る。 エマヌエル. ライヒ ャァの ボルク マ ンは 左團次 君の それより すっと 弱って ゐ たとい ふ 事で ある。 

クルト. スチ イラ ァの エル ハ ルトは 私の 豫想 通り 好かった らしい。 

私が この 座で 見た ハウ ブト マン の 戯曲 は 「海狸の 皮」 と 「沈 鐘」 と 「 t! ォゼ • ベア ント」 と 「織 

屋」 と 「寂しき 人々」 とであった。 いづれ も H ミ ィル. レツ シ ングの レジ ィ である。 

「海 猩 の 皮」 は 百 九十 囘 目の 興行であった。 初演 以来の 持ち 役と して、 H ルゼ • レ H マ ンの 洗濯 女の 

ヲルフ と、 ォス カァ. ザ ゥァァ の フォン *ェ ヱァハ アン が 最も 振る つた。 後者 は何處 となく  s:z 先生 

を 見る やうであった。 お婆さんの バウラ •  H バァ チイが 小さい 方の 娘の ァ， テル ハイドに 扮 して、 ひど 

く 可愛く 見えた のに は 驚いた。 クルト • ス チイ ラァの ドクトル • フライ シャァ も、 この 役者に 打って 

つけの 役であった。 


「沈 鐘」 は 三 k:: 八十 じ： ^目の 興行であった。 これ はもう 大分 役者が 悪くな つて ゐ るので (若手の 役者 

ばが りで やる ので ある)， 一 向 面白くなかった。 殊に ラウ テ ン， チラ インに 扮 した 口 ッテ • クル ジ ウスが 

1 挢 私に は 不滿 足だった。 S 想の ない 役者が 空想的な 役に 扮 する 程、 見 じめ な もの はない。 彼女 はつ 

ひに 何者 を も 表現す る 事が 出来なかった。 マチ ル， チ* スッ シンの 鐘 作りの 妻 マ グダ も、 內翁 のない 表 

面ば かりの 藝 であった。 唯 テオドル. 口 ォスの ハイ ン リツ ヒ だけ は， 規模 は 小さいながら、 苦悶の 印 

象 を 可な り 深く 私共に 與 へ て l 犬れ た。 - ーッケ ルマン に は 例の ハンス • マ ルが扮 した。 その 靑く 濡れた 

體の 光と、 熟 く^れ た^の 光と はい まだに 私の 服に 淺 つて ゐる。 

「tl ォゼ • ベ ァ ント」 では、 やはり 初演 以来の 持ち 役で *  H ルゼ • レ H マンが。 ォ ゼに扮 した。 これ 

は a ォゼが レエ マン か、 レ H マンが 口 ォゼ かと 云 ふ 程の 折紙 附 である。 病身の フ ラ ンム 夫人に 扮 した 

ィ ルカ • グリュ 一一 ン グの藝 も、 地味で は あるが 忘れ 難い。 クリストフ • フラ ンム に扮 した ブ ルノォ チ • 

イナ ァ、 口 ォゼの 父に 扮 した ォ スカァ • フック スも これらの 役で、 この 座に 無くて ならぬ 人々 である 

のが 分かった。 殊に ^本^の ァゥグ ス ト • カイルに 扮 した 丁抹訛 りのある 力 アル • フォ レス トは 私の 

1®^ 役者で ある。 この 人の 物柔 かな 自然な 藝風 は、 莫斯 科の 美術 座の 役者の 一人 (ルゥ シュス キイ) 

を 呼び出させる。 ハンス. マル は 機械工の スト レック マンに 扮 して、 ョル ゲン • テス マン だの ドク ト 

ル • ワンゲル だのと は 丸で 違った 方面の 藝を 見せた。 
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、「織 屋」 は 四百 五十 五囘 目の 興行であった。 この 芝居で は、 何と 言っても 大詰が 一番 面白かった。 ォ 

スカァ • フックスの 老 ヒルゼと、 クルト *ス チイ ラァ の 息子 ゴ ッ トリ イブと、 クリステル. ロレンツ 

のゴッ トリ イブの 女房、 この 三人の 意氣が ぴったり 合って 一分の 隙き も 無かった。 片腕で 機 を 織って 

ゐ た老 ヒルゼが 流 丸に 當 つて、 機の 上へ 俯伏せに 倒れる と、 窓の 外から 孫の ルイ ゼが 「お 爺ち やん、 

お 爺ち やん。」 と 悲しい 聲で 呼ぶ 最後の 一 瞬 を 私 は 長く 忘れる 事が 出来ない。 この ルイ ゼ には子 役の グ 

レ ェ テ. リゾッ プが扮 した。 パウル. パウリの 老バ ゥ マ アトの 哀れに 見す ほらし い 姿、 ハ ンス. マルの 

ベ ッカァ の 反抗的な 態度、 ブルノ ォ. チイ ナァの モリッツ .ィ ェ H ガァの lg 動的な 興奮、 それら も 深い 

印象 を 私に 與 へた。 

「寂しき 人々」 は餘り 出ない とい ふ 事で ある。 それが 計らす 見られた ので 嬉しかった。 これ も 私に と 

つて 思 ひ 出の 深い 曲で ある。 ョ ハ ン ネス に は 私の 好きな クルト • スチ イラ ァが扮 した。 アンナ • マァ 

ル に は 海の 夫人 を やった リイ ナ*  a ッセ ンが扮 した。 畫家 ブラウン に は 例の 大巧の ハンス. マ ルが扮 し 

た。 いづれ も 私の 好きな 人達で ある。 ケ H テに扮 した ヘレ ラ不 • ブル ガァは 體屮が 淚に摻 み 通って ゐ 

る やうであった。 ィ ルカ. グ リュー 一 ングの ヨハンネスの 母に は、 日本で 私共が 演出した 同じ 役に 見ら 

れ なかった 深い 細かい 「慈愛」 があった。 

私 はこの 戯曲 を 原作で も、 英譯 でも、 森 先生の 日本 譯 でも、 何十 囘 となく 讀ん だ。 何十 囘 となく^ 


古した。 そして、 たった 二日で はあった が- 非常な 心. 配 をして 舞臺 にまで 掛けて 兌た。 その 私で も、 

レッシング 座で この 芝居 を 見た 時には、 捕まへ た 言葉より は 逃がした 霄 葉の 方が 多かった。 西洋人の 

芝居 を 「聞く」 とい ふ 事 は、 ^して 世間で 言 ふ 程 容易な 事で はない。 「ク ルト. スチ イラ ァゃリ イナ •  a 

ッ センが、 若し 日本語で 臺詞を 言って 吳れ たら どんなに 好いだら う。， 一 獨逸 語で 話される この 芝居 を 

見ながら 私の しみぐ 感じた 事 はこれ である。 二-して 如何なる 實際 上の 不便が あらう と、 日本に は 翻 

譯釗の 上場 を 永く 績 ける 必要が あると 思った。 若し 他の 人の 總 てに 必要がなくても、 私 一 人に は 必耍 

が あると 思った。 

力 アル -シヱヱ ン ヘルの 「信仰と 故鄉」 も、 私が レツ シ ング 座で 見た 芝居の 一 つで ある。 これ は 日 

本の 舞毫に 移しても、 一般の 與味を 引き さうな 感傷的な 芝居で ある。 信 敎の法 を 破った a ット 一家が 

愈々 村 を 追 はれよう とする 時、 好きな 故鄕を 去る に 忍びない 孫の 「雀」 が 石橋から 川へ 身を投じて 死 

ぬと、 その 死骸 を 載せた 箱 を、 。ット の 若夫婦が 前後から 押して、 新しい 故鄕を 求めに 寂しく 村 を 出 

て 行く の を 見て、 追放の 餱 命を傳 へた 皇帝の 騎士が 刽を 膝に 當て i 折る 最後の 幕切れな ど は 日本の 古 

い 戯曲に も 見られ さうな 悲壯 味で ある。 ロットの 若い 主人に は クルト • スチ イラ ァが扮 した。 老 B ッ 

トには ォスカ ァ • フックス が扮 した。 「雀」 に は 女優 マリア • マ イエ ン が扮 した。  ■ 

新作で この 年 レツ シ ング 座の 舞臺に 初めて 登った ものに は、 ヘルマン • バ アルの 「主義」 と ハイン 

小山 內薰 全集 七卷 レ-ソ シン グ 座で 見た 芝居  三 九 五 


小山 內薰 全集 七卷 レク シング^で 見た 芝居  一二 九 六 

リツ ヒ：. マンの 「博愛」 とがあった。 私 は 二つと も 見た が、 二つと も餘り 面白くなかった。 世間の 評 

判 も餘り 好くなくて、 後者の 如き は 僅か 二三 囘 出した 切りで、 あの 立派な 道具 立と 衣裳と を 無駄に し 

て 了った 。「主義」 では エル ゼ. .レ H マンの 女 コック *レ H ネ* クウ クと ブルノ ォ. チイ ナァ の 給仕 人 ェ ヮ 

アブ ッシ ュが 面白かった。 「博愛」 では 女 主人公の リア ァネ • レ ェ ェ ンに扮 した チ ルラ. ヂュ リウの 美し 

い 姿態が 私の 眼 を 引いた。 「博愛」 と は 大勢の 男に 對 する 一 人の 女の 博愛で ある。 H マヌ H ル • ライヒ 

ャァは 「、王 蓊」 にも 「博愛」 にも 出て ゐ たが、 いづれ も樂な 役 を 不精に 演じて ゐる やうに 見えた。 

古い 作の 新しい 研究と して は、 ハァ トレ H ベンの 喜劇 「結婚 敎育」 が 出た。 それに 添へ てチ a ルの 

戯曲 家 ガン クホ オフ ァァの 「死と 生」 とい ふ 一幕物が 初めて 上場され た。 これ は 二つと も大變 面白 か 

つた。 「結婚 敎育」 では エリッヒ. ヮ ルタァ の 法科 大擧 生へ ル マ ンと クルト *ス チイ ラァの 文科 大舉 生乇 

リッツ *ラ ンゲ との 生活の 對照、 戀の對 照に 皮肉な 面白味が あった。 リイ ナ*  ロッセンの メタ. ヒュブ 

ケに は、 「獨 逸の モォ パッ サン」 と 呼ばれた 作者の、 現代の 女に 對 する 皮肉な 見方が 遺憾な く 表現され 

た。 息子に 異見 をさせる 積り で、 ヘルマンの 母が 田舍 から 呼んだ 伯父が、 ヘルマンの ，チカ ダン 趣^に 

赞 成して、 自分の 昔話に 幻 を 拔 かして 了 ふあたり にも 作者の 辛辣な 皮肉が 兌ら れる。 Ehc を ヱ H へと 

いふ 風に 訛って 話す この 田 舍の们 父さんに は 力 アル • フォレン トが扮 して^ 越した 技藝を 見せた。 

ガン タフ オフ ァァの 「死と 生」 はチ 口 ルの E 阐喜 劇で ある。 父 を 失な つて 寺へ 行った 歸 りの  一 ^族と 


子が 生れて 寺へ 行った 歸り Q  一^ 族と が、 計らす 一軒の 酒屋へ 落ち合って 生やる 憂愁と 歡 喜の 可笑し 

な vt-iis,. 一-… 5 を A いた ものである。 喪服 を 着けた 家族と 祝 ひの 衣帽を 着飾った^ 族と が、 初めは 

，つて ゐ るが、 父 を 失な つて 悲しんで ゐた 豪農 の 息子が 酒屋 の 給仕 女 を 追 ひかけ て 出て 行く のが この 

曲の 終りで ある。 幕切れに は 誰も 舞 臺にゐ ない。 「死」 の 家族 も 「生」 の 家族 も， みんな 外へ 踊りに 出 

て 了った ので ある。 喧嘩の 騷 ぎの 時、 危ない ので 高い 暖爐の てっぺんに 置かれた 赤ん坊が、 唯一 人 取 

り殘 されて" 「お ざ や あ、 おぎ や あ。」 と 泣き出す 所で 幕が 降りる ので ある。 クルト. スチ イラ ァの父 を 

失な つたお い- 姓と 力 アル • フォレストの 子 を 儲けた 怠け者と が、 中で も 最も 活躍した。 

私が もう 伯林 を 立たなければ ならな くな つた 時に、 レツ シ ング 座で はやが て イブ セ ンと 、ノ ゥプト マ 

ンの 循環 興行 を やる とい ふ 廣吿を 出した。 イブセンが 六 曲に ハウプトマンが 六 曲で ある。 前者に は 私 

のま だ 見ない ものに 「幽 麄」 と 「ジョ ン. ガブ リエ ル* ボルク マ ン」 があった。 後者に は 「平和 祭」 と 

「ガブ リ H ル • シル リンクの 逃走」 と 「鼠」 とがあった。 私 は 平野 君 や 生 田 葵山 君が その 切符 を 買 ひ 

に 行く の を、 荧 まし： うに 後へ 殘 して 伯林 を 立って 了った ので ある。 

(プラ アムの 逍 した レ クシ ング座 は 私の 見た セ h  y ンで 解散され た。 ク^ト • ス チイ ラァは ハム プル クへ 呼 

ばれて 行く とい ふ 噂であった。 S ル せ • レ H マ ン その他の 老人 連 は ハウ ブト マ ン^ 舞甍 監督に 押し立て ^-、 

シャァ B ク テンプル クの 元の クル フユ ルス テン • ォバァ に藝街 座な る もの を 形作 つ た。 明き 家に な つた レク 

小山 內薰 全集 七卷 レッシング 座で 見た 芝居  三 九 七 


小山 內薰 全集 七卷 レッシング 座で 見た 芝居  一一 一九 八 

シ ン グ座は 今まで クラ イネス • テア タァ LL ゐた バ^-ノウ ス キイが 鑌營す る 事に なって、 有名な 7 リ イド リク 

t  • 力 イス ラァが 座頭と して 這 入った。 第 一 同の 興行 は ィプセ ンの 「<  H ァ* ギ ユン ト」 であった。 私 は 計ら 

す ブラ ァ ムのレ クシ ング 座の 最後の 1 冬^-見 たので あろ。) 


獨 逸の 諸 市 及、、 ひ 維納で 見た 芝居  ： 

(一九 一 三年 H 月 n 五月) 

ハム ブルク。 

この 町へ はス カン ヂナ ヰァ から 伯林へ 歸る 時に 寄った。 主なる 目的 は 力 アル • ハァゲ マ ンが 監督 を 

して ゐる獨 逸 剌場を 見る 爲 であった。 ハァゲ マン は 「舞臺 監督/劇 術と 俳優」 、歌劇と 背景」 などの 著 

者と して、 獨 逸の 新しい 劇壇に 重き をな して ゐる 一人で ある。 ハァゲ マンの 釗場は 停車場の 直ぐ 前の 

可な りごた くした 所に、 小賫 をす る 商店な どと 軒 を 並べ てゐ た。 劇場 その 者 も 可な り 大きく は ある 

が. 廷樂が 古くて. 餘り 綺麗ではなかった。 この 劇場の 廊下に は ハァゲ マ ンの 肖像の 大きな 額が 澤山出 

てゐ た。 そして 役者の 肖像 はすつ とそれ より 小さい のが 一 つの 額に 幾つか 一 緒に 這 入 つ て 出て ゐた。 

ハァゲ マ ン はこの セ ェゾン で やめる とい ふ 話で、 次の セ ェゾン の Almm-omst の 廣吿に は ハァゲ マ ン 

の 名が 無かった。 

私 はこの 劇場で ヘッベルの 「ギ ュゲス とその 指輪 1 を 見た。 飽くまで も樣式 化された 舞臺 である。 

小山 內 * 全集 七卷 II 逸の 諸巿 及び 維納で 見た 芝居  三. 7 九 


小山 內蒸 全集 七卷 獨 逸の 諸 市 及び 維納で 見^ 芝居  四 〇〇 

多くの 舞臺は 階段と^と 左右の 大きな 柱と で 形作られて ゐた。 一般に 言へば、 ラインハルトの 舞銮ょ 

り、 すっと 純粹 な、 すっと 明快な 氣 持の する 舞臺 である。 併し、 色彩の 一 點に 於いて は、 まだ 多少の 

濁りが あった。 これ は獨 逸人の 逃れる 事の 出來 ない 缺點 であるか も 知れない。 人物の 姿勢 並厂 運動 - 

飽くまで 樣式を 目標と する 跡が 見えた。 群集 は 成るべく 舞臺の 蔭から 晤 示して、 舞 臺には 成るべく 人 

數を 少なく 置いた。 ハァゲ マ ンの藝 術に ついては 更に 詳しく 寄いて 兌たい。 

私が これ を 見た の は 四 十日の 木曜 口であった。 spielplaH を兒 ると、 土曜 n の晚 にはシ ュ - 一 ッッ 

ラァの 新作 「プロ フェツ ソル、 ベ ルン ハル ヂ」 が ハァゲ マ ン 監督の 下に 初めて 演ぜられ ると ある、 8 

曜の晚 に は 同じ 作者の 「アナ トオル」 の內. 「運命に ついての 疑 ひ」 と 「基脊 降誕 祭の 買 入」 と 「わか 

れの 晚餐」 と 「揷 話」 と 「アナ トオルの 結婚の 朝」 と、 この 五つが 演ぜられ ると ある 3 私 は ハァゲ マ 

ン. の 近代劇の 取扱 ひ 方 も 見たかった し、 殊に 後者 はま だ 一度 も 舞臺の 上に 見なかった ので， 是非 それ 

まで この 町に^つ てゐ たかった の だが、 たった  一 n しか やらない とい ふァグ ネス • ゾルマ 主催の 「戀 

愛三 味」 が 伯林で 私 を 待って ゐ たので、 心を殘 しながら その 方へ 立って 行って 了った。 

「ギ ュゲス とその 指輪」 を兑る 前の 晚、 私 はこの 町で 不思議な 催しの 芝居 を 見た。 それ は II 逸 枸^ 撲 

滅協會 ハム ブルク 支部が この 町の シル ラァ 座で 催した ュ ウジ H ヌ • ブ リウの 「傷んだ 货物」 である。 

「偽んだ 貨物」 〔獨逸 譯の题 ±. =l>ie  schiffbriichigcn" 原題 は =Les  Avails" 英譯も ある。 题は "Damaged 


rES" が Syphilis を 取扱った 赤裸々 な 問題 釗 である 事 は 誰でも 知って ゐる。 この 作が 千 九 百 一年の 

卜 一 =： こ 巴^の テア トル、 ァ ント ァヌで 稽古の 內に與 行 を 禁止され てから 一 千 九 百 五 年の 一 一月に 同じ 

座で 演ぜられ るまで、 E 里の 舞臺に 現れる 事の 出来なかった 事 も 人の 知る 所で ある。 この 戯曲の 序幕 

はこの 恐ろしい 病氣を 持ちながら 結婚 をしょう として ゐる靑 年と 醫 者との 長い 對 儲で 終始して ゐる。 

二 幕 目で は醫 者の 勸吿に 背いて 結婚した 靑 年が、 もう 子供まで 持へ てゐ る。 子 佻に 病毒が 傳 はって ゐ 

るの を 知った 乳母 は 母の 面前で 暇 を 貰って 家 を 出て 行く。 初めて 夫の 秘密 を 知った 妻 君 は 驚いて 父の 

所へ 逃け る。 一二 幕 K は、 又 離婚 を 主張す る 妻 君 0 父と 醫 者との 長い 對 話で 終. 始 して ゐる。 尤も ここに 

はば 例と して 秫々 な忠 者が 一 一人の 前へ 現れる。 

この 戟 曲に は anslatic な 所が 少しもない。 說敎 である。 演說 である。 主張で ある。 終の 幕な ど は 

臨. ^講^ を くやう であった。 私 は 少しも 「面白い」 と は 思はなかった。 

この 催し 仝 體の 光景の 方が、 芝居 その 者より 私に は 面白かった。 シ ルラァ 座と いふの はこの 町の 場 

末に ある-曲お^ めいた. 粗末な 圓形 劇場で ある。 ふだん は 低級な オペ レツ タか何 かやる 小屋ら しい 

私 はこ、 を 探す のに、 隨分闲 難した。 見つけた 時 も、 まさか これが 劇場で は あるまい と 思って 暫ら 

く は 疑った 位で ある。 小屋の 近所に は 人相の. 惡ぃ勞 働 者 だの、 勞働 者の 上さん などが、 うろ/、 して 

ゐて、 芝： ^化物に 來る 紳士 ゃ賁 婦人 を 珍し さう に ぢろノ 、見て ゐた。 

小山 內薰 仝^ 七卷 獨 逸の 諸 市 及び 維納で 見た 芝居  四 0 一 


小山 內薰 全集 七卷 獨 逸の 諸 市 及び 維納で 見た 芝居  四 0 二 

見物 は 可な り來 た。 若い 娘の 澤山來 たのに は 驚いた。 私の 直ぐ 近所に、 お腹の 人き い 夫人が 一人 鉀 

亭主に 助けられて 來てゐ たの も、 不思議の 一 つだった。 勿論、 子供の 入場 は 禁ぜられて ゐた。 

ドクトル、 ギドォ •  メ エリン クと いふ 人が、 「傷んだ 貨物」 に關 して、 梅毒の 害 を說 いた 說 明お がブ 

n グラ ムに 添へ て 配られた。 幕の 上がる 前に、 協 會の醫 者の 一 人が フットライト の^へ 出て、 ^の 趣 

意 を 述べた。 劇場の 中に 設けられた 協會の 臨時 事務所 は、 新入 會員 を歡迎 した。 

舞臺 監督 は オイ ゲ ン •  メビウスと いふ 人であった。 役 は 一 人と して^ 而：： ： でない のはなかった。 

殊に 醫 師に扮 した ルプ • ピックと いふ 身 體 の 小さい 役者が、 あの 澤 山の 臺詞 をよ く覺 えて ゐて、 些の 

殺み もな くやった のに は 驚いた。 舞臺 監督 は 第三 幕で 父に 扮 して 舞 臺へ 現れた。 

「傷んだ 貨物」 の 作者が、 その 時^ 日本へ 來てゐ たとい ふ 話 は、 すっと あとで 聞いた。 

(この 一 座 は その後 この 芝居 を 持って、 伯林の 獨逸 座へ 來た。 毎晚 この 芝居ば かり を 演じた ので あ 

る。 今度 は 梅毒 撲滅 協^と は關係 なしに 興 (C: したので あるが、 可な り當 つた やうで ある。 獨逸. M のセ 

ェゾ ン が 終って から 後の 事であった) 

ライ プチ ッヒ。 

この 町に は 市立の 劇場が 二つ ある。 一つ を 新 刺 場 ヌ さま Theater と 言 ひ、 一つ を 古 劇場 Alta 


Theater と 言 ふ。 ぎ名 な マックス • マ ァタァ ス タイ ヒが兩 方 共 監督して ゐ るので ある。 古 劇場で は 主 

として オペラ を演 する が、 時々 は 科白 釗を やる。 新劇 場で は 主として 科白 釗を演 する が、 時々 は オペ 

レ ッタを やる。 

私 は古釗 場で 計らす M. テ キント 自作 自演の 「ヒ ダル ラ」 を 見る 事が 出来た。 ュ„チ キント 夫婦の 客演 

で、 二人の 役の 外 は 座附の 役者が 勤める ので ある。 舞臺裝 置はォ ォバァ レジ ッシ ウルの ヰ ンヅの 案に 

成る ものであった。 

「ヒ ダル ラ 」 が MMV キントの 自作 自演 の內で 一 番 優れて ゐる もの だとい ふ 事 は 前から 聞いて 知って ゐ 

た。 その 「ヒ ダル ラ」 を 計らす 見る 事が 出來 たの は、 私の 幸福であった。 力 アル • へッ トマ ンと いふ 

不思議な 人物 は" H. テ キントの 不思議な 創造であって、 作者 自身 を 外にして、 この 人物 を 完全に 理解 

する 者 は 世界に 一人 も あるまい。 H. テ キントが この 醜い 小男に 扮 して、 如何なる 難儀に も 屈せす に、 

人^ 改造の 美 哲學を 說く所 を 見た 時 は、 地獄の 瘴氣に 襲 はれる やうな 氣 がした。 夫人 チリ ィ*  2， テキ 

ントは ファン 一一 ィ • ケッ トラ ァに扮 したが、 唯 美しいだ けで、 技藝の 內容に 何等の 充實を 兌る 事が 出 

来なかった。 

ェ， テキ ントは 幕の 締まる 度に 見物に 呼ばれた。 かれはい つも 恐い 顔 をして 面倒臭 さう に 舞臺へ 出て 

来た。 かれの 挨拶 は 唯. 4 眼で 見物 をぢ ろり と 睨む だけであった。 そして 微笑 一 つ 見せなかった。 私 は 
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その 度に 「出發 前半 時 問」 の 中に ある オペラ 役者の 昏羝の 或 物 を 思 ひ 出した。 

エヂ キントが 出て ゐて も、 芝居の 景氣 は餘り 好くなかった。 私 は 急に 行った ので あるが、 土間の 可 

なり 好い 席で 兌る 事が 出来た 。「ヒ ダル ラ」 の 外に は 「フォン • カイト 侯爵」 を 出して ゐ たやう である。 

ドレス ヂ ン o 

ここで は生泔 K 一 立 劇場 になん にも 見た いものが たかった。 

そこで 王立 オペラ へ 行って 見た。 その 晚の 出し物 は 伯林で 一度 見た スト ラウスの 新作 「アリア アド 

ネ、 ァ ゥフ、 ナクソス」 であった。 ラインハルトが この 歌劇 をス ツット ガ アトで 初めて 演出した 時と 

同じ H ルン スト， スタ アンの 舞臺 及び 衣裳の 意匠 を、 偶然 ここで 見る 事が 出來 たの は 幸福だった。 ェ 

ルン スト. スタァ ンは ライン ハ ルト 部下の 阜 越した 舞臺畫 家で ある。 伯林で この 歌劇 を 見た 時の 印豸 

は 少しも 好くなかった が、 ここで 見た 時の 印象 は 全く 別な 感じの 好い ものであった。 私 はこの 舞軎の 

設備 を 宿屋へ 歸 つてから 詳しく ノオトへ 取った。 アリア アド ネに扮 した ヱヮ. プラシュケ. フォン • テ 

ァ. オステンの 技藝 が、 極めて 潤 ひの ある 魂 を 持って ゐた事 も、 私の 印象 を 好く した 大きな 原因の 一 

つだった。 

レジ ィはァ ルツ ゥァ. ホルツと いふ 人であった。 舞踊 は バレット マ イス タァの ヤン. トロ ヤノ ウス キ 


ィ が振附 をした のであった。 

£ ユン ヘン o 

この 町で は！^ ようと 思って 行った ものが、 なんにも^られ なかった。 有名な 人形芝居 も 見られな か 

つた。 ゲ オル ヒ • フックスの キュ ンス トラ ァ • テア タァも 兌ら れ なかった。 ヮ グナァ 物ば かりやる 新 

式な 歌剡 の 釗場ブ リンツ レ ゲン テ ン • テァタ ァ もま だ 明 いて ゐ なかった。 

キュン スト ラァ • テア タァ は. 一.$ 年 七 m: から 九月まで、 夏の 間 だけ Gastspicl で 開場す るので ある。 

私の 行った の は 五月の 初めであった。 それでも 建物 だけ は 見に 行った が、 それ も外觀 だけで、 生憎 監 

理 者が ゐ なかった 爲に、 内部 は 見る 事が 出來 なかった。 劇場 は 市の 西南 端なる 展覽會 公園に ある。 何 

さま 冬の 夜な どで は 迚も 寒くて 通れ さう もない 廣ぃ Wiese を 前にした 小山の 上に 立って ゐる。 

この 町の ケ ェ 一一 ギン. スト ラァセ に クララ。 チイ グラァ の 演劇 博物館と い ふ ものが ある。 メ， チ 丁 ゃュ 

ゥヂ ットで 有名な 十九 世紀の 女優 ク ラ ラ • チイ グラ ァ の 死んだ 家を紀 念した ものである。 私 はこ こで こ 

の 町の 人形芝居で 使 ふ 人形の 實物も la る 事が 出來 たし、 キュン スト ラァ • テア タァの 所謂 Kcfor ミ biihne 

の 模型 も る 事が 出來 た。 

この 町の 宮廷 國民 劇場 は獨 逸の 演劇 史に 重大な 地位 を 占めて ゐる劇 場で ある。 rDrJmmturgische 
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Blattel." の 著者 オイゲン • キリアンが 舞臺 監督 をして ゐる 劇場で ある。 併し 私 は そこで シルラ 了の 「ォ 

ル レア ンの 少女」 を昆 て、 甚 しく 失望した。 私 は 唯 無暗と 細かい 物 を 見せられた。 昔の ビビ H ナかシ ン 

ケルが 作り さうな elaborate な 舞臺を 見せられた。 舞臺装 S はバ ジィル とい ふ 人が したので あった。 

この 町に ミ ユンへ ナァ、 カム マァス ビィ レと稱 する 小 劇場が ある。 私 は そこで ス トリ ントべ ルグ. の 

喜劇 「仲間」 -Kameradeu" を 見た。 長く 記憶に 殘る 程の 演出ではなかった が、 それでも 私は甞 て讀 

んだ この 戯曲に 對 する 幾多の 實 物的 註釋を この 舞臺 から 得た。 この 嗨で はこの 外べ H タァ • ナンゼン 

の (幸福な 夫婦」 など を 出して ゐた。 主事 は オイゲン. ロバ アトと いふ 文舉士 で、 レジ ッシ ウル はェ 

リツ ヒ • チイ ゲルと いふ 人で ある。 

ケ ル ン。 

この 町に は甞 て マックス • マ アクア ス タイ ヒ が 監督 をし て ゐ た 聯合 市立 劇場 Vereinigtc  ！ stadttheatej- 

が ある。 今の Dircktiou は フリッツ • レ H モンドで ある。 市立 劇場 は オペラの 小屋と 科白 釗の 小屋と 

】 一つに 分かれて ゐる。 私 は 科白 劇の 小屋の 方 へ 三晚 通った。 

第 一 夜の 出し物 はズ ウダ ァ マ ンの 「故 鄕」 であった。 シ ュ ワルツ セ 大佐に 扮 した アレクサ ンダァ • ェ 

ンゲ ルス の厦 面目な 藝とマ グダに 扮 した メリッタ • ライト ナァの 情愛の ある 演技と は 私に 深い 卬象を 


與 へた。 殊に ライト ナァの マ グダの、 理性に 於いて は 飽くまで 父に 反抗しながら、 感情に 於いて は飽 

くまで 父を懊 しんで ゐる とい ふ 表現の 爲 方が、 日本で 見た マ グダより は笾に 多くの 「眞實 らしい 物に を 

私に 兌せ て吳 れ^。 私 はこの 芝居 を 兌て かう いふ メ  a ドラマめ いた 戯曲で も、 役者の 演じ 方 一 つで、 

可な り眞莨 らし い 生活 を 舞臺の 上に 漲らす 車が 出来る もの だとい ふ 事 を 知 つ た。 舞臺裝 置 は フォン • ク 

レツ ブス に扮 する 俳優 テ ォ • タツ ヒャゥ ァァの 案に 成る 寫實 的な ものであった。 レジ ィも シュ ワルツ 

セ 大佐に 扮 する 俳優 ァ レ クサ ンダァ • エンゲル ス がした。 

第一 一夜の 出し物 は ハァ トレ エベ ンの 有名な 軍人 劇 「口 ォゼン モン タツ ハ」 であった。 義理と 愛情の 

柵に 掛かった 若い 士官と その 情人が 力 ァネヮ ル の 一 夜 を 踊り狂った 後、 口 ォゼ ン モン タツ ハ の 朝 まだ 

きに、 將 校集會 所の 一室で 心中 するとい ふ 悲劇で ある。 日本の 近 松 物 を 見る やうで、 しかも それより 

肉的に 深刻な ものである。 終の 一幕な ど は、 見て ゐる 私の 心臓 さへ 絞られる やうに 感じた。 情人 ガァ 

トル ゥ， チ. ラ ィ マン に扮 した H ルゼ *ビ シ ョッフ の 纏綿た る 情緒 は、 日本の 如何なる 女に も 決して 見ら 

れる ものでなかった。 士官 ハ ンス • ルドルフに 扮 した リヒ アルト *ァス マ ンは稍 芝居 をし 過ぎた が、 そ 

れ でも 幻想 を破壞 する までに は 至らなかった。 舞臺は ライン 河畔の 軍隊で ある。 ハ ンスが 婚約す る 娘 

の 父 は ケルンの 富豪で ある。 この 芝居 を この 町で 見る 事が、 私に は 何だか 非常に 意味 深く 思 はれた。 

舞 蟇 装^も レジ ィも 前の 晩と 同じ 人であった。 
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第三 夜の 出し物 は イプセンの 「小さな アイ ョル フ」 だった。 私 はこの 最も 動きの 少ない、 ^も，：： 然 

な ィプセ ン 劇の 一 つ を， 計らす このし つかりした 劇場で 見る 事が 出來 たの を 非常に 喜んだ。 前の 晚男 

女の 主人公に 扮 して 骨 を 折った リヒ アルト *ァ ス マンと ヱルゼ • ピショ ッフ は、 今夜 はヮキ へ 廻って， 

技師の ボル グ ハイムと アル フ レットの 異母 妹ァ スタと を 勤めた。 アル フレット • アルマ ァス に扮 した 

ハインリッヒ • ゲッ ッも 眞 面目な 役者で ある。 妻 君の リタに 扮 した マァ ガレ ェテ • フラ ィも 序幕から 1 1 

幕 目 三 幕 目へ 進む 心理の 變化を 極めて 眞 刽に 少しの 芝居 氣 なしに 演じた。 少年 アイ ョ ル フに扮 した 子 

^ェン 一一 ィ • ホ ルス トも 遺憾な く 作意 を傳 へた。 白い 肋骨の ある！ A 赤な 軍服に、 ^塗りの 長靴 を はい 

て、^ 木^に わさな 肩 を 尖らした 痛々 しげな 姿 は、 いまだに 猛の 目に 殘 つて ゐる。 レジ ィは やはり ェ 

ンゲ ルスであった。 この 日 は舞臺 装置 も 同じ エンゲルスの 案で、 序幕の 窒內は 莨 白な ゼ ッ ェ ッ シ ォ ン 

まであった。 この 戯曲 は 十九 世紀の 作で あるから、 日本の 劇評 家な どに 言 はせ ると All!u-hl.21ismlls な 

の であらう。 

この 劇場に はマァ タァス タイ ヒ のした 爲 事の 跡が、 いまだに 殘 つて ゐる やうに 思 はれた。 全 體の印 

象から 言 ふと ブラ アムの レッシング 座に 似た 傾向 を 持って ゐる。 時代物 を 一 つも 見ない ので、 確な^ 

は 言 へない が、 主義 は 確實な 自然 派 にある らしい。 

私が 此町を 立 つ 日の 晩から、 こ の 座で 古典 劇の 循環 興行が 始まる とい ふ 廣吿が 出て ゐた。 iiq- つ-. 一： i_.e 


の 中には 沙 翁の 「ユリウス • ケェザ ル ，1 、オット ォ. ルド ヰ ッヒの 「世襲 林務官 ，ー、 シル ラァの 「ヮル レン 

ス タイン」 第 一 部 第一 一部な どが あった。 外に 「ファウスト」 の 第 一 部 第一 一部 を やる とい ふ廣吿 も 出て 

ゐた。 これな ど は 確に マァ タァス タイ ヒの殘 して 行った 爲 事に 相違ない。 ラインハルト 0 獨逸 座で は 

いつも この 戲 曲の 第 一 部 第一 一部 を 日 を 隔てて 出して ゐ るが、 この 座で はいつ も 一 一日に 綾け て やって ゐ 

る やうで ある。 

維納。 

この 都で 最も 淸 新な 感じ を 私に 與 へた 劇場 は、 私が 行った セ H ゾンに 始めて E 場した とい ふ 平 ^劇 

場 Volksbiihne である。 平：^ 劇場 は 芝居 町と は緣の 離れた ノィ バウ ガッセ にある 一 種の Intimes  TII- 

■  eater である。 

私 はこの 劇場で、 ゴ オル スヮ アジ ィの 「ゆ 鬪」 と ハウ ブト マンの 「ガブリエル. シ ルリ ンクの 逃走」 

と を 見た。 後^ は 日曜の マチネ ヱで、 見物 料が 安くして あった。 

「ゆ 闘」 の 舞 裏 装置 は 一 種の Stilbtihne で、 富んだ 社長の 家に も、 貧しい 職工の 家に も、 ゼッ エツ シ 

オンの 精神から 來た樣 式 美が あった。 職工が 集まって 演說 をす る戶 外の 景色 も、 巧みに 單 純化され、 

樣式 化されて ゐた。 社長 ジョ ン. ァ ンソ 一 一 ィに扮 した リヒ アルト .フ アイ ストと 職 エヂ ェ ヰッド •  ロバ 
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アツに 扮 した ヱ ミィル *リ ン ドナ ァとは •  二つの 異 つた 意志 を 代表して、 共に 阜 越した 技 藝を兒 せた。 

前者 は柔 かい 面 持の 內に 槓杆 でも 動かない 鐵の やうな 意志 を牧 め、 後者 は 棘々 しい 言葉の 內に 深く 沈 

んだ 悲しみ を藏 した。 a バ アツの 妻に 扮 した マリア • マイ ァァ の眞 面目な 技藝も 嘆賞に 値する。 彼女 

は 芝居が 濟ん でから、 幾度 幕 を h げられ て も、 椅子の 上に アン 一一 ィ としての 病 軀を 横た へた 儘、 n も 

明かなかった、 立ち上り もしなかった。 

「ガブリエル • シル リングの 逃走」 の舞薹 は、 この 戯曲が ゲェテ の 小 劇場 ラウフス テツ トで 作者の 理 

想 通りに 演出され た 時の 舞 裏 (私 は 唯 寫實で 見た ので あるか) と、 粗 あじであった。 この場合 でも フ 

o イラ イン、 マヤ キンに 扮 した マリア • マイ ァァが 最も 卓越した 技藝を 見せた 。「寂しき 人々」 の ヨハ- 

ンネス  を  一 i? 病的に したやうな 畫家 ガブ リ エル. シ ルリ ン クに扮 した ルド ル フ • フ オル スタァ に は 

<1 へ- H さ， tesse に 於い て稍缺 如た る ものが あった 。「寂しき 人々」 の畫 かざる 畫家 ブラ ゥ ン に 少し 年を取ら 

したやうな 彫刻家 モイラ ァ敎 授に扮 した ユルゲン • フエ エリ ンク は、 私の 想像して ゐた 通りの 人物 を 

現した。 畫 家の 妻と 情婦と が畫 家の 「肉 體」 を ゆ ふ 所 を 見て、 私 は 一 種の 戰慄を 感じた、 そして 作者 

の 筆の 未だ 決して 衰 へない の を 喜んだ。 

「爭 鬪」 も 「シル リンク」 も、 レジ ィ はこの 劇場の 監理 者た るァ アツ ァ • ル ント がした ので ある。 背 

景は 前者 をヮ ルタァ • フ ュ ルストが 作った、 後者 を澳太 利演釗 衣裳 背景 工場が 案出した。 


ァ ドルフ • ワイセ が 監现す る I! 逸平 民釗場 yelltscheH  v-lkstheilter では、 シュ 一一 ッッ ラァの 「戀愛 

三味」 に 「伯^へ ヮ蜒 ミッチ」 を 添へ たものと、 H* テ キントの 「春の 目 ざめ」 と を 見た。 この 座 は 出し 

物が 可な り 近代的で あるに も關ら す、 舞 K の 装^ は 一向 淸新 でない。 最も 攸 段が 安いので、 經濟 がそ 

こまで 行く の を 許さない のか も 知れない。 

「戀 愛三 味」 は 本場の 維納で ありながら、 私が 伯林で 見た ァグ ネス • ゾルマ 一座の それに 及ばな かつ 

た。 殊に フリッツに 扮 した 役者の 藝の ひどく 荒らかった のが 感興 を 殺いだ。 一幕物 「伯爵 令嬢 ミッチ」 

は 極めて 地味た 皮肉で ある。 これ もこの 座の 役者に は、 作の 味が 出せなかった。 

「春の 目 ざめ」 は 曰 本の 婦人 一 一人と 日本の 紳士 三人と に 私が 加 はって、 一 一つの Loge を 占領して 見物 

した。 土地の人 はもう 見飽きて ゐる のか、 客が 割合に 少なかった ので、 私共 は 可な り 「見世物」 にな 

つた 。「日本人が あんなに 大勢 揃って * どうして こんな 芝居 を 見に 來 たの だら う。」 といった やうな 顔が、 

あっちに もこつ ちに も 見えた。 

舞臺裝 笸は隨 分寫實 であった が、 それでも 幕 合 は 早かった。 全體の 演出 法 は、 可 もな く 不可 もな し 

であった が、 流石に object  lesson として 敎 へられる 點は 多かった。 役者 は M ン ドラに 扮 した マァカ 

レヱテ • ブコヰ ックス がー 番 私に 深い 感動 を與 へた。 愛し もしない し、 結婚 もしない のに、 どうして 

子供が 出來 たの だと 言って 母 を 責める 所 を 見た 時 は、 私 は 咽喉 を 締めつ けられる やうな 氣 がした。 モ 
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小山 內薰 全集 七卷 獨 逸の 諸 市 及び 維納で 見た 芝居  四 一 二 

リ ッ ッの 葬式の 場と メル ヒ ォ ルの 訊問の 場と が 面白かった の. は 無論で ある。 日本で はかう いふ 芝居 を 

公演す る 事 は 許され まいが、 一 度 どこか 靜 かな 所で 少数の 人に 私演 をして 見せたい もの だと 思った。 

私が この 座で 兑た 三つの 芝居 は、 總て レオポルド • クラ ァ マァ とい ふ 人の レジ ィに 成る もので あつ 

た。 この 座で は 幕 合に Foyel. で 音 樂を やる。 曲の 多く は 維納 名物の オペ レツ テの 拔萃 であった。 こ 

の 座で は、 私が 見た 物の 外、 新しい もので は 伊太利の ロバ アト • ブラ ッ コ ォが ダス ン チヨ の 事 を 書い 

たと かいふ 「小さい 泉」 だの、 古い もので はシュ  一丁 ソッ ラァの 「綠 鸚鹬」 だの を 出して ゐた。 へ ル マ 

ン • バ アルの 五十 囘 目の 誕辰 を 祝ふ爲 に、 近い 內に 「維納の 女」 を 出す とい ふ廣 吿も兒 えた。 また、 

曰 S に 限らす、 時々 マ チネ ェ を やって、 シル ラァの 「賊」 だの、 「ヰル ヘルム • テル」 だの、 ハルベの 

「春」 だの、 アン ツエ ングル ゥパァ の 「キル ヒ フエ ルドの 牧師」 だの を、 極めて 安く 见 せて ゐた。 

新 維納 劇場 NSC  Wiener  Biihne は； 兀 寄席で あつたの を 直した 小さい 劇場で ある。 私 は玆で 有名な 

フ リイ トリ ッヒ. 力 イスラ ァを 兌る 事が 出来た 。力 イス ラァは 一 晚置 きか 一 ー晚 置きに エヂ キントの 「ヒ 

ダル ラ -を 「诿 小なる 巨人 カァ ル* へッ トマ ン」 とい ふ 外題で 演じて ゐた。 少く とも 私が ゐる間 はこれ 許 

り 演じて ゐた。 力 イスラ ァの 出ない 晚 は. 「^  —女」 とかい ふ 喜劇ら しい もの を やって ゐた樣 である。 

私 は 計らす 同じ 戯曲 を 作者が 演じた 場合と 好い 役者が 演じた 場合との 比較 研究 をす る 事が 出来た。 

ここ に^かく それ を 說く暇 はない が、 力 イスラ ァ のへ ッ トマ ンは 決して H* テ キントのへ ット マンに 劣 


る ものでなくて、 しかも 大に 劣って ゐた。 大男の 力 イスラ ァが 小男の エヂ キントよ. リへッ トマ ンに^ 

さなかつ たとい ふやうな 皮相な 觀察を 述べよう とする ので はない。 力 イスラ ァの 卓越した 技藝 は、 そ 

の 偉大な 格 をも^ して 艇迫 的に は 見せなかった。 その 微笑 一 つ 見せない、 苦 勞の敏 を 刻んだ、 生 真 

面； ：！ な マスケ は、 この 作 を 自ら 演 する 作者せ-: 人の 態度に も 優って 高踏的であった。 その 人物 解 釋が徹 

底して ねたの は、 無論の 事で ある。 唯 H ヂ キントに 見られた 「血で 塗られた 滑稽 味」 とい ふやうな もの 

が、 この 人に はなかった。 針の 先で ちょいと 突けば、 全身が 飛び上が りさうな Ncrvcl-il\v:i  二 1。 が、 

この 人に は 見られなかった。 「作者の 魂との 合致」 とい ふやうな 内面的に 微妙な 問題 を、 俄に 手 易く 論 

する 事 は 出来ない。 私 は 唯 私が 作^ 其 人の Agdruck に 見た 二つの 緊要な 表現 を、 力 イスラ ァに 飽き 

足らす 思った だけで ある。 力 イスラ ァ 夫人 へ レヱネ • フ ェ エド マァの ファン 一一 ィ* ケッ トラ ァがェ * テキ 

ント 夫人の それに 優って るた 事 は 論 を 待たない。 その外の 役者 も、 一般に ライ プチ ッヒの それより 優 

れてゐ た。 レジ ッ ス ウルと して は ミラ ン • ベ ゴヰ ックの 名が 署し てあつた。 

コ 一幕 目の 幕 合 か 1： 幕 目の 幕 合 かに、 何處 からか 鼠が 一 疋 paristt へ 飛び出して 來て、 婦人 客に けた 

たましい 叫び を 上げさせた 事 も， 旅の 思 ひ 出の 一 つに なった。 この 事 は 明くる日の 新聞に も 出た。 「ェ 

ノア キントの 芝居 を 見に 來 たの だから、 餘程 modem な 鼠に 違 ひない」 とい ふやうな 事が 書いて あった。 

あまり 上 やな 剌場 ではない が、 維納 市民 劇場 Wiener  Bfirgertheater とい ふ 小屋で 基督 殉難 劇 を や 
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つて ゐ ると いふ 話 を 聞いた から、 ォ ォバァ アム マ ァ ガウの それが 見られない せめても の 心遣りに もと 

思って、 行って 見た が、 豫想 以上に 失望 させられた。 基督 は 魂の 拔 けた 手品師の やうであった。 ュダ 

は氣の 違った 馭ぉの やうであった。 

この 都へ 芝居 見物に 來た 者の 先づ 第一 に訪 ふべき 王立の ブルク テア タァ は、 左程 私の 熟 心 を 呼び 起 

さなかった。 ヨゼフ. カインツ を 失った ブルク は、 私に とって は 穴，， ；虛 であった、 死骸であった。 私ば 

唯 伯林の レ ッ シ ング 座から ここ へ來た 露西亞 生れの ィ イダ • ォォ a フをー 目で も 見たい と 思って、 出 

し 物に は 構 はす、 ニ囘 ばかり この 劇場 を 訪ねた。 併し この ピッパ 役者 は 私の 見た どの 芝居に も 顏を見 

せなかった。 

私が この 劇場で 見た 芝居で、 思 はす 儲け物 をした やうな 氣 がした の は * ブダペストの 皮肉な 若い 作 

者 フランツ. モル ナァの 「狼の 話」 であった。 モル ナァの 名 は 「惡 魔」 の 作者と して 亞^ 利 加にまで 

聞こえて ゐ るが、 年 はま だ 私と 同じ 位で ある。 その 對話體 及びお 伽話 體の 短篇 は、 ^外 博士の 筆で 日 

本に も旣に 紹介され てゐ る。 

「狼の 話」 は 妻に 對 して 嫉妬す る 夫の 心理 を 一夜の 夢に して 見せた もので、 戯曲の 時 問 は 夜の 八 時 か 

ら 夜の 十 時までで ある。 オイゲン • ケレ マンと いふ 學士が 妻 君 を 連れて、 或 料 St- 店へ 飯 を 食 ひに 行く 

と、 向う の 卓に 一人の 男が 坐って ゐる。 それが 妻 君の 元の 情人ら しくて 爲 方がない。 ^おに は ^際 元 


情人が あった。 嫁に 來る 時、 その 情人から 來た 手紙に、 私 は 火 政治家 か、 將軍 か、 大 詩人になる まで 

は W びお E に 掛からな いとい ふやうな 事が 書いて 會 つた。 それ を 舉士は 知って ゐる。 舉士は その 晚家 

へ歸 つてからの 假寐の 夢に、 さっき 料理屋で 會 つた 男が 軍人に なったり 政治家に なったり 詩人に なつ 

たりして 妻 君の 前に 現れる 所 を兑 るので ある。 n が覺 める と、 さっき 料理屋で 會 つた 男が、 なんにも 

知らす にこの 家の 屈 はれ 人に なりに 來 るので ある。 それでも 學士 はま だ 不安な 氣持 でゐ ると いふ やう 

な 筋で ある。 私 は 芝居で 一度 見た きり、 まだ 本を讀 ますに ゐ るから、 この 梗概に は 誤り も あらう と 思 

ふが、 而^かった 事 だけ は 確で ある。 「狼の 話」 とい ふ题 は、 擧士が 夢から 醒めて、 小さい 寐臺 にゐる 

子^に お 伽 を IS かして やる 所から 來てゐ る。 「すると 娘が …… 」 とい ふ 途端に、 料理屋で 會 つた 男が 

這 入って 來 るので ある。 序幕の 料理屋に は 給仕 人 や 軍人の 客に 對 する 皮肉な 寫資 があった。 舞臺 の設 

^も隨 分大掛 りであった。 夢の 場の 舞踏 會も 宏大な 道具と 贅澤な 衣裳で 見物の 目 を 驚かした。 

この 劇場で もう 一 つ 見た 芝居 は佛蘭 西の H ヅァァ ル • ぺ イエ B ンの 「退屈な 世の中」 であった。 こ 

れは レクラム 文^に も 獨逸譯 が ある 程で、 可な り 有名な ものら しいが、 私に は 一向 面白くなかった。 

唯コォ ペン ハァゲ ン の ダグ マ ァ 座で、 わけ 分からす に 夢中で 見た 二. Ivor  man  keder  sig" とい ふ 芝 罟 

が、 やはり これの 飜譯 だった のに 氣が附 いた 位の 事で、 何の 印象 も 受けす に 了った。 

ブルクで はこの 外， ブゥ シキ ン の 「司令官の 娘」 だの、 グッッ コ ゥの 「ゥリ ェ ル*ァ コ スタ」 だの、 
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シ ェェン ヘルの 「土」 だの を 出して ゐた。 ビョ ルン ソンの 「若き 葡蓟の 花咲く 時」 がー コニ； I！ すると- m 

ると いふ 廣吿を 見ながら、 この 都 を 立たなければ ならなかった の は， 淺 念であった。 

王立 オペラへ は 灰 人に 招待され て、 たった 一度 行った。 友人と 友人に 佛蘭西 語を敎 へて ゐる 若い 瑞 

西の 婦人と 三人き りで、 四十 圓程も 取られる L-gc で 見物 をした ので ある。 招待と は 云 ひながら、 私 

は 私の 觀劇 旅行 中 こんな ^澤 をした 事はなかった。 瑞 西の 婦人 は 前に 語 舉を敎 へて & た； =： 本人から 贈 

られ たとい ふ 紅葉の 模樣 の友禪 縮緬 を 洋服に 仕立てて、 それ を 着て 來た。 土間の 見物の 視線 は 勿論 こ • 

れに 集まった。 私 は 自分の 汚ない ザ ムトの 旅行 服 を恥ぢ て、 成るべく 後へ 隱れる やうに した。 

その 晚の 出し物 はヮグ ナァの 「タン ホイ ザァ」 であった。 私 はこの 樂劇を 伯林の 王立 オペラで 見た 

が. 音樂は 措いて、 役者 も 舞臺の 設備 もこの 方が すっと 優れて ゐた。 殊に ィ H リッツ ァと いふ 女優の ェ 

リザべ ットが 好かった。 この 晚の 「タ ン ホイ ザァ 」 は、 流石の ヮグナ ァも巴 里人に は 我を折つ てに： き 

直した とかい ふ 所謂 Pariser  Bearbeitung で、 序幕の パ レットが 伯林で 見た のより はすつ と 長かった。 


敵 射 合 邦 辻 

11 帝 國 劇 場 II 

戯曲 演出 上、 もっとも 重要な こと は、 作者の エスプリ をつ かむ ことで ある。 もし、 こ^ 力. f 分に 出 

来て ゐれ ば、 その他の 機械的な こと はおの づと 生れて くると いって 好い。 もし、 これが 出来て ゐ なけ 

れば、 その他の 工夫が 如何に 積まれても、 その 演出 は 空虚で あると いはなければ ならない。 

南北の 芝居 を演 する 役者 は、 何よりも まづ 最初に 南北の ヱス プリ を、 把握し なければ ならない。 ス 

チ ルリ 化お は # ろ その後に くる。 リズ ムもテ ン ボ も同樣 である 

エスプリの 把握 は. 戯曲の 心讀 から 生れる。 殊に 鶴屋 南北の やう は 特異な 作家の エスプリ は、 單に 

一 つの 戯曲 を讀ん だからといって つかめる もので はない。 少く とも 代表的な 五六 篇を 反覆 心讀 しなけ 

れば つかめる もので はない。 

今度の 帝劇の 「敵 討 合 邦 辻」 でも、 南北の ェ スブリ をし つかりつ かんで ゐる 役者 は 誠に 少ぃ。 私の 

見る ところでは、 ^にお 圑次と 梅 幸と だけが それ をつ かんで ゐた。 拗彌に 如何に 器用が あり、 松 助に 
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如何に 老巧が あり， 宗十郞 に 如何に 達者が あっても， 南北の エスプリの 把握 は 全然 兑られ なかった。 

それ 故 •「： ^討 合 邦 辻」 演出の 總量 は、 左圑次 (立場の 太平 次) と 梅 幸 (うんざりお 松) との 演技の 

總量 に過ぎない やうに、 私に は 感ぜられる。 

默阿彌 になり はしない S と 懸念され て ゐた梅 幸の うんざりお 松が、 立派に 南北の H ス プリ をつ かん 

でゐ たのに は 驚いた。 1： 條 河原から 妙覺寺 裏の 殺しまで、 一 言 一句、 ー擧ー 動、 一 分の 隙 もな く、 南 

北で あり 初代 ！！5 國 であった。 道具屋の ゆすりな ど は、 どうしても 默 1： 彌 になり さうな ところで あるの 

に、 櫞幸は 決して そこへ 落ち込まなかった。 「おは もじながら 風の 辻、 泣かぬ 勤めの ほたる 茶屋」 など 

も、 同じ 七五調で はあって も 默阿彌 物の 臺詞囘 しと は 全然 變 つて ゐた。 梅 幸 はや はり 頭の 好い 役者で 

ある。 

左團 次の 太平 次に 至って は、 旣に 四 囘目 (「四 谷 怪談」 の 三角 屋敷 を いれて) の 南北で あるから、 申 

し 分な しで ある。 ra 條 河原の 「ェ 、やかまし いわえ」 の圆 太. s 內に 愛け ふの ある^ 切れ、 妙覺 寺裹で 

お 松 を 井戶へ 蹴込んで から、 內 懐から 手 を だして あご を 撫でる だけの しぶい 好み、 殊に 倉 狩！ t の 一軒 

家の 最後で 「あ、 惜しい もの だ」 とい ひながら.^ 米 を どう 斬りに しその ま、 お^を引き つけて 置いて 

「だまし 込んだ る 孫 三郞」 から 「手に 手 をと つてう しゃ あがれ」 までの 臺詞 をい ひ 「あ、、 ^が 白ん 

だ。 ハテ 夏の 夜 は」 で、 刀を拔 いて、 お 米 を 倒し 「もう 明ける さう だ」 で 與ん郎 に 留め を 刺し、 刀 を 


立てた ま-、 ひ-: 太 もゝを あげて 蚊 を ぴしゃりと 打つ 幕切れな ど は 「惡」 の 表現と して、 如何にも 原 

作に 忠 K な 科と.！：： との 節奏 的 調和で あ つ た。 

ベお も ある 「^本 合 邦衝」 を これ だけに 縮めた 林 和 君の 苦心 は 一 通りではなかった らう。 

原作で は 序幕 二 幕 目 三 幕 目と， この 三 幕が ほとんど 全部 H タス ポジションに^ されて ゐる 程、 複雜 

な 人^ 關係を 持った 芝 W である。 それ を 叫 幕 目の 四條 河原から 始めて、 見物に 納得の ゆく やうに する 

こと は ほとんど 不可能. な ことに 屬 する。 

それ 故、 私 はこの アレンジメントに エタ スボ ジショ ン の 不足 はとが めない。 唯、 だした ところで、 

りに 大した 贡献 もない 大舉 を， なぜ w 條 河原な どに だした の だか、 それが 分らない  レ かも， 

如！ E に 閉居の 身の上で も、 あの 「御大 身」 を、 たった 一 人で。 

, 次ぎの 道具屋で、 お 松の ゆすり を， 與兵 衞歸宅 後の ことにし たの も、 私に は 分らなかった。 お 松 は 

りん 落の 女で は あるが、 毒婦で はない。 太平 次の 妻に 對 する しっとの 如き は、 如何にも 純真で 愛すべ 

( 

きものが ある。 太平 次の 歡 心が 5 貝 ひたいば かりに、 惡事 の荷擔 をす るので は あるが、 當の與 兵 衞がゐ 

る 前で、 あのう そ 八 百が 列べ られる 女で はない。 あれ はどうしても 原作 通り、 與丘ハ 衞の歸 る 前で なけ 

れ ばなら な いと 思 ふ。 

安井 福 屋の場 は 林 君の 臺 本に は とられて ねたが、 時間の 都合 か、 舞臺 では 省かれて ゐた。 私 は あす 
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このお ぬひと 太平 次の H  n チック シ インが 見たかった。 左圑次 はきつ と 三角 屋敷の 直 助で 見せた や 

うな 味 を 見せた に 違 ひない と 思 ふ。 太平 次の 最後 を 見せる 上から いっても、 この 一場 は 欲しかった。 

もちろん、 役割の 都合 もあった らう、 その他の 都合 もあった らう。 事情 は 萬々 推察す るが、 もし W 

來る ことなら、 合 邦 庵 i 至 や 敵 討 はどうで も 好い から、 太平 次 を 主人公と した この 芝居の アレンジ メン 

トが私 は 見たかった。 さう して、 さう する のが 一番 南北ら しい もの を 私達に 見せて くれる ことになる 

であらう と 思 ふ。 

0,  一二の 役者に ついて 追加 的 感想 を 述べる と， 第一に 推賞した いのは、 田 之 助のお^ である。 こ 

れは實 に 意外な 拾 ひ 物であった。 太平 次の 布 子 を 着て ゐて、 あの 色氣を 見せた こと、 二階への 上り 降 

りに も 十分な 苦心が 讀 まれた。 この 人に こんな 方面が あらう と は 夢にも 思はなかった。 私 は 自分の 不 

明 を 恥る。 

河 合の 太平 次女 房 は， まるで スチル とい ふ もの を 持って ゐ ない。 默阿彌 にさへ なって ゐ ない。 況ゃ 

南北に おいて を やで ある。 新派で あれ 程 「お 芝居」 の 上手な 人 も、 ここで はまる で 影が 弹ぃ。 控へ目 

にして ゐる とい ふところ も あらう が、 それにしても 餘りな 影の 薄 さで ある。 新派 刺が 長^か.^ つて 作 

りあげて 来た 「技 藝」 の 總量は 果して こんな もので あつたので あらう か。 


本鄕座 見物 

「水 滸傳」 が 面白かった。 岡 本綺堂 氏の 作で、 池 田大伍 氏の 演出で ある。 

三つの バント マイムが ある。 いづれ も擬鬪 である。 第一が 劉 家 村 森林での 李 逵と李 鬼との 格鬪 であ 

る。 第二が 同じ 村の 一 つ 家での 李 逵と野 花との 喑鬪 である。 第三が 忻水嶺 での 李 逵と虎 四 頭との 猛鬪 

である。 一つ は 男との、 一つ は 女との. 他の 一つ は獸 との、 立 廻りで ある。 李逵に ふん， する 痃之助 は、 

この 三種の 擬鬧 に與味 ある 變化を 見せた。 これ は 役者の 手柄で ある。 

脚本と しての 妙味 は 最後の 一節に ある。 朱 貴 朱 富 兄^が 役人 や 土 兵に しびれ 酒 を 飲ませ、 李 逵をを 

りから 助け^して いましめ を 解く。 李逵が 仲び をして 酒 を 求める。 朱 富が 別に 隠して m はいた 酒へ う を 

與 へる。 李逵 がそれ を あ ふり/、、 のん氣 に 花道 を 引 込む 幕切れ は、 なんとも 言 はれす 好い 心 持 だつ 

た。 窮屈な ところが ないから である。 解放が あるから である。 これ は 作者の 手柄で ある。 

舞 寮： 裝笸 は寫莨 と繪畫 との 中間 を ねらった ものら しい。 だが、 私 はこの 作の 演出と して は、 もう 少 

し^の 方に 傾いても よくはなかった かと 思 ふ。 しかし、 急速な 轉換の 必要 上 舞 臺を淺 くした 割合にな 
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かな か 行 届いた 場景が 見られた。 殊に 最後の 街道の 遠見な ど は、 ついこな ひだま 那の 一部 を 通って 來 

た 自分に も 十分 肯 けた。 これ は 演出 者の 手柄で ある。 

一 一 一の 望蜀 を 言 はせ て もらへば 序幕 第 一 場で、 壁の 前の 群衆に 動きがない ので 「捉李 逵者贷 三千 莨 

錢」 の揭 示が はっきり 見えない のが 殘 念だった。 一 つ 家の だんまりで * 時の 鐘の 最初の 一打が 餘りカ 

ン高 なので、 あとで 李逵が 銅鑼 を あやまって 打つ 効果が 釗 がれた。 虎の 頭 をもう 少し 小さく、 毛皮に 

もう 少し 赤み を 加へ たかった。 だが 虎の 運動 は實に 巧みな もので、 四 匹 も 一度に こんなの が 出て は、 

黑 旋風より 藤 井六輔 がかぶ と を 脫ぐ だら う。 

「千 本 櫻」 の 一 さ ふ 話と も 見るべき 狐 忠信の 居 前、 河 連 館、 外に 「赤 垣 源藏」 が吉 右衛門の だし 物 

として 出て ゐる。 然し、 正直 をい ふと、 私 は その どっちに も 感激がなかった。 吉右衞 門 {M 身 もい つて 

ゐる 通り、 狐 忠信 は 今日 Q 彼の もので はない。 本物の 佐 藤 四 郞兵衞 は 僅し か 舞^に 出ない が、 確に 吉 

右衛門の ものである。 然し、 源 九 郞狐は 三十 一年 前の 彼 子供 芝居の 吉右衞 門， —  — の もので は あつ 

たか も 知らないが、 今の 播磨屋 の もので はない。 今の 吉右衞 門 はあくまで も 一. 人間」 の 役者であって、 

斷 じて 「獸」 の 役者で はない。 

「赤お ■ 源藏」 に 至って は、 作 その 者に 何等の 價値を 置かない の だから、 いかな 名優が やって くれても 

私は辭 退す る。 但し、 紅 若の 半 助 だけ は、 作 を 離れて、 いくらか 點が やりたい 氣 がした。 


「三 社 祭」 では 「善. 一 が 「惡」 に 引き すられて ゐる のが 面白かった。 但し、 これ は 劇評で はない。 舞 

毐を 見ながら、 ある 象徴的な 空想 をして、 私が ひとりで 喜んで ゐ ただけ のこと である。 (正月 四日) 
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歌舞伎 座 見物 

正月 だからと いふので、 强 ひても 曾 我 を 一番に すゑた わけで は あるまい。 もし さうなら、 そんな 昔 

への 義理 立 は、 これから やめる ことで ある。 ー體， 曾 我の 狂言に 上出来な の は 一 つもない。 近 松の 「曾 

我會稽 山」 にして からが、 文 宇と して は 兎に角、 戯曲と して は 有難い もので はない。 それ を 又 戯曲 的 

天才の 乏しい 櫻痴 居士が 書き直した のか 「十二時 會稽曾 我」 だ。 明治 廿六 年顷に は、 それでも、 こん 

な 芝居が 上品ぶ つた 客に 喜ばれた に 違 ひない。 しかし、 今の 見物の 目で 見る と、 特別に 上品に 見える 

點 もない、 唯 さらり として ゐる だけの こと-た。 その さらり とした ものが、 時 問の 都合で 更に 创られ て 

ゐ るの だから、 尙更 さらり として、 一向 感銘な しで ある。 つまり 二 時間 程の 時間 を 、役者も^ 物 も、 

唯む だに 使って ゐる だけの ことで ある。 

中幕 は 「和 泉 式部」 で、 松 居 松 翁 先生の 新作で ある。 フラン ソァ • コッべ H か だれかの 一 幕 物に 「ハ 

ァ テル、 ノス テル」 とかい ふの があった。 筋が よく 似て ゐ ると 思った が、 古く 讀ん だもの だから， 確 

な こと はいへ ない。 もちろん、 この 芝居 は 翻案で は あるまい。 「女性」 の 新ギ號 で 與謝野 品 子 氏の 研究 


を讀 むと、 和 泉 式部と いふ 人 は、 情の 世界で は 可な り 自由な 生活 をした 人の やう だ。 ほんとの 夫と い 

ふ もの もなかった らしい。 それが、 この 芝居で 見る と、 尼に なつてから は、 ひどく 怫敎に 縛られて ゐ 

る。 それが 氣の 毒で も あれば 面白く も ある。 作者 は その 縛られて ゐる ところ を高德 として ゐる やう だ 

が、 僕の やうな 無法な 兑物 は、 その 縛られて ゐる ところ をて う 笑して 快感 を覺 える ので ある。 だが、 

かくまった 袴垂の 所在 を 最後に 見破られ てし まふの は、 和 泉 式部と して、 ちと 役が 悪い。 

もう 一 つの 中幕 「毛 拔」。 これ はいふまで もな く 面白い。 だが、 僕 は 松莛が この 古 劇 を 復興した 最初 

からの 演出 を (大阪 で やった 時の を さへ) 見て ゐ るので、 どっち かと. S へば 缺點の 方が 目につい てい 

けない。 第一 、 今度 は 周 園の 役者に この 作に 對 する 理解が 足りなかった やうに 思 はれる。 この 芝居へ 

現れる 人物 は どれ もこれ も、 しかつめらしい 顔 をしながら どこかに 「遊び」 がなければ いけない。 

ユウ モアと いふなら いっても 好い。 ノンセンスと いふなら いっても 好い。 兎に角 そんな ものが、 どの 

役に もなければ ならない。 ところが 友 右衛門の 八 劎玄蕃 などに なると、 てんで それがない。 「お 使者 大 

^で 御座った. もうお 歸り なさる か. よう お出でな された」 と 一 息に い ふところな ども 一 向 利かない， 

初演の 故人 勘 ft 郞も， その後の 故人 小圑次 も、 かう いふと ころ をよ くつかん でゐ た。 三 升の 春逍 にし 

て も、 趣藏の 春風に しても， どうも 大 谷同樣 生ま じめ 一 方で 氣 にいらない。 だから、 左團 次の 彈 正が 

出て くるまで は、 どうしても 舞臺が 「毛 拔」 になって 来ない。 今度の 不滿は それで ある。 た V し 松 蔦 
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の 卷綃、 遮 升の 秀太 郞、 左 升の 萬兵衞 など 松 遮 畑の 人達 は 流石 fe: 意 を 心得て ゐ るので. E. 分がない。 

殊に 左圑 次の 彈 正に 至って は 益 M 熟で いさ、 かの 危なげ もない。 はじめて 兌る 人 は、 左^ 次に もこ， レ 

な 方面が あるの かと、 きっと 驚 に 違 ひない 1 1 いっかの 「嗚 祌」 の 時の やうに。 

二番目の 「島 衛」。 やはり 默阿彌 は櫻痴 居士より 作者が 五 枚 も 十 枚 も 上だった とい ふこと が 分る。 內 

容の點 では、 曾 我と 同樣、 我々 に は無關 係の もの だが、 對 話術の 巧妙 さに 思 はす 引きつ けられる 倘沂 

が ある。 羽左衞 門の 島藏 も、 左團 次の 千 太 も、 十郞ゃ 五郎より すっと 自由で、 しかも、 すっと その 人 

達に なり 切って &る。 (四月 四日 見物 十一 日 病^に て認 む) 


I 趺 舞 伎 虔 II 

いふと ころの 「怪談」 は敍事 詩に はなっても、 劇詩に は 成りに くい。 して 成らぬ こと はない が必す 

あまり 好い もの は 出来ない。 これが 定則で ある。 シェイク スピアの 「ハム レット」 の 序幕に してから 

が、 すご いのは 父 王の 亡 霞が 現れる までの 敍 事的對 話で 靈が 現れて からの 劇的 行爲は 一 向す ごくな 

い or 怪談」 はあくまで も 「怪談」 で • 「談」 としての み價 値が ある ものである。 

今 歌舞伎 座で やって ゐる岡 本綺堂 氏の 新作. 「雷火」 など も、 序幕 第一 場の 大阪城 內の詰 所で、 厳な 

虱の 吹く 大 みそかの 晚に、 大火 鉢 を 園んで 藩士 達が 中川圆 書から 「いらす の 間」 の 話 を 聞く ところ ま 

では 如何にも 鬼氣 人に 迫る が、 第二 場の 奥庭へ 淀 君の 亡靈が 現れてから は、 却て 怪談ば なれが してし 

まった。 第二 幕 第一 場の 中 川と 吉 見との 果し合 は 甚だ 突飛で かつ 不自然で あるが、 あの 果し 合になる 

までの^ 路に、 あるえ う 氣を思 はせ る やうな 行爲 なり 詞 なりが 盛られて ゐ たら、 決闘の 動機の 不自然 

さも 救へ るし、 もう 一度 怪談に もなる ところだった が、 誠に 惜しい 機會を 逃がした やうな 氣 がする。 
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これ は 熟練な 作者に 對 して、 誠に 立い つた、 禮を 失した 申し 條 では あるか も 知れない が、 思った ま- 

を 率直に 書いた まで^ ある。 以下 は、 中 川の 兑 たえう 夢が、 そのまま 實 現される だけで， いは ゆる 底 

が 割られて ゐ るせ ゐか、 如何に 舞 臺が大 がかり であっても、 一向 ドラマチックな 緊張がない。 

私が 見た 「雷火」 の價値 は、 戯曲と しても、 演出と しても、 俳優の 演技と しても、 かかって 第一 幕 

第一 場に ある。 

うらやむべき 老練の 筆で ある 吉 見と 生 田の 園 碁の 小 ぜりぁ ひから、 中 川が 風 を 恐れながら 一 人お く 

れては ひって くると ころ、 風で 城が 搖れる やうな 氣 がする とい ふ 話から、 元 和の 城 攻めに 大筒 を^ち 

かけられて 城の 搖れた 話に なり、 大筒の 話から 雷の 話に 移って、 吉 見の^ 嫌 ひの 人並で ない ことが 分 

かると ころ、 雷より は 風の 方が 氣 になる とい ふ 話から、 終に 中 川が 「いらす の 間」 の 祕密を 莨兑 した 

吿白 をす るまでの 段 どり、 誠に 息 もっかせ ぬ引締 つた 書き方で ある。 

殊に、 中 川が 思 ひ 切って 恐ろしい 吿白 をす る 前の 不安な ボ オズ を 茶 坊，： 丄に 無言で 茶 を 配らせた 技巧 

に 至って は、 敬服の 外 はない。 七 阿 彌が中 川の 茶わん を 一 つ 忘れて くるの も 好い。 中 川が 淀^ら しい 

もの を 見た とい ふ 話から、 やがて 風の 中に 怪しい 笛の 音が 聞え て 詰 所の 燈が 急に ことぐ く 消える 幕 

切れまで いさ 、 かの たるみ もない。 

松 居 松 翁 氏の 演出 も 優れて ゐる。 詰 所の 大火 鉢 を 二つに して 上下に 離して S いたの も、 歌舞伎-ぼの 


舞兹 として は 然るべき ことで ある。 いぶしの 銀ぶ すまに 番士 達の 影 を 氣味惡 く 大きく 映した 照明 の 考 

案もう なづける。 唯、 正面の ふすま 二 枚 だけが 光って その上 下の ふすまが 釣合の とれぬ 程喑 いのと、 

人物の 影が どれ もこれ もニづ つに なった のが 遣憾 といへば 遣憾 である。 これ は 光源 を 一 つに^ めた 方 

がよくはなかった らう か。 中 川の 「今年の こと は 今夜のう ちに. S つてし まった 方が い、 と 思 ふ。 みん 

な もま あ §1 いて くれ。」 で、 桥士ー  同が 中 川 を取卷 くやう にす る 動き も 緊張 味が あってよ かった が、 慾 

に は， あの 時、 中 川 を 舞臺の 中央へ 押し ださないで、 中 川 は 下手の 居所に その ま X 居る ことにして、 

上手に ゐる 番士逹 だけが 平野 一 人 を 火鉢の 側に 殘 して 下手へ 詰め寄せ る やうに して もら ひたかった。 

屮川 を舞臺 の. B 央へ 持って くる ことが、 効 栗に おいて、 中 川 を 英雄 化する 恐れが あるから である。 

平野 を 一人 上手へ 殘 すの は、 舞 裏の 構圆 としても、 笛の 音が 聞えない 人間と いふ 解釋 からい つても 面 

白 く はない かと 思 ふので ある。 これ も 甚だ 立い つた 注文で、 先 聚に對 する 禮を 失し さう だが、 やはり 

自分の 思 ひついた こと を 唯 率！ g| にきいた までで ある。 燈が 消える くだりで、 脚本に は 唯 「ふすまが ゆ 

れて」 と ある だけな の を、 擱 問の 小 障子が 一 つ は づれる ことにし たの は、 優れた 考案で ある。 私 は あ 

れで 一 厣の 鬼氣を 感じた。 

俳 俊 もみん なよ くして ゐた。 左團 次の 中 川 は 言語に も 動作に も 他の 番士と 同輩で ある ことが、 はつ 

きり 現れた。 何 か 特別の 人間に ならなかった ところが 好い。 臺詞の テンポな どに も 工夫され た 新 意が 
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くみとられた。 殊に 「いらす の 間」 から 笛の 音が ふすま ごしに 響いて くると いふく だんの 話に なって， 

さう いふ 場合 貴公 達なら どうす ると 訊く と， 吉 見が 「そこまで 行った 以上、 おれなら ば ふすま を あけ 

て 見る」 と 答へ る。 それ を 直ぐ 「明けて 見る …… 」 と 受けて 「それが やはり 人情 かな」 とい ふ^^ 迥 

しな ど は 無類だった。 猿 之 助の 吉見、 左 升の 平野、 莛 升の 內藤、 村 右衛門の 奥山、 長 十 郞の服 部、 段 

猿の 本 多、 圑次郞 の 生 ra、 米左衞 門の t 阿彌、 いづれ も 自分自身の ことより 舞臺 全體の 統一 を n!3 に 

して ゐる のがよ かった。 

唯、 莛 升の 內 藤が 「夜^の 奴 も 寒がって ふる，' マゐ ると みえて …… 」 とい ふ臺詞 を、 遠くで 扪^ 木 

の 音が 聞え るか 聞えない 內に いふの はよ くない。 あれ はもう 少し 拍子木の 音と 風の 音 を^ かしてから 

レ ふ 方が 好い • 


すみ だ 川 

—— 本 5? 座 II 

永 井 荷 風 氏が 「アメリカ /フラ ンス」 の 長い 旅から 久しぶりで 日本へ 歸 つて 来た 當 時の 作に は 叙情 

詩的な ものが 多い。 「すみ だ 川」 も その 一 つで ある。 この 作に は 筋ら しい 筋がない。 筋 はあって も， 構 

成 力な レ 

「すみ だ 川」 を 脚色して 舞臺の 上に 載せよう とした 人の 意志 は どこに あつたか 知らないが、 それ は そ 

の 人の 趣味の 自由で、 他人が 口 を さしはさむべき ではない。 た^、 かやうな 構成 的で ない —— 構成 を 

目的と しない 小說 を、 構成 を 生命と する 舞臺 戯曲に 引 直す ことが、 非常の 難事で ある こと だけ は 

確で ある。 

木 村 富 子 女史 は その 至難な 爲事を 引受けられ たので ある。 女史 はあくまで も 原作に 忠實 であらう と 

した。 然し、 かう いふ 敍 淸 的な もの を 脚色す る 場合、 原作に 忠實 である こと は、 ひっき やう 舞 臺を取 

逃がす ことで ある。 どの 場面 もどの 場面 も、 いふと ころの 「氣分 劇」 にたって しまって、 序幕から 大 
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詰まで が、 いはば 「芝居の ツマ」 の 連鑌に 終って しまったの は、 それが ためで ある。 私 は 木 村 女史に 

もっと 大膽 であって もら ひたかった。 原作の 淡く 細い 筋 を、 もっと 濃く 太く して もら ひたかった。 そ 

して、 もっと 敍情を 振 ひ 落して もら ひたかった。 もちろん、 さう すれば、 原作の 味と は 遠い ものに な 

る。 しかし、 「芝居」 として は • もっと 成功した ものが 出來 たに 違 ひない。 さう して、 舞臺の 上で は 「小 

說」 が 成り立たなくても， 「芝居」 が 成り立てば、 それで 好い ので ある。 

荷 風 氏の 「すみ だ 川」 で、 作者が もっとも 力 を いれたら しいと ころ は、 そして 我々 讃 者が もっとも 

敬服す ると ころ は、 今 n から 小 梅へ かけての g; 季の 移り 變 りの 自然 描寫 である。 荷 風 氏 はこの 物語り 

を ある 年の 夏の 終りから 始めて、 翌 くる 年の 秋の はじめで 筆 を 結んで ゐる。 木 村 女史 は 極めて^ 作に 

忠實 でありながら、 それが 舞臺 であると いふ 考慮から か 「時の 一 致」 を 脚色 s 上に 企てた。 卽ち、 あ 

る 年の 秋の 夕暮 から、 翌 くる 年の 三月 中句までに、 物語りの 「時」 が 縮められた。 從 つて、 作の 愛 

讀者 に は、 どうしても 夏で なければ ならない やうに 忍 はれる 蘿 月 宗匠 の 最初 の 文字 豐 訪問が 師走な か 

ばに なって、 どうして も 初秋で なければ ならな い 最後 の 訪問が 三 e: になって しまった。 

原作に 忠實 過ぎた ために、. 主要な 對 話が、 どこも ここ も 二人 切りに なって しまった こと も造憾 であ 

る。 蘿 月と 文字 豐， 玉 水と 長吉、 長 吉と蘿 月な どが それで ある。  - 

脚色の 上で  一 ^優れて 見られた の は 最後のお 通夜の 場で 死んだ 長吉 がお 糸へ あて ゝ きさして 造し 


た 手紙 を. 4!G: がお 糸に 兑 せようと して^せ すに しま ふところ である。 但し、 幕切れに 文字^に 向って 

いふ 「なんにもい ふな。 開き かけた 花が 散ら あな。」 とい ふ臺詞 はちと 時代に なった。 說 明し 過ぎた 感 

じ も ある。 

齡曲 としての 「すみ だ 川」 に は、 多少の 異論が あるが、 芝居と しての 「すみ だ 川」 は、 決して 棄て 

たもので はなかった。 

功^ は 主として 役者 連の 研究に あった。 松 蔦のお 糸、 壽美藏 の 長吉. 友 右衛門の 籙月、 みんなよ く 

して ゐた。 殊に 松 蔦のお 糸 は、 もうこんな 娘 役 はどう かと 思って ゐ たのに、 まだまだ 立派に やれる に 

は 驚いた。 原作の 心讀も 十分だった。 「あら 長ち やん も 居た の。 學 校が お休み …； あら、 さう。」 それ か 

ら つけた やうに、 ほ W 、と 笑って —— と 原作に ある あたりの 舞臺的 描 寫も鮮 かだった。 責任 を 持た 

たい^の 子との 交 はり、 藝^ になる とい ふ 無 邪氣な うれし さ、 なつてから まだ 素人つ 氣の拔 け 切らな 

いところ など、 あの 時代 下町の 娘が 實 によく 出て ゐた。 こしら へ も 鏑木淸 方 氏のお 指 11 だけに 結構 だ 

つた。 

かう は 褒めた ものの、 もしお 糸 を 他に やる 人が あったら、 文字 豊を この 人に やらせたかった • 紅 若 

の それ は 全然 失肷 だった。 これ は 役者 違 ひだった。 あの、 たどたどしい、 江戸ら しくない 物 のい ひや 

う、 頭 や^ 付の 好み、 到底 荷 風 作 中の 人物ではなかった。 
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壽美藏 の 長吉も 作意 をよ く 飲み込んで ゐた。 初日 はちと 形 をつ け 過ぎた 嫌 ひが あつたが、 その後 兑 

直したら、 すっかり 自然にな つて ゐた。 公園で 玉 水の 境遇 を うらやむ 氣持 も、 蘿 月の^ 兑を ^ いて、 

なかば 喜びな かば 失望す る 表情 も、 可な りに よく 出て ゐた。 總て 無言の 間に 役の if 解が^ まれた。 唯， 

和服の 時に も、 どこかに 中舉 生らし いところ が 欲しかった が、 それが ちと 足りない やうな 氣 がした。 

もっとも、 それらの こと は淺苹 生れで 學生 生活 をした ことの ある 久保田 力 太郎 おにで も 訊さなければ 

本當 のこと は 分らない。 

あんく わ 

友 右衛門の 蘿巧 宗匠 は、 思 ひの 外の 上出來 だった。 殊に 行 太に あたりながら、 ほろ 醉ひ氣 分で、 長 

吉 に意兒 をす ると ころが、 その 人に 成り切って ゐた。 二番目 物の 世話 口調に なり さうな 10 ころが、 少 

しも さうなら ない のが 豪かった。 私に いは せれば 「坊ちゃん」 の 山 あらしな どと は 比較に ならぬ 成功 

である。 

小 太夫の 新^ 俳優 玉 水三郞 は、 こしら へに も 持物に も 研究の あとが 認められた。 欲に は^, 1 に、 も 

つと 氣障 つけが ありたかった。 もっとも、 これ は 原作に も缺 けて ゐる ところで ある。 

羽 三 郞の蘿 月の 女房お 瀧 は、 どう ひいき 目に 見ても * 買へ なかった。 

x 

小 村雪岱 氏の 舞 置裝^ は、 雪の 淺ゃ觀 昔 堂 附近が よかった。 望し よく すれば、 御手洗 を 丸 物にして， 


仕出しの 藝 者に はや はり 手が 洗 はせ たかった。 今 戶橋は 照明が 惡 いので 損 をした。 芳町は 狭い 小路の 

內と いふ 感じが しなかった。 花^ を 使った の も、 情景 を 散漫に した 嫌 ひが ある。 文字 豊の家 は、 あれ 

で 好い として、 蘿月 宗匠の 住居 は 平凡だった。 

演出と して は、 やりに くいと ころで あらう が、 今戶 橋と 芳町 とが 締まらなかった。 淺草 公園で は 向 

うが 知らん顔で 行って しま ふまで も、 玉 水 は 通りが かりの 藝 者に あいさつ をすべき である。 それでな 

いと、 あとの 臺詞 がう そに なり 過ぎる。 原作で は， 宮戶 座の 立兑 場な の だから、 遠くから 見る だけお 

が、 脚色で は 兎に角 往来で すれちが ふの だ。 「こんち は」 ぐら ゐな こと はい つても 好い と 思 ふ。 六 の 

ジン タを閒 かした のは^ 向た が、 打樂器 だけ を强 くして、 管 樂器は 聞え るか 聞えない-ぐら & にかす め 

た 方が 距離が 出て 好い と 思 ふ。 ほう 評^ 死。 (二月 十 一 日) 
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-. 三月の 劇 評 

「うるさき. <々 j その他 

—— 帝劇の 澤田 一 座— 

作の よしあし はおいて、 初演 ものば かり 三つ 列べ てだした の は、 さすが 澤田 である。 この 勇 氣と自 

信と は、 十分に 褒めて 好い。 

「うるさき 人々」 が禪 劇で. 「浪人の 群」 が劍 劇、 無理に ごろ を 合せれば， 「鬼ヶ島から 來た 男」 が 金釗 

あるひ は錢 劇で、 この 取合せ も惡 くない。 

1 つの 戯曲に 一 人 つづ 責任の ある 舞臺 裝箧者 を 置いた こと も、 新國釗 として は 一 進歩で ある。 

x 

「うるさき 人々」 はいふまで もな く 杉 村 楚人冠 氏の 小 說を川 村 花菱 氏が 戯曲 化した ものである。 四 六 

版に して 四百 五十べ エヂ も ある もの を 二 時 問 程で 兑 せようと いふので あるから、 これ は 始めから 無理 


である。 村 井の 家庭 も 描かれて ゐ ない。 私の ひいきで ある 新 潟 出身の 藝者玉 龍 も 出て 来ない。 然し、 

IW 卞に こだ はらす に 見て ゐれ ば、 相當 面白く 見られる。 

澤 田の 大澤大 休 は 第二 幕 第一 場の 終りまで 姿 を 見せない。 それまでの ところでは、 この 炭嬈 小屋の 

前半が 一 桥 面白かった。 もちろん それ は 原作の 功で ある。 

大澤が 現れてから、 舞 裏 はこと ごとく 澤 田に 支配され る。 

「僕 は 新 國劇を 餘り澤 山 見て ねない が澤田 君の やり方 は 高 田實の やり方と 思 ふね。 みんなに 散々 筋 を 

賨ら せて 置いて、 自分が 出る と 一 度に さらって 行って しま ふところが ：•：• 」 

ちゃう ど 同じ 晚 見物に 來てゐ た 喜 多 村 綠郞に 向って 私 はかう いった。 

「さう。 私 も 今 芝居 を 見ながら、 すっかり 高 田 君 だと 思って ゐた ところ だ。 髙田 君が 生きて ゐれ ば、 

きっと 直ぐ これ を やる。」 

「坊主で 出る ところ も 高 田 だね、 高 田 は 坊主が 好きだった。」 

「さう、 さラ 0」 

「もちろん、 藝の 種類 は 達 ふ。 巧拙の 刖も ある。 然し、 一人で さらって 受けて ゐる ところ は、 あくま 
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でも 昔の 高 田 だ。」 

「さう い へば、 村 井 を やって る 野 村 君 は 藤 澤淺ー 一郎 君 だね。」 

「僕 は 秋 月 だと 思った。」 

「 さう。 秋 G? とい ふところ も ある。」 

「洋服のと ころ は 好い が、 和服が ちとに やける ところな ども さう だ。 少し.：：： 過 ざ やしない かしら。」 

「然し、 なかなか 好い 役者 だ 」 

五十八 歳の 喜 多 村と 四十 八歲の 私と は * たうとう この 幕 合 を 古臭い 新派 劇の 追憶に 耽って しまった。 

「うるさき 人々」 の 舞 臺裝置 は 和 田英作 氏で ある。 序幕 第 一 場の 雜木 山、 第一 一幕 第 一 場の 炭燒 小屋な 

ど はさす がに よく 出来て ゐた。 ただ 序幕 第一 一場の 卯 兵衞の 家な ど は 劇場の フォア ィ H で兑ら れる下 a 

と は、 大分 感じが 違って ゐた。 これ は舞臺 製作者の 罪で あらう。 

金子 洋文 君の 「浪人の 群」 も 面白かった。 唯 その 面白さが、 ちょっと 說 明に 困る 面白さだった。 作 

者 は 病的に 血に 飢 ゑる 浪人 細 川 を 否定して、 上野へ 彰義 隊と戰 ひに 行く 浪人の 群 を 肯定して ゐ るの だ 

らう。 さもなければ、 これ は デカダンの 藝術 である。 だが、 その 浪人の 群の 「革命 萬歲」 など は、 あ 


まりに 好い 氣な ものである。 

设 後に、 澤 田の 浪人 細 川が 腹 を 切る。 久 松の 藝 者お 數が 後から すがりつく。 紬 川 は 小刀 を 腹から 拔 

いて、 そのお 數の くび を 後 ざまに かくので あるが、 その 形 はちと 無现 だった。 

，チカ ダンの 畫家 伊藤 靜雨 君の 舞蕞裝 置に は 新 意が あった。 だが、 私 は 大衆が 喝采す る 第一 幕 第二 場 

の 「ある 街路」 (それ は 街路と は 見えたかった) より は、 第二 幕 第二 場の 「ある 川端」 を 面白い と 思つ 

た。 橋と 川と 兩 岸との 關 係に、 令までに ない 常軌 を 離れた コム ポジションの あるの が氣 にいった。 

中 村吉藏 氏の 「鬼ヶ島から 來た 男」 は， その 通俗的な 內 容が觀 客の 總てを 捕まへ すに は 置かない。 

原始人の 概念的な 文明 批評で ある。 主張 を 探れば 「土に 還れ」 である。 從 つ，」、 この 作品が アナ アキ 

ス チックな こと は 否まれない。 あるひ は 反動的 だと 見る 人 もない とはいへ まい。 その 點に、 私 は 多少 

の 危懼 を感 する。 最後に、 掘 出す 土が、 掘る 人に も 見物す る 野次馬に も 黄金と 見える の はもち ろん 幻 

想で あらう が、 その 幻想に 私 は 作者の 主觀を はっきり とっかむ ことが 出來 なかった。 

澤 田の 一 一世 ドン キホ ォテ椿 太郞は 作意 を はっきり つかんで ゐた。 小川の サ ン チョパ ンザ元 村 六郞は 
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椿太郞 よりも 人物が はっきりして ゐる だけに、 演り 好い ところ IT あるの だら う。 私は渾 m 以卜ビ はが 

やりたい と 思った。 

だが、 全曲 を 通じて、 一番の 傑作 は 女優 達の 玉の 井 (？) の 女だった。 だれが 際立って 好い とい ふ 

ので はない。 さう いふと、 失敬に 當る かも 知れない が、 だれも 彼 もみん な 實 によく はまって ゐた。 

舞臺裝 置 は、 この 濱田 右二 郞君 のが 一番 悪かった。 前の 二つと は 比べ ものに ならない。 總 てが 安價 

な 模倣であった。 

5 洛 ぶ 勿 吾 

目- 每 馬 1 一 ll 口 

—— 本 鄉 座 II 

Al I はっきりした 男 

B —— 煮え 切らぬ 男 

A。 天ー坊 なんて 狂言 はもう だめ だな。 第一もう 今日の 人間 にゃあ、 將軍樣 なんても のがさう 有難い 

代物 ぢゃ あないし、 法澤の 詐欺な ども 小規模で、 けちけ ちして ゐて、 痛快な ところが ちっともない。 

第一 仕組が 如何にも あざとく つて、 あの 位な ことが 分らないで、 腹まで 5- らうと する 大 岡が ばかば 


かしく 見えて くる  

B。 まあ、 さう 一圓に いってし まっちゃ あ、 身 も ふた もありません よ。 昔の 狂言 は 昔の 狂言と して兑 

る ことです よ。 勘彌の 灭 一 坊も吉 右衛門の 火岡樣 もなかな かよく やって るぢ やありません か。 

AO いくらよ くやった つて、 むだな 努力 だよ。 役者 だって、 そんなに 本氣 になって やって ゐ るの ぢゃ 

ああるまい。 

B。 そり や あ" 樂屋 のこと で， どう だか 分かりません が、 大岡樣 がお 腹 を 召さう として ゐる ところへ、 

平石吉 田が 驅 けつけ てく ると ころな ど は、 やつば り 見物が 受けて ゐるゃ うぢゃありません か。 默阿 

彌に はやつ ばり 巧 いところ が ある やうです ね。 

AO あすこ だ つて 長過ぎる よ。 腹 を 切り かけて あんなに 愚 H 々々してり や あ、 令に どうにかな るの だ 

らうと いふ 考 へ が たれに でも 起って くる。 そこで サス ぺ ン ス がた るんで くると いふ 奴 だ。 平 石吉田 

が 持って来た 包みの 內容 をろ くろく 見ないで 切腹 を やめる の も、 大 岡樣、 如何にも 命が 惜し さう に 

見えて いけない よ。 

B  o どうも、 さう 理窟ば かりい はれて は 困ります ね 「望 巧」 はどうです。 

人。 冇 難くない ものだね。 「今 樣望 3」 と あるが、 一向 今樣 でない ね。 全 體能を 歌舞伎に 直すなら いは 

ゆる 「若返り 法」 を 施さなければ ならない のに、 この 「今樣 望月」 つて 扠には 一 向 「若返り 法」 が 
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利いて ゐな いね。 さすがに 「勸逍 帳」 は 名作 だよ。 

B。 でも、 あたし は 今度の 本鄕 で、 一番 これが 結構 だと 存じました。 

A。 さう いふ 客が ゐ るから， 芝居が 繁昌す るんだ。 僕 なぞ は 「望月」 も 「助 六」 も 七 里 けっぱい だ T 助 六 - 

も 本物なら 我慢す るが. 「櫻の 二 茧帶」 と來 ちゃ あ、 全く 惡 改作 だね。 如何にも 物 ほし さう で、 侯 は 

火 嫌 ひだ。 

B。 ぢゃ あ、 今度の 本鄉 で、 あなた は 何が 氣 にいった のです。 

A。 「らくだ」 よ。 こいつ あ 近- 0 での 痛快な 代物 だ。 僕 は 小さん が 始めて この 話 を大阪 から 持って 來た 

時， 落語 研究 會で 聞いた ことがあった。 小さん の ァダプ ティ ショ ンも餘 程う まく 行って るに 違 ひな 

い。 ちっとも ト： 方ら しい 臭がなかった からな。 唯、 始めて 聞いた 時 は、 ちと 長いな と 思った が、 そ 

れが 今度 は 岡 先生の 筆で、 すっかり 磨きが かかって ゐ るから、 申 分がない。 小さん 通り ぢゃぁ I" 慧 

がない とい ふの だら う。 しゃれ や 警句まで が 一 々直って るの もさす が 岡 先生-た。 話で 聞いても 面白 

いが， 死人の カンカン ノォを 目の前に 兑 ちゃ あ、 實際腹 を 抱へ すに ゐられ なかった よ。 

B。 でも 勘 彌の牛 次も吉 右衛門の くづ屋 も、 ちと 綺麗 過ぎた や うぢゃありません か。 

A。 こしら へ は あれで 好い として 半 次 なぞ は 最初が もっと がらつ ばちで なけり や あいけ ない。 それで 

ない と、 あとでく づ 屋に壓 されて くると ころが 引 立たない。 近^の 訶で いふと、 半 次に もく づ屋に 


もま だ 「理知」 が あり 過ぎて いけない。 この 芝居に 「理知」 や 「理性， 一 は 禁物 だよ。 

B。 あたし はヒ 三郞の 死人が 一 番 だと S ひました が 如何で せう。 

AO 君に よく 似て るから な。 ぐに やり/、 としたと ころが …… だが、 あれ は 近頃での 逸品 だよ。 どう 

も、 なんともい へない 妙味が あつたよ。 あれが 惡 いと、 この 芝居、 八 分 通り 面白みが 滅 るね。 

B  o なんでも、 投げ だされる ところで、 .一 母 曰 怪我 をす るんだ さう です、 が あの 死んで る やうな 生きて 

る やうな ところが、 なんともい へませんで したね 《* 

AO 君 見たい でね …… 

B o よ— ませう o 

明治座の 再生 

新しく 出来た 明治座の 客席の 一 一階 正面の 第 一 列に 補助 イス を 一 つ だして もらって、 そこに 私 は 腰 を 

かけた。 

ミツ ヮの 刺^ どん 帳が おりて ゐる。 芝居 はま だ 始まらない。 下 を 見る と、 多くの 女給が 忙し さう に 

切符の^ 號を 見ながら、 座席へ 客 を案內 して ゐる …： 

それ を 見て ゐる： 2： に 私 は^に ある 感激に 襲 はれた。 淚ぐ ましい 氣持 にさへ なった。 もうこの^ では 
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どこの 劇場へ 行っても 見られる 平凡な 情景で ある。 そんな ものに どうして 私 は 動かされ たの だら う。 

座が 明治座 だからで ある。 場所 も變 つた、 建築 も變 つた。 併し、 この 劇場が 明治座の 再生で ある こ 

と は 否まれない。 しかも、 初 開場 は 左 圑 次 一座で ある。 

左圑 次が 洋行から 歸 つて 来て、 元の 明治座で 茶屋 出方 全廢 切符 制度の 革新 興行 を やった の は、 今 か 

ら 二十 年 も 前だった。 この 改革 は 保守 中； 義 者の 反感 を 買って、 左 團次は ひどい 迫害 を 蒙った。 

私 は その 當時 まだ 劇場 人ではなかった。 舉校を 出た ばかりの 文舉靑 年に 過ぎなかった。 だが、 子供 

の 時からの 友人で ある 左圑 次の、 この 革命的な 計畫に は、 少 からぬ 感激 を覺 えた。 私 は 開場 前に 岡 鬼 

太 郞氏ゃ 川上 阔郞 君が 客席 案 內のボ オイ を 訓練す る 狀態を も 見た。 初日に なつてから、 ボ オイが 不な 

れで、 あっちで もこつ ちで も 客に どなられて ゐる氣 の 毒な 樣子を も 見た。 その 內に、 ある 方面から 輾 

まれた 暴力 圑が 芝居の 妨害 をし 始めた。 (詳しく は、 木 村 錦 花 氏の 「明治-ぼ 物語」 を兒 給へ。) 

暴徒 は 次々 に久松 署へ檢 束され た。 芝居 は滯 りなく 進行した が、 劇場の 外 を 包む 不安な 筌氣 は、 

芝居が かぶる まで 績 いた。 

私 は その 晚、 芝居が 濟ん でからの 光景 をい まだに 忘れる ことが 出来ない。 事務所に はもう だれもね 

なかった。 事務員 達 は 胸に つけて ゐた、 座の 徵章を 自分で も ざと つて どこかへ 姿を^して しまったの 

である。 


私が 一 人で 事務所に ねる と、 左 團 次 は 家へ 歸る 支度 をして、 微笑 を 含みながら は ひって 來た。 彼の 

忠 W た^子の 一 人が やって来て 今夜 は 茶屋 口から そっとお 歸 りになる 方が 好い といった。 私 もこの 提 

，こま 赞 しヒ。 ^間からの 樣子 では、 どこに どんな 亂暴 者が 潜伏して ゐ ない とも 限らない と 思った 

からで ある。 

しかし、 左 圑次は 間かなかった、 「な あに、 大丈夫 だよ」 と 一言い つたき りで、 相 變らす 微笑 を繽け 

ながら、 樂屋 口の 大きな 門から 平氣で 車で 歸 つて 行った。 

その^:^ と膽 力と、 決して 自分の 惡 いこと をして ゐ るので ない とい ふ 自信の 强 さとに 私 はこと ごと 

く 敬服した …… 

ああ、 その 明治^。 その 明治座で、 今 は 女給が 番號で 客 を 座席へ 案內 して ゐ るので ある。 女給 も 平 

氣 である。 見物 も 怪しまない。 だれも とがめる もの はない ので ある …… 

私 は  少く とも 私 一 個人 は — この 光景 を どうしても 感激な しに は 見る ことが 出来なかった 


「a 利 尊 氏」 の 幕が 明いた。 

甞ては 劇界の 反逆 兒と 呼ばれた 左圑 次が、 史上の 逆徒 尊 氏に ふんす るので ある。 私 は 耳と 目 を舞臺 

に^はした。 
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だが、 この 尊 氏 は あまりに も 弱い 性格で ある。 彼 は 一個の 運命論者に 過ぎない。 彼 は 舞臺の 上で は 

ほとんど 何事 を もな さない。 彼 は 幕； 母に 自分が なした ことの 結果 を 辯 明して ゐる に過ぎない。 しかも 

その 辯 明 は、 足 利 尊 氏 を 辯 明す る 史家の 史論 を 出て ゐ ない。 尊 氏に 同情 を 寄せる 史論が、 尊 氏 自身の 

ロを藉 りて 述べられ るまでで ある。 これで は、 左圑 次がい くら 努力しても、 吾人の 前に 尊 氏と いふ 人 

物 は 浮び 上って 來 ない。 それ 故、 芝居 はおび ただしく 退 屈で ある。 

だが、 大詰で 淸 水の 舞 臺 S 道具 を 見た 時 は^な 感激 を覺 えた。 革新 興行 第一 罔の 失敗に もめけ すに 

左圑 次が それに 續く輿 行に、 山 崎 紫 紅 氏の 新作 「歌舞伎 物語」 を 上場して、 和田英 作、 岡 田三郞 助、 

中澤弘 光、 北蓮藏 s: 氏の 空前絶後の 舞臺を 見せた 常時の こと を 思 ひだした からで ある。 その 時、 もつ 

とも 見物の 喝采 を 博した のが 淸 水の 舞臺 であった …… 

「足 利 尊 氏」 から 「番町 皿 屋敷」 へ 移る と、 再三 見なれ たもので はありながら、 やはり 芝居と しての 

迫力 はこの 方に ある。 殊に、 播 儕が 刀の つばで 高麗 皿 を 割る あたりの 技巧 は、 今 見ても やはり 光彩が 

ある。 左 M 次の 播磨は 勿論、 左 升の 用人、 荒 次郞の 奴、 松 蔦のお 菊、 いづれ も 初演 常時から 見る と、 

非常な 技藝 の 進歩 を 見せて ゐる。 

だが， 同じ 岡 本綺堂 氏の もので も 「雁佥 文 じ」 になる と、 後期の もので あなに も拘ら す、 あまり あ 

つ さりし 過ぎて ゐる やうに 思 はれる。 まづ 見るべき は、 雁金 屋の 店先で、 牢 から 出て 來た 不良少年の 


文ヒ が、 巧に 伯父 や 母 を 欺く 序幕 だけで、 あとの 喧嘩に なつてから は、 唯出牢 した その 曰の 晚に叉 捕 

まると いふ だけの^^ 以外に 興味 はない。 

ある 女が 私に，： 1： つて いった。 「どうも 左 B 次さん のお 友 速のう ちに 圑子 さんや 田 之 助さん がゐ るの 

が、 を かしくて なりませんでした」 と。 t:- は， 私 もさう 思った 一人で ある。 だが そんな こと を 書いた 

つて 釗 評に はなるまい。 呵々。 

r 實盛 物語」 を 見て .nt  s.^  '^w 

I 欲 舞 伎 座 ー 

羽 左 衞鬥 の！ K 盛 を 見た。 面白かった。 音樂を 聞く やうな 意味で 面白かった。 舞踊 を 見る やうな 意味 

で 面白かった。 

私 は 決して その 內 溶に 動かされた のではなかった。 內容 は實に 詰まらない ものである。 內容 らしい 

內^ はまる で 無い といっても 好い 位で ある。 私が 動かされ たの は、 歌舞伎が 持つ 「形式」 と 「表現」 

とに よつ てで ある。 

かう いふ 秤 類の 竹 本 劇に は、 必 すいふと ころの 「物語り」 が ある。 それ は 明かに 人形 淨 8? 璃 から 出 

たもので あって、 優 人 は 一 部分の せりふ を 自分で いひ、 他の 部分の せりふ を 床の 太夫に 委ねる。 そし 

小山 内^ 全集 七卷 三月の 劇評  四 四 _ じ 


小山 內薰 全集 七卷 三月の 劇評  四 四 八 

て 太夫が 語る 間、 優 人 は 美しい 姿態の 運動 を 見せる。 舞踊の やうであって 舞踊で はない。 演劇で あつ 

て 他の 部分の 演劇と はまる で 表現が 違 ふので ある。 しかも、 表現 を 異にしながら、 それと 全く 緣 がな 

いものに ならない ので ある。 流れ は 一 つで ある。 唯、 その 流れが 「物語り」 の 一 段に おいて、 特別に 

リズム の 高潮 を 見せる ので ある。 

こし は實に 世界 獨自 の藝 術で ある。 日本の 歌舞伎 劇 以外に は どこに 求めても 得られない 篛 特 な剌藝 

術で ある。 それ はレ シティ シ ヨンと ジ H スチュ ァと ダン ス との 微妙な 化合で ある。 決して それらの 雜 

齩な 混合で はない。 

この 劇 形式 は 古い。 旣に 何百 年の^から 存在して ゐる。 然し これに 打 勝つ だけの 形式が 現れる まで 

は、 依然として 新しい とい はなければ ならない。 

歌舞伎の 生命 は、 寶 にこの 種の (これ は 唯の 一 例に 過ぎない) 獨自な 形式に ある。 そして 、歌舞伎 

役者の 價値 は、 係って これらの 形式の 表現の 巧拙に ある。 

そ 1 以^に 歌舞伎 はない。 さう いっても 過言で は あるまい。 詞を換 へて いへば 歌舞伎 刺に- li "樂 的な 

ス ベタ クル 以外の 何お でもない とい ふので ある。 

ド- が、 《s 代人た る 我々 は、 如何なる 藝 術から も 思想 を 求めよう とする。 あ 乙 藝祁が 如何に 藝恢 とし 

て蜀自 であらても、 そこに 思想の 把握すべき ものがなければ、 そこに 我々 の 生活 それ. nl 身に 影 骋 をお 


よ ほすべき 何者かがなければ、 決して 精神の 飢渴 をい やすこと が 出来ない ので ある。 

それ は 現代人の 藝術 的^ 落で あるか も 知れたい。 しかしながら それ は 明かに 現代人の 文化的 向上で 

ある。 

00^ としての 歌舞伎 の 價侦が 世界に 比類のない ものである こと は、 外國人 と 共 に 吾人 もこれ を認 

める。 しかし、 日本語 を マザァ タン グ とする 吾人 は、 歌舞伎 を 唯 「見て」 ばかり は ゐられ ない。 見る 

と 同^に M くので ある。 しかも その 「聞く」 所の 歌舞伎に 肉 聲の節 調の 外、 吾人 は內容 あり 思想 ある 

訶を 毫宋も 求める ことが 出来ない ので ある。 

現代人と 歌舞 仪 とが、 今後 どうい ふ關 係を镜 けて 行く か。 その 契機 は實に 係って この 一 點 にある。 

^^伎が 亡びる 亡びない の 問題で はない。 吾人が 深く 考へ なければ， ならな いのは、 實 にこの 問題で 

ある。 

羽左衞 門の 實 盛の 表現の 巧拙 を； ii する 資格 は 私に はない。 私 は 始めから 終りまで 唯 感服しながら 見 

た。 そして、 見ながら 以上の やうな こと を考 へた。 

私 は 又釗評 で な い 劇評 を 書 いてし まった。 
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四月の 虜評 

本鄕座 所感 ■ 

「漱 石 先生の 追懐 多き が 中に 『吾輋 は 猫で ある』 の 芝居と なりし 事 ある を 語る 人な き は あたらしき 心 

地す。 座 は 中洲の 眞砂 座な りき。 役者 は 伊井 蓉 峰の 一 派な りき。 しかも、 そ を 脚本に 仕組める は擧生 

時代の 我な りし ぞ恥づ かしき。 年 も I ^も 忘れたり。 こ e 物語の いまだ^；, 仃本 となら ざり し^の 事な り。 

その 時 先生の 許諾 を 得たり しゃ 否や を 吾等 記憶せ す。 野 村 傅 四 君 を 通じて ー應の あいさつ はした やう 

にも 覺 ゆれ ど、 確なら す。 ^も^も， 先生の 著作の 芝居と なる 事 .當 時 はま だ 先生に とりても 世間に と- 

りても  一 向 問題なら ざり し は 確な り。 その 眞砂 座の 世界 定め は專ら 伊井 一 人の 手に ぁリ き。 『猫』 

の 上場 も 元より 伊井の 發案 なりき。 しかも、 余の 脚本 は 伊井の 意に 滿 たざる 節 多く、 寶演の 際 は、 ほ 

とん ど臺 帳の 元 形 を存せ ざり き。 幕の あがる 前、 藤 井六輔 のね こ、 和服に はかまの 學生 風に て、 ^外 

こ 出 ひ. 『わが 輩 はね こで ある ：：： 』 しかじかと 本文 通りの prologue めきた る臺！ I あり。 幕 上が わ 


ば、 苦 沙彌セ となる 趣向な りき。 詳しき 事は覺 えす。 中 村 秋 孝の 勖 めし 苦沙彌 が、 偶然に も、 風采と 

いひ、 ，；f:i とい ひ 常時の 夏 目先 生 そのまま なりし を、 八 P. も尙 不思議に 思 ひ をる のみ。」 

これ は 私が $3" て^いた、 ざんげ 錄の 一節で ある。 「猫」 がま だ 「ほととぎす」 に 出て ゐた 時分の こと 

だから、 もう 二 卜 三^: 年 も 前の ことで ある。 去年 「坊ちゃん」 が 芝居に なった 時、 森 田 草 平 君が この 

攔で、 むかし 「猫 一 の 芝居 を 東京 座で 見た やうな ことが 書いて あつたが、 それ は 私 は 知らない。 私 は 

「猫」 を 芝居に した 最初の 罪人 は 伊井と 私 だ と 堅く 信じ て ゐ る。 

なぜ 卵 人 だとい ふか。 笫ー に、 夏 目先 生 は 生前 自作の 戯曲 化 を ことごとく 嫌って をら れ たからで あ 

る。 お 二に. 「猫」 は 先生の 中で も 一 番 動きが 少 くて， (主人公 は 胃病 患者で ある) 一 番舞臺 に 不向きな 

もの だからで ある。 第三に、 この 作 は 「猫から 見た 人生」 であって、 總 ての 見物の 心 をね この 心に し 

てし ま はない 限り、 原作の 味み-舞 臺の 上に だす こと は 不可能 だからで ある。 

だが、 私 はそんな 理窟 を 振りかざして、 今度の 本鄉 座の 「猫」 の 芝居 を 否お しょうと する ので はな 

い。 脚&ネ 木 村 錦 花 君の 苦心、 演出 者 巖谷三 一 君の 細心、 ねこから 苦沙彌 から 泥坊まで 一 人で 勤める 

猿 之 助 丈の 努力、 これら を 見られたら、 地下の 漱石 先生 も、 そんなに 苦い 顔 はなさら ないだら う。 

私 は ゆ^が^いので、 まだ 「猫」 の 一 部分と 「春 怨」 と を 見た きりで あるが、 友右衞 門の 迷亭、 壽 

美 藏の裟 n:、 これ は 當然の 無理と して、 松 蔦の 金 田の 鼻 夫人、 芝 鶴の 苦沙彌 など、 女の 役の 方 は相當 
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に みんな 化して ゐる。 镔之 助の 苦沙 彌は總 ての こしら へが 明治 三十 年代の 末期と は 見えなかった。 

もう 少し 今樣 でも 好い ので は あるまい か。 

「春 怨」 は 新作の 舞踊劇 だが、 種はバ レエ、 リュ ッスの 「クレオ パァ トル」 である。 私 は フォォ キン 

案 舞 バクスト 裝 msl のこの 「クレオ パァ トル」 を 偶然 ス ェ エデンの ストックホルムで 兑た。 その 印象 は 

蕺く なりながら も、 いまだに 私の 腦裏を 去らない。 それ は 「春 怨」 と は 似ても 似つ かぬ ものである。 

第一に は昔樂 である。 何とい ふ 幼稚な 表現で あらう。 歡 樂のテ H マ も 哀愁の テ エマ も、 あれで は、 

俾統 的な 日本 音樂に 遠くお よばない。 たと ひ 西洋の 樂器を 使っても、 それが 唯 日本の 樂器を 追つ かけ 

. てゐる だけで は、 圑十郞 も 昔 やった 和洋 合奏 道 成 寺と 何 ま 選ぶ ところがな いわけで ある。 

振 付 も 急 ごしら へだった に 違 ひない。 群舞 はこと ごとく 縛られて ゐた 。「クレオ パァ トル」 の パッカ 

ナ アルの 奔放 さは どこに も 見られなかった。 若い 二人に も 情熱の リズムが 缺 けて ゐた。 魔の 踊の 影の 

趣向 も、 背景が 無地で ない 限り、 効果 は 上がるまい。 

「岡 崎」 を 見て 

—— 欺 舞 伎 座 .—— 

令 月の 歌舞伎 座で、 ほんと に 歌舞伎ら しい もの は 伊賀 越の 岡 崎 だけで ある。 役者 もぬ 治^、 歌 右 


鬥、 中 車と いふと ころで あるから まづ當 代での 歌舞伎 的 標本と 見て 差 支 あるまい- 

さう 思って、 私 は 二 時間 近く も かかる、 この 長い 一幕 を 熱心に 兌た。 しかし。 その 牧穫は 誠に 少か 

つた。 私 は 唯 「窘 弱せ る 歌舞伎」 を 見た に 過ぎなかった。 

お 谷に 扮 する 歌 右衛門の 肉體が * どうに も 糸に 乘らな いのは、 やむ を 得ない ことで ある。 させる の 

が 無理、 する のが 無理で ある。 私 は 痛々 しくて 見て ゐられ なかった。 

&右^ 1 門 0 膈.^ 郞 よ.、 これに 反して、 元氣 はつらつ である。 その 點人意 を强 うする に 足る が、 伢の 

見せよう とする 演技の 態度が、 相 變らす 私な どの 趣味に は 合 はない。 「これから 泣きます ぞ」 「これから 

怒ります ぞ と、 一つ 一 つの 演技に 一 々口上が つく やうな 演り 方で ある。 物に よって 必 すし もさう で 

はない ので あらう が、 この 岡 崎な どで は、 著る しく それが 目に 立つ ので ある。 

東京 福助のお 袖、 大阪 福助の 志津馬 も、 あれ だけの 演技なら、 入 込 を 見せる 程の ことはなかった。 

殊に、 大阪 福助のう る ほひの 贫 しさ、 往年 はひゐ きの 一 人で あつたが、 實に 惜しい ことで ある。 

標本と しての 及第者 は、 まづ中 車の 幸 兵衞 だけで あらう。 元来が 政 右衛門の 出来る 人 だから —— し 

かも， 當弋 での もっとも 好い 政 右衛門 役者の 一 人 だから ； 演技の 應し うに いささかの ゆるみ も 見ら 

れ なかった。 

.1 體、 岡 崎の 一段、 スペクタクル としての 歌舞伎 味に 甚だ 乏しい。 この 一段の 舆味は 主として. 「唐 
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木 政 右衛門、 和 田志津 馬、 不思議の 對 面さ ぞ滿 足に あらうな あ」 に 至る までの トリック にある。 しか 

も、 この トリック、 もはや 吾人 を 動かす に 足りない。 政 右衛門お 谷の 間に 人情の 苦悶 を 兌せ るの も 昔 

の 作者の 大きな ねら ひどこだった らう。 しかし、 赤兒の 犠牲に 至って は. 「これで も か」 が 利き 過ぎた 

形で ある。 幾度 もい つた、 叉い はれた こと だが、 この 一節 あるが ために、 私 はこの 芝居 を 「忠 ほ講 鐸」 

と共に レ ペルツ ァ ルの 外へ^ きたいと さ へ 忍 ふので ある。 

「博 多 小 女郧湏 枕」 

—— 帝 國 劇場 

狂言 名 題 は 近 松 通りで あるが、 出 幕 は 相 變らす 上の 卷の 船と 揚屋 だけで ある。 近 松 秋 江 君な ど は、 

ひどく この 芝居が 好きだ さう であるが、 上の 卷 だけで は、 私な ど は 不服で ある。 ー體 * この 戯曲の 主 

入 公 は 小 松屋 惣 七であって、 決して 毛 剃 九 右衛門で はない。 それが 淺尾 奥山の 安永 時代から か、 中 村 

仲藏の 天明 時代から か、 兎に角 人形から 歌舞伎へ 移って くる あ ひだに、 いつの 間に か 毛 剃が， に 人 公の 

やうに なって しまった。 從 つて、 毛 剃に さしてし どこの ない 中の 卷の 心淸町 や、 毛 剃の 全然 姿 を兑せ 

ない 下の 卷の 道行な どが、 めったに 出ない やうに なって しまったの である。 近年で それ を 見せた の は、 

羹砂座 時代の 伊井 一 座、 泶京座 時代の 段 g: 郞 一 座ぐ らゐな もので あらう。 


その 不服 は 不服と して、 今度の 帝釗 では， 幸 ra: 郞の 九右衞 門が 思 ひの 外の 上出来で ある。 「思 ひの 外」 

とい ふの は、 王と して 亳詞の 方面で ある。 長 崎な まりが 本物 だとい ふやうな 評が 出て ゐ たので、 ひどく 

寫^ なので は あるまい かと 心配して 行った の だが、 决 して そんな ことはなかった。 張るべき ところ は 

やはり 張り、 ゆるめる ところ ははつ きりと ゆるめて ゐた。 容 ばう 態度が この 役に 打って つけな こと は 

もちろん である。 揚屋へ 行って から も， 入物の 鹰揚 なと ころが 十分に 出て ゐた。 火 入 をつ かむ 型で も • 

それが かう くわつ に 見えないで 寧ろ 眞劍な 恐怖に 見えた のが、 愉快だった。 

勘 彌の惣 七 は、 上の 卷 だけと して は、 あの 位な ところで あらう か。 だが、 弱さと 强さを 併せ持つ 人 

物と して、 その 表現が 兩 方面と もや や 不足して ゐ たやう に 思 ふ。 元 船 幕 外で 「惣 七、 これからお 禮申 

す」 (勘彌 は 「これより」 といって ゐ たやう だ) をい つて ゐ るの は 好い が、 續 けて 「この 返報 は 重ねて」 

まで を臺詞 に とらない と、 帝劇の 見物に は 分るまい。 

宗十郞 の 小 女郎 は • 思った 程ではなかった が、 「女房 まめお 暮し たかと、 一 口い ふこと ならぬ か」 の 

あたり は、 近 松の 名文 句で 救 はれた。 然し、 毛 剃の 前へ 坐るな り、 いきなり 無心 をい ふところ は、 原 

作の 妙 も あるが、 宗十郞 の技藝 にも、 物怖ぢ をし ない 世間 知らすな ところが よく 現 はれて ゐた。 

座頭の 慾 市が 盛 市と いふ 名に 變 へられて ゐる。 慾の 字 を 嫌った の だら うが、 くだらぬ ことで ある。 

その 您 市の 盛 市に は 金 太 郞が扮 して ゐ るが、 前の 三味線の あ ひだ は 好い として、 惣 七が 小 女郎のと こ 
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ろへ 来てから、 芝居の けいこに 小 女 郞を迎 ひにくる。 あの くだりが ちと 長過ぎる。 もっと かり 込んで 

も 好いだら う。 

序にい ふが、 元 船での 「木場 S5 人」 の講釋 も、 元來が 人事な の だから、 もう 今 口で は 省いた 方が 好 

いだら う。 第 一 その 樂屋 落が 當 代の 見物に はもう 分り やうがない ので ある。 

「寺小屋」 を 見て 

—— 明 治 座 I 

「 …； 私達 は 名優 菊 五郎 を禍 する もの は、 實に 彼の 『リアリズム』 だと さへ 思って ゐる。 本来の 歌舞 

伎 劇 を傳統 的に；— しかも 可な り 新しい 生命力 を 持って —— 傳へ 得る ほとんど 唯一 人の 歌舞伎 役者た 

る 菊 五郎が、 到底 歌舞伎の 世界へ 持ち込む ことの 出来ない リアリズム を 持ち込ま うとして、 常にむ だ 

な 努力 をして ゐ るの を 見る と、 莨 際 私達 は 痛ましい 氣持 にさ へなる ので ある …： 」 

これ は 私が 嘗て 書いた ある 論文の 一 節で ある。 毎度 自分の 書いた もの を 引用して 相濟 まぬ が、 菊吉 

の 「寺小屋」 を 今月の 明治座で 見て、 直ぐに 頭へ の ほって 来たの は、 やはり この 考 へであった。 

芝居 を 見る 前の 日に、 あだか も 三 宅 周太郞 君の 新著 「演剌 評 話」 が 著老の 親切で 这り w けられた。 

私 は 早速 「演剌 的に 兌た 文樂の 寺子屋」 の 一 章 を讀ん だ。 文樂の 寺子屋 は 私も大 阪在仆 時代に 一 一 一 囘 


見た ことがあ るので、 義太夫の 方の 講釋は 成程 さう いふ こと も あるかな あと 唯 感服す る だけで、 一， M 

ほんとの こと は 分らない が、 人形に 關 する 記 鉞の方 は 面白かった。 殊に 千代が 動く 「^ち 合せ」 の 件 

など は、 おかげで 尊 門 的な 知識 を 得る ことが 出来た 「一 體、 人形の 時代物 は 芝居から 兌る と隨分 愚か 

である」 とい ふ 三.). 君の 說に は. その 人形の 「愚 さ」 を 尊崇す る 私と して 大に 異論が あるが. それ は 

ここに はい はない。 その 異論 を 詳しく述べ るまで は T 芝居の 方の 無舉 者」 として 三 宅 君に 取扱 はれて 

も、 私 は 決して 異存な しで ある。 

その 人形 尊崇 派の 「芝居の 方の 無學 者」 がい ふ 事で ある。 私の 議論 はまる で 間 這って ゐる かも 知れ 

ない。 しかし、 ここまで 書いて 來て、 そのまま 引き さがる わけに も ゆかない から、 ー應 いはせ て もら 

はう。 

入 形ば かりで はない。 ー體、 歌舞伎 芝居に してから が、 その 生命 は 「愚し いところ」 にある ので あ 

ろまい か。 歌舞伎 芝居が 利口に なったら - 歌舞伎 芝居に 理知が 働き かけたら I 歌舞伎 芝居 は その 

本質の 九分 を 失って しま ふので は あるまい か。 

菊 五郎の 源藏を 見て、 私が 不滿 を感 する の も その 點 からで ある。 彼の 源 藏には 「愚し いところ」 が 

ない。 總 てが 實 生活 的な 理知の 現れで ある。 そして、 歌舞伎 的な 感情の 現れ は どこに も 見られない。 

「誇張」 は 歌舞伎が 持つ 獨自な 表現形式 である。 いは ゆる 歌舞伎の 「愚し さ」 である。 その 「誇張」 
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が 菊 五郎の 源藏に はない。 彼 は 源藏を 「形」 や 「聲」 で 表現しょう とせす に 唯 「心」 で 表現し ようと 

して ゐる。 だが、 それに は 「寺小屋」 とい ふ 脚本が 不適 當 である。 

夫婦の 情で あらう。 源藏に 引き すられて、 戶浪も ひどく 非 歌舞伎 的で ある。 普通なら 手 を 合せて 拜 

む 場合で も、 彼女 は 唯 天 の 一 方 を 目で 仰ぐ だけで ある。 

吉 右衛門の 松 王が、 菊 五郎の 源藏と は、 全く 違った 歌舞伎 的 表現 を 目 檩 として ゐる事 は 確で ある。 

しかし、 源藏が あれで は、 さう かけ 離れた こと も 出来ない わけで ある。 從っ てこれ にもい つもの 精彩 

は 見られない。 調子 も 低い。 形 も 地味で ある。 

あのな りで ある。 せめて、 汔三郞 の 玄蕃が 歌舞伎 的 ふん ゐ きを 作って くれる とよい の だが、 これが 

又い つもの 「實 直」 だけで ある。 

これ を 要するに、 私 は 甚だ 規 校の 小さい、 ifii つ ほい、 陰氣な 「寺子屋」 を 一 幕兑 せられた ので あ 

る。 そして、 私 はさう いふ 「寺小屋」 を 見たい と は 思 はない ので ある。 私 は 「芝居の 無舉^ ：」 と 呼 .t* 

れても 構 はない から、 もっと 「愚し さ， 一 の豐 富な 歌舞伎 芝居が 見たい ので ある。 生活 的で ない^ 舞 

伎 芝居が 見たい ので ある。 利口で ない 歌舞伎 芝居が 見たい ので ある。 


五月の 虑 v.n 

瞎治郧 の 逆立 

驮！ t 伎^の 捥久 


「椀 久を 見た か。」 

「見た。」 


「どうだった」  I  -tic こ-」. H こしろ 逆立 をす るから ね •：••• 

「成駒屋は 若い f 限る ね。 どうも、 あるのに I い/よ [ ろ』 


「逆立 を。」 


「ほんと かい。 そんなと ころが あるか レ」  ^^ク こ  > ら S 白くな つて 來 るの だが、 そ 

、>  ：、 ,y~^.. 「^ョ - と 叫ぶ あたり 力ら 面白/  ^  -  ^ 

「あの S は 久兵衞 が氣違 ひに なって ？ 「柴 田」  四 五 九 
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の氣違 ひに なつてから 色 々な 動作 をす る內 に、 腹ん ば ひに なって 兩 手で 顎 を 支へ ると ころが ある。 逆 

立 は その 腹ん ば ひの 前だビ 

「ふうん、 そいつ は 大車輪 だね。」 

「おれ は ひやひや したよ。 大丈夫 かしらと 思って。」  . 

「おれ も 前に 一度 見た ことがあ るが、 あの人の 椀 久は氣 違 ひの 集成 だね。」 

「なんだい、 集成た あ。」 

「つまり、 なんだ、 或 一種の 氣違 ひではなくて、 色々 な 種類の 氣遠ひ を 集めた もの だと 言 ふの さ。」 

「さう だ、 それ はおれ もさう 思った。 いづれ 氣違ひ 病院へ でも 行って 研究した の だら うが、 つまり、 

見て 來た 色々 な 氣違ひ を 全部 久兵衞 の 中へ 入れて しまったんだ ね。」 

「それにして は、 癒り が 早い な。」 

「あんなに 早く 癒る 氣違 ひが ある もの かしら。 あれ は 一時の 發 作と でも 言 ふべき もので、 醫 者から 見 

ると， ほんとの 氣違 ひで はない かも 知れない な。」 

「だが、 お前 は あの 芝居 を 久兵衞 が氣違 ひに なって からが 面白い と 一一 目った が、 おれ はさう は 思 はない 

な。 おれ は、 茨木 屋の廣 間で 久兵衞 が 初 は 極力 恐れて ゐた 酒を柴 田に 强 ひられて、 だんだん 性根 を 失 

つて 來る ところが、 寫實 で、 眞劍 で、 實に 好い と 思 ふな。」 


- それ はさう だ。 巧 いのは 勿論 あすこ だ。 氣違 ひに なつてから は 『面 白 い』 の-た。 巧い のと は 違 ふ、 

珍 だと 言 ふ^ 味 だ。 お 一、 あの 椀屋の 寮の 道具の 好みが 不思議 だ。 柱の ない 家 だ。 どうして 屋根が 乘 

つて ゐる のか、 ；、^ 4、 にしても 不思議な 位 だ。 或 人が 大きな 八 間 だと 言った。 さう 言 はれても お 方が 

あるまい。 それに 久兵衞 の、 あの 衣裳の 好み、 あれ も 不思議 だ。 松 山の こしら へ も 珍無類 だ。 そこへ、 

チヨ ボ 床が、 あの 奇聲と 來てゐ るから、 氣違ひ 的 雰園氣 は 十分 過ぎる 程い 分 だ。 おれ は それ を t 面白 

い』 と 言 ふの だ。」 

「さう 一一 n  I ば、 箱 登羅の 敵役の 侍 も 面白いだ らう ビ 

「面白い、 面白い。 ー體、 あの 役者の 藝は 痛快に 非 歌舞伎 的 だね。 周 園の 如何なる ものと も 全然 調和 

しないと ころが 珍 だ。 あれ はなんだ ね。 尾 上 卯三郞 系統の 藝の 下手な の だね。 『人命 犯』 の 口 だね ビ 

「さう だ、 さう だ。 他に 人がない と は 言 ひながら、 雁治郞 ほどの 人が、 よく あんな 役者 を 相手に して 

芝居 をして ゐ ると 思 ふね。」 

「さう 言へば、 序幕の 新 町の 廓の 入口な。 あすこな ども、 久兵衞 の 出て 來る までが 恐ろしく 長くて、 

その 間が 箱 登羅の 一 人 芝居と いふの だから 溜らない よ。 ああい ふ 藝は珍 物な の だから、 ちょっぴりに 

限る よ。 ああ 長 ど を 振られち や あ * 見物が 迷惑す るよ。 もっと うんと 刈り込ん でもら ひたいな。」 

「だが、 なんだら う、 前の 岡 崎より は 面白 かったん だら う。 どうも. そんな 口吻 だ ご 

^山 內蕙 全集 七卷 五月の 劇評  四 六 1 


小山 內薰 全集 七卷 五月の 劇評  四 六 二 

「そり や あ、 政 右衛門より はすつ と 好い。 何しろ、 あの 熟が 有難い。 逆立まで やって 見せ るんだ か 

らな OJ  . 

「また 逆立 か。 よつ 程氣に 人った と 見えるな ピ 

「氣 にんった よ。 柬 京の 老優に は、 あれ だけの 元氣 がない ね、 是非 一度 行って 見 給へ。」 

「逆立 を か。」 

「うむ、 逆立 を。」  (五月 五日) 

菊 五郧の 庖丁  ス^ 

I 新 橋 演舞 場 —— 

菊五郞 料理の 「次 郞吉 懺悔」 を 見た。 令 度で 二度目で あるが. 庖丁の 冴え は 遙に前 を 凌い ひゐ る。 

煮 加減、 燒 加減、 味の つけ 方から 附 合せの 選び 方まで、 悉く 六 代 目 好みで、 隅から隅まで 誠に 心の 滲 

み 通った 膳部で ある。 

私 は 先月の 劇評で、 六 代 目の 源藏を 非難した が、 あの 非難に 決して 變り はない。 彼が 最近^ん で 用 

ふる 料 现法は 「次 郞吉 懺悔」 や 「生きて ゐる小 平 次」 に は 向く が 「寺小屋 J0- 「四千 兩」 に またして 

向かない ので ある。 


同じ 新作で も 史劇 風な 「坂 崎 出 羽 守」 などに は 向かなかった。 やはり 新作の 世話物 だけに 向く らし 

い。 誠に 獨特な 味の ある 料理法で あるが、 ^してなん にで も 向く とい ふ もので はない。 六 代 目 は 早く 

そこに 氣 がっかなければ ならぬ。 

「次 郞吉 徼悔」 の 場合で は、 その 六 代 目の 演出 意志が、 舞臺裝 置から、 照明、 舞臺 効果 ( 一 切 一 一 番目 

風な 合方 は 使 はない) 總 ての 人物の 衣裳の 好みから、 薹詞 廻し、 細かい 動作の 末に 至る まで 心憎い ま 

で 行 届いて ゐる。 私 は 近頃 これ 程 快く 銃 一 された 舞臺を 見た ことがない。 

併しながら， 六 代 目の この 演出 方針 は、 « 洋で言 ふと、 今から 二三 十 年 前に 榮 えた 筒 人 主義 的 自然 

主義 的 態度で、 大戰 以後 は 彼 地の 舞臺で 全く 勢力 を 失って ゐる ところの 演出 手段で ある。 それ は飽く 

まで も 小 劇場 向き、 インテリゲンチャ 向き、 プチブル 向きの 料理で、 大戰後 各阈に 勃興して 來 た無產 

階級の 大衆に は、 全く 口に 合 はぬ 料理 だからで ある。 

だが、 それ だからと言って、 今の 日本に 於いて、 私 は あながちに 六 代 目の この 庖丁 振り を 否お しょ 

うと 言 ふので はない。 唯 若し、 六 代 E が これ を 以て 最新な 料理法 だと 思って ゐるな ら、 それ は 時代 を 

知らぬ もの だと 警めたい だけの ことで ある。 

故人の 作 を惡し ざまに 言 ふ 心 は 毛頭ない が、 泉三郎 作る ところの 「次 郞吉 谶悔」 は、 彼の ものと し 

て 決して 上の 部に 位する もので はない。 第一、 私 は i 小僧が |1 麥屋の 出前 持に なって ゐる ことが、 初 
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から 氣に 入らなかった。 ー體、 窬麥屋 の 出前 持と いふ もの は^して 意氣な もので はない。 それに、 世 

を 忍ぶ 者が 好んで 選むべき 職業で はない。 なぜと 言へば、 この 位 早く 近所に 顔 を 知られる 商寶 はない 

からで ある。 だが、 そんな 小さい 缺點 はま だ 我慢 するとす る。 どうも 我慢が 出来な いのは、 この 作 を 

一 贯 する 甘美な セ ン チメン タ リズ ム である。 この 芝居で 見る と、 人生と い ふ もの は 唯 ^情ば .5 りで あ 

る。 涙ば かりで ある。 あまりに 理性が なさ 過ぎる。 餘 りに 意志が なさ 過ざる。 

次郞吉 に對 する 手先の 直吉 * これが 餘り 女々 しく 淚 もろい 爲に * 結局 は 殺される やうな ことになる。 

次 郞吉を 救った 伊勢屋の 主人と いふの が-又 ひどく 涙 もろくて、 次 郞吉の 吿白を 聞く と、 それ を 突出す 

どころ か、 その 妹まで 引取って やる。 次 郞吉が 乎 先 直吉の 後家のと ころへ 自分から 縛られに 行く と、 

その 叉 後家が 淚 もろくて、 次郞吉 の 話を閒 いて ゐる內 に、 これに 同情す るば かり か、 終に はこれ と 

緣を 結ぶ やうになる。 センチ メンタ リズム もこ こまで 來 ると、 もう デカダンの 領^へ 足 を み 込んで 

來 るつ 「高 橋お 傳」 を 見ても 、「大 あぶり」 を 兌ても、 「生きて ゐる小 平 次」 を 兌ても、 な 人^ 三^に * テカ 

ダン 的倾 向の あった こと は 認められ るが， 「次 郞吉 懺悔」 の やうに 初から 終まで セ ンチ メンタ リズムで 

築き 上 ゆられた 作物 は 他に は あるまい。 

どうも、 私に はこれ が 人生の 誠と は 思 はれない。 どこかで 欺され てゐる やうな 氣 がする。 若し これ 

で 御家人の 佐 倉と 手先の 與吉が 同じ やうに セ ン チメン タリ ストだった ら * 結： I5t 小佾は 誰に も 怖 まら 


やに 一生 を 安^に 送った かも 知れない ので ある。 だが、 私 はどう も 鼠 小僧 を さう いふ 人物に も考 へた 

くないし * また 人生 を さう いふ 風に も考 へたくな いので ある。  (五月 七 口) 

-  > 革 足袋と 籠 釣瓶 

I ^ 治 座 -I 

久しぶりでの 仁左衞 門. しかも 出し物 は 初役の 革 足袋と いふので、 樂 しみに して 行って 見た が、 こ 

の久 作、 恐ろしく 不精で、 なんにも しない。 久松を 土藏へ 入れて しま ふと、 用 は濟ん だとば かり、 ど 

ん どん 花道 を 引 込んで しま ふ。 脚本 無視 もこ こまで 來れ ば、 實に 徹底して ゐる。 

齋 入の は大 芝居で 面白かった。 段 四 郞のは 念入りで 頭が 下がった。 仁左衞 門の は 唯 出て 來て唯 引 

つ 込む だけで ある。 作者 もなければ、 見物 もない。 その 人 を 莫迦に したやうな ところに、 なんとも 言 

はれぬ 禪 味が ある。 

千代 之 助の 久松 は、 人形の やうな 顔の こしら へが 棘々 しく 見えた。 體 に色氣 のな いのは、 やむ を 得 

ない として、 せめて 顔 だけに は、 もう 少し ふくらみが 持たせたい。 松 蔦のお 染は 最初の 出が 溜らな く 

好かった， あと は久 松の 補導と いった 形で ある。 

左 升の 質 澄 女房、 我 十の 質 出し、 いづれ も まじめに 丁寧に してね た。 秀 調の 母お 民、 これ は久 作が 
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禪化橫 溢な ので、 やりに くさう であった。 

籠 釣瓶 は 筋も單 純なら、 舞臺 技巧に もさして 感服すべき 點 はない 狂言で あるが、 立 花屋の 二階で， 

八つ橋の 愛想 づ かしから、 大 一 座の 者の 殆ど 總 てに 一 入 一 人物 を 言 はせ て、 その 間、 主人公の 次郎左 

衞 門をぢ つと 默ら せて 置く あたりに は、 さすがに 作者 苦心の 跡が 窺 はれる。 

藝の 巧拙 は 別問題と して、 私が いつも この 一座の 演出 方針に 敬服す るの は， 昔の 狂言 は 飽くまで も 

昔の 狂言と して 取扱 ふとい ふ 態度で ある。 生じつ かな 新 解釋ゃ 穿き 違へ た 心 现描寫 など は 更にし ない 

點 である。 左 W 次の 次 郞左衞 門な ども、 この 狂言が 書きお ろされ た當 時の 舞臺 らしく、 愛嬌 を兑 せる 

ところ は 飽くまで も 愛嬌 を a せ、 突 込む ところ は 飽くまで も 突 込んで して ゐる のが 好い。 伹 し- 醜い 

顔の こしら へ を、 今度 は 先代 -嚷 りの マスクに しないで、 ぢ かに 自分の 皮树 でした の は、 以前 ほど 人 問 

離れが しないで 好い。. 

猿 之 助の 治 六、 左 升 荒 夂郞の 丹 兵衞丈 助、 いづれ も 「芝居」 がま だ 足りない やうに 思った。 もっと 

思 ひ 切って、 あくどく 突 込んで やった 方が 次 郞左衞 門が 引 立ち はしない だら うか。 

、源 之 助の 立 花屋 女房、 新 十郞の 釣錡權 八、 いづれ もこれ だけで 買 はれて 來た 役者 だから、 仁に 於い 

て 申 分 はない の だら うが、 前者 は少々 意氣が 足らす、 後者 は餘 りに 枯淡に 過 ざた。 

松 蔦の 八つ橋 は 美しい。 殊に 道中で 顔の 少 さく 見えた のが、 私に は氣に 入った。 顏の 小さ いのは 現 


t.A たと 巧：： ふ 人が あるか も 知れない が、 私 は そこに 「八つ橋ら しい」 女性 を 見た ので ある。 壽美藏 の 

榮之丞 は、 一 體 人物が 瞹昧 なので、 あれより どうに もしゃう がな. s であらう。 

遣り手で は、 ^中での 蔦 之 助が 目についた。 米左衞 門のお たつ も 在り さうな 人物に 見えた。 

大尾 极の 捕物 は、 もっと 大 間の 方が 妤 いだら う。 私が 見た 初日 は、 ちと 間が 早 過ぎた。 

そのつ もりではなかった の だが、 書いて ゐる內 に、 思 はす 劇評 臭い 劇評に なって しまった。 汗顔の 

至りで ある。  (五月 四日) 

女優 活躍 

—— 帝 國 劇 場 —— 

もう 「女優 釗 - とい ふ 名は廢 された さう だが、 やはり 僕 等 は 「女優 劇」 と 呼びたい。 それに、 今月 

は 特別 女優さん 達が 大 活躍で あるから である。 

第一 の 「しらぬひ 譚」 は 明 神 岩から 見た。 子供の 時分 母の を 借りて、 毎 曰の やうに 樂 しんで 見た 草 

双紙が 舞臺の 上に^ くので ある。 誠に 伸びやかで 賑 かで 好い 氣持 である。 殊に 海底の 追つ かけ" 法 印 

住家での 蜘蛛の 妖術、 "屋臺 崩し、 誠に 昔懷 しい ロマンチック. H タス トラ H ガン ザで ある。 

ただ、 どうも、 律 子さん の 小 磯な ど は、 あんまり ピッチが 上がり 過ぎて、 ちと 「伸びやか さ」 を 毀 
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した 形で ある。 宗十郞 君の 浪六 も、 ちと 車輪に 過ぎて、 目まぐるしかった。 

菊 江さん の 白 縫 は， 毫詞に 力が 足りなかった が， 顏は 時代で 好い。 女が 男に なって ゐる とい ふ 役 を、 

ほんとの 女が やる の だから、 歌舞伎の 約束に は 違って ゐる わけ だが、 僕 は その 「ややこしい」 ところ 

が 却って 面白い と 思った。 

訥 升の 秋作、 これは^が 女に なって &る役 を、 ほんとの 男 (但し 女形) が やって ゐ るので ある。 賤 

の 女の 間 は 然程に も 思はなかった が， 秋作に なって からが， 思 ひの 外しつ かりして ゐ るので 感服した。 

幕切れの 時の 顔な ど は 殊に 好かった。 

唯、 帝劇で は、 かう いふ 狂言の 時、 どうして ああ 舞臺ゃ 客席 を喑 くす るの だら う。 あれで は、 昔風 

の 狂言の 色彩 美が まるで 消えて しま ふで はない か。 うしろが 黑 幕なら、 それで 夜た ので ある。 それ 以 

上、 照明の 說明 など を 要求 しないと ころに 舊 劇の 特色が あるので ある。 

第二 は 岸 田 國士氏 作の 「隣の 花」 三 場で ある。 ^名 「とり かへ 夫婦」 とで も 言 ふべき il 雜な 作品で 

ある。 私 は 岸 田 君と いふ 人 を もっと 上品な 作者 だと 信じて ゐ たが、 これで 兌る と、 恐ろしく 下品な 作 

者で ある。 だが、 下品で ある こと は、 一面 大衆 を 喜ばす 所以で あるから、 この 作者が 一般人 氣 の燒點 

となる 時機 も 遠く は あるまい。 

自分の 亭主に 不滿 足で、 隣の 亭主に 陰性な 色目 をつ かふ 女房に は、 最貭 役者の 美！ 1 子さん が扮 して 


ゐる。 たいして 自分の 亭主 を 嫌って ゐる やうで もない が、 自分に 對 して 明白に 陽性な 色目 をつ かって 

ゐる 隣の 亭主と 二人き りで 平氣で 外出 をす る 若い 細君、 これに は 日出 子さん が扮 して ゐる。 そして、 

どちらも 中々 よくやって ゐる。 

亭主 同志の 目 木と 久 慈に は 高 助 田 之 助の 兄弟が 扮 して ゐ るが、 稽古が よく 積んで ゐ ると 兌え て、 危 

なげがない。 だが、 目 木の 方 か 役が はっきりして ゐる だけに 高 助 君の 方が 得 をして ゐる。 

第三 は 益 田太郞 さんの 「^劃 整理」 である。 例に 依って 例の 如き ものであるが、 柿 まへ どころ は 面 

白くない こと もない。 唯、 ー體の 運びが のろくて、 高速度 喜劇の 作者に も 似合 はぬ ところが 殘念 であ 

る。 殊に、 本筋に 關係 のない 大阪藝 者の 長講 一席な ど は 無く もがな である。 

どうも、 この 喜劇で は、 女優さん の 方 は餘り 頂けなかった。 戀 女房に ド n ンを きめられて 悲觀 をし 

てゐる 米屋の 禿 頭 (宗 十郞 君)， 口の まづぃ 小間物屋の 主人 (松 助 君)、 氣の 早い 卷 舌の 仕出し 星 (田 之 

助 君) などが、 最後まで 私 を 引きつけ た。  (五月 六日) 
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六月の 劇評 

，ぼ，：. 村 井 長 庵 巧 破 傘 リ  . f-dl 

—— 帝 國 劇 場 —— 

友人 市 川 松 筵の ガス トシ ュビ ィル である。 大に 提灯 を 持つべき であるが、 嘘 はっけない。 「食 ひ 足ら 

なかった」 と 言 ふの が、 私の 正直な 吿白 である。 

はじめ 出し物が 「長 庵」 だと 聞いた 時 は、 大に 賛成した。 大正 四 年の 初役から 數へ ると、 もう I 何 

年になる。 その 間の 技藝の 成長が、 祖父 傳來 のこの 一役に 見られる の を、 私 は どんなに 樂 しみ 待った 

らう o 

勿論、 それが 見られなかった と 言 ふので はない。 正直 初役の 時 は、 吾々 友人 は 心^の 胸を淼 かせな 

がら、 初日の 序幕の あくの を 待った ものである。 もう 今 は その 心配 はない。 赤 羽 极梳の 殺し も， 平 河 天 

神前の 引 込み も、 辻番の 調べ も、 千太郞 いぢめ も， 實に あざやかで、 默阿彌 世話物の 骨法に 適って ゐ 


て、 些の 破綻がない。 殊に， 大詰の 白洲で は、 「たと ひ 人に 知られても、 決して 自ら 實は 吐かぬ」 とい 

ふ 悪魔 的な 强 い 意志の 表現が、 も 一 を烕壓 した。 飽くまで も W 劇の 骨法 を 離れないで、 しかも 從來 

の^ 釗には 到底 見られない 肉 it 力が あった。 

併し、 それに 7e 關ら す、 私 は 「食 ひ 足らなかった」 と 言 ふの は、 脚本が 餘り にも 簡素に 刈り込まれ 

てゐる ことだった。 道 卜郞の 傘の くだりがない。 いきなり 殺しで ある。 龜の 尾の な いのは 我慢 出来る 

として、 伊勢 五がない。 おそよ 殺しの 猫ち ゃ猫ぢ やがない。 

大まかに 续る 今度の 狂言の 印象 は、 序幕で 人 を 一 人殺して、 二 幕 目で 白く 塗った 若旦那 を いぢめ る 

切りで、 あと は 大詰の 白洲まで まるで 顔 を 見せない 長 庵で ある。 私 は 或 人に 戯れて 言った —— 「この 

方が 餘っ 程惡事 です よ。」 と。 

勿論、 役割の 都合が ある こと は 分かって ねる が、 せめて 實は せめてで はない ので ある。 默阿彌 

は 初手から そのつ もりで 書いた ので ある ！ 久 八と 一 一役 兼ねて 見せて くれたら、 かう まで 左圑 次の 印 

象が 藏く はならなかった らう。 是非 もない ことで ある。 

おそよ 殺しがない ので、 早乘 三次 も 損 をした。 だが、 勘彌の それ は 柄 か 役の 解釋 かに、 ちと 的 を 外 

れた ところが ある。 

幸 四 郞は道 十 郞で思 ひの 外の 寂しみ を 見せた が、 大 岡の たどたどし さに は退窟 した。 
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梅 幸が おりよ で 舞臺に 復活した の は、 私 一人の 喜びで は あるまい。 だが、 右の 足が まだ 不自由の や 

うで ある。 二重 をお りて 世話 木戶へ 行く 時、 右の 草履が たうとう 履け すに しまった。 この 上と も 十分 

の 保養 を 願 はすに は ゐられ ない。 

しっこく 言 ふやう だが、 默阿彌 の 「長 庵」 も、 もうこん なに 切り詰められるなら、 その 俊 やれる と 

いふ 意味から でも、 今後 は 岡 本綺堂 氏の 改作 を 出して 貰 ひたい。 芝居の 兌 物が 悉く 默阿彌 の fm おで は 

ない の だから —— o  (六月 二日) 

菊 五郎の 「幻 椀久」 

—— 欲 舞 伎 座 —— 

寺 島 君。 

こな ひだ は 失敬した。 あの 日 は 特に 君の 「幻 椀久」 だけ を 見に 行った の だ。 それ は 歌詞が 故人 柿 紅 

の 作で あるし、 間接で は あるが、 藤 11 勘十郞 君から 今度の 振 は、 今までに ない 君が 苦心の 作 だと 閗ぃ 

てゐ たから だ。 

歸り 道に、 樂 屋で會 つたら、 君 は 笑 ひながら 「また 惡ロを 書 くんだら う。」 と 言った。 「いや、 惡 口に 

もなん にも、 なかなかむ つかしい 踊 だ。 もう 一遍 兌なければ 分からない。」 と 僕 は 答へ た。 


僕の あの 答に 偽 はない。 全體、 僕に 踊 を 見る 資格 はあって も、 踊 を 批評す る 資格な ど はない の だ。 

「幻 椀久」 の ほんとの 味な ど は 到底 分かりつ こない の だ。 

第一、 あの 時、 ^は 松 居 先生に 向って さう 言って ゐ たね。 あの 假 花道から 出て、 本 舞臺を 通り過ぎ 

て、 本 花^の 昔で 言 ふ 七三 あたりに 留 るまでの、 足の 留 りが 九十 六 だと か 言って ゐ たね。 さう いふ こ 

との 苦心が 僕に はてんで 分からな いんだ。 九十 六で も 百で も 百 一 一十で も 構 はな いぢ やない かと 言 ひた 

くな るんだ。 それ 程、 僕の 頭 は粗雜 なんだ。 

さう いった 僕の 言 ふこと だから、 君な どから 見たら、 さぞ 可笑しいだ らうが、 まあ 大向 うの 半疊だ 

ぐら ゐに 思って、 腹 を 立てす に閒 いて くれ 給へ。 

「幻 椀久」 は 兎に角 結構な ものだった。 何しろ 淸 元が 家元 親子の 二人 切りで、 振が 君 一人と いふ だけ 

でも、 破綻の 起り やう 害がない。 そこへ 持って来て、 衣裳と 舞 臺が小 村 君の 新 大和 繒だ。 あの 簡素、 

あの 色彩、 誰が 難 ケ- 言 はう。 本 舞臺の 所作 板 を 五 間 も 奥まで 飾った、 あの 赘澤 さ。 君 だから こそ.、 あ 

れ だけの ことが 出來 るの だ。 

だが、 併し， 君の 振 その 者に は 何等 新しい ものが 見られなかった。 「もう 一 遍 見なければ 分からない」 

と 言った 僕が、 こんな 斷定 的な こと を 一! 目 ふの は を かしい が， 實際 第一印象 としての 「幻 椀久」 は、 君 

の 「保 名」 の 變 形で あるに 過ぎなかった。 
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® に 狂った 男 —— 保 名 も 椀久も 憂欝症で あるら しい —— が、 寂しく 戶外を さまよ ふ。 むかしの 幻 を 

見て、. 陽氣 になる (保 名で は 「與 謝のと まり」、 椀久 では 「花と 雪と は」 あたりだった と 思 ふ。) やがて， 

又 現 實に歸 つて、 寂しく 泣き沈む …… 踊の 組立 は單 にこれ だけであって、 これ は 保 名 も 今度の 「幻 椀 

久」 も 全く 同じ だ。 

ほんと に 踊る ところが、 ほんの 少しで. 前後が 殆ど 氣 分の リズミカルな ボ オズの 連^で ある こと も， 

「保 名 _「 幻 捥久」 共に 同じ だ。 

だが、 寺 島 君、 誤解し ないで くれ 給へ。 それが 问 じだから と 言って、 必す しも 非難す るので はない。 

僕が 言 ひたいの は、 將來 この 式の 踊 は 「幻 椀久 1 だけにして、 この 際 「保 名」 の 方 は 昔から 傳來の 振 

に 還元して 貰 ひたいと いふ こと だ。 

. 君の 「保 名」 が、 昔 流の 「保 名」 から 現在の 「保 名」 になる までの 經路 について は， 多少 僕 も— 係 

があった ので、 よく 知って ゐる。 だが、 今日の 君の 「保 名」 は、 あんまり 洋流 だ。 あれに は 確に ァ 

ンナ • バウ ロワの 影響が ある。 舞 臺裝置 も 日本 流で ない。 どうも、 あすこまで 行く と、 淸 元の 出 語り 

とい ふ ものが 邪魔に なって 來る。 

そこへ 來 ると、 今度の 「幻 椀久. 一 は n 本流 だと 言へ る。 舞臺裝 S は 無^だ。 あれなら 淸： 兀が出 語り 

をしょう と 鼓が 出 打 をしょう と 一 向 を かしくない。 おの 振に も 今： □ の 「保 名」 より は餘稃 傅統 的な 味 


力 あ tvc 

僕 は 「幻 椀久」 を 新 舞踊と して 受けと る こと は 出来ない。 それ は 節附が 決して 新昔樂 ではない から 

だ。 だが、 そんな こと はどうで も 好い。 傳統の 或 新しい 「變 形」 として 「幻 椀久」 は 立派に 存在の 

攸が ある。 

唯、 餘計 なお 世話の やう だが、 この 際 是非 昔の 型へ 返上して 貰 ひたいの は、 君の 「保 名」 だ。 君の 

「保 名」 と 「幻 婉久」 とを兩 立させる こと は、 どっちに とっても 損で はなから うか。 

これ は 「惡 口」 ではない。 「忠言」 のつ もり だ。 どう だ。 一 っ考 へて 見て くれない か。 いづれ 會 つて 

ゆっくり 話さう。  (六月 五日) 

r 此村 大吉」 とい ふ 芝居 

II 新 橋 演舞場— 

原作 は 五 幕 物で 週？： 朝日に 出て ゐる さう だが、 それ は 知らない。 舞臺 では 三 幕に 簡 めら れてゐ て、 

相變 らす澤 田の 此 村の ビカ 一 芝居で ある。 

原作と は 餘程變 へて あるので あらう。 私に は、 この 芝居が 初から 終まで 分からなかった。 全體 とし 

て 何が^い て あるの だか、 まるで 分からなかった し、 部分 部分に 就いて 言っても 分からな いこと だら 
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けだった。 

「病 氣 のせ ゐ で 頭 がどう かしたん ぢゃ あるまい か 0J I 私 は 自分で 自分 を かう 疑った くら ゐ である。 

銀 流しのお 蔦と いふ 女が 或 質屋の 若旦那 を だまして、 自分の 家へ 連れて来る。 同じ やうに 以前 この 

女に だまされた 大工と 疊屋と 左官 屋 (この 取合せ も 珍で ある) が、 そこへ 飛び込んで 來て、 女に 復饕 1 

る。 それ は 好い が. その 復簪 とい ふの が 唯 女 を 縛る だけで， その 儘 そこへ S き 去りに して 行って しま ふ 

ので ある。 不思議な 復ま： もあった ものである II 家の 者が 歸 つて 來れ ば. 直ぐ 解いて 莨へ るの だから。 

夕立になる。 舞 臺が半 廻りに なって、 お 篤の 家の 側面になる o( このお 蔦の 家と いふ ものが 又 分から 

ない。 どうも 往来の 眞ん中 へたった 一軒 建って ゐ- らしい。 昔 はかう いふ 家 もあった もの かしら。) 役 

者の 中 村 仲 藏が雨 をよ けて 軒下へ 駅け 込んで 來る。 そこで 落ち合った 妙 見樣の 堂守に、 定九 g の 工夫 

で 苦心 をして ゐる 筋を寶 る。 そこへ 花道から 此村 大吉が 後に 定九郞 の 型と なった ところの 柿へ で駄け 

込んで 来る。 仲藏が 絶好の モヂ ルを發 見して 喜ぶ とい ふわけ だが、 傅說の 遙僞は 措いて， それだけな 

ら 分からな いこと はない。 分からな いのは、 その 時 中 井の 仲 蔵が 刀 を さす 似 をしたり 伞を かつぐ & 

似 をしたり、 いろいろ 科 をして 見せる ことで ある。 あれ は此 村の 装 を 見て、 定九郞 の 挤へを 思 ひつい 

たので、 刖に此 村の 動作から 何 か を學ん だので は あるまい と 思 ふが ど うだらう 

舞臺 もとへ 戾 つて、 此村 がお 蔦の 家へ 雨宿りに は ひる。 お 蔦の 繩を 解いて やる。 極めて 短簡に 情意 


投合す る。 大 H と 量と £1 と Sfs5s した 靈の f 那 S れー」 行った 紙 入 を？ 

質屋 を ゆする 計蕺 をす る  - 」， ，1  „ し 3 

そえ ng ネ りと いふ ものが 又不 S な もので、 私な どに はどうして 大和 屋が 五百兩 とられる 

の だか、 それが 分からない。 ぉ菅大 和屋 の 息子の 情人に 仕立てて、 Ma,  ^力" 

て/とい ふまで は 分かる。 やそ S が ばれる ので、 此村 I 先で？ 切る と 言って おどす のも豫 

定の 行動と 兑れば f れる。 唯、 そこへ i 松 平帶刀 I ものが 現れて、 此村 を營。 水と 油、 パ 

、と^か、 どうせ 一度 は戰 ふの だとい ふやうな 名囊喜って、 此 村が 松 平と 斬り 合 をしょう とす 

リ 秦 QB に 不吉 Qt 流されて は 困る と 大和 ま 主人が？ と、 では、 この 儘 引き上げる。 引き， 

上ャ るから 土産に 五百兩 とか 何とか そんな こと を此 村が 言 ふと、 簡單に誰 かが 奥から 譽兩 持って U 

る。 百兩包 I つか、 そいつ は 便利 だとい ふやうな 不 II 詞を 言って、 此村 がそれ を 一つ  一 or 

へたる。 最後の 一 つ を殘し 5 いて、 それ を 松 平に 投げ 與 へる。 松 平が そんな もの は 人らない；^ 

ふと、 もったい ねえ 善って 仲 問に 化けて 來た幻 長 五郎が 貰って しま ふ。 (ここで 百 兩. あとで 

±iia 一  基が 裏 に出 る Q が 不思議 である。 

J:  、 、 、、 ヒ』、 £51  e  J が 元で、 比 村 達の 旗本 五 人 男と 松 平 以下の 鬼 

隹 これ だけの 行きが かり (少 くと も 今度の 舞 * て WI」 カ氕 >  I 

K か I 勝き」 なるとい ふの も 分からな いが. 後學 の爲眞釗 勝 負を 見て 置け の， 武士の 切 l*s 

-p&fr  i お  四 七 七 
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に 見て 置け のと 首って、 しきりに 仲藏に 義理 を 立てて 村 料 を 提供す る此 村の 心琐も 分からない。 多分 

一度 モデルに なった ので. 死ぬ まで 仲藏の モデ ル になって やらう とい ふ 責任感 からした こと だら う。 そ 

れ にしても、 後世 仲^が 眞劍 勝負 や 切腹で 當て たとい ふこと を 聞かな いのは どうした もの だら う …… 

どうも、 これ は 少し 脫 線の やう だ。 やっぱり 私の 頭 はどう かした のか 知ら。 どうかして ゐた 頭が 此 

村 大吉 を兒 たので、 餘計變 になった ので はなるまい か …… 

あぶない、 あぶない。 ここらで 维を撋 くべ しだ ：…  (六月 七日) 

,  「極 附幡隨 長 兵衞」 と 現代 

,1 明 治 座 II 

吉 右衛門の 長兵衞 は、 近頃 彼の やった もので 一番 好い。 ー體、 近^の 彼 はちと 泣き 過ぎる。 それが 

私に は氣に 入らなかった が， 今度の 長 兵 衞には その 弊がない。 二 幕 目の 花川戶 でも、 危ない なと 思み 

ところで、 うまく 食 ひ 留めた。 臺訶迥 しのう まいこと は 勿論で ある。 しかも、 中 車 老人の やうに 訛ら 

ない のが 尙更 有難い。 

だが、 玄人ら しい 批評 は 私に は 出来ない。 演技の， チ ティルに 互った 禮讃 は、 いづれ 他に する 人が あ 

る だら う。 


私 はこの 芝居 を 見ながら、 將來 かう いった 芝居が どれ だけ 價値を 持ち 繽 ける だら うか を考 へた。 

これ は 私 一 個の考 へで あるが、 現代人に とって 一番 面白 いのは、 やはり 村 山 座の 釗中剌 の 場で あら 

う。 笫 一 、 あの 「金平 法 問 諍」 とい ふ 古風な 狂 一一 1C が 面白い。 あれ は澤 正の 「佘平 化生 討」 などより 遙 

に 現代的 だ。 坊主が めちゃめちゃに やっつけられる ところな ど は、 サ H エト •  口 シャの ヲォド ヰルに 

でも ありさう だ。 公平の 言 ふこと など は、 悉く 辨證 法的な 唯物論 だ。 芝居の 妨害 をす る II 弱い者い 

ぢ めの II- 坂 田 金左衞 門の やうな 奴 も、 現代に 澤山ゐ る。 將來も 容易に 絶える ことで はないだ らう。 

金 左 衞門を センサ ァの 象微と 兌る の も 興味が ある。 反動 圑體と 見ても 好い。 松 竹 合 名 社 はこれ を全國 

藝妓屋 同盟と 見る かも 知れない。 觅に 角、 さう いふ 理不盡 な 奴 を 長 兵衞が 痛快に 懲らす の だ。 この 場 

面 はいつ まで も 民衆の 喝采 を 博す るに 違 ひない。 

問題な の は 一 一幕 目の 長兵衞 住居 だ。 長兵衞 身内の 一 團を 階級 的な 時代の 反抗 精神と 見る こと は出來 

ない。 なぜと 言へば、 水 野の. H: 抦机も • 內容に 於いて は * 町 奴と 全く 同一な 暴力 團に 過ぎない からだ。 

相違 は 唯一 方が 町人で、 一方が 八 千 石の 知行 取り だとい ふだけ だ。 ところが、 當時 にあって は • この 

外形的な 相途が 思想の 上に 非常な 影響 を 及 ほして ゐ たもの らしい。 訶を換 へて 言へば、 長 兵衛の やう 

な 人物で も、 やはり 封建思想の 俘に なって ゐ たの だ。 でなければ. 何も 水 野に 呼ばれた からと言って、 

おめお め 招待に 應 する^がない の だ。 「人 は 一 代、 名 は 末代」 長お 衞 のこの 詞の內 に は、 明に 虚榮が あ 
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る。 水 野の やうな 大身に 招かれ I 譽 —たと ひ 殺されても 相手に とって 不足が まま i び〜 

$m かう いふ 豪が あつたに まない。 もう 一つ 碎ぃ 5 へば、 長 I はや はり I 

蜀 を 尊敬して ゐ たの だ たと ひそれ が 潜在的で あっても。  "I ス 

そこが 現代人の 同感し 難い 點だ。 そして、 將來の 民衆が f 同感の 度を少 くす る だら う，^ よしる 

I。 從 つて、 長兵 衞の 人物が、 だんだん 小さく、 だんだん 愚に 見えて 来る だら うとい ふ 直が ある。 

力う 考 へて 來 ると、 この 蓬の ニ菅 以下 は粲 どうしても f 改められなければ ならない。 /、 

ら 相手の I 的 (卽ち 外形的) 地位が 高くても、 わざ わ 裏され に 行く とい ふやう I 想 は、 

すなくな るに 相 這ない から。  ， ガ も- 

(六月 八 no 

「 金玉 均」 と 「麈 境」 

II 本鄕 座と 松 竹 座 II 

自作 自評 は當が アポ 口 ジィ に^る。 洙こ JWT り昜 <<PT  .1  、  crci  ；  t  I 

劲に禾 の^ 合て は 大羝 自分が 演出にまで 關係を 持つ Q で， 自 

由な 批钊は 不可能で ある。  纟. て 自 

それ 故、 この 正 巧から 先月まで は、 自分の 作に I 對 に觸れ ないで 来た。 實は言 も. 本 鄉座は 「新 

てるて 姬」 を. 松 竹 座 は 「巷 翳 釣瓶」 をと 思って ゐ たので あるが 「新て るて 姬」 は 全部が 不出來 で. 


作. おがまる で 徹底し なかった し T^^^ 釣瓶」 の 方 は 時間の 都合で たうとう 見 そくな つて しまったの 

で、 やむ を 得す 自作に ついての 感想 を 述べる ことにした。 

拙作 「金玉 均」 は 三部 曲の 第二 部と して^ かれた ものである。 まだ 完成 はして ゐ ない が、 第一 部 は 

「大院 君」 で、 これ は 壬 午の 亂 から. K 院 君が 支那へ 述れて 行かれる まで を 3 かう としてなる もので あ 

る。 「金玉 均」 に 投く第 n 一部 は 「岩 田 周 作」 で、 金玉 均が 日本へ 來 てから 上海で 暗殺され るまで を 書く 

計畫 である。 

さう いふ わけで、 これらの 戯曲 は必 すし も 金玉 均 を 主人公と した 性格 劇で はない。 戯曲の 題 はどう 

あらう と、 作^の 番か うとした 目標 は 「時代」 であった。 當 時の 日本と 列國 との 關係、 當 時の 日本と 

淸國 との 地位、 あまり 舞 臺には 現れない が、 閔妃を 戴く 當 時の 朝鮮の 宮廷、 その^ 後に ある：^ Es、 ゆ 

に 常時の 日本 政府の 朝 三 幕 四 的 方針、 さう いふ もの を 一 つの 戯曲に 組立て ようとす るの が 作者の 目的 

だった。 

今度の 「金玉 均」 は 旣に發 表した ものであるが、 その テク スト を 見ても 分かる 通り、 十六 場 も ある 

ものが 九 場 だけ 舞蕞に のって ゐ るので ある。 これ は 時 問の 都合で、 作者の 方から 妥協した ものである 

が、 やはり その 結 采は惡 かった。 第一 場 第二 場 は 今度の 本鄕座 通りで あるが、 あの 第：： 場の 日本 公使 

館寢窒 と 今度の 第三 場の 公使館 客間との 間に、 實はヒ 場 も 場面が あるので ある。 それ を 悉く ^略した 
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ので、 公使館に 直ぐ 公使館が 繽 くの もま づ いし、 金玉 均等の 密議が いきなり 最後の 火會讁 になる の も 

面白くない。 實は 今度の 第 一 一場と 第三 場との 間に、 幾多の 小 密議が あり 金玉 均 側から 兑て = 本 政府の 

態度の 色々 に變る 不安が 可な り 詳しく 書いて あるので ある。 

演出に は 多少と も 私が 關 係した ので、 役者の 評 は 遠慮す るが、 猿 之 助の 金玉 均 は、 莨 際 は 兎も^も、 

この 戯曲と して は 成功に 近い。 至難な の は 壽美藏 が 引受けた 松 山 公使の 役で あるが、 これ はもつ と 素 

で 行って もら ひたかった。 素で 行って、 しかも 外交官 的な 芝居 (舞臺 の 芝居で はない) が耍る 役な の 

だから、 むづ かしい に はむ づ かし い に 違 ひな い 。 

かう いふ 芝居で は、 主役ば かりで なく 全體 の^者が (一 士官 一 兵卒に 至る までが) ^代の シチュ ェ 

イシ ヨン をよ く 呑み込んで ゐて くれなければ 困る の だが、 どうも それが 足りなかった せなか (それ は 

私の 責任 だとい はれても 爲 方がない )• 朝鮮 國王、 閔妃、 淸國の 大官、 さう いった 陰の ゲ M ゲン シュビ 

イラ ァ がー 向 肉^して 來 なかった のは殘 念で ある。 

^竹 座の 「塵 境」 は 花柳、 藤 村が 旣に 幾度 も演 つて ゐる もので、 危なげ がない。 唯， 場所が 公^で， 

小屋が ああい ふだ だつ 廣 いところ だから、 最初に 有樂 座で やった 時の やうた 味が 出な いのは 是非 もな 

い。 しかし、 初役の 女優 達 も 存外よ くして ゐ たので、 作者 は滿 足で ある。 唯 慾 をい へば， 山 田の 仙吉 

に、 もっと 野蠻 なと ころが ほしかった。 あれで は 都會人 だと 言 はれても 爲 方が あるまい。 


1 體、 この 芝居 は スペイン 物 を ドイツで オペラに 爲 組んだ の を 更に 日本に 飜 案した もの だが、 どう 

も それが 日本に なり 切って ゐ ない。 これ は 作者が 日本の 田舍 をよ く 知らない からだと 思 ふ。 だが、 こ 

の 题村は 火 衆 的た ところ も あるし、 これからの 時代に も迎 へられる 內容を 持って ゐ るから、 是非もう. 

1 度 ま；： き換 へ て 見たい と 思って ゐる。 

昔 はや  1 癖で、 外國 物の 飜案 だの、 小說の 戯曲 化 だの は、 決してす る もので はない と 思って ゐた私 だ 

が、 この^で はもう 少し 融通が 利いて 來た。 何 を どう 取极 はう と、 そこへ 出來 上った ものが よければ、 

それで 好いで はない かとい ふ 風に 考 へて 来たので ある。 今頃 そんな ことに 氣 がっくと は、 情ない 程禹 4 

鈍な 男で ある。，  (六月 十日) 
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七月の 劇評 

； 「怪談 小 車 草紙」  ， 

—— 明 治 座 —— 

この 春、 綺堂 先生の 『雷火」 を 評した 時、 怪談 を 劇化す る ことの 至難なる 所以 を說 いた。 そして、 

どんな 作者が 出て 来ても、 怪談 劇 はま づ絕望 だと 獨斷 して ゐた。 

ところが、 今月の 明治座で 瀨戶英 一 君の 「怪談 小 車 草紙」 を 見る と、 これ は 成功して ゐる。 滿點で 

はな いまでも、 少く とも 及第 點 以上の 成績^ 見せて ゐる。 

そこで、 私 は その 现由 を考 へて 見て、 二つの こと を舉ん だ。 

1 體、 瀨戶君 は 從來も 怪談 剌に 成功して 來た 作者で ある。 「新 四 谷 怪談」 などが、 その 著る しい 例で 

ある。 そこで、 どんな 作者で も 怪談 劇に て 失 K する のに、 なぜ 瀨戶君 一人が それに 成功して 來た のか 

とい ふと、 いつも 瀨戶 君は旣 にある 「怪談」 の 戯曲 化 を 企てないで、 最初からの 戯曲と しての、 ある 

「怪談」 を 創作して 來 たからで ある。 詞を換 へ てい へば，^ 戶君は 常に 「怪談 的で ある こと」 卽ち 「說 


^的 靜 的に^ みや 感じさせる こと」 より は 「釗的 動的に 凄み を 見せる こと」 に カ點に 置いて 來 たから 

成功した ので ある。 

今度の 「小 車 草紙」 が 特に 成功した もう 一 つの 理. m は --! 今の 一 般論 にも 含めて 考 へられる ことで 

あるが 幕が あくと、 遊び人の 幸 次が 蚊帳の 中で、 ひとりで 酒 を 飲んで ゐ る- そこへ、 いきなり 

幸 次 の 女房お 房の 幽 1 を だした ことで ある。 

序幕の 幕が あいたば かりで、 見物 はま だ この 芝居の筋 を まるで 知らないの である。 幸 次が 捨^^め 

いた こと をい ふが、 それ は それだけ では 何の こと だか 分らない ので ある。 そこへ いきなり— , 何の 準 

備も なしに 幽靈を だした ところに、 妖怪 劇の 作者と して、 瀨戶 君の 手腕に 侮りが たいと ころの あ 

るの を 私 は 見た。 

ー體 妖怪 釗と いふと、 きまって 幽靈が 出る前に、 その 幽愨 についての 筋が賣 られ る。 さう して、 大 

抵の 場合、 その 筋 を 聞いて ゐる內 は 殊に 作者が 優れて ゐ ると 肌に 粟 を 生す るので あるが、 い 

よいよ 幽^の 本體が 現れる と、 多くの場合、 凄み もなん にも なくなって、 ばかばかしくな つてし まふ 

のが #« 通で ある。 

「ハム レット」 の やうな 優秀な 戯曲の 場合で も、 あの 序幕で は、 幽靈の 現れる までの 方が、 幽靈が 現 

れ てからより、 すっと 凄みが あるので ある。 それ は、 やはり はじめの 部分が 餘り 「怪談 的」 に 巧妙な 
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ので、 見物が 說 ^的に 凄み を 感じ 過ぎて しま ふために、 肝腎の 幽靈が 出てから が 凄く なくなって しま 

ふので ある。 

瀨戶君 は、 ここの 骨法 を實 によく 心得て ゐて， 筋 も 何も 賨ら すに、 いきなり 幽璲を だした に^ ひ 

ない。 

「小 車 草紙」 の 筋は單 純で ある。 幸 次が 賭博の 元手に 窮 して、 女 125 のお 房 を 里へ 金策に やる。 夫の 身 

持に 絡 望し 切って ゐ たお 房 は、 里へ 歸ら すに、 我が家の 裏手の 井戸へ 身 を 投げて しま ふので ある。 お 

房の 幽 謹が 歸 つて 来たの を、 幸 次 は幽饞 と 知ら やに、 金の 工面が 出來 たかと 訊く。 お 房の 鎖が 首 を 振 

るので、 幸 次 は 罵り ざま これ を 足蹴に かける。 そこへ 遊び人 仲間の 萬. f;" がくる。 日な しの 金を^!: りて 

も 賭場へ 行かう とい ふので、 二人 一緒に 出かけよ うとして ゐる ところへ、 お 房の 妹のお つやが 訪ねて 

くる。 おつやに 聞く と、 姉のお 房 は その 晚 里へ は 来ない と 言 ふ。 おつや は 早く も 姉の 身の. 上に 異變が 

あつたの を豫感 する。 そこで、 家中 を 探して 見る が、 今 現に 幸 次が 蹴倒した とい ふお 房の 姿が どこに 

も 見えない。 そこへ、 番太郞 が 身投げの 知らせに 飛込んで くるの が 序^で ある。 

一 一幕 目 は • 一  年後. 丁度お 房の 一 周忌の 晚 である。 幸 次 は 死んだ 女房の 妹のお つやと 一 紡に なって ゐ 

る。 全體、 幸 次 はもと おつやと 戀 仲であった のに、 妙な 義理で 姉のお-おと 夫婦に なって しまったので 

ある。 ところが 一 緖 になる と 間もなくお 房の 處 女でなかった が 分って、 それが 動機で、 實 直な 大工 だ 


つた 幸 次が 身 を 持ち崩して しまったの である。 おつや は總 ての 事情 を 知って ゐ るし、 もともと 好いた 

相手な ので、 in 分が 一 緖 になれば 男の 身 持 も 直る だら うと、 身 を 挺して 姉の あとに 直った ので ある。 

£ ぎ 

だが， 男の 身 持 は 依然として 直らない。 この 晚も、 すっかり 堅氣 になった 萬 吉に齋 の 料理 を もてなし 

ながら * さびしく 夫の 歸りを 待って ゐる。 幸 次 は 茶屋で 飮んだ 勘定が 拂 へないで、 そこの 女中のお 久 

や 遊び人 仲 n を 連れて 歸 つてく る。 そして、 おつやが 金 を ださたい といって これ を 踏んだり 蹴ったり 

、 

する。 萬 古の 扱 ひで、 やっと みんなが 歸 つてし まふと、 幸 次 も 少しき まりが 惡く なって くる。 夫婦の 

心に 極めて、 自然な 淚ぐ ましい やうな 融和が わいて くる (この あたりの 作者の 手腕に は 驚歎すべき も 

のがあった) 久しぶりで 二人 一 緒に 飮 みに ゆかう とい ふこと になる。 おつやが 髮を 直しに 奧 へ は ひる。 

幸 次が 雨 をき にしながら 傘 を 持って、 先へ 出て 待って ゐ ると、 そこへ お 房の 靈が 現れる。 幸 次 は^つ 

たやう に臺 所へ 飛込む と、 出刃 泡 丁 を 手に して 出て 來て、 お 房の 靈を 追つ かける。 お 房の 靈は 家の 中 

へ 逃げ込む と、 ^の 中へ ふっと 消える。 途端に、 おつやが 奥から 出て くる。 もう 幸 次 は 見さ かひが つ 

かなくな つて ゐる。 おつや を 追って、 つ ひに これ を 裏手の 竹 藪で 殺して しま ふ。 そして、 自分 も 折れ 

竹に 腹 を 刺されて 敢なく 命 をお としてし まふので ある。 短い 二 幕で は あるが、 少しの むだ もな く、 實 

によく 纏って ゐる のが 好い。 

お 房の 靈と 妹のお つやと を早變 りで 見せて ゐる のが 喜 多 村綠郞 である。 喜 多 村 は 我々 と 同じ やうに 
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幽靈の 存在 を 確信して ゐる 一 人で、 その 道で は專 門の 先輩で ある。 喜 多 村に とって 幽靈は 以外の 

何者で もない。 それ 故、 彼の 幽靈 表現 は 飽くまで も リアルで、 そこに 少しの 「うそら しさ」 も 感じら 

れ ない。 細かい 苦心 は、 到底 我々 局外者に は 分らない が 「幽靈 を^せられ た」 とい ふ 感じで はなく、 

「幽^ を兒 た」 とい ふ^じ を ^々兌 物が 受ける の は事實 である。 そして、 そこに 幽^ 役^: としての^ 

多 村の 動かし難い 地位が あると 信す る。 

他に もう 一 つ 今度の 芝居で 感心した ところが ある。 それ は 二 幕 目で 妹のお つやが 姉のお 房の 聲色を 

使って、 幸 次 をお どす 件で ある。 作者の 意圆は 知らないが、 私 はこれ を^に 妹が 姉の 聲色を 使って ゐ 

るの だと は 思 はれなかった。 實際は 姉が 妹に のり 移って ゐ るのに、 妹 は それ を 知らす にゐ るの だと 思 

つた。 その 憑り 移られて ゐる やうな ゐ ないやうな 不氣 味な 表現 シ 何等の 誇張な しに 喜 多 村は赏 によく 

やって ゐた。 

友 右 衞鬥の 幸 次 もよ くして ゐた。 彼の 人柄が 幸 次 を 腹から 惡 人に 見せなかった ところ も 一得 だつ 

た。 八百藏 の萬吉 も、 前後 二 幕の 人格の 變化を はっきり 見せて ゐ たし、 狂言 廻し としての 役目 を 完全 

に 勤めて ゐた。 その他の 役々 もみん な 破綻が なく、 全 體 として 近顷 珍しい 統一 の ある 舞^だった。 

私 は 感謝して 劇場 を 出た。 


「盲 兵 助」 を 見て 

I R 舞 伎 座 —— 

「肓兵 助」 とい ふ 芝居 は、 近 松 半 二な どの 合作に 成る 「極彩色 娘 扇」 とい ふ 丸本の 一節 ださう で、 し 

かも それが 人形 か， ら 歌舞伎へ 移される ため 用意 せられた 裏 帳 はいろ いろ 種類が あるら しい。 

私 は、 その 原作の 丸本 も讀 んでゐ なければ. もちろん 歌舞伎の ための 薹 帳に 目を通し たこと もない。 

广借锾 する 便 {见 がない わけで はない が、 私の やうな 不精者 は、 直ぐ 手の 屆く ところに 材料がない と、 

知らぬ は 知らぬ でつ ぃ濟 ましてし まふので ある。) 從 つて、 戲曲 としての 「盲 兵 助」 を 批評す る 資格 は 

私に 與 へ られ てゐな いわけで ある， 

私 は 唯舞毫 を 見た まま- s 感想 を 述べる より 外にし やう はない。 もっとも、 何年 か 前に 旣に 一度 同じ 

延 若^で 同じ この 狂言 を 帝劇で 見た ことがある。 だが、 その 時 はさ ほどに 氣を いれて 見なかった せゐ 

か、 もう 今では 何の 印象 も殘 つて ゐ ない。 

一 體 「極彩色 娘 扇」 とい ふ淨 璃は 喧嘩 屋五郞 右衛門に 朝比奈 藤兵衞 とい ふ 上方 俠客ー 一人の 達 引 を 

眼目に して 書いた ものら しいが、 朝 比 奈藤兵 衞の緣 者と しての 寺子屋 兵 助の 一 挿話が 半 二 式の 戯曲 的 

技巧に 優れて ゐ たために、 主題より は 却て この 方が 今日の 舞 臺に殘 つた ものら しい。 
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私 は 上方の 俠 客と いふ ものに は 相 當に與 味 を 持って ゐる。 江戸の. 俠 客から 見る と、 どこか 經ゅ S 念 

に發 達した ところの あるの が 面白い ので ある。 だが、 これ を 主題に した^ 璃 は相當 多く 昔 上方の 手 

摺に かけられた ものら しいが、 現今に 傳 へられて ゐる もの は 誠に 少 いやう である。 この^の もので 私 

達が 時々 見る ことの 出来る もの は、 まづ 「夏祭」 の 狂言ぐ らゐな もので あらう。 

今度の 「盲 兵 助」 でも、 喧嘩 屋五郞 右 衞門， は， ほんの だんまりに 顏を だす だけ だし、 朝比奈 藤に (衛 

も、 俠客 として、 さほど 活躍す る 場面 はない。 從 つて、 その 方面の 私の 興味 は滿 たされなかった が、 

單に 寺子屋 兵 助の 悲劇と しての み 見れば、 さすがに 棄て 難い 舞臺の 面白さが あった。 

「盲 兵 助」 の 狂言と して は、 序幕の 道行 は 蛇足であった。 配役の 都合で つけた 一種の 所作事に 過ぎな 

い。 それ 故、 私 はこれ に は觸れ ない。 

主題の 二 場に ついていへば、 上方の ほ 璃 として、 まづ それが ほとんど 色彩と 誇張の ない 寫赏 的な 

世話物で あるの が 珍ら しい。 「貧の 病」 を 主題に した 世話 狂言 は、 江戶 にも 相當 あるが、 これ は 又 あま 

りに も 見 じめ な 生活で ある。 だが、 それ は 今日の 小學敎 員の 生活と 比較して 考 へて 見ても、 相^の 現 

實性を 持って ゐる。 しかも、 その 貧乏で 肺病で 盲の 手 習 ひ 師匠が、 t "理 ある 兄の ために、 五十 兩の金 

の 調達 をし なければ ならない ので ある。 悲劇 は當然 そこに 醸されなければ ならない。 

兵 助の 妻お 牧 になら す 者の 兄 肌 兵衞が ある。 賭博の 元手に 窮 して、 妹 を 人に 費っても 金に しょうと 


する。 お 助が 聞き かねて 碁石 を 財. 伯に いれて それ を 金 だと 欺して 渡す。 ここに 筋の 上の 無理が あると 

いふ 人が あるが、 私 は それ 程に も 思 はない。 あとで 妹の 話 を 聞いて 直-ぐに 改心す ろ 兄と して は、 欺 さ 

れ るの をむ しろ 自然に さ へ 私 は 思 ふので ある。 

兵 助 は 五十 兩の 金の ことで、 母 妙 林のと ころへ 相談に ゆく， その 留守に、 妻のお 牧 は， たと ひ 詞の上 

だけで も、 良投 を犧牲 にして 佘を ととのへ、 その 金 を 兄の^ 兵衞に 託して、 前の 碁石の 財布に いれ、 

わざと^ り 返させる ので ある。 

半 二 式の 技^ は、 まづ この 財^の トリックに 見られる。 あざとい といへば あざとい が、 舞臺の 上の 

効^ は、 さすがに 今でも 失 はれて はゐ ない。 

兵 助と せがれ 筆 松と 唯 二人の 舞臺 である。 たたきつけられた 財布 を 握りし めて、 齒を食 ひしば りな 

がら 兵 助が 立ち上る と， 財布から ちゃらち やらと 小判が 落ちる。 子供が 小判 だとい つて^ くと、 兵 助 

も^いて 手で 探る。 確に それと 分る と、 S はす 夢心地に なって 「筆、 はよ 門 をし めい やい」 と 調子に 

乘 つてい ふあたりの 面白さ は、 ちょっと 江戶狂 1 目に は 類がない やうに 思 ふ。 それから、 金 を 懷にを さ 

め * 子^に 杖の 先 を 持たせて その 杖に すがりつつ 無暗と 家 を 走り出る 姿 も • 珍しい 舞臺の 創造で ある。 

後の 一場 -— 墦井 天神の 殺し II は、 現在 自分の ために 金の 調達 をして くれた 本人 を、 金に 苦しん 

でゐる 相手が、 それと 知らす に 殺す とい ふ、 淨 瑠璃 乃至 歌舞伎に 在り 來 たりの 筋で あるが、 たれ もい 
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ふ 通り、 この 狂言で は、 一人 を 育に 他の 一人 を つん ほに したと ころが 趣向で ある。 だが、 この 技巧 は 

前の 財布の トリック ほど 見物 を 動かさない。 私 はこの 狂言の クライマックス は、 むしろ あの 財布から 

小判の こ ほれ 出る前 後に ある やうに 思 ふ。 

寺子屋 兵 助は延 若君が 得意の 一 つと して ゐる役 だけあって、 さすがに 手に いった ものである。 老來 

—— と いって は 怒られる かも 知れな い が —— 益 肉 づきの よくな つ た體 を、 相當に 殺して； Q るの も手枘 

である。 唯、 後つ きが 見物 を 欺し 切れなかった のが 遣憾 である 。「三人 無事で めでたい」 の 泣き 笑 ひ 「え 

らい、 早う 書け 書け」 の變り 目， 小判の 喜び. 杖に 引かれて 足ば かり あせる 心 持、 どっち かとい へば、 

いつも は 「やり 過ぎる」 憂 ひの ある 人が、 今度の 兵 助で 珍しく 「內： S に 引締めて」 見せて くれたの が 

うれしかった。 

それに も增 して うれしかった の は、 藤 兵衞で 河內屋 にっき 合って ゐた六 代 目が、 珍しく 「芝 25」 を 

して 見せて くれた ことで ある。 私 は 決して 奇矯の 言 をな す 者で はない。 實際、 この頃の 寺 島 君 は、 少 

しも 我々 に 「芝居」 をして 見せて くれなかった。 少く とも 私 一個が 「歌舞伎 芝居」 として 考 へて ゐる 

やうな 「芝居」 をして 兒 せて くれなかった。 寺 島 君 は 確に 傳來の 歌舞伎で ない 「別の 芝居」 を 作り 上 

ようと 努力して ゐ るのに 相違ない。 然し、 私 は その 意味に おける 寺 島 君の 方向に 多大の 疑惑 を 抱いて 

ゐる。 寺 島 君に とって 「歌舞伎 芝居」 は 何の 造作 もない もので あらう。 然し、 今の 刺^で、 この 朝 比 


"ム やお 銜の うな、 いはば 「つきあ ひ」 だけの 役 をで も (少 くと も 兵 助 を 主と した 令 度の A3 言で は) 

や. にせ まど 立派に 演じ^る ものが 他に 二人と ある だら うか。 寺 島 君が 「何の 造作 もない もの」 と 思つ 

てゐる もので も、 現在 危機に 臨んで ゐる 歌舞伎 釗に とって は、 決して 輕 いもので はない ので ある。 

卜： 方俠 客ら しい 衣裳、 髮の 好み、 臺詞の 活殺、 かど かどの きまり、 見えの 鮮 かさ 歌舞伎 役者と 

しての 名優 尾 上 菊 五 郞を私 は 久しぶりで 見た やうな 氣 がした。 滿足 至極で ある。 

序に 當事 者に 希 ふが、 私 はこの 「冇兵 助」 を 是非 一度 吉 右衛門 君で 見たい。 亡父 時藏が やった とい 

ふ 記錄も ある やう だから。 寺な 君が 今度の やうな ィキで 藤 丘ハ衞 をつ きあつて くれれば、 妙 更に 一段で 

ある。  (七月 九日 J 

「東海道 四 谷 怪談」 

— 本 鄉 座 II 

また 怪談 論になる が— 

とい ふ もの は、 はじめから 筋が 知れて ねる と、 その 話し方 あるひ は 書き方 あるひ は 演じ 方が 餘 

程う まくない と、 凄みが 出て 來な いもので ある。 

明治座の 「小 車 草紙」 が本鄕 座の 「ra 谷 怪談」 よりもす つと 凄 いのは、 他に も 原因 は あるが、 筋が 
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斩 しいと いふと ころに も、 確に 勝 味 は あるので ある。 

お 岩の 怪談な ど は、 あまり 筋が 知れ 切って ゐ るし、 南北の 工夫 ももう 見 古されて ゐ るので、 役者が 

餘程 うまくない. と、 凄く もなん ともない ことになるの である。 

梅 幸の 方が 源 之 助より 凄い などと 言 ふ 人が あるが、 實を いふと 私な ど は 梅 幸の だって、 そんた に^ 

<■ と 思った こと はない。 ただ 家の 藝 だけに" 爲 事が 丁寧で かど かどの きまりな どに 優れた 形式美の あ 

るの を歎赏 \ する だけで ある。 

私が この 芝お を兑 て、 ほんと に 凄い と 思った の は、 やはり 先代 菊 五郎の 時 だけであった。 それ は自 

分が まだ 子 佻-たからで もあった らう。 私 は 中學の 三年 生か ra 年生だった。 學 校が 築地の 縱京府 尋中だ 

つたので、 舉 校の 歸 りに 見に 行った ので ある。 その 時 受けた 「恐怖」 の 印象 は、 いまだに 私 を 離れな 

い。 殊に 松 助の 宅悅が 赤ん ほ を 抱きながら 子守歌 をうた ふあたりの 恐ろし さ、 蛇 山で 石 地藏を ^右衞 

門 .に 抱かせて それ を 指さしつつ ひ \ 、、と 笑 ひながら、 お^の 亡靈の 消える あたりの 物凄 さ、 それ は 

今日で も尙 私の 目 や 耳に 殘っ てゐ る。 

さう いへば、 あの 時^ 亡 堀の 幕切れで、 水門 を あけて 出た 故人 菊 之 助の 佐 藤 與茂ヒ の 水の 垂れる や 

うな 美し さ。 お 岩 小 平 をした 上に 直 助權丘 ハ衞で ここへ 出る 五代 目の あのだ 分 も 隙がない こしら へ と 

りなり、 それで ゐて 溢れる やうな、 愛け う。 それ はい まだに 私の 目に 殘 つて ゐる。 唯、 八 H 藏 (今の 


中^ のび.： C 衙 I： の 何となく 分別 臭いの が、 當時 まだ 少年の 私に も不滿 だった。 小 平 を 虐める 侍の 一 

人に、 當 時未來 の^ 十郞を もって 目せられ てね た 故人 新藏が 眼病で 目に 销帶 をした まま 出て ゐ たの も. 

思 ひ 出の 種で ある …… 

これ はいけ ない。 今度の 本鄕座 S 評が 三十 年 も 前の 芝居の 追憶に なって しまった …… 

私 は 一 體、 何 を^ はう としたの だら う。 さう だ。 「四 谷 怪談」 の 興味 は、 もはや 今日で は、 戯曲と し 

て も、 浈出 としても、 妖怪 味 はない と 言 はう としたの だ。 

戯曲 「ra 谷 怪談」 に對 する、 今日の 私の 興味 はむしろ 「三角 屋敷」 にある。 お 袖 を 中心として、 こ 

れに與 茂 匕， ^助 を 配し、 お 岩の 亡靈 とい ふより は、 むしろ 姿の 見えぬ たたり を これに からませ、 小 

平の 父 孫 丘ハ衞 一家の 世話 場 を 中に 挿んだ 「三角 屋敷」 の 一幕 は、 複雜な 仕組と、 その 鮮 かな 解^と、 

濡れと 殺しと * 荅釗 との 巧妙な ァ マ ルガ メイ シ ョ ンと において、 化 政 度の 狂言 作者の 舞 裏技 巧の 圓熟 

を 明示した 代表的な 場面 だとい ふこと が 出来る。 

. 今度の 本鄕^ では、 序幕の 浅 草から 大詰の 仇 討まで、 可な り« 略 變更は あるに しても、 兎に角に も 

六 幕 十三 場と いふの を 通しで 兑 せて くれたの が ありがたい。 

源 之 助のお 岩 は、 梅 幸のから 見る と、 至極 短簡 である。 しかし、 諸家の 批評 を いれて、 丁度 私が 兌 

た 明くる 日から (私が 見た の は 十一 日)、 全部 稽古 を やり直して、 ぉ齒黑 のく だん もやる し、 提灯 拔け 
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もやる し、 宅 悅の油 買 前後も^!; 略せす にやる とい ふこと だから、 きっと 兑^ I す ことで あらう。 老年の 

源 之 助が 批評家の 說を いれて、 中日 近くな つてから、 全部 を やり直す とい ふの は、 藝界 近時の 美談で 

ある。 だが、 また 一面. それ 程 物が 分かって ゐ るなら、 なぜ 初日から 丁寧に やらなかった の だら うと， 

遣憾に S ふ 人 もないで は ある ま い。 

右衛門 は九藏 が やって ゐ るが. • この 人 は 亡父 圑藏と はまる で 素質 を 異にする 役者で • しかも 如何な 

るテ ムぺ ラメ ント にも 缺 けて ゐる人 なので  > 唯 出て ゐる とい ふだけ である J これ は 配役が 無现 だった。 

直 助 檣兵衞 とい ふ 役 は、 面白い 役 だが むづ かしい 役 だ。 近世で は圑藏 型のと 音羽屋 型のと 二通り あ 

る やう だが、 今度の 訥 子の は、 小規模ながら、 その 兩面を 併せようと 努力して ゐる やうで ある。 然し 

精一杯と いふ 印象 は 受けた が、 力量と 研究と に まだ 足りない ところが あつたの は 是非 もない。 淺草觀 

音の 道具が はりの 「おほえて ゐ るよ」 も、 隱亡 堀の 「奇妙」 も， もう 一 工夫 を 要する。 三角 屋敷で 出 

刃の 研ぎ 方 も 形が 惡ぃ。 

與茂 七の 權十郞 は、 臺 詞の齒 切れ も 好い し、 鹽&の 浪人に もな つて はゐ たが、 この 役と しての ふく 

らみが 足りない。 だが、 これ は 藝の上 だけの ことで はない かも 知れない。 

お 袖 はお 岩に ついでの 難役で あるが、 これ は 松 本 錦 吾が 勤めて ゐる。 まじめ、 一所懸命、 精一杯で 

は あるが、 これ ミ 役の 消化に まだ 不足が あった。 


ォォ 7.* 'オン ズ 

民 谷： 议，て の ^悅 は、 いはば お 岩の 「倍 音」 に 使 はれて ゐる役 だが、 吉之丞 の それ は 少し ピッチが 

上り 過ぎた やうで ある。 もっと 受け身に、 もっと 抑へ て やるべき ではなから うか。 然し、 三角 屋敷 は 

あれで^ 構で ある。 

八 百 藏の喜 兵衞 は、 K 谷浪 宅で 寢る 時に、 たびぐ らゐ脫 いで も 好いで はない かと 思った。 一鶴のお 

梅 は、 女の 姿 をして ゐる. たけで、 色氣 皆無で ある。 勝 太 郞の小 汐田叉 之丞は 子供 芝居で ある。 中で、 

紅お の 四 谷 左 門 だけが 本 役であった。 

1 趣が 混成 旅國 で、 役者に バ ランスが とれて ゐ ない 事、 まだ 力量が そこまで 來てゐ ない 役者に 强ひ 

て 難役 を 振った こと， さう いった 無理 は 多少 あつたが、 勉強 芝居と して は 誠に 結構な 計畫 で、 名優の 

眞劎な 努力 は、 見物 一 同の 認めた ところで あらう と 信す る。 

今度の^ 木 は、 巌谷三 一 君の 改修になる もの だが、 まだ 再考の 餘 地が ありさう である。 世 問 周知の 

逋り、 この 狂言に は 傅 本が いろいろ あるので、 その 改修 は 決して 容易 だと はいへ ない。 そ S 道の 研究 

家の 合議に でも 待って、 1 日 も 早く 定本と して 價 値の ある ものが 得たい ものである。 (七月 十三 日) 
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• 八月の 劇評 

• 「明治維新 のころ」 

—— 歌 舞 伎 』£  II 

吉田絃 ニ郞氏 0 近作 「足輕 三左衞 門の 死」 を 改題した ものである。 何の 故の 改題 か 知らない。 多分 

「死」 の 一 字 を 嫌った の だら う。 だが、 これ は 元の 題の 方が 好い。 

組立と して、 私が この 戯曲 を 面白い と 思った 點は、 最初の 場と 最後の 場と に、 M: じ 一：： ん銜 門の 住居 

を 置いて、 六 年 を 隔てた この 二つの 場面で、 E じ やうに 三左衞 門の 母に 絲繰車 を 廻 させ、 同じ やうに 

寺子屋の 師匠 加 藤 傅 じ 郞を黑 II 釣りに 出かけさせて、 しかも その 問に 六. ^の 推移 を はっきりと 額 かせ 

る點 である。 


X 

もう 一 つ、 舞^ 技巧の 上で 面白い と 思った の は、 大詰の 第一 場で、 三 左 衞門を 仇と 狙ふ湲 の 武士 

達が、 三左衞 門の 家 を 左右から 取 園む。 三左衞 門の 母が 行 燈の火 を 消す と、 覆面の 武士 逹は 去る。 第 

二 場の 最後になる。 ^薬 を 仰いだ 母子が 折り 审- なって 死んで ゐる ところへ、 また 覆面の 武士 達が 現れ 

る。 それで、 そのまま 幕になる とい ふところ である。 この 覆面の 武士 達が 一切 無言で、 影の やうに 現 

れ、 影の やうに 姿を消す の も 効果が ある。 

唯、 演出 上、 私が この 二つの 場で 疑問 を 抱いた こと は、 前の 場で は 覆面の 武士 達が 一切 家の 中の 出 

來ポを 知らす に 立ち去 つ たやう に 見えた に、 後の 場で は 彼等が 巧 光に 照らされた 母子の 死骸 を兑 て 足 

を^め たやう に 兌え たこと である。 舞蔡 上の 約^と して. 若し 前の 場で 戶 外に ゐる 者に 家の 內が兒 えな 

いものと すれば * 後の 場で も それの 見える 道理 はない ので ある。 原作の テク ストで は-ここ にも 唯 「覆 

面の 武士 達が 太刀 を拔き 影の ごとく 靜に戶 口お よび 庭に あら はれる」 とだけ のト 書し か^いてない。 

前の 場で は 現れなかった 三左衞 門に 討 たれた 家老の 遺兒 兒太郞 が、 後の 場で は 覆面の 武士 達に 混つ 

て^れた の も、 ^出 ト： の 工夫で あらう が、 これ は 効果が あった。 

X 

前後 を 三左衞 門の 家に して、 母子の 情愛で —— それ は 可な. 9 盲目的な 情愛で は あるが 11 戯曲の 全 
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體を 包んだ の は 頷け るが、 その 間に はさまれた 六 年間の 描寫 が、 三 左衞門 自身の 失敗 經路 に盡 されな 

いで、 寧ろ 三左衞 門と 眞 吾との 對 照に 浪費され たの は遣憾 である。 それが 爲に、 1 時 私 は 脇道へ 迚れ 

て 行かれた やうな 氣 がした。 

併し、 三左衞 門と 魔； 吾との 對照 は、 戯曲 全體と 切り放し てお へれば、 相當に 面白い し、 a 作者の 主 

觀も 幾分 そこに 窺 はれる やうな 氣 がする。 

眞吾 に對 して は 「書き足り た. い」 とい ふ 評が ある やうで あるが、 私 はさう は 思 はない。 この 戯曲で 

私の 一番 同感 出來る 人物 はこの 眞吾 である。 なぜと 言へば， 真 吾に は * 僅な りと も 理性の ひらめき (魔 

吾 自身 は それ を 祌經 だと 言って ゐ るが) が 見える からで ある。 

三左衞 門に 至って は、 一箇の スポイル ド チャイルド であるに 過 ざない。 ォッ ポオ チュ- 一 ストで も あ 

る。 誇大妄想狂 患者 だと も考 へられる。 

彼 は 斬 奸狀の 署名に 「頼 春 親王 十二 代 兵 藤 三 左 衞門藤 原 高康」 と 書き、 木 村に 出 露 目で はない の 

か」 と 訊かれて、 S55- に 「出 目で はない」 と 言 ひ、 木 村に 「變 だな」 と 言 はれる 男で ある。 

「佐幕で あらう と 勤王で あらう と、 そんな こと はどうで もい、。 そんな 珂窟の 善惡を いつまでも 議論 

して ゐる 場合で もない .：：. 今 は 日本 國 中が っ喑 なの だ。 どうしてい^- ん だか 誰に も わかりつ こ はな 


い。 理窟 は 後から くっ付けれ ばい X。 寶行 だ！ 實行 だ！ 結果なん か考 へて は をれ ぬ。 ともかく 何 

でも やっつけて：^ るの だ。 腕が 鳴る。」 

これが 三左衛 門の 動機で ある。 

さう かと 思 ふと、 また 別の ところでは . 「無論、 實 行しょう とい ふから は 勤王 か、 佐幕 か。 何 ゆ ゑの 

勤王 か、 何 ゆ ゑの 討幕 か。 自分の 信念 は 持って ゐ ます。」 などと 言 ふ。 その 癖、 その 信念が どうい ふ も 

ので あるの か、 吾々 は 一向 知る ことが 出來 ない ので ある。 

成程、 かう いふ ォッボ ォチュ 一一 スト も、 維新の 頃に は 澤山ゐ たに 違 ひない。 (作者 或は これ を 以て 喑 

に 現代に 於け るか やうな 存在 を 諷刺して ゐ るの かも 分からない。) 併し、 かりにも K 鄕 とか 木 戶 とか 高 

杉と か 坂 本と かいふ 人達 は、 殘^ の 手簡 史料 だけ を兒て も、 ^して 三 左 衞門程 出たら めで はない。 

三左衞 門の 失肷は 常然の 結果であって、 決して 偶然の 歸趨 ではない。 

しかも、 彼 三 左衞門 はお のれの 失肷の 原因 を 唯 「時勢が 惡 かった の だ。 場所が 惡 かった の だ。」 と 思 

ふだけ である。 それ 以上 それ 以外 を考 へる 理性 は 彼に 缺 けて ゐ るので ある。 最後に、 母親に 向って 言 

ふ言詞 でも 「人間 はやつ ばり 運です よ。 どんなに、 もがいても あせっても 時が 來 ないで はどうに もな 

り ませぬ。 やっと このごろ になって つまらぬ 悟り を 開きました。」 とだけ である。 如何にも 「つまらぬ 

悟り」 である。 
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「三 左衞 門、 おれ はほんと うにお 前が うらやま しいよ。 お前 はよ い 生れつき だ。 お前 はいつ でも 夢 を 

見て 生きて をれ る 人間 だから。」 「三 左衞門 .：：• お前 は 悪. S 人間で はない。 だが お前 は あんまり 夢 を：^ 

過ぎて ゐ るの だ。 その 夢の ためにお 前 はまる で判斷 とい ふ もの を 失って ゐる  」 かう いった の 

詞は、 實 によく 三左衞 門を說 明して ゐる。 

X 

作者が 三 左 衞門を どう 思って ゐ るかと いふ こと は 問題に はならない かも 知れない。 作者 は 唯 三左衞 

鬥と いふ 人物 を 「描いた」 ので あるか も 知れない。 

併し、 若し 作者が 三左衞 門の 死 を もって、 舞臺 上の 「悲， 壯」 を 期した ものである とすれば * この 戯 

曲 は失哎 であると 言 はなければ ならない。 なぜと 一一 目へば、 旣に その 動機に 於いて、 三 左 衞門は 何等の 

悲壯的 出發を 見せて ゐ ないから である。 

私は少 くと も かう 思 ひたい。 

旣に眞 吾の 口 を 借りて 同情の 詞を 述べて ねる やうに、 作者 はト分 三左衞 門の 愚鈍 さ を 認めながら、 

1 味の 溫ぃ 憐憫で これ をいた はり 包んで ゐ るので あると。 

作者の この 感傷主義 は、 三左衞 門の 老母の、 あの 盲目的な 愛に も 現れて ゐる。 そして、 その 餘 りに 

も 感傷的な 母性愛が 終に あの 淺 酷な 「子殺し」 を敢 てさせる ので ある。 


折り重なって 斃れた 母子の 耳に 響く、 あの 柔 かな 子守唄 こそ、 作者の 主 觀の絕 頂な ので は ある ま 

、 J  o 

レ 力 

X 

役^ は みんな まじめに 役 * を 生かして ゐた。 唯一 っ氣 になった の は、 最後の 幕で、 左 升の 傳七郞 が 

「あ、 すっかり 秋 も 更けた  」 とい ふ 獨白を 言 ふところ である。 あれ はま だ戶 外へ 出な. S 內に、 半 

分 三左衞 門の 母に 聞かせる やうに して 言 ふべき ではなから うか。 あの 獨 白の 萏ぐ前 にある 脚本の ト書 

に は (釣竿 を かつぎ 上手へ ゆきかけ る) とだけ しか 書いて ない。 

舞畜 装逍も 結構であった。 唯袢川 堤の 場の 空に 铍が よって ゐる のが、 火が 映る だけに 氣 になった。 

兰左衞 門の 家の 前後 二 場の 季候 的變 化た ど は、 さすがに 小 村 雪岱君 だけ あると 思った。 (八月べ B) 

首相と 巾着 切 

1 新 橋 演舞 場 —— 

伊井 蓉 峰が 總理 大臣に 扮 して ゐる。 そして、 その 直ぐ あとで 巾着 切に 扮 して ゐる。 そして、 どっち 

もよ くやって ゐる。 それ を 私 は 第一 に而 白い と 思った。 
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いっか 歌舞伎 座へ 左圑 次の 乃 木 大將を 見に 來た 或え らい 人が、 それに 綾いて 同じ 役者の 演 する 惡漢 

. 伊太 八 を 見て、 困惑して 座 を 立った とい ふ 話 を 聞いた ことがある。 

今度 もさう いった 客が 相當 ある だら うと 思 ふと 愉快で ある。 今度 は、 あとが 現代 物で、 しかも 自ら 

「人間の 暦」 だと 稱 して ゐる 巾着 切と 來てゐ るの だから、 尙更而 白い。 

S ゝぽ、 芝居の 興行師と いふ もの も、 なかなか 皮肉 を やる ものである。 

x 

私の 見物した 日に は、 その 皮肉が 舞臺 にある だけではなかった。 

それ は、 今の 首相が 護衛 を 大勢 連れて 兒 物に 來てゐ たこと である。 

「原 敬」 とい ふ 芝居 は、 徹頭徹尾 主人公 を 讃美した 芝居で ある。 そして、 その 讚美 は 特に 原と いふ 個 

人に 對 する 同情に 留まらないで、 一 般に 「首相」 とい ふ 地位 境遇に 對 する 同情にまで 擴 大して ゐる。 

從 つて、 これ を 見た 今の 首相 は、 さぞ 會 心の 笑 を 洩らした ことで あらう と 思 ふ —— 不幸に して 私の 

席 は 首相の 席に 遠くて、 その 「笑」 を 見る ことが 出来なかった が  

x 

この 芝居 を 村 山知義 君が 演出した とい ふこと も、 更に 一層 深刻な 皮肉で あるが、 それに ついては 餘 

り 多く を 言 ふまい。 なぜと いへば、 村 山 君 は 少しの、 王 觀をも 見せす に、 餘 くまで も 脚本に 忠實な 演出 


をして， 0 たらしい から。 

「舶卞 リ^ s」 は、 如何にも 伊井 蓉峰 好みの 脚本で ある。 皮肉で、 すね 者で、 しかも セ ン チメン タリ 

ストの 巾着 切 「くノ 一  」 は 飽くまで も 伊井 式な 人物で ある 

この 芝居へ 中岡炅 一 が 掏摸の 一 人に なって 出て 來てゐ るの も 面白い。 

伊井 ま はこの 頃、 女の 役 は 女優で なければ ならぬ とい ふ說を 持って ゐる。 新派の 新しい 展 I！ の爲と 

して は、 遲 蒔ながら 同感の 出來る 意見で ある。 

，し、 女優と 女形 を まぜて 使 ふの は 宜しくない。 その 破綻 は 本牧の チヤ ブ屋で 著しく 現れた。 

暫く この 一 座の 芝居 を 兌なかった が. 「原 敬」 でも 「舶來 巾着 切」 でも、 決して 舞臺の 上に 失肷 はし 

てゐ ない。 この 一 座の 持って ゐる テク 一一 ックは まだまだ 有り 餘 つて ゐる。 もっと 好い^ 本が あれ 

も つ と 好い 芝居が 見られる に 遠 ひな い 。 

列へば、 むかし 眞 山靑果 君が 書いて 伊井 君が 演じた ことの ある 「朝霧 小唄」 など も、 大詰 を 少し 書 
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き換 へ さ へ すれば、 今でも 立派に 通 川す る 狂言で ある。 

女優 を 使って 是非もう 一 度 かう いった 芝居が やって 貰 ひたい。  (八月 十：！ 0 

「坂 本 龍馬」 を 兌て 

- 帝國劂 場  

土 州の 山內 i おは、 關ケ 原の 役 以來、 德 川と は 特训な 1- 史的 關係を 持って ゐ るので、 いきなりせ を 起 

して 幕府 を 倒す とい ふやうな 計 畫には 賛成し 難い 立場に ゐた。 併し、 藩主 豐範の 夫人 は 長 州 毛 利^の 

出で も あるし、 容堂は 又 非常な 勤王家で もあった から、 會津桑 名な どの やうに 一概に 佐幕に 傾く わけ 

にも 行かなかった。 土 藩が 後藤 象 次郞 をして 大政奉還の 建白書 を將 軍， ぼに 提出せ しめたの も、 さう し 

た 理由からで あった。 

薩 州の 鄕 でさへ 土 佐の この 苦しい 立場に は、 十分 同情 を 寄せて ゐた。 それ 故、 この 建白^ 提出に 

は敢 て反對 しなかった ので あるが、 土 州 藩で ありながら 中 岡 愼太郞 など は、 それに 反對 で、 ^HI に： な 

ど は 手ぬ るし とした。 ところが、 坂 本 龍馬の 考へ では、 建白 は 警告で あり 最後通牒 である。 若し 諾か 

れ なければ、 その 時 こそ 將 軍に 辭職 をさせる も 好から うし 兵力に 訴 へる もよ からう。 後藤の 意兒と は 

少し 違 ふが， 藩主 容堂 侯の 立場と いふ もの を も 考慮に 入れなければ ならぬ。 すれば、 やはり、 化-. c: に" 


提出. ぐら ゐが土 佐の 態度と して 適當だ とい ふので あった。 

眞山靑 * 君 は 決して これ を史茛 通りに は 描かなかった。 靑果君 は史實 として 傳 へらる ると ころの も 

のより  一 ^深いと ころ を^よう とした。 戯曲と しての 「坂 本 龍馬」 に價 値が あるの は その 點 である。 

眞山君 は 坂 本 龍^ を 唯の 英雄と して は遨 いて ゐ ない。 眞山 君の 描いた 龍^の 目に は、 出 內も なけれ 

ば 土 佐 もない。 旣に 機運が 熟しながら、 薩長の 聯合が 成らな いのは、 長 藩士が 自國自 藩に 拘泥して ゐ 

るから だと 言って、 桂 を 責める ので ある (史實 では、 K 鄕が坂 本の 來著を 待って ゐ たので、 聯 4：； 協議 

が 延びた ので ある。) SA 山 君の 描いた 龍馬の 目 は、 唯 日本と いふ 大國 家が ある だけで ある。 初 は 雄藩聯 

合で 幕府 を討优 しょうと したが、 若し さう して 幕府の 倒れた 時、 そこに 殘る もの は必す 第二の 藩閥で 

なければ ならない。 吾等の 最後の 目的 は 人類 共同の 敵で ある 封建制度の 破瓌 にある。 ー德川 幕府の 討 

伐な ど は 問題で ない —— さう いふ 風に 進んで 來た 思想が、 實行 家の 中 岡愼太 郞を闲 惑させる ので ある。 

龍馬 は 薩長の 聯合に 非常な カを盡 した。 併し、 その 聯合の 成った 時、 彼に はもう 一 幕府の：^ 仪が無 

意味な ものに なって ゐた。 世 問 は 彼の 思想の 展開 進歩 を 知らす に、 唯 彼 を 「才子」 として 嘲り、 唯 彼 

を 「變り a? い 男」 だと 言って 罵った。 龍馬 は 自分自身、 自分の 思想の 急速な 進歩の 前に 恐怖した。 近 

江屋の 二階で 刺された 時、 龍馬に 「今が 死ぬ 時 だ。」 とい ふやうな 意味の 詞を言 はせ たの も、 作者の さ 

うした； ^方からで はなかったら うか。 
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實際、 坂 本の 八 策と いふ ものから て も、 彼が 「時代」 より 十 歩 も 廿歩も 進んだ 思想家であった こ 

とが 分かる。 あの 當時 上院 下院の 議政 を說き 一 種の 立 蔥政體 を 夢み て ゐた彼 を、 若し 明治時代まで 生 

かして^ いたら、 彼の 思想 は どこまで 進んだ か 分からない。 史貲は 知らないが、 現に 眞 山お の錢 曲の 

最後の 幕で も、 龍馬 は 政治に 關 する 或 恐ろしい 外國の 書物 を讀 んでゐ ると 言って ゐる。 

眞 山 君が 描いた 先覺 者と しての 坂 本 龍馬の 惱 みは、 およそ 如何なる 時代 如何なる 方面の 先お 者で も- 

必す 一度 は 或は 一生 I 味 はって ゐ るに 違 ひない。 

坂 本 龍馬の 戯曲 家と して、 眞山 君が そこに 目 をつ けたと ころ を 私 は 買 ひたい。 唯、 ^憾 なの は、 la 

山お の その 達 眼が、 單に 龍馬 一 人の 解釋に 留まって， 戯曲の 總 てに 行き 亙って ゐ なかった ことで ある。 

卽ち、 寺 田屋騷 動に しても、 近. 江 屋の靳 込に しても、 かう した 事 作になる と、 殆ど 隅から隅までが 史 

實 通りで ある ことで ある。 私は必 やし も それ を 戯曲 的で ない と 言 ふので はない が、 折角 作^: がかう し 

て 新しく 「作り上げた」 坂 本 龍馬 を、 史實 通りの 伏 見 奉行 輩に 噔々 と 討た せて しま ふの が、 如何にも 

殘念 でなら なかった ので ある。 

澤田 君の 龍馬 を 雲 右衛門の やう だと 評した 人が あつたが、 私 は 決して 與 しない。 多少の 「澤田 式」 

色彩 は 免れなかった が、 彼 は 立派に 龍馬 を爲活 して ゐた。 殊に 最後の 中 岡との 問答が よかった。 

野 村、 小川、 鳥居な どと いふ 諸君の、 この^の 技藝の 進歩に も 敬服した。 (八月 十二 日) 


九月の ま 評 


九月の 歌舞伎 座 

— 欲 舞 伎 座 II 

お 三 の 心理 

一 i はどう か 知らぬ が、 今度の 歌舞伎 座で、 もっとも 深い 感銘 を 私に 與へ たもの は、 岡 鬼太郞 氏 

作 「靈圑 七絹纖 兵衛昔 I」 一 一幕で ある。 同じ 作者の 書いた ものに 「深 與三菅 横 櫛」 が ある。 

その 大 f この 作者 は、 昔の 人 I や 世話譽 に は 決して 見られない 男女の 心理 を 描いて ゐる。 質と 

して それが 新しい I だと は 言へ ないか も 知れない。 珍しい 心理 だと I ひかね るか も 知れない。 然 

し、 八， までの 純 曰 本流 Qllf 戶 式の— 8S 決して 味まこ と sf かつ I 愛の 心 

匿だった こと は 確で ある。 

W  0九 
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それ は單に 「心 现」 とい ふべき 際の もので はない。 謂 はば 「心现 の^; き」 とも 言 ふべき ものである， 

その 光の 强さ銳 さは、 妥協に；^: れた 人間の 眼 をつ ぶ さすに は 置かぬ 底の ものである。 

作者 は戀 愛の 现想 主義者で ある。 その 现想は 「淸」 の內に 「淸」 を 求める ものではなくて， 「燭」 の 

內に 「淸」 を 求める ものである。 この 作者の 心の 服から 見れば、 戀愛 生活 或は 廣く 一一 目って 感情： 一;r: 活の 

矛 眉 背離 執着 流轉は 畢竟 流れ に 搖ぐ浮 草の 如き ものであって、 その 水の 底に は 流れに 淸く 磨かれた 小 

さいながら 動かぬ 石が、 必す食 ひつ い て 離れす にゐ るので ある。 

批評家と して の こ の 作者 は 殆ど 虚無的な 辛辣 皮肉 を も つて 聞え てゐ るが、 戯曲 家と して のこの 作者 

は、 常に その 「動かぬ 淸ぃ 小石」 を 人生に 認めて、 そこに 强ぃ 「肯定」 と 希望と を遛 いて ゐる。 それ 

がた めに は、 肉體の 減び など は 物の 數 とも 忍って ゐな いので ある。 

「と は 云へ 手前 もこの 苦しみ、 IE いと 忍へ ど 春の 夜の、 浪は 木更泮 その ま.^ に、 變 らぬ戀 を 打 返す、 

切ね え 今の おれが 心、 もう 怨 むめえ、 手前 も餘 計な 背 腹 を 揉ます と 愛で  一 ^に淸 く 死ね」 とい ふの が 

與三郞 の 最後の 詞 である。 作者 は 飽くまで も 唯 心的な 人生の 肯定 者で ある。 

「昔 繪曆」 のお 三の 心理の 底 を 流れて ゐる もの も、 作者の この 常の、 王 張に 外なら ない。 唯、 この場合， 

作者 は 夫婦生活の 內に、 その 「動かぬ 淸ぃ 小石」 を 求めて ゐ るので ある、 

お 三 は 夫と しての 團 七に 滿 足して はゐ ない ので ある。 そして" あだし 男の 茂 兵衞の 自分に 對 する！ i* 


情 を 身に 沁みて あれが たいと 思って ゐ るので ある。 然し、 金錢で 自分が 寶賈 される となると、 彼女の 

心理 は 一 轉す るので ある。 

「にくい と 思へ ぬ あなたで も、 初手 は 浮氣の 今日の 相談、 憎い と 云っても 團七 は、 俱共 苦勞の 久しい 

馴染、 假 にも 亭主と 名の あるから は、 何程 夫の 爲 だとて、 通りすがり も同樣 な、 旅のお 仁に 此體を 任 

せる 氣に はなれ ませぬ。 何卒 勘忍して 下さい まし。」 

併し、 お 三の 態度が 唯 これ だけで 終ったら、 現代人の 多く は、 きっと 「古い」 と 言って 笑って しま 

ふだら う。 

ところが、 作者 は 人 問の 感情 生活の •「 濁」 を -I 「浮 草」 を 1! 或は 「自然 さ」 を 決して 忘れ 

てはゐ ない ので ある。 

茂 兵衞が 諦めて 歸 らうと すると、 「最早 これが お別れなら、 不莨な 女が ぉ錢 別に。」 と 言って、 いきな 

りお 三 は 小指 を 切って 茂 兵 衛に與 へようと する ので ある。 ここにお 三の 心理の 第一 一 轉が ある。 

「茂 兵 衞 さん， (ト、 ジ ット視 て) お前さん も 始めは 浮氣 と、 憎まれ口 は 利いた もの &、 この間からの 

n 振り 素振り、 今日は 殊更 心の底まで、 すっかり 分かって、 わたし も，^、 實は 嬉しく 思った なれ ど、 

やっぱり 亭主 を 袖に は出來 す、 心 二つに 一 つの 遣 物、 こんな 女 もあった かと. 此の 末々 のた まさかに • 

思 ひだして 貰 ひたさ、 肌身 を污 さぬ 其の 代り、 圑 七さん に 無心の 一品、 何卒 S 取って 下さい まし."」 
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茂 兵衞に 留められて， 結； S 指 は 切らないが、 刖れ の盃は 半分 づっ飮 むので ある。 雨が 降って 來 るの 

で、 お 三が 賫 物の 傘 を ひろげて 渡す 時、 二人 は 思 はす 寄 添 ふので ある。 

それが 茂 兵衞の 未練に なって、 苜曆の 間違 ひから 無筆のお 三 を 誘 ひ 出さう とした 手紙が、 無筆で な • 

ぃ團 七の 目に 觸れて 終に 悲劇 を 釅し出 だすので あるが、 さう した 舞臺 技巧の 隙き のな さ を 今更 この 作 

者に 認める の は 迂遠で あ る。 

お 三が 待って ゐる笾 の 水車小屋 を、 旅 姿の 茂 兵衞が 音な ふと" そこから 現れる のは圑 じで ある。 

結 菜 は 必然に 二人の 爭 鬪 となる が、 そこへ 駄 けつけ て來 たお 三 をい きな リ 肩先 深く 靳 るの は、 圑七 

でなくて 茂 兵衞 である。 「ャィ お 三、 有 唇が 箱の 蓋に、 內 所で 貼って あった を 見て、 亭主が 無筆と 知つ 

た ゆ ゑ、 一筆 密と 書き tf した を、 よくも 一 々吿 口した な。」 茂 兵 衞は、 お 三が 出來 心で、 無筆の 恥を國 

七に 負 はせ たの を、 いまだに 知らす にゐ たので ある。 

だが、 これ は 前の 巧な 舞臺 技巧の 延長で ある。 私 は それよりも、 圑 七と 茂 兵 衞が相 討に なつてから 

の、 お 三の 詞に耳 を 傾けた。 

「圑 七さん、 茂兵衞 さん、 切て 臨終に 念を殘 さす、 元の通り 夫婦と 他人で。」 

これが お 三の 心理の 第三 轉 であるが、 實は第 一 轉へ の復歸 なので ある， 「未来 を 奇麗に。」 で 最後の 息 

を 引く お 三 は， やはり 「動かぬ 淸ぃ 石」 の 所有者で あつたので ある。 


「昔 繪 暦」 の 演技で もっとも 傑出して ゐ るの は 福助のお 三で ある。 

私 はこの 人の もので、 これ 稈 優れた もの を 八 r までに 見た ことがなかった • 

水 茶 Sj 女と しての 晋の 生活、 やくざな 夫 を 兄と 佯 つて ゐる 現在の 見 じめ な 生活、 世 なれた 柔 かみの 

ある， 人 づき あ ひの 中に も、 どこかに 世帶 染みた しっかりした ところの ある 心 持、 さう いった ものが、 

不思議に 實に 不思議に よく 現れて ゐた。 

殊に 賞讃 したいの は、 茂 兵 衞の眞 情に 對 する 態度が、 十分 心 を 動かされながら も、 決してみ だらに 

陷ら ない 表現 を 見せて ゐた點 である。 

茶 もでの 應對 でも、 小指の くだりで も、 盃の 時で も 「相合傘の 形」 になる ところで も、 作者が 舞臺 

の 上に 企てた 「色 氣」 が 十分に 出て ゐた。 しかも、 同時に、 作者が 嚴 として 主張す る 夫婦生活の 「淸 

さ」 「堅固 さ」 が、 その 底 を 流れて ゐ たの は、 實に 福助 近来の 收 穫 である。 

菊 五郎の 茂兵衞 も、 相當 作意 は 飲み込んで ゐ たが、 相 變らす 調子の 低い のが 遺憾であった。 

お 三に 對 する 最初の^ 劍な心 持 「マ ァ先は 先」 としてた とひ 一 夜で もと 思 ふ 熟 情、 欺され たと 知つ 

てのお り、 女の！ a!w に 動かされての 諦めから、 結局 それが 未練に なって 來る 經路、 心^ 描寫の 名優で 
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ある 菊 五郎が、 それ を蚱 かに 表現した こと は 言 ふまで もない。 殊に、 圑七內 の 幕切れの、 「それにして 

も、 どうした 因粱 で」 の 表現な ど は、 到底 他悛の 企及すべからざる ものである。 唯、 ここで 茂お 衞が 

二重に 腰 を かけて しま ふの が 私に は 分らなかった。 演出 上の 一 つの 小さい 疑問で ある。 

それから、 もう 一 つの 疑 ひ は、 大詰の 幕切れに、 脚本で は 茂 兵衞が 自分で 「脇差 を 腹に 突 込む」 や 

うに 書いて あるのに、 菊 五郞は 舞臺で それ をし なかった やうに 兒ぇ たこと である。 

もし、 したと しても、 餘り ほに つかぬ やうに したに 違 ひない が、 ここ ははつ きりさう して 貰 ひたい 

きうて m ひふ。 

猿 之 助の 圑七 は、 臺； 1 のきつ ばりして ゐる のが 何よりも 好い。 勿論、 こんな こと は常然 のこと で、 

特^すべき ことで はない の だが、 菊 五郎の、 あの 低い 調子 を、 努力 倾聽 して ゐる 時に、 猿 之 助の あの 

明快な 臺詞 が樂々 と 耳の 中へ は ひって 來 ると、 實に救 はれた やうな 氣 がする ので ある。 

^し、 全體 としての 演技の 上で は、 ^之 助の^ ヒが、 私に は ひどく 遠慮 豚に 見えた。 あっさりと 相 

手の 邪魔に ならぬ やうに やって ゐる やうに 見えた。 勿論、 脚本に は くどくど しく 書いて はない が、 刚 

七の 表现 はもう 少し 複雜 であっても 好い やうな 氣 がする。 さう 言 ふ 意味 は、 脚本の 奈詞の 行 問に、 も 

う 少し 深く 團 七と いふ もの を 讀んで 貰 ひたかった と 言 ふので ある、 

無理な 註文 か は 知れない が、 お 三の 夫と しての 圑ヒ、 お 三が 未来まで も 夫と して 仕へ ようとす る圑 


七、 その 片影 をで もど こかで 見たかった ので ある。 

「演出家と しての 菊 五郧」  . 

以前の 巿村座 は 謂 ふところの 「演出 者」 を 認めない 一 座だった。 「自分で 立って、 役者に 手本 を だし 

て 見せる ことの 出来な いもの を 舞臺 監督 だ とか 演出 者 だ とか 一 百 ふ こ と は 出来な い 。」 亡くな つ た 田 村 成 

義 氏の 考へ がま.. つ 第一 にこれ だった。 簡單に 言へば 「演出 者」 と 「振 付」 或は 「演技 監督」 と を 混同 

した 說 であるが、 これが 元の 市 村 座で は、 なかなか 有力だった。 成義翁 令息の 壽ニ郞 氏 もこの 意兑だ 

つた。 菊 五郞も 同じ 說 だった。 岡 村 柿 紅 も同說 だった。 一時、 市 村 座で は、 絕對に 番附へ 「演出 者」 

とか 「舞^監督」 とかい ふ 名 は 書くまい とい ふ 決議 さへ 出来た 位であった。 

實を霄 ふと、 その 常時、 私は巿 村^に 勤めて ゐ たので あるが、 他の 事で は 兎も角も， いつも この 「演 

出 者」 問題で は、 孤立 的な 意見 を 持って ゐた。 しかも、 私の 淺才 微力 は 終に 自說の 徹底 を. 遂 ゆる こと 

が 出来なかった。 尤も、 柿 紅と はおない 年の 不 遠慮な 仲だった から、 隨分論 戰を 重ねた。 鸱明た 柿 紅 

は^ 劇に 於け る 或 意味に 於いての この 新しい 茧大な 機能 を、 可な り 認め かけた ので あつたが、 終に は 

つきり と は それ を 認めす に 死んで しまった。 追慕 やみ 難い 亡友に 對 して 私の 常に 感 する 唯 一 つの 逍憾 

K はこれ である。 
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如上の 理. H で、 菊五郞 は今尙 「演出 者」 なる 者の 存在 を 認めて ゐな いらし い。 必 しも 「演出 者」 の 

職能 を 認めて ゐな いので はない が、 自分の やる 芝居に 自分 以外 最適な 「演出 者」 はない と 信じて ゐる 

らしい。 

從 つて、 その 意味に 於いて は、 彼 は 常に 彼 自身 「演出 者」 なので ある。 さう して、 現に 「次 郞吉懺 

悔」 の 場合の やうに、 また 「生きて. Q る 小 平 次」 の 場合の やうに、 屡々 彼 は 「演出 者」 としての 非凡 

な 才能 を發 揮して ゐ るので ある。 

今度の 「信 州 義民 錄」 の 場合で も、 彼 は 自ら 演出 者の 地位に 立ったら しい。 それ は 新聞に もさう 豫. 

吿 されて ゐ たし、 實 際の 舞臺を 見ても、 さう に 達 ひない と 思 はれる 點が 多かった。 

さて、 今度の 場合の 演出 價航 はどうで あつたか。 

先 づ笫ー 、 私に 疑 を 起させた の は、 選 まれた 脚本の 問題で ある。 この 脚本 は 松 竹から 菊 五郎に 下げ 

渡された もの か、 菊 五郎 自身が 選んだ もの か、 それ は 私 は 知らない。 併し、 いづれ にしても. 演出家 

として 先づ 第一 に考 へなければ ならない こと は、 與 へられた 脚本が 自分の 一 座に 適當 であるか 否かの 

問題で ある。 演出家と しての 菊五郞 は、 果して 何よりも 先に それ を 考慮した であらう か。 

若し 私 一個の 考へを 無遠慮に 言 はせ て 貰へば、 現在の 菊五郞 一 座に とって、 この 脚本 ほど 不適 當で 

a 困難な 脚本 はない ので ある。 


先づ 第一 に臺 詞を檢 討して 兑 るが 好い。 

「信 州 萬 岳の 白雪よ、 侪 けて われらの 熱血と なれ。」 「悲慘 な 者 はわれら 百姓ば かりで はない。」 「なぜ 

1 氣 にお 域を乘 取って、 天守の 櫓に 鍬と 鋤と をぶ つちが へ、 わ いら 百姓の 意氣を 示さなかった だ。」 

「俺 はた マ 大衆 を 導いた ラ ツバ 吹きに すぎない と 言 ふの か。」 「明るい 陽 ざしょ、 やがて 隅々 まで も 照 

らして くれ。」 

列舉 すれば 際限がない が、 單 に臺詞 とい ふ點 からのみ la て も， 將來は 知らす、 現在の 菊五郞 一 座に、 

かう した 臺詞の 巧みな 言 ひ 廻し を 要求す る こと は 出来ない。 もし 要求 すれば、 それ は 要求す る ものが 

無理で ある。 なぜと 言へば、 現在の 菊五郞 一座に は、 まだ さう いった 方面の 藝術的 修練が 準備され て 

ゐな いからで ある， 「熊 倉からの 歸る さ」 とい ふ臺詞 が 「鎌 倉からの 歸り 道.」 と 聞え るの が、 現在 菊 a 

0 一  座の 持って ゐる 臺詞的 修練な ので ある。 

果して —果して 演出家と しての 菊 五郎 は -—— 特に 自分 役の 嘉 助に 於いて —— 原作の 臺詞の 大部 を 

加除して しまった 「信 州 萬 岳の 白雪よ」 も 言はなかった" 「ラッパ 吹き」 も 言はなかった。 その外、 局 

お： 5,郃 の 削除 改訂 は數 限り もなかった。 

だが、 これ は 果して 新作 上演に 對 する 演出 者と しての 正しい 態度で あらう か。 勿論 私 は 臺詞の 除 

や 修訂が 筢對に 演出 者に 許されな いと 主張す る もので はない。 唯 「信 州 義民 錄」 の 場合に 於いて は、 
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それが 餘 りに 「許され 過ぎて ゐる」 の を 驚いた ので ある。 

作者 は 唯シネ リオ を 書いた ので あらう か。 臺詞は 唯 「筋が 通り さへ すれば」 好い ので あらう か。 私 

はこの 芝居 を 一 一度 も 丁寧に 兌た が、 いまだに この 問題 は 解決 出来ないで ねる。 

さて、 次に テム ボの 問題で ある。 

演出家と しての 菊五郞 は、 脚本と しての 「t- 州 義民 錄」 が 持つ テム ボを 舞臺の 上で は、 まるで 無視 

して ゐる。 

最初の 兄弟喧嘩 I！ もうあす こから して、 弛緩 を 極めてね る。 萬 藏が爲 事 を 嫌って 稻^ の 上に 踏ん 

ぞり 返る の は 好い として、 それからの 重藏 との 間の 早い 問答 を、 殆ど 同じ 姿勢で 辯け ると いふ こと は 

たい。 テム ボは 唯詞 だけから は 涌いて 來た い。 動きが 詞とー つに なって、 はじめて それが 涌いて くる 

ので あ-る。  - 

原作の テム ボが稍 出て ゐ ると 忍 はれた の は 第三 幕 (嘉助 召 捕) の 後半 だけで、 あと は どこも かしこ 

も 透き だらけだった。 それ は、 いつもの 菊^ 郞 一座の 芝居と して は、 決して 透きの ある もので はない 

だら う。 併し. 「信 州 義民 錄」 として は 透き だらけ だと 言 ふので ある。 そこに も义、 この 脚本の 現在の 

この 一 座に 好適で ない 實^ が 窺 はれる ので ある。 

その 「透き 一 の 主要な もの は、 どこに あつたかと 言 ふと. 多くの場合， 嘉 助の 芝居の 前後に あった。 


卽ち、 菊な 郞の嘉 助が、 何 かする、 何 か 一一 一一 口 ふ、 その 前後に は必す 菊五郞 一流の 「思 スれ」 が ある。 こ 

の 巧な 「思 入れ」 は 非常に 効果的な 場合が あるので あるが、 今度の 「信 州 義民 錄」 では * 多くの場合， 

それが 徒勞に 終って ゐる ばかり か、 却つ て 舞臺の テム ボを 妨害して ゐ るので ある。 

併し， 唯 一^所、 第三 幕の 終り 近くで、 嘉 助が 「金 兵衞、 おさらば だ …… 」 と 言 ふと. 金 兵衞が 「何 

をい ふの だ、 兄哥」 と 言 ふ。 すると、 嘉 助が 「ぢ や、 おめえ は …… 」 と 訝しむ と， 「江戸で 逢 ふだよ。」 

と金 兵衞 がー 一一-! I ふ。 ここで 嘉 助が 「え &」 と 言って、 嬸 しさに 身 を ふる はす、 この 「え、」 の 前後の 「思 

入れ」 は、 いつものが 役に立って、 寶 に 無類な 効果 を擧 けて ゐる。 だが、 それ は 畢竟 直 侍の 「丑 や、 

達者で ゐ ねえ」 である， 「息 +」 の 「ちゃん  し である。 決して、 新しい 菊五郞 ではない。 

この 第三 幕の 幕切れで、 藤 三 郞の出 を 略した の は、 今度の 演出での 第一 の 功績で ある。 ここ は 是非 

とも 嘉助金 兵 衞の齪 け 込みで 幕に しなければ ならない。 原作 通りに やったら、 悉く ィキ が拔 けて しま 

ふに 違 ひない。 

「夏祭 浪花 鑑」 

—— 明 治 座  

普通 芝居で やって ゐる だけで は (三段目、 六 段 目、 七 段 目) どうして 圑 七が あんなに 磯之 丞を 大切 
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にす るの だか、 どうして おか ぢに 一言 言 はれた だけで、 あんなに 德丘ハ 衞が參 つてし まふの だか、 どう 

し て 磯之 丞と琴 浦が 痴話喧嘩 をす るの だか、 又 どうして 磯之^が 備 州まで も 逃げて 行かなければ なら 

ない 身の上に なって ゐ るの だか、 一向 筋の 通らない 狂 一一 目に なって しまって ゐ るが、 それでも どこかに 

興行 價攸が あると 見えて、 もう 原作の 人形の 方で は 一向 出ない のに も關ら す、 齊 K しの 歌舞伎の 方で 

は、 今でも まだ 可な り蜃 出る のが 不思議で ある。 

そこで、 その 興行 價値 は、 主として 六 段 目の 三ぶ の珠數 切り、 お 辰の 鐵 きう、 更に それより はじ^ 

目の 義平次 殺しに ある やうで ある。 殊に、 この 長 町 裏の 舅 殺しに は、 昔からの 歌舞伎 役者が 苦心して 

作り あげた 色 々な 型が あって、 その 型の 變 化の 美し さと 血み どろな 淺虐 味と が、 代々 の 歌舞伎 愛好者 

を 喜ばせて 來 たもの らしい。 

三段目の — 芝居の 方で は 普通 序幕 —— 鳥居 前で、 原作に はない こと. たが、 釣船が 襌を圑 七に 讓る 

ところな ども 昔 は 卑俗な しぐさ をして、 前 を 喜ばせた もの だが、 もうこの 頃 はそんな こと はしない し * 

佐賀 右衛門 を かせに 使って、 團 七が 琴 浦に 道を敎 へる ところ も、 もう 今日の 見物に は 然程： 向..：： く はな 

.S らしい。 

ー體、 この 大鳥佐 賀右衞 門なる 人物が 原作 を通讀 して 兒ても  一， M わけの 分からぬ 人物で、 こんな 安 

つ ほい 敵役の 爲に、 みんなが 血の 出る やうな 苦勞 をして ゐる のが、 私に は 分からない。 それが この 作 


の 何よりの 缺點 である。 芝居の 方で は 序幕 だけで 黑 塀に なったり 石燈笳 になった りしに 出る だけ だか 

ら、 今後 はいつ そ 蔭の 人物に してし まった 方が 好い と 思 ふ。 

三ぶ の珠數 切り も、 昔は大 芝居 をした も. の だが、 この頃 は餘^ あっさり になった。 今度の 友 右衞門 

を惡 いと 言 ふので はない が、 時勢で さう 大げさな 芝居 も 出来ない とい ふ 風が あった。 

但し、 お Is の鐵 きう は、 今度の 源 之 助の、 あの あっさりした 演り 方が 私に は氣 にいった。 他の 人が 

やる と、 あの 前後の 芝居が もっと 大げさになる のが 常で あるが、 お 辰と いふ 人物から 言 ふと、 直ぐと 

決心して、 直ぐと 頰を燒 いて、 あと は 平 氣な顔 をして ゐ ると いふ、 あの 氣丈 さが 見えなければ ならな 

い。 源 之 助のお 辰が、 その 姿態 美に 於いて、 今度の 「夏祭」 中の 壓卷 であるの は 言 ふまで もない こと 

だとして、 あの 鐵 きうの 前後の 芝居の あっさりして ゐ たのが、 私に は 何よりも 嬉しかった。 花^の 引 

込みの よかった こと は 無論で ある。 

義平次 殺しが、 昔の 演出 法より すっと あっさり になった の も、 これ 又 時勢の 要求で あるが、 これ は 

この 方が 結構で ある。 今度の ぐら ゐで卜 分で ある。 昔の やり方 は、 藝術美 を 外れて ゐた。 

に^ 郞の團 七 は" 舞踊の 速 人で あるに も關ら す、 きまり や 見え や 動きに 一 向美し いもの を 見せて く 

れ なかった。 わざと 崩さう 崩さう として ゐ るので はない かとさへ 私 は 疑った。 少し 意味 は 違 ふが、 近 

頃の 菊 五郎が、 どんな 役 をで も 「草書」 で 行かう とする、 あの 演り 方な ので は あるまい かと 思った。 
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そこ へ ゆく と、 吉 右衛門の 義平次 は、 ，ぐっと 「楷書」 である。 少し 「楷書」 過ぎ はしない かと 思 ふ 

位で ある。 と 言 ふ 意味 は、 いつも 我々 が義平 次から 受ける 印象 は， あの 骨 も あら はに 瘦せ さらばへ た， 

ひょろひょろした 肉體 に、 挺 子で も 動かぬ 食： 慾の 深く 根ざして ゐ るの を 見る ので あるが-今度の 義平 次 

は、 演技が 可な り 力強い せゐ かその 無に 近い 肉體の 弱さ 賴り なさ を 多少 裏切って ゐる やうに 思った。 

併し， 全體 から 言 ふと、 誠に 身の は ひった 熟 心な 演技で その 點は 十分 禮を いって 好い 義平次 だと 思 

つた。 

吉右衞 門 は 確に 別 方面に 一 歩の 開拓 をした と 言 ふべき である。 

「破れ 曆」 

—— 帝 國 劇 場 —— 

今度の 女優 劇 (おっと、 さう いふ もの は、 もう なくなつ てね た 害だった) のプ ログ ラム は 「© 鶴 五 

人 女」 とい ふ觸れ 込みで あるが、 舞踊劇の 「お 七」 「お s」 は 無論と して. 「おせん」 でも 「おさん」 で 

も 「おまん」 でも、 必す しも 西 鶴の 忠實な 脚色で はない。 

だが、 それ は 「西 鷂」 とい ふ 看板が 少し 嘘になる だけで (それ も 西 鶴から 人物 を 借りて 來 たとい ふ 

だけの 意味なら、 決して 噓に はならない). 却て その 方が 吾々 に は 結構で ある。 特別な 意味が あるなら 


鬼 も 角 も、 芝居です るのに、 何も 西 鶴に 縛られる 必耍 はない からで ある。 

私 は その 中で、 故 木 川惠ー ー郞^ 作の 「おさん 茂 兵衞 破れ^」 を 一 赉 興味 傑く 兑た。 惠ー 一郎 君 は 岡 野 

S さんの 令弟で、 よく 馨 さんと 一緒に 歩いて をら れ るの を兑 たが、 あの方が たと ひこれ 程の もので も 

書いて、 ^されようと は、 その 當時 夢にも 思はなかった。 それ 柽、 若い 人の 作で あるから、 勿論 未熟 

では ある。 未完成な 點も ある。 現今 一般の 好尙 から 言へば、 テム ボに 多少の もどかし さも あら ラ。 然 

し、 どこまでも、 まじめに、 正直に、 自分の 思った 通り を 少しの 當て氣 もな しに 書いて ゐる ところが、 

私に は、 尊い。 その^の 手 だれが 聞いたら 雨^れ 拍子と も、 聞え よう。 だが、 その 昔 締には 捨てが た 

い 特殊な 色が ある。 

坳彌は 寧ろ 亡き 惠ー ー郞 君に 對 する 友情から、 震災 後 はじめて この 戯曲 を淺 草の 舞臺 にかけ たので あ 

つたら うが、 今 n ではもう 立派に 彼の だし 物の 一 つに なって しまった。 それ も 美しい 協同 作業の 結^ 

として^^に 航 する。 兩ぉに 親交の ある 雪岱 君の 舞臺 装置が、 初演 當 時から、 この 演出に 特殊な 効果 

を 加 へ てゐ たこと も 特筆して 好い。 

^二 郞 君の 「破れ 曆」 は、 久ヒの 人物 を 西 鶴に 借り、 茂 丘 (衞 おたまの 名 を 近 松に 借りて ゐ るが (も 

つと も、 西^の 方に もりんの 外に 「中の 使せ し 玉と い へ る 女」 のこと が 最後に 一 寸 書いて ある) 作意 

は 西， g を も 近 松 を も 全く^れ てゐ る。 

小山 內憨^ 集 七卷 九月の 劇評  五 二三 


小山 內薰 全集 七卷 九月の 劇評  五 二 四 

西 鶴に 於け るお さん は、 全くの い たづら 者に なって ゐる。 そして 茂右衞 門との 間遠 ひ は 「我. しらす 

新 を かきける」 から 『夢 さめて おどろかれし は、 枕 はづれ て、 しどけ なく」 あたりまでの、 普通の 刊 

本で は必 す^ 略 箇所に なって ゐる 部分に 始まって ゐる。 近 松に 於け るお さんと 茂兵衞 との 最初の 關係 

に は 鼓. 塵 不義の あやまり はない。 「ほんの 因果の ま はりあ ひ」 が 「言 ひわけ た&ぬ 品」 となる ので ある。 

謂 はば、 戯曲 的な 作者の 仕組で、 二人 は拔 差なら ぬ關 係に あるので ある。 併し、 その Si 違 ひの 閨房で 

忠 る こと は、 やはり 西 鶴と 同じで ある。 

惠ニ郞 君の 描いた おさんに も、 主人が 留守の 寂し さから その 憂さ晴らし とも 見える、 多少の い たづ 

ら氣は 認められ るが、 それ は 決して 西 鶴のお さん 程 罪の 深い もので はない。 茂兵衞 との 關係 にも、 近 

松が こしら へた (私 は敢 てこ しらへ たとい ふ) やうな 仕組 はない つ 「破れ 曆」 における おさん 茂兵衞 の 

關 係が、 全然 I！ 房 を 離れて ゐる こと も 注意すべき 點 である。 謂 はば 精神的で ある。 心理的で ある。 

おさんの 詞を 誠と 信じて、 訴人 するとい ふ 久七を 茂 兵衞が 殺す の は 自然で ある。 それ を 聞いて 驚い 

たおさん が 罪 を 詫びる の も 自然で ある、 おさんの 莨 意 を 聞いて、 茂 兵 衞が 諦めて、 罪 を 一身に 擔 うて 

店 を 出て 行かう とする の も 自然で ある。 その 純情な 後 姿 を： a て、 おさんが 飜然茂 兵衞と 運命 を 共に し 

ようと い ふ氣 になる の も 自然で ある。 

「破れ 曆」 の 創作的 貭攸 は、 實 にこの 一 段の 心理 描冩 にある と 言って よい。 


主人が 留守の 寂し さに， おさんが 隣の 娘の 子 を 呼んで 髮を 結って やって ゐる幕 あきの 情景 も， 近 松の 

猫より は 好ましい 「「扦 暦」 では 主人の 以 春が 怪しから ぬ 好色漢に なって. Q るが、 この 作で は. 中： 人の 長 

右衞 門が^ ど 蔭の 人物に なって ゐて、 唯 幕切れに ちょいと 出る だけの 好人物に なって ゐ るの も 好い。 

拗彌の 茂 兵衛で 一 赉好 いところ は、 脚本に はト 書で 唯 「土間に 降り 立ち 表口の 方へ ゆく ピと だけし 

か 3 いてない。 あのお さんに 偽りの 戀を 打明けられてから 後の， 歡 喜と 恐怖との 混淆した 表現で ある。 

久七を 殺して からの 表情、 おさんの 戀が噓 だと 知って からの 寂しい あきらめ にも • 私 は 動かされ たが、 

それら は 到底 前者の 比で はな かつ， た。 

嘉久 子のお さん は、 大村嘉 代 子さん もど こかに 書いて をら れ たやう だが、 戀を 打明けてから、 小僧 

の 三吉が 21 つてく るので、 急に 笑 ひだす、 あの 笑 ひが 少し 大き 過ぎた。 あれで は 茂 兵 衞に對 する 嘲り 

になり はしない だら うか。 しかも、 あの 笑 ひ は 決して 嘲りに なって はならない 笑 ひだと 私 は 思って ゐ 

る。 茂 兵 衞に あやまる ところから、 茂 兵衞と 一 緒に 逃げようと いふ 氣 になる までの 心理描^ は、 飽ま 

でも まじめで 結構だった。 

お 後に、 演出 上の 一 疑點を 記して 置く。 それ は、 おたまが 家 を 飛 出す ところで ある。 原作に は 「お 

たまが ^ 急て て 出て くる。 そして 跣 足の ま& 表の 潜り 戶を 開けて 出ようと する。 と戶が 外から 開かれ 

>0。 おたま は 勢 ひで その ま、 外へ 出て 行く、 長 右衛門と 十 兵衞が 入って くる。」 となって ゐ るのに、 今 
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度の 演出で 見る と、 お 玉が 花道の 揚 幕へ は ひって しまつてから、 長 右衛門と 十 兵衞が 出て くる ことに 

なって ゐる。 これ はや はり 原作の 註文 通り 門口で いれちが ひになる 方が 面白く はなから うか。 

小さい こと だが、 g になる ので 自分の 參考 までに 書いて 置く。 (九月 十九 日) 


歌舞伎 座雜感 

〇 先代 萩と 歌 右衛門  ビ- 

これ は 原作の 淨ろ りに してから が、 あまり 優れた 作で はない。 强 ひて とれば、 御殿の すすめの 歌の 

前後の、 あの リリシズム だけで ある。 

歌舞伎の 方で は、 政 岡の 烈婦ぶ り、 床下の 繪畫 美、 對 決から 刃傷へ かけての 仁 木の グ P テスタで 見 

せる だけの ものである。 

ところが、 圑藏 以後、 もうあの 人間離れ のした グロテスクな 仁 木 を 見る こと は出來 なくなった。 す 

る ことに ソッ はない ので あるが、 中 車の 仁 木 は、 どこかに 「分^ 臭い」 ところがあって、 象微 的な 悪 

の 表現、 歌舞伎 獨 はの グロテスクが どこでも 見られない。 

吉右衞 門の 男 之 助 も， 形 、動き. 聲の だし どころ が 達って ゐ るので 床下の 耩畫 美が 味 ははれ ない。 

僅に、 今度の 先代 萩 を 救って ゐ るの は 歌 右衛門の 政 岡で あるが、 これ とても 現今 病 體の歌 右衞 門に 

小山 內憨 全集 七卷 欺 舞 伎^ 雜感  五二七 


小山 內界； 全集 七卷 欲 舞 伎^ 雑感  五 二八 

は 無理な 爲 事で、 痛 々しさの 寶 感が觀 劇の 與を 削ぐ こと 多大で ある。 

だが， その 風 さいの 立派 さと、 その 聲 調の 堅固 さと は、 さすがに 歌右衞 門で、 およそ 今の 歌舞 仪役 

者 中 これに 匹敵 出來る もの は 一人 も あるまい。 i 莨に 歌お 衞 門 あっての 政 岡、 歌右衞 門の 政 岡あって の 

代 萩で ある。 

尾 上 松 助が もし 「阈赘， であった のなら、 歌 右衛門 もまた 別の 意味での 「國 资」 でなければ ならない。 

一 は餘り 濫用せ すに、 火 切に 保存すべき ものである。 その 意味から いって、 私 は M ハ行 當事 者が 

歌右衞 門の 病の 本復す るまで、 なるべく 無理な 爲事 はさせ ないやう にして もら ひたいと 思 ふ。 

〇 飯た きに ついて 

歌舞伎 は 昔 は 民衆の もの でんった。 しかし、 今では 特權 階級の ものに なって しまった。 ： ^衆 は 歌舞 

伎の 現代的 變形 である 「刽釗 映畫」 によって、 僅に そのぬ をい やして ゐる。 

私 は 今度の 歌舞伎 座で 先代 萩の 御殿 を 見ながら、 昔の 民衆が どうい ふ 心 持で この 芝居 を^たら うか 

とい ふこと を考へ て 見た。 

日本の 昔の 民衆 ー— その ほとんど 總ては 被壓迫 階級であった ！ は、 封建 ^德に 縛られて ゐ たから 

政 岡の 忠節に はもち ろん 純葸 な淚を 流した に 違 ひない が、 それと 同時に、 あの 「小さい 殿樣」 である 


E 千代が， 一 杯の 釵も 自由に 食 ふことの 出来ない の を 見て、 きっと 自分 達の 幸福 を 感じた に 違 ひない。 

やや 反逆 的な 民衆 は、 これに 一種の 痛快 味 を さへ 覺 えたに 違 ひない。 そして、 もし、 これが この 武士 

^的悲 刺に 一 まつの 喜劇 的 H レ メ ントを 投じた としたなら、 先代 萩の 作者 も 決して 隅へ は 置け ない こ 

とになる。 

だが、 これ は 私 一個の 變痴奇 論に 過ぎない だら う。 德川 時代の 作者が、 そこまで 考へ たはす はない 

ので ある。 にも 關ら す、 私 はや はり 武士階級に 壓 迫され て ゐた當 時の 一般 民衆が、 この 钹 たきを 見て 

自分 透の 幸-一 1 を 感じた に 違 ひない とい ふ考 へ を どうしても 捨てる ことが 出来ない。 

これ はどうし たもの だら うか。 

, ■  〇 霜夜 鐘 十字 辻占 

作の よしあし はおいて、 凡そ どんな 狂言で も、 かう 切り さいなまれて は 助から.. な. s。 いはば 當 時の 

讃 み 物 戯曲と してお かれた もので は あるが、 さすがに 原作に は サスペンス も あれば スリル も ある。 だ 

が， 今度の 脚 木で は、 そんな もの は みんなう つち やられて しまって ゐる。 

六沛 正三郞 はた だ 金と 羽織 を盜 まれる 爲に 舞臺へ 出て くる 丈 だ。 巡^ 杉田薰 はどうして 役 を ひいた 

の だか たれに も 分かるまい。 もちろん、 今時 こんな 犴言を 長々 と やられて は堪 まらない o( 殊に 楠石齋 
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の 件な ど) が、 それにしても、 通す だけの 筋 は 通して もら ひたい。 よく 河 竹 家で 默 つて ゐる こと だ。 

かうな ると. 僅に 三枚 橋で 金 助と 宗 庵との 出會 ひ、 忍が 岡で n: じ 一 一人の 默阿 彌式パ ラ レ リズム を 味 は 

ふより 外しよう がない が、 如何に 初日と はい へ (私の：^ たの は 初日だった). 一 人 はまる で亳 _詞 が 腹に 

は ひって ゐ ないし、 一 人 は 例の なまり だらけと 來てゐ るので とても 好い 氣 持に はなれな いので ある。 

い ふまで もない ことで あるが、 一 體默 阿彌の 世話物な どと いふ もの は 別に 深い 人生 問题を 含んで ゐ 

る ものでなくて、 いは^ 興味の 大半 は あの 齒 切れの 好い ヒ五 調の 蹇詞 にある のに、 それが 鮮に ゆかな 

いとあって は、 どうに も 救 ひ 難い ものが 出來 上って しま ふわけ である。 

だが、 それ は それと して" 私 は 明治 文化史の 觀點 から、 にこの 狂言に 對 して 一 極の 愛涪を 感じて 

ゐる。 興行 上手な 歌舞伎 座 は なぜ 明治 文化 研究 會 後援 尾 佐竹猛 博士 考證 とい ふやうた ことにして、 こ 

の 狂言の 文化史 的 演出 を 試みなかった ので あらう か。 

さう でも すれば、 七五調 は 兎も角も、 また 別の 興味が わいて 來 ようとい ふ ものである。 

〇 二ん の 子役  . 

「霜夜 鐘」 に 二人 子役が 出る。 

一 人 は.： 〈や M 娘お 竹の 兒太郞 で、 もう 一 人 は 糸 しんら ふそく 賨 の十藏 である。 


私 はこの 二人の 將來を 常に 樂 しんで ゐる。 兒太郞 は 「和 泉 式部」 の 時の 小坊主 (？) にも 感心した 

が、 今度のお 竹で も、 察 詞が はっきりして ゐて聲 の 質が よくて、 聞いて ゐて 誠に 好い 心 持で ある。 昔 

の舊 派の 子役の^ しから^る と、 すっと 寫實 であるが、 却て その 方が 將來 のために は 好い。 この 

少^が 大きくなる 時分に は、 きっともう 純粹な 歌舞伎な ど はなくな つてし まって ゐる だら うから。 

錢の糸 しんら ふそく 屋は、 いはば 仕 だしに 過ぎない 役で あるが、 裏 詞が はっきりして ゐ るので. 

「糸 しん」 とい ふ ものの 始めて 出来た 「時代」 が はっきり 浮き出て 面白い。 この 子 は 早く 父 に^れた 

不幸な 少年で あるが、 舞臺に 暗い ところの 少しもな いのが 好い。 

老優 も 結！！、 名優 も 結構で あるが、 何とい つても 素直で、 彈カ があって、 生き生きし てるの は 新 時 

代 だ—— 新時代 だ。 

〇 吉右衞 門に ついての 對話 (上) 

「岡 鬼太郎 さんがえ らい こと を 書き ましたね。」 

「演^ ^ 報へ 出た 『吉 右衞 門の 危機』 です か。」 

「ええ" さう です。 我々 播 磨屋黨 はこと ごとく 愤慨 して るんで す。 かりに 岡さん の 仰し やる ことが 正 

しいと しても、 なぜ 直接い つて 下さらな かったんで せう。 あんなに 親しくして ゐる 間柄 ぢゃ ありませ 
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んか。 何も あんな 枭し狀 の やうな もの を 突きつ けないでも 好いで はありません か。」 

「その 现. M は、 あの 文章の 中に も きいであります。 岡さん は相對 でい つたので は 利き目がない と 思つ 

て、 感情 を 殺して、 あの 公開 狀 をお 害き になった のでせ う。」 

「でも、 あれで はまる で 絡交狀 です。」 

「いえ" それ は 違 ふと 思 ひます。 岡さん の 方に 絶交の 心 持な ど は 少しもな いのです • 唯、 自分 は 正直 

で 暮らしたい。 惡 いもの を 善い といって は 褒められない。 もし 自分の いった ことが 氣 にいらないで、 

向う から 絶交 されれば それまで だが と、 かう いって をら れる だけです 他の 人が いふので はあり ま 

せん。 岡さん は 播磨屋 が 可愛くて たまらな いのです。 可愛ければ こそ、 あれ だけ 思 ひ 切った 詞も 吐か 

れ たのです。」 

「でも、 私 は 智惠內 にしても 義平 次に しても， そんなに 惡 いもの だと は 忍 ひません。 今月の 八汐、 Ef- 

之 助、 勝 元、 さぬ き 金 助 だって、 器用に 爲 分けて ゐ- るではありません か。」 

「それ は御覽 になる 方に よって、 見方の 違 ふの は爲 方が ありません。 現に かう 屮す私 だって、 歌舞伎 

に對 する 神經 はとても 岡さん ほど 銳く 細かくはありません。 しかし、 岡さん の祌經 として は、 到底 あ 

あい ふ 智惠內 や、 ああい ふ 義平次 は 許せないで せう。 そこです。 播臍屋 が 是非とも 岡さん に 敎を請 は 

なければ ならない と、 私が 思 ふ现由 は。」 


「でも、 あの 智惠内 や 義平次 は、 みんな 親に 間いた 通り を やって る だけで、^ して 自分勝手 を やった 

0 ではない と、 當人 はいって る さ うぢゃありません か。」 

「そり やさう かも 知れません。 しかし， だれに 敎 はらう とどん な 名優の 型で あらう と、 ある 場面で 主 

となる 役と 副と なる 役と を 取 違 へ たやうな 演出 は、 岡さん として 許せない のでせ う。」 

「だって、 さう いふ こと は 六 代 EI など は 始終 やって るではありません か。」 

「そこです。 成程、 六 代 目 もさう いふ こと をして るか も 知れません。 然し、 それ を 六 代 目に 向って い 

ふ 人はありません。 つまり 六 代 目に は 岡さん がない。 播磨屋 に は 岡さん が ある。 それが 播磨屋 のし あ 

はせ だと 私 は 思 ふので す。」 

「だが、 それにしても、 1： さんが 急に あんな こと をい ひだした 理由が 私に は 分りません。 何 か 感情 上 

の ゆき 違 ひで もあった ので はないで せう か。」 

.  〇 吉右衞 門に ついての 對話 (下) 

「たれし もさう 思 ひさうな ことです。 然し、 播磨屋 をに くんで ゐる 人に、 あんな 親切な 文章 は 書け な 

いと 思 ひます。 あの 文章の どこに 毒舌が あるので せう。 成程、 苦い 詞 はあります。 然し、 飮 みにくい 

藥 はきつ と 身體に 利く ものです。 病身の 播磨屋 に それの 分からない 道理はありません。 あなた は 『急 
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に』. 岡さん が あんな こと をい ひだした のが 分からない. V 仰し や いますが、 多少と も舞臺 裏の 事情に I 

じて ゐる私 どもから 兌る と、 この 問題 は 決して 急に 起った 問題で はない のです。」 

「では、 前から、 岡さん はそんな こと をい つて ゐ たのです か。」 

「別に、 あの 通りの こと をい つて をら れ たわけではありません が、 岡さん の 親切で 仰し やる こと を播 

磨：^ が 一 向に 取り 上ない といった やうな ことが、 これまで にも、 もう たびたびあった らしい のです。」 

「それ はどうい ふ 時です。」 

「さあ、 こんな こと は 中して 好い ことか 惡 いこと か 分りません が、 なんでも 本鄉 座の 袖 萩の 時に も そ 

んな ことがあり ましたし、 赤 垣の 時に もあった やうです。 そり や あ 播磨屋 の 方に して 見れば また 岡 さ 

んの 仰し やる 通りに 出來 ない 理由 もあった のでせ う。 それなら それで、 ー應 その 釋明 をして、 ^こ 

さんの 御意 見 を 伺 ふが よかった のです。 ところが、 生れつき 氣が 小さい と 來てゐ るので、 それが 出來 

ない。 岡さん の 方に して 见れ ば、 まるでい ふこと が 通らない わけです から、 心 持の よくな いのは 當り 

仏 £ です が、 これが 叉お なかん 中で は 播磨屋 が 可愛くて たまらない 方な のです から、 面と 向って こきお 

ろすな どと いふ ことの 出来る 方で はない のです。 そこで、 いつの 間に か. 二人の 間に 溝が 出来る とい 

つた やうな わけではなかった かと 思 ひます。 もちろん これ は 私 だけの 考 へで， 別に どちらに もき いて 

見た わけではありません から、 確な こと はいへ ません けれど …… 」 


「成程、 それ はさう いふ こと も あるか も 知れません ねえ。」 

「こんな こと をい ふと、 また 掭磨 屋は氣 を惡 くす るか も 知れません が、 一 體、 播磨屋 にしても 音羽屋に 

しても、 結局 どんな 人が 何 をい はう と 『素人に や 分らね え』 とい ふ 腹が あるん ぢ やない かと 思 ひます 

ね。 どんた 芝お の 通 だって、 實 際の 舞^の 上の こと は 自分 達 ほど 明かる いはす はない といった 氣 持が 

あるん ぢ やな. s かと 思 ひます ね。 もっと、 ざっくばらん にい へ ば. 素人 を 馬鹿にする 心 持です ね …… 」 

「でも， そり や あ， 播磨屋 の やうに 芝居のう まい 役者に して 見る と、 どうも やむ を 得ない ことか も 知 

れ ません ねリ」 

「さあ、 その、 あなた 方 御 ひいきの 仰し やる 『芝居が うまい』 とい ふ 奴です。 どうも、 その" 『芝； ^が 

うまい』 『芝居が うまい』 とい はれる のが、 結局 當 人の 毒になる ので はない かと 思 ひます。 『うまい、 う 

まい』 とい はれる ので、 つい、 その、 問 違った 芝居 を やる —— さう いふ 場合 もない とはいへ ません。 

もちろん、 私な ど は 始終 芝居の 中に ゐ ながら 一 向 芝居の 分からない 男です が、 一 體、 もう 今 口の 役者 

は 唯 『うまい、 まづ い』 とい ふだけ の もの ぢゃ あなくな つて 來てゐ るの ぢゃ あないで せう か。 播ぉ" fej 

や 六 代 目から 兑 たら、 左 圑次ゃ 猿 之 助 は 役者 ぢゃ あない かも 知れません。 成程、 小手先の 器用 さや 泣 

落し ぢゃ あ、 とても 後者 は 前者の 敵で はないで せう。 然し、 左 團次ゃ 镔之助 は、 播磨屋 や 六 代 E が 持 

つて ゐる 傅統 的な 技藝 でない 全く^な 技藝を 持って ねる のです。 そこに； きをつけないで、 唯 自分 逹の 
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藝は 細か S で、 高鲞 の 管 粗 管 1 と、 唯 大ざっぱに、 さう 考 へて ゐ ると、 今に 飛ん 

でもない ことになると 思 ひます。」 

「いや、 こ c-i 蚤し からん。 それ. ちゃ あ、 あなた も やっぱり 『危機』 を說 くので すか 」 

「私 は單 に播舊 だけに 危機 を說 くので はありません。 六 袋に も、 その 一 門に も、 總て 『おれ I 

居が うまい』 と 思って ゐる 役者 を 列べ て 置いて 危機が 說き たいので す。 もう 『i がうまい』 とい ふ 

こと だけに 頼って ゐ るの は危險 だとい ひたいの です。 さう いふ 時代 はもうと うに 過ぎ去って ると いひ 

たいので す。」 


きの ふ ある 六 代：：：： びいき に會 つたら、 いきなり かう いはれ ました。 

「君 は 左 圑次か 猿 之 助の 芝居で なければ 分らぬ 人 だ。 もう 劇評なん かしない 方が いい。」 

だんだん 聽 いて ると 「吉 右衞 門に ついての 對話」 で 播磨屋 と 六 代 目 を 一緒にして 論じた のが 氣に 

いらなかったら しいので す。 殊に 「主と なる 役と 副と なる 役と を 取 違へ たやうな 演出」 を 「六 代 a: な 

ど は 始終 やって るではありません か」 と 書いた のがお 氣に 召さなかったら しいので す。 

「六 代 目と いふ 人 は、 さう いふ こと を爲 なさ 過ぎる ので 困る 位の 人 だ。 粜 して 六 代 目に さう いふ 例が 

あるなら、 それ を擧げ て：：^ 給へ。 例は擧 げられ ないだら う。」 と、 かう 又 きめつける のです。 あの 「對 

話」 は 色々 な 人の 臀 を 取り いれて 書いて 見た もので、 總 てが 私の 詞 でない こと は、 凡そ 文章 を 解す る 

程の 人なら 分かる 害です が、 どうも かう 輿脔 されて しまって は、 そんな こと をい つたって、 取り あげ 

て くれな いのは 分って ゐ ます。 然し、 實際六 代 目に 對 して さう いふ 考へを 持って ゐる人 は あるので 

例を堪 げろと いふなら、 その 例 も澤山 聞いて 知って ゐ ますが、 この場合 この 六 代 目 I® 風に 對 して、 そ 
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んな こと をい ひだしたら、 なほ 怒られる にき まって ゐ ますから、 私は默 つてし まひました。 

.「 それ 見 給へ。 例は擧 げられ ないだら う。 そんな 無責任な ことで、 よく 劇評な どが 出來 たもの だ。」 

もう 一度、 かう きめつけられて、 私 はこと ごとく 憂う つに なって しま ひました。 

如何にも もっとも だと 思った のです。 この 人の いふ ことに も 一 现 あると 思った のです。 成程、 自分 

に は 精々 で 左 團次か 猿 之 助の 芝居で なければ 分らない ので あらう。 菊 五 郞ゃ吉 右衛門の 芝居が 本格な 

歌舞伎 だと すれば、 私に は 歌舞伎 芝居な どと 云 ふ もの は 分からな いの だら う。 如何にも、 それ はさう 

に 違 ひない、 もし 本當に 歌舞伎の 味が 分るなら 私 は 歌舞伎に 心醉 してし まって、 新釗述 動な ど は 始め 

なかった に 違 ひない。 私が この 年に なっても、 いまだに それで 苦勞 をして ゐ るの は、 つまり 歌舞伎 劇 

が 「分らない」 證據 ではない か …… 

だが、 それよりも 私 を 憂う つに した こと は. 書かで もの こと を 書いた ために、 恩 も 怨み もな いかうし 

た 役者び S きを 怒らせた ことです。 これ は復 聞きです から 逸僞は 分かりません が、 播麼 屋黨 はまた 播 

磨屋黨 で、 六 代 目と 播磨屋 を 一緒にされ ちゃ あ ffl ると いって 怒って ゐる さう です。 どうも これで はや 

り 切れません。 私 は 市 村 座の ろく を はんだ 時代 も あるので、 六 代 目 や 播磨屋 と は 「君 * 僕」 で^の 出來 

る 間柄で、 歌舞伎 役者と しての この 一 一人の 優れた 點は、 人 一 倍よ く 知って ゐる だけに、 どっち かとい 

ふと ほめる ところが あっても、 その 方 は わざとい はないで、 自分の 氣 にいらない ところ だけ 不 遠^に 


い ふやう にして ゐ るので すが、 どうも かう 周 Si が やかましく なって 來て はどうに もや り^れ ませ， <。 

仰し やる まても なく、 釗評 など は 一刻も早くよ したいの です。 飛んだ こと を 引受けて しまったと 後 

悔して るので すが、 代り を たれ か 世話し なければ 新聞の 方で 許して くれない のです。 

. 私 はこれ まで も 自分の 評の 素 入 評 —— 少く とも 歌舞伎に 對 して は —— である こと は、 うるさい 程斷 

つて 來た つもりで すが、 この 際もう 一度 はっきり それ をい つて 锊 きます。 それでな いと、 今度の 帝劇 

について の 感想な ども、 まるでい へない- 〕 と になって しま ひます から  

さて、 今度の 帝劇で は 石 川 五右衛門の 芝居の 通し を やって ゐ ます。 あの 五右衛門の 芝居で、 何が 私 

に 一番 面白かった かとい ふと、 あの 公げ 達の どぜ うすく ひです。 これ は 皮肉で もなんでも ありませ 

ん。 實 際さう 思った のです。 私達が 今 築地で やって る 「國姓 爺 合戰」 など も、 つまり は あの 公げ のど 

ぜ うすく ひと 同じ ことなの です。 殊に、 それが 石 川 五右衛門の 夢であった とい ふに 至って は 奇想 天外 

ではありません か。 

正直 をい ふと、 その外 は どつ こも 面白くなかった のです。 第 一 、 五右衛門に してから が、 あれで は 

ほんとの 英雄 豪傑ら しい —！ いはば 立派 過ぎる 風 さいで、 私達が 死んだ 眼 玉に 見た やうな * 人 問ば 

なれの した、 化物 じみた、 グ。 テスタな ところがありません。 しかし、 どうも かう いった 荒 唐 無け い 

刺になる と * やはり 五右衛門 は うんと 時代 的で、 うんと 化物 じみなければ いけない やうた 氣 がします。 
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それから、 勘 彌が次 左 衞門を やって るので、 ちょっと 氣が ついた ことです が、 松 助が 死んだ ので、 

これから はかう いふ 質の 役が いつも 拗彌へ 持つ て 行かれる ので はない かと 思って、 ちょっと 心配に な 

りました。 たまに は 好い が、 始終 は 氣の毒 だとい ふ 感じが したので す。 

繼子 いぢめ は 大分 期待した のです が、 やっぱり まだ 梅 幸の 身體 がほんと でない せゐ か， 思った 程で 

はありませんでした。 早く この 人 を 本復 させて、 ほんと に 芝居が させたい ものです。 私 は 人 問と して 

も 役者と しても、 この 人 ほどす きな 人 はない のです。 

宗十郞 の藤吉 は、 やつば り はまって ゐ ると 思 ひました。 ただ、 私の 見た 時 は、 どっちの せゐ だか 分 

かりませんで したが、 館での 五右衛門との 出會 が、 義太夫で 間く 程 ィキが 合 ひませんでした。 しかし， 

もうこれ は 直った でせ う。 「船辨 KJ は やっぱり 大物 だとい ふ 感じが しました。 これが ために、 あと 

のべ ィヂの 踊が 餘 計に 小さく 見えた の もやむ を 得ない ことです。 

まだ 身體 をい とって ゐる ところ はあり ますが、 梅 幸の 知 盛 は 相 變らす 堂々 たる ものです。 ！ f の 分か 

ら ない 私に は、 他に いふ 詞 がありません。 實に 立派な 風 さい、 立派な 動きです。 そして、 こせこせし 

たと ころが どこに も 見られません 。「茨木」 など を^ても、 いつも さう 思 ふこと です が、 この 人の 技巧 

は 「小 技巧」 ではありません。 「大技 巧」 です。 大歌 舞 伎と いふ 詞 があります が、 どうも それ以上の も 

のの やうな 氣 がします。 靜が好 いのはい ふまで もありません。 (十月 十四日) 


戀の 百面相 

—— 明 治 座 —— 

この 夏 築地 小 劇場が 久保榮 の飜譯 土方 與 志の 演出で だした カイゼルの 二 一人の オリ ィフ ェ ル」 を 猿 

之 助の 細君が 見て 與味を 感じた。 歸 つて 主 入に その 筋 を 話す と、 猿 之 助 も 同感した。 直ぐ、 木 村 錦 花 

君に その 翻案 を 依嘱した。 さう して 出來 上った 脚本が 十月 號演 藝畫報 所載の 「戀の 百面相」 である。 

如何にも これ は 珍しい 事件で ある。 「妻が 夫の ために 脚本 を 見つけた 話」 とで もして、 特筆大書 すべ 

き 梨園の 一 美談で ある。 

錦 花 君の 飜案 も、 强 ひて 入れ 事 をせ すに 人物 も 段 どり も ある 場合に は臺詞 まで もが、 ほとんど 原作 

の敷寫 しで あるの が 好い。 しかも、 それで ゐて、 巧に 日本の 世界へ 引 直して あるの が 手柄で ある。 藤 

川の 妾お 菊が 西洋ら しいと いふ 評 も ある やう だが、 近頃の 大衆 小說 など を 見れば、 日本の 昔に も隨分 

かう いふ 女 はあり さう である。 原作の 方で も 少し あいまい だが、 私に 疑問 を 抱かせた の は、 寧ろ 藤 川 

鋅之 助の 人^ 境遇で ある。 
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序幕の 福 松の 住居、 二 幕 目の 藤 川の 寮、 見世物 小屋、 元の 鼷 松の 住居 II ここ いらは ほとんど 全く 

原作の 通りで ある。 カイゼルの 筋のう まさ， スト ォ リイの 面白さ、 境遇 を 作って ゆく ことの 巧み さが、 

日本の 世界に 引 直されて、 11 はっきり 感ぜられた。 

第三 幕の 馬 道の 小 料理屋 は、 原作の レスト オラ ンと カジノと を 一 緖に 盛り込んで あるので-ちと 物 足 

りない 感じが しないで もなかが、 福 松と 馬鹿 由との 幕切れの つかみ 合 ひで、 幾分 それが 救 はれて ゐる。 

g; 幕 目 第 一 場の 藤 川の 寮 も ほほ 原作 通りで、 殊に ライフ マ ス クを 用 ゐ ての 早 變りは 大手 柄で あるが 

(築地で はこ こが ひどく 拙だった) * 最後の 昆世物 小屋 は、 原作 を 途中で カットして しまった 形が ある 

ので、 前後の パ ラ ン スが 取れ なくなって しまった。 

原作で は蝠 松に 當る オリ ィフ エルが 自分に よく 似た 相手の 男 を ビス トルで 殺しながら、 自分で 自分 

を擊 つたと 思って、 舞臺へ 倒れて しま ふので ある。 それから 氣 ちが ひ 病院へ 連れて ゆかれて、 敎窒で 

試驗 をされ るので あるが、 オリ ィフ H ル はあくまで も 人 を 殺した と は 思って ゐな いで、 自分が 自^し 

たと 思って ゐ るので ある。 さう して、 自分 はもう 「あの世」 へ 來てゐ るの だと 思って ゐ るので ある。 

最後の 一 場は氣 ちが ひ 病院の 庭で 依然として 「他界」 にゐ ると 思って ゐる オリ ィフ H ルを、 いろいろ 

な 狂人の 群の 間に 描寫 して ゐ るので ある。 

はじめて^ 作 を 讀んだ 時 は、 この 終りの 部分が 餘 計な ものの やうに 思 はれた が、 舞^で 見る とや は 


り それが 必要な 場面で ある ことが 分かった。 殊に、 今度の 翻案で は、 相手 を 殺してから、 もう 一度 主 

人 公の 心理が ひっくり返 ると、 ) ろがない ために、 どうも 終局が 弱くな つてし まった 感じが ある。 

しかし-この 部分 を どう 飜案 する かとい ふ實際 問題に なると. 決して 筆者に も 妙案 はない ので ある。 

殊に、 あの 時代の 日本と して 精神病院 を 出す こと は 出来ない し、 錦 花 君が 最後の 一 轉化を 割愛した の 

も、 必す やむ を 得ない 結果で あつたに 違 ひない。 

猿 之 助の 福 松 は 悲喜劇ら しい 味 をよ くだして ゐて、 近頃での 當り 役で あらう。 最後の 幕切れな ども 

蹇本 以上に 舞臺を 仕 活かして ゐた。 時 藏の福 松の 女房 も、 近來 まれに 見る 成績で、 あのし つとの 場面 

の眞劍 さな ど は、 福 松で なくても 恐怖の 念に 襲 はれた。 福 之丞の 娘お 千代 も 「坊ちゃん」 時分から 見 

ると、 たいした 進歩で ある。 

鬼に 角、 今 e: 見た 芝居で は、 これが 二番 面白かった。 築地 小 劇場 は ひさし を 貸して 母屋 を とられた 

形で ある。 呵々。 (十月 十五 曰)  - 
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羽 左 衞門歸 朝 

I 歌 舞 伎 座 —— 

市 村 羽左衞 門が 歐米 長途の 旅行 を 終へ て 無事に 歸 朝した。 しかも わが 羽 左衞門 は- i 少く とも 舞^ 

の 上で は —— 以前と 少しも 變り のない (たと ひォ オケ ス トラで 胡蝶の 舞の 眞 似 事 はしても) 羽左銜 門 

である。 今度の 歌舞伎 座 は、 單に その 「羽 左衞 門の 健在」 を觀 客に 報吿 する だけの 舆行 方針で あるら 

しい、 「七 笑」 を 除いて は、 ほとんど 幕 毎に 彼の 元 氣な顔 を 見る ことが 出来る。 我々 ひいき は それ を 喜 

ぶ。 しかも、 どの 芝居に も、 一 向 「實」 とい ふ ものがない。 

私 は ある 人に 訊いた。 「何が 一番 好い と 思 ひます。」 その 人 は 言下に 答へ た。 「與 三郞と 今井疫 松で 

す。」 私 も その 通リ である。 


r^.'J. 〇 開演 時間の こと  • ，威 

變ら ない とい ふ 羽左衞 門 にも 唯一 っ變 つたこと があった。 それ は 西洋の 式に ならって、 開演 時間 を 

夜の 八 時に しろと いふ 主張であった。 八 時と いふの は 聞かれなかったら しいが、 兎に角 今度 は 六 時 開 

演 である。 

開演 時間の 少しで もお そい こと は、 晝間爲 事 を 持って ねる 人 間 にと つて は、 誠に 結構で ある。 しか 

し、 それと 同時に 閉演 時間が おそくな るので は、 今日の 氣 京の 生活と して は、 迷惑で ある。 市 村 君 も 

歐^ を 巡^して、 悟った ことで あらう が、 その 「だ だつ 廣ぃ」 とい ふ點 において、 東京 は 世界で 二と 

いって 三と 下らない 都巿 である。 サバ アブ は、 省線 電車の 速力が 早い し、 運轉も 比較的お そくまで し 

てゐ るので、 この 方 は 寧ろ 問題に ならない が、 困る の は 山の手の 奥から 市電で 出かける 連中で ある。 

六 時の 開演に 問に 合せる に は 五 時には 家 を 出なければ ならない。 五 時に 家 を 出る に は、 女な ど は 四 

時 H から 仕度 をし なければ ならない。 結局 午後 はつ ぶれて しま ふこと になる。 もちろん、 晚飯を 食つ 

てゐる 時間 はない。 よし 時間が あっても、 出かける 前で は 早 過ぎる。 結局 はや はり 劇場の 食堂へ は ひ 

る ことになるの である。 その上、 閉演 時間が 餘り おそくな ると、 歸 りの 交通 機 關を失 ふとい ふ 不安が 

ある。 これで は、 開演 時間 をお そくして くれた 有難み が、 どこに もない ことにな り はしない だら うか。 

小山. 集 七卷 羽 左 衞鬥歸 朝  五 四 五 
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そこで、 私の 思 ふに は、 少く とも 現在の 柬 京の 生活と して は、 勤め人が 勤め先の 歸 りに 囘れ ると い 

ふ 時 問 を 標準と して、 午後 五 時 開演の 午後 十 時半 閉演 とい ふところが、 一番 適當 では あるまい かと 思 

ふ。 一般的に いって、 日本人 は 劇場の 中で 食事 をす る こと を、 一つの 缺く ベから ざる 樂 しみと して ゐ 

る やうで も あるし、 實際、 時間の 上から いって、 六 時問演 では、. 餘程 用意の 好い人で ない と、 家で 食 

事 をして くる こと は 不可能な の だから、 食べたい 人に は 食べさせ るが 好い と 思 ふ。 (口 本に は 芝お がか 

ぶつてから 愉快に 物 を 食べさせる 輕 便な レスト オランがない の だから) それに、 口 本の 芝居の 現在の 

組織で は —— 殊に 歌舞伎 座 あたりに なると 1 それぞれ 立 者の 役者が あって、 それが 一 々だし 物 をす 

る わけ だから、 どう 短縮しても 幕 合と もに 五 時？ i 半ぐ らゐの 演技 時間 は 見て 置かなければ ならない。 

從 つて、 六 時 開演で は 十一 時半 閉演 になる わけで、 それで はかぶり がお そ 過ぎる とい ふこと になる。 

私の 五 時 II 十 時半 說は、 そこから 出て ゐ るの だが、 なんと 市 村 君、 賛成して はくれ ません か。 

だが、 それ は それと して、 歌舞伎 座の 開演 時間が おそくな つた 「仇 討」 でもす る やうに、 今：：： は 他 

の 劇場が、 どこも ここ も氣を そろ へ たやう に 早く あくの は 迷惑 至極で ある。 

帝劇が 三時、 本鄕が 三時、 市 村が 三時 -I これで は、 木 挽 町の あきが いくらお そくても、 差 引 大分. 

の 持 出し になる わけで ある。 興行 當事者 もまた 皮肉な るかな。 


S 紙の 傳ふ ると ころに よれば 市 村 君が ロン i で 見た とかい ふ 探偵 劇の 筋 を 話して、 松 居 I 氏 

に 書きお ろして もらった もの だとい 

如何にも さう らしい メ  n ドラ マで ある。 

輿 入の 途中で、 花嫁が 殺される。 犯人が 分らない。 

花婿 は 札 差の 拳で ある。 彼 は 武家の 娘 を 妻に 迎 へたい 囊心 から、 相愛の 仲だった 美しい 召使の 

お？ &S てた ので ある。 嫁 I された と 聞いて、 婿 は 直ぐにお 竹の こと を 思った。 そして、 お 竹の 兄 

に I 小 f いふ 續漢の あるの i ひだした。 婚は卽 座に 兄が 妹の ず-討つ たの だと 思って、 花嫁 

の 死骸の 前に 罪 を 謝する ので ある。 

然し、 囊 はさう ではなかった。 花嫁 は 早くから 若 徒赤蠢 之 助と 懇 にして ゐた。 ？ はま 助 を 

捨てて、 札 差の i 嫁い らうと したので ある。 それ を 怨んだ 祐之助 は、 輿 入の 供囘 りに £ ながら、 巧 

こ f 變 へて、 嫁 を 仕留めた G である。 だが、 彼女の 息の f 絶つ 簡に、 彼 は 彼女に 顔 を 見られる 

ので ある。 ^之 助 は ■ ，目に は單に 主人の 娘の 死 を 悲しんで ゐる やうに 兑 えながら、 深く 自ら 苦悶す る 

ので ある。 
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むこ も 悔いて ゐる。 戀人も 苦しんで. Q る。 その 中で、 同心の 金子 久五郞 が、 實證 的な 探索から 祐 \ー 

助の 悲歎の 眞因を つかみだす ところが 面白い。 

. だが、 作者 は 時間の 制限 を 受けた 上に、 この 一番 一 つで 菊五郞 一座の ほとんど 總てを 動かさな けれ 

ばなら ない 條 件の もとに 置かれた らしい。 

それが 爲に、 筆が 延びなかった 原作の 面白み は、 最後の 一 場で ある 墓地での 祐之 助と 金子との 對話 

だ J で 想像す るより 外しよう がない ものと なった。 深く 作者に 同情す る。 

菊 五郎の 木鼠 は、 花婿の 源 太郞に 向って、 「口 本 一 の蕺情 男」 とい ひながら、 斬って かかる 瞬 問の ィ 

キが 無類で ある。 二役の 祐之助 は、 最後の 墓地で、 金子に 責められて、 だんだんに 魂の 碎 けて くる 人 

間 的な 味 を ほめたい。 

羽左衞 門の 同心 金子が、 絶えす 冷靜 にかつ 機敏に 動いて ゐ るの も 好い。 最後の 墓地での 問^ はこの 

狂言 屮の 壓卷 である。 

大道具 は 最初のお 厩 河岸が 一 番 よかった。 一 體に、 道具の 轉換の 早 いのも 氣に 入った。 

,  〇 時 平 公 七 笑 

若い 人 は、 九 代 M 國十郞 が 試みた 「活 歷」 とい ふ ものの、 如何に 詰まらない もので あつたか を 知る 


ために、 一 度よ かう. S ふ 芝居 を 見る の も 好いだら う， 

だ^ q 原作 「祭 ilsr」 一度 も 讀んだ ことが ないから 知らないが、 櫻痴 居士 改訂の、 この 「七 笑」 

ほど、 凡そ 拙劣な 脚本 はこの 世に あるまい と 思 はれる。 

時 平が 逍 實に對 して 同情 を 装 ふの は、 まづ 好い として、 一人 舞 裏にな つてから、 Q 分の 腹の 中 を こ 

と ごとく 說 明して、 それから 「道實 はばか だ」 といって、 例の 七 笑になる ので ある。 

これが 脚本の もっとも 幼稚な ものでなくて、 何が さう であらう。 

〇 鶴 壽 千 歳 

御た 禮の 記念 舞踊で あるが、 さすが は 岡 鬼太郞 氏の 作で、 當 込みの 露骨で ない のが 好い。 

然し、 舞踊 は 唯 上品 だとい ふだけ で、 一向 面白くない。 想 ふに、 作者 は 後段の 鶴 峠で 「狂 ひ」 とか 

「亂 れ」 とかい ふ 風な もの を 企 31 したの だら うが、 あの 衣し やうで は、 振 付 も 手の つけ やうが なかつ 

たの だら う。 故寶 考證も 所に 二 そ よれで ある。 

この 一幕で は、 なんとい つても 今 井鹿 松の 琴が もっとも 深い 印象 を與 へた。 それ は リコ ォド で聽く 

コルト ォの ピアノの やうだった。 技巧 派と しての 極致 を 示した もの だら う。 歌詞 も 長うた の 連中より 

は、 よく わかった。 

小山 內^ 全渠 七卷 羽左衞 門^^  五 四 九 
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この 社中の 三味線が また 好かった。 たった 一ち やうで ある。 しかも その 音締 は 前段の 長うた の 三味 

線 全部 を壓 倒した 感 があった。 

〇 源氏 店 

羽左衞 門の いは ゆる 「おれの 商賣」 の 一 つで ある 與三郞 である。 それ は 益 i 圓 熟の 妙 境に 達して、 

1 點非を さし 挾むべき 隙がない。 殊に、 後半、 唯お 富が ある だけで、 もう 金 もなければ、 安 もない、 

あの 一 本氣な 情痴の 表現 は、 實に當 代 無比で ある。 

唯， 今度 は 周 園の 人物が、 いつもと は ひどく 勝手が 違って るた。 

まづ 第一 が 松 蔦のお 富で ある。 梅 幸と S 比較 はおいて、 決して 好成績と はい ひかね る。 蝙^ 安に 對 

する 最初の 態度な ど は、 もっと 壓倒 的で なければ ならない。 それが 次に 與 三との 出會 ひに なって、 争 

虔は 自分が 壓 倒されて しま ふところに、 この 芝居の 面白味が あるので はなから うか。 * テ ティルに つい 

て、 素人の 所見 を 述べれば、 ま づ湯歸 りの 時、 帶の 締め やうが 下 過ぎた せゐ か、 腰から 下が ひどく 短 

く 見えた。 結び 髮 のかつ らも. 惡 かった。 あれ は髮の 結び目が 着物の えりに すれすれになる 程 垂れて ゐ 

る 方が 形が 好い ので は あるまい か。 家へ は ひって、 化粧に かかって から は鏡臺 のし まひ やうが 早い の 

で、 藤 八の 顔に 白粉 を 塗って から、 もう 一度 鏡 を 出し 直して 見せる の も 手順が 惡ぃ。 


菊^^の 蝙^ 安 は、 二度け であるが、 これが 叉 いささか 勝手 違 ひで ある。 花道の 撝 幕から 與 一二郎と 

肩 をなら ベて 出た ところ は、 實に 苦み 走った 好い 男で、 この 一瞬間で は、 あきらかに 安が 與三 郞を壓 

倒して ゐる。 どう 見ても 鬼 あざみの 淸吉 とい ふ 感じで ある。 

私は必 すし も 故人 松 助の 蝙蝠 安 を 理想的 だとす る 者で はない。 松 助の 安 は 隨分當 込み 澤 山だった。 

さすがに 菊 五郎に は それがない。 然し 安の いは ゆる 「安いと ころ」 が この 人で はどうしても 出ない や 

うで ある。 ちょいと したと ころで も、 あの 格子 戶を あけてから 內へは ひるまで. 煙草 を もら ふところ * 

歸 りに 花道で 懐から 兩手を だして 分け前の 金 を 待つ くだん、 ああい ふところの、 ちょいと した 足 どり、 

手つき、 腰のお とし 方、 さう いった ものに 少しも 下品 さが 現れない。 藝の 巧拙 はおいて、 これ は 如何 

ともなし 難い 役者の 人柄 だら う。 私 はさう いふ 理由から、 斷 じて 六 代 目 は 安 役者 (兩樣 の 意味が ある) 

ではない と 主張したい。 そして、 この 主張 は 決して 六 代 HI を 傷つく る 所以で はない と 信じる。 

荒 次 郞の藤 八 も 努力 は 認める し、 思 ひの 外 上出来な のに は 驚いた が、 やはり 勝手 違 ひなと ころ は あ 

る。 欲 をい へば、 もう 少し 枯れて ほしい。 肝腎の 與ー； 一郎が 「げんじ 店」 といって ゐ るのに 「げんや 店」 

などと. S つて はいけ ない。 與 三が は ひって 來 てから 大きな 聲で 「お 富さん」 などと 呼びかけ るの もい 

けない。 もし、 あすこで 與三 郞が氣 がつ いたら 芝居が めちゃめちゃ になって しま ふ。 

1 體に、 今度 は與 三の 出から 引 込みまでの 前 も 後 も 長い やうな 氣 がした。 嘗て 梅 幸 君に 聞いた こと 
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が ある 。「この 芝居 は、 なりたけ 早く 與三 を. たして、 與 三が 引 込んだら、 なりたけ 平く 幕に してし まふ 

ことです。」 と。 源氏 店 一幕と して 見て、 これ は實に 至言 だと 思 ふ。 

〇 胡蝶の 舞 

久しぶりで 山 田 耕作の バァ トン も M たかった し、 市 村^が パリから 持って 歸 つたと いふ 衣し やう 

も 見たかった が、 まだ 三日 目で、 時間が 大分お そくな つた。 病人の 私は歸 宅を餘 儀な くせられ た。 

從 つて、 評な し • 

(十 一 月 十一 日認) 


稅 幸が 一 芝居 ごとに 元氣 を囘復 してく るの は、 喜ばしい ことで ある。 . 

然し、 今度の 「女 暫」 は 正直 をい ふと、 あまり 面白くなかった。 

第 一 は， 帝劇の 舞 裏の 幅が、 かう いふ 狂言に ふさ はしくない。 色彩に 富んだ 多くの 人物が のびのびと. 

横に 廣く居 流れて こそ 兑 立が あるのに、 西洋式に 幅の 狹ぃ ここの 舞臺 では、 登場人物が 餘 りに 重り 合 

ひ、 主要人物と 背景 的 人物と が餘 りに 接近して ゐ るので、 構 圖美を 削ぐ ことおび ただしい。 人物の 運 

動 も 窮屈で、 のびのび とした 感じが 出ない。 長うた をち よ ほ 床の 高い ところへ 上げて しまったの もや 

む を 得ざる に 出で たの だら うが、 十八番ら しくない。 

第二に、 かう いふ 顔：^ 世 式の 狂言 は、 役者 ぞろ ひで なければ ならない のに、 今度の 場合で は、 それ 

が餘り そろって ゐる とはい はれない。 釣 枝の 提燈に 書いて ある 役者の 名を數 へても、 それ は 直ぐに 分 
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る ことで ある。 

第三に は、 ー體 何の K 言に しても、 男 を 女に 書き 換へ ると いふ ことが、 物 ほしげ で、 あまり 喜ぶ ベ 

きこと ではない のに、 まして 「力」 とか 「強さ」 とかの 彫刻 美 を 舞臺の 上に 要求す る、 かう した 一 種 

の 荒事 を、 女で 兌せ ると いふ ことが 抑 も 無理で ある。 幕 外の 引ッ 込みな ども、 留 場の 男 を だして ごま 

かすの が、 一種の 愛け うに はなる としても、 實際 をい へば、 物 足らぬ ことおび ただしい。 

第 四 は、 時代の 問題で ある。 こっちの 氣 のせ ゐ かも 知れない が、 この頃の 歌舞伎 役者 は、 どうも 分 

別が あり 過ぎて、 かう いふ 狂言に は不 向で ある。 いうち やうな ところがない。 愛け うが 足りない。 ま 

じめ 過ぎる。 しゃれつ 氣が 不足で ある。 だが、 これ は 「時勢」 で、 もうどうに もしゃう のない ことか 

も 知れない。 

九 代 目 團十郞 Q 最後の 「暫」 を 私が 見た の は、 まだ 子供の 時分だった が、 その 時の 印象 はい まだに 

深く 腦裹に 刻みつ けられて ゐる。 あれから 以後、 たれの を^ても、 あの 時 ほどの 仲び やかな 大きな 美 

しさ 面白さ を 感じた こと はない。 

腹 出しに はま だ锿之 助と いった 故人 段四郞 や、 未だ 八 百 蔵 時代の 今の 中 車が 出て ゐた。 猪仅平 六 は 

先の 家 橘、 女 鯰が 今の 梅 幸だった やうに 記憶す る。 正に 役者 ぞろ ひで ある。 

圑十郞 が 花道の 揚幕を 出て 來た 時の、 素 はう の 袖の 大きさ、 それ は あのく わ. S 偉な 九 代 目の 顔が 人 


形の^! の やうに 小さく 見えた くら ゐ であった。 

つらねの 朗 * たる 音吐、 元跺兑 えの カ强 さ、 それ は 到底 淺草 公園の 銅像で は 想像の 出來ぬ もので あ 

つた。 しかも、 それ はた だ 「力」 だけではなかった へ 「强 さ」 だけではなかった。 舞臺 一 面に 溢れた、 

あの 一種の 歌舞伎 的 遊戯 氣 分と いはう か、 今の 詞で いへば 舞臺的 ユウ マと いはう か、 あの のびのびと 

した 生活 を 超越した いうち やうな 筌氣、 それ はもう <? マ 日 兌よ ラ としても 決して 兑られ る もので はな 

い。 「むかし を 今にな すよ しもが な」 私 もこん な こと をい ふやう になって は、 もう 老人で ある。 

〇 紙： s の テク スト 

臟治郞 が m 林 子の 原作 通りと いふの を 一 度 見せた ことがあった。 御靈 の文樂 でも 一 度 それ を 試みた。 

しかし、 やはり 勝手が 好い かして 芝居の 方で も 人形の 方で も、 依然として 採用して ゐ るの は、 半 二の 

改作 「心中 紙屋 治 兵衞」 である。 

この 夏來た 文樂の 「炬缝 」 も、 やはり 「心中 紙屋 治 兵衞」 の 紙屋の 段 (そっくり ではない が、 それ 

に 近い もの) だった。 今度の 帝劇の も それに 違 ひない。 

もっとも、 ，14 筋の テク ス トは、 そんなに 「心中 天網 島」 と 違って ゐ るので はない。 唯、 半 一 一の 方 だ 

と、 ^あきに 身す がら 太 丘ハ衞 とち よん がれの 傳海坊 のく だんが ある。 旣に 奥に 來てゐ る 孫 右衛門が 店 
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へ 出て 來て、 これ をた しなめ る。 やがて、 お 五左衛門の 妻が やって来て、 治 兵衞に 誓紙 を^ かせ、 孫 

右衛門と 連れ立って 歸る ことにな つて ゐる。 

巢林 子の 原作で は、 女中の 玉の 詞 にも ある 通り、 「西の方から 粉 星の 孫 右衛門 樣と叔 母御 様、 連立つ 

ておいで なされます」 で、 兄と 姑と がー 緒に たづね てく るので ある。 

今度の 帝劇ので は (臈 治郞が 普通 やる の もこの 式で あるが/孫 右衛門が 一 人で やって 來て、 治 兵衞 

に 誓紙 を 書かせ、 それ を 娘のお 末に 持たせて 連れて 歸 るので ある。 これ はたれ の 改作 か. 私 は^ 聞で 

知らないが、 文樂の 人形 淨 るりで も、 このく だん はこの 通りで やって ゐる。 

これ は 後段、 お 末 を 尼に して、 その 白衣の 袖に、 五左衛門の！ a 意 を 記して よこす 準備で あるに 違 ひ 

ない が、 このお 末 を 尼に してよ こすく だん は、 半 二の. 改作に もない ことで ある。 文樂の 人形 もこの 通 

り やって ゐ るが、 これ も その 私の 未知な 改作に よって ゐ るのに 違 ひない。 さう いへば 五左衛門が 金 を 

たんすに いれて 歸る こと も、 三 五郎の 杯の くだん も 善 六 太 兵衞の 殺傷 も 原作 はもち ろん 中二の 改作に 

はない ことで ある。 

小さい ことで は あるが、 原作で も、 半 二の 改作で も、 幕 あきに 子供 や 三 ft 郞が 外から 歸 つてく る こ 

とに なって ゐ るのに、 今度の 帝劇で は (臈 治郞の 場合 も 多分 さう だったらう >  子供達 は にゐ て、 三 

五郎と 遊んで 居る ことにな つて ゐる。 


かう いふ 風に せん 索して くると 今日 普通に 行 はれて ゐる弒 治の 臺本 とい ふ もの は、 いろいろな 人が 

いろいろに チを 入れて 來 たもので、 餘程片 羽な もの だと. S ふこと が 分かる。 

私の やうな 無精^で はいけ ない。 三 宅 周太郞 君の やうな 篤 舉の士 に、 一度 は 詳しく 調べて置いても 

ら ひたいと 思 ふ。 

〇 二つの 疑 ひ 

今度の 帝劇の 轼治を はて ゐて、 一 一つ 不審に 思った ことがあった。 

第 一 は 宗十郞 の 治 兵衞が 書く 誓羝 である。 あんな 簡單な ことで い X の だら うかと 思った。 

家へ 歸 つて 調べて 見たら、 巢林 子の 原作で も、 半 二の 改作で も、 孫 右衛門が 懐から 「熊 野の 午 王の 

M-鉛 比翼の 普 紙」 を だして、 それに 誓文 を 書かせ、 血判 を 押させる ことにな つて ゐる。 

熊 野の^ 紙の ことな ど は， 今の 人に は 分らない として、 せめて 血判で もしたら ど うだらう。 唯、 白 

羝 へさら さらと おい ただけ では、 あんまり 頼りなくて、 五左衛門 をば かにして ゐる やうに さへ 見え は 

しないだら うか。 

^治郎 はどうし たか 覺 えて ゐな. S が、 臈治郞 がどうし ようと、 それ は 問題で はない。 

第二に、 不思議に 思った の は、 梅 幸のお さんが 小春の 手紙 をたん すの 上部の 開き だか 戶だ なだか か 
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ら だした ことで ある。 

これ も 家へ 歸 つて 調べて 見たら 原作に も、 改作に も、 「引かれぬ 義理 合 思 ひ 切る との 返事、 わしゃ こ 

れ守 りに 身 を 放さぬ」 とあった。 

極めで 秘密な 書類で も あるし、 おさんに とって は 感謝に 堪 へない 文書で も あるの だから、 少く とも 

あれ は帶の 間からで も だすべき もので はないだら うか。 

これ も、 今までの 型 は 知らない。 この場合、 私に とって、 從 米の 型な ど は 問題で ない ので ある。 

0^ 锓々 歌舞伎 年代記で も 一 應 見れば 好い のに、 例の 不精 をした 爲に、 九 代 目の 「暫」 の 時の 

役割に 大分 出たら め を 書いて しま ひました。 猪 股 は 新藏、 女 鯰 は 女 寅だった と 思 ひます。 但し、 ま 

だほん とに 調べた のではありません から、 これ も 間違って ゐる かも 知れません。 

^  0* 鄉と 大久保 .  メ f 

山 本 有 三 君の 力作で ある。 

對韓 問題に よる 明治 六 年の 內閣 決裂 を 中心として、 s: 鄉 と大久 保との 兩雄對 立 を、 作^ はごく 明に 

描いて ゐる。 

作者 はこの 題 村に、 ほとんど さの 空想 を も 加へ てゐな い。 作者 は史 K のたん 念な スタ ヂィと アレン 


ジメ ント からこの 戟曲を 作り あげて ゐる。 

例 へ ズ、 第 一 幕の 大久保 邸に おける 影锗 式な パ ント マイ ム である。 あの パ ン ト マイムの 意義 は、 普 

通の 觀 客に は、 大詰の 大久保 邸 客間になる まで は 分らない と 思 ふが、 あれ も史實 にある ことで ある。 

,鳥 津久 光の 怒り を 被った 西 鄕が兵 庫の 藩 公の 旅館に 大久保 を 訪ねて、 二人で 海岸へ 出る。 泉 公の 怒 

りの 到底 解けない こと を 悟った 大久保 は 親友と 刺し 違へ て 死なう とする。 しかし、 西鄕の 理性 は、 自 

分が 身 を 引いても、 大久 保に 勤王の 大業 を 全うせし めようと する ので ある。 對韓 問題に おける 兩 雄の 

對 立に、 この 古い 事件 を 追憶 的に 對照 させた の は 作者の 働きで ある。 しかし、 あれが 唯 パントマイム 

だけで、 大詰に ならなければ、 その 意味が 分らない とい ふの は 損な 扱 ひ 方だった。 私は强 ひて パント 

マイムに する 必要 はない と 思って ゐる。 まげ 時代の 兩雄を はっきりと 見せて、 たと ひ臺詞 をい はせ て 

も、 それ を大久 保の 追憶と 思 はせ る 手段 はあった らうと 思 ふ。 

對韓 問題で 大久 保が 西鄕 に反對 したの は、 單に 政見の 相違の みではなかった。 大久保 はどうしても 

TO: 鄉を 殺したくなかった ので ある。 佾 月 照と 海へ 身を投じた 時から、 西鄉は 死所 を 探して ゐ るの だと 

い^ゃうな こと を 今度の 芝居の 大詰で 大久 保が いふが、 それ も史實 として 傳へ られ てゐる 事で ある。 

作者 は 政治家と しての 兩 雄の 對立を 描きながら、 人間と しての 兩 雄の 對立を も 描かう と企圆 したに 

遠 ひない。 然し、 脚本 を讀 み、 舞臺を 一見した ところでは、 「人 S1 としての 對立」 の 方は餘 りょく 現れ 
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てゐな かった やうに 思 ふ。 

そして、 もし、 それが 少しで も 現れて ゐた とすれば、 作者の 思想と は 全く 反對な ものが 現れて ねた 

ので は あるまい か。 

例へば、 第一 一幕 第二 場の 大久保 居間 (內閣 決裂 後) の 幕切れで 伊藤と 黑田を 前にして、 火鉢の 灰に 字 

を^く ところで ある。 脚本 を 讀んだ 時 もさう 思った が 舞 臺を兒 て， いよいよ その 感を 深う した。 あれ 

では 大久 保が 陰險な 策士に なって しま ふ。 

さう いへば、 笫 一幕で、 大久 保が 伊藤から 三條 岩へ おの 手紙 を もらって、 やっと^ 謹を拜 命す るく だ 

りな ども、 史實の 通りな ので は あるが. 作者の 書き方が 餘り 念い りなので、 芝居 を 見て 受ける 印象 は、 

大久 保が 餘り 利口過ぎる やうに 思 はれる。 

總 じて、 この 劇 を 見て、 さて 劇場の 廊下へ 出てから の 印象 は、 吾人の 同情 はこと ごとく 鄕の 方へ 

傾いて ゐて、 大久 保の 方 は 「つきあ ふの が 恐ろしい」 といった 感じで ある。 

. 然し、 これ は 恐らく 作者の 企 圆 したと ころと は反對 であらう、 私 は それが 惜しい やうな 氣 がする。 

第二 幕の 正院 評議 窒は、 十月 十四日の 閣議、 十五 日の 閣議、 岩 倉 派總缺 席の 十七 a の^ 議 から， 三條 

公の 急病まで を、 巧に 一場に まとめ あげて ゐる。 

作者の 苦心 は 十分 諒 とする が、 當時 において は あれ 程の 大事 件だった 對韓 問題が、 唯一 日の 會議で 


解決して しまった やうな 印象 を與 へる の は、 どんな もので あらう。 多少 場面 はふ えても、 あの 間の 兩 

淤 交渉の^ 折 を、 もう 少し 詳しく 見せた 方が、 却って 舞臺に テム ボも 出て 來は しなかったら うか。 一 

場に まとめ 上げた 作老の 手腕に は 十分 敬服す るが、 それが ために 多少 盛り込み 過ぎ 一」、 舞臺を 重く し 

た 嫌 ひがない とはい へない。 

リ ffl 日の 閣議で、 大久 保が SI 鄕を 「卑怯 だ」 と 罵る ので、 西^が 怒って 「たれが 卑怯 か、 自分の 心 

に^いて 兌る が 好い」 とけん 骨で 卓子 をた ゝく。 それまで 默 つて ゐ た大隈 が、 突然 起ち あがって 退席 

しょうと する 0「 どこへ ゆく の だ」 と g: 鄕が 訊く と， 「横 濱 の外阈 人に 夜會へ 招かれて ゐ るから」 と大隈 

が 答へ る。 「ばかつ」 と S 鄉が  一^す る -—， 事實は 知らぬ が、 さう いった 滑け い 事が この 嚴 しゅくな 會 

議の內 にもあった やうに いひ 傳 へられて ゐる。 こんな 材料で も 使ったら、 重苦しい 會議の 場面に も、 

多少の レリ ィフが 作れ はしなかった だ. らう か。 

私が この 劇 を^-じて、 もっとも 快く 讀み， もっとも 快く 見た の は. 大詰の 向島 越後 屋の 寮で ある。 私 

は 作者が この 釗を^ くのに 餘 り 多くの 筌想を 川 ひて ゐ ないやう にいった が (そして、 それ は 決して、 

それ Q みで 非難 せらるべき ことで はない が)， この 一 場に は 確に 作者 一 流の 獨 創が ある。 

^•K では、 黑田 一 人が この 隱れ家 を 探し 當て くるの だが (それで 西鄉 はいよ/、 歸國を 急ぐ 心に な 

るので あるが)、 作者 はこ こ へ 桐 野 を 逑れて 来て ゐる。 その 桐 野と SI 鄉 との シ インが 私に は 一 番 面白 か 
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つた。 あの 「天 を 見ろ」 とい ふ 問答 も 面白い。 桐 野が その 天に 向って ビス トル を 放つ の も 而. n い。 

最後の 大久保 邸 は、 總 てが 「說 明」 で 作られて ゐる やうに 思った。 從 つて、 正直 をい ふと、 私 は 多 

少の： b ん 怠を覺 えた。 然し この 場面がなければ、 一般の 觀 客に は、 大久 保の 心事が 分からす じ まひに 

なる わけ だから、 これ を卷 くこと は斷 じて 不可能で ある。 作お は、 この 戯曲の 構成に ついて、 もう 一 

度考 へ て 見る 氣 はないだら うか。 

ぺ I ヂ す- 7 せ ふ  i 

^おは みんなよ くして ゐた。 殊に、 勘彌 が大久 保の あの 頁數の 多い 棗！ 1 をよ く 記憶して ねたのに は 

感服した。 た >、 演出 者の 註文で あらう が、 ー體に テム ボの 緩い のが 多少 氣 になった。 猿 之 助 は 桐 野 

が あの 位に やれる の は當然 だとして、 私 は 岩 倉 を 意外な 拾 ひ 物 だと 思った。 西鄕 でさへ 「よく 踏ん ば * 

つた」 といって 褒めた 右大臣の 豪腹ら しい 容 ほう 態度が 實 によく 出て 來た。 幸！： 郞の W 鄕は、 例に よ 

つて If 詞 のぶつ ぶつ 切れないの が殘 念だった。 從 つて、 閣議で も、 舌端 火を發 す るまでに は 至 ら な か つ 

た。 ふん 装 態度の 巧みな のに は 敬服した。 それから、 田 之 助の 伊藤が 思 ひの 外よ かった。 作老が もし 

この 事件に おける 木戸の 地位 を 描いて、 伊藤が 木戶を 去って 大久 保に ついた 所以 をで も遨 いたら、 こ 

の 才人の 面目 はもつ と 躍如たる ものが あったらう。 加 藤の 黑田は 閣議 以前が よく、  m 謎 以後が 惡 い。 

宗十郞 の 三條公 も、 優柔な と ころが 相^ 出て ゐ たと 思 ふ。 


小 村 雪^ 君つ 舞亳裝 ^も、 當時を 思 はせ る やうに、 小道具の 末に 至る までが 大 凝りであった。 序 

幕の パ ント マイムの 場^も、 兵庳 附近と いふので、 舞子 あたりら しい 大きな 松の木の 思 ひ 切って 曲 

がった のが 利いて ゐた。 丁度 それと； H: じ やうな 形の 松の木の 影が、 最後の 大久保 邸で， 庭から 障子 

に 映って ゐ るの も 趣向だった。 

越後 S の 寮 は 向島の 小 梅に あつたと 傳 へられて ろる。 ここの 舞 臺裝置 も * あの 時分の 小 梅ら しい 

閑 じゃく さが 氣に 入った。 (十一月 十四日 認) 
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^. 忠臣 藏 

—— 本 鄉 座 —— 

三段目の 道行から 七 段 目の 茶屋 場まで 見た。 そして、 それだけ 見た だけても、 岡 鬼太郞 氏の 監督の 

隅から隅まで 行屆 いて ゐ るの がよく 分った。 

私が 見た の は 十三 日 E であるが 役者 達 も よくよく 岡 氏の 監督に 服して ゐる ものと 見えて、 少しも 崩 

れた ところの ない らしい、 緊張した 舞臺を 見せて くれた。  • 

今度の こ、 の 一 座 はスタ アシス テムで はない。 さう いふと、 失敬に 當る かも 知れない が、 いは ゆ 

る 「名優」 を缺 いた 一 座で ある。 いづれ も 大して 甲乙の ない 中堅 ぞろ ひの 一 座で ある 「味」 とか 「ふ 

くらみ」 とか 「うる ほひ」 とかい ふ もの を、 この 一 座に 求める の は 無理で ある。 

だが、 私 は、 ほしい ま、 に 他 をし ひたげ て 顧みない やうな 「名優」 の 一 人 を 舞臺に 見る より は、 


たと ひ 「味」 はなく とも 「ふくらみ」 はなく とも、 かう した 中堅 どこに よって 作られた、 嚴 しゅく 

ことば 

な 舞 臺の統 1 を 見る 方が 愉快で ある。 を かしな 詞 では あるが、 「ァ ン サンプル としての 忠臣 藏」 を、 

私 は 今度 始めて 本鄉 座の 舞臺で 見る ことが 出来た。 

. ,  〇 本格的なる 意義  . 

^はこの 「忠臣 藏」 を 本格的な もの だとす る。 

こ、 に 「本格的 だ」 とい ふ 意味 は必 すし も 原作の 人形 淨 るりに 忠實 だとい ふ 意味で はない。 歌舞伎 

としての 立場から 兌て、 本格的な 演出 だとい ふので ある。 更に 詳しくい へば. 人間の 役者が 演 する 「歌 

舞 伎」 として、 古來薹 帳の 上に も 舞臺の 上に も 加 へられて 來た 考案で、 凡 正しく 適 はしい と 思 はれる 

もの は、 必す探 用せられ てゐ るからで ある。 

〇 岡 氏の 演出 手法  . 

岡 氏の 演出 計畫 は、 あくまでも 「忠臣 藏」 を 純粹な ものにして 見せる とい ふところに あったら しい • 

い つもく どい と 思 はれる ところが、 必す あっさりと 片づ けられて ゐる。 

レ つも 浮いて くると ころが、 必 すしつ かりと 抑へ つけられて ゐる。 
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いつも 役者が 本筋 を はなれる ところが、 必す脫 線し ないや.. に 締めつ けて ある。 

「なくても い 、もの」 は 一 つもな 。「なくて ならぬ もの」 のみで、 演出が 組み立てられて ゐる。 役 

者 も 初めは 多少 窮屈だった らうと 思 ふ。 併し、 その 窮屈の 結^ は、 今までに ない 純な もの を 生んで ゐ 

る。 そして、 その 純た 舞臺 から 受ける 觀 客の 印象 はや はり 純な 興味で ある。 

そして、 その 純な 興味から いっても， 「忠臣蔵」 の尙 かつ 味 は ひ 深い ものである こと を 知って、 私 は 

いよ/ \- 脚本と しての この 作の、 決して 輕 べつ 出来な いもので ある こと を 悟った。 

以下、 自分の 見たところ だけにつ いて、 一段 一段 覺書を 記さう。 

〇 四 段 目 

正本 通り、 判宫 (秀 調) が 「力 彌、 カ彌 II 由 良 之 助 は」 を 二度し かやら な いのは、 煩くなくて 好 

い。 カ彌 (福 之丞) が 「いまだ 參上 仕り ませぬ」 を、 最初 は 下手の 居所 を 動かす にい ひ、 二度目に は 

じめ て 花道の 付 際へ 出て、 向う を 兌 込んで からい ふの も、 正本 通りで ある。 よくこの 花道まで 出る の 

を" 幾度 もやる のが あるが、 あれ は 煩 過ぎて、 却て うそら しくなる。 

由^ 之 助 (友 右衛門) が驅 けつけ て來 てから、 判官の 「この 九寸五分 はなん ぢへ かたみ」 のと ころ 

で 、「かたみ  かた  き」 などと しゃれの やうな こと をい はないで. 「か：， み」 といって、 ちょいと 


^を^いて、 「か. み ぢゃぞ よ」 と 唯 同じ 訶を くり 返す だけな の も iS い。 

山.：： へ之叻 が、 「委細 …… 」 といった きりで、 あと を ひれ 伏してし まふの も、 簡潔で 好い。 由 良 之 助と 

(源 十郞) との 問答 も、 簡潔で 要領 を 得て ゐる。 正本 通り だと、 こ-はちと 間が 延びる。 今度 

のかり 込み やう は 模範的 だとい つて 好い。 

由 良 之 助の 「まだ 御 了簡が お 若い お 若い」 から、 諸 土が 元の 座へ 戾る。 それから、 小 嫛で由 良 之 助 

が 心阪を 打ち明ける。 その 內に 舞臺を 廻す のも氣 にいった •( 普通 は 「御 先祖 代々， T われく も 代々」 

まで やる ので あるが、 どうも あすこまで やる と 間が 延びて 舞臺の 緊張と 事件の 切迫 を ゆるめる やうな 

氣 がする。) 

〇 五段 目 

勘 平 (壽 美藏) と 千 崎 (八 百藏) の 出會を 正本 通り あさき 外で 見せて くれたの は うれしかった。 久 

しぶりで、 ほんとの 歌舞伎 を 兌た やうな 氣 がした。 

呦 平が 定九郞 (訥 子) の 足へ かけた な は を、 一度 下手へ 引いて 見て、 直ぐ 不審に 思 ひ、 足 を 上へ 

釣り上げて 見たり など しないの が 好い。 財布の ひも を 引 張って 定九郞 の 半身 を 起したり などす る當 

て 込みな しに、 E ぐ ひも を 切って しま ふの も 好い。 
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〇 六 段 目 

ぜ げんの^ 六 翫 右衛門) が 門口で 水たまり を またいだ bv* 家へ は ひつてから、 そこらの ほこり を 

はたいた りさう いった 當 込み を しないの が 好い。 

勘 平が 着物 を着換 へながら の 捨臺詞 も、 筋が 立って ゐた。 一文字 屋 のお 才 (錦 吾) に 財布 を 見せら 

れて、 それ をぢ つと 兑る勅 平の^; 情が、 自分の 懷 にある 財布と 合せて 見る まで もな く、 旣 にある 深. s 

危惧 を 表して ゐ たのが よかった。 ここで 餘 り^かす に、 煙草 を 吸 ひつけながら、 自分の 懐に ある 財布 

と 較べ て 見て 始めて 大に 驚く やり方 は 私の とらない ところで ある。 

勘 平が 「打留 たる は」 とい ふと-一 一人 侍が それ を 受けて 「打留 たる は」 とい ふ。 勘 平が もう 一 度 「打 

留 たる は」 とい ひながら、 刀 を 腹に 突立 てるのが、 普通の： 止 本通りで あるが、 今度の 勘 平 は 「金 は 女 

房を賣 つた 金、 打留 たる は」 で 直ぐに 腹へ 刀 を 突き立て、 しまって、 二人 侍に 「打留 たる は」 をい は 

せない。 これ も、 私 はこの 方が 好い と 思 ふ。 

〇 七 段 目 

由お 之 助が 口 を そんぐ ところ 手紙の 上 包 を 火に 燒く ところ、 いつも は 九 太夫が 緣の 下に ゐて水 や 


火に 驚く いろ /,» な前受 仕事が あるの だが、 <fr. 度 はこの 間、 全然 九 太夫の 姿 を 見せない。 

おか 0  (秀？ I) を 下へ おろしてから、 由 良 之 助が 九つ はしご を 九 太夫の ねる 緣の 下の 前へ 撗に入 

れろ やうな 小細工をしな いのも 好い。 

唯、 あの 手 羝を卷 返して ゐる內 に、 末の 方の 切れて & るのに 氣の つくと ころで ある。 この 夏、 文樂 

の 人形 を 見て 感心した の は、 あすこで 由 良 之 助が そんなに 大きく 驚かない ことであった。 その 位な こ 

とは豫 想して ゐ たとい ふ 程度の 驚きし か 見せない ことだった。 友 右衛門 は、 やはり、 普通の 歌舞伎 通 

りに 可な り 大きな 表現 をして ゐた。 

平 右衛門 (訥 子) も、 あくまでも まじめで、 煩く 騷 がしくな いのが 何よりだった。 おかる の 「ある 

ぞぇ， ある ぞぇ」 で， 「あると は 何が」 を、 さも 煩 ささう に 短く いふの も 好い。 勘 平の 話に なって. 「腹 

切って、 死んだ わ やい」 の 「死んだ わ やい」 を 大きく 張らす に、 重く 沈めて いったの も氣 にいった。 

おかる がし やく を 起してから 水を飮 ませる ところ も、 い つもの やうな 前受を 一 切 しないの が 有難 かつ 

た。 (十 一 月 十七 日認) 
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もる 他の 「不 如歸」 

—— 市 村 ^ —— 

二十 年 — いや、 もっと 前だった らう。 私が まだ 世の中へ 出てから 間 もない 頃だった。 國府津 から 

箱 根へ 行く 電車の 中で. ある イギリス 人と 一 緖 になった。 その イギリス 人 は 「ナミ コ」 (英譯 の 「不如 

歸 b を國で 讀んだ ことがある といった。 さう して 夫婦 自身が 全く 與り 知らない、 あ、 した 離婚が 實 

際 日本で は 行 はれ 得る のかと 訊いた。 私 は 返答に 窮 した。 

時代 は 移った。 もう 今日の 日本で は、 およそ だれでもが、 二十 何年 か 前に 私 を 困惑 させた イギリス 

人位の 思想 は 持って ゐ よう。 いは ゆる 新派 悲劇 「不 如歸」 が 元の 形で 見せられ なくなつ たの も 常然で 

ある。 

今次の 脚色者 (川 村 花菱 君) は 賢明だった。 彼 は 原作 小説に も 拘泥し なかった。 今までの 姿 本に も 

縛られなかった。 彼 は ある 程度の オリ ジナ リチ を用ゐ て. 「時代」 からい へば、 もう 「老い ほれた 芝 35」 

である 浪子武 進の 悲劇に、 相當の 「若返り 法」 を 加へ てゐ る。 しかも、 その 新 脚色者の 「若返り 法」 


が、 若い 夫^の 浪子武 雄 を 害き 換 へる ことによって 行 はれす に、 老人の 片岡 中將ゃ 川&の 後室 を 書き 

換へ る ことによって 行 はれて ゐる のが 面白い。 

芝居 弱い 私 は、 この 新しい 「不 如歸」 でも 泣かされた。 實に殘 念 だが、 あたりに きまりが 惡ぃ程 泣 

かされた。 多 數のほ 物 は 泣く か 笑 ふの が樂」 みで 釗場 へく るので ある。 大人な の も 無 はない と 思つ 

た。 

き は 

だが、 私 は 泣かされ たま & では ゐ なかった。 どうして、 こんなに 泣かされ るの だか、 その 原因 を窮 

めなければ ならない と 思った。 その 答 は 案外 容易だった。 この 芝居に は 性格 も 書かれて ゐ ない。 思想 

も 書かれて ゐ ない。 社 會批钊 も 書かれて ゐ ない。 钹 しくい へば、 人情 その 者 さへ も 十分に は 書かれて 

ゐ ない。 書かれて ゐ るの は 唯シチ ュ ェ イシ ヨン (境遇) だけで ある。 そして、 その シチュ ェ イシ ヨン 

だけが 吾人の 淚腺を 刺激す るので ある。 

しかも、 その上に、 今次の 新しい 脚色者 は、 傳統 的な 新派 悲劇の 骨法 を 巧に 現代化して、 例へば 第 

W 幕の 別莊 裏庭の やうな 新しい 場面 を 作って、 「重吉 (老僕) も 泣け、 幾 (乳母) も 泣け おれ も 泣く ぞ」 と 

いふ 片岡 中將 の臺詞 で、 見物 全部に 「泣けえ おい」 の 號令を かけて &る。 蓋し、 泣かざる を 得ないで 

はない か。 

だが、 それにしても、 餘 りに 「理性」 のない 人生で あるの が、 吾.^ に はさび しい。 劇中 唯 一 人の - 
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ォグ である 千々 岩が、 たと ひ惡 用す るに しても 冷靜な 理性 を 持って くれて ゐ ると 救 はれる の だが、 こ 

ひつが 又 途方 もな く 目先の 見えない * チ スぺ レイト • キャラ クタな ので、 どうに も 助からない。 

だが、 泣かされた^ 滿、 感傷 一 點 ばりの さびし さは^と して 芝居 は 存外 面白く 兑られ た。 

その 中で も、 私の 與味 は， 伊井 蓉 峰の 片 岡中將 、村 田 式部の 川 島の 後窒 につな がれた。 伊井の 中將は 

序幕 も惡 くないが、 四 幕 目の 裏庭で 杯 を こ ほち 冩眞 を燒く 前後が 殊によ かった。 ー體， この 人 は 「fl 

く 役者」 「物 をい ふ 役者」 の 方で あるのに、 今度 は 珍しく 「動かない 役者.. T 物 をい はぬ 役^」 としての 

價直を 見せて くれた。 村 田の 川 島の 後窒 は、 氣品も あり、 . 腹 も あり、 情愛 もあって、 ^に 近^での 牧 

穫 である。 始終、 左の 手先の しびれる 科 も、 わざとら しくなくて 巧であった。 出る の は 唯一 幕で ある 

が、 私に は 深い 印象 を 受けた。 

水 谷 八重 子の 浪子も 成功で ある。 序幕に 高島田で 始めて 出て 來た ところで も、 可憐に 美しい 中に、 

軍人の 娘ら しいさつ ばりした ところの あるの が 好い。 二 幕 目の 電話の 幕切れ も 真に迫った。 逗 子の 笾 

邊の 「早く 歸 つて 頂戴よ」 も、 昔の 新派 式で なく、 今の テム ボで 行った のがよ かった。， 

大 矢の 小島 少將も 人物が 氣に いったが. 片岡中 將に對 する 態度が 餘り不 遠慮 過 ざた。 ^人 社^で 

は， 少將 と中將 とで は、 大變な 階 较的差 別が あるので は あるまい か。 伹し、 これ は 脚本が 惡 いの かも 

知れない。 


雪 岡、 蓚井、 南、 田 逸の 漁師 もよ かった。 この 漁師 達の 對 話で、 あの 場面 を舊套 から 救った の は 新 

脚色者の 働きで ある。 殊に 裸の 子が 藤 井の 漁師 を迎 ひに 來る のが 私に は氣に 入った。 

柳の 千々 岩 は、 一 番 新派 臭を帶 びて ゐた。 どこかで 一遍、 あの マ-一 ェ H ルを洗 ひ 落して くる 必要が 

あり はしない だら うか。 脚本の 指定に はどう あるか 知らないが、 浪 子の 前で 仰向けに 寢轉ん でし まふ 

など は 言語 道斷 であるつ 「僕 はけ ふ は 愉快 だ」 といって ゐ るが、 あれで は 「僕 はけ ふ は 自暴 だ」 である。 

花柳の 武雄、 これ は 役 を 振った 人が 無理で ある。 (十一月 十八 日認) 


わ 山內薰 全集 七卷 あろ 他の 「不 如録 J  五 七三 


小山 內薰 全集 七卷 「春雨 傘」 と 「太 十」  五 七 四 

「春雨 傘」 と 「太 十」 

II 明 治 座 —— 

T 君。 

今月 最初の 芝居； a 物と して、 ゆうべ 明治座 を 見た。 敵 討 だけ を淺 して 「春雨 傘」 の 全部と 「太 十」 

と を 見た の だから、 病弱の 僕と して は 大 努力 だ。 

「春雨 傘」 は櫻痴 罟 士の ものと して は， 可な り 佳い 方に 屬 する 作 だと 思って ゐ たが、 今度 通して 見て 

見る と、 やつば り 不徹底な 作 だとい はざる を 得ない ね。 札 差の 大口 屋治 兵衞が 武士階級に 反抗して、 

業 を 捨て 俠客暧 雨になる の も 分かる。 その 跷 雨が 小屋 者 あがりの 釣鐘 庄兵衞 に 差別 微嫒 を說 くの も 

うな づける。 唯 その 動機と 經路 とに^ だしい 不純と 不微 底との あるの が あき 足らない。 この 三つの 階 

较の對 立 (それ は鬪爭 とい ふ 程 組織的な ものに はなって ゐ ない) を 少しで も 常時の 社 會經濟 史的 立場 

から 觀察 描寫 したなら (そして、 それ は 一 I 地櫻痴 とい ふ 人に とって、 お して 不可能な ことで はな かつ 

たと 信す る)， この 作 はもつ と まじめた ものに なったら うと 思 ふ。 櫻 痴：^  士は餘 りに 前受の 好い 「狂 一 百 


作者」 たらう. とし 過ぎた ので はなから うか。 

この 芝居で は、 しきりに 「粹」 だと か 「意 氣」 だと かいふ ことが 稱 へられて ゐ るが、 舞臺に 現れた 

la 例で は — 少く とも 僕 一 個人に とって は —— 一 向 「粹」 でも 「意 氣」 でもない ことが 多い ね。 總て 

が 唯 「粹 がり」 だ、 「意氣 がり」 だ。 今度 は 幸 ひに 曉雨を やる 役者が 吉 右衛門と いふ、 どっち かとい へ 

ば 生 野 I* な 人 だから 好い やうな もの 、、 役者に よったら 實に鼻 持の ならない 場面が 出來 上らう とい ふ 

もの だ。 どうだい。 ^；, さう は 思 はない か。 

久しぶりで、 通し狂言 にして 兌せ て くれた 親切 は 感謝す る もの 、やつば り 前半 はつ まらない ね。 た 

だ 筋 を寶る だけの ものだね。 但し 「折かん」 で 丁 山と 葛 狨の對 立 はちよ いと 面白い。 源 之 助の 丁 山 は、 

たと ひ苹 はとって ゐて も， 「自分の 家へ 歸 つて 来た やうな」 藝で、 なんともい はれない 妙味が あるね。 

福助の 葛狨 も， 害お ろし 當 時には まだ 生れなかった 役者と して は、 なかなかよ くやって ゐる。 だが， 

あの 丁 山に しても、 もう 少し 書き方が 徹底して ゐ たら， もっと 面白い 性格が 浮き出た に 違 ひない と 思 

ふ。 つまり、 あの 女の 境遇と 環境 を もっと 丁寧に 書く の だね。 さう すれば、 きっと もっと 面白い もの 

が出來 上った に 違 ひない。 惜しい こと をした もの だ。 

この 芝居で、 いつでも 僕が 一番 面白い と 思 ふの は、 あの 並木の 暗 討で 敗北して、 詉訪 町の 立 田屋ま 

で、 曉 雨に 連れられて 行く 間の 釣鐘の 心理 だ。 作者 は その 心理 を詞 にも 科さに も はっきり は 害いて ゐ 

小山 內薰 全集 七卷 「春雨 傘」 と 「太 十し  五 七 五 


小山 內蒸 全集 七卷 「卷 雨傘」 と 「太 十」  五 七 山、 

ない が、 役者と して は、 あすこが 工夫の しど ころで、 見物と しても 一番 あすこが 樂 しみな ところ だ。 

だが、 今度の 友 右衛門 は、 實に淺 念ながら、 あすこで 失肷 したね。 第一 、 たら ひで 足 を 洗 ふところで 

見物 を 笑 はせ たが、 あすこ は 決して 見物 を 笑 はせ て はならない ところ だ。 蜣 雨の だした^ 草 入 を 返す 

ところで も、 朥 雨が © きつぎ をした 杯 を あ ふるところ でも、 見物が 笑った が、 あすこ いらだって-, ^し 

て 見物 を 笑 はせ て はならない の だと 思 ふ。 どう だ、 君-さう は 思 はない か。 あの 間の 釣 達の、 レ现 は、 ^ 

して 唯の ふて 脔れ ではない と 思 ふ。 いはん ゃ駄々 を こねて ゐ るので はない と 思 ふ。 やがてく るの は、 

あの せっぱつま つた 自殺 だ。 庄兵衞 役者 は それ を考 へ なければ ならな い と a ふ。 


「嬰兒 殺し」 を 見て 泣く 

—— 帝 國 劇 場 II 

私 は 現在、 自分の 生^ 態度と しても 创作 態度と しても、 極力 センチ メンタ リズム をお して ふるので 

あるが、 持った が 病の 「芝居 弱」 で、 ちょいと でも 舞臺 から センチメンタルな 聲が 響いて くると， もう 

どうに もた まらな くな つてし まふので ある。 誠に 無念で も あり 恥 かしい ことで も あるが、 先月 も 「不 

如歸」 で さんざんに 泣かされて しまった。 今月の 帝劇の 「嬰兒 殺し」 に 至って は、 更に 激しく 泣かさ 

れて しまって I ゲ^ V でもなん でもない II 實際 あとの 油屋の 店先 を 一 場、 フォア イエで 休ませても 

ら つた 位で ある。 

「な あに、 そり や あ 君の 體 のせいだ よ。 體が 弱って るから、 祌 經が銳 くな つて ゐる のさ。 體 がな ほり 

や あこん な もの を 見て 泣く もの か  」 

私の 友逹 はかう いって 笑った。 然し、 私 は 決して さう は 思 はない。 幸 W 郞の 巡^と 宗之 助の f 土方 

で、 この 釗 曲の 初浪を 見た 時 は、 私 もま だ壯 健だった が、 やはり 泣かされた。 宗之 助力 A 力った ので 

小山 內憨 全集 七卷 「嬰兒 殺し」^ 見て 泣く  五 七 七 


小山 內篛 全集 七卷 「嬰兒 殺し」^ 见 て 泣く  五 七 八 

「泣かされた」 程度 は 今度 以上だった と 思 ふが、 當時 は體が 丈夫だった ので， 今度 ほど は 疲れ. なかつ 

たとい ふだけ である。 現に、 今度の 帝劇で は、 この 暗い 一幕の 間に、 膦 貧血 を 起す 婦人が 時々 あると 

いふで はない か …… 

そこで、 私 は ある 疑 ひ を 起した。 

「芝 Is は 梁して かう いふ 風に 書くべき もので あらう か」 とい ふ 疑惑で ある。 かう いふ 害き 方 はい は ゆ 

る 「くすぐり」 の 丁度 裏返しな ので は あるまい かとい ふ 疑問で ある。 餘程 以前で は あるが、 私 は 井上 

正 夫の 「大尉の 娘」 を淺 草で 兑て、 ひどく 泣かされた ことがあった。 そこで、 私 は 直ぐ 井上の 部屋へ 

出かけて 行って、 半分 は 冗談だった が. 「かう いふ 芝居で 人 を^ かすの は 一 種の 詐欺 だ」 といって、 彼 

を 責めた ことがあった 。「嬰 兒 殺し」 を 今度 また 見て、 私が 作者に 怨ま うとす るの もまた それで ある。 

ー體、 この 作者 は 舞臺の 上で 一人の 人 問み 責めて 責めさい なむの が^きで ある。 「同志の 人々」 の 場 

合 もさう である。 「嘉 門と 七 郞右衞 門」 にも その 傾きが ある。 中で も、 もっとも 殘酷 なの は， この 「嬰 

子殺し」 である。 

女 土方 杉 原 あさが 嬰 兄 殺しの 大罪 を 犯して ゐる こと は事實 である。 0 し， 彼女 をして この 大罪 を 犯 

さしむ るに 至った 根源 は どこに あるか。 何物が この 女 土方 を これ 稗までの 窮地に 陷れ たか。 だれが こ 

o 女 土方 を かくまでに いぢめ てゐ るの か。 作者 は そこに 「ま は ゆ 合せ」 あるひ は 「^命」 といった 


もうろうたる 動機の 外 何物 を も 見て ねない。 作者 は 女 土方に 對 すろ 姦惡 なゲ H ゲン シュビ イラ ァ であ 

る 「せ 會- とい ふ ものに 對 して、 まるで 目 も 耳 も ふさいで ゐ るので ある。 

女 土方 を资 めさい なんで ゐる 者の 存在 を、 知って ゐる にしても、 知らす に. 0 るに しても、 作者が 全 

く 無視して ゐる とい ふ 事赏 は、 やがて 作者 自身が 女 土方 を 責めさ いなんで ゐる結 梁と ならなければ な 

ら ない。 

作者 は 決して さう ではない と 否定す る だら う。 然し、 以上の 考. 祭に よれば、 「作者 は 唯 見物 を 泣かせ 

る ためにの みこの 芝居 を 書いた」 とい はれても 仕方がないだ らう。 

唯 泣く だけ を 目的に して 釗 場へ くる 有閑 觀客 は、 かう いふ 芝居 を 見て、 さぞ 堪能す る だら う。 しか 

し 、「明日 働く 力」 を 得ようと して 釗 場へ くる 勤 勞喈級 は、 决 して かう いふ 芝居 を 見て はならない。 

三 宅 周 太 郎君 はァ クが强 過ぎる といった が、 私 は太郞 冠者 氏に して は 寧ろ あっさりし 過ぎた と 思 ふ 

コ ロネ イシ ヨン • リヰゥ を 兌て、 それでも いくらか 救 はれた 氣 持で、 私 は 劇場 を 出る ことが 出来た。 

(十二月 十三 日) 


小山 內憨 全集 七卷 「嬰兒 殺し」^ 見ぺ 泣く  五 七 九 


小山 內薰 全集 七卷 再び 「嬰兒 殺し」 に 就いて  五八 〇 

V 再び 「嬰兒 殺し」 に 就いて 

—— 山 本 有 一一 一 君 へ II 

「嬰兒 殺し」 に 就いて 私の 書いた 斷想 (私 は 自分で あれ を 批評 だと は 思って ゐ ない) が 作者 山 本 有 三 

君 を 「あきれ 返」 らせ たさう である。 

しかし、 私 は 山 本 君の プロテストの 全文 を讀ん で、 私の 感想の 決して 「病中の 失言」 ではなかった 

こと を 知る ことが 出来て、 却て 安心した。 

「作者 は 『社 會』 とい ふ ものに 對 して、 まるで E も 耳 も ふさいで ゐ る。」 

-- £,u  、  、  ^  、 

私 はかう 書いた。 然し、 私の ここにい ふ 『社 會』 とい ふ詞 は、 山 木 君が 考 へて ゐる やうな もうろう 

たる もので はない 。「社 會の罪 だ」 とか 「社會 組織が 惡ぃ からだ」 とかい ふやうな、 そんな ほんやり し 

たこと ではな い。 

私 は 前の 感想で もまい いた。 たれが 何物が —— この 女 を こん. なにまで いぢめ てゐ るの だと" 私 は 

それが はっきり 知りたい の だ。 それ を 知って、 そいつ をに くみたい の だ。 そいつ をに くんで、 さう い 


ふ 奴 を 根絶やしに したいの だ。 

社^ を兑 てゐ るから こそ、 自 分 はかう いふ 作品 を 書いた の だと、 作者 はいふ。 こ、 に 山 本 君が いふ 

「社 會』 とい ふ； I と、 私の、 作者が これ を 見て ゐな いとい ふ 『社 會』 とい ふ詞と は、 その 認識の 程度 

において 全然 意味が 違 ふの だ。 

唯、 社會 の悲慘 事を單 に悲慘 事と しての み 報道す るなら、 劇詩 人の 手 を 煩 はす 必要 はない。 新聞の 

社會 記事で 澤山 だ。 否、 新聞の 社會 記事の 方が、 却て 現實 的で、 遙に 効果的で ある。 

山 本 君 は 私の 斷想を 讚んで 興奮して 「あきれ 返」 る 前に 靜に剌 詩人と しての 自家の 任務 を考 へな け 

れ ばなら なかった。 

私が 「かう いふ 芝！ ！5 を 見るな」 といった の は. 「かう いふ 社會の 事實を 見るな」 といった ので はない。 

害き 方が いけない から、 かう いふ 芝居 は 見るな といった ので ある。 一個の 社會 的事實 として は、 寧ろ 

かう いふ EE 題 を もっと 深く 兌なければ ならぬ といった つもりで ある。 

私は藝 術に 必す しも 「露骨」 (それの 必要な 場合 も あるが) を 求める もので はない。 しかし、 一個の 

社^問題 劇で ありながら、 作者の 社會 批判の どこに もうかぐ はれない やうな 作品 は、 斷 じて 排斥し な 

ければ ならぬ と 信じて ゐる。 なぜと いへば、 さう いふ 作 品 は、 少しも 人間の 理性に 訴へな いで、 感傷 

にの み訴 へる からで ある。 さう して センチ メント のみへの 訴 を享樂 する ことの 出来る もの は、 有閑 階 

小山 內叛 全集 七卷 再び- 盟兒 殺し」 に 就いて  五八 一 


小山 內篛 全集 七卷 再び 「嬰兒 殺し」 に 就い C  五八 二 

級の みで あるから である。 

山 本 君 は 「切々 として 內に訴 ふるものが あれば こそ、 人 は はじめて 動かされ るの だ」 と、 いって ゐ 

る。 ところが、 事實は 決して さう ではない。 見物 は 馬鹿 だ (私な ど は、 その 馬鹿の 屮 でも 大^ 鹿の 方 

だ。) みんな 欺され て 泣く の だ。 くすぐられて 笑 ふやう に、 これで も かこれ でも かと 淚腺を 突つつ か 

れて淚 を こ ほす の だ。 「切々 として 內に訴 ふるもの」 と は 何 だ。 詞 は 美しい が、 畢^ それ は センチ メン 

トの 刺激 以外の 何者で もない 空疎な ものな の だ。 

私 はさう いふ ものから 芝居の 觀客を 解放す る ことが、 新時代の 劇詩 人の 重大な 任務の 一 つで はない 

かと 思って ゐる。 私 は 敬愛す る 山 本 有 三 君 をい は ゆる 「狂言 作者」 に はしたくない。 ^實、 山 本 君 は 

決して 「狂言 作者」 ではない ので ある。 然し 「嬰兒 殺し」 において は、 ^に 逍憾 ながら、 山 本 君 は 可 

なり 多く 「狂言 作者」 であった。 いふまで もない ことで は あるが、 私 は 決して 作の 巧拙 を 論じて ゐる 

ので はない。 唯 作者の 態度 を 難 じて ゐ るので ある。 

最後に、 私が 「かう いふ 芝居 を 見て はならない」 と 書いた のが、 決して 「命令」 でない こと は、 凡 

曰 本の 文章の 分かる 人に は 分かって くれる ことと 思 ふ。 如何なる 場合、 如何なる 意味に おいても、 私 

に 大衆 を 「命令」 する 權カ はない。 

私 は、 唯 ひたすら、 山 本 君に、 もう 一 度 しづかに 考へ て 見て もら ひたいと 懇願す る。 その上で、 も 


し 私が， つて ゐ るなら、 更に 敎 へて もら ひたいと 思 ふ。 山 本 君の 最初の プロテスト は、 餘 りに 非 論理 

的な 大ー 一一 n 壯 語に 過ぎなかった。 私 は 實に暂 に それ を 遺憾に 思 ふ。 (十二月 十九 日) 


小山 內漪 全集 七卷 再び 「嬰兒 殺し」 に 就いて  五八 ーュ 


小山 內薰 全集 七卷 「昭和 忠臣蔵」^ 見て 


五八 四 


「昭和 忠臣 藏」^ 見て 


II 本 鄉 座  

〇 新派の 脚本 

伊井、 喜 多 村、 河 合の 老巧 はもち ろん として 大矢、 小 . 〜き， 

y  ：：：ぞろ ひ！ ろへ- •Id.pru:"" 

た 力ら 凡 この 一座です る 芝居で 當らな いのは」 ょハ  1^..? ハてゐ るの 

>」 プ レグ. ^カレオに た 力 それが^す しも さう 一了^- (3  .1=^、 

のせ ゐ らしい。 先月 「f  Q 帚-つ.？：、 .  さ-  VI 力な レ のは^ 4 

う H も- 不々 歸」 の 方 は、 まあ 好かった が、 「、江 島屋の 方が 

どく 樂 しみに して 尾に ほつ ちつ.…、、 、 p  i」 グ^ カレけ な 力った 今月 も ひ 

て 貝に 行った のた 力 どうも 脚本が 頂戴し かねた。 

•  〇 變痴奇 論 

「假名 手本 忠臣蔵 I て對 して， &  ノ iJSJJfe- 、や し 

0 て もし 嚣奇論 I され I ら. 「昭和 忠臣 藏」 に對 しても それが 許されよ 


ければ ならない …… 

などと、 しかつめらしく 斷 るまで もない。 どうも、 この 「昭和 忠臣 藏」 とい ふ 脚本、 餘り にも 動機 

が菰 弱で、 展開が 非常 式で ある。 

泎 者 はまる で 現代の 社會 機構と いふ もの を 知って ゐ ない (知って ゐな いはす はない の だが、 脚本の 

上で は 知って ゐな いとい はれても 爲 方が あるまい。〕 作者 は 一 人の 金融資本 家が 如何にして 發展し 如何 

にして 没落す るか を、 まるで 見て ゐ ない。 作者 は簡單 に、 赤穗の 域、 鹽谷 判官の S 落と 塵 谷 商會、 王 S 

谷高贞 の S 落と を 同じ ものにして 取扱って ゐ るが、 これが 抑 もの 誤りで ある。 

^谷 商き なる もの は、 いづれ 鈴 木 商店 か 高 田 商會の やうな もので あらう。 私 は 如何なる 意味に おい 

て も、 かう いふ 種類の 商會 主に 對 しての ー點の 同情 を も つ こ とが 出来ない。 況んゃ この 鹽谷 商會主 

なる 男 は、 妻なら ぬ 妻 を をと りに して 資金 融通の ために 高師 直の 歡心を 買 はう としたの である。 それ 

は： れ際高 自身が いふ 通りで ある。 もし さう でなければ、 早 野な どが、 あんなに 加穗 代と 鹽 谷との 關係 

を 11 したがる はすがない からで ある。 

1 ：? し 

私の 同情 は 自然 作者が 適役と して 書いた 高師 直に 集注され る。 また 別の 意味で、 私 は 蝮のお 市 を も 

氣の 毒に 思 ふ。 もちろん、 師！！ に はにくむべき 點は どこに もない。 お 輕を早 野に 奪 はれた とい ふ點で 

は、 藥師 寺の 心事に さへ 私 は 一掬の 同情 を 捧げたい。 
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さう して、 私の 目に 映 じた カ彌 は、 いくら 支配人の 息子と はい ひながら、 學 生の 癖に、 おせっかい 

の 出しゃばり である。 早 野 勘 平 はまる で 世の中の こと を 知らない 情痴の 徒で ある (どう 考 へたって、 

あんな ことで 自殺 をす る 必要 はない。 作者 は 强度 の 神經袞 弱 だと 斷 つて はゐる が。) 藝者加 穂 代 は ^颜 

にして 無恥で ある。 大星 支配人 は實に 善人で あるが、 大詰の 帝國 ホテルへ 来て、 これ も頭腦 に^ 狀を 

來 してし まった。 

どうも、 かう a られ てし まって は、 この 芝お も 滅茶滅茶 であるが、 實際、 正^のと ころ、 私の 舞^ 

から 受けた 印象 はこれ だった。 

〇 役 々の 成 紐 

大 矢の 高 師 直が 第一 の出來 である。 裏 詞廻 しの 自然な の は 事新しく 褒める まで もない が、 あの 相當 

女好きで ゐ ながら、 女に 對 する 態度の 表面 さつば りして ゐる ところが 好い。 外國で 長く 生活した とい 

ふところ もど こかに 見えた。 伊井の 大星は 七 段 目の 吉 原が 好い。 特に 村 上 喜 劎に弒 倒される あたりの 

全く 無抵抗な 態度が、 ちょっと 他の 人に は 出来さう でない。 喜 多 村の 加穩代 は、 ^,1 迥 しに 新しい H 

夫が あった。 それ は 從來の 新派 的臺詞 廻し を 避けよう とする 苦心と 兑た。 そして、 それ は相當 成功し 

てゐ た。 河 合の 蝮のお 市 は、 思 ひの 外、 さら^-とやって ゐた。 あとで 後悔す るの が 詰まらない が、 


M:orr る。 si これが 一番 自然だった ま i い I 

ない 作爲の あとの t も兑 えない のがよ かった。 妄評 當死。 (十二月 十二 口) 
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五八 七 


相 

ぶ Ui、 


〇 は しがき 

私 は 歌舞伎 劇の 批評 をす る。 しかし * 私 は 一度で も 自分に それ をす る 資格が あると 思った こと は 

ま。 

なぜと いへば、 私は淨 るりの 演奏に ついて 全く 無知 だからで ある。 太夫の 語り口に ついても、 三味 

線の 彈き 方に ついても、 てんで 心得がない からで ある。 

人形 淨 るりと いふ ものが 創始せられ てから、 歌舞伎 劇 はおび たぐし くその 影響 を 受けた。 それ どこ 

ろで はない。 傳來の 歌舞伎 劇の 大半 は、 人形 淨 るり その 者の 移植 だとい つても 過言で は あるまい。 

それ 故、 私の やうな 淨 るりの 無知が 歌舞 仪 劇の 技巧 をう んゐ する の は、 あだか も 色盲が 拚^ を 論す 

る やうな ものである。 

私の 歌舞伎 評の 如き は、 畢兗 「素人 評」 であるに 過ぎない。 
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しかも、 その 私が 人形 淨 るり その 者 を 見ての 感想 を 誌す ので ある。 それが 批評に ならな いのは 分り 

切って ゐる。 犟 なる 素人の 感想と しても、 恐らく は 的 を 外れて， ゐる ことが 多いだら う。 私 は 唯， 私 一 

侗で. H ら舉び 得た と 信す ると ころ を ^書して 私自身の 糧 とする のみで ある。 

/二： へ 〇 看客の 態度  f 

關ま の大ぉ 火災 後、 私 は 一 年間 大阪 にゐ た。 その 間に、 私の しょうと した 爲 事の 一 つ は、 文樂 座の 

研究であった。 

だが、 その 計^ は 遂に 行 はれなかった。 

その 理由の 大きな 一 つが、 私自身の 怠慢であった こと はもち ろんで ある。 私 は 文樂の 若手の 太夫、 

若 芋の， 三味線 彈に三 四の 知遇 を 得た。 然し、 私 は 一度で も 義太夫節 を舉 ばう とした ことがなかった ば 

かりで なく、 その 道の 藝談を さへ 彼等から 求めなかった。 私 は 唯 彼等の 私生活の 意外に も 近代的で あ 

るの を 知って、 それが 傳來の 技藝に 影響す ると ころが あり はしない かと、 かげながら 憂慮した ぐら ゐ 

な. ことに 過ぎなかった。 人形つ かひに は 遂に 一 人の 知遇 を も 得る ことが 出来なかった。 

その 時分 文樂座 はま だ燒 けなかった。 興行 時間 は 大抵 朝から 夕刻までで、 八 時間から 九 時 問 はやつ 

たやう である。 大阪の 通人 は 席 をと つて 置いても、 決して 始めから は 見ない。 好い 太夫が 出る 時分 を 
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見 はからって E£ かける ので ある。 然し、 猛の やうに、 なるべく 長い もの を 通して 見たい と 思 ふ もの は 

午前から 出かけなければ ならない。 その上、 私の やうな 初舉者 は 一刻 も 人形から H を 放す ことが 出來 

な • い。 非當に 疲れる。 ある 場合に は 居 眠 = も 出る。 もうさう なると、 たと ひ n が^ めても、 頒腦が II 

朧 として、 印象が 鮮明 を 欠いて くる。 

、 だが、 それより 感興 を 妨げる の は、 大阪の 見物の 態度で ある。 ー敉 に大阪 では、 觀劇は 「遊 與」 の 

V 種に. 過ぎない ことにな つて ゐ るので あるが、 たと ひさう でない 嵇 類の 看客に しても、 文樂 へく るの 

は ほる り を 「聽 き」 にくる のであって、 人形 を 「見」 にくる ので はない。 中には 「人形 は 邪魔 だ」 と 

公言す る 人 さ へ あるので ある。 

從 つて、 人形つ かひの 兑 物に 對 する 態度 も 反射的になる 場合がないでも ないやう である。 私 はしば 

しば 見物が 人形 を 侮り、 人形つ かひが 兑物を 侮る 場合 を目擊 して、 少 からす 感興 を そがれた。 

さう いった わけで、 私 は その 一年間に、 可な りしば/、 文 樂座を 訪れた にも 關ら す、 私の 收 tl- する 

ところ は 誠に 少 かった。 

. ところが、 今度の 新橋 演舞場で は、 旣 にけ ふまでに 舉び 得た ところ だけで も、 在阪 一年の それ 以上 

にお よんで ゐる。 その 理由の 最大な 一 つ は、 诋 京の 看客の 態度の まじめな 點 である。 

一 つ は 珍しい からで も あらう が、 東京の 兌 物に 一 人と して 人形 を 侮る もの はない やうで ある。 もち 


ろん、 太夫 一；： 味線彈 きに 對 する 尊敬 は、 歌舞伎 役者に 對 する 以上で ある。 

この 群衆 心理 は 劇場 內を 異常に 靜肅 にす ると 共に、 太夫 三味線 人形つ かひ を も 緊張 を させす に は 置 

かないので おる。 

〇 寺小屋の 陰う つ を 

今度の 「^w」 でもつ とも 動かされ たの は、 寺子屋だった。 

古靱 太夫の 寺子屋 は、 全曲 を 通じて 極めて 陰う つであった。 そして その 救 ひがたい 陰 うつさに 私 は 

打 たれた ので ある。 

むかし 私 は大阪 の文樂 で、 先代 大 隅の 寺子屋 を聽 いた ことがある。 その 時の 印象と して は， 後の 松 

王の 泣き 笑 ひが 餘 りに 技巧 をろう し 過ざる と 思った 外、 ほとんど 何も つて ゐな いが、 概して その 語 

り 口 ははで であった。 明るかった。 

歌舞伎す 1 居の 方で この^ 採る 演出 手段 も、 概して その はでで 明かる い 方で ある。 

そこで， どこで はでになる か * ど- .1 で 明かる くなる かと考 へ て 見る と、 それ は 主として 源藏 の解釋 (ィ 

ンタ プリティ シ ョ ン) 如何に あるので はない かと 思 ふ。 

主人の 子 を 救 ふために は 他人の 子 を 殺しても 構 はない， ；源藏 が簡單 にかつ 平氣 でかう 思へば、 こ 
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の 戯曲 は 明かる くなる。 この場^、 源^ は 封建 道德 その 者の 權 化で、 人間と しての 感情 はまる で 持ち 

合せない 入になる ので ある。 從 つて 「せま じき もの は宫づ かへ」 の 一句 も" ほんのう はべの 一一： 一； I 譯で、 

心からの 歎きではなくなる ので ある。 

如何に 主人の 子 を 救 ふためと はい ひながら、 他人の 子 を 身代りに 立てる とい ふこと は殘 酷^ 極な こ 

とで ある。 だが、 その 殘酷 至極な こと も、 士逍 には換 へられない。 誠に 堪 へがたい ことで は あるが、 

どうも やむ を 得ない —— もし、 源藏 がかう 思 ひながら、 淚に ひた ぬれながら 小太郞 をう つと すれば、 

この 一 段 はおびた^ しく 陰う つに なって くる。 從 つて 「ことによ つたら 母 もろとも」 も 「お 主の ため 

を わき まへ よ」 も 「せま じき もの は宫づ かへ」 も、 總て血 を 吐く やうな 心の 聲 となる ので ある。 

古靱 太夫の 源 藏に對 する 對度は 確に、 この 後者の 人間的 解釋 であった。 古靱の 源藏は 封建 道 德の光 

輝 ある 攛化 として は 現れないで、 封建 道 德に綽 られて 苦しみながら 血 を 吐く 思 ひで 忍從 する 一 倘の陰 

慘な 人間と して 現れた。 

人形の 動き も、 この 解釋に 一 致して ゐた。 「互に 顔 を 見合せ て」 から 「共に 淚 にくれ てゐ たる」 の 前 

後の、 あの 源藏夫 のさび しい 噔ぃ立 姿 は、 きりで 刺す やうに 私の 心 を 刺した。 

寺子屋の 原作に^ して それだけの 人間味が あらう か。 問题 はこれ である。 しかし， 私 は 「氣^ うて 

は爲損 ぜん、 鬼に なって」 とい ふ詞ゃ 「弟子 子と い へば 我 子 も 同然 ：… 報 は、 こちが 火の ポ、 追つつ け 


廻 ひて 來 ませう」 とい ふ^を、 決して 輕々 に 聞き流して しま ふこと は m 来ない。 ー體、 時代 淨 るりぬ 

ほとんど 總 てに 盛られて ゐる 思想 は 封建 道德 であるが、 淨 るり 作者の 常に 描寫 すると ころ は、 封建 堪 

徵 の 明ろ さで はたくて、 封建 道 德の陰 うつさで ある。 

從 つて、 歌舞伎 劇な ども、 淨ろ りから 移桢 せられた もの、 その 影 響 を 受けた もの は、 陰う つで 喑ぃ 

のが その 木來の 姿で ある。 淨 るりに 優れた 喜釗の 皆無で あるの を 見ても、 それ は 分らう。 

この頃の 歌舞伎 劇が 無晤と 明る いのは 照明 設備の 發達 にも 因して ゐる だら うし、 衣し やう 道具の 豪 

奢に よると ころが 多いだら うが、 その もっとも 大きな 理由 は、 俳優 達が 歌舞伎 本来の 陰う つな 姿 を 忘 

れて しまって ゐ るからで ある。 

私 は 決して 「陰う つ」 を轄讃 する もので はない が、 偶々 古靱 太夫の 源 藏を聽 いて、 淨 るり 本来の 封 

建 道 德的陰 うつさ を 知る ことが 出來 たの を、 歌舞伎の 木質に 對 する 赠 示の 一 つと して、 真び 受けた の 

である。 

そこで、 思 ひだす の は、 私が 嘗て 非難した 菊 五郎の 源 蔵で ある。 成程. 菊 五郎の 源藏は 極めて 陰う つ 

であった。 人に よって は. 今度の 人形 も. 動かない 點 では、 菊 五郎に 優るとも劣らない とい ふだら う。 

だが、 菊れ. 郞の源 藏の陰 うつさ は、 寫實 から 來た陰 うつさだった。 古靱 の、 源 藏の陰 うつさ は、 象徵 

から 化れ た 陰 うつさで ある。 從 つて、 私 は 古靱の 演奏 を 菊 五郎の 演技 以上 だと 信す ろと 共に、 依然と 

小山 内煞 全集 七卷 人形 るり 斷想  五 九 三 


小山 內薰仝 集 七卷 人形 淨 ろり 斷想  五 九 四 

して 淨る りに寫 實を 移入しょう とする 菊 五郎の、 源藏 に反對 する ものである。 

しかも、 人形の 源藏 は、 松 王が いきなり 首 をけ に 手 を かけよう とすると、 さう はさせ すに、 自分で 

首 をけ の 上に 片手 を かけ、 「性根 をす ゑて  見 分せ よ」 とい ふので ある。 

人形 はや はり 人間より 多く 動いた。 

〇 佐 太 村 

菅原 三段目の 賀の祝 を、 省略な しに 歌舞伎 芝居で 見る こと は、 もう 時 ^を 惜しむ やうに なった から 

でも あるが、 兑 物の 方で も、 もうかう した 長 慕 は 喜ばな くな つたから である。 

- だが、 どんなに 長くても， どんなに 退屈で も、 この 一 段に^: 略 を 加 へ る こと は、 作意の 破壞 である。 

さい は ひに. 人形の 方で は， この 佐 太 村の 一段が いまだに 少しのお 略 を も 加 へられす に 演出され るの 

で， 原作 尊 m, の 我々 に は、 有難く も 又 辱け ない。 

この 一段 は、 更に 三 節に 切られる。 茶せん 酒、 喧嘩 場、 櫻 丸 切腹が それで ある。 白太 夫は旣 にこの 

日の 早朝、 櫻 丸に 會 つて、 その 自殺の 決心 を 聞き 知って ゐ るので ある。 しかし、 淨 るり 作者の 常に 企 

てる 技巧と して、 最後の 一節に 到達す るまで、 白太 夫 は 決して その 底 を 割って はならない ので ある。 

從 つて、 茶せん 酒から 摘 草、 三女 房 料理の くだりまで は、 舞臺 はあくまで も 明るく ほがらかで なけれ 


ばなら ない ので ある。 やがて、 松 王と 梅 王の 喧嘩になる。 一 まつの 晤雲が 春の 日 を かすめる、 終に、 

樓 凡の 切^と なって、 喜びの 家 は 急 轉 して 悲しみの 家と なり、 救 ひ 難い 封建 道德の 暗黑が 忽ち 舞臺を 

占^して しま ふので ある。 

この 作意、 この 三 段の 變化 は、 もはや 人形 淨 るり 以外で は 見られない ことにな つた。 

殊に 注お すべき は、 この 一段の 三 げん 作曲で ある。 三女 房 料理の くだりの ほがらかな 連彈、 それが 

「南無 あみだが さ 打 かぶり」 と 枯れ 枯れになる 糸の 變化、 それ は 到底 歌舞伎の チヨ ボ では 味 は ひ 難い 

もの だと 思った。 

〇 二つの 笑 

「問き もお よばぬ 茶せん 酒」 で、 A 太夫と 樱 丸の 女房 八重が 聲を 合せて 笑 ふ。 

この 笑 はあくまで も 明るく 暖かで なければ ならない。 

「ゃィ 松 王、 そちが この 願 ひ を 兌れば、 勘當を 請たい とな。. 一 「如何 樣， 口 は 調法な 物 じ やな。 主人へ 

の 道 立、 へそが くねる わい。」 この 前後の 白太 夫、 笑 は、 もはや 唯の 明かる い 笑で はない。 一種の 苦り 

と蓥 りとの こもった 笑で ある。 强 ひていへば、 櫻 丸の 悲劇の 前提と しての 笑で ある。 

茶せん 酒の 笑 は、 つばめ 太夫が やった。 
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勘當 願^の 笑 は、 新大隅 太夫が やった。 

そして、 太夫が 違 ひながら、 よく 前後の 照應を 示して ゐた。 

,  〇 人形の 衣せ う 

人形と 歌舞伎と が、 絶えす 相互に 影響 を 受け合 ふこと は、 誠に やむ を 得ない ことで あろ か も 知れ 

^い。 

然し、 それが 爲に 人形が 絶えす 本来の 素 ほく さ を 失 ひっつ ある こと は、 悲しむべき 現象 だとい はな 

ければ ならない。 

求 引に しても、 喧嘩 場に しても 人形の 衣せ うが、 以前から 見る とやつ と 歌舞伎に 近つ いて 來 たこと 

は事實 である。 

大正 八 年の 七月に、 文樂の 人形 淨 るりが 有樂 座へ 來た ことがある。 

その 時 も 同じ 「菅 原」 が 出た が、 その 時の 佐 太 村の 梅 王 は 薄 紫 太 じ まの 布 子で、 松 王 は あられ (？) 

の^だった やうに、 私の ノオトに は 書いて ある。 喧嘩 場で も • 歌舞伎の やうに、 はだぬぎ になって、 

今度の やうに 美しい じゅばん を 見せたり など はしなかった やうで ある。 

多少の 時代 的變化 はやむ を 得ない として、 少く とも、 佐 太 村の 松 王の^ 姿な ど は、 人形劇と して 保 


存 して 置いて 好い 方の 型で は あるまい かと 思 ふ。 

これ はほんの 1 例で ある。 

〇 诏 津の慕 あき 

伊贺 越の 六 段：：：^^ の 幕 あきは 進行 曲 風の 輕 妙な 三味線で 始まる 太夫の 「富士 見 白酒 名物 を、 一 つ 

召せお せか ごに めせ も」 糸に 合せて 調子 づけて 歌 はれる ので ある。 

淨 るり 作者の 惯用 手段で は あるが、 やはり この 一段 も、 明かる く あけて 暗く 閉ぢ るので ある。 

しかも、 單に 明かる く あける とい ふだけ ではなくて、 曲 意に 「街道の 賑ひ」 「旅人の 往來」 などの 聯 

想され るの が 面白い。 

あさぎ 幕が 切って 落される と、 富士を 背景に した 街道の 下手 寄りに、 深- _< と顿 冠り をした 老人の 平 

作が 身 を 屈めて、 さびし さう にたき 火に あたって ゐる。 

この 一 瞬 問の 風情が、 私に は 忘れられない。 

平作 をつ かって ゐ るの は 玉次郞 だった。 親父 形の 名人で ある。 白太 夫 もこの 人だった。 紙 治 五左衞 

門、 千 本の 彌左衞 門、 野 崎の 久作 など、 みんな この 人で ある。 私は屮 でも 白太 夫が 好い と 思った。 

この 人 自身が や i 前屈みに なって、 人形 を 前に、 ひよこす かと 手すりへ 現れて くると、 もう その 瞬 
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間に、 劇中の 「考 人」 の 全幅が 描き だされた やうに 感す るの は、 不思議で ある。 

〇 十 兵衞の 問題  . . 

十 丘ハ衞 とい ふ 役 は、 歌舞伎の 方で は、 ひどく むづ かしい ものに なって ゐる やう だが、 人形の 方で は 

それ 程 複雜な 表現 はしない やうで ある。 

「せせ なげに さいた かきつ ばた、 よい 床へ 活けたい のう」 も、 唯 普通の 世辭 である。 娘に 勸 めら れて 

泊る 氣 になる ところ も、 た >  「上手な 娘の もてなしに」 原本 通り 「ころりと」 なる だけの ことで ある。 

平作 を 自分の 父親 だと 知って から、 お 米 を 嫁に くれと いふと ころも、 ほんの 金 を 置いて ゆく 手段に 過 

ぎない とい ふやり 方で 「わしゃ こなさん に ほれた わい の」 も、 至極 あっさりした ものである。 

つまり、 人形の 方で は、 まじめ 一 方で 好い ので ある。 少く とも、 私に はさう 思 はれた。 

ところが、 歌舞伎の 方で は、 色氣 がなければ いけない とか 何がなければ いけない とか、 いろいろむ 

づ かしい 注文が ある やうで ある。 

原作の 淨 るりで は、 そんなに 複雜な 表現 を 要求され てゐ ない 役で、 歌舞伎へ^ 植 されてから、 妙に 

面^な 役に なった 例 は、 この 十 兵衞 以外に も、 まだ 澤. H ありさう である。 


〇 津 太夫の 平作 

私は津 太夫と いふ 人 も餘り 好まない。 これ は 唯 趣味の 問題で ある。 前に もい ふ 通り、 私に 淨 るりの 

巧拙 は 分からな い の だから。 

だが、 沼津の 平作 だけ は、 ひどく 氣 にいった。 

「 一 ^行って は 立^り …… 一 一 肩 行って は 息を繼 ぎ」 のま づ 始めが よかった。 「け ふ は 結構な 天氣ぢ やな 

あ JI 向う の 立場に どじ やうの 名物が ござります」 など も、 原作に ある 文句ではなくて、 捨臺詞 かなん 

ぞの やうに、 ほがらかに、 自然に 聞え たの は 敬服で ある。 

だが， それよりも 奥の 千 本 松原で， 十 兵衞に いひ 悟され、 

「さやうなら 、もう 歸 りました よ、 旦那 樣 おさらば」 と. さびしく あきらめて、 歸 りさう にしながら、 

いきなり 十兵衞 のわき 差 を 拔. S て、 腹へ 突き立て、 命 を かけて 敵の ありか を 探り 聞く、 あ" 前後の 懸. 

命 さは、 到底 仁左衞 門な どに 兌ら れる ものではなかった。 

もちろん、 それ は 玉 次郞の 人形と 相 待っての 表現で はあった が …… 

〇 十 種 香 
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私 は 歌舞伎の 「十 種 香」 を餘り 面白い と 思って 見た ことがない。 それ は 私が 昔の 名優の を 見て ゐな 

いせ ゐ かも 知れない が、 いくら 名優 を 列べ て 見せた ところで、 前後 を 切られた 「十 種 香」 だけで は 唯 

あれ だけの もので はない かとい ふ氣 がする。 

ところが、 今度 人形で 見て、 それが 人形劇と しての 存在理由 を はっきり 知る ことが 出來 た。 

私が 人形劇と して これ を 兌る の は、 今度が はじめて ではない。 餘程 以前に、 明治， M かど こかで、 先 

の 紋十郞 の を 見た ことがあった。 だが、 その 時分 は、 奥庭 を 見て 「こいつ はケ レン を兒 せる だけ だな」 

ぐら ゐ にし か考へ なかった。 

然るに、 私が 今度 感心した の は、 寧ろ その ケ レ ン なので ある。 さう して、 その ケ レンに この 一段の 

存在理由 を 見いだ したので ある。 

もちろん、 それ は 後の 奥庭に 關 する 問題で あるが、 私の こ \ に いふ ケ レンと は、 人形つ かひの 變幻 

出没で はない。 人形つ かひが， どこから 突然 現れて、 どこへ 突然 消えよう とも、 それ はこの 問題に 關 

係した ことで はない。 もちろん、 棹の 早變 りな ど は、 子供 だましに 過 ざない と 思って ゐる。 

. 主要な 點は、 八重 坷姬が 白に なって からの 犴ひ である。 あれ は 到底 歌舞伎で は昆 られ ない。 人形 剌 

獨特の ものである。 人形で なければ 不可能な 表現で ある。 いくら 雀 右衛門が 人形 を 校しても、 とても 

あれ だけの 活躍 は出來 なかった。 


べ^; 川 • ^は旣 に 人間で ない、 女で もない。 詉；^ 明 神の のり 移った 人間以上の ある クリエ チ ユアで あ 

る。 .E い 毛 を振亂 しながら、 かぶとが を 飛んで 行く。 更に その上 空 を、 すそ を亂 して 八重 坩. 娘が 飛 

ん で- 2 く。 その 勢 ひ、 その 念力、 到底 それ は 地に 卽 した 人間の 企て. およぶ ところではない。 

八重お -姬 を 使った の は 新 紋十郞 である。 大阪 滞留 時代に、 娘 形の 使 ひ 手と して、 私の 常に 囑 目して 

ゐた蓑 助と いふ 人らしい。 

よく 使った。 必死な 努力であった。 殊に、 白に たつてから 左 を 文 五郎が 助けた ので、 人形 は ー歷生 

きて 来た。 

〇傳 界 坊 

紙屋で は傅界 のち よん がれが 面白かった。 つばめ 太夫と 勝 市と 門 造との 技 藝の總 合で ある。 かう い 

ふ もの は 到底 歌舞伎で は 見られない。 

おさん は 「その 淚が •：： 」 を古靱 が、 はしたない 恨みら しく 語らないで、 晤 くさびし い 絡 望の 詞の 

やうに 語った のと、 文 五郎が 消えい る やうに 人形 をぢ つと 抑へ てうつ むかせた のが、 印象に 殘 つた。 

まだ 子供の 榮三郞 が、 娘のお すえ を 使って ゐ たが、 人の かげに なっても、 人形の 生きて ゐ たのが 手 

柄だった。 得て して 子 佻の 人形 は當て 込みに たる ものであるが、 これ はあくまで も まじめだった。 無 
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用な 動き は 一 つも 見られなかった。 前途有望な 少年で ある。 

◦ す し 屋 

千 本 櫻の すし 屋を 人形で 見る とや はりこの 場で もっとも 重要な 人物 は、 彌 助の 維 盛であって、 いが 

みの 權太は 副 人物に 過ぎない とい ふ 印象 を 受ける。 

歌舞伎の 方で、 いがみの 權 太が 主人公に 見える の は、 多く これ を 成 頭 どこの 役者が やる からで あら 

う。 從 つて 「內 外見 廻し 表 をし め、 上座へ 直し 手 をつ かへ」 から 後の、 維 盛と 彌左銜 門 との 對話 を、 

あまり 重く 見ないで、 いつも さらさら とやって しま ふから だら う。 

人形で 面白 いのは、 横 太の 引 込みで ある。 「おふれの あった- SZ 侍 六 代、 維盛彌 助せ しめてく れん」 で 

妹のお 里 W すがる の を 「蹴飛ばし はり 飛ばし」 大慌てに 慌てて、 すし を 取りち がへ、 一 散に 下手へ 驅 

けいる ので ある。 

歌舞伎の 方で は、 さう した 輕ぃ引 込み やう はしない。 例の 花道で やかましい 見え をす ると ころで 

ある。 

だが、 考 へて！^ れば、 これ も 人形の 表現の 方が 正しい やうで ある。 歌舞伎の やうに^ ちついて ねて 

は、 をけ の 間違へ やうがない やうに も 思 はれる。 


だれか、 歌舞伎 役者で、 一 つ 思 ひ 切って、 人形の 權 太の 引 込み を やって 見る もの はないだら うか。 

.^1 o お 光の 野性，  . 

「百姓の 內へ 改まった、 用が あるなら は ひらし やん せ」 

さう いって、 お 光 はお 染の方 を 見返り もせす に、 平氣で 鏡の 中の 自分の 顔 を 見てゐ る。 ここにお 光 

の 野性の 現れが ある。 

火の つ. s た 線香で、 お 染の顔 を 突つつ きさう にす る。 人に よって は、 これ を 人形の 當て 込み だとい 

つて 非難す る だら うが、 私 はかう した 科 を もお 光の 野性の 表現の 一部と して、 むしろ 喜び 受けたい と 

思 ふ。 

さう した 小さい 科 だけ をい ふので はない。 全體 として、 文 五郎 は、 前段のお 光 を、 思 ひ 切って 野 育 

ちの 無 邪氣な 娘ら しく 使って ねる。 さう して、 そこに 都育ちのお 染 との 對照を かっきり と 描き だして 

ゐる。 歌舞伎の 役者で は、 到底 こ、 まで 思 ひ 切って 野性 を だす こと は出來 ない。 

すし 屋 のお 里に ついても、 同樣な ことが いはれ る。 あの 率直、 あの 無 邪氣、 到底 それ は 人間の 芝居 

では 見られない ところの ものである。 
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〇 舞臺の 整理 

主耍 人物の 人形に は、 少く とも 一 つに 三人の 人形つ かひが ついて ゐる。 首と 瞷と 右手 を 使 ふの が 主 

な 人形つ かひで、 あとの 二人 は、 左手と 足と を分擔 して 使 ふらしい。 

從 つて、 一 度に 舞 臺へ六 七 個の 人形が 出る 場合に は 人形つ かひの 數 が十ヒ 八 人 から 二 十 人 以上に 

なる。 

それで ゐて、 人形と 人形と がいれ 違 ふやうな 場合に、 決して 人形つ かひが ぶっかる やうな こと は 

な い。 

訓練の 結果で は あらう が、 その 整理の 好い のに は 敬服の 外 はない。 

てんでに 「自分 一人」 で 舞臺へ 出て ゐ ながら、 十 人 十五 人と なると、 直ぐに 舞 臺の混 雜を來 す 入 ^ 

の 役^: 連よ。 恥づ かしい と は 思 はない か。 

〇 監 . .視 

文樂の 人形 を 見て、 私の 常に 受ける 印象 は、 これで ある  

あれ は 人形つ かひが 人形 を 使って ゐ るので はない。 人形が 自分で 動いて ゐ るの を、 人形 使が 監 W し 


てゐ るので ある  

人^の 芝居の 方で は、 二つの 我と いふ ことが いはれ る。 役者の 持つ 一 つの 我が 他の 一 つの 我 を 監視 

しなければ ならない ので ある。 しかし、 その 二つの 我 は 一 つの 肉體に 宿って ゐる ものであるから、 到 

底 はっきり は 分離し 難い ものである。 そこで、 アウト ズ ゲスチ オン (自^) とい ふやうな 苦しい 解釋 

も 出て くるので ある。 いづれ にしても、 人間の 役者 は、 到底 ィゴ イズム を 離れる こと は 出来ない ので 

ある。 

そこ へ くると、 人形と 人形つ かひとの 關係 は、 すっと はっきりして ゐる。 人形と 人形つ かひと は 1 

おして 二で ある。 人形つ かひ はあくまで 第二 者と して 人形の 監視が 出來 るので ある。 人形 は、 人形つ 

かひの 冷 靜で嚴 格な 監視な しに は、 少しで も 動く ことが 出来ない ので ある。. 

かくして、 へ H ジ がいった 「表現の 統 一 」 は、 人形劇 特有の ものと なつ てく るので ある。 かくして、 

人形 釗の みが^の 演劇 だとい ふ說も 生れて くるので ある。 (七月 十九 日) 
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、 . 舞臺の 色彩 

S 「齋藤 太 郧左衞 門」 

—： 大正 五 年 七月 I 市 村^ 所演 —I 

日本の 舊 劇の 舞臺— - 形と 色と 線と にに は、 世界の どの 國 にも 見られぬ 形式美が ある。 併し、 吾 

人 は 「習慣」 から 來た 鈍感から、 屢 それ を 何でもな いものの やうに 思って しま ふ。 つい 當り 前の こと 

として 見過ごし てし まふ。 そして、 その 模倣と も 見れば 見られる ラインハルトの 樣式 的な 舞臺 ゃグラ 

ンヰル . パァ 力の 模樣 風な 舞臺に わけもなく 驚嘆の 目 を 見張る。 これ は 悲しい 滑^で ある。 

吾人 は 時々 立ち 留まって、 自分自身 を 顧みなければ ならぬ —— 自分の 惡 いところ を 知る 爲で なく、 

寧ろ 自分の 好い ところ を 知る 爲に。 そして、 その 好い ところ を 失 はぬ 爲に。 

勿論、 日本の 舊 劇の 舞臺 は、 希躐 劇の それの やうに 純な もので はない。 同じ 時 同じ 場所に^ 莨が あ 

るかと 田 い ふと 象徵が ある。 怪奇が あるかと 思 ふと 自然が ある。 いろんな ものが 雜然 紛然と 入り 混って 


ゐる。 併し その 全體 としての 色調に は —— その 不純な もの を 取り去って 考 へた 色彩に は ！ 到底 歐羅 

巴の 劇に 求められぬ 單 純と 簡素と 端正と が ある。 その 色の 質樸で 明快な 配合と、 その 線の 率直で 謹厳 

な 交叉と に は、 いつ 見ても 兑 飽きぬ 樣式 美の 永遠 性が ある。 

古き 美 を 古き 美と して 保存せ しめよ。 新しき 美 を 新しき 美と して 發 達せし めよ。 古き 者に 新しき 何 

者 を も 加 ふる 勿れ。 新しき 者に 古き 何者 をも顯 慮せ しむる 勿れ。 「新」 と 「古」 と は 密接した 平行線で 

ある。 互に 相兑 る。 互に 相觸れ る。 しかも、 ^して 互に 交叉す る こと はない —— これが 今の 私のお へ 

である。 

私 は 「太平 記ぎ 鎧」 とい ふ 芝^ を、 こな ひだ 市 村 座で 生れて 始めて 見た。 そして、 前に 述べた やう 

な考 へから 外阈 人の やうな 心 持で、 日本の 舊 劇の 舞 臺美を 隅から隅まで 味 ははう とした 

序幕 第 一 場齋藤 屋敷 表門の 場 は 日本 舊剌 傳來の 簡素な 舞臺 面で ある。 白壁と 黑 板から 成る 低い 塀が. 

ある。 黑ぃ 冠木門の 黑ぃ 扉が 閉ざされて ゐる。 白い 壁に 黑ぃ框 をと つた， 大きな 武者 窓の 後に 荒い 簾 

が 懸けて ある。 黑と 白との 外に は 殆どなん にもない。 

四角い 白い 紋の ついた 著 物 を 著て、 革の 袴 を 穿いた 舊劇 傳來の 足輕が 三人、 各 六尺 捧を 手に し 

て、 門の 前で 立ち話 をして ゐる。 これが 門の 潜り 戶 から 引っ込んで、 舞臺が 空虚に なると， 花^ から 

顇 員の 妻 早哚か 子供の 力 若 を 連れて 來る。 早唉は 夫が 宫 方の 陰謀に 加 はった 事 を 六波羅 方なる 父の 太 

小山 內遨 全集 七卷 舞 祭の 色彩  六 〇 七 


小山 內憨 全集 七卷 舞 の 色彩  六 0 八 

郞左衞 門へ そっと 告げに 來 たので ある。 

早 吹の 著附は 濃い 紫の 無地で ある。 力 若の 著 物 は鶸の 無地で ある。 濃い 紫は舊 劇が ^ 氣 丈な 武家 女 

房に 著せる 色で あるが、 誠によ くその 「心」 を 現して ねる。 紫と いふ 色 は 場合によって 輕浮 にも なれ 

ば堅實 にもなる 不思議な 色で ある (紫 を 著た 堅氣な 令嬢と 紫 を 著た 移り 氣な藝 者と 列べ て考へ て昆給 

へ。 前者 は餘 計に 堅氣に 見え、 後者 は餘 計に 移り 氣に 見える。) 鶸の 無地 も舊 劇が 好んで 悲しい 述命を 

持って 出 て 來 る 武家 の 子役 に 著せる 色で あるが、 その 頼りない やう な 繊弱 いやうな 感じが 誠によ くそ 

の 「心」 を 現して ゐる。 母の 紫と 子の 鶸 との 調和の 好 いのは 勿論で ある。 

早 咲と 力お とが 門の 前へ 來て 音な ふと、 武者 窓の 旅 を はねて、 前の 足輕が 三人 顔 を 出す。 早 の 身 

分が 分かる と、 潜り 戶を 明けて 母と 子 を 中へ 入れる。 (原作で はな かな か 門 を 明けない。 そこへ 太郞左 

衞 門が 乘 物で 歸 つて 来る。 早唉が これに 取り付く" 「これ は/、。 娘 か、 孫の 力 若 か。」 と 言って 父が 飛. 

び 降りる。 それから 三人で 屮へは ひるので ある。 誰の 改作 か 知らぬ が. 齋 藤の 乘 物を拔 きにした の は、 

舞臺 面の 變 化から 言っても， 戯曲の 筋から 言っても、 許し 難い ことで ある。) 

舞臺 がもう 一 度筌虚 になる と、 花逍 から 慌ただしく 賴 n ほが 耻け つけて 来る —若し、 妻が 齋 藤へ 內 

逋に來 たのなら 「勇ぐ るめ に 生けて は 置か じ」 とする ので ある。 は 鈍い 鈸 物の 著 物に じ やうな 

袴 を 穿いて ゐる。 これ も 舊剷に 在り 來リの 武士の 裝 であるが、 その 鈍い 色が 落ちついた 柔 かな 感じ^ 


與 へて 誠に 氣持 が虾 い。 ^し ゴ ォヅン • クレ H グ にかう いふ 布 を 送ったら、 かれは 喜んで それ を 「ハ 

ム レット」 の 伯父の 王 や 母の 王妃に 川 ひたらう。 かれが モスクワの 美術 座で 川 ひた IT へた 金の やうな 

ハ：： つ； も！ なり 鈍い 感じ を與 へたが、 日本の かう いった 織物に 比べる とま だま だ 刺 の强 いもので あ 

つた。 

ECT の 顔と 頭の 柿へ は、 稍 柔弱 過ぎる 感じ を與 へたが 「早哚 御所に 在りし 時、 忍び 契りし」 人と し 

て は、 この 位の 俊し さ を 持って ゐ なければ ならない かも 知れぬ。 

翊！ 3y は 門まで 來 るが-門の 扉が 悉く 堅く 閉ざして ゐ るので-塀 を 越えて 中へ は ひるので ある。 併し、 

今度の 市 村 座で は 塀の： ^- でう ろうろ して ゐる. 2： に 道具が 廻って しまった。 あれ は 日本の 舊 劇で 屢 見る 

やうに、 塀の 外に 足場 (それが 兌 物に はっきり 見えて ゐ ても搆 はない) を 取りつ けて 置いて、 平氣で 

それに 足 を かけさせて、 乘り 越えさせて しまった 方が 好かった ので ある。 

廻る と， 齋 藤^の 庭先で ある。 これ も舊 劇に 存り來 りの 所謂 「陣屋」 と稱 する 型の 單 純な 舞臺 である 

白い 羝の 障子と 白木の 柱と が 全體の 調子 を 作って ゐる。 高 一 一重から 舞臺 へ 降りる 階段 も 飾りの ない 白 

木で ある。 上手に 小高く 太鼓の 吊って ある 部屋が 出 來てゐ る。 太鼓の 皮 は 建築の 白木より は 濃く 古び 

て ゐて黑 い 三つ E を 大きく 染め出して ゐる。 下手の 下の 方に は舊剌 在り 来りの 小 柴垠が 三尺ば かり 顔 

を^して ゐる。 この 簡素な 舞 臺の單 調 を 破る もの は、 正面の 襖の 白と 鈍い 淺 葱の 荒い 撗段 である。 ^ 
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し、 これ とても 決して 刺戟的な もので はない。 襖に 綾いた 床の間の 壁 も 白で ある。 床の間に は 軸 一 つ 

隳け てなくて、 鎧 だの 弓 だの 刀 だのが 逍 いて ある。 主人の 人物と、 周 園の 境遇と を 如 3： にも はっきり 

と 思 ひ 出させる 舞臺 面で ある。 

早 哚とカ 若と が、 鴇色の 無地の 著 物に 黑ぃ 無地の 帶を しめた 腰元 一 一人に 案內 されて は ひって 來る。 

早唉 の 紫 に 力 若 の 淡綠と が 腰元 達 の 淡 紅に 柔か な 調和 を與 へながら、 しかも 自分 達 を は つきり させて 

ゐる。 そこへ 髮も 白ければ 鬚 も. 2： くて 顔の 稍 赤い 齋脇太 郞左衞 門が、 澳ぃ 茶色の 繙^ らしい^ 物 を 著 

て 出て 來る。 白髮と 赤い 顔との 組み合せ も舊劇 在來の 型で あるが、 堅實 或は 一徹な 老爺 を 忍 はせ るの 

にこれ 程 適切な 配色 はない。 

太 郞左衞 門 が早唉 から 頼员 謀叛の 次第 を閲 いて ゐる 間に， ^^田 璃の 文句に 合せて、 隱 れ^く 頓 員 の 

姿 を、 用の ある 時 だけ 下手の 小柴坷 から 出して 見せる の も、 人形から 來た c= 本の 歌舞伎の 尜朴 なお 術 

を 思 はせ て 面白い。  - 

父 を 味方に 入れよう とした 早哚が 失敗す ると、 頼 員が 庭先へ 躍り 出て、 我と 我が 脇腹に 刀 を 突き 立 

てる、 n 十 呤とカ 若が 驚いて 靳け 降りる。 この 時、 頼 員 は 肌を脫 いで ゐ るので、 その 襦袢の 白と 妻の 紫 

と 子の 淡綠 とが 全く 新しい 色の 配 八：： を 形作る。 

間もなく 早呤も 自害す るが、 これ は！ g 作に もない ことで あるし、 折角 舞 S の 色の 楔 をな して ゐた紫 


がなくなる (これ も 肌を脫 ぐので、 頼 貝 と间じ 白になる ので ある) 上から 言っても、 よくない ことで 

ある。 

太 郞左衞 門が 孫の 力 若 を 小脇に 抱へ て、 太鼓へ 近づく 問の it 茶と^ 綠の 配合 は惡く はない が、 太鼓 

の 一 と共に 太 郞左衞 門の 手 を 放された 力 若が、 父母の 側 へ^けよ つた 時の 色の 配合 は、 白が 二つに 

薄綠 がー つと いふ 弱さで、 とても 太鼓 を 打つ 太 郞左衞 門の 凜 とした 姿に は 釣合が 取れぬ。 早唤 はいつ 

まで も 紫で 逍 きたかった。 

二 幕 目 は 「八 歳の 乙の 宫」 を預 つて ゐる永 井 右 馬頭の 屋敷の 內部 である。 戰は旣 に 六 波 羅ガの 勝利 

となって ゐる。 

太郞 左^ 門 ハ 主人 常 磐 駿河守 は 俘 にした 天皇の 寵姬 三位の 局に 思 ひ を 寄せる が、 その 戀の叶 はぬ 怨 

から、 その 生みの 子た る 八歲の 親王 を 無き 者に しょうと する。 その 使に 太 郞左衛 門が やって 來る 場面 

である。 

舞毫は 日本の. お 劇に 墁見 られ る， 御殿」 の 型で あるが、 前の 二 場から 見る と餘程 簡素 を缺ぃ ゐる。 

金 襖に 土佐綺 風の 松 島 を畫 いたの も 稍^さい 感じが ある。 

人物の 色彩 も、 ここへ 來 ると 餘 程混雜 して 來る。 八 歳の 若君が 先代 萩の 鶴 千代の やうな 装 (褪紅色 

と 古代紫と 白との アレンジメント) をして 手 習 をして ゐ ると、 鸫 色の 腰元と ぉ納 n 色の 腰元と がその 
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側に 侍して ゐる。 そこへ 花道から 主人の 右 馬頭が 前の 頼： ほと 同じ やうな 鈍い 色の 織物の 上下で 出て 來 

る。 右 馬頭が 若君の 詠まれた 哀れな 歌 を 讀んで 泣いて ゐ ると、 そこへ 奥から 一一； 位の 局が、 ^い 浅葱に 

縱の ある 倆 を 著て (菅 原の 御 臺を思 はせ る 扮裝) 出て 來 て. 慰め顔に 盆 踊の 帷子 を 若君に 著換 へさせ， 

同じ 裝 をした 右 馬頭の 一 子 鶴 千代と 一 緒に 踊 を 踊らせる。 

この 踊 帷子の ひどく 「近代的」 なのが、 私に は氣に 入らなかった。 .2 地に 赤い 藤と 紫の 藤と を 染め 

たの は、 この 戯曲の 第一 段に ある 「紫なら ぬ 紅の 藤」 を 利かせた ものら しいが、 桟樣の 人 マめ かしい の 

が惡 いので ある。 それに A 紅の 帶も强 過ぎて いけない。 吉 右衛門 君の 部屋で 見た 五 渡 亭阈貞 の 似顔 綃 

に 依る と. (勿論、 それ は寳 際の 芝居のと は 色が 變 へて あるの かも 分からな いが) 踊りの 子供 は 殆ど 無 

地に 近い 黄 味を帶 びた 著 物に、 春 駒の 手綱 を 見る やうな 薄 紫と 白との 段 だら の帶 をし めて ゐた。 私 は 

.こ の 衣裳の 方 を遙 に 好 もし. S と 思った。 

六波羅 方へ 使に 行った 右 馬頭の 妻の 花 阖が歸 つて 来る。 花園 は 薄 紫の 著 附に黑 地に 金糸で 千鳥 を 縫 

にした 掛 を羽綠 つて、 右の 小脇に 美しい 切 子 燈餡を 抱へ て來る I 天皇の 子 を 切れと いふ 謎に。 

黑 地の 掛は 如何にも しっかり ー た 女性 を 思 はせ る。 この美し い 武家 女房に 「死の 使」 を象徵 したや 

うな 燈籠 (切 子と いふ 詞の 洒落ば かりで はない。 死者 を 招く とい ふやうな 怠 味で、 この 燈^ は 二重に 

悲しい 意味 を 持って ゐる) を 抱へ させて 出した ところに、 如何なる 悲剷を も核樣 化しない では S かな 


い 日本の 昔の 作者の 特異な 技巧が 現れて ゐる。 

右 募 頭. H 六波羅 方で は あるが、 齋 藤に 對 する 意地から、 我が 子の 鶴 千代 を 若君の 身代りに 立て う 

とする。 そこへ 太 郞左衞 門が 白つ ほい 織物の 著附に 撫子の 弒を 大きく 白く 祓いた 黑ぃ半 素 襖 をして や 

つて 來る。 鸦 劇に 屢 兌る 惡ぃ 運命の 「使者.」 の 装で ある。 赤い 肉 を 著た 足が 後から 兑 ると 殆ど^の あ 

たりまで 兑 える。 この 赤い 肉と 卵子 色の 足袋との 調和 も 好い。 

右 馬頭 は 我が 子に 若君の いつもの 装 を させて、 太 郞左衞 門の 前に 出す。 太 郞左衞 門 は 直ぐに それ を 

見破る。 そこで 夫婦の 者 は、 それで は 踊の 最中に 若君 を賺 討に 討って くれと 賴む 實は 我が 子 を 身 

代りに 立てる つもりで。 

檢 坷を畫 いた 道具 幕が 引かれる。 花道に 作り物の 秋草が 二つ 三つ 置かれる。 太鼓の 囉 子に 連れて、 

若君 ゃ鸫 千代と 全く 同じ 踊 帷子 を 著た 子供が 大勢、 花道の 揚 幕から 出て 來て、 道具 幕の 前 を 下手から 

上 乎へ 走り 入る 子^ は みんな 美しい 花^ を 冠って ゐ るが、 この 花 笠が 又 近代的で 好くない。 原作 

に は 「かざしの 花の 染 帽子」 と あるが、 どんな もの か 私 は 知らない。 國 貞の繪 ではなん にも 冠って ゐ 

ない。 兎に角、 今度の 花 笠 は ひどく 今めかしい。 

S! 几 (幕が 取れる と、 直ぐ 踊の 場になる。 舞臺の 空から 大きな 切 子燈篛 が、 前と 奥と 二 行に 下がって 

ゐる。 背景 は 灯 入りの 屋敷の 遠兑 である。 秋草の 作り物が 方 々に 置いて ある。 子 佻 逹は旣 に 輪 を 作つ 
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てね て、 輪の 中に 莨 紅の 無地の 著 物 を 著た 花園が 美しく はっきりと 立って ねる。 綸の 外の 上手 前に 太 

郞左衞 門が ゐる。 下手 奥に 右 腐 頭が ゐる。 下手の 張 物に くっついて、 子供達と 同じ 裝ひ をした ぉ嗨子 

の 歌^ ひが ごたごたと 立って ゐる。 簡素な 舞臺 として は 人物の 配置に 不快な 混雜が ある。 

舞臺の 設備 も賑 かに 騒がしい ばかりで 一向 しっとりとした 味がない。 第一 燈 籠が 大き 過ぎる。 明か 

りの つかぬ の も 物 足りぬ。 私 は 寧ろ 燈籠を 遠見の 屋敷の 軒に 小さく かき 込んで、 灯 入れに した 方が 好 

く はない かと 思った。 

踊り子の 人數も 多過ぎた。 精々 七 八 人の ことで ある。 力 若と 鶴 千代と 若君との 位^が 給えす 見物に 

はっきり 分かって ゐ なければ、 この 場の 戯曲 的 緊張が 八 分 通り 減？ 杈 される からで ある。 

眞紅な 著 物 を 著た 花園が 銀扇 を 開いて、 「切れさ、 切れさ。」 と 音頭 を 取りながら、 絡え す 若君 を 庇護 

して 我が 子 を 太 郞左衞 門に 突きつ ける やうに する 情景 は、 美しく 叉悲壯 である。 出来るなら、 右 馬頭 

にも 扇 を 上げて、 音頭が 取らせたかった。 

太 郞左衞 門 は 若君 を も 切らす、 鶴 千代 を も 切らす に、 隱し 入れて 置いた 我が 孫の 力 若 を 切る。 美し 

い 花 笠 を 冠った 儘の 小さい 首が、 一徹な 老爺の 手に 高く 擧 げられ た 時、 私 は 日本の 昔の 作者の 非凡な 

繪畫的 手腕の 前に 跪いた II たと ひ 花 笠が 氣に 入らなくても 何でも。 

原作で はこ こで、 右 馬頭が 我が 子の 髻と 自分の 髻とを 切り落す ことにな つて ゐる。 この 舞^の^ 化 


がん r 度 は 行 は れ なかった やうで ある。 

この 戟 曲に 就いては 言 ひたい ことが 澤山 ある。 併し、 ここに は 唯 色彩の 一面ば かり を ノオト 代りに 

^きつけて^ くの みで ある。 

S 「伊勢 昔 頭」 

私 はこの 作に 人生 を 見ない。 運命 を 見ない。 人 Si を も 見ない。 或は 見ても、 極めて 薄弱に 見る。 そ 

の 代り、 私 はこの 作に 舞臺を 見る、 極めて 巧みに 且 美しく 織りな された 舞臺を 見る。 當 時の 所謂 「@- 

もの」 今で 言へば 「新聞種」 から 兎にも角にも、 これ だけの 舞臺を 案出した 頭腦は 決して 侮る ことが 

出来ない。 

序幕の 第一 場 「相の 山」 は、 舞臺の 上に 見て 甞て 感心した ことがない。 併し、 讀んで 見る と、 實に 

美しい 舞臺を 想像 させられる II 殊に、 藤浪左 膳の 出まで が 好い。 平 舞 裏。 向う 一面の 杉林。 眞ん中 

に 杉の 葉で 作った お 杉お 玉の 小屋が ある。 お 杉お 玉が 三味線 を彈 いて ゐる前 を、 參宮の 仕出しが 大勢 

通る。 中に 比^尼が 一 人ゐ て、 びん ざ さら を 振りながら、 「しま サァ こん サァ なか サァ あちらの 姉サァ 

こちらの 坊サァ …… 」 などと 歌って ゐる。 

この 賑やかな 舞臺の 幕が、 「大阪 はなれて」 の 木 遣で (これ も賑 かなものに 違 ひない) 明く と、 花道 

小山 內^ 全^ 七卷 舞兹の 色彩  六 一 五 


小山 內薰 全集 七卷 舞臺の 色彩  六-六 

から 古市の 女郎お 岸、 仲居 蔦の、 千の、 かむ ろ 小て る、 みよしな どのお めいた 女 連れが、 衣裳の h に 

揃の 練の 浴衣 を 著て、 賑 かに 笑 ひさ ざめ きながら 出て 來る …… 

私 はこ こを讀 むと、 いつでも 泉 鏡 花 氏の 「笈 する 草紙」 の 最初の 一段 を 思 ひ 出す I いづれ も.^^ 

の 雪踏 一 一枚 裏で 歩を惱 み、 五月 雾で 日の あたる 坂の. E 路を 登って 來る 「「もうち つと^いで お歩き ッて 

ば、 ぢ れつたい ね。」 と 前に 立った 一番 少 いのが、 邪慳に 手拭 を 引いた ので、 片端に 鎚 つて 中に 立った. 

首へ 環に して 緩く 手拭 を かけて 居る 投島 田の 新 姐 は、 煙の 立って る 煙管 を 手に した まま、 ぐいと 手跺 

寄せられて 思 はす 前へ 出た ので、 いま 吸つ け やうと して 雁首 を 押 着けて た 殿の 老妓 は、 不意に 火皿 を 

引手 繰られた から 氣 ぬけの した 狀、 姉さん 被の 口元に 吸口 を あてがつ たままで 立 停つ て、 「あら〕」 とい 

つたが 默 つて 見て 居る …… といった、 あの 美しい 叙景で ある。 

お 岸の 一行が お 杉お 玉に 錢を 投け與 へて ゐ ると、 又木 遣に なって、 花道から、 萬 次 郞と大 藏と丈 四 

郞 とが、 衣裳の 上に 浴衣 を 引 張り、 手拭 を鉢卷 にして、 駕籠 を Bk いで 出て 來る 1 . 

大藏 「二 ッサ ッサ」 丈四郞 「さや 豆 コ」 萬次郞 「枝豆 コ」 

と、 賑 かに 囉 して 來る。 その 跡から 奴の 林 平が、 柳 榑と提 m: と 大小 三組 を 乎 拭で 括った のと を擔ぃ 

で、 迷惑 さう に 出て 來る。 萬 次 郞達は 遊びに 飢 ゑて、 駕籠 sk の眞似 をして 來 たので ある —— 駕 猫の 中 

に は 道で 捉 へた 見知らぬ 美しい 娘が は ひって ゐる —— 


辦 「巾し 何卒 駕葩 やって 下さ ん せ ぬかい ナァ」 ト^ 振袖に て 御師の 娘の 形に て駕餹 の垂を あげる。 

萬 「ほんに とんと 忘れて ゐた、 酒の 相手に する、 あの 娘爱へ 呼べ/、」 大 「心得たり と 云 ふ 儘に、 駕 

笳 より 手 を 取り 誘 ひける、 ハ 、ァ ョィ ホウ」 ト 榊が 手 を 取り 萬 次郞が 側へ 突楞 ゑる …… 

遊蕩 氣 分に 滲み 通った 美しい 舞臺 面で ある。 

萬 次 郞が榊 を 酒の 相手に しょうと すると、 お 岸が 怒る。 榊 を 萬 次 郞が追 ふと 萬 次郞 をお 岸が 追 ふ。 

一同 ごつ ちゃになる ところへ、 藤浪左 膳が 陣笠に 野 袴と いふ 装で 出て 來て、 これから 戯曲が 稍 本筋に 

は ひるので あるが、 本筋に は ひつてから は 一 向 面白くない。 

第二 場の 「出 田の 宿屋」 は甞て 舞臺の 上に 見た ことがない。 併し. この 場の 終に ある 密書の 爭ひ は. 

これ を 全々 違った 形式で、 魇舞臺 の 上に 見る。 卽ち野 遠見の やうな ところで、 大藏丈 ra 郞林 平の 三人 

が賑 かな 歌 (「南 蠻 がらし に 唐 辛」 とかい ふ 歌で ある。 よく 覺 えて ゐ ない) に 合せて 滑稽な 立 廻りで 密 

書 を ゆ ふので ある。 この 舞臺の 興味 は， 「鈴 ケ森」 の 飛脚と 雲助 二人との つなぎの だんまりの それと 全 

く 同じで ある。 近頃 「伊勢 昔 頃」 の 「通し」 と 言へば、 いつも この 野道の 密書 爭 ひから 始まって、 二 

見ケ 浦へ 精く やうで ある。 

^三 場 「一 一 兌ケ 浦」 では i 

又 立 廻りの- s 夜 明 鴉數多 飛んで 鳴く、  F: 面の 岩の 向へ ra: 間餘の 紅ば りの 旭 半分 出る。 貢 「ァ リャ 
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モウ 日の出、 ト丈四 郞を引 布き 大藏を 捻 上げ、 片手に て狀を 開き 見て. 「宛名 は德島 岩次郞 殿へ、 

蜂須 賀大舉 より」 ト兩人 振 斛き起 上る を 兌 事に 投げ、 又來 るを见 えよ く 押へ、 狀を 見て 「ァ 、讀 

めた」 ト膝を 叩く、 チョンと 柝の 頭、 兩 人の こづく をぐ つと 押へ る、 きざみ 拍子木、 宜しく^。 

とい ふ^ 後の 一節が、 いつ 見ても 好い。 大抵い つも 舞臺で 見る 貢 は 敲 役の 一 人 を 膝の 下に 敷き、 一 

人の 腕 を捩ぢ 上げながら、 立身で、 後向きで. 手紙 を 朝日 に 透かしながら 讀む。 「ァ リ ャ もう n の 出」 (普 

通 「嬉し や 日の出」 と 言 ふやう である〕 とい ふ詞 も. 「ァ 、讀 めた」 (普通 唯 「讀 めた」 とい ふ) とい ふ 

詞も、 簡潔で 力が ある。 唯 この頃で は 「四 問餘の 紅ば りの 旭」 とい ふの を、 電氣 などで やる ので、 甚 

しく 十：： 劇の 氣分を 破る ことで ある。 

二 幕 目 孫 太夫 内の 場 も、 遺憾ながら 私 はま だ 舞臺で 見て ゐ ない。 併し、 神^なる べき 代々 の 祭事 を 

背景に した 物慾と 色情との 舞 薹 面 は 可な り效^ を收め 得られ さう である。 但し、 その；^ にいつ も 伴 ふ 

滑稽が 何れも 餘り 巧みで ない のが 续念 である。 この 荒菰、 三寶、 御祓 鈴^な どから 成る 淸々 しい 舞^ 

へ、 たと ひ 抱帶に 丸綿衔 子と いふ 町 風の 拚は しても、 ^た：：： つき 物腰 はせ はれぬ. A; 紺が 訪ねて 來 ると 

AJ ろ は. 「五 火力」 の 源 吾兵 衞內 程で はない にしても、 可な りに 美しい 效粱が あらう と 思 ふ。 

この 幕の 初めの 部分で、 舞 臺全體 の 祭事 ——祝詞、 祌樂、 神 子 舞な ど ： を 竹景 にして、 主,^ 人物 

が 花道で 芝居 をす ると ころも、 注意す べき 日 本 古 劇 の 舞 裏 使用 法で ある。 


練の 白 丁に 千 早 を かけた 神 子 姿の 榊 も、 序幕と は 又 違った 舞臺の 色彩と なる に 違 ひない。 

三 幕 目 古市 油屋 の 場 は 子供 の 時から 幾度と なく 見て 來た 舞薹 である。 普通 「伊勢 昔 頭」 と 言 へば この 

一 幕 だけ を やる 事に 極って ゐる程 有名な 場面で ある。 併し、 私 は餘り 巧. S の を 兌ない せゐか 、戯曲に 內 

部 的の 生命がない からか、 そんなに 感心した ことがない。 但し， 殺しに なつてから は 好きで ある 「慘 

^を 模樣 化した」 とで もい ふやうな 日本 古剡は 有の 舞^面が：. S 白い ので ある。 伊勢 音頭の 賑 かたお 樂 

掛ぉを 北 =彔 にして、 却って 場面 を陰慘 にした 作者の 技倆に も 感心す る。 

农 裳 は 吾々 が 苦通兑 るのと， 臺 帳に 書いて あるのと は 大分 違 ふ點が ある。 貢の 装な ども 臺 帳に は 「黑 

羽^の 袷黑 縮； 1 の單衣 羽織」 と あるが、 近頃 見る 著 附は大 羝白拼 の やうで ある。 そして、 それが 殺し 

になって から、 舞臺の 色彩に 大曆 役立つ やうで ある。 踊 子の 装な ども、 臺 帳に は 「花 符緋 縮緬の 捂」 

と ある。 ところが^:: f はるの は 唯 揃の 浴衣で ある。 これ は 勿論 臺帳 通りの 方が 好から う。 

四 幕 目 福. g 貢 切腹の 場に ついては 別に 言 ふこと もない が、 前の 殺しと この 四 幕 目と を. 「祌領 に 血 を 

あやす 穢を 流す 大 夕立」 とい ふので、 凄まじい 雷の 昔で つなぐの は 面白い。 この 戯曲が^ の 死で 終ら 

すに， 「急所 を 外れた 養生 叶 ふぞ」 とい ふ 希望の ある 左 膳の 詞で 終って ゐ るの も、 日本の 古 劇と して は 

珍しい。 
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g  r 賀 の 祝」 

II 大正 六 年 正月 ！ 欲 舞 伎 ^所演 II 

「菅原 傳授手 習鑑」 は 一 體 色彩に 富んだ 淨 璃 であるが、 中で も 並木 千 柳が 書いた と 言 はれて ゐるこ 

の 三段目 —— 「車 引」 から 「賀の 祝」 が 一 番 色彩に 富んで ゐる やうに 思 はれる。 

「賀の 祝」 の 一段が この 戯曲の 他の 部分と 違って ゐる ところ は、 その 著しく 寫資 的な 點 である。 櫻 丸 

は 奥に 隱 して あると いふ ことの 外、 作者 はこの 一 段に 何等 默舞伎 風の トリック を 用 ひて ゐ ない。 松 王 

の 苦 忠は尙 この 一 段で も隱 して あるが、 それ は隱 して ある 俊に して^いて、 決して この 一 段 を 味 はふ 

に 差 支 はない。 松 王 を 不孝の 子 不忠の 臣と考 へて ゐて も、 この 一段の 鑑賞に 誤 まり は 生じない ので あ 

る。 芝居で は、 白太 夫に 罵られて 家 を 出てから、 松 王が 泣いたり などす るが、 原作に は 全然 そんな 感 

情 は 仄めかし てない ので ある。 

要するに、 十分 色彩に 富んで ゐ ながら、 しかも 飽くまで 窃實 的な のが、 この 一段の 特色で ある。 -ぬ 

かい 人情が 冷たい 義理に 厭し つけられて 行く 徑路 が、 絶えす 自然人 事の 景物 色彩 を 利 川して 飽くまで 


^^的に^: いて あると ころも， この 一 段の 特色で ある。 最初に 出て 直ぐ 引 込む 十 作と いふ 一 人の 百姓 

の 外に は" 全然 小さい 役 を 川 ひすに、 始 から 終まで を、 主耍 人物の みで 動かした の も" この 一段の 特 

色で ある。 主要人物の 數がヒ 人で、 その S 一人が 老父、 他の 六 人が 三つ子の 三 夫お であると いふと こ 

ろに も、 作者の 色彩 的對 照に 對 する 趣， 1 が 窺 はれる。 

私 はこの 一段 を 古く 八 百藏の 白太 夫で 見た。 それから 欹 六の 白太 夫で 兑た。 それから、 大 阪 の文樂 

座で 人形の を 兌た。 今度の 歌舞伎 座 (仁 左衞 門の 初役の 白太 夫) で、 丁度 四：！ 目で ある。 併し、 私 は 

何お：： ^て も、 この 一段 を 面白く 思 ふ。 

歌舞 仗 劇で は、 三人の 兄弟 (殊に 松 王と 梅 王) に、 寫實を 離れた グロテスクな 假 面と 衣裳 を させて、 

色彩の 多い この 一 段 を  一 & 色彩 的に してね ろが、 人形の 場合 はさう でなかった やうに 思 ふ。 樱丸は 勿 

論、 松 王 も 梅 王 も 唯の 布 子 を 著て 出た やうに 記憶して ゐる。 歌舞伎 劇に 於け る 「車 引」 の 一 場が 衣裳 

色彩に 於いて 操りの 模倣で ある こと は 明かで あるが. 「賀の 祝」 の 歌舞伎 衣裳 は 人形の それと どうい ふ 

關 係が あるので あらう。 人形から 出た この種の 歌舞伎 劇に、 往往 人形 以上に 非寫竄 な 服装の 兌ら れる 

の はどうい ふ訣 であらう。 私 は それ を 面白い 問題で ある やうに 思 ふ …… 

お S が 長過ぎた。 例に 依って、 私の 見た この 一段の 舞臺の 色彩 を、 今度の 歌舞伎 座で 見た 通りに 書 

いて 行って 兒 ようと 思 ふ。 
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道具 立 は舞臺 上手に 櫻と 梅と 松と が. a ありげ に植 ゑて ある 外、 何の 奇 もない 常 足 一 一軍； の 農^で ある。 

齊通 は、 下手 m: 根の 外に、 角 釣瓶の 戦った 井戶 側が あるので あるが、 今度 は 三女 房 料理の 件が 省かれ 

てゐ るので、 それ も 兌ら れ ない。 この 簡素 淡彩な 舞臺 が、 若い 夫婦 達の 登場に 依って、 俄に 色彩の 濃 

度を增 して 來る 面白さ は， 羨むべき 昔の 作者の 技倆 故で ある。 

十 作の 件 (茶筅 酒) と 八重の 出と が^ かれて (八重 は旣 にもう 來てゐ る ことにな つて ゐ る).^ ぐと 

春と 千代の 出になる。 これ も. 實は 花道 を 摘 草しながら 出る のが 普通で あるが I  —「梅 王 松 王 兄お の， 

女房が 來る 道草 も、 女子の 手業 笠に 摘 込み、 蒲公英 薺 萬 枸杞の 根 を 目印に」 と ある やうに II 今度 

は^もせ すに 直ぐと 本 舞 臺へ來 てし まふ。 

-. 舂は藍 鼠の 裾に 松竹梅の 小さい 模様の ある 著附 に、 黑の帶 で. 魔 赤な 扱と 紫の 半襟が、 ^めかし い。 

割 鹿 子と かいふ 髮 にかけ た 手 絡の 藍色 も 人 nz を 引く。 

舂 から 1 ^ると、 千代 はすつ と 地味で ある。 鼠の 著附 に. 黑の帶 で-半襟 も 沈んだ 色の を かけて ゐる。 

唯、 扱の 藍の 目の さめる やうな のが 色めかし い。 

白太 夫が 茶の 石持に 黑ぃ帶 といった 田舍の 年寄の 晴著 らしい 裝でー 一人 を迎 へる と、 直ぐ 奥から 八重 

が 出て 來る。 

八重が 出て 來 ると、 私達の 視力 は 悉く その 濃お な 色彩に 吸 ひ 寄せられて しまって、 一時 は卷の 色^ 


も 千代の^ めかし さも、 見え なくなつ てし まふ. i- 八重 は 濃い 紫に 櫻 やの 裾模様の ある 振袖に、 赤い. 

錦， い^そ 幅^に 乖： れて、 目の 覺 める やうな 赤い 手 絡 を， 滴る やうた.： IS 田^に かけて ゐる。 

暫くす ると、 私^の 隨は 又廣く 明いて、 赤 や 千代の 姿 をもう 一度 映して 來る、 さう して、 この 三人 

の 美しい 女の 對 照が、 舞 « に 著しい 色彩の 高調 を 響かせて 来る。 

これから 三女 房 料理の 件になる ので あるが—  I 「てんでに 俎板^ 粉 鉢、 ^炊 桶に はかり 込、 水 いら 

すの 相 嫁 M 士、  ^刀 取て 切 刻、 ちょき/^^ -と手 ni 能 味 ^摺音 も賑 はし.^」 と ある やうに —— この 

美しい 抒^ 的な ぉ而を も、 今度 はすつ かり 省いて しまって ゐる。 いつも は 料理の 搏 へが 出来て ゐ ない 

と！ W ふ 白太 夫が、 へ/度 はもう 俺が して S いたと 言って、 直ぐ 三人に 膳 を 運ばす ので ある。 そして、 何 

とい ふ 介 方 か 知らぬ が、 いつも 料理の 閒に 使ふ賑 かな 音 樂を、 三人が 膳 を 運ぶ 間に ほんの 僅か 聞かせ 

る だけで ある。 

茶^^ を^いた の は 好い。 摘 草 を 省いた の はま だ 我馁が 出来る として、 三女 房 料理の 件 を 省いた に 

至って は、 餘 りの カツ チン グ である。 この 一段が 春 Q やうな 賑やかな 暖かさから、 秋の やうに 冷たい 

寂し さに 移る 一種の 情調 劇で ある こと は 何人も 認める ところで あらう。 かくて は、 櫻 丸の 死 を 急ぐ の， 

みで、 作者の 心 を 苦しめた 前段 後段 の 對比 を餘り に 無比 した 演出 法で は ある まい か。 

併し、 蔭 F" の 件が、 僅に その 前段の 暖 味を存 して くれたので、 私 はやつ と 安心の 太 息 を 吐いた。 
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鼠 小紋の 羽織 を 引っかけて、 千代から 貰った 茶の 頭巾 を 冠った 白太 夫が、 日傘 を玆 して 八赏 を迚れ 

て、 氏 祌詣に 出かけた 跡へ、 松 王と 梅 王と が、 相^ 後して 遣って 來る。 

松 王 は 紫と 白の 格子へ 松の 縫 を 散らした 著附 である。 梅 王 は 白と 靑 との 市松へ 紅栴を 散らした お々 

しい 著附 に、 茶糯 子の 丸ぐ け を 締めて ゐる。 二人とも 顔に グ。 テスタな 隈取 をして ゐる。 二人が 出る 

と 今までの 寮實 的な 世話物ら しい 舞 裏が 急に 大時代な 歌舞伎め いた 筌氣 になって 來る。 

やがて 起る 松 王と 梅 王との iwi- は、 前の 陽氣と 後の 陰 氣とを 維ぐ 花やかに も；^ ましい 楔で ある。 一 

家圆欒 の^か さは、 この 一節 を顶點 にして、 だんだん 寂しく 噔く、 主人への 義现へ 沈んで；.：；： く。 

松 王 は 肌を脫 ぐと、 濃 淺葱は 松の 模樣の ある 襦袢になる。 梅 王 は 肌 を 胴ぐ と、 紅^ 校^の ある^ 赤 

な 襦袢になる。 松の 襦 神と 梅の 襦袢が、 ー钹 宛の 米 依 を 持って^ ふ 機に、 花 を 持った 櫻の 枝が 一本 折 

れて 二人の 前へ 落ちる。 樱 丸の 悲しい 運命 を、 相爭ふ 二つの 色の へ、 他の 色で 染めた のが 而，： ： い。 

喧嘩の 問 二人の 女房が、 同じ やうに 夫の 大小 を兩 袖に 抱へ て、 柴折戶 の 外にう ろうろ して ゐ るの も^ 

白い。 

白太 夫が 歸 つて 来る。 松 王 も 梅 王 も、 違った 意味で 父に 罵られて、 すごすご 家 を 去って しま ふ。 (今 

度の 松 王 は、 ここの 引 込みに 躊躇 ふ 千代の 帶を 無理に 引く。 帶が 解ける。 その 解けた 帶で そっと 淚を 

拭く とい ふやうな こと をした が、 私 は 厭な 型 だと 思った。 いつぞや 延 若の 權 太が 丁度 これと！！ じ やう 


な こと をした。 前 にも 言 ふ 通り、 ここの 松 王 は 少しも 寺 子お-を 準備し ないで 好い ので ある。) 

- 二 組の 夫婦が 去る と、 直ぐと 櫻 丸の 悲劇が 始まる。 八 爾-を 驚かして 奥から 出て 來る樱 丸 は、 藤色に 

金笵を 散らした 黑の屌 入りの ある 著附 で、 ぉ納戶 色の 帶を 締めて ゐる。 裾 廻し の鶸が 痛々 しい。 

羽左衞 門と いふ 役者の 柄が さう 見せる のか 知らぬ が、 この 著附は 「下郎」 らしい 感じより は 「落ちぶ 

れ た，： h_ 人」 らしい 感じ を與 へた。 藤に 黑の肩 入 を、 反 對に黑 に 藤の 肩 入に したら ど うだらう と 思った。 

それで は、 fi^ がなくなる かも 知れない。 三津 五郎の 時 も 同じ やうな 衣裳だった が 、主人ら しく 見えな 

かった こと を 思 ふと やはり、 役者の 柄が さう でない のか も 知れぬ。 お 納戸の 帶も 借物ら しく：^ えた。 

切 股に なって、 樱丸は 先 づ黑襟 赤の 襦袢に なり、 直ぐ 又 下の 白になる —— 日本の 芝居に は 珍しくな 

いこと だが、 やはりい つ W て も 美しい 變化 である。 悲しい 變化 である。 

悲劇 は 終った。 W び 梅 王 夫婦の 出る ところに も 白太 夫が 筑 紫へ 行く 旅装 束になる ところに も、 もう 

格別 言 ふこと はない。 

S 「妹 背 山」 

I 大 正 六 年 三 月 I 歌舞伎 ^所演 II 

Die  Drainatiker  iiltereu  Stils  bewirkten  die  Haiicllung  durcli  das  szeuische  wilcl,die  vermittllsg 
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火事に 遭って から、 もう やがて 一週間になる が、 私 はま だ 泥 だらけな 反古 や 水の 摻み 通った 本の 中 

にゐ る。 この 整理 はいつ になつ から 出來る ことで あらう。 

その 羝 屑と 泥の 山の 中から ボ ンの リツ ッ マ ン 夫人が 自然主義 的 戯曲 を si じた 小册 子が 無事に 出て 來 

た。 何の 氣 なしに K をば らばら とやる と、 偶と 前に 揭け たやうな 文句が nz に は ひった。 

直ぐ さま 「妹^: 山」 の總 評と なるべき 文句で ある。 「妹 .せ 山」 に は 技巧が あるの みで ある。 舞^ 的弒 

畫が あるの みで ある。 抒情と 叙事との 詞が あるの みで ある。 

山の 段で は戀 する 若い 男女が 二つの 首になる" 御殿で は 戀ひ狂 ふ 他の 少女が 脇腹 を 抉られる， 併し， 

吾人 は それ を さして 恐ろしい とも 殘酷 だと も 思 はない。 總 てが 舞臺の 技巧 だからで ある。 總 てが 作者 

の 趣向 だからで ある。 人間 もない。 人生 もない。 唯 美しい 場面の シ リイ ズが あるの みで ある。 

私 はこの 芝居の 通し を、 一度 文樂 座の 人形芝居で 見た ことがある。 殊に 山の 段 は 「妹 背 山」 と 題し 

て 文 藝協會 が 企てた 新 演出 を 見た ことがある。 勿論、 歌舞伎 劇と して は (團 十郞 菊^ 郞のは 見た 記惊 

がない が) 子供の 時から 何度 見て ゐ るか 分からない。 

^し、 今の 私に は それら を 細に 比跤 して； tl じる 餘裕 がない。 私の 頭 はま だ 火事の 混雜で 一杯に なつ 


て ゐ るヾ 私 は 今度の 歌舞伎 座で 見た だけの 舞臺 を、 極めて 大まか に 書く ことが 出来るだけ で あ る。 

出 の 段 は 制 場全體 を舞蹇 にして しま ふ。 

平土間 全部 は 舞^の 中央に 見える 吉野 川の 下流で ある。 本 花道と 假 花道と は兩 岸で ある。 

川 を-おにして -—， 卽ち 平土間 を 境に して i パ ラ レ リズ ム の 芝居が 行 はれる。 卽ち、 劇場 全體 がー 1 

つ に 3- られ て、 その 右左で 並行 的に 悲劇が 進行す るので ある。 

びに もパ ラレ リズムの 芝居 は 昔から 澤山 ある。 自然主義 的な 近代の 社會 劇で も、 便宜の 上から パ 

ラ レ リズム を 使った 例が 澤山 ある。 併し、 多く は！： じ 窒？： の 一 一つの 卓で 行 はれる パ ラ レ リズム か、 隣 

り 合った 二つの 部屋で 行 はれる パ ラ レ リズム か、 精々 思 ひ 切って、 往来 を 隔てた 一 一軒の 家で 行 はれる 

バラ レ リズムで ある。 淺學な 私 は、 まだ 川 を 隔てた パ ラレ リズム を 西洋の 戯曲で 讀んだ ことがない。 

況ゃ、 釗場全 gi を 一 一分す るパ ラ レ リズ ム に 於いて を やで ある。 

「妹 背 出」 の 山の. は 一 場 は、 古今東西 を 通じて 大規模な パ ラ レリ ズ ム の 舞 裏で ある。 

「妹 背 山」 の 作^ は、 この 山の 場 を 總てパ ラレ リズムの 技巧から 書いて ゐる。 作者 は 先 づ吉野 川の 急 

流 を 舞 甕の 中央に^い た。 そして、 その 左右に キャプレット 家と モンテ H グ 家との やうに 相 確執す る 

大^ 事の 家と 太宰の 家と を 置かう とした。 併し、 この 山奥へ この 二つの 家 を 持って 來 るに は、 何等か 

の 合理的な 境^がなければ ならない。 そこで、 前者 を 入 鹿に 反抗す る 子息 久我之 助が 「勘氣 の山仆 お」 
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とし、 後者 を 娘 雛鳥が 男戀 しさに 母 をい びった 出 養生の 下 館と した。 n ミオと ジ ユリ H ット は、 作者 

の 技巧で、 領地 境の 川 を 隔てて 對 立した。 

.-總 てが この 對 立から 始まる。 第一 の 技巧から 第二の 技巧が 生れる。 第三の 技巧から 第 四の 技巧が 生 

れ る…… 

太宰 家の 亭には 雛壇が 美しく 飾られて ゐる。 腰元 達の 裝 ひも 華やかで ある。 殊に 雛ね の：：： 映しい や 

S な 赤い 振袖 ：：  . 

それに 引き 換 へて， 大判 事の 山 炷居は 初めから 暗く 寂しく 沈んで ゐる。 人 數も久 我 之 助 一 人で ある。 

その 装 ひも 黑 である？ 道具 も Mi ぃ經 机で ある。 

二つの 家に は、 一つ も 共通な 色がない。 

思 ひ を 籠め た戀 文が 女の 家から 川へ 投げられる。 

忠^の 願 を 占 ふ 柏の 若椠 が、 男の 乎から M じ 川へ 流される。 

文と 木の^ は 色 も 違へば 心も逮 ふ。 同じ 水の 上に 浮んでも 一 一つ は 終に 會ふ 時が あるまい。 

岸の 上に 降り 立った 久我之 助の 袴の 模樣の 美し さは、 仄に 「戀」 を 思 はせ るが、 胸の 火の 燃える や 

うな 雛鳥の 色に はとても 比べられぬ。  ，. 


大判 事が 假 花^から 歸 つて 来る。 贞 高が 本 花道から 歸 つて 来る。 男 は 熾 物の 补杯 である。 女 は 濃い 

紫に 縫 校 様の ある 楠襠 である。 この 二人に も 目に 見える 色彩の 共通 はない。 二人 は 同じ 心 を 持ちな が 

ら、 可； に それ を 兄せ まいと する。  . 

併し、 唯 一 つ、 實に唯 一つ、 一 一人の 心 を 裏切る 共通な 色彩が ある。 それ は 何で あらう。 一 一人が 一 樣 

に 携へ歸 る 花の 盛りの 一 枝で ある。 

總 てが 色彩 を 異にする 屮に、 唯一 つ 同じな この 櫻の 花 は、 やがて 二人の 親に 其 通な 「義理」 の 象徴 

である- 「恩愛」 の 物 化で ある。 

花ながら に 流 るれば 吉、 技ば かり 流 るれば 凶 —— 二人 は 子供の 命に 關 して、 互に かう い ふ 約朿を 

する。 

勿論、 久我之 助 は 入 鹿に 降參し はしない。 雛鳥 も 男 を 捨てて 入內 はしない。 男 は 父の 前に 腹 を 切る。 

女 は 母に 首 を 落される。 

しかも， 男 は 女の 命 を 助けよう として、 態と 花の 儘 櫻の 枝 を 流が す。 女 も 男の 心 を 安め ようとして、 

盛りの 儘の 花 を 流す。 

樱の花 は 飽くまで 一 致す るコ， 義理」 は 一 致す る。 「恩愛」 は 一 致す る。 

永く 相 敵視した 兩 家に 始めて 橋が 渡される。 その 橋 は船嵇 の やうに 急流の 上 を IT ぐ 雛の 小道具で あ 
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る。 道具の 內に 小さな 駕籠が ある。 駕 餡の 內には 雛鳥の 宵が ある。 葬 鱧で、. そして 婚禮 である。 

作者の 技巧 は、 そこへ 來て、 終に その 絶頂に 達した。 もうこの 上、 技巧の 山の 登り やう はない。 作 

者 はやつ と 諦めて、 幕 をお ろした。 

私 は、 歌舞伎 劇に 於いて、 この 一 場の パラ レ リズムが、 左右の 家の 障子の 明け 閉 てに 依って 行 はれ 

るの を 煩 はしく 思 ふ。 

人形芝居の 場合で は、 左右の 家と も、 始終 障子 は 明け 放しで あつたと 覺 えて ゐる。 久我之 助の 行爲 

が 進行す る內 も、 雛鳥 は 美しい 姿 を 見せて ゐる。 雛鳥の 行爲が 進行す る內 も、 久我之 助 は 寂しい 姿 を 

見せて ゐる。 眞のパ ラ レ リズ ムは、 贲 はかうな くて はならない ので ある。 

然るに、 歌舞伎 劇の 場合で は、 人物が 生きた 人間で ある だけに、 他の 行爲が 進む 內に、 一 つの 行爲 

が靜 4- して ゐ るに 堪 へない ものと 見えて、 障子の 明け 閉 てが 煩 はしく 行 はれる。 

この 障子の 明け 閉 てが 行 はれる 以上、 山の 段の パ ラ レ リズム は 決して パ ラ レ リズ ム でなくなる ので 

ある。 見物 は そこに 注意し なければ ならぬ。 

併し 御殿の 場合で は、 簾の 上げお ろしが 決して 煩 はしく 感ぜられなかった ばかりでなく、 長い 一幕 


を 小 さい 简々 の 場面に 區 切る 必要な 休息 の やうに 思 はれた (人形 の 場合 はどう であつ たか 忘れた が )o 

^が 明く と、 初め 旅が おりて ゐる。 

^ぐ 旗が 上がって、 入 鹿の^^に なる。 錢 七が 出て 來る。 

入 鹿のお 一 場と 共に 旅が おりて、 鳍ヒ 一 人外へ 取り 殘 さる。 

直ぐ 又 旅が 上がって 官女 達が 錢 七に 毒酒 を勸 める 件が 殿上で 行 はれる。 

やがて 鲮 七が 入 鹿の 家臣 達に 人質に 取られて 行って しま ふと， 叉 簾が 下りて、 舞臺が 空虚になる。 

^姬 が歸 つて 來る。 求 女が その後 を 追つ 来る。 旅が 上が^と、 橘 姬は寶 劍を楚 ひ 返しに 御^の 奥 

へ^け 入る。 求 女 も 下手へ 駆けて は ひる。 

また 旅が おりる。 お 三輪が 求 女 を 追うて 出て 來る。 

また 筏が h がって、 官女 逹 がお 三輪 を 弄ぶ 件になる。 

官女 達が 去る と、 簾が おりて、 お 三輪 一 人取り^ される。 

「三！： 一  の 婿取り 濟 ました」 の聲を 間いて、 歸 りかけ たお 三輪が 再び 殿中へ 龅け 入らう とする。 と、 

又 旅が 上がって 錢 七が 出て 來る。 そして、 お三^が 殺される …… 

旅 一 つの 上げお ろしが、 どんなに 小さい 一場 一場の 情調 を變 化させて ゐ るか 分からない。 そして、 

始終、 内 と 外と を はっきり 隔離す る 役目 を 果して ゐる。 

小山 内^ 全集 七卷 舞 浚の 色彩  六 一ー11 


小山 内憨仝 集 七卷 舞袅の 色彩  六 三 二 

この 簾の 上け おろし は 恐らく 歌舞伎 劇の 創意で あらう。 貴む ベ き 創意で ある。 

御殿の 一場に 就いては、 簾に 就いての 外 餘り言 ふ 事がない。 小さい 時から 餘 りに 見 古した 舞臺 であ 

るから かも 知れぬ。 

唯、 今度の 舞臺 はいつ もの 黑塗 でな く、 瓦燈ロ e もなかった のが、 近代め いて 厭だった。 蟻 ヒの物 

語に なつてから 見せる 遠 兑の襖 も、 もっと 時代で ありたかった。 

今度のお 三輪 は 紫に 麻の 葉の 模樣の ある 著 物 を 著て 出た。 これ はや はり 鶸が 好い 。紫 は 何となく 「町 

の 娘」 を 思 はせ る。 

最後に、 ^は 入 鹿の 衣冠 束帶 と、 鱔 七の 奇拔な 長 社 杯との 色彩の 對 比に， 昔の 人が 嘆賞す る 程の 興 

味 を 持たない 事 を 附記して 置く。 

この 一 場の 色彩と して は、 赤 白の 願の 絲に 依って 繋がれた 橘 姬と求 女と お 三輪と II 寧ろ、 この 三 

人の 對照 を、 私 は^ 物の 娘 達と 同じ やうに 美しく 思 ふ。 


^ 「骨 寄せの 岩 藤」 

—— 大正 六 年 四月 II 市 村 庵所演  

先づ花 兌の 幕が 明く。 

多贺 大領の 奥方 附 きの 腰元 三人と ぉ妾附 きの 腰元 三人と が爭 つて ゐる。 

奥方 附 きの 腰元 は みん § 色の 著 物 を 著て ゐる。 お妾附 きの 腰元 は みんな 紫の 著 物 を 著て ゐる。 

それ 力 何とい ふこと なしに、 善と 惡 とに 適 はし (。 

惡人に 計られ 5 運に 落ちた 若く 美しい 花 I 女が 唯一 人舞臺 に f と、 本 釣が 鳴って、 霧が 

散って 来る —それ を 眺めながら、 求 女が 身の 不幸 を 嘆く。 

いつもい つも 兑る 極まり 切った 舞臺 であるが、 見て ゐて、 やはり 愉快で ある。 

黑ぃ著 附の戶 田 平と 紫の 著附の 驚と 綠 の著附 Q 裹と I 管 S 場面 も、 f  f  ^^1 

色彩で あるが、 やはり H 本の 歌舞伎 劇 以外で は 見られない 色彩で ある。 

かう いふ 色彩 の 配合 を、 在 來の霧 伎 劇 以外で 試みよう とする の は、 愚な 企で ある。 なぜと 言へ 

ば その 結果 は 不調和で あり、 不諧 昔で あり、 混亂 であるば かりだから である。 

小山 内^ 仝 集 七卷 ^^の 色み 


小山- s: 憨 仝 集 七卷 舞甍の 色彩  . 六 三 四 

淺野川 別館の^ 切で も、 本 釣が 鳴って 樱の 花が 散る - それ を 眺めながら、 望月 內藏之 助が、 八， 虔 

は 身の 幸運 を 喜ぶ。 

. 散る 花 を續 けて ニ樣に 使った の は 面白い が、 かうな ると、 歌舞伎 情調 もちつ と 鼻に ついて 來る。 

淺野 川の 渡しで は、 奥方 梅の 方の 雨中の 行列に 歌舞伎 式の 色彩 を见 た。 

菊 唐草の 紋の ついた 箱 提灯。 

饅頭 笠に 赤 合羽。 

殊に 面白 いのは、 幾人 かの 腰元が、 色の 著 物の 上へ 雨具 一 つ 羽織らす に 蛇の 口 傘 を さし 連れて 出 

て來 る悠暢 さで ある。 

劇に 於け る 行列の 面白み は、 シ H タス ビアに も ある。 シ ルレ ル にも ある。 併し、 曰 本の 歌舞伎 劇 ほ 

ど、 色彩に 豐で しかも 戯曲 的 要素に 富んだ 行列 を澤 山に 持って ゐる もの は、 世界に たんと あるまい。 

ライン ハ ルトの 名高い 默劇 「スム ルゥン j に 於け る ®I 長の 行列な ど は 唯 色彩と 圆 案と 單 純な 節奏と 

を 持って ゐる たけで ある。 十分 戯曲 的で あるべき 行列が 一 向 戯曲 的に 取扱 はれて ゐ ない。 

叉 助が 奥方 を 刺して、 川の 中へ 飛び込む と、 直ぐ 舞臺が 廻って 川下になる。 

大勢の 家来が 提灯 を さし 翳して 上手から 下手へ、 後向きで 水の面 を 見詰めながら、 無言に 舞^ を駔 


け抆 はる 運動 は， 雨に 水量の 增 した 川の 流れの 早 さ を 思 はせ て 面白かった。 

愈 名高い 「骨 寄せ」 の 一 場で ある。 

S 幕の 前に、 汚い 非人が 三人 立って、 何 か 言って ゐる。 これが 引っ込む と、 直ぐ 幕が 落ちて、 黑幕 

と 丈の 低い 蘆と 傾斜の 緩い 土手と 土手の 上に 散らばった 人骨と から 成る、 單 純で しかも 十分 陰 慘な舞 

蹇 になる —— これ も舊 劇に よく 見る 凄みの 舞薹 であるが、 いつ 見ても、 私 は 飽きない。 

骨の 寄って 来る 趣向が、 子供の 時から ダァク の 操り を 見て 来た 私達 を 驚かせな いのは 是非 もな い。 

岩 藤の 亡^に も、 形 及び 運動の 上の グ a テスタ は 面白く 味 ははれ るが、 もう 「凄み」 とい ふやうな 

もの は 感ぜられない。 

亡^も 何も 出ない、 骨 もま だ 動かない。 鼠 幕が 落ちた ばかりの 舞臺の 方が、 私達に は 寂しく 凄く 感 

ぜられ る ：… 

かう いふ 場面の 終りに 來る 「たん まり」 は、 必す 華やかに 明かる いの を 歌舞伎の 定則と して ゐ るが、 

この 「骨 寄せ」 の 場合 は 例外で、 黑 幕が 落ちた 後の 遠見 も 寂しく、 望月、 主 膳、 求 女、 友 平、 尾 上な 

どの 色彩 も、 不思議に 鈍ぐ 沈んで ゐる 僅に 赤 いのは、 お 初の 姿 をした 尾 上の 帶の黑 い 上 を 走る 細 

小山 內薰仝 集 七卷 舞臺の 色彩  六 三 五 


小山 內薰仝 集 七卷 舞臺の 色彩  六 一一 一六 

い 紐 だけで ある。 • 

これ は 直-ぐ 後に 華やかな 岩 藤の 宙乘 りが 來 るからで あらう か。 それと 對照 させよう^ の 色彩の Di- 

sliuution でお らう か。 私 はさう だと 思って、 昔の 舞臺 製作者に 敬服したい。 

宙乘の 一 場が 僅に 一 分の ボ オズで 綾 けられた の は 愉快だった。 

飽くまで 華やかな 舞蹇 である。 日傘 も 扇子 も楠襠 も、 飽くまで 明かる く賑 かな 色彩で ある。 

土の 上 を 行くべき 人？ 1 が、 宙を 歩いて ゐる とい ふことの 外、 そこに は 何の 鬼滅 もない、 何の^: も 

ない。  - 

私 は それ を不滿 足に 思った。 

先代 菊 五郎の 時 は、 この 場の 幕が 締まる と、 幕の 外 を 一 團の陰 火が、 下手から 上手へ、 ふわ ふわと 

飛んで 過ぎた さう である。 事實の 凰僞は 知らぬ が、 唯 それだけの ことから 想像しても、 先代の 場合に 

は、 このへ 山乘 りに もっと 亡懸的 要素が あったら しく 思 はれる。 

背景 も 今度 の は 可な り 近代的 の ft き 方であった。 もつ と單純 に， もつ と 象徴的 に II 碎 い て 言 へ ば、 

もっと 古風に ありたかった。 

次 は 草履 打の 一 場で ある。 


^藤の 亡^が 现 はれた 途端に、 ぉ納戶 色の^ 物 を 著た 腰元 六 人、 ー齊に 左の 手で 胸先 を 抑へ、 右の 

肱を疊 の 上に 突いて、 同時に 同じ 角度で、 斜に身 を 倒した 恐怖の 運動 を、 私 は 不思議に リズミカルに 

感じた。 

岩 藤の 亡 ：1 が 衝立の 向う に 身を擡 けた 瞬間、 赤い 色彩の まるで 見えな いのも 物凄かった。 

衝立 を 離れてから は、 赤い ものが 少し 見えた が、 併し、 その 眠る やうに 鈍い 色 をした 著 附と尾 上の 

燃える やうな 眞赤な 色 をした 著附と は、 誠に 亡者 生者の 好い 對照を 作った。 

又 助 切腹の 場で は、 格^ 珍しく 感じた こと もない。 

S 紫の 肩當を 著た 腰の 立たぬ 若い 美しい 侍と 縞物 を 著て 赤い 物 を 頭に かけた 若い 美しい 町 娘との 戀 

も、 菘劇 では 飴り に 見 古した 色彩の 對比 である。 

唯、 無心の 小さい ^ に 琴を彈 かせながら、 求 女 を 殺しに 來た 仲間の 一人と 無意識な 立 廻り をす る內 

に、 終に 我と 我が 腹へ 刀 を 突き立てる 又 助の 極めて 自然な、 そして 同時に 極めて 節奏 的な 運動 を、 私 

は大屐 面白く 兑た。 

又 助の 襦杵 はむ きみ 絞りであった。 むきみ 絞りと 血 紅との 血腥ぃ 色彩の 配合 も、 H 本の 歌舞伎 劇 Q 

尊むべき 創意で ある。 

小山. 2： 然仝集 七卷 舞棻の 色彩  六 111 七 


小山 內薰^ 集 七卷 舞薹の 色彩  六 一 一一 八 

「加 賀見山 再 岩 藤」 は、 同じ 默阿彌 の もので も、 「女定 九郞」 とか 「國性 爺 姿 寫&; 鏡」 とかい ふ 部類に 

屬 すべき 作で、 これ を單 なる 創作と して 見る こと は 出来ない —— 趣向 本位の 劇で ある。 思 ひっき 本位 

の 芝 £{! である。 翻案で も ある。 パ n ヂィ で，^ ある。 カリ カチ ウルで も ある。 とても これ を^ 面：：： な 劇 

作と して 論す る こと は出來 ない。  - 

併し、 流石に 1? 阿彌は 頭が 好かった。 その 趣向な り 思 ひっきが、 兎に角に も^ 逹を 頷かせる 稃^ に 

於いて、 合理的に 出来て ゐる。 亡 霪の岩 藤に 草履 打 をさせる までの 段 どり、 その 草履の 出し 方な どが、 

それで ある。 

それに、 默阿彌 に は 愛すべき 茶氣 があった。 その 茶氣 が、 かかる 戯作の 罪 を どんなに か 和げ てゐる 

だら う (「女 定 九郞」 の 場合な ども さう であるが。) 

さも さも a 而 EE らしい 顔つきで， I 卽ち、 少しの 茶氣 もな しに I 「松 王 屋敷」 だと か 「土屋 主 稅」 

だと かいふ 冗な もの を 書いた 作者に 比べる と、 流石に 默阿彌 は 數十段 上の 人で ある …… 

「忠臣 藏九段 目」 

—— 大正 六 年 十月 I 欲 舞 伎 ^所演 —— 

「假名 手本 忠臣 藏」 とい ふ 十 一段 も ある 長い 戯曲から 引き 拔 かれた 唯の 一段で ある。 しかも、 それ は 


1 幕 物の 悲釗 として 立派に 獨 立し 得る 內容と 形式と を 具備して ゐる I— たと ひその 内容 は 義理と 蓊理 

との 煩 はしい 積み 茧 ねであって も， たと ひその 形式 は 古臭い 本心と 本心との 隠し 合 ひで あっても。 

唯 併し、 舞臺 面から この 一段 を 論す ると なると、 それが 戶無瀨 小浪の 短い 道行の 一段 を 問に して、 

あの 華やかな 七 段 口に 接^して ゐる こと を考 へなければ ならない。 

祇園 町の 放埒な 色彩、 その後に この 山 科の 寂しい 佗住居が 來 るので ある。 歌 三味線の 騒ぎの 後に 尺 

八の 哀音が 來 るので ある。 花の 後に 雪が 來 るので ある。 茶屋 暖簾の 後に 石摺の 襖が 來 るので ある。 

寺 こそ 違へ、 祇國の 茶屋酒の 匂 はこの 山 科へまで 纏 はり 附 いて 來 るので ある。 昨日から 雪見の 夜 明 

かし をした 由-お 之 助の 朝歸 り、 太鼓 仲居に 賑 かに 送られながら、 醉覺め を 雪に 吹かれる 快 さ II そこ 

に 一段の 幕が 明く ので ある。 併し、 さう いった 作者の 用意に 一 向無頓 著な 「日本の 舞臺 監督」 は、 い 

きなり 本筋に は ひらう とする。 今度の 歌舞伎 座で も" 耮 本に は 仲居 太鼓の 名 は 列ね てあつても、 最初 

に 舞^に 出る 人物 は 歌 右衛門の 戶無瀨 である。 

山 科 閑居の 簡素 質朴な 舞臺面 は、 吃乂の それな どと 同じ タイプで、 殆ど 白と 黑 との ァ レンジ メント 

である。 石摺の 襖の 周 圍と雪 を 持った 竹 藪と に、 少 許の 「靑」 が 見られる が、 それ とても 黑の ヮリ H 

H シ ヨンと 兌れば 見られる 程の 晤さ である。 この 舞臺 は. 殆ど 幕の 終り 近くな つて、 カ彌の 出と 共に、 

褸が 大きく 開かれて、 細 骨の 白い 障子と なり、 やがて その 障子が 又 開かれる と， 五輪の 石塔 二 基の 見 

小山 內憨仝 集 七卷 舞臺の 色彩  六 一一 一九 


小山 內憨仝 集 七卷 舞 祭の 色彩  六 四 〇 

える 雪の 庭と なる だけであって、 終に 白と 黑 との 範圍 外に 出る ことがない。 飽くまで も 落ちついた、 

物堅い 由 良 之 助の 本心 を 紹介す るに 適 はしい 舞臺 面で ある。 

人物の 衣裳 も 悉く 質實 敦厚で ある。 お 石 は 初が 鼠 小紋の 紋附 で、 後が 倆著附 ともに 黒の 紋附 である。 

由 良 之 助 は 茶色の 著附に 黑の钍 杯で ある。 加 古川 本藏は 鼠の 織物に 黑 の装裟 である。 祇園 町で は、 あ 

の 優美な 紫の 頰 冠り を兒 せた 美少年の カ彌で すら， ここで は 古びた 黄八丈に 無骨な 荒い 縞の 袴 を 穿い 

てね る 0 

この 一段の 色彩の 中心 は 言 ふまで もな く、 戶無 瀬と 小浪 との 二人に 集って ゐる。 この 二人の 外に 色 

彩らし い 色彩 は、 舞臺 にも 人物に も 衣裳に も 見られない。 しかも、 戶無瀨 の 色彩の 基調 は、 眞紅 であ 

る。 小浪の 色彩の 基調 は、 純白で ある。 二人の 超 婦人 (supcrwomau)  —さう、 二人 は 決して 凡 婦人 

ではない を 現す のに、 この 雜り氣 のない 基本 色 (理想 色) を 用 ひたと ころに、 吾人 は倾 倒せざる 

を 得ない。 小浪の 色彩に は 勿論 作者の 筌 想が 殆ど 總てを 準備して ゐ ると 言って 好い。 併し、 戶無瀨 の 

色彩 を^ 紅に したの は、 人形 遣 ひの 工夫 か、 役者の 案出 か I 'いづれ にしても、 決して 平凡な 頭腦の 

所產 ではない。 

從來屢 吾人の 說 いたやう に、 日本 傳來の 歌舞伎 劇 は 衣裳の 脫 著に 依って、 同じ 人物が 刻々 に 舞 S の 

色彩 を變 へ て 行く とい ふ 不思議な 特徵を 持って ゐる。 


この 九 段 n の 場合で も、 戶無瀨 と 小浪に 就いて、 それ を 注意して 兌る が 好い。 初 は 戶無瀬 は泰ぃ 著 

附の 上に ぉ納 P 色の 逍行を 著て、 淡紅色の II 實は 赤の 上に 白 を 重ねた II 角 かくし^め かしく 花道 

を 出て 來る。 初め、 駕^から 出た 小 浪は著 附も倆 も 白無坭 のと ころへ 白い 帽チを 頭からす つ ほり 冠つ 

てゐる S で、 何から 何まで が白づ くめで ある。 大 石の 家へ は ひると、 戶無瀨 は 道行 を脫ぎ 捨てて、 織 

物の 楠 を 羽織る。 ここで 一度 色彩が 變 る， 「カ彌 に 代って この 母が」 とお 石が 怒って、 奥へ は ひらう と 

すると、 小^が^ りついて それ を 止める。 その 時 小浪は 綿帽子 を脫ぎ 捨てて、 始めて その美し い 顔と 

花 櫛 を 挿した 可愛い 島 田 髭と を 見せる。 ここで 又 色彩が ー變 すると、 戶無？ i は 夫への. S- 譯、 生さぬ仲 

への^ if 立に、 n お： をす ると 言って、 倆 を脫ぎ 捨てて、 小刀に 手 を かける。 ここで、 戶無瀨 の 色彩が 

本 當に厲 紅になる。 今まで 道行 や 楠で 蔽 はれて ゐた眞 紅が 悉く 出て、 そして 他の 色が 總て 身體を 離れ 

てし まふ。 私 こそ 死すべき だと 言って、 今度 は 小浪が 楠を脫 ぐ。 白な 楠の 裏が 眞 赤で ある。 黑 地に 

五 fcs 糸で 縫の して ある 帶が 悉く 現れる。 卽ち、 又 ここで 色彩が 變 つて 来る。 それから、 戶 無^が 小 

浪を 殺す 用意 をす る。 白い 楠の.： n い 方 を 表に して 床の 上に 敷く。 そして その上に 小浪を 坐ら せる。 婚 

體の. m 無垢が その 儘 死 出の 旅の 白無垢になる。 尸 無 油 は^かくし を 取って、 正宗の 拔身を 手に して 立 

つ。 sm: かくしが 取れた ので. その 部分の 艷 めかし さが 消えて、 そこに 漆 黑な髮 の 毛の 眞 面目 さが ある。 

份 のお 躇 —— 父の 哀音 II 姑の 「御 無用」 - —その 一 節の 檎畫 的た 舞臺の 動きの 美し さは 說 くまで も 
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ない。 大 石の 妻が 祝言させる と 言って 出て 來 るので" 戶無瀨 と 小 浪は又 元の やうに 楠 を 著る。 (この 時， 

喜びの 餘り 一 一人が 倆 を 取り 違へ る 滑稽が ある) 

力 彌に腹 を 突かせた 本 藏が舞 裏の 中心 を領 める やうに なったら、 戶無瀨 は その後に 低く 隱れ て、 そ 

の强ぃ 赤い 色彩 を 成るべく 見物の 目から 隱さ うとし なければ ならぬ —— 私 はこの 大切な 一 點を 歌右衞 

門の 謙譲な 注意深い 演じ 方に 感謝し ようと 思 ふ。 歌 右衞門 はよ く 歌舞伎 劇の 彩 的 精祌を 知って ゐた。 

人物の 中心が 變 るに 逑れ て、 色彩の 中心が 變る こと を 知って ゐた。 自分の 色彩で 他の 人物の 色彩 を妨 

げて はならない こと を 知って ゐた。 私 はもう 一 度 歌 右衛門に 感謝し ようと 思 ふ。 

s:  r 薰樹累 物 語」  it  I 

—— 大正 五 年 十 一 月 I 帝 國 劇 場 II 

私 は餘程 以前に こ の 狂言 を 歌舞伎 座で 見た ことがあつ た。 まだ 芝居 を 研究 的に 见 ような どと 思 はな 

かった 時代な ので、 大抵の こと は 忘れて しまったが、 土手 場の 喑ぃ舞 蓬が 陰慘の 極を盡 した 後、 急に 

錦繪の やうな 世話 だんまりの 舞 臺に變 つて、 花やかな 幕 を 結んだ あの 五六 分の 問の 笑し さは、 いまだ 

に 忘れる ことが 出來な い の である。 その 時の 累も やはり 梅 幸だった II まだ 榮三郞 と い つ た 時分 かも 

知れぬ、 兎に もっと 若く もっと 美しい^ 幸だった。 與右衞 門 は 多分 八百硗 で、 これが 叉 非常に 好か 


つた。 だんまりに は 先の 片 市が 旅装 束で 出て， 溺んだ やうに 覺 えて ゐる II 併し、 それが どうい ふ 役 

だった か、 少しも 覺 えて ゐ ない。 

芝：^ を 研究す る やうに なつてから、 私 は 是非もう 一度 この 狂言 を 見たい もの だと、 始終 さう 思って 

ゐ たが-不幸 にして 長く その 機會 が與 へられなかった。 ところが. 今度 はからす 帝劇で それ を 见られ た 

ので-私 は 大^ 喜んだ。 しかも. それが 長く 待って ゐ ただけ の效の ある 出來榮 だった の を 一 I 喜んだ。 

この 狂言が 「伃達 競 阿國戯 場」 の 第 八 段 及び 第 九 段の 歌舞伎 化された ものである こと は 論 を 待た な 

い 。「伊達 競 阿！： 劇場」 が累の 傳說と 先代 萩との^ 合で ある こと も 明な ことで ある。 併し、 高 尾の 死靈 

とい ふやうな こと は 頭に 入れないでも、 歌 形 姬が轔 ^の 許嫁で あると いふ やうな こと は ^ へ ないでも、 

この 狂 1 一一 E はこの 二 場 だけで、 立派に 一 つの 嫉妬 悲劇に なって ゐ ると 思 ふ。 與右衞 門の 言 ふ 真實が 紫に 

JP ら ない 心理の 解 釋もヒ ス テリ ー を 認める だけで 卜 分で ある。 尾 上 松綠が 三代 目 菊 五郎に 傳 へたと い 

ふ 「累」 の 狂言 は、 天竺 德兵衞 と 一緒に 仕組まれたり、 「先代 萩」 と揑ち 合された りした ものら しいが、 

こ丄 は；； J として 亡璲 の樣々 な 仕掛に 重き を遛い たもの らしい。 そして 吾々 が 今日 見る この 「累」 の 狂 

曽とは 別な ものら しい。 名题も その 場合 場合で、 「入船 咄」 となったり 「絹 川染」 となったり 「伊達 大 

寄」 となった りして ゐる。 梅 幸の 「家の 狂言」 として は， 『薰 樹粱 物語』 は 寧ろ 亡靈の 分子が^ だ少 い。 

吾.^ は 何等の 「怪」 を 助けに 借りないでも、 立派に この 犴言を 味 ふこと が 出来る。 醜い^の 顔 力た ち 
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も 生れつき 或は 怪我 だと 解釋 すれば それで 解釋の 出来ぬ こと もない。 「累」 の 傳說が 昔から^ J? 璃ゃ歌 

舞 伎に 取扱 はれて 來た道 を 東 勇 助の 「粧 水艄川 堤」 あたりから、 すっと 調べて 見たら、 隨分 面. G から 

うと 思 ふ。 幾多の 變 遷を經 て、 舞踊劇に なった 淸 元の 「色彩 間 河 豆」 など を も、 日本の 舞踊の 類の 少 

ない 劇的 緊張 を 持った ものと して、 私 は大變 面白い ものと 思って ゐる。 この 傳說は 今 U 以後の：.^々 の 

子孫に も、 まだまだ 創作の 興味 を 呼ぶ 價 値が ありさう である。  . 

私 は 今度の 帝劇で 見た この 狂言 を、 例に 依って 舞臺 美術の 方面から 研究して 笸か うと 思 ふ。 

前の 場の 「與 右衛門 內」 に 就いては 賒り 書く こと もない。 この 舞臺は 「^臣 藏」 以來、 日本の 欲 舞 

伎 劇 一般に 通じて 見ら るる 所謂 世話 舞臺 である。 平 舞臺、 正面に^ 簾 口、 その上 手に 佛擅、 佛 擅の 下 

に 押入、 その 叉 上 乎に 障子の しまった 離れ座敷、 下手に 圍 爐裡、 その 周圍に 庖厨 を^ 示す る 二三の 謇 

所 道具、 その 前に 沓脫 を晤 示す る 僅かな 露出 舞臺、 世話 木戶、 家の外に 粗雜な 野遠兑 I  —  n 水の 歌お 

伎 劇 は 如何なる ^ 言の 如何なる 世話 場で も 1 大抵 これ だけの 設備 か あれば 用 は 足りる ので ある。 怫^ 

に は、 きっと その 狂言に 何か關 係の ある 位牌が 飾って ある。 (この場合 では.： 咼 尾の 位牌)。 押入から は 刀 

も 出れば 衣裳 も 出る II 一家の 財産 は 悉く この 押入に 納められて ゐ るので ある。 唯、 舞^の 明 晤を變 

へ る行燈 だけ は いつも 奥から 暧糜 n を 通して 運ばれる。 離れ座敷 —— と 言っても、 實は 舞^に 11 かれ 

てゐる 部屋に 密接して ゐ るので あるが —— はいつ も 病人の 寢 間にな つ てゐ るか、 さもなければ 來^ の 


客 を. 舞畜の 用の ない^ * 何 かの 名義で 一時 入れて 遛く 場所に なって ゐる。 押せば すぐに 倒れさうな、 

內か らも 外から も 兌迚 しな 格子 戶が、 鐵の 門より a い 役目 をす る ことが 問々 ある。 見馴れた 目に は 平 

凡 極まる 歌舞伎 劇の 世話 舞臺 にも • 古今 柬西を 通じて 誤らな い 幾多の 舞臺 理論が 含まれ てゐる こと を， 

吾人 は 決して 忘れて はならない。 

與 右衛門 も累も • この 場で 一 度 著 物 を著換 へる。 與右衞 門が なぜ 著 物 を著換 へる か は 明瞭で ない が、 

累が著 物 を 著換 へる 意味 は 誰に でも 分かる。 何等かの 理由で 人物に 著 物 を著換 へさせて、 それに 依つ 

て 同じ 舞 棗の 色彩 情調 を 一 變 すると：， ふこと も、 日本の 歌舞伎 劇の 特色で ある。 

與右衞 門の 初めの 著附 II 緋の肩 入 II は 勘 平な どに 見る 形で、 世 を 忍ぶ 武士 義人 を 思 はせ るに 便 

利で ある。 後の 淺 葱の 石持 も、 毛 谷村パ 助な どに 見る 色彩で、 何となく 武骨ら しい 感じ を 抱かせる。 

累の 初めの 著附 も、 紫 地の 肩 入と， それより もっと 色の 褪せた 紫の 帶 とが、 旣に 自分の 臨んで ゐる恐 

ろしい 運命 を 少しも 知らす に、 夫に 對 する 戀 のみに 危 くも 優しく 生きて ゐる 女に 適 はしい。 栗 梅の 石 

持ら しい 後の 著附 にも、 自分の 器量 を 夢にも 知らす に身賣 をしょう とい ふ 無 邪氣な 真面目 さが 現れて 

ゐる。 つぶし 島 田の 哀れに 小さ いのも 人物に 適 はしい。 

阱し、 幸 四 郞 丈の 與右衞 門が、 あれ だけの 柄 を 持って ゐ ながら、 力士ら しく M えなかった の は、 必 

す 技藝が 足りない からであった らう。 梅 幸 丈の 累は、 是非 もっと 小柄に ありたかった が、 これ は 如何 
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な 技藝の 力で も 及ばな か つ たか も 知れぬ。 

舞臺で 人物の 著 物の 崩れる の ゃ髮の 毀れ るのに、 は つきり した キッ カケの あるの も 日本の 歌舞伎 釗 

の 特色で ある。 西洋の 芝居で も、 クラシックに なると、 時折 それが 見られる が、 それ も 決して 口木の 

ほど 急激で はない。 從 つて、 H 本の 歌舞伎 劇 ほど 單 純な 原始的な 緊張 を 着 客の 心に 起させない。 この 

累身賫 の 場合に は、 累が 小さい 鏡の 內に、 今まで 夢にも 知らなかった 自分の 醜 さ を 兌 極める と、 俄に 

身 を 悶えて 胸を搔 きむ しる。 この 機會に 役者 は 胸 を は. たけて * 下に 著 込んだ 紫色の 襦件を 少し 兄せ る。 

同時に 著 物の 前 をも亂 すので ある。 身を賣 るの は累 自身 だと 聞いて 怒った 判 人の 勘 六 は、 歸り がけに 

累の頭 を 抑へ て、 これ を 打ち据える。 この 機會に 役者 は鬉の トメ を拔 いて、 髮の毛 を 振り 亂 すので あ 

る。 目に 見える 累の 「絶望」 はこれ です つかり 用意され たわけで ある。 

自殺の 決心 をした 累は、 刈 豆 籠 を 背負 ひ、 鎌 を 腰に さし、 著 物の 前 を 端折って" 手拭 を 如に かぶる。 

これで、 看客 は 叉 累の變 つた 「絡 望の 姿」 を 見る わけで ある。 

一人の 人物の 同じ 一場に 於け るかう した 扮裝 の變化 は、 到底 西洋の 芝居に は 見られない。 s: 洋の風 

俗で は、 著 物 をす つかり 著換 へる 場 八 口 は 格^、 蜻 子を脫 ぐと か 冠る とか 外袞を 著る とか^-ぐ とか 上 著 

だけ を 部屋 著に 著換 へる とかい ふ 外 際立った 扮 裝の變 へやう がない。 ところが、 日本の 著 物 は、 著 崩 

せば、 襦袢の 胸 や 裾 や 袖 も 見せられる。 著 物の 端 を 折る こと も 出来る。 「頰 冠り」 とい ふ 特殊な 氣分を 


窗す簡 單な 冠り 物 も ある。 「目に 訴 へる」 とい ふ 上から 言って、 日本の 歌舞伎 ほど 扮 装の 變化 に^んだ 

芝居 は 世界に 一 つも あるまい。 

. 「形」 を 先人の 作りに 借りて、 「心」 を 新しく するとい ふ 事 は、 日本の 古い 作者 や 役者の 常 S 手段で あ 

るが、 この 累の 身寶 りの 一場な ども， 「忠臣蔵」 のお 輕身賣 りの 一場に 「形」 の 上で 似て ゐる點 が 多い。 

似て ゐる點 が 多い どころではない。 そっくり その 儘 だと 言つ て も 好い —— 舞臺は 勿論の ことで ある。 

與 右衛門 は 肥った 勘 平で ある。 累は 不具に なった ぉ輕 である。 花 扇屋の 主人と 勘 六の 如き は、 駕 こそ 

舁 いで 来ない が、 一文字 屋の 主人と 判 人 源 六と がその 儘 名 だけ 變 へて 来た やうな ものである。 二人の 

汚ない 田舍 家へ はいる 可笑しみ の 科な ども 六 段 目 そっくり である。 それ はこの 作が 先人の 作 を、 摸し 

た 場合で あるが、 この 作より 後に 出た 「四 谷 怪談」 などが、 お 岩の髮 梳き などに 於いて、 又 この 作に 

負 ふところが あったらし いこと も、 注意すべき ことで ある ノ 作者ば かりの 爲事 ではないだ らうが、 こ 

の 狂言の 土手 場の だんまりと 「四 谷 怪談」 の隱亡 堀の だんまりと にも、 興味 ある 相似が 見出だされる。) 

この 場に 於け る累の 運動 は、 鏡 を 突きつ けられてから 終に これ を 見る までの 恐怖、 鏡 を 見てから だ 

ん だんに 自分で 自分 を 知って 來る絡 望の 進み 方、 殊に 手拭 を 翳しながら、 鏡 を硯き 込む 三度の 形の 變 

化と その 運動の 流れと に 於いて、 十分 寫實 でゐ ながら、 しかも 眞 の 意味での 「舞踊」 である 立 诋な藝 

術 を 兌せ て くれた。 もう、 この場合に は. 「日本の 古 劇と して」 とか 「歌舞伎 劇と して」 とかい ふ 割引 
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小山 內薰佥 集 七卷 舞臺の 色彩  六. H 八 

はない。 東西 古今 を 通じて 立派な 藝術 であるの である。 

「土手 場」 に 於いて は、 何よりも 先づ あの 純 歌舞伎 式な 簡素な 舞臺 装置 を、 心行く ばかり しみじみと 

味 はった。 

歌舞伎 座の 時 もさう であった が、 この 舞臺 の主詞 をな す もの は、 あの 後の 黑慕 である。 歌舞伎 剡に 

於け る黑 幕の 效^ は、 どんなに 人物 や 小道具が 明かる く はっきり 照らされても、 暗^な 氣分 情調 を 失 

はない ことで ある。 帝劇の 舞臺 監督 は . 無擧 に も電氣 のなかつ た 時代に 案出され た ， 〕 の 昔風な 舞^ に 、 

屢 文明 的な 照明の 變化を 用 ひたが、 それの 川 ひられなかった 方が II 電氣屋 にこの 一幕 休憇を 與 へた 

方が —— どんなに この 舞臺 をより 多く 效栗 あらしめ たか 分からない。 

西洋で もク レ ェ グゃラ イン ハル トは隨 分力 ァテ ン の 舞 臺效果 を 研究して ゐる やうで あるが、 まだ 日 

本の 歌舞伎 劇に 用 ひられる やうな 黑 幕の 效栗を 試みた こと はない らしい。 ライン ハ ルトの 歌劇 「ス ム 

ル ゥン」 の 晉長邸 寢窒の 場に は 稍 日本の 黑 幕に 似た 趣向が あつたが、 それでも まだ n 本の それ 程 力の 

ある ものではなかった。 モスクワの ネヅ 口 ビ 座で^た ドスト ェ フス キイの 「白痴」 の 最後の 卞：： ！齋 の 

場で、 黒幕の 前に 書棚と 寢臺 (？) だけ を 置いた 陰慘 な舞臺 を 見た が、 それ も = 本の 黒幕 ほど 色の 喑 

いものではなかった。 

黑 幕の 前に は 土橋、 稻塚、 掛藁、 藪疊、 松の 立 木、 模樣 風な 柳の 立 木 (灰色の 幹と 綠の 葉が 一 枚 一 


枚 はっきり 兑 える) 板附 にした 蘆、 波布、 土手 下の 杭な どが、 いづれ も はっきりした 色彩と 輪廊 で、 

浮き出る やうに 飾られて ゐる。 

執念と 嫉妬の 血 醒く晤 く 長い 一場が 終る と、 突然 後の 黑幕が 切って 落されて、 土手の 後に は綠 美し 

い 野 遠見が 開け 舞^の 右から は累で 怨み 死んだ 役者が 紫 矢 姘の立 矢の 字に 帶を 締めた 美しい 腿 元に 扮 

して 出で、 舞 裏の 左から は 歌 形 姬で危 く 身 を 逃がれ た 役者が 黑紋附 を 著 流した すっきり とした 侍の 姿 

で 現れる。 絞の 肌^袢に なった 與 右衛門と 通りが かりの 百姓 伊 吾と が、 これに 搦んで だんまりの 短い 

一場が 浈 せられる。 吾人 はこの 膝元が、 誰で あっても、 この 侍が 何者で あっても、 それ は 構 はない の 

である。 この 舞臺の 急激な 美しい 變 化に、 前の 暗い 舞臺を 忘れて しまへば 好い ので ある。 柿と 黑と草 

色との 定式 幕が、 この だんまりの 前に 引かれて、 美しい 腰元が、 一人 花^の 附 際に 殘る。 腰元が 紺の 

日傘 を ぱっと 擴げ ると、 賑 かな 嗨 子が 起る。 その 花やかな 音樂に 連れて、 腰元 は 笑 を 含みながら、 し 

やなら しゃなら と 花道の 揚 幕へ は ひる。 腰元 は なぜ 手 裏劍を 打った ので あるか、 なぜ 侍の 方 を 兌て 嘲 

笑った ので あるか、 それ を 知る 必要 はない。 吾人 は 唯 唐突な 舞 臺の變 化の 美し さ を 喜べば 好い ので あ 

る。 これ は 歌舞伎 劇 獨特の 荒誕な 味であって、 これ を现論 的に 傅へ る こと は 不可能で ある。 この 味 は 

西洋の 芝居に は、 到底 見られない 味で、 よし 西洋人が 見ても、 到底 日本人 ほど 直接に は 感じられない 

味で ある。 

小山 内统 仝柒 七卷 舞^の 色彩  六 四 九 


小山.！ 薰 ^集 七卷 舞臺の 色彩  六 五 〇 

この 一場の 累の 演技に は、 寧ろ 心理的に 深いと ころが あるので あるが、 舞臺 とい ふ 上から 兌た この 

覺ぇ 害に は、 それ を 書く 餘白 のない を 憾みと する。 

(一) 累 一人 (二) 金 五郎と 歌形姬 (三) 與 右衛門と 金 五郎と 姬 (四) 姬と累 (五) 姬と累 と與" 銜 

門 (六) 奴 丹 助と 與 右衛門 〔七) 累 の亡靈 (八) 與 右衛門と 百姓 重 三郞と 梅ケ枝 (九) 梅ケ枝 一 人 (霜 

外) ，， —この 人物の 取合せ の變 化に 就いても、 色彩と 韻律と 運動の 上から、 味 ふべき 點が澤 山に ある 

が、 もう 時間に 餘裕 がない ので、 殘 念ながら これで 筆 を擱 く。 


戯曲の 內容 

W 「三 人 士 n 三」 

游 -虽 殊に 吉 原と. 江！！ 演劇と は 切つ て も 切れぬ 緣が ある。 

この 「三人 吉三」 にも、 一 重文 里の 揷 話に 於いて， 靑樓. s: 部の 光景が 二 幕 七 場 も ある。 灭 井の ない 簡 

單な 道具で 廻り 舞臺 全部 を 幾つかに 仕切った 花魁の 部屋が 騷 ぎ^に 連れて、 行ったり 來 たりす る (「三 

人吉 三」 の 場合で は 一 一幕 百の 第 一 場 新吉原 丁字 屋の 二階で、 吉 野の 部屋から 一 a の 部 S になり、 一 ^ 

の 部屋から 九重の 部屋に なり、 九重の 部屋から 一重の 部屋に 戾る 類) 江戶 演劇 特殊の 情調 も、 近頃で 

はもう 大分 味 ふ ^ が 出來 なくな つ た。 

明治 大正の P さ xcrshi  , は 何故か ひどく 靑樓內 部の 光景 を 嫌 ふので ある。 この 無知な 「田舍 者」 の 手 

に 掛かって、 江戶 演劇が 色彩に 於いても、 音樂に 於いても、 この 特徵 ある 場面の 大部分 を、 削除され 

てし まった 事 は、 返す返す も n 惜しい。 

小山 内涊 全集 七卷 戯 m の內容  六 五一 


小山 內薰全 ffi- 七卷 戯曲の 內容  六 五 二 

.n  n 演劇の 作者が 好 ん で吉原 を舞亳 にと つた 理由 は 明白で ある。 當 時の 吉原は 色彩と 音樂の 中心 で 

あった。 花魁の ぁ にも-客の 小袖に も. 新 流行の 奔放な 色と 模様と があった。 店淸 搔の賑 かさ。 河 痰、 

菌 \ のしめ やか さ。 これ を +a の吉 原に 見る 事 は出來 ぬ。 今 S の 吉原は 拙惡な チヨ ォク螯 の 花魁の 肖 

像と、 印 絆 纏に 深 ゴム を 穿いた 角 刈と ヴ ワイ オリ ンを彈 く 「力 チュ シャの 唄」 の 流しと に墮 して ゐる。 

當 時の 吉原は 交際 社會の 中心であった。 百 萬 石の 大名 も 江戸で 名うての 俠客 も、 武^ 拊へ の大賊 も、 

みんな ここへ 集まる のであった。 それ 故、 劇中の 人物に 偶然な 邂逅 をさせる のに、 ここ 程 便利な 場所 

はなかった ので ある。 併し 今日の 吉原を さう いふ 舞臺に 選む の は 無理で ある。 大門 側の ビィ ァホ オル 

の イルミ ネヱ ショ ンの 下で、 計らす 出會 ふの は 奥州 訛りの 私立 角 幛と農 商務^へ 願 ひの 筋が あって 上 

京 中の その 伯父さんと である。 裸の 白壁に 園 まれた. ステ H ショ シの 待合 じみた 西洋 作りの 應接 問で、 

珈琲 入 角砂糖の 溶した 奴 を飮 まされて、 新 モスの 胴 拔に後 朝の 背中 をぶ たれる の は、 鳥 打帽 のが ふ ひ 

やく か、 場末 廻りの 浪花節 語りで ある。 今日の 吉原は 到底 Romfstik の舞臺 ではない。 

并し、 「三人 吉三廓 初 買」 に 於いて * 吉 原に 關 する 場面 (卽ち 一 東- 文 里の 揷話 全體 ：.-- —第一 一幕 第 一 場" 

第三 幕 第一 場、 第二 場. 第 四 幕) が 書き 卸し 以來 殆んど 演ぜられた 事がない の は. 決して censorship の 

干涉 からで はない。 木屋文 里と いふ 難役に 扮し 得る 役者が、 小圑次 以来なかった 事 も その 原 闪 の 一 つ 

であらう。 (河^ 繁俊 氏の 新著 「河 竹 默阿彌 J の內 にも 一 默阿彌 は …… 「文 里 一 茧」 の 件 は、 是非とも 


ト织 次の 如き 役者 を 必然と した もの だと 言った さう だ。」 と ある。) 演藝時 問の 短縮から 來 たお 略 も その 

は ZQ 一  つで あらう。 餘 りに 筋の 複雜 になる の を 避けた の も その 原因の 一 つで あらう。 いつれ にして 

も， n 二人 吉三」 の 場合に 於いて は、 、江戶 演劇に 遊里の 場面 を 必須と する 私 も 寧ろ それの 省略され た 場 

合の^ 演 を-おする。 何と なれば、 文 里  一 ffi の 禅話 は、 コ 一人 吉 三の 本筋に 比して、 その 作劇術に 格段の 

相 ^ を 兌る からで ある。 丁 字屋 吉野屋 の 幕 明きに 於け る 花 琴 花^ 花卷 の ^ひも、 辻君 宿 傳吉內 の 場の 

幕 W きに 於け る虎鳆 おて ふ 婆あお はぜの 喧嘩の ^富な 寫實 味と 情景 を 離れぬ 優れた 趣向と に は 及び も 

つかたい。 花園 節 を つた 根 岸 丁字 屋 s 莊の場 も、 長丁場の 割に 劇的 效 果が甚 しく 貧しい と 忍 ふ。 

木 屋文里 は 初め 一 重に 愛されな いので ある —— 

どうい ふ 事の E 鎵か、 一 一年 この 方 通 ふの も 初手 は 仲間の 附 合で 一 度が 一 一度の 酉の 町 雪の 朝の 居^ 

け も ふり 通された この 文 里 笑った 事 を 見た 事 もま だ 內證の 手 を 離れた 斗り 年の 行かね え 一 重故氣 

隨氣俊 も 尤も だが 苦界と いふから は 好いた 客 斗り はねえ 嫌な 客に も 程 を 合 はせ 人の 上に 立つ もの 

は 慾 を 知らに や 身が 立た ねえ 行末 長い 苦界の 入り 譯 とっくり 云って 聞かした いが 顔を兑 るの もい 

やな 私 故 善^も 惡く 聞いて 却って 爲に 成らね えから 爱は 中よ しの 九重さん お前が 意 兌 をして やん 

なせえ これせ え 頼めば 私 も 安堵もう 心淺り もね ク故思 ひ 切って これから 來ぬ氣 〇 併し 附 合で 來た 

小山- s:^-^ 集 七卷 戯曲の 內容  六 五三 


小山 內薰佥 集 七卷 戯曲の 內容  六 五 四 

時 は 格子 迄來 ようから 今迄の よしみ を 思 ひよく 來 たと 一 百って 吳ん たせえ 一 一年 越しに 馴染んで 來た 

今夜が 一 一階の 見納め だと 思へば 名 か 惜しまれて それ^お いら あ ふさぐ の だ。 

自分の 兄お 坊吉 三が 難儀 を 救 はれた 恩義 に對 する 感謝と 仲よ しの 九重が 眞寳 過ぎた 意兒 と で 、 飜然 

氣を 取り直した 一 重が、 文 里に 今までの 「我儘」 を 謝し、. 小指 を 切って 心中 立 をす ると、 文 単； は 却つ 

てこれ を 喜ばす * 「いやお 志 は 忝い が これ 斗り は 貰 ひたく ねえ」 と 言って、 「指 を 取って はう り 出 r」 の 

である —— 

女郎の 指を嬸 しがって 貰ふ氣 なら 一 一年 越し ふられに 愛へ 來ゃ あしね え 流石 年端が 行かぬ 故 慾 を 知 

ら ねえ 花魁と 子供の やうに 思 ふから 惡 くされる も 厩 はすに むだ 金を使 ひに 來た がかう い ふづ ぶと 

い 仕打ち をされ ちゃ あ 持って 生れた 肝に 障ら ぁ總體 苦界と いふ もの は 三つ 蒲 園の 花魁で も菰 一 枚 

の 夜 磨で もお のれが 勝手に 身を寶 つて 勤め をす る 者 は 一 人 もね え 親兄弟 や 夫の おせつな い 義理に 

沈める 身體 それ を 思へば 不憫 さに 氣隨氣 俊 . 虽の習 ひと 柳に 受けて 氣に 入らぬ 風 も 素直に 通して 

やった つらく するなら 一 筋に なぜつ らく はしね えの だな まじ 情の 空 泪 今にな つて 何の 事 だ 〇 云 ひ 

てえ 事 も數々 あれ ど 云 へ ば 云 ふ 程 この 身の 恥 若い者で も ある 事 か s: 十に 近い 文 a 故 恥 を 思って な 

.ん にも 言 はねえ 痛え 思 ひのこの 指 は 何所ぞ へ 賫 つて 金に しろえ …… 

この 文 里が やがて この 女に 梅吉 とい ふ 子まで 設け、 根 岸の 寮に 血勞 で^ を 引き取ら うとして ゐる 一 


重に、 ^ちぶれ た^で^ ひに 行く ので ある。 

^時の 芝 S として は 可な りむ づ かしい 性お なり 心理な りで ある。 これ を やり 了せ た 小 圑次は 確に 「名 

人」 であった に相逄 ない。 

小 圑次は 小 S な不 男だった とい ふ。 和 尙吉三 (小團 次の 二役) がお 嬢吉 三と ぉ坊吉 三との ゆ ひ を 止 

めに は ひる^ d にも 「今一 對 のお 二人 は 名に お ふ 富士の 大和 屋 (籴 三郞) に 劣らぬ 筑 波の 山崎屋 (權十 

郞) 髙ぃ 同士の^ 屮へ^ い 仲び をして 高&屋 (小圑 次) が」 だの 「小粒の 山椒の この おれに」 だのと 

言って ある。 その 不 男に はめる おに 默阿彌 はかう いった 皮肉な 役 を^いた のか も 知れぬ。 いつぞや 市 

村 座で， 「三人 吉三」 の 中から、 この 一 重文 里の 件 だけ を拔 いて やる 計畫 があって、 文 里に は 吉右衞 門 

が擬 せられて ねた さう であるが、 私 はこの 役を吉 右衛門 君に やらせた いと は 思 はない。 

文 里 一 重の 揷話 を拔 いた 「三人 吉三」 は、 割下 水 傳吉の 場と 廓 裏 大恩 寺 前の 場との 速 絡に 於いて、 

或隨の 不都合 を 生じて 来る。 原作で は 傳吉內 の 場と 直ぐ その 次の 新 吉原八 町 堤の 場との 間に 一年ば か 

り G:n が 立つ になって ゐる。 原作で は 傳吉內 の 場の 幕切れで、 傳吉が 息子 和尙吉 三の 遣いて 歸っ 

た パ兩 を、 格： 十の 外へ はふり 川す と， それが 偶然 そこへ 来た 武兵衛 にぶつ かるが、 傅吉は 全く それ を 

知らない^ になって ゐる。 だから 火 恩 寺 前の 場で、 武兵衞 は 「お金と 云 や あこの 春だった か 土 佐衞鬥 

小山. s:!^^ 集 七卷 戯曲の 內容  六 五 五 


小^ 內薰仝 集 七卷 戯曲の 內容  六 五六 

爺い が 門 = で 思 ひがけな く 拾った 百兩 ほんに 夢に 牡丹餅で それ を贷し 出し 金が 殖え 馑か 一 年 立つ か 立 

たぬ に！.. in 兩位 はいつ 何時でも 內に 遊んで ゐる やうに なって」 と 言って ゐる。 

揷 話を拔 いた 「三人 吉三」 では、 この 不都合 を かう いふ 風に 直して ゐる。 傳吉內 の 場で、 傳 吉が武 

兵 衞 に n 兩ぶ つける と 武兵衞 は 喜ん で それ を 持 つ て 齪け て 行って しま ふ。 格子の 所で それ を兑 てゐた 

傳吉 は、 金 を 持 つて 行った のが 和尙吉 一一 一でなくて 武兵衞 だ つたのに 氣 がっくと、 直ぐ その 跡 を 追 つ か 

ける。 ^いて 大恩 寺 前の 場になる と、 武兵衞 が 百 兩包を 持って にこに こしながら • 「犬 も 歩けば 棒に 當 

る」 とか 今年 は 好い 正月が 出來 ると かいふ やうな 事 を 言って 出て 來る。 するとお 坊吉 三が 小 蔭から 出 

て來て その 百兩を 奪って しま ふ。 武兵衞 がが つかりして は ひって しま ふと、 お 坊は金 を 懐に して 悠然 

とそ s 場 を 去らう とする。 以前から 樣子を 窺って ゐた 土左衛門 傳吉が これ を 呼び留める。 あとは^ 作 

逸りの 段取りになる ので ある。 

この 方が 戯曲の 進行 も 早い し、 時間 の 緊縮 もあって 妤 いと 思 ふが、 第二の 丁字 屋が ない S に、 わ 坊 

が楚 ふ百兩 も傢吉 が 欲しがる 百兩も 同じ 目的 (木屋 再興の 爲) であると い ふ 事が 分からな いのは 默 W 彌 

の 技巧の 爲に殘 念で ある。 原作 通りに 通して やれば 全く 同じ 使 ひ 道の 金の 爲め、 一人の 人が 一人の 人 

を あやめる 事になる ので、 そこに 默阿彌 一 流の W 緣 悲劇 を もっと はっきり 見る 事が 出來 るので ある。. 


一 ^文 ffi の 件を拔 いた 「三人 吉三」 iT 餘程 原作から 兑れ ば、 筋の 複雜を 減じて ぬる わけ だが、 そ 

れ でも 何 ギ前 かに 大阪で やった 時には (多分 故の 齋入、 常時の 右國 治が やった のであった) 土地の A 

に 分かる やうに S 筋 を 1 早 純に した さう である。 傳吉內 の 場で、 おとせと 十三が 奥へ は ひると、 二人の 

影が^: 子に うつる、 それが 二つと も 犬の 形に なって ゐ たとい ふの も" その 時の 工夫だった さう である。 

(^作に も 吉祥 寺の 墓地で 和尙吉 三が お とせ 十三 を 粒す 前に 水盃 をさせる と 「兩人 犬の 思 ひ 入れに て 

逭 ひ^り 水を飮 む」 と ある) 

火 坂と.； へ ば、 五六 ハキ 前に、 今の 左團次 君が 源 之 助 丈と 高麗 藏丈 (今の 幸四郞 丈) と 一 緖 に大阪 へ 行 

つて、 この 狂言 を 出した 事が ある。 その 時 私 も 一 緒に 大 坂へ 行って ゐ たが、 土地の 新聞が 筆 を 揃へ てこ 

の 狂言 を惡く 言つ たのに は 驚 い た "「泥坊 を勸め る 芝居 だ」 と 一 百 つ て 憤慨す るので ある。 「 盜賊 獎勵虔 た」 

と 言って 篤る ので ある。 源 之 助 丈のお 嬢吉 三が 「n: も朧に 白魚の •：：. 」 の 名 臺詞を 胸の すく やうな すつ 

きりした 調^で 一一 一一！： ひ 出しても-褒める 者 はまる でなかった。 私 は そこに 或 意味での 「地方色」 を 兌た。 

私が 默阿彌 物 を^んで いつも 感心す るの は、 その 詞の 美しい 事で ある。 雅語 俗語 を 自在に な ひ 交ぜ 

て、 桢 めて，；：： 山な t 五 調 を 操って 行く 所に、 -私は 平：^ 詩人の 俤を さへ 見る。 例へば ぉ嬢吉 三の 「H も 

朧 に，：：^ の …… 」 だの、 和尙吉 三の 「い、 や 退 がれぬ 二人の 衆 …… 」 だの は、 その 場の 愦景 を盡 した 
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名臺詞 である。  . 

次に 私が 感心す るの は、 美しい 人情に 豐 富な 點 である。 この 戯曲の 場合に 於いても 和尙吉 三が 金 を 

父 傳吉の 許へ 持って来る 所 だの、 文 里の 女房お しづが 文 里と 一 重の 間に 出 來た子 を 世話す る 所 だの， お 

坊ぉ孃 が 和尙に 義理 を 立てて 自殺 をしょう とする 所 だの、 和尙が 畜生道に 落ちた 弟妹 を 手に かけて、 こ 

れ をお 坊ぉ孃 の 身代りに 立てよう とする 所 だのに、 默阿 彌は數 種別 様の 现想的 人情^ を^せ てゐ る。 

次に 私が 感心す るの は， 默阿彌 が 作った 舞臺 面の いつも 繪畫 的に 美しい 事で ある。 序幕の 大 川端で. 

「島 ra 蟹 振袖」 のお 蹉吉 三と 「吉 の字菱 の紋附 の著附 五十 日鬉火 小の 挤へ」 とい ふお 坊吉 三が 白刃 を 

合せて ゐる 所へ， 「^の 腹掛 股引 どてら 枰 天頰 冠り」 の 和尙吉 三が 駔 けつけ、 二人の 刀を紗 天 で 押さへ 

て、 その上へ 突っ立ち * 「三人 急 度 見得」 をす る舞臺 だの、 吉祥 院の 場で 和尙吉 三が おとせ 十三 を 殺し 

に は ひった 後で、 ぉ坊吉 三が ひとりで 述懐 をして ゐ ると、 大簡 間の 天人の 彫物が 外れて、 そこから お 

孃吉 三が 顔 を 出す 光景 だの、 火の見櫓に 雪の 降る 舞臺を 前にして、 雨花迠 から 「顿 冠り 尻 端折 大小ぶ 

俵 を 冠」 つたお 坊士 1： 三と 「ほう 冠り 捿を 端折 絲 だて を 著」 たお 孃吉 三が 出て 來て淨 ^璃の 三味線 を 合 

方に、. 割臺詞 を.； 父 互に 言 ふ 所 だの は、 一 度 見たら 忘れられない 美しい 繪畫 である。 

默阿彌 が 作劇の craftsmfsship に 秀でて ゐた事 は、 この 「三人 吉三」 の 吉祥 院の場 を 初から 終まで 


見る とよく 分かる。 一場 一場と 段々 に 重ねて 來た あの 複雜 極まる 筋 を、 この 一幕で 實に 鮮明に しかも 

實に. GE 然に 解決 をつ けて ゐる。 吉祥 院は 「三人 吉三」 の 中で 最も 傑出した 一 幕で あると 共に、 默阿^ 

の 11 ての 剌の 中で も：^ も 優れた 場面の 一 つで あらう。 

S 「五 大 力」 

r ェ 、しんきな、 よう 文 を 寄く では ある ぞ。」 

これ は 「五 火力 戀滅」 の 第二 幕 第二 場で、 小 萬が 源 五兵衛へ 手紙 を 書く 前に 言 ふ臺詞 である。 同じ 

錢 曲の 笫 一幕 第二 場で、 小 萬 は 箱 廻し の彌 助へ 當 てて、 旣に 一度 手紙 を 書いて ゐ るので ある。 

「ェ 、しんきな、 よう 文 を 書く 事で は ある ぞ。， I 

この 一 句に 作者の 常識から 來た 小心と 臆病と がよく 現れて ゐる。 おのれ を 知る 事の 深き に 過ぎた 作 

者. に、 曲 巾の 人物 を 通して、 同じ 芝居で 同じ 人物が 二度 手羝を 書く とい ふ 作劇術の 拙な さを兑 物に 詫 

びなければ 氣が濟 まなかつ たので ある。 

並木^ 瓶 は 飽くまで も 常識に 富んだ 狂言 作者で ある。 飽くまで も 理知に 徹した 狂言 作者で ある。 彼 

の 作に は 荒^無^がない。 彼の 作に は 怪奇 妄誕 がない。 彼の 作に は 日本の 古 劇に 珍しい Kationality が 

ある、 it2scllilhk-=i が ある。 
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. 五瓶の 頭腦が 如何に 常識的であった か は" これ を些 末な 舞薹的 技巧に 兌ても 直ぐ 分かる。 例へば" 

「五大 力」 の 殺し 場で、 三 五兵衛が 一度 源 五兵衛の 兇刃 を 逃がる る 順序で ある— 

源 五 丘 ハ衞是 より 二階へ 上る、 是 にて 三 五兵衛い ろく 冇て長 持の 上へ 上り、 うろた へ て，：^ ふへ 

おちる、 源 五兵衛 さぐり 寄て、 長 持へ あたり、 i を 明け、 內を ぬき 身に て 突た てる、 中に も W ぬ 

ゆ ゑ. こなしあって 下へ おりる。 此內三 五兵 衞は長 持の 向 ふより 顔 を 出し. あや ふい 仕 打よ ろ 敷、 

源 五兵 衞は 下へ おり 方々 見廻し、 暖簾 口 を 伺 ひ 伺 ひ、 奥 を たづね る こなしに て 這 入る、 此内三 五 

兵 衞は長 持の 向 ふより、 そろ/、 は ひ 出して、 ほっとた め 息をつき、 いろ/、 を かしみ (中略) 

褥 五兵 衞 表へ 出ようと して こなしあって、 長 持の 蓋 を 向 ふへ はねた 思 入に て、 長 持の 向 ふの 心 元 

なき こなしに て、 行燈を 下げ、 ぬき 身 を 持って 二階へ 上り か &る、 これにて 三 五兵衛び つくりし 

て、 うろ/、 して 居る、 源 五 丘ハ衞 行燈を 梯子の 中段に て 取 落し、 まつ 暗にな つたこな し、 、源な 兵 

衞 さぐり もうて 二階へ 上る、 三 五兵 衞 うろた へ、 長 持の 中へ 這 入る、 源 五兵 衞は長 持のお  1 を 乎 前 

へ はねて 長 持の むか ふ を 刀に て 突いて 見て， 向 ふに も 居る 故、 是非な く 下へ おりる ：… 

この 細に 行き 屆 いた 「段 どり」 は、 今日の 吾々 から 見ても、 悉く 「现窟 に 合って ゐ る」 ではない か。 

五瓶の 常識 は、 可な りに 夢幻 的な 舞臺 上の 技巧に も、 最後に 合理的な M 決を兑 せなければ 滿 足しな 

かった。 五瓶の 他の 戯^ 「隅 田 春 藝者氣 質」 に、 米屋の 丁稚 長吉が 姉の 難 俵 を 救 はう として^:. S り 金 


の. に 忍 ひ惱む 場面が ある。 折から 二 ト三夜 待で、 隣り の 家から 「ひらがな^ 衰記」 無 間の 鐘の 段 

の淨 S? 璃が 聞え て來 る。 長吉 はふと 梅ケ 枝の 故事 を 思 ひ 出して 觀昔天 王 を 念じながら * 有り あ ふ 柄杓 

を 取って 緣 先の 手水 鉢 を 打つ I に 

ト どんと 釣鐘 鳴る、 長吉 びっくりして、 

「ャァ /、今の はたし かに 鐘の 昔、 そんなら 一 心屆 いて 無 の 鐘 は。」 

と、 喜び勇んで 签を 仰ぐ ので あるが、 それ は 無 間の 鐘ではなくて、 唯 金子 調達の 逼迫 を 吿げる 「上 

野か淺 草の 時の 鐘」 なので ある —五瓶が 斯 かる 趣向 を ここに 川 ひたの は、 お 吉に扮 する 役者が 「無 

間 鐘」 の 所作 を 得意と する 瀨川 菊之丞 であった^ に 相違な いが、 さう いふ 人爲 的な 趣向 本位の 場合に 

も、 彼 は^いつ もの 「常識」 を 忘れなかった ので ある。 彼が 舞臺の 上に 或は 本 馬 を 要求し (^原 氏 「近 

世 H 本 演劇 史」 六 ra: 四面 參照) 或は 本 ^を 要求した (「五大 力 戀絨」 の 大詰) の も、 決して 偶然で はな 

いので ある。 

常識と 现 知と に 富んだ 作家が、 藝 術の 表而的 形式に 新しい 道 を I! 柘 した 例 は、 洋の 東西 を 論ぜす、 

吾人の^ 藝術 史上に 遒 遇する ところで ある。 並木 五瓶 も亦寶 にか かる 作^の 一人であった。 五瓶 は始 

めて 一日の 狂言 を 一番 目 二番目に 分け. たとい ふ。 五瓶 は 始めて 正本 を 十三 行に 記した とい ふ。 五瓶 は 

始めて 戯曲の 段落に 「何々 の 場」 とはいた とい ふ。 五瓶 は 始めて 「顔 寄せ」 を；.：；： つたと いふ II 常識 
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的な 作家に、 藝 術を敎 化の 具と して 見る 傾向の ある 事 も、 古人 r 東； a に 例が 少 くない。 並木 五瓶 も亦實 

にか かる 作家の 一 人であった、 彼の 作った 一 人物 伊藤 勘 4- 郎は 「隅 田 春 藝者氣 質」 の 中で かう 言って 

ゐる —— 

ィ ャサ此 芝居と いふ もの は、 すべて 世間の はやり 事 を 取組んで 狂言に する、 又お 染久 松、 八百屋 

お 七、 古手 屋の八 郞兵衞 とやら、 殊に 去年の 春の 五 人 斬 (「五大 力」 の 事なる べし). 呰 根が 色事よ 

り 共 身 を粜し 恥 を さらし、 親兄弟に 難儀 を かける、 如何に 若い とて、 芝居 をつ い 慰み 只 狂言とば 

かり 見る は、 無心む だと 云 ふ もの、 勸 善懲惡 それぐ に、 サ すれば こそ 萬 代 不易 太平の 道具、 W 

書五經 より 早 <f ロ點の 行く 近道の 學問、 其 身に 引 くらべて 兎角 謹む のが 肝要、 夫 をう かくと 跡 先 

の辨へ もな く 腹 立 紛れに だまされた 欝憤に 斬る、 サァ長 桐の 狂言 も、 つん まる 所は惡 人 亡びて 善 

人世に 出づ る、 六 段 目の 思案が 大事で あらう がナ。 

五瓶の 著作に 「戯 財錄」 と 題す る Dramaturgic めいた ものの あるの も、 この 作者の 常識と 理性と に 

富んで ゐた 證據の 一 つで ある。 私 は 不幸に して、 まだ この 書の 全部 を讀 了す るの 機會を 得ない が、 ^ 

原靑々 園 氏に 依って、 「近世 日本 演劇 史」 (六 四 五 面) に 引用 せられた 二三の pri-lcipl さ を 兌て、 私 は そ 

れ らが泰 S1 作劇術の 眞髓 にさ へ 可な りに 觸れ てゐ るの を 驚いた —— 

筋 (plot) は 骨、 仕組 (construction) は 肉、 せりふ (Dialogue) は 皮な り. 骨肉 K の 三つ 連 足す- d 


ば 名作と しるべし。 時代 は 骨太になる がよ し、 御 家 は 肉み ちた るが よし、 世話 は 肉薄き がよ し。 

何れ 一 場に 限らす、 # より 肉に 渡り、 連 足して 皮 を 洗 ひ、 見よ くせ ざれば、 一 人の 美男 美女 は 全 

からす。 是 までの 當り狂 一一 一一 r を 見ても 考へ 見るべし。 

常識と 合理と は 並木 五瓶の 長所であった と共に 又 彼の 短所で もあった。 

彼は餘 りに 看客の 理解力 を-顧慮した 爲に、 屢 無駄な 場面 を 作らなければ ならなかった。 「五大 力」 の 

序幕お  一^  ：ぉぱ 戀山 g」 の 序幕 第一 場な どが それで ある。 彼 は 或 人が 或 場所へ 訪ねて 來 るの を、 そ 

の 門 を は ひる 所から 下駄 を 脫" ぐ 所まで 見せなければ 滿 足しなかった ので ある。 

彼の 描いた 人物に は 「誇張」 がない と 同時に 「力」 がない II これ を 「五大 力」 の 三 五兵衛、 彌助 

に 見ても、 これ を 「隅 田卷」 の、 源 丘 ハ衞、 長 冗 郞に 見ても. これ を 「富 岡」 の 九十 郞、 藤 兵衛に 見ても、 

彼の 描いた 粟漢 は、 いづれ も^ 通の 人？ 1 らしい 「笑 ひ」 や 「恐れ」 を 持って ゐる。 これ を 南北の 描い 

た 伊右衛門 や 默阿彌 の 描いた 長 庵に 比べて 見る と、 彼等 は 殆ど 「善人」 である。 それ 故、 五瓶の 書い 

た 惡漢に は 何等の 惡漢 らしい 「力」 がな. S1 - 「惡」 の 蒸溜がない、 「惡」 の 精 素がない、 「惡」 の象徵 

がない。 世話に 碎 いて 言へば、 「凄み」 がない。 

( 「五大 力」 に 於け る 源 五兵衛の 性格が 稍暖 味に 見える の も、 この 作者に 誇張がない 爲の 結果で は 

ないかと 私 は 思 ふ。 如何に 無骨な 侍で も 兎に角、 王 人に 供して 花柳の 巷へ も 出這入り する 男で ある。 「お 
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この をお 尋ねた された は、 H  、扨 はお 馴染と やらの 御用 向かな」 とい ふやうな 訶ゃ、 「ィ ャィャ と 

もに、 色情 は、 はかられぬ ものと 承る」 とい ふやうな 詞を 彼が 三 五兵衛に 向って 吐いた とて、 決して 

そ れ が 不自然 だと は a はれない。 主人の 不興 を 蒙って. 「今まで は 主人 もち、 今齊 から は 浪人の 源： A 兵 

衞、 あすの 晝 まで、 ァ 、ま、 よ」 と 小 萬と 濡れになる 所 も、 その 位な 事 はあり さう に 思 はれる。 しか 

も 源 五兵衛の 性格 を瞹昧 にす る 所の もの は、 寶に これらの 諸點 なので ある。 思 ふに， 五瓶の 諸人 物 は， 

餘 りに 前後 を 顧慮す るが 爲に、 却って 自らの 確實性 を 失 ふので は あるまい か。) 

五瓶の 描いた 人物に は、 理知が あって、 情 熟がない … - これ を 「五大 力」 の 源 五兵衛 小 萬の i! ほに 

見ても-これ を 「富 岡」 の 小女郞 干： 屋 新兵 衞の關 係に 見ても. 常に 情熱より は 理知が 力 を 持って ゐる。 

戀 愛より は 義理が 勝って ゐる。 例へば 玉屋 新兵 衞と小 女郎との 第一 邂 _返 などの 如き、 次第によ つて は 

見る 人 を 悩殺せ ざれば 止まぬ 底の 鼢 めかし き舞臺 光景 や-作りながら、 しかも 砂 を^むより^^ 無味な 

男女の 接觸を 見せて ゐ るので ある。 

これ を 要するに、 五瓶の 作に は檢 束が あって 奔放がない。 小心が あって 火膽 がない。 常 II があって 

天才がない。 冷たい 理 があって、 火の 如き 情がない。 彼が 狂 一一 一一 〔作者に 對 して 定めた 「五ケ 條の i^J に 

於て、 「大 たん」 を 第 四 位に 遛 いたの も 亦 故な きに 非す である。 (一， 作者 もお ろし」) 

五瓶の 作で 活版に 附せら れてゐ る もの は 私の 知る 限りで は- 「隅 田 春 藝者氣 13:」 (梅の. a ぉ衞の 狂言) 


と 「富 岡^ 山 11」 二人 新兵 衞の 狂言) と 「五大 力 戀狨」 とだけ である。 前の 二つ は 縫帝國 文庫 博 文 

館) の 脚本 傑作 集下卷 にある。 「五大 力」 は 同じ 脚本 傑作 集の 上 卷に牧 めら れ たものと、 名著 文庳 {:3 

山 房) 卷の 十と して. 官崎 三昧 氏 校訂の 下に 出た もの (この 名 題 は 「春 花 S 大力」 となって ゐる) と. 

古くし がらみ 草紙の 附錄 (「古典 遺聲， 一) として 連載され たものと、 かう 三種 ある。 第一 の もの は * 上方 

本で、 五瓶が まだ. y 戶へ 持って 登らない 前の 臺帳 である。 第二の もの 第三の もの は、 共に 五瓶が， 江戶 

へ來 てからの 脚本で あるが、 ^崎 氏 校訂の それより は、 しがら み 草紙 連載の それの 方が、 所謂 「白 藤 

本」 に 近い やうで ある x 都 傳內座 初演の 折の 臺 帳の 寫 本で、 白 藤本と 稱 せらる る もの を、 私 は 伊原 靑 

* 園 氏から 惜 りて 讀む 事が 出来た。) 宫崎本 は 官憲 を 憚った 爲か、 淫 りが ましき ト書 ゃ臺詞 の、 殆ど 總 

て を 失って ゐる。 

活版に なって ゐる だ铳の 三つの 戯曲 を 比べて 讀んで 見る と、 流石 名の 高いだ けあって、 やはり 「五 

大力」 が 一番 優れて ゐる。 「隅 ^ 春」 の 三 幕 目 (梅の. a 兵衞の 家) に 於け る 苦しい 人情の 可な り 禝雜な 

心理 描寫 だの. 「富 岡」 の 叫 幕 目 (玉屋 新兵 衞の 家) に 於け る 妙手 を 極めた 舞 裏技 巧 だのに は 吾人の 大 

に舉 ぶべき 點が あるが、 しかも 全體 より 言って、 この 二 作の 冗漫 は、 到底 「五大 力」 の 緊縮 を敲 とす 

る 事が 出来ない。 

「五大 力」 に は sot の單 純が ある。 小細工な 技巧がない。 劇の 發 ^ から 生やる 舞臺 技巧 はあって も- 
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小山 內薰 全集 七卷 戯曲の 內容  六 六 六 

舞臺 技巧から 生やる 發展 はない。 「K 大力」 が！ A 面目な 藝術 として. 「隅 田 春」 や 「富 岡」 に 優る 所以 は、 

卽ち そこに ある。 

「五大 力」 の內に は， 今日の 舞^監督 でも、 創作 慾 を 刺戟され さうな 面白い 舞臺 面が ある。 例へば 序 

幕 第一 一場なる 洲峪 桝屋の 光景で ある— 

本 舞臺三 間の 間 二重 舞臺、 見 付 一 面 腰 障子、 臆病 口の 方 仕切の まひら 戶， 裹 所の 體 にて、 愛に 料 

理番 まな 板に 向 ひ、 料理して ゐる、 下^ 大勢 働いて ゐる、 こなた は 中の^の 體 にて、 方々 に 丸 行 

燈 ともし、 愛に 籴吉、 淺香、 藝 者の 柿へ にて、 三味線 筘に もたれ、 あや をと つて ゐる、 脇に 小 萬 

も藝 者の 挢へ にて、 硯 箱を控 へ、 行炝 にて 文 をお いて ゐる、 おちよ、 お 何、 仲お の拊 へまへ だれ 

かけ、 铫子を か へ に 來てゐ る。 

日本の 蓠 劇が 從來 この 場面 を どうい ふ 風に 演出して 來 たかを 暫く 忘れて、 唯 この ト書 のみに ついて * 

或 一 つの 舞臺を 想像して 兑 ると、 そこに は 舞 臺全體 の 組立に も、 光線の 使 ひ 方に も、 諸人 物の 位蹬 姿 

勢に も、 群衆の 運動に も、 衣裳の 色彩の 配合に も餘程 興味の ある 研究が 出来さう である。 二 幕 目の 第 

一場 大和 町 貸 座敷 住の 場 (塵 深い 源 五兵衛の 侘 住居へ 花の やうな 小 萬が 訪ねて 来る 所) も舞蕞 監督の 

野心 を 刺戟せ すに は 置き さう もない 面白い 舞臺 面の 一 つで ある。 

併しながら 作者 五瓶 は、 この 「五大 力」 に 於いても、 尙且： 大 性の 躬點を 避ける 事が 出来なかった。 


作者 は 運命の 理路の み を 探って、 人 問 の 魂 を 焖 まう としなかった。 丘 ハ衞も 小 萬 も 三^ 丘 〔衞 も、 畢 

^^ら 勅く 「人 i!J ではなくて 作者に 操らる る 「人形」 であった。 作者 は 舞 祭の 上の み を して、 

決して 舞^の 裏 を 兌ようと しなかった。 小 萬の 母 や 源 五兵衛の 許嫁の 如き^ 景的 人物の^ 現が 稀薄な 

の も 誠に やむ を 得たい 事で ある。 

五瓶が 寬政ヒ 年の 正月に、 江戸の 都 座で 場に の ほした 「江 戶砂 子慶贫 我」 の 二番目 「五大 力 戀絨」 

は、 その 前の 年の 二月に 大阪の 中座で 板に かけた 「島 廻戯聞 書」 第 四 齣 (曾 极崎五 人 切) を、 作者 自 

身が. 江戶 向きに ，1 き l)t した ものである。 或 戯曲が その 作の 生れた 地方から 或 他の 地方へ 移されて 演ぜ 

ら るる 時、 場所 や 人物の 名 や 筋の 一部が、 その 移された 地方に 適 ふやう に 改作 せらる る 例 は、 日本の 

國內 ばかりでなく 歐羅 HJ 各國の 間に も餍 兌ら れる 現象で ある (例へば アン リ ， ラヴ ダンの 「決闘」 が 

倫敦で 演ぜられた 時、 原作の 舞臺は E 里で あるの を、 悉く 倫 敦に引 直して しまった 場合な ど )- かう い 

ふ 場 介に 批評家 は その 戯曲の 眞の價 値 を 知るべく 原作 改作の いづれ へ 行くべき であるか。 それ は 答へ 

すと も 分かり切った 事で ある。 併しながら、 五瓶の 「五大 力」 の 場合 は、 或 國の或 戯曲 を^ 作者なら 

ぬ 他の 人が 他の 國へ 移植 (飜 案) した 場合と は 大に趣 を 異にして ゐ る，. 「五大 力」 の 江戸 本 は、 同じ 題 

村 を 一 一度 取扱って ゐ ると いふ だけで、 上方 本と は 全く 離れた 五瓶の 別な 創作と 見て 差 支ない。 併しな 

がら、 こ の 戯曲の 上方 本と 江戶 本と を 比較して 見る 事 は adaptation の藝 術的惯 を 知る 上から 言って 
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も 五瓶が 作劇術 の 變 化發展 の 跡 を 知る 上 から 言 つても、 吾人 作劇の 舉 生に とって、 決して 無益な 爲事 

ではない。 

曾 根 崎が 洲崎 になって ゐる 事、 勝 間 源 五兵衛が 薩摩源 五兵衛に なって ゐる 事、 菊 野 r 事實の 名) が 

小 萬に なって ゐる事 ..... さう いった 些末な 相違 は、 今 ここに 述べて ゐる暇 もない し、 又 調べて 1 ^る 興 

味 もない。 私 はいきな り 戯曲の 中へ は ひって 行く —— 

序幕 第二 場。 ここの 幕 明きの ト書を 見る と、 上方 本で は藝者 達が 「指す まふ かき 引の やうな 事 をし 

て 遊んで ゐる」 事に なって ゐる。 江戶 本で は 「三味線 箱に もたれ、 あや をと つて ゐる」 ^になって ゐ 

る。 かう いふ 點 にも、 上方と 江戸との 相違が あるので あらう が、 私に は その 區 別が よく 分からない。 

唯 「あや をと つて ゐる」 方が、 「指す まふ」 (「かき 引」 とい ふの は 何の 事 だか 分からない) をして ゐる 

より、 藝者 らしくて 好 ささう に 思 ふだけ である。 

同じ 場の、 源 五兵衛が 小 萬に 色に なって くれと 頼まれる 所で、 江戶 本に は 「色ぢ やと は、 どうも は 

や *( ト小 萬が なり を兒 て) 餘り 馬鹿々々 しい」 と あるが * 上方 本に は 「どうも はや 今の やうな こ ッ恥か 

しい 事 は， (ト我 姿 を 見て) 餘り 馬鹿らしい」 と ある。 これ は 「我 姿 を 見て」 の 方が 而白 い。 

同じ 場の 道具 變り。 上方 本で は、 三 五兵衛 その他が、 馬鹿 殿の 千 太郞を 煽動して 源 五兵 衞を 遠ざけ 

る 相談 をして は ひる。 と、 その 跡へ 菊 野と お市 (小 萬と おこの) が 一寸 出る 事に なって ゐ るが、 これ 


は. ば 尸 本に は 全くない。 江戶 本で は 三 五兵衛に 恥賂を 貰った 箱 廻し の彌 助が 一 人 续 つて 「^ ひがけな 

いこのお 金 …… どり ゃ假 宅の 嬙ァ にあって こよう か」 と 花 逍へは ひるの が、 道具 變り のきつ かけに な 

つて ゐる。 ここ は 勿論、 江戶 本の やうで なければ ならぬ。 上方 本で 女 二人 を 出した の は、 無意味で も 

あれば、 無駄で も ある。 

お 二 幕 第一 場。 この 幕 明きに、 源 五兵衛が 侘 住居の 門口で 踊って ゐる物 貰 ひ (「てん/、 天 滿の 御于 

の^ 袖、 鈴 を袂に ひい かへ た …： 」 などと 唄 ふ) は、 上方 本 を 見ても、 江 戶本を 見ても 同じで ある。 

これ はこ こに 當て はまる. 江戸 式の 物 貰 ひが、 作者に 一 寸 見つからなかった ので、 元の 儘 にして 置いた 

ので はない かと 思 ふ (歌 を^ても、 この 物 貰 ひが 江 戶の物 貰 ひで ない 事 は 想像され る)。 これ は 作者が 

この 戯曲の 舞臺 を. 江戶に 改作し 切れなかった 一 例で あらう。 

：! じ 場に、 家主が 持って来て くれた 澤陁 を" 源 五兵衛が 引窓の 紐に 結びつけ 「ぶらさげて 遛く」 所 

が ある。 ここで 家、 王の 言 ふ 口 合が、 上方. 本に は II 

出 來た杳 の 物が、 八幡 場のお はや を やって ゐ るので、 內は の 闇と なりに けり。 とほ！？ 璃 にて 云 

ふ。 ハ、、 、 、ドレ 火 を燈 して 上 ませう。 

と ある。 これ は 一一 一一" ふまで もな く、 上方 淨^ 璃の 「双 蝶 曲 輪 日記」 の 八つ n  (所謂 「引窓」) を 利かし 

たもので ある。 然るに， 江戶 本で は、 ここの 口 合が —— 
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家主 「なる 程 さう 結びついて 笸 いて は、 氣遣ひ は厶ら ぬ、 是が 彼の むすびく と澤庵 さう にハ 、 

、 、、 いや これ は ひやう ひゃく、 引 まどへ 澤庵 ゆうて おくと、 先づ 第一 盜 人の 用心に 成 升る。 

源 五 「ハテ それ は なぜか。 

家主 「ハ テ盜 人が、 ひょっと 引窓から はいらう とすると、 下で 澤 あんわん となき 升る。 ハ 、ゝ、 

どれ 火 をと もして しんぜ ませう か。 

と ある。 言 ふまで もな く 「むすび/、 と澤庵 さう に」 は 「娘々 と澤山 さう に」 の 地口で ある。 「引窓」 

のし やれ を 「手 習 子」 の 口 合に e した だけで、 上方の 氣分 をす つかり 江戶 にして しまった 作者の 氣鸫 

は、 誠に 敬服に 價 する。 この 件 は 作者が adaptation に 成功した 場合で ある。 

ー體、 この 作者 はしゃれ が 巧い。 そして、 そのし やれが 悉く 理窟に 合って ゐる。 この 作者が 理知に 

長け てゐた 一 面の 證據 はこ こに も 見られる。 彼の 他の 作の 中から、 一 ニニの しゃれ を拔 いて 兑 よう I . 

〇 中氣 病の 夜這ぢ やない が 立たない ぞ/、 。(男が 立たぬ とい ふ 意味の 臺詞、 「富 岡戀出 II」 ソ 

〇 孝行と は 雷 干か澤 庵、 もう 奈良漬 は 酒臭 さうて、 もう 行けぬ/、。 (酒に 醉 ひしれ た道樂 者が、 

親 へ の 孝行 を 忠告され た 時の 返事。 「富 岡戀山 開」) 

〇 ハテ思 ひ內 にあれば にきび 顔に 現れる ぢゃ。 (色 氣づ い た 青年が 、人に ひや かされた 時の 返事。 

「隅 田 春 藝者氣 I 只」 


同じ 場で、 源な 兵 衞が三 K 兵衞の 秘密 (上方 本で は 猛虎の 釗、 江戶 本で は 龍 虎の 呼子の 一 件) を 色 

じかけ で 採って くれと 小お に 頼む ところが、 、江 戶 本に 依る と —— 

源^ 「打明けぬ 所 を 明 さすが そなたの はたらき。 

小 萬 「源 五兵衛さん 

源 五 「ャ 

小せ：： 「わたしが 心 は 

で、 例の 五大 力の 件になる ので ある。 然るに 上方 本 を 見る と、 ここが —— 

源 五 「打 明す がそな たの 働き。 

菊 野 「命に 懸けて。 

源 五 「スリ ャ帶絲 解く 氣ち やな。 ト こなし。 

菊 野 思 入 有って、 三味線と 硯箱を 取って 來て、 三味線 を 出し、 裏 皮へ 「五大 力」 と 書く …… 

とい ふ 事に なって ゐる。 私 はこの 「スリ ャ帶鈕 解く 氣ぢ やな」 とい ふ臺詞 に， 最早 主人に 對 する 忠 

義の爲 にも、 情婦の 肉體を 犠牲に する 勇 氣も なくなって しまって ゐる、 源 五兵衛の 無意識な 「未練」 

を 請み 取らう と 思 ふ。 そして、 やがて 起る 大 悲劇の 精神的 準備 を、 早く ここに 見て 遛か うと 思 ふ。 こ 

の 意味に 於いて、 私 は 上方 本に ある この 臺詞を 是非 江戶本 にも 加へ たいと 思 ふ。 
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小山 內薰仝 集 七卷 戯曲の 內容  六 七 二 

第二 幕 第二 場。 三 五兵衛が 計略で 小 萬 を 欺. いて、 源 五兵衛に 愛想 づ かし をさせる 件で、 國 元から 來 

た 源 五兵衛の 家來 (上方 本で は 八左衞 門、 江戸 本で は 八右衞 門) が 源 五兵衛の 兄を裝 ふの は、 上方 本 

も 江 戶本も 同じ-ご あるが、 上方 本で は その他に 仲居と 駕籠 屋とを 頼んで、 これ を 源 五兵衛の 許嫁な ぎ 

さと 國 元の 役人 喜 集 院喜平 太と に 仕立てて、 小 萬 を 義^ 責めに する 事に して あるのに、 江戸 本で は 三 

五兵衛の 奴 土手 平 一 人 だけ を國 元の 役人 堤惣 右衛門に 仕立てて 出す 事に して ある。 ここ は 實際を 想像 

して 兑て も、 舞臺の 人物の 配合から 言っても、 舞 裏 効果の 緊張から 言っても、 なぎさの 贋物な ど は 出 

さない 方が 好い。 仲居の 扮 した 振袖 娘が、 菊 野 程の 女に 見破られな いのも 不思議で ある。 尤も、 その 

點で、 江戶 本の 土手 平 も 小 萬が 顔 を 知らない 道理 はない やうに 思 はれて、 ひどく 覺 束ない 氣 がする の 

である。 この 一 場の 技巧に は、 なぜか この 作者の いつもの 理性が 全く 働いて ゐな いので ある。 舞臺は 

少し 寂しくな つても、 八 右衛門 一人 だけ を 使 ふ 方が、 私に は 一番 頷け るので ある。 

同じ 場で、 八 右衛門が JI つてし まつてから、 上方 本で は 三 五兵衛が 菊 野 を 奥へ 連れて行かう とする 

と、 女が 先き へ 行けと 言 ふので、 直ぐ 一人で 奥へ は ひる (それつ きり 三 五兵衛 はこの 場へ 顔 を 出さな 

いので ある、 そして 次の 次の 場で は 同志の 伴 右衛門と 他の 茶屋で 酒を飮 んでゐ るので ある。 ここらの 

^^が、 上方 本で は甚 しく 曖昧で ある) だけの 事に なって ゐ るが、 江戶 本で は、 それから 小 萬が 瘤 を 

起す ので、 三 五兵衛が これ を 介抱す る 所が ある (白 藤本 或はし がらみ 草紙の 「古曲 造聲」 によると、 


^を.！：； I 分の 齒で 嚙んで やったり、 女中に 蒲團を 持って来させて 敷かしたり、 色々 いろつ ほい 科が こ^ 

にある ので あるが、 せ" 崎 本に は それらが 悉く 削られて ゐ る)。 そこへ 同志の 伴 右衛門が 來て、 無理に 三 

五兵 衞をニ 賠 へ 連れて 上がる^ になって ゐる。 上方 木で は、 あとに 松坂屋 とい ふ ものが あるから、 こ 

こに 伴 右衛門 を 出す 必要がなかった ので あらう。 ここらの 相違 は 唯 後の 場の 都合から 來てゐ る だけの 

事で、 いづれ も 必然的の 惯攸 はない。 

三 五兵衛が 奥へ は ひると、 小 萬 は 直ぐ 茶屋 を 走り出て、 源 五兵 衞の 家へ 駔 けつけ ようとす る。 そし 

て 茶 M の 女房 に^められる。 上方 本で は 「ト 此內雨 車に なり。 さき 「夫で もァレ 7、 雨 も 降る し、 今 

夜は嫒 しにして …： 」 とあって、 もうこ こで 雨が 降り出した 事に なって ゐ るが、 江戶 本で は 箱 廻し の 

彌 助が 「傘 下駄が けにて」 出て 來 るまで は、 雨が 降る 事に なって ゐ ない。 些細な 點 では あるが、 ここ 

は 上方 本の 方が 注意 深く 害いて ある。 

小 萬が 源 五兵衛へ 文 を 書く 所で、 上方 本で は^きながら なんにも 臺詞を 言 はぬ 事に して あるが、 江 

戶木 では 書きながら 獨白を 言 ふ 事に して ある。 そして、 その 獨 白で 手紙の 內容 を^ 示す る 事に して あ 

る。 併し、 獨 白の 文句 は、 後に 讀 まれる 手紙の 文章と つかない やうに、 巧みに 逃げて 書いて ある。 こ 

こは^ 白の ある 方が 好い か、 無い 方が 好い か、 俄に 價 の 判斷を 害く 事が 出来たい。 今の 私 は、 どつ 

ちも惡 くな いと 思って ゐる。 

小山^: 黧佘柒 七卷 戯曲の 内^  六 七三 


小山 內薰 全集 七卷 戯曲の 內容  六 七 四 

源 五兵衛が 再び そこへ やって来る 所 は、 上方 本で は 唯 I , 

向 ふより 源 五兵衛、 尻 からげ、 袖に て 雨 を贾ひ 出て 来る。 此 歌の 內 にて 本 舞 臺へ來 る內、 菊野狀 

を 書き 了 ふ。 源 五兵衛す つと 內へ這 入る。 

とい ふ 丈の 簡單 なト 書で 濟 まして あるが、 江戶 本で はこ こに 巧みな 舞臺 技巧 を 用 ひて ある— 

是 より 時の 鐘に なり、 方々 にて 拍子木 われ 竹 をなら す。 向 ふより 源 A 兵衞、 ほ、 かむ りして、 思 

案しながら 出て 來る。 おくび やう 口より、 桥 太郞、 拍子木 を 打って出て、 花道へ か、 る、 源 五兵 

衞 とすれ 遠 ひに 通る、 源 五兵 衞ふ りかへ り、 番太郞 が 首す ぢを 取て さ^-やく、 桥太郞 びっくりし 

て、 ふるへ ながらうな づく、 源 五兵 衞 拍子木 を収て 打ちながら 往來 をう かが ひ 居る、 番太郞 門口 

へ 來て戶 をた、 き、 ^太 「もうし ちょっと おたのみ 申し 升る^-。 ト はげしく た、 く、 小离 はか 

ま はす 文 を 書いて ゐる。 番太 「內 方に、 さ k の 三 五兵衛 さまが ムり 升る かな。 ト 下の 二階より、 

土手 平お りて 來て 土手 「何 だ、 お 旦那 を たづね る は、 何の 用 だ。 番太 「お 屋敷から 使に 參り 升た 

一寸 爱を 明けて 下さい ませ。 ト いひす て、 いっさんに 向 ふへ かけて 這 入る、 源 五兵 衞は身 ごしら 

へして、 うかが ひ 居る。 土手 「今時分お 屋敷からの 使と は 何の 用 だ。 ト戶を 明けて、 土手 「サァ 

はいらつ しゃい。 ト いへ 共 挨拶な き ゆ ゑ 合點の ゆかぬ こなしに て、 門口へ 出ようと する、 源 五兵 

衞 土手 平が むなぐら を 取る。 土手 「ャァ 源 五^衛 か。 ト びっくり する。 


江戶 本で は、 かう して この 場で 土手 平と 小 萬と 伴 右衛門と を 斬る S* になって ゐ るが、 上方 本で はこ 

の 場で は 唯 菊 野. たけを 斬る 事に なって ゐる。 

第一 S 第三 場ノ源 五兵衛が 小 萬の 宵 を携 へて 自分の 家へ 歸 つて 来る 所で あるが. 上方 本 を 兌る と —— 

すっと ニ茧 舞臺へ 上り、 火 を かき 立て &、 足元に ある 裸 人形 を 見て 踏碎 く、 首 ころりと 落ちる。 

とい ふやうな^ がせいて ある。 この 裸 人形 は、 後に ももう 一度 小道具に 使 はれる ので あるが、 そん 

な ものが どうして 源 五兵衛の 家に あるの だか、 それが 私に は 解からない。 江戶 本に は 全然 こんな 小道 

具 i4%^ つ て .£  ( 。 

ト： 方 本で は、 この 場に は.； ^主が 出ない 事に なって ゐ るが、 江戶 本で は 家主が 駅け つけて 來る 事に な 

つて ゐる。 そして、 上方 本で は 野の 乎 紙が 源 五兵衛に よって 唯一 息に 讀 まれて しま ふ 事に なって ゐ 

るの が、. 江 尸 本で は 源 五兵衛と 家主と が、 裂かれた 文 を繼ぎ 合して、 交互に 讀 みつぐ 事に なって ゐる。 

そして、 その 問に、 家主が 時々 間違へ て は 書き出し を讀 むと いふ 滑稽が 巧みに 織り込ん である。 ここ 

らは、 .江尸 本の 方が 上方 本より、 遙に 作劇の 進歩 を 見せて ゐる。 

上方 本で は、 ここの 道具 變 りに、 代官が 家來を 大勢 連れて 出て、 源 五兵衛の 身代りに 立つ 八 左衞門 

を^す がに なって ゐる。 それから、 源 五兵 衞は三 五兵衛の ゐる 松坂屋 へ 一人で 押し かけて 行く 事に な 

つて ゐる。 ところが 江戶 本で は、 ここへ 彌 助が 出 石 宅 右衛門に 追 はれて やって来る 事に なって ゐる。 

小山 內熬^ 集 七卷 戯曲の 內容  六 七 五 


小山 內薰 全集 七卷 戯曲の 內界  六 七 六 

源 五兵 衞は彌 助 を 引窓の 細引で (前に 深 庵 を 結んだ) 縛って、 三 五兵衛の ゐる 所へ 案內 させる ので あ 

る。 ここら も、 ， 江戶 本の 方が すっと 技巧が 優れて ゐる。 

源 五兵衛が 再び 家 を 出て 行く 所 も、 上方 木で は— 

風呂敷 を 出して 右の 首を^み、 腰へ しっかりと 卷き、 刀を拔 いて 蒲圑 にて、 ^前の 血 をぐ つと 拭 

かう として、 菊 野が 事 を 思 ひ、 右の 血 を 吸 ひ、 跡 を蒲圑 にて、 拭きて 鞘へ 納め、 源 五 「松 坂屋は 

糙に蜆 川の 南側、 さ うぢ や。 

とだけ であるが、 江戶本 では —— 

ト家主 首 を 見せる、 源 五 丘ハ衞 ほろ りと &: 入、 彌 助む かふへ つか^-と 逃げる、 源 五兵 衞 細引 を ひ. 

かへ、 源 五 「南無 あみだぶつ 〇 うせう。 

とい ふ 風に、 前の それより は餘 程複雜 な心现 なり 運動な りが、 見せられる やうに なって ゐる。 

この 場に、 上方 本に あって. 江戶 本に ない 源 五兵衛の 臺詞が ある。 それ は 「誠に 三 五兵衛と 枕 を 交し、 

此事を 明かした と 思 ひ 詰めて、 身共が 手に 懸けた」 とい ふ臺詞 である。 これに 依る と、 源 五兵 衞が殺 

人の 動機 は、 寧ろ 戀愛 以外に ある やうで あるが、 飽くまで もこの 殺人の 動機 を^ 的に 解鞾 したいと 忍 

ふ 私 は、 かやうな 臺詞の 却って 無用なる を 思 ふ。 

第二 幕 第！： 昜。 上方 本で はこ こが 松坂屋 (江戸 本で 言へば 大野 屋) の 座敷に なって ゐる。 そして、 


ここで 始めて 彌 助と 伴左衛 門と 太鼓 持と が 斬られる 事に なって るる。. 江 P 本で はこ こがもう 大詰の 泥 

仕 合で、 彌助は 地面の 上に 踏みつけられ、 三な 兵衞は 命を楚 はれて しま ふので ある。 

上方 本で は、 ま-た その 次に、 松 坂 屋の塀 外が あって、 ここで、 やっと 三 五兵衛が 源 五兵衛に 討 たれ 

る 事になる ので ある。 

これ を槪 して 言へば、 江 戶 本の 方が 上方 本より、 すっと 引き締っても ゐれ ば、 すっと 行屆 いても ね 

れば、 すっと 技巧に 優れても ゐる。 

g  r 切られ 與 三」 

—— 大正 五 年 十月 II 歌舞伎. ぼ所演 ——  . 

この 春、 大^の 親類の 家へ 行った 時、 そこ^ 內の 女の子が 藏 して ゐ る有朋 堂 文庫の 脚本 集で、 私 は 

計らす 「與話 情 浮 名椅櫛 ，ー を 通讀 する 事が 出来た。 九 幕 十八 場 —— 場面の 變化を 一 つ 宛 順に 數 へて 行 

けば 二十 何 場 II とい ふ 日本で も 珍しく 長い 狂言で あるから、 すっかり 讀 むのに 一週 問 位 はかかった 

と覺 えて ゐる。 

私が この 作 を 逋續 して、 先づ 面白い と 思った の は、 與三郞 とい ふ 男の 性格と 運命と である。 與三郞 

は 侍の 子に 生れて、 商家の 養子と なった。 ところが、 與三郞 が 養子に は ひつてから、 その 商家に 實子 

小山 內熏 全集 七卷 戯曲の 內容  六 七 七 


小山 內薰仝 集 七卷 戯曲の 內容  六 七 八 

が 生れた。 與三郞 はこの 實 子に 義理 を 立てて、 家督 を それに 取らせよう とする。 それに は 自分が.：^ # 

相鑌 をす る 資格の ない 人間に ならなければ ならぬ。 與三郞 はかう した 道德 的の 動機から、 寧ろ 手 はと 

して 放蕩 生活に は ひって 行く ので ある。 然るに、 一度お 富の 容色に 迷って、 世 を も 人 を も 忘れて 思 ひ 

を 遂げ、 その 報いと して 人 交 はり 出来ぬ 程な 慘 たらしい 刀疵 を 受けて からの 與三郞 は、 もう 手投 も： = 

的 もない 本當の 無頓漢 になって しま ふので ある。 私 はこの 運命 を 面白い と 思 ふので ある。 この 問の 與 

三 郞の件 • 格の 變化を 面白い と 思 ふので ある。 

勿論、 昔の 作者の 瀨 川如皐 は、 そんな 事 を 意識して 書いた ので は あるまい。 併し、 この 作が 八 代：：：： 

圑十郞 とい ふ、 上品な 內に 凄みの ある、 坊ちゃん らしい 中に 傳法 なと ころの ある 役者の 個性 を 利^し 

て 書かれた ものである 事 は 確で ある。 「役者に はめて 狂言 を 書く 事」 が必 すし も惡ぃ 事で な いのは、 こ 

の 一 例 を 見ても， 好く 分かる。 若し、 八 代 目 阇十郞 とい ふやうな 役者が ゐ なかったら、 如舉 はこの 與 

三郞の やうな 人物 を も、 與三郞 の出會 つた やうな 運命 を も 決して 創造し 得なかった に 相違ない。 

作者 は 圑十郞 の 漦ね備 へ て ゐるー 一つの 方面 を 1 貫した 一 人の 人物で 見せ ようと して、 目に 見える 

「筋」 の 上で 唯 それ を 苦心した。 內面 的な 性格の 變化 とか 心理の 描寫 とかに 就いて 一向 考 へる 事 を 知 

ら なかった 德川 末期の 作者と して は 無理 もない 事で ある。 併し、 この 作者 は 細心であった。 かれは 與 

三郞の 人物の 變化を 外面 的に はかなり 合理的に 書いて ゐる II 


木 更^の 汐： 十で、 與 一一； 郞 がお 富に 出會ふ 前、 先づぉ 富の 供 をして 來た 源左衞 門の 子分 逑とー 人宛摺 

れ逮ふ 場^が ある。 人 マ 度の 歌舞伎 座で は、 それが 見られなかった やうで あるが、 子分の 一人に 岩吉と 

いふの があって， それが 與三郞 と 招れ 違 ひざ まに、 懐劍を 懐中から 出す。 そこの ト 書に 「與 三郞 ：… 

操へ る」 と ある。 與三郞 は實に それ 程度 胸の ない 若旦那で あつたので ある。 

「切られ 與三」 となって からの、 最初の ゆすりの 相手が、 古い 馴染のお 富で ある 事 も (作者 は 意識し 

て 書いた ので はない かも 知れぬ が) 私に は 面白い 意味が 讀 まれる。 若し、 あの 源氏 店の 妾宅に 住んで 

ねる 女が お 富で なかったら • 與三郞 は 終まで 娣 冠り を 取らす に， 初め 來た 時と 同じ やうに も ぞもぞ と、 

一分の 金 を 言 ひ 分な しに 貰って、 逃げる やうに あの 格子 戶を這 ひ 出た かも 知れない ので ある。 與 三が 

お 富 を 認めて 急に 腰 を据ゑ 出した 時 は、 流石の 蝙^ 安 も その 意外な 度胸に 驚いた 0 である。 併し、 こ 

こでの 與三 はま だ 純粹な 無頼漢に はなって ゐ ない。 相手 を 見ての ゆすりで ある。 相手の 弱み を 十分 知 

つて •〕 ての 我 俊で ある。 「惡」 が 三分なら • 「坊ちゃん」 が 七 分の 駄々 である。 勿論、 多左衞 門に 食って 

からの 態度 は • 惰性から 来た 虚勢に 過ぎない。 多左衞 門が 歸っ てから， 一度 出た 妾宅へ 叉 立ち戻って、 

番頭の 藤 八 を 柱へ 括し つけて (この 科 も 今度の 歌舞伎 座で は 見られなかった が、) その 前で お 富と 一 一人 

酒 を 钦む所 は、 もう 大分 「惡」 が 進んだ やうに 見える が、 それでも まだ 相手が 膝 八と いふ 輕ぃ 人物 だ 

けに、 寧ろ 與ー 一一 郞を 可愛く は 見せても、 一向 彼 を 凄く は 見せない ので ある。 

小山 內薰仝 集 七卷 戯曲の 內容  六 七 九 


小山 內薰八 H| 集 七卷 戯 仙の 内容  六 八 〇 

ところが、 それが 次ぎの 和 泉屋の 店先に なると (これから 先き は、 全然 今度の 欲 舞 伎^で は 演ぜら 

れ なかった)、 與三郞 はもう 大分 進んだ 無頼漢に なって ゐる。 かれは 藤 八 を 入れた^ 籠を卄 ^つて、 お 

富と 一 緒に、 多左衞 門の 勤めて ゐる 質屋へ ゆすりに 遣って 來 るので ある。 店の 者が 與三郞 の 顏の疵 を 

見て 驚く と 「なんだ、 刀疵が どうしたと、 あんまり きょろ ノ\ 面ァ 見るな え、 晝 狐で も逐ひ 出し ゃァ 

しめえ し、 馬鹿な 面 を。 これ 年季 郞 野め、 莨の. K でも 持って来い。」 などと 言 ふ。 もう 人 を 人と も^は 

ぬ 態度で ある。 

與三郞 の 相手 はもう 繊弱い 女で はない。 和眾屋 の 一番 番頭 多左衞 門で ある。 しかも、 ゆうべ 別れて 

歸 つた^の 女と 一緒に、 その 女の 世話 をして ゐる 多左衞 I： の 所へ 平氣で ゆすりに 來 るので ある。 ゆす 

りの 種 は 藤 八で、 これ をお 富の 密夫 だと 言 ひ 張り、 葛籠ぐ るめ に^に とってくれと 首 ふ。 多左衞 門が 

それ を 担 絶す ると、 そんなら K 先で お 富と 二人 を 斬って 了 ふと 言って、 出刃 泡 丁を扳 11 す。 ここでの 

與三郞 は 源氏 店での 彼から 見る と、 餘 程惡黨 ぶり を 進めて るる。 (與三 はこの 店先で^ の與 A 郞 にも 計 

らす會 ひ、 實 母の 小笹 にも 久しぶりで 會 ふので あるが、 左程 心 を 苦しめる 樣子 もない。) 

野陣ケ 原で 捕 へられて、 伊豆へ 島流しに された 與三郞 は 故鄕戀 しさに 島脫け をす る。 作者 はこの 惡 

人に なり 切った 與三 を-その 養 はれた 伊 S 屋の 近所へ 連れて 來 て-久しぶりで 下男の 忠 助に 八 I： はせ る。 

そして、 「 …… コゥ 爺ゃァ 、俺に 與三郞 だ。」 「おう、 さう だ、 坊さん 與 三さん だ。」 といつ た^の 溫ぃ對 


誥を させて、 見物に 叉 昔の 與三郞 を 忘れさせまい とする。 この 火の番 小屋の 一場の 如き は、 到底 作お 

と役ネ とが 相 待たなければ、 完全に 演出し 得られぬ 場面で ある。 氣 品と 凄みとの 兩 面を備 へた 役者 を 

利 川した、 この 無理の ない 人情味の 深い 場面 を 作り出した 作者の 手腕に は 侮り 1- い 熟練が ある。 

勿論， 私 は 八 代 R 圑十郞 を 見た 事 はない。 併し 彼が どんなに 上品な 美男で. めつ たかは、 「切られ 與 三」 

になって から 鬚の 所へ 大きな 禿 を栴 へたに も關ら す、 却って、 それが 愛嬌に なった とい ふの を 見ても 

解かる。 當 時の^ 判 記に も 「外の 役者なら 見と な もから うが 三 升さん の は、 途方もない 刀疵が 愛嬌に 

なって 粹 な^で 御. M りました」 と ある。 與三郞 は 飽くまで も 一人の 役者の 特殊な 生れつき を 巧みに 作 

者が 利用して 作り出した 一 種變 つた 釗的 人物で ある。 後の 役者が II しかも 八 代： HI 圑十郞 に 少しも 似 

た 索 質 を 持って ゐ ない 役者が —— こ の 作 を 演じて、 初演 當 時と 同じ 效菜 を收 めようと する のは餘 程の 

難事で あらう。 

ところが、 たと ひそれ が 外面 的で あるに もせよ、 與三郞 にあって はこれ 程 心を盡 して ゐる 作者の 筆 

が、 なぜかお 富に あって は 一向 徹底して ゐ ない。 

鬼に も 角に も 與三郞 の戀の 相手 は 、初から 終までお 富 一人で ある。 然るに、 お 富 は 源左衞 門から 多 

左^ 門、 多左衞 門から 觀昔久 次と、 兎にも角にも 夫ら しい 者 を 三人から 代へ てゐ る。 源氏 店で 與 三に 

久し振りで 會 つた 時 は、 やはり 女らしい B 惑の 外 何もなかった 人が、 次ぎの 和泉屋 では、 突然もう 立 
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派な 與 三の 相 掏に なって ゐる。 今度 こそ は 二人で 苦 勞を爲 遂げる のかと 思 ふと、 與三は 柿 へられても 

自分 だけ は 助かって、 藝者 時代に 馴染だった、 しかも 與 三と は 知り合 ひの 觀音久 次の 妻になる。 そし 

て、 「妾 も 一 旦苦勞 した 彼の 人が、 どうで 島へ 行く から は、 あの 身體 では 長い 事、 島で 命は棄 ものと、 

思 ひ 諦め 此 通り 今 はお 前と 夫婦に なって 暮らす の も、 譯を 知った お前 だけ、 せめて 跡で 香 花 を 快く 手 

向けた さ。」 などと 平氣な 顔で 言って ゐる。 かの 女 は 善人な のか、 惡人 なのか、 貞節な 女な のか、 淫奔 

な 女な のか、 馬鹿な のか、 利口な のか、 一向に 分からない。 作者 は その 口 その 日 を 挤き 緩け て 行く 新 

聞 小說の 作者の やうに、 それから それと、 筋を繫 いで 行く 爲に、 この 與 味の ある 女 主人公 を 性格と し 

て は 一 向 細心に 扱 はすに、 唯 筆に 任せて 變 つた 境遇へ 置き 換 へて 行った のに 過ぎない ので あらう。 

この 一 つの 作で 見ても、 如舉と 默阿彌 との 相違 はよ く 分かる。 作者と しての 資質、 素養、 境遇の 相 

違が 現れて ゐ るの は 勿論で あるが、 僅の 時代の 相違が 又 この 二人の 作 を 全く 別種の ものにして ゐる事 

を も、 吾人 は 注意して 見なければ ならぬ。 

如皐の 作に は 決して 默阿彌 に 見られない 暢々 とした 餘裕が ある。 從 つて 潤澤な 情調が ある。 或 部分 

の 抒情 的 描寫の 如き は、 もう 一歩で 小 說へは ひり さうな 所まで 來てゐ る。 (例へば、 八 幕 目 伊豆 屋の場 

に 於け る 與三郞 と 薔麥屋 との 對 話。) 如皐の 作に は 筋の 複雜 はあって も、 默阿彌 に 見る やうな 人 爲の跡 

の 著しい カラク リ はない。 事件に 事件 を 重ねて 行かう とする 昔の 作者の 癖 は 持って ゐ るが、 默 ：！： 彌の 


やうに 曲の 初から 終まで を、 初から 數學の 式の やうに 頭の 中で 極めて 置いた やうな 所 はない。 それ 故 • 

作の^ 限 もな く 長くなる 弊 は あるが (有朋 堂 本で もこ の 作 は 三百 六 頁から ある。) その代り 又 少しも 拘 

束せられ る 所の ない、 自由な、 暢々 とした 快 さが ある。 

時代の 相違が 二人の 作に 及 ほした 影響 は、 對 世間 道德 問題で ある。 如皐の 時代に あって は、 まだ ま 

だ 芝居と いふ ものが 上流 社會と 隔絶して ゐた。 それだけ， 芝居に は. 弁 放 自由な 天地が あった。 世間の 

道德に 遠慮 をす る 事 もなかつ たし、 上流 社會ゃ 政府の 威勢に 影響され る 事 も 少なかった。 それ 故、 如 

皐の作 は 默阿彌 の 作に 比べて、 道德的 倫理的の 臭が 餘程少 い。 餘程少 いどころ ではない。 與三郞 の 生 

活の 如き は 全然 デカダンの 藝術 である。 若し、 與三郞 の 生活から 德川 末期の 廢弒 した 心 や 詞ゃ擧 動 を 

取り去ったら * 「與話 情 浮名潢 櫛」 は その 價 値の 九分 を 失 ふと 言っても 過言で は あるまい。 

s 「夏祭」  ， 

私 はま だ 「夏祭」 の 狂言 を 本で 讀んだ 事がない。 もとの 本 は 九册に 分かれて ゐる ものら しいが、 そ 

の內 普通 私達が 芝居で 見ろ の は、 第三 册と第 六册と 第七册 とで あるら しい。 第八册 らしい ところ を 私 

は 一 度淺 草の 方の 小 芝居で 見た 事が あった。 こな ひだ、 撗濱で 河 內屋が この 芝居 を やった 時 も、 そこ 

を 見せて くれた。 横 濱の時 は、 その上に まだ 第九册 らしい 屋根の 上の 捕物まで が 見られた。 
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兎も角も、 私 は 芝居で 見た だけに 就いて 何 か 一一 目 ふので ある。 この 狂言の 全體を どうの かう のとい ふ 

事 は、 もとの^！, 田璃を 知らない 私に は出來 ない 事な ので あるから。 

私 はこの 狂言 を 然程 優れた 作 だと 思 ふ 事が 出来ない。 どうして、 こんな 作が 今まで 命脈 を 保って ね 

るの か、 それさへ 私に は 不思議で ならない。 

第一、 私 どもが 詰まらな いと 思 ふの は、 圑七 達が 相手に して 苦しんで ゐる大 鳥 佐 賀右衞 門と いふ 侍 

が、 一向 下らない、 吹けば 飛び さうな 人 問 である 事で ある。 國 七の やうな 强 さうな 男が、 あんな 人間 

を 恐れて" やれ 磯之 丞を隱 すの、 琴 浦 を かくま ふのと- 騷ぎ 廻って ゐる亊 が、 一向 私達に は 理解 出來 

ない。 

釣船の 三 婦 が 珠數を 切る 件 も、 舞臺で 見る 相手が なまこの 八 だと か、 こつば の權 だと かいふ、 一向 下 

ら ない 人間な ので 更に 同感す る 事が 出來 ない。 そこへ 行く と、 默阿彌 の 「三人 吉三」 で、 土 左 衞門傅 

吉が 珠數を 切る 件の 方が、 すっと 動機が 迫って ゐて、 同情が 寄せられる。 

磯之 丞を 預からう とする 一 寸德 兵衞の 女房が、 美しい 顏へ燒 鐵を當 てると いふ やうな 擧動 も、 昔の 

人 は 知らす、 今の 私共に は 同感が 出来ない。 あまりに 爲 事が 外面 的 だからで ある。 

この 狂言で、 私達が 面白い と 思 ふの は、 義平 次が 琴 浦 を^って 行く ところから、 長 町 •： おの 殺しに な 

ると ころ だけで ある。 ここへ 來 ると、 圑 七の 相手になる 人物が、 大お佐 贺右衞 門と は逮 つて、 强慾非 


^な 父と いふ、 すっと 强 い 性格に なって ゐ るので、 舞臺の 上の & 闘が、 十分 同感 を 以て 見られる から 

である。 

^し、 この 場 八" でも. 私達 は 大部分 役者の 藝 (義平 次の 表現 だと か， 圑 七の 殺しの 形の 變化 だと か、 

殺しから 後の 恐怖と 悔恨との 表情 だと か、 捋御舆 に 紛れての 引 込み だと か) に 興味 を感 する ので、 脚 

本 その 者から 得る 感銘 は、 一向 概念的な、 力の 弱い ものな ので ある。 

ー體、 この 「}:;;;; 祭」 とい ふ 狂霄に は， 更に 技巧ら しい 技巧が 見られない。 何 處も彼 も 唯 素直に、 物 

語 風 (叙事詩 的) に 綴られて ゐる だけで、 少しも 戧曲 らしい 組立が 考 へられて ゐ ない。 见 物の 意表に 

出る やうな ところ もない。 見物の 興味 を 引き摺って 行く やうな 秘密 もない。 多少の 爭鬪 はあって も、 

もれ は 突然に 起って、 突然に 消える か、 さもな くば、 相爭ふ 二人の 性格が 弱 過ぎる。 人物の 出 は ひり 

などに も、 少しも^ 曲 的な 考慮が^ されて ゐ ない。 事件と 事件の 連耮 にも、 一向 組綠 的な ところがな 

い。 第 八 段の 團七 住家で、 德兵衞 が 團七を 逃がさう とすると ころに、 稍 戯曲 的な 技巧が 見られる が、 

それ とても r: 本の 芝居と して は、 餘 りに 在り 來 りな 技巧で ある。 

技巧の な いのも 好い。 戲曲 的で な いのも 許せる として. それで は、 この 狂言に 眞實が ある だら うか。 

勿論、 多少い 眞實は ある。 團 七が 義理の 親 を 殺す までの プ a セッス などに は 可な りの それが 見られ 

る。 併し、 それ とても、 前に 言 ふ 通り、 一向 概念的な ものである。 
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.. 私 は 住吉で 見る 德兵衛 と 九 郞兵衞 との リ コ ン シリ H  H シ ョ ン にも、 三婦の 家で 見る お 辰の 心中 立に 

も、 一向 眞赏 らしい もの を 味 ふ 事が 出来ない。 

これ を 要するに 「夏祭」 の 狂言 は、 唯團七 縞の 圆 案と、 親 殺しの 姿勢と に 價値を 見る 事が 出来る だ 

けの ものである。 卽 ち舞臺 意匠 家と 役者と に總 ての 功を歸 すべき 狂言で ある。 脚本 そのお としての 價 

M は、 殆ど 論す るに 足りない と 思 ふ。 


s 鶴^ 南北と ェデ キント 

雄お が來 て. 「陶北 は H デ キントに 似て ゐ ますね。」 と 言った。 この Suggestion は 私の 心の中 

に 幾多の 興味 ある 問題 を惹き 起した。 

ェ. テキ ン トの爇 術 は 怪奇 (Dfls  GroteBke) である。 惡魔的 (Daa  Teuflische) である。 ^北の 藝術も 

亦 さう である。 ェ* テキ ントの 藝術は Scusatiou に滿 ちて ゐる。 さして Senti 日 etalism は wfiz にも.,^ ハ。 

南北ん 術 も 亦 さう である。 H  ，チキン トは 人生に 對 して 飽くまで も 無慈悲で ある。 南北 も 人生に 對し 

て 少しも 憐憫 を 持って ゐ ない。 H デ キント は 人生 を 「在る が 儘」 に 書いて ゐ ない 。「斯 く あるべし」 と 

も" いて ゐ ない、 唯 それ を 「惡 魔の 內に 見る やうに」 書いて ゐる。 南北が 舞臺 にの ほせた 人生 も 亦 そ 

れ である。 H  ，テキ ントは 竣^と 卑猥と を 好んで 舞臺の 上に のせた。 南北 も 虐殺 や 姦通 を 平氣で 見物に 

暴お した。 H, チ キントの 藝 術に は Delicacy もなければ (かれの 怪奇 は ビア ヅレ H の怿奇 でなくて、 
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フラ ンチス コ たコ オヤの 怪奇で ある). sublimity もない。 南北の 藝 術に は悲壯 や、 細緻 を兑出 だす^ 

は 出 來 ない r 北 齋が畫 いた 「百 物語」 の 「お 岩さん」 は 巧緻に 過ぎて、 南北の 奔放 を 失って ゐ る)。 

「 H  、テキ ントは 飛行機の 上から 人生 を 兌て ゐ るの だ。」 と、 或 人 は 言 つた。 「ェデ キント は 棵侦の やう な 

態度で 人^に 對 して ゐ るの だ。」 と、 他の 人 は 言った。 南北の 人生に 對 する 態度 は、 それよりも もっと 

冷酷で、 それよりも もっと 無頓 著で ある。 H  、チキン トが 人^ を 寄席の 曲藝 だと 思って ゐる やうに、 南 

^は 人生 を 茶番 だと 思って ゐ るので ある。 H. テ キントに とっても、 南北に とっても 吾ス人 あは 钆 佔" 

群に 過ぎない ので ある。 

H. チ キントが 俳優 を嗨 としながら、 作劇の 法則 を 無視して ゐる やうに、 南北が 生 を 劇場の 內に 承け 

ながら、 柘 めて 舞^の 構成に 無頓 著な の もー奇 である。 H, テ キント は イブセンが 二十 年 も 前に 滅 した 

と 言 はれる iKZ を、 平氣で 長々 と川ゐ た。 一人の 女が 手紙 を 書きながら 讀む。 そして 手紙 を 書き終る 

と 直ぐ 幕 をお ろす (「春の 目覺 め」) II かれは こんな 場面 を も 平氣で 書いた。 南北 は 人物が 邪魔になる 

と 平氣で 殺して 片 づけて しま ふ。 さう かと 思 ふと、 無用な 人物 を 平氣で 長々 と舞臺 の 上に 置く。 「早變 

り」 の 爲には 幾人で も 平氣で 「吹 替」 を舞臺 の 上に 出す。 

エヂ キント は 不可能 だと 思 はれる やうな 舞臺を 平氣で 書いた。 かれの 「春の目^め」 が 舞： もの 上の 

成功 を 見た の は、 全く ラインハルトのお 蔭であった。 南北が 始めて 「四 谷 怪談」 の 本讀み をした 時、 


11; 代 ：= 菊： ん郞は 「戶 板が へし」 の 件が むづ かしくて、 とても 自分に は 勤め 難いと 言った。 それが 實演 

C 手段 を^た の は、 ^北の 子 二世 勝俵藏 のお 蔭であった。 (伊原 靑々 園 氏 「近世 日本 演劇 史. 1 參照) 元 

より 南北の 場合 はケ レン だけの 事であって、 エヂ キントの 場合 は それで はない が、 實演の 手段な ど は 

思 はすに、； 自己の 想像に 任せて 自在に 筆 を 進めて 行く 所 は、 エヂ キント も 南北 も 同じで ある —— 一 一人 

は實に 「舞^に 作られた」 人達でなくて， 「舞臺 を 作った」 人達で ある (默 阿彌 はこれ に反して、 「舞臺 

を 作った」 人でなくて. 「舞臺 に 作られた」 人で ある) 

iKft と^ 奇 との 混淆、 罪惡と 滑稽との 混淆、 悲痛と 咴 笑との 混淆、 これらの 突然な 轉換 ！ それら 

を 大膽に 舞^の 上でした 點 から 言っても、 南北 は H デ キントに 似て ゐる。 「春の 目覺 め」 の 大詰に 兑ら 

れる 「B.K から 幻想への 突然な 跳躍 _( 自殺 をした 學 生が、 自分の 首 を 手に 持って、 墓の 屮 からせり 出 

して 來る。 さう して、 まだ 生きて ゐる 友人に 自殺 を勸 める。 そこへ、 「假 面の 人」 が 出て 來て、 死人 を 

呒ふ。 死人 は 笑 ひながら 墓の 中へ 引っ込ん でし まふ) は 、「四 谷 怪談」 の 四 幕： n  (三角 屋敷) にも 見ら 

れ るので ある (E 助が お 岩の 櫛 をお 袖に 借りて 質屋へ 持って行か うとして 家 を 出る と、 小兵 衞の著 物 

のつ けて ある 盥の 中から 「長き いやらしき 手」 がすつ と 出て、 この 櫛を摑 む)。 按摩 宅 悅が相 形の 變っ 

たお 岩 を 口説く 滑稽 (「四 谷 怪談」) は、 見世物 小屋の マネ ジャァ が 思 ひ 亂れて ゐるカ アル • へット マン 

を^ 化 役に 屈 ひに 來る 滑稽 (「ヒ ダル ラ」) である。 H デ キントの 笑が 「地獄の 笑」 なら、 南北の 笑 も 「地 
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凝の 笑」 である。 

かくて、 H デ キント を 理解し ない パウル • ゴル ドマ ン がかれ の 上に 加へ た 「一 つの 場面 も藝 術の 法 

則に 適って 作られて ゐ ない。 一人の 人 11 も實 際の 生活 を 持って ゐ ない」 とい ふ 評語 は、 その 儘 南北 を 

愛さない なにがしの 評 家が、 かれの 上に 加 へ 得る 評語と なる ので ある。 

かう 論じて 來 ると、 私 は M  。テ キントと 南北と を 全く 同列に^い てゐる やうに 見える。 然り、 南北と 

H„ テ キントとの 距離 は實に 唯一 歩な ので ある。 併しながら その 一歩 は、 文化 文政と 二十世紀 とが 隔た 

つて ゐる やうに 隔たって ゐ るので ある。 獨 逸と 日本が 隔たって ゐる やうに 隔たって ゐ るので ある。 然 

らば、 その 「一歩」 と は 何で あらう。 H  ，チキン トは 人生 を 意識して 書いた が、 南北 は 人生 を 意識して 

書かなかった。 H  ，テキ ントに は自覺 された 「內 精祌」 が あるが、 南北に は S 覺され た 「內 精神」 がな 

かった。 H デ キント は 人生の 內に 芝居 を 夢み たが、 南北 は 唯 舞 臺の內 に 芝居 を 夢み た …； 

, ああ、 實 にこの 唯一 歩な ので ある。 惜しい 哉、 南北 や。 敬 ふべき 哉、 M デキ ント や。 

. H デ キント が 書く 淫婦が 飽 くま で 淫婦で あ る やうに (「ルル」〕 南北 が 書く 惡漢 は飽 くま で も惡漢 であ 

る。 これ を 「お 染久松 色 讀販， 一 の 喜兵衞 について 見る。 喜 兵衞は 元の 主人の 彌忠 太に 頓 まれて-午 王義 

光の 刀を盜 みとり， これ を 質入れして 得た 百 兩の金 を、 彌忠 太に 一 文 もやら すに みんな 使って しま ふ。 

それ を 煩 さく 催促され るので、 手 もな く 彌忠太 を 殺して しま ふ。 それから、 午王義 光の 轉々 して 質に 


は； 6 つて ゐる 油： K の^ 頭と 共謀して、 その 蔵から その 刀 を 叉 盗み出す。 そして、 終に その の 丁稚 久 

松に 討 たれて しま ふので あるが、 その 時 かれの 吐く 詞は、 悪を惡 とも 思 はない 太々 しい 詞で おる —— 

こり ゃャィ 此^ 光 は 根が 盜み 物、 さる 人に 頼まれて、 此油屋 へ^に 入れ， 其 金 も 宿で 握った 引 

と、 天^あって か、 から 負けた、 そこで 思 付いて 此藏の 矢 尻 を 切り. 持ち出す 所 を 見： tz: つち ゃァ、 

おおが 悪い と 思 ふから 汝を爱 で撲き 殺し、 跡 腹 やめない 俺が 目論見、 待てよ 併し わり ゃァ 俺が 殺 

さいでも、 どうで 死なに ゃァ 成らね へ、 何故と 云へ， 、王 あるお 染と 不義 をす り や あ、 云 はすと 知 

れた問 だ、 何と 死なに ゃァ 成る めいが、 可愛い やお 染は先 馬 だ、 うぬ も 跡から お で 行く、 駒 も 

靡路 の鈴ケ 森， 三尺 高く 安房 上總、 向う にうけて 磔刑 だ わ。 

これ を 「四 谷 怿談」 の 伊右衛門に 見る。 かれは 0 分が 玆虐を 加へ たお 岩の 亡靈に 苦しめられたがら 

も、 始終 「人 盛 なれば おりなし」 と 思って ゐ るので ある。 かれは 隱亡 堀で 直 助に 會 つた 時、 かう いふ 

恐ろしい 對話 をす る— 

m 「： 人 井拔 けの 不蕤 非道。 直 「ィ ャ、 働き 縣た鳗 鈎、 どうで 終 ひ は 身 を 裂れ、 伊 「首が 飛んでも 

動いて：^ せる わ。 

^ 「H  、天晴 丈夫な。 伊 「南無 三 餌 を 取られた" 

かれは 飽くまで 生に 朝 著し、 飽くまで 惡に 生きよう とする ので &る。 かれは 蛇 山の 庵室に 日夜^ 夢 
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に翦 はれながら、 父の 源 TO: 郞に 出家 を勸 めら れても * 「今少し 望み も ござれば」 と、 これ を 拒絶し、 仕 

宫の 種の 墨附を 死靈の 鼠に 喰 ひ 破られても、 更に 隱し 置いた 照 月の 一 軸に 望み を 繋いで * 師直 公の 屋敷 

へ 推して 出ようと する ので ある。 私 は 怪奇 を 極む るお 岩の 亡靈 よりも * 「首が 飛んでも 動いて 兑 せる」 

とい ふ 伊右衞 門 の Ego の 方 を 百倍 も 恐ろしく 思 ふ。 

M ヂ キントが 沙翁 以前の 作者に も员 けない 殘酷を 平氣で 舞臺の 上に 見せ たやう に (「パ ンド オラの 

箱」 の 大詰、) 南北 は 殆ど 家常 茶飯の やうに 人間の肉 體 を舞臺 の 俎で 料理した。 いつも 簡素な かれの ト 

書 も、 「殺し」 となると、 俄に 精細 を 極めて 來 るので ある —— 

喜 兵 衞轉げ る はすみ、 最前の 忍び^し の竹橫 腹へ 立つ、 是 より 苦しみながら 立 廻り、 久松茗 お 衞 

を 一 ト かせ 靳る。 喜兵衞 苦み、 喜 「人殺し。 ト是 にて 久松喜 兵 衞のロ を 押さへ ながら 抉る。 喜 兵 

衞 立身に て 抉られ 苦みながら 久 松が 髻を摑 む。 久松 刀に て 切 拂ひ振 上げる。 喜 兵衞ギ クリと 苦む。 

久松构 りして へたる、 チヨ ンと 木の 頭、 久松刀 を 拭 ふ。 (「お 染久松 色 讀販」 大^) 

直 「戀の 敵の 與茂 七め、 宵の 意趣 覺ぇ たか。 トと  >  め を 刺す、 やはり 捨鐘 にて 蟲の音 凄き 合方。 

後口 兌 咎められぬ やうに 面の 皮 を。 ト 持った る 出刃に て 庄三郞 の 顔 をく る/、 釗ざ、 刃物が あつ 

. て は。 ト m 心 入 塀 際の 溝へ 隱す。 バタく になり 上の 方より 左 門 血に 染みて 出る。 跡より^ 右衞 I： 

拔刀 にて 一寸 立 廻り あり、 左 門 を トド切 倒しと  >  め を 刺し、 伊 「强^ ぬかした 老 ほれめ、 刀の 錡. 


は，： n^Mzir ハ テ好 いざ まだ (中略) 直 「丁^ 揃 ふた 人殺し、 一 寸遞れ に 面の 皮 を！： つて、 當分 

氣 休め。 ^ 「俺 も そんなら 老 ほれの。 ト刀 にて 左 門の 面の 皮 を 切りに 懸 らうと する。 (「いろは 假 

名 §： 〔介 怿談」 序幕 ) 

お^の^しい 颜 は、 兌る 問に 醜怪を 極める ので ある。 小 丘 ハ衞の 指 は 一本 一本 折られる ので ある。 お 

岩の 死骸と 小兵 衞の 死骸と は、 戶 板の 裏表に 釘 づけに されて、 川へ 流される ので ある …… 

グロテスクた 舞^の 作者と しての 南北 は、 實に M ヂ キント 以上で ある。 比蛟的 その 方面の 舞 臺の少 

い 「お 染久松 色 讀販」 にさへ、 尙且 鬼門 喜 兵衛の 家の 場と 油屋の 店先と が ある J 「叫 谷 怪談」 の 隱亡堀 • 

三角 厣敷、 殊に 蛇 山の 庵室 (夢の 場 を 含む〕 などに 至って は、 怪奇 的 想像の 實に 測り 知るべからざる 

豊富 を 見せて ゐる。 

^は 私達の 祉 先の ま cadence の藝 術と して、 南北の 「惡」 と 「殘 酷」 と 「怪奇」 と を 愛さう と 思 ふ。 唯 

かれの w--llllst に關 する 想像が、 他の 惡魔的 思想に 比して 著しく 深刻 を缺 いて ゐ るの を 遣 憾に思 ふ。 

この 點に 於いて、 かれは 到底、 女の body の內に 歌を閒 くと いふ ラァ キントの 敵で ない C 

s-titei 移した。 

昔 は 足 崎 紅葉 「村 井 長 庵 巧 破 伞.」 の 世話 場 を 評して" 「慘^  ：… 詩趣 を 損する とより は旣に 詩で ない」 _ 

と 言った。 今 は 椋^の^ 生、 銀の 皿に のせられた 聖者の 首に 接吻す る 松 井須 磨 子 を て、 なほ その 力 
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足らざる を 焦つ てゐ る。 

私が 南北の 怪と惡 と を 愛する の は、 今の 時代に 阿って ゐ るので あらう か、 はた 又 今の 時代に 卄 いて 

ゐ るので あらう か。 ？  ？  ？ 

g 世話物 作者と しての 默阿彌 

默阿彌 は 大工の 棟梁 Balsister であって、 建築家 Archik ま ではない。 彼 は 「設計」 を创 造す る 

天才ではなくて、 與 へられた 「設計」 を 手際よ く造營 する 良 匠で ある。 手際よ く …… 」 - — これが 默 

阿 彌の總 てで ある。 彼 は 常に 乎 際よ く^り 上げる， 手際よ く 纏める * そして 乎 際よ く 解決す る。 彼の 

作り上げた 家に は、 釘 一 本 「無駄」 がない、 柱 一 本 「不要」 がない、 瓦 一 枚 「暖 昧」 がない。 總 てが 

几帳面で、 總 てが 入念で、 總 てが 綿密で ある。 

それ 故、 默阿彌 に は 巧緻 はあって も 簡素がない。 細心 はあって も 奔放がない。 彼 は 「石 橘 を 叩いて 

渡る」 用心深い 常識家で •「 天馬空を行く」 大瞻な 空想家で はない。 しかも、 古往今来、 偉 火なる 詩 入 

に は必す 簡素が ある、 必す 奔放が ある、 必す 大瞻な 空想が ある。 畢竟す るに 默阿彌 は、 凰の 意味での 

「詩人」 でもなければ、 語の意味での 「戯曲 家」 でもない。 彼 は 飽くまで も 腕の冴えた 「職人」 であ 

る、 飽くまで も 經理に 長け た 「實際 家」 である。 


默 ：！： 彌の 作に、 內 心の 要求から 生れ 出たら しい 物 は 一 つもない。 謂 ふ 所の. 「勸善 懲惡」 も 「因^ 臈 

報 一 も、 決して 心の 深い 奥からの 叫びではなくて、 强 ひても 世 問 逍德 に追從 して 行かう とする 作者の 

おとなしい 對社會 的 態度 の 現れに 過ぎない。 彼 は S 庵 や 新 ピー や 淸心ゃ 鑄 掛松ゃ 小 猿 七 之 助な どの 如き 

弒廢的 人物 を 描く に 非凡な 手腕 を 持ちながら、 いつも 彼^ を 人爲 的な 「廻る 闪 菜」 の 前に 譯も なく 萎 

縮 させて、 これらの 惡魔的 人物の 終局 を、 甚 しく 小さく 且 不徹底な ものにして しまって ゐる。 默 

は 果して これら 諸人 物の 「最後」 に道德 的の 安心 を 得る ことが 出來 たので あらう か。 私 は 決して さう 

は 思 はない。 彼 は 唯 世 問に 對 して ！ 世 問の 道 德に對 して II 惡人は 是非とも 殺す か 悔悟させる かし 

てし ま はなければ ならない と 思った だけで、 惡 人の 死 や 悔悟に 決して 必然的な 深い 動機 を 求めようと 

はしなかった ので ある。 

世 問1 . 默阿彌 は 飽くまで も 「世間」 の 「註文」 に應 じて 狂言 を 作った 人で ある。 もっと 狹く 兌れ 

ば、 役者の 註文 (それが たと ひ 無意識の それであって も) に應 じて、 興行主の 註文に 應 じて 狂言 を 作 

つた 人で ある。 しかも 彼に 依って 作られた 狂言の 何れもが、 如何によ く それらの 「註文」 に 適合して 

ゐ たかは、 幾多の 賞讃的 記錄が 吾人 を 驚嘆させる ので ある。 畢竞 する に 默阿彌 は 「註文」 に應 じて 狂 

言 を 書く 事の 巧い 作者であった。 「題詠に 巧みな 歌詠み」 であった。 彼が 壯年 時代から 三題噺 的の 「趣 

向」 に 長 じて ゐた事 は、 誰でも 知って ゐる。  . 
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彼 は 如何なる cl-isis にも、 決して 「趣向」 とい ふ もの を 忘れなかった。 彼 は 常に 與 へられた 「場所」 

と 「時」 とから 在る 限りの 「景物」 を 探り出して、 それら を 一 つも 殘 さす 舞臺の 上に 利用した。 

「E: 梅 薰 朧夜」 とい ふ 花 井お 梅の 事 を 書いた 狂言の 中に、 中 村 座の 樂屋 口で、 或 吳服屋 の 手代が^ て 

金 を 奪 はれた 巾 著 切に 出會 つて、 これと 格鬪 する 短い 場面が ある。 ここの ト 害に 「此內 始終 樂屋 にて 

立 廻りの 附ケ音 聞え る 事」 と ある。 言 ふまで もな く 默阿彌 は 中 村 座の 舞臺で 打って ゐる 附ケを 道端の 

立 廻りに 利 川した ので ある。 また、 「島衞 W 白浪」 の 三 幕 目に 祌樂 坂辨； 大 湯の 場と いふの が ある。 悪事 

を 悔いて 堅氣 になった 明 石の 島藏 が、 まだ^ 癖の. i= まぬ 松 島 千 太に 久しぶりで 會ふ 場面で あるが、 こ 

こ の 幕 切を兒 ると 

「ト端 唄に 成り 千 太 思 入 有って 向 ふへ 這 入る 島 藏跡を は 送り 思 入 有って (島) 懲役 中に 懇意に 成り 血 

汐を 呑で 兄弟の 緣を 結んだ あの 千 太 (中略) ァ、 以前 は 二と なき 友達だった が 今と 成て は 我 身の 害 飛 

だ 者と 兄 笫の緣 を 結んだ 〇 ト島藏 立に る此時 湯屋の 內 にて チ ョ ン/、 と 木 を 打 〇 事 だな ァとぢ つと 思 

人 謎の 端 唄に て^ 其 廻る」 

と ある。 ここで は 湯屋の 流しの 拍子木 を 芝居の 道具 變 りの 知らせに 利用して ゐ るので ある。 これら 

を 見ても 默阿彌 が 拍子木の 音 一 つで さへ 「趣向」 なしに は 使はなかった 事が 解かる。 

單 にかう いった 小^具の 使 ひ 方ば かりで はない。 唯臺訶 だけ を 放して： ^て も 小ノし 一. 厄拂 ひ」 めいた 


のになる と、 きっと その 場と その 時と に從霉 すべき 在ら ゆる 景物が 使 はれて ゐる —— 

「ィ 、 ャ 返れぬ 一 一人の 衆 初！ S も 早 過る 氷の 解ぬ 川端に 水に きらめく 刀の 稻妻 不氣 味な 中へ 飛込 もま だ 

知人 にゃあ 成らね えが 顔は覺 えの 名うての 吉三 いかに 血の 氣が 多い とて 太 神 樂ぢゃ あるめえ し 初春 早 

早 % が 舞 どっちに 怪我が 有ても ならね へ (中略) 幸 ひ 今日は 節分に 競 ふ 心の 鬼 は 外 福は內 輪の 三人 吉 

三 福 茶の 豆 や 梅干の 意 恨の 種を殘 さすに 小粒の 山椒の 此 己に 厄拂ひ めくせ りふだ かさら りと 預けて く 

ん なせへ (「三人 吉三 b  • 

かう いった 類の 臺詞 は默 阿 彌 のどの 狂言に も， 三つ や 四つ はたやす く發 兌す る 事が 出來 るので ある。 

勿論、 かう いった 默！ E 彌の 「趣向 一に は 一利 一 害が あった。 「趣向」 が 足りなくて 失敗す るので はな 

い。 「趣向， I が あり 過ぎて 煩に 堪 へない ので ある。 女装の 娀ぉ嬢 吉三を 八百屋お 七に 見立てて 火の見櫓 

へ 登らせる 程度の 「趣向. 一 なら 好むべき であっても、 決して 厭 ふべき ではない。 併し. 「霜夜 鐘 十字 辻 

占」 で、 演說家 楠 石齋を その 先祖の 正 成に 見立てて、 先祖 傳來の 立 烏 © 子に 鎧 陘當を 付けさせ (安本 

龜 八が 正 成の 像 を 作りに 來 るので、 その モデルになる ので ある)、 庭の 霜 除 を 藁人形に 見立て、 泣き 蟲 

の 下男 を S いて これ を 泣き 男に 昆立 てるに 至って は， 餘 りに 煩に 過ぎて、 却って 嫌 厭の 情 を 誘 はれる。 

名人 小圑 次の 書 卸しで 今では SI 之 助の 出し物に なって ゐる 「女定 九郞」 の 如き も餘 りに 趣向が 過ぎて 

(テ ンテ レックで タ 立に 追 はれた 角兵衞 獅子 を 出すな どの 類) 却って 滑稽に 感ぜら るる 部分の 多い 一 
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例で ある。 

. 默阿彌 は 又 役者 をよ く 知って ゐた。 そして、 役者に はめて 役 を 書く のが 巧かった。 これ も 一方から 

見れば、 役者の 性癖 ゃ體質 を その 儘 舞臺に 利用す る 一種の 「趣向」 に 外なら なかった ので ある。 

默阿彌 が 役者の 天分 を 巧みに 舞臺の 上に 利用した 實例 は、 唯に 小團 次と か 半四郞 とかい ふ 大立^: の 

場合に のみ 限られて ゐ ない。 彼 は 中 一 一階から 大部屋の 役者 をまで よく 知って ゐて、 彼等の 性癖！^ U を 

も^して 忽には 見て ゐ なかった。 

「島 衞 月 白浪」 の 序幕 白 川 宿 旅籠 屋の 場の 幕 明きに 小 半 次の 役で 旅役者 市 川邊丹 次と いふのと、 しゃ 

こ 六の 役で 旅役者 岩 井 鈍 四郞と いふの が 出て 來 るが、 この 二人と 宿屋の 女中お しのお のぶ 若い 者 太 助 

半 治な どの 會 話に 次の やうな 部分が ある 

「(おしの) オヤく お前さん 方は柬 京で ムり升 か (おのぶ) 私達 は田舍 廻りの 役お 衆 かと 思 ひまし 

た (邊〕 白 川 は 開けた 所と 兼て 噺に 聞いて ゐ たが 私 等 を田舍 役者と 見る 樣 では 開けない ね (鈍) 大方 

舞 臺を兑 なさる まいが 名 を 聞た 計りで も 東京 役者 か 知れさうな 物 だ (太) まだ 番付 を兑 なかった が 額 

の 出張った お前さん は 何と 云 名で ムり升 (邊) 只 お前さんで 能事 を 額が 出張って 居丈餘 計な 事 だ (太) 

ツイ 目に付た から 云ました がお 前さん は 何と 云 升 (邊) 額の 出張った 私 かへ (おしの) 人の ポ よりお 

前さん が 出張った と 云く せに (邊- 浮ッ かりせ は卷 込れ たの だ 私 は 市 川 左^ 次の 弟子で 市 川逡丹 次と 


云 升 (太) 成稈名 は 體 を顯 すと へたん 次 は 能 名 だ (半) そちらの 色の 黑 いお 方 は (鈍) 私 は 岩 井 半 ra 

郞の 弟子で お 井 鈍 ra: 郞と云 升 (半) 誰が 付た か 是も能 名 だ 半 ffl 郞の 弟子 だと 云て は 夫 じゃァ お前 は (鈍) 

アイ 娘 形で ムり升 (半) 貉 形と は 珍ら しい 名 だが ハァ 顔が 貉 に似て 居る からか …： 」 

一 Inn ふまで もな く 小 半 次 は 先代 左^ 次の 弟子で， 今では 高 島屋の 一 座に ゐる あの 立 師の小 半 次で ある。 

しゃこ 六 は 聞え た 馬の足の 名人で あつたが、 今では 帝劇の 地下 窒に 時勢の 推移 を 嘆 じて ゐる。 小 半 次 

の 顔 を 知る 者. しゃこ 六の 顔 を 知る 者 は 、默阿 彌の審 いた、 ) れ らの臺 詞に會 心の 笑 を 洩らす であらう。 

同じ 「^ 衛」 の 中に、 先代 荒 次郞の 役で 沖 藏 とい ふ 三枚 敵の 漁師が ある。 默 阿 彌は明 石の 島 藏の父 

磯お 衞鬥ゃ 妹お 濱のロ を 通して、 この 沖藏を かう 批評して るる —— 

「(磯 右) 如何な 事 をす る もの か 口 斗り の意氣 地な し (濱) ほんに 譬に云 通^  (磯 右) 惣 身へ の 

廻り 兼る (濱) 無駄に 大きな (磯 右) 野郞 だな ァ』 

故人の 荒 次 郞は私 も 子供の 時分 見て 知って ゐ るが、 それ は 丸々 と 愛嬌よ く 肥った 役者であった。 

また 「月 栴薰 朧夜」 では、 今の 松 助が かう いふ 風に 書かれて ゐる —— 

「幸 十郞 (水 月の 雇人 喜 介) 此四 五日 は 巳 之 どん も 一 ばい 心 K をす ると 見えて いと >  ぐ ほんだ お前の 

眼が 又 奥の 方へ く ほんだ 様 だ。 

松 助 (水 月の 雇人 巳 之吉) めづ らしく もね へよ して くれおれ の此 眼が く ほんで 居る の は性來 の育チ 
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がで から 眼 ま で が 自然に 奥床し いの だ。 

幸 右衛門 (水 月の 雇お 虎) ほん. に 巳 之 どん は 子供の 時に 坊さんになる 所で あつたと 去る 人から 聞き 

ました。 

松 助。 誰が そんな 事 をい つた。 

幸 右。 お まへの 伯母さんが 此間來 て その 咄し をして 歸 りました。 

松 助。 ェ 、 いはね へで もい、 事を们 母のお しゃべり にも 困った もの だ。 

幸 十。 巳 之 どんが 坊主に なったら どんな 顔に 成る だら う。 

松 助。 まづ おれが 坊主に なれば 尾 上 菊 五郎の 淸玄は あんなで あらう と 思ふ樣 だ。 

梅 枝 (水 月の 女中お せん) 成程 庵室で 殺されて お化けに 成った 所 だけなら。 

おやめ (司 じくお はな 目が く ほんで 居て すごい から 音 羽 やよりも こ はからう。 

松 助。 ェ、 やかましい わるいたい こだ。 

^助の 眼の 凹んで ゐる事 は 誰でも 知って ゐる * 「子供の 時に 坊さんになる 所であった」 とい ふの も. 

或は 松 助 自身の 閱歷 なのか も 知れない。 

兎にも角にも、 默阿彌 はかう いふ 風に して I それが たと ひ樂屋 落の 愛嬌に 過ぎない にしても一 

下々 の 役者まで を 生かして 使 はう とした。 彼 は 決して 役者の 長所の み 利用せ すに、 その 短所 をまで 利 


用しょう とした。 彼 は 常に 人物 を 以て 役者に 迫らす に、 役者 その 者から 人物 を 作り上げよ うとした。 

これが 彼の 戯曲の 强み であると 同時に、 又 彼の 戯曲の 弱みで ある。 彼 は 常に 個々 の 生きた 人間 (卽 

ち 役者) を モデルに して、 個々 の 人物 を 作り上げた。 それ 故、 彼の 書いた 人物 は どんな 端役で も、 頭 

から 足の 爪先まで が 悉く 生きて ゐる。 その代り、 一面に 於. S て、 彼の 書いた 人物に は、 どんな 端役で 

も、 或き まった 役者で なければ どうしても 出来ない 役が 出て 來る。 例へば、 前に 述べた 市川邊 丹 次 は 

小牛 次の やうに 「額の 出張った， 一 役者で なければ 勤める 事が 出来ない。 漁師の 沖藏は 先代 荒 次 郞のゃ 

うに 肥った^ 者で なければ 動める 事が 出来ない。 ffi 屋の巳 之 助 は 松 助の やうに 「眼の く ほんだ」 役者 

でなければ 勤める 事が 出来ない。 

私の かう いふの が、 讀 者に は 或は^ 稽に I 莫迦 正直に —— 聞え るか も 知れない。 併し、 若し 默 s; 

彌の 狂言 を^ 卸し 通りに、 隅から隅まで 忠實に 演じよう とすれば、 どうして もさう いふ 困難が 出て 來 

るので ある。 勿論、 私 は 今の 邊丹次 だの 沖藏^ のとい ふ 役 を さう 重要視して ゐ るので ない。 これら は 

場合に 應 じて どう 臺詞を 修正しても 差 支 はない と 思って ゐる。 しかも、 默阿彌 は 決して 端役の みを與 

へられた 役者の lg 質 ゃ藝 風から 作り出して ゐ るので はない。 役が 茧く なれば なる 程、 彼 は 役と 役者と 

を鋭密 に 近づけよ うとして ゐ るので ある。 それ 故、 名人 小圑 次で なければ どうしても 作者の 签 想した 

通りの 人物 を ^現す る 事の 出 來 ない 木屋文 里と いふ やうな 役が 出 來て來 るので ある。 半 M 郞で なけれ 
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ば どうして も 作者の 狙 つ た 通り の舞臺 效^ を 上げる 事が 出来な い お 孃吉三 と い ふやうな 役が 出来て 來 

るので ある。 

勿論、 これ は 「或與 へられた 役者に はめて 或 役 を 書く 事」 を 作劇術の ffl 大な 法則と して 来た 日本 舊 

0  一  « の 通弊で は あるが. 默阿彌 にあって は 殊に それが 甚 しい。 叉 勿論、 役者に はめて 役 を 書く 事が、 

決して 一 槪に捨 つべき 作劇の 法則で はない ので あるが (實は その 方が 好い のか も 知れない ので ある 

が)、 默阿彌 はこの 法 则を餘 りに 隅々 まで 用 ひ 過ぎた 倾 きがある。 默阿彌 の 狂言に 少しで も-水 遠 性に 贫 

しい 點が あると すれば、 それ は 大部分 この 點 から 根ざして 來てゐ ると 思 ふつ 「翁 は 飽くまで もば 卩 ^の 

作者であった。 池の 魚が 海に 棲む 毐 が出來 ぬと 同じ やうに、 江戸の 作容も 江戶の 空 氣を 離れて 生きら 

れる 害が 無い とすれば、 其の 産物なる 純-:： d 戶 式の 世話物 も、 江戶の § 氣 のま だ 幾分 か殘 つて ゐる 明治 

時代に 於て こそ 生命 を 保って ゐられ たらう が、 ^して 今後 は 何う であらう か。 第一 にこれ を 演出す る 

に 最も 適當な 俳優 を 見出す に 苦む であらう。 勿論、 今日で も 翁の 世話物 は 絶えす ヒ場 れてゐ る。 而 

も 書 卸し 當 時の 興味 を 見出し 得な いのは 我 も 人 も 遣 憾に堪 へ ない 所で あるが、 これ は必 すし も 俳^が 

未熟の 罪で はない、 俳優の 生れた 時代が 違 ふからで ある。 この 缺點は 年 を 追うて ますく 暴露され て 

行く ものと 覺悟 しなければ 成らない。 隨 つて 興味 はます ます 薄れて 行く。 これに 對 して 長期の 保險を 

附け るの は 頗る！ ：= 險 である ま い かと 危ぶまれる ピ (「明治 以後の 默阿彌 翁， T と 言った 岡 本綺堂 氏の 詞 


も、 一面 這 般の 消^ を 語って ゐ るので は あるまい か。 

同じ^^ 氏が 默阿 強の 狂言に 對 して、 一作 窓も^ はしくない、 筋 立 も餘り 妙で ない」 と 言って ゐ るの 

にも、 私 は 同感で ある。 私 はつい こな ひだ 市 村 座で 「一谷 嫩 軍記」 と 「鼠 小佾」 とを統 けて 見て、 殊 

にこの 感じ を 深く した。 前者に あって は、 多少のから くりが あっても、 それが 目に は ひらない 程、 SA 

^な^ 朴な 永遠 的 人情が 舞臺を 支配して ゐる。 後者に あって は、 可な り 深い 人情が 含まれて ゐて も、 

それが 逯 忘れられる 程、 からくりの 糸が 縱橫 十文字に 織って ゐる。 

所謂 小^具な どの 使 ひ 方な どで も、 戯曲 的に 見て、 決して 默阿彌 は 巧みで はない。 ワイルドの 「ヰ 

ンダ ミア 夫人の 扇」 に 見ら るる 「ni」 程の 戯曲 的な 小道具の 使 ひ 方が、 默阿彌 のどの 狂言に 見られる 

であらう か。 所謂 筋の 立て 方から 言っても スト リント ベルクの 「罪 又 罪」 や イプセンの 「鴨」 の やう 

な 巧み さが、 默阿彌 のどの 狂言に 求められる であらう か。 況 んゃ沙 翁、 イプセン などの 互 匠が 得意と 

する 極めて 戯曲 的な 短い 臺詞 などの 如き は、 到底 これ を 默阿彌 の 狂言の どの 場面に も 見出だす 事が 出 

來な いので ある。 

一  ^と； 一一 一！： はう か、 心機 一 轉と言 はう か、 希臘 劇に 所謂 Peripeteia とい ふやうな ものに も、 默阿 

彌は 決して 巧みで はない。 それでも、 鑄掛 松ゃ淸 心の やうに、 善人が 惡 人になる 場合の 方 は、 まだ ま 

だ 上出来で ある。 村 井 長 庵 や 北 向 虎 藏ゃ松 島 千 太の やうに、 惡 人が 善人になる 場合の 筆力が 弱い 事 は" 
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到底 これ を蔽ふ 事が 出来ない ので ある。 幸 田 露 伴 氏 は 「めざまし 草」 の 合評に 於いて、 長 庵の 悔悟 を 

かう 批評して ゐる II 「結末 大に 拙な り。 大に 巧に はこ じつけ たれ ど を かしく たし。 上手と いふ もの 

は 上手に まづ いものに や。 予を長 庵の 辯 護人たら しめば、 舉海 翁の 所謂 愚 奉行 をして 功 を 成さし めざ 

らん もの を、 呵々。 長 庵の 自白 を 陰に て 消し、 久 八の 忠義に 感じて 悔る などせ し は、 二 條の話 を  一^ 

に 結びな せる 技倆 拙なら すと いふべき も、 物 足らす。 暦 S 只 善吉、 北 向 虎蔵の 譚の 如き もこれ と同资 に 

て、 茶 だ 妙なら す。 しかも 彼は獬 可な り。 これ はいよ /-、 妙なら す。 長 庵 急に 胃病なん どに 罹りて 淚 

^くな りしに や、 いぶかし。 要するに 此篇の 記す ると ころ、 長 庵 をして 惡を なさし むる 動因 を 記して 

足らす、 惡を悔 ひしむ る 動因 を 記して 記し 足らす、 肢 甚だ 美に して 精神^: だ 足らざる 痴 美人に 對す 

るの 想 ひ あらしむ。」 

露 伴 氏の 批評 は 或は 酷に 失して ゐる かも 知れない。 しかも、 私 は トルストイが 「图の 力」 に 書いた 

痛. 一 6 しい 一一 キ イタの 悔悟な どに 思 ひ 比べ て、 長 庵 や 虎 藏ゃ千 太の 悔悟 を甚 しく 物 足らな く 思 ふので あ 

る。 トルストイ は- 「分量」 だけから 言っても、 第五 幕の 殆んど 全體を 一一 キ イタの 悔悟の 爲に费 して ゐ 

る。 そして、 その 悔悟の 動機 を 或は ー兀の 情婦 マリ イナ に 求め、 或は 少女 ナンに 求め、 或は 腹黑き 母に 

求め、 或は 一一 キイ タの 主人から 奪った 妻に 求め、 最後に 下男の 老 ミトリ ツチにまで 求めて ゐる。 卽ち 

五 人 も 六 人 もの 人間が 無意識に 吐く 詞が 一 つ 一 つ 針の やうに 一一 キ イタの 無知た 心 を 刺して、 終に -I キ 


イタ を 神の 前に 跪かし めないで は^かな いので ある。 これ を 默阿彌 式の 出し ぬけな 無造作な 悔悟 に 比 

ベて、 それが どんなに 人生に 眞贲 で， そして 銕曲 的に カ强 いか、 それ は 言 はないでも 分かって ゐる。 

かう 論じて 來 ると、 私達 は 何 一 っ默 I： 彌 から 學 ぶべき 事がない やうに 思 はれて 來 るが、 實は 決し 一」 

さう ではない。 以上 述べた やうな 諸種の 缺點が あるに も拘ら す、 默阿彌 は 依然として 日本が 生んだ 最 

も 偉大な 狂 首 作者 ひ 一 人な ので ある。 吾人が 仰いで 師 とすべき 高贵な 戯曲 家の 一 人な ので ある。 

果して 然 らば、 默阿彌 の 何處に 「偉大」 が あるので あらう か。 默阿彌 の何處 に 「高貴」 が あるので 

あらう か。 それ は、 言 ふまで もな く、 彼の 舞臺 技巧に あるので ある。 少しも 面白から ぬ 筋 を さへ 極め 

て 面白く 速んで 行く あの 巧みな 舞臺 技巧に あるので ある。 例へば 「三人 吉三」 の 終りの 幕 吉祥 院の場 

を 見る が 好い、 默阿彌 は あの 複雜を 極めた 筋 を 解決すべく、 あの 堂守 源次坊 とい ふ 小さな 役 を、 どん 

なに 巧み に驅 使して ゐる であらう。 

例 へ ば 魚屋 宗 五郎が 禁酒 を 破る 場面 を 見る が 好い。 例 へ ぱ筆屋 幸 兵 衞が發 狂す る 場面 を兑 るが 好い。 

例へば 淸 心が惡 に陷る 場面 を 見る が 好い。 例へば M 小 佾が實 父に 邂逅す る 場面 を兑 るが 好い。 例へば 

直 侍が 三千^ を 訪ねる 場面 を 見る が 好い。 默阿彌 は舞臺 技巧に 於いて 實に 優れた 腕 を 持って ゐる、 實 

に^に 優れた 手腕 を 持って ゐる。 

近 K、 默阿 ^劇が 頻々 として 演ぜられる。 それに 連れて、 默阿 彌剌を 研究しょう とする 若い 人々 が 
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殖えて 來た。 誠に 結構な 事で ある。 併しながら、 私 はさう いふ 人達に 向って 遠^なく 一 頁 ひたい。 「諸お 

にして 若し 默阿彌 から 何 かを學 ばう とするなら、 一途に 唯 彼の 舞臺 技巧 を 讀んで 貰 ひたい。 默阿彌 か 

ら 人生 を學ば うとしても、 それ は 畢竟 無駄で ある。 默阿彌 から 詩 を 汲まう としても、 それ は 畢^ 徒^ 

である。 默阿彌 の價値 は 職人と しての 價値 である。 默阿彌 の 偉大 は 技術 家と しての 偉大で ある。 默：£ 

彌がス タリ イブに 比べられ、 サル ヅゥに 比べられ、 大沙 翁に 比べられ るの は、 唯 彼が 稀代の 舞臺 技巧 

象で あるから である。」 と。 


歌舞伎十八番の 內 

m 「鳴 祌」 の 對話 

原始的な 科白 劇と して 「鳴 神」 は 殆ど 完全に 近い 內容 形式 を備 へて ゐる。 

日本の 歌舞伎 劇の 一 大 特色で あり、 一 大特徵 である 舞踊 的な 要素 (この場合 では、 その 一 種で ある 

荒事) が、 この場合 では、 出来るだけ 滅 縮せられ てゐ て、 その 餘り 著しい 特色で ない 對話的 要素が、 

出来るだけ 擴. K せられて ゐる。 

尤も、 原始的な 歌舞伎 劇の 屮 にあって、 所謂 市 川 家の 十八番 だけ は、 いづれ も 比較的に 對話的 要素 

に { にんで ゐる。 

例へば 「毛 拔」 を^る が 好い. 「助 六」 を兒 るが 好い。 內溶は 兎も角も その 對 話の リズムの 素朴で 快 

活な事 は、 到底 後の 演劇に その 比 を 見出だす 事が 出来ない。 (「勸 進 帳」 は その 舞踊 的 要素の 尤も 擴大 

せられた 場合で ある) 

小山. s 薰 全集. 七卷 联舞伎 十八番の 內  七 〇 七 


小山 內薰^ 集. セ卷 歌舞伎十八番の 內  七 〇- ハ 

だが、 その 十八番の 中で も、 この 「鳴 祌」 は、 特に 對話的 生命に 富んで ゐ るので ある。 

鳴 神 上人の 呪詛の 擅から 落ちる の は、 雲の 絶 問の 巧みな 「說 話」 によって 落ちる ので ある。 亡き 夫. 

と の 戀愛關 係 を 目 の 前に 見せ る やうな 「言語 の 感能的 描寫」 に 依 つて 落ちる ので ある^ 川 渡り の 件 は、 

勿論 多少の 挑發 的な 舞臺的 動作 を 伴 ふので あるが、 ここ とても、 作者が 成るべく 「詞」 に 依っての 表. 

現 を 主にした らし い 事 は. 「まくった か/、」 「まくった 段 かいな」 とい ふ 臺詞が あるので も 分かる) 

先づ 初めが、 女の 男 を 慕 ふ 件の 描寫 である。 

絕 「さいな あ、 その 可愛らし さとい ふ もの は、 ほんに ちりけ もとから。 

黑 「ぞっとし たか ズ 作者 は 鳴 神の 弟子 黑雲坊 白雲 坊を 使って、 雲の 絶 間の 說 明に 時々 cvertolle  ^ 

作る ので ある) 

0 「ぞっとの 段 かいな。 

黑 「がた く 震へ たか。 

絶 「がた くの 段 かいな あ。 寒うな つたり 暑うな つたり、 その 殿御の 顔に 兌 惚れ * てた と 思 はしゃ 

んせ。 

白 「面白い。 

黑 「たまらぬ わ。 


男の、 その 時、 女に くれた 古歌の 下の句 を、 女 は 忘れた のか- 忘れた 振 をす るの か II 上の句 を 

二度^. じて、 態と 首をかしげる。 壇上の 鳴 神が 思 はす その 戀 歌の 下 をつ ける。 そして、 物語 0 綾き を 

促す 呜祌の 心の 傾きの 第 一 段 を 唯 これ だけに 示した の も 力が ある。 

男 は 自分の 住所 を 「蜣峨 野の 奥の 片 ほとり 結びて 立てる 草の 庵」 とば かりし か 言 はないで 去る ので、 

女 は 愈 心 を 悶える —— 

0 「いやもう 淺り 多い やら 氣が 探め る やら わく/^' とどう も かう もなかつ たこつ ちゃ ござんせ ぬ… 

やがて、 女 は觀 昔の 夢吿に 依って、 あても なしに 嵯哦 野の 奥へ 通 ふので ある。 そこに 例の 川 渡りの 

描寫が ある —— 

絶 「 …… したれば 大きな 川が あつたと 思 はしゃん せ。 

白 「あると も/、、 大 井川 桂 川。 

黑 「名代の 川ぢ や。 

絕 「さあ その 川 を 渡らう と 田 やって な。 舟 はなく * 橋 はなし、 たと へ 水に 溺れよう とも、 この 川 を 渡 

つて 逢 はに や 置かぬ と 思うて、 さらば この 川 を 越して 旲れ ようと 思うて な。 ほんに 晝^ らばよ 

いもの かいの。 闇 をた よりの 川 渡り、 女子の 身の 大瞻 な、 裾 をぐ つと からげ てな。 

兩人 「まくった か/、。 
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筢 「まくった 段 かいな。 

兩人 「おう 冷めた。 

0 「その 冷めたい も 厭 は >  こそ、 向う の 方 へ ぞん ぶり。 

白 「ぞん ぶり。 絶 r ぞん ぶり。 黑 r ぞん ぶり。 結 「ぞん ぶり。 

兩人 「ぞん ぶり。 

白 rf^  V う 架 いわ/、。 

黑 「これ は 丈が 足らぬ わ。 

女 は 川 を 越えて、 終に 男の 住居 を 尋ね 當 てるので ある —— 

0 「 ..... たうとう その 殿御の 庵へ 迎 りつい たわいな あ。 

兩人 「ついた か/、。 

絶つ  すっと 內へ這 入った と 思 はしゃん せ。 さう すると、 あの 殿御が、 やれお ぢ やった かとい う 

て、 わしが 手 をと つて、 直ぐに 內へ這 入つ たわいな あ。 

白 「とける わ/  、。 

絡 「 さう すると、 何 かつ もる 物語り、 香 をた くやら、 酒 を飮む やら。 

黑 「これ はた まらぬ。 


絡 「嬉し さの 涂り 戯れが 過ぎて、 つい 口舌に なつ たわいな あ。 

白 「のど 元 過ぎれば 熱さ を 忘る、 のぢ やの。 

挹 「え k つんと^ かしゃん せ。 ^ くまいが どうした。 つめる ぞぇ、 叩く ぞぇ。 叩いて 見や。 叩かい 

ではと^ 御の つむり をび つし やりと。 

(こ、 で、 兩 僧の 頭 を 叩く 可笑しみ が ある) 

白 「よい。 勘忍せ い/、。 

筢 「その 言 ひの ほりが かう じて な、 面 {:! う. ない 程に、 わしゃもう 去ぬ る。 いや 去な す 事 はならぬ。 

いや 去な にや 置かぬ と、 つと 立って、 去な うとし たれば、 わしの 袂をぢ つと 控 へて …… 

ここで 又、 雲の 絕間は 男の 詠んだ 他の 古歌の 上の句 を： 百 ふので ある。 そして、 態と I 多分 態とで 

あらう —— 下の句 を 言 ひ 淀む ので ある。 すると、 この 長い間、 ぢ つと 默 つて 聞いて ゐた呜 神が、 思 は 

す 又 この 戀 歌の 下の句 を 詠む ので ある。 そして 「して/  、 ど うぢ や」 と 話の 後 を 迫る ので ある。 

0 「なんと さう いうて 留めさし やん しても、 去な うと 言うて は 去な にや m はかぬ と 外して 行かう とし 

たれば、 袂を とってい や 遣る 事 はならぬ と 引かし やん す。 いや 去ぬ る。 遣らぬ …… 

この^な 揉めの 描寫 の內 に、 鳴祌は 終に 擅 を^み 外す ので ある。 

氣を 失った 鳴 神 はせ 一 H の 絡 間に 胸 を 押されて、 意識 を 取り^す と 同時に、 女の 肉的 接觸を 夢の やうに 
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思 ひ 出して、 脆く も 女の手 中に 陷 らうと する が、 ふと 我に 歸 つて、 女の 胸倉 をと つて 投げる。 女が ig 

くまで. a 分の enchantress でない 事 を 主張して、 果て は 瀧壺へ 身まで 投げよう とする のを兑 て、 吧种 

は 又 心 を 解く。 そして 亡夫の 菩提 を 弔ふ爲 に、 女の 尼法師と なる 事 を 許す。 そこで 先づ If ぶ坊に 命じ 

て 剃 髮の器 を 麓まで 取りに やる。 やがて、 又 白雲 坊に 命じて 装裟 衣と 珠數を 取りに 遣る。 これ だけの 

間に も、 この 三人の 諧謔 を帶 びた 對 話が 生き生きと 書かれて ゐる。 二人に なると、 女 は髮を 剃り 落す 

のが、 ^に 悲しくな つたと 言って、 瘕を 起す。 鳴 神が これ を 介抱す る。 そして、 生れて 始めて 女の 肉 

體 に觸れ る。 この 邊の 描寫は H  a チ イクの 文學 として 別に 研究 を 値する。 (その 精細 を 極めた 描寫 は、 

到底 今日 原本 通りの 演出 を 許させない 程で ある) 

鳴 神 は 終に 自ら 破戒 墮 落を吿 白して、 女に 愛慾の 滿足を 迫る。 女 は 夫婦になる ならと 言 ふ。 呜 祌は 

勿論 だと 一一 目って * 直に 盃事を 催す 事になる J この 邊の對 話 も、 簡素で. 音樂 的に 生き生きとして ゐる I . 

「おうと. ^ill&o 

絕 「こり や、 ど うぢ やい の。 

嗚 「酒 一 滴 もなら ぬ。 奈良漬 さ へ 嫌ひぢ や。 

絕 「さあ 今まで は下戶 であらう けれどな、 女房 もたん すから は、 酒 も 上がった がよ いわいな。 

鳴 「でも 飮 めぬ もの を。 


絡 「わしが 飲まし やん せとい ふのに、 飮ま しゃん せぬ か。 

嗚 「飲まう。 

絡 「いえ。 迢 かしゃん せ。 

鳴 「あやまった。 あやまつ たとい ふ 儘に 注 ざく され。 

やがて 女が 盃を 受ける。 鳴 祌が酒 を 注ぐ。 その 酒に 呪詛の 注繩が 映る の を、 女 は 蛇 だと 言って、 態 

と^き 恐れる。 そこで、 嗚祌が 注 繩の說 明 をす る。 そして これ を 切れば、 雨 を 封 じた 呪が 破れる と 言 

ふ。 この^; の 「段 どり」 の 巧 さも 嘆賞に 値する。 

女 は 終に 鳴 神 を 盛り 潰す。 そして、 注繩を 懷劍で 切る。 鳴 神の 呪詛が 破れて、 大 雷雨が 來 る，。 

雨の 中 を 破れた 菅笠で 歸 つて 來た兩 僧に 呼び 起された 嗚 神が、 その 絕 望と 怨恨の 表現と して、 ここ 

に 始めて 舞踊 的な 荒事 を演 する ので ある。 そして、 そこに 劇が 終る ので ある。 

「呜 祌」 の 研究 は、 種々 の 方面から する 事が 出来る。 そして、 どの 方面から しても、 興味が ある。 し 

かしこ こに は 唯 その 對話的 方面の みの、 ほんの 覺書 をした に過ぎない。 そして、 その 方面の 研究と し 

て は、 ^が 明いて から 暫くの 間の、 黑雲坊 白雲 坊兩 人の 對 話の、 素朴で. 輕 妙で， 諧謔に 富んで ゐて、 

しかも 音樂 的な の を、 決して 讀み 落して はならない 事 を 附記して 笸 かう。 
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S 「毛 拔」 の 研 究 

1 一代 目 圑十郞 が 寛 保 一 一年に 大阪の 佐 渡 島 座で 初演 をして 百 七十 日間 見物 を 呼び 績け たとい ふ^き 汪 

曾 「鳴 神 不動 北 出樱」 の 正本 は何處 にも 傳 はって ゐな いらし い。 併し、 この 狂言の  一 の 「^た 依」 と 

も 思 はれる 八文字 屋 本の 「雷神 不動 櫻」 は 今でも 讀む 事が 出来る。 そして、 これ を讀 むと 「^神- 个動 

北 m 樱」 の 內容も 略 想像が つく。  二 代 目 圑十郞 がー 人で 三役 を 勤めた とい ふ II そして、 それが 後に 

歌舞伎 十 八 番の內 の 三つに なった とい ふ II 籴寺彈 正と 鳴 神 上人と 不動明王 と の 關係も 略 窺 は れ る。 

小 野の 春 道の 息子 春風が 倾 城の 三 吉 野に 夢中になる。 同じ 三吉 野の 客 早 雲の 王子と 張り合って、 女 

を 請け出さ うとす るが 金がない。 そこで、 家 寶の小 野 小町の 雨 乞の 短 册を盜 み 出して、 身 請の 金 三百 

兩 のかた にす る。 早 雲の 王子 は それと 知る と、 自分が 三百 兩 出して、 三吉 野の 抱 主から その 短 册を買 

ひとって しま ふ。 春風 は 忠義な 家老 秦民 部の 妻卷 絹の 情で 三百 兩の金 を 手に入れる。 それ を 持って、 

1 ニ吉 野の ゐる 千歳 屋へ駔 けつけ るが、 もう 短册 はない。 その上、 一一 一吉 野 も 早 Ml の 王子へ 渡され さうな 

運命に なって ゐる。 そこで、 ^風 は 三 吉野を 連れて 逐電す る。 卷 絹の 春風に 渡した 金 は、 i はは、 に^の 

それ を盜ん だので、 卷絹は その 責を負 うて 自殺す る。 

小 野 家で は、 短册 がなくなる。 春風が 行方不明になる。 その上に、 また 奍 風の 妹の H の 絡 li 姬 が：^ 


敷 を 拔け屮 I すと いふ 騒ぎになる。 ^間の 姬 はかね て 文 屋豊秀 の 許嫁に なって ゐ るので あるが、 悪^ 老 

の八刽 兵^が これに 思 ひ を 寄せて、 泰 風の 行方の 知れない の を 幸に、 これと 夫^に なって 小 野の^ を 

横^しようと 八 止て てゐ るので、 それ が^さに 屋敷 を 飛び出す ので ある。 

もと 小 野 家の 家来で、 意趣で 人 を 殺め た爲に m 敷 を 追 はれて、 今 は 郊外に 侘 住居 をして ゐる 岩波 文 

藏と いふ 老人が ある。 これが 絶 ^ の姬の 保護 をして、 i 波の 知る べを頓 つて 行く 途中、 何も 知らす に 

大 原の 离九 とい ふ^の 家に 一夜の 泊り を 求める。 萬 九 は三吉 野の 腹 違 ひの 兄で あるが、 悪い 奴で、 小 

お." ！：r が 妹の 一 一 一. fH 野 に 熱心 だと 閱 いて、 舂 風の 偽筆 の 手紙 を 人に 作らせて、 それ を 惡镞 仲間の 熊手 の 

^ベに 持たせて やって、 秦民 部から 三百 雨の 金 (民 部 は 刀 を 質に 入れて その 金 を 作った) を 欺きと つ 

た 程の 男で ある。 勿論. 絕 間の 姬の轉 ゆ 込んで 來 たの を， 唯 は 兄 逃がさない。 熊手の 圑 八と 談合して、 

姬を八 劎兵庳 に 渡して 褒美の 金に ありつかう とする。 そこで、 夜中に 姬^ 盗み出さう とすると、 文^ 

が を さます。 ず：：^ が 斬る。 そこへ、 最前から 外で 樣子を 窺って ゐた黑 装束の 侍が 飛び込んで 來て萬 

九 を 斬る。 これが 文 屋豐秀 の 家臣 久 米寺彈 正景賴 なので ある。 文 蔵が 名乘を あげる と、 ^九の 女房お 

錫が、 岩波 文藏 なら 親の 仇 だと 言って、 立ち合 はう とする。 お 錫 實は文 蔵の むかし 討った 村 岡主膀 の 

娘お 梶 であった ので ある。 文藏は 潔く 討 たれよう とする。 ところが、 萬 九が 又文藏 のむ かし 勘當 した 

文叫郞 だった 事が 分かる。 そこで、 ぉ梶は 舅に 匁 向 ふ 事 は 出来ぬ とい ふ。 文^ は 萬 九 は勘當 した 
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もの だから、 自分の 子で はない、 構 はす 討てと いふ。 久 米寺彈 正が この 仇 討 は 自分に 預けて くれと い 

つて ゐる ところへ、 秦民 部が 欺き 取られた 三百 雨の 金 を 取り返しに 遣って 来る。 併し、 この 場の 有様 

を 見て、 心 を 和らげる。 畢竞萬 九に 惡事 を勸 めた の は 熊手の W 八 だとい ふので、 彈： 止が その 首 を 打ち 

落す。 文 藏は萬 九に 改心 を勸 めて、 腹 を 切って 死んで しま ふ。 民 部 は 無事に 姬を小 野の 屋敷へ 連れて 

歸る。 萬 九 夫婦 は 小 野 家の 爲に、 小町の 短册を 取り返さ うと 誓 ふ。 やがて 春風 三吉 野と 同棲して、 萬 

九 は 按摩に 身 を扮し 春風 を 下男に 仕立てて、 早 雲の 王子の 屋敷へ 出入し、 王子に 取り 人って、 短册を 

^返さう とする が、 中々 思 ふやう にならない。 

十八番の 「毛拔 J は、 丁度 この 後へ 續 くので ある。 八文字 屋本 では 四 之卷の 第二の、 「心の 下 紐^け 

かねる 妹 背の 緣組」 とい ふ くだりと、 第三の 「婚禮 の 使者 は 鐺の鞘 を はづれ 分別」 とい ふ くだりが、 

丁度 それに 當 るので ある。 (「毛 拔」 の 正本と 八文字 屋 本との 比較 は 後 に^く) 

久 米寺彈 正 は 八 劍兵庫 を も 斬って 捨て、 絕 間の 姬の 奇病 を も 癒して 歸 るが、 短 册が小 野 家へ 戾らな 

ぃ爲 に、 姬 と豐秀 との 婚禮は いまだに 擧ゅ る 事が 出来な い 。 

絡 間の 姬は 絶望して、 せめて は 身 を 捨てて 父の 勅勘 を 救 はう とする。 そこで、 西の 洞 院の天 祌宮の 

前で、 われと わが 咽喉へ 守り刀 を 突き立てる。 この 神前で 血 を 流せば 五日の 內に 雨が 降る とい ふ 口碑 

が あるから、 その 內に S の ありかが 知れれば、 召し 上 けられた 所領 も 元の通りになる であらう と 思つ 


たからで ある。 丁度、 そこへ 民 部が 來 合せる。 民 部 も 短册の ありかが いつまでも 知れない ので、 社 前 

に 血 を 流して^ 人 を 救 はう として 來 たので ある。 そこで、 姬の 介錯 をして から、 自分 も 腹 を 切らう と 

して、 ^^を^め てゐ ると、 そこへ 祠の 中から 阿部の 淸 行と いふ 博士が 出て 來る。 淸行は 早 雲の 王子 

の惡逆 を 避けて、 この 祠の 中に 隱れ てゐ たので ある。 淸行は 民 部に 向って 言 ふ。 今度の 孕 魃は 天災で 

はない から、 小町の 短册も 役に は 立つまい。 實 は鳴祌 上人と いふ 坊主が、 關 白の 基經 公へ、 ^山に 戒 

埤^ 立の 願 を 出した の だが、 まだ 若輩 だからと お取り上げに ならない。 從 つて 御 許しの 勅靛も 下らな 

いので、 朝廷 を怨ん で、 鞍馬 山へ 登り、 法力で 龍神 を 封じ込め たから、 それで 天下が 早魃 になった の 

だ。 だから、 知" 略 を 以て その 法力 を 破り さへ すれば、 雨 は 降る の だ。 お前 は 決して 今 死んで はなら な 

い。 この 事 を 春風に 傳へ、 力 を 協せ てこの 禍を 返け、 上 は 天子の 宸襟を 休め、 下 は 萬 民の 愁を 除く ベ 

き だ。 これ を 聞いた 民 部 は 死 を 思ひ留 つて、 もう 一度 春風 夫婦の ありか を 探さう と 誓 ふ。 すると、 淸 

行が、 ^風 夫婦 は 多分 唐 崎と いふ 所に ゐる だら うから、 行って 尋ねて 見る が 好い とい ふ。 民 部 は 娘の 

死骸 を淸 行に 頼んで、 直ぐに 發足 する。 

十八番の 「鳴 祌」 は 丁度 この 後に 綾く ので ある。 唯. 十八番の 正本と 八文字 屋 本との 違 ふところ は， 

前者での 雲の 絡 間 (この 名が 春風の 妹の 名から 出て ゐる事 は 前の 梗概で も 分からう) が、 後者で は 三 

吉野 になって ゐる 事で ある。 民 部から 淸 行の 話 を 聞いて、 三吉 野が 身 を 以て、 この 難事に 當 るので あ 
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る。 しかも、 面白い 事 は、 三 吉野は 女の 姿で なく、 若衆の 姿に 化けて *( ここ は 十八番の 作り 變 への 「女 

鳴 神」 に似て ゐる) 山へ 入り込む ので ある。 「女に は 遠慮 あれ ども、 若衆に は 構 ひなし」 三吉野 はこ こ 

を 利用した ので ある。 そして、 兄 分の 人に 刖れ たから、 世が 捨てたい の だと 言 ふので ある。 ^し 女 だ 

と 言 ふ 事が 直ぐ 看破され るので、 實は 夫に 別れた の だが、 女の 身で お 側へ 近づく こと は 出来まい と 思 

つて、 態と こんな 姿 をして 來 たの だが、 もうかう 現れた 上 は-とても 弟子に はして くれまい と 一一：；： つて、 

岩角から 谷底へ 身 を 投げよう とする ので ある。 あと は 略 十八番の 通りで ある。 唯、 上人の 行 法の 破， r> 

たと ころで 秦民 部が 春風 を 連れて来て、 上人 や 同宿 を 殺して しま ふ 事が 十八番に ないだ けで ある。 

これから 十八番の 「不動」 になる わけで あるが、 その 順序 は 略 次ぎの 通りで ある。 

大雨が 沛然と して 來 たので、 天子が 紫宸殿に 群臣 を 集めて、 悅 びの 天盃 み-廻らす。 そこへ 民 部が 春 

風三吉 野 を 連れて来て、 今までの 事 を 委しく 話す。 そして、 この 恩賞に は 舂風父 f の 勅勘 を 許され、 

所領 を 元の 如く 下された いとい ふ。 そこで、 關 白の 基 經が叙 慮 を 伺って、 三 吉野を 春風の 嫁に して、 

小 野の 家 を 相 綾させる。 春風の 所領 は 本 知の 上に 更に 百 町を增 して 賜 はる。 文 屋豊秀 へ は、 ^^の 娘 

錦 0 前 を 春風の 妹に して、 緣を 組ませる 事に する。 

みんなが 喜んで ゐる ところへ、 早 雲の 王子が 天子の やうな 裝 をして 飛び込んで 來る。 そして、 今度 

の兩 はおれの 手柄 だ、 小 野の 家の 短册が おれの 手に は ひった ので、 それで 祈った から 雨が 降った の だ * 


その おれ を^ 視す るの は 不都合 だと 言 つて 息張る。 は ヤ氣 で、 あべこべに 王子の 不身持 を 非難す 

る。 ： 上 子が へこんで ゐる ところへ 久米寺 itE の 妹の 松ケ枝 (こ Q 妹の 事 は、 あとで 十八^の 「毛 拔」 

と 八文字 尾 木との 比較の 時に 書く) が、 蜀 紅の 錦で 包んだ 箱 を 捧げて 來る。 箱の 中に 納めて あるの は- 

小 野 小町の 名歌の 短册 である。 松 ケ^ は 結 問 姫の 依顿を 受け、 王子の 家老 治 部 右衛門 (前に、 春風の 

僞箪 を^いて 萬 九に 與 へたの も、 この 惡家老 である) に 取り入り、 兄の 彈正 と諜し 合せて、 終に こ Q 

矩册 を^ ひ 返した ので ある。 これ を 閗 くと、 早 ：5f の 王子 は大に 怒って、 おれ は假に 王子と 生れた が、 

^は ：大 の 邪鬼の だ。 この 日本 を楚ひ 取って 永く 魔國 とな さう 爲、 鳴祌 卜： 人と 諜し 合せて、 短册を 

^しおき、 孕 魃を させて 萵民を 苦しめた のに、 殘 念に も贵樣 の 智略に 落ちた。 この 上 は、 おれが 直. ぐ 

王位に 登って、 魔王と 仰がれ、 日本 を魔國 同位の 邪國 にして、 神社 佛閣を 破 却せ やに は 置かぬ と 言つ 

て、 の 御旅 を 押し 明けて、 狼藉に 及ばう とすると ころへ、 ^に 冷たい 風が 吹いて 來て、 嗚祌 上人 

の」 し^が 現れる。 亡 靈は早 雲の 王子の 襟髮 を摑ん で、 足下に 踏ん まへ、 「一 旦の 我慢 心」 から 王子と 心 

を 通 はせ て 惡逆を 働 いたが， 今にして 祌國 王法の 威力の 深いの が 分かった。 今 か らは阈 家の 守と なり- 

王者 を輔 け、 佛祌の 守護と なって、 惡鬼惡 魔 を 降伏 させす に は 置くまい。 さう 言 ふかと 思 ふと、 鳴 神 

上人の 亡靈 は、 降魔の 利劍を 持った 不動の 姿になる。 踏ん ま へられて ゐた 王子 は S: 天の 魔王の 身と 變 

じて、 やがて 悶死す るので ある。 これが 八文字 屋 本の 火圑^ になって ゐる。 
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そこで 歌舞伎十八番で 使 ふ 「毛 拔」 の 正本 を點檢 して 見る。 この 正本 は 歌舞伎 新報の 第 千 五な 二 わ 

號 から 二十 三號に 亙って 祸 載せられた 活字本で ある。 や 幾が かいた 繪 表紙に は、 一字で、 「鑷」 とに： い 

て ある。 

まづ 第一 に 登場人物の 名で ある。 十八番の 正本で は 春風の 妹が 錦の 前と いふ 事に なって ゐ るが、 八 

文字 屋本 では これが © の 絶間姬 で、 錦の 前と いふの は關白 基經の 娘で、 後に 春風の 義妹になる 者の 名 

である 事 は、 前の 梗概で 分からう。 それから、 八文字 屋 本での 八劍兵 庫が ここで は 八 劍玄蕃 となって 

ゐる。 この 正本に 出る 小 原 萬兵衞 が、 八文字 屋 本の 大 原の 萬 九に 常って ゐる事 は 言 ふま でも あ る ま 

い。 それから 卷綃 とい ふ 腰元が 出て ねる が、 この 名が 八文字 屋 本の 民 部の 妻の 名から 出て ゐる事 も 明 

である。 

さて、 正本の 內容に は ひって 見る。 幕が 明く と、 小 野の 屋敷で、 八 劍玄蕃 の 子の 數 馬と 秦民 部の 弟 

の 秀太郞 とが 眞劍の 勝負 をして ゐる (二人とも 八文字 屋に 出て 來 ない 人物で ある)。 弓の 話から、 秀太 

郞が數 馬の 父 を 篤り、 數鸪が 秀太郞 の 兄 を 嘲った のが 喧嘩の 起り である。 腰元の 卷^ が 止めに は ひる 

と、 二人 は 中々 聞かない。 その 內 に 初から その 爭ひを 見て ゐた玄 蕃と民 部が 二人 を 引き分ける。 今度 

は 玄蕃と 民 部の 举 論 となる。 終に 親子 兄弟 h: 人が 反り を 打って 眞劍の 勝負 をしょう とする。 そこへ 勅 

使が 來 るので、 ひ は 止めになる。 小野舂 道と^ 風が 出迎 へる。 勅使 は樱 町の 巾將淸 ^で： 天 下が 孕 魁 


で 困って ゐ るから、 家寶の 小町 雨 乞の 短册 (この 短册の 歌の 上 五 文字が * この 正本で は 「ことわり や」 

となって ゐる。 八文字 屋本 では 「まかなく に」 となって ゐろ) を 禁廷へ 差し出せと 一 K ふ。 春^が 名譽 

に 思って^ T ぐに 藏 から 出させよう とする。 の 春風が 困惑す る。 その に、 玄蕃と 民 部との 間に 爭 

論 が ある。 給：： 5、 短册の 箱が 持ち出され るが、 中に 短册 はない。 藏を 預かる K 部が K を うて 自殺し 

ようとす る。 ^の 秀太郞 が 止める。 今度 は 春風が 腹 を 切らう とする。 腰； 兀の卷 絹が 止める。 (この 臺詞 

で、 卷紹 が^ 風の 情 を 受けて ゐる者 だとい ふ 事が 分かる^ 玄蕃は 始終 快け に 嘲笑 ふ。 养道 は、 二人が 

死んでも 勅使への 言訣は 立たない。 それより は 急いで 短册の ありか を 探せと 言 ふ。 勅使 も 短冊が あり 

さへ すれば、 二三 n は 待てぬ 事 は あるまい。 御前 は. N しく e. し 繕って m£- くから と 1R ふ。 ここで も、 玄 

蕃は 意地 惡を言 ふので あるが、 勅使に 叱られて 默 つてし まふ。 やがて、 勅使 は 小 野 家の 馳走に なりに 

奥へ は ひる。 一同 も ついては ひる。 民 部が 一 人手 を 組んで 考 へて ゐ ると ころへ、 久米^ 彈 正が 文屋璺 

秀の 使お として 來 るので ある。 

先年、 左^ 次が この 古 劇の 復興 を 企てた 時 は、 この 最初の 一節 は 省いて、 いきなり 彈 正が 使者に 來 

ると ころから やった。 これ は 然るべき 事で. 「毛 拔」 の 一 段 を 放して やる 以上、 短 册に關 する 一 件 は、 

さう 重大で はない の だから、 略す 方が 筋が 引き締って 好い ので ある。 勿論 「鳴祌 不動 北山 樱」 とい ふ 

綾き 狂 一； n 仝 體 にと つて は. 短冊 は 重大な 役目 をして ゐ るので あるが 、豐 秀ゃ久 米寺彈 正に 關 する 筋 は、 
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寧ろ 揷話. なので あるから、 禅話 は 飽くまで も揷 話と して、 これ を 放して 演 する 場合 は、 成るべく 本筋 

に 觸れる 部分 を少 くす る 方が、 筋の 上に 無益な 褀雜 さが 避けられて 好い ので ある。 左團 天の^^ は當 

を 得て ゐた。 

久米寺 彈疋が 使者に 來 てから 歸 るまでの 事 は 、左 M 次の II 東京で 一 一度、 大阪で 一 度の ！. 演出で、 

多 數の人 は 見て ゐ ようと 思 ふから、 詳しい 事 は 言 はない が、 八文字 屋 本との 比較 をして 兑 ると、 先づ 

第一 が、 彈 正が 腰元の 卷 絹に 戯れる ところで ある。 十八^の 正本で は、 唯單に 戯れる やうに なって ゐ 

る。 强 ひて 解釋 して 見たところで、 敵役の 玄蕃 に油斷 をさせる 手段 だとぐ らゐ しか考 へられない。 と 

ころが、 八文字 屋 本の 方で は， これが 意味の ある 事な ので ある。 久 米寺彈 正に 松ケ 枝と いふ 妹が ある。 

1 は それ を 腰元に 仕立てて、 八劍 一派の 善惡を 探りに 小 野の 屋敷へ 入れて m はいて ゐる。 彈正は 使者 

に來て 妹に 會は うとす るので あるが、 名 を さして 呼ぶ わけに は 行かない。 そこで、 出て 來る 腰元 出て 

來る 腰元に 戯れて、 腰元 達 を 厭がらせ、 今度 は 妹が 出て 來 るか、 この 次ぎ は 妹 かと、 それ を 恃 つので 

ある。 併し、 これ も 本筋 を 離れて 「毛 拔」 だけ を演 する 場合と すれば、 それ 程の 意味 をつ けないでも 

差 支 * からう。 前に 言った 八劍 に油斷 をさせる 爲 ぐら ゐに考 へて 置けば 好から う。 ^の 大まかな 犴雷 

とし. て 見れば、 その 「爲」 さへ 無理に 考へ るに は 及ぶまい。 彈正が 戯れる 若衆 も、 前の &刽勝 fc; 、のく 

だぶ 4 ら續 けて やれば、 民 部の 弟の 秀太郞 なので あるが、 これ も： g を 略す 場合に は、 唯の 若衆で 差 支 


あるまい。 

それから、 百姓 小 原 萬 兵 衞の くだりで ある。 これが 八文字 屋 本の 大 原の 萬 九に 當 つて ゐる事 は 前に 

も： w つたが、 八文字 屋本 では、 彈正 使者の くだりに、 この 萬 九 は 出て 来ない。 十八番の 正本で は、 萬 

兵衛は 春風が 手 をつ けた 腰元の 小 磯の 兄と 稱 して 來 るので ある。 小 磯 は 春風の 胤 を 宿した が、 難産で 

死んで しまった。 萬お 街 は 春風に その 償 ひ をし ろと 言 ふので ある。 ところが、 彈正 はこれ が 偽者で あ 

る 事 を 知って ゐる。 小 原は彈 正の 主人 豐秀の 領分で、 小 磯の 本 當の兄 萬 丘ハ衞 の訴へ 出た ところに 依る 

と、 小 磯 は 木の &明 神の 松原で、 何お かに 殺されて、 懐に して ゐた 春風の 手紙 並に 大切な 一 品 (これ 

が 小町の 短册 である) を楚ひ 去られた と 言 ふので ある。 そこで 彈 正は僞 者の 小 原 萬 兵 衞を 一刀の 下に 

斬り 倒して、 その 懐から 小町の 短册を 取り出して 民 部に 渡す ので ある。 

萬兵衛 は 偽^だ から、 正しい 意味で、 八文字 屋 本の 萬 九に は 常って ゐな いか も 知れない。 併し、 小 

^が恭 風との 關 係に 於いて、 丁度 三吉 野に 當 つて ゐる事 は、 考 へられぬ 事 はない 「北山 櫻. 一 の 正本 は 

知らないが 「毛 拔」 だけ を 放して やる とすれば、 短册の 結末 を かう して 早く 節 單に片 づけて しま ふの 

も 好い。 

それから、 磁石の くだりで ある。 この 正本で は、 彈疋が 松で 天井 を 突く と、 忍びの 者 (左國 次の 演 

出で は、 奴の やうな 装 をして ゐた) が、 大きな 磁石 を 抱へ て 落ちて 來る 事に なって ゐ るが、 八文字 屋 
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本で は、 八劍 一 味の 惡醫道 安が 落ちて 來 るので ある。 そして 懷 から 一 尺 あまりの 磁石 を 取り出して、 

八刽の 頼みで やった 事 を 自白す るので ある。 併し、 これ も 「毛 拔」 のみ を 放して 考 へれば、 强 ひて 典 

藥道安 を 出す に は 及ぶまい。 唯の 忍びの 者で 差 支 はない。 

これ を 要するに 、左^ 次の Text—uegie は 八文字 屋 本と 比較して 見て、 少しの 難がない わけで ある。 

さて、 これ だけの 研究 をして 置いて、 最後に 歌舞伎十八番の 一 つと して 「毛 拔」 の^ 姨を考 へて 3- 

よう o 

勿論、 全 體の筋 は、 日本の 歌舞伎 劇に 煩 さい 稃^ 山 ある 「お^ 騷動」 —— しかも 極 在り 來 りな 「お 

家騷 動」 であるに 過ぎない。 しかも， この 古い 軍 純 極まる 「お 家騷 動」 の犴言 は、 なぜか 德川 末期の， 

もっと 筋の 俊雜 した、 もっと 寫實昧 の ある 「お 家騷 動」 の 狂言より、 永遠 性 を 持って ゐる やうに 思 は 

れる。 

それ は なぜで あらう か。 

それ は先づ 第一 に 趣向の 奇拔な 事で ある。 この 趣向の 奇拔 さは、 百 八十 华も 前に 奇拔 であった やう 

に、 今でも 奇拔 である。 惡 家老が 磁石 を 天井に 隱 して 姬の髮 を 吸 ひ 上げる とい ふ 趣向 も奇拔 なら、 使 

者が 毛拔の 立つ のを兑 て > 直ぐ そこに 氣が ついて. 槍で 天井 を 突く のん 奇拔 である。 これらの 一； 奇拔」 

が ノンセンス である 事 は 言 ふ を 待たない。 しかも、 その ノンセンス であると いふと ころに、 これらの 


「奇 拔」 に惯 値が あるので ある。 ノンセンス でない 「奇 拔」 に は 永遠 性がない が、 ノンセンスな 「奇 

拔」 に は 永遠 性が あるから である。 なぜと 言へば、 ノンセンス は 永遠 不易 だからで ある。 

單^ が 小 原の^ 兵銜を やり 込める 手段 も奇拔 である 。萬 兵衞 はいくら 金 を 貰っても 承知 しないので， 

どうしても ゆの 小 磯 を 元の 俊に して 戾 せと 言って 聞かない ので ある。 そこで、 彈正は 閻魔へ 手紙 を 書 

いて、 これ を 持って 地獄へ 行けば * 閻魔が 小 磯 を戾 して くれる から. 阜く 冥途 へ 行け と 一一 一一" ふので ある。 

この 趣， M も奇拔 である。 ノンセンスな 奇拔 である。 それ 故， 、水 遠の 奇拔 である。 

これ を 要するに 劇の 內容 としての 「毛 拔」 の價値 は、 總 てが 「奇拔 の 永遠 性」 「永遠の 奇拔」 から 成 

立って ゐる ところに ある。 羨まし いのは、 昔の 人の 何者に も 拘束され ない 自. W な^ 想で ある。 因 嬰に 

も 法則に も、 誇張して 言へば、 如何なる 現象に も 縛られない、 心の 儘な 空想で ある。 

單に 「對 話」 だけ を 放して 見れば、 この 作 は 到底 「鳴 祌」 の 敵で はない。 併し、 作^の 機智に 富ん 

でゐる こと は、 この 作で も 十分に 窺へ る。 「皮肉」 は 「鳴 祌」 に 於け るよりも 璺宮 である。 そして、 そ 

^が^ 中の 善人に も惡 人に も 及んで ゐる。 舞 裏の 事件の 運び 方 その 者に も 及んで ゐる。 

,刃 め、 彈： 止 は 使者が 出て 來 ると. 直ぐ 家 來に言 ひつけて、 取次の 口上 を 言 はせ ようとす るので ある。 

すると、 民 部 はいきな り 「委細の 铙 はこれ にて 承った。 先づ お通りな されと おいやれ。」 と 言って、 彈 

正の 一度 言った 事 を、 家来に 二度 言 はせ ない ので ある。 ここに 先 づ從來 の 型 を 破った 作者の 「皮肉」 
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と 「簡潔」 とが 見られる。 

玄 蕃？， 、彈 正の 口上 を 聞く と、 姬の 病氣は 天地が 顚 覆しても 癒る 事で はない から、 ^秀 との 緣談は 破 

談に する。 その 旨 を 主人に 傳 へて 貰 ひたいと 言って、 相手の 詞を 待た すに、 「御 使者 大儀で ござった。 

もう 御歸 りな さる か。 よう お出でな された。」 と 一息に 言 ふ。 ここ も 作者の 「皮肉」 である。 

彈 正が 腰元 や 若衆に 戯れる ところ は、 古い 日本の 舞臺の 上での ヱ a チ イクの 好 標本と して、 遺して 

置く 價 値が ある。 乘 馬の 指南に 事よ せて 若衆 を 挑む の も、 茶に 事よ せて 腰元に 銭れ るの も、 沙翁 あた 

りの ェ 口 チ イクより は 露骨で ない。 

若衆に 逃げられ ると、 見物に 向って * 「传 さん、 近頃 面 SE 次第 も ござり ませぬ。」 と 言 ひ、 腰元に 逃げ 

られ ると。 「てんと、 これで 二 はい 振られた。」 と 言 ふの も， 作者の、 「皮肉」 を 包んだ 「愛嬌」 である。 

小 原 萬 兵 衞の僞 者 を 困らした 揚句 斬って 捨て、 その 懐から 短册を 出す と、 玄蕃が 直ぐ それ を 取らう 

とする。 彈正 は， t れを却 竹て、 折角 骨 を 折って 取った 短册 だから、 お前に は 渡されな いと いふ。 玄蕃 

が 「誰に 渡す。」 と 言 ふと、 「こなたへ お渡し 申し ませう。」 と 民 部へ 渡す。 そして、 「なんと 細工 はりう り 

う 仕上げ を御覽 なされた か。」 と 玄蕃に 向つ て 自慢 さう に 言 ふかと 思 ふと、 直ぐ 見物の 方 を 向いて、 「相 

變らす 不調法な 態 をお 目に 掛けまして ござります る。」 と 言 ふところ にも、 憎. S 程な 作者の 「皮肉」 が 

讀 まれる。 


磁石 を 抱いた 忍びの を、 彈 正が 槍で 突き落す と、 玄 蒋が拔 打に それ を 斬る。 彈正 がそれ を钤 める 

と. 玄^ は 拷問の せつな さに 罪のない 者にまで 罪 を 著せる やうな 事が あって はならない から， お^の 平 

和 を 思って 成敗した の だとい ふ。 すると、 彈正は 「はてよ い 手 廻し で ござるな う …… 短册は 出る、 お 

家 は 納まる， 姬 君の 御 病氣は 平癒す る ビと言 ひかけ て、 玄蕃の 方 を 向いて * 「こなた はお まめで ぢ つと 

して ござる。 これ 程 E 出たい 事 は ござらぬ 0J と 言 ふ。 この 「こなた はお まめて ぢっ として ござる。」 

の  一 ：？ たどに も、 第三者 卽ち 見物と しての 作者の 詞が、 平 氣で曲 中の 人物の 詞の 中へ 侵入して 來 てね 

ると ころに、 皮肉な 面白みが ある。 

春風が 聱 引出物 だと 言って、 仁王 一一： 郞の 銘刀 を彈 正に 渡す と、 彈正 も豐秀 から 頓 まれて 來た 祝^だ 

と 言って、 い きなり 悪^ 老八刽 玄蕃を その 莨った 刀で 斬る。 この 解決 も、 簡潔で、 力が ある。 とても 

镲川 末期の ものに は 見出だし 難い 豪放た 終局で ある。 

正本に はな. S が、 團次の 演出で は、 彈 正が 愈 役 E を 艰 して 歸る 時に、 花道で、 また 兑 物に 向って、 

「1: 一 同樣 のお 蔭で 身に 餘る 大役 もどう やら 勤まりまして ござります る。」 と 言って ぉ辭儀 をした。 こ 

れも而 白かった。 

正本と しての 「毛 拔」 の 面白み はこの 位な 事で あるが、 左團 次の 演出に よって 見た 劇と しての 「毛 

拔」 の 面白みに は、 これ 以上の ものが あった。 
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寬政六 年に は 河原 崎 座で 海老 藏が やった 時に 用 ひたの だとい ふ萌黄 地に 金紫緣 縫の 非 盤 ヶ桟樣 にし 

た 上下 も 面白かった。 著附が 白の 天鵞絨な の も 古風で 好かった。 足袋の 柑子 色な のも^ らしかった。 

毛拔が 立つ、 堙 管が 立たない、 小柄が 立つ—； この くだりに も左圑 次の 演出に は、 形の 上での 藝術 

的な 苦心 を 見られた。 伊原 靑々 園 氏が 歌舞伎の 第 百 十 一 號に 記載 せられた 型を抄 記して 見る と 

毛拔が 差金で 逆立つ。 彈正 はこれ で 五た び變 つた 形の 見得 をす る。 先づ 左の 手で 刀 を 持って 鐺を 

トンと 突き、 右の 足 を 踏み出し、 右の 腕 を 張って 拳 を 頷へ 寄せる。 これが 第一 の 兌 得で、 次に 扇 

子で その 毛拔を 押へ ると、 元の通りに 横になる、 扇子 を 放っと 又 立つ ので、 右の 手に した 扇の 上 

で 左の 掌 を 叩き， 其 扇 を 左の 膝に つき， 左の 手 を 上へ 重ねて 斜に 見込む。 第三 は 煙管 を縱に S き、 

跡へ す さって 腹 這 ひに なり、 兩 手を頰 杖して 見得 をす る。 すると 煙管 は 立たない ので 起 上り、 小 

柄 を 出して 小刀 を揷 すと、 其の 小柄が 立つ ので、 正面 を 切り、 堙 管を兩 手で 突き 見得 をし. 「はァ 

て 合點の 行かぬ。」 と 後 向に なり、 身體を 反らせて 兩手を 下につ き、 H< 井を兑 込む。 

とかう である。 

撿で 天井 を 突く 形 も 面白かった。 幕 外の 引 込みで、 貰った 刀の 始末に 困って、 終に 刀 を 三本 さして 

しま ふところ などに も、 古風な 工夫が あった。 

左圑 次の 演出と して、 どの 詞 にも 適當な 表現の あった こと は 勿論で ある。 殊に、 作者が 「皮肉」 で 


^いたと 思 はれろ^ が、 みんな 生きて ゐた。 一 つも 死んで ゐ なかった。 

これ を總 括す ると. 「毛 拔」 の惯値 は、 やはり スペクタクル としての 價値 である。 讀む ものと して Q 

愣梳 ではない。 見る ものと しての^ 俽 である。 そして 吾人の 目に 訴へ る もの は、 永遠の ノ ン センス で 

あり、 主觀 と客觀 との^ 合で ある。 戯曲 家 は リアリスト であり、 劇 は リアリズムで あらねば ならぬ と 

する 日本 说 代の 一部の 觀 客に は、 一顧の 價だ にない もの かも 知れぬ が、 古い 伊太利の 卽與 的な 喜劇 を 

釗の 木^だ とする 西洋の 一 部の 進んだ 研究者な ど は、 幾多の 暗示 を この 日本の 古 劇から 探り出す に 

違 ひない。 

「劇と は何ぞ や。」 の 根本的な 問に 明快な 答を與 へる ものが、 或は この 「毛 拔」 一 幕で あるか も 知れぬ。 

「ある」 と斷言 はしない。 しかも、 實際 「あるか も 知れぬ。」 とまで は 思って ゐる。 私が ゴォヅ ン • ク 

レ エダに 學んだ 劇に 對 する 態度 は實 にこれ であった。 
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舊 劇の 見方  、 

ユリウス. バッブ の^; いた 小へ | 文に 二  vn-s  ist  nils  Kili=z?" (「カインツ は 丑 3 等に とって 何で ある 

か。」〕 とい ふの が ある。 

吾人の 課せられた 問 超 は、 ：w ミ ァー- =-x Icuhuki?" (「歌舞伎 剷は 吾等に とって 何で あるか。 「) で 

ある。 

歌舞伎 劇に 對 する 吾人の 見方 は 二つ ある。 卽 した 見方と 離れた 兑方 とが それで ある。 卽 した 見方と 

は、 特殊の 智識 を 準備して 歌舞伎 劇 を 見る 事で ある。 離れた 見方と は、 特殊の 智識 を 無視して、 在る 

が 俊に 歌舞伎 釗を兑 る亊 である。 

卽 した 見方 を 以てしなければ、 歌舞伎 釗 固有の 味 は 分からない。 離れた 見方 をし なければ、 歌舞伎 

劇の 11 立した 藝術的 價値は 分からない。 


一 言に して 「歌舞伎 劇の 蜜赏， 一 と 言 ふ。 併し、 世に これ 程む づ かしい 鑒^ の對象 はない。 

卽 した 兄 方 をす る はの 特殊な 智識、 これ を 遣憾 なく 得る だけで も、 吾人に とって は 非常な 勞 苦と 多 

人な 時^と を耍 する C 

離れた 兌 方 をす るお の 特異な 情調に 對 する 無 感覺、 これが 叉 吾人 都會の 日本人に とって は、 到底 望 

まるべ からざる 事で ある。 

卽 した 見方 を弒 過した 後の 離れた 見方。 これが 歌舞伎 釗に對 する 眞 の評惯 だと すれば、 吾人 は 終に 

歌舞伎 劇の 鑒赏 に^み を 絶たなければ ならぬ。 

歌舞伎 劇に 對 する 卽 した 兑方 は、 これ を饗庭 篁 村 氏の 如き 故老の 劇評に 學 ぶか、 劇に 關 する 日本の 

十；！ 害に 舉 ぶに 如く はない。 併し、 それら は逞々 吾人に 甚 しい 隔靴搔 痒の 感を與 へる。 

歌舞伎 劇に 對 する 離れた^ 方 を學 ぶに は、 日本の 演劇 史に 通ぜ す、 日本語 を 解せ ざる 西洋の 藝術批 

^家の これに 對 する 忌 惮 なき 批評 を讀 むに 如く はない。 
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アルフレッド. ゲルの 「-劇 術」 の 中に 「日本人」 の 一 章が ある。 オイゲン • ッァ アベルの 「近代 戯 

曲論」 の 第三 卷に 「伯林 屮央剡 場に 於け る 口 本人の 客演」 の  一 ^が ある。 ヘルマン • バ アル の 「批^  ： 

(一九 〇 一 —— 一 九 〇 三) の 中に 「サダ • ャ ッコ」 の  一 ^が ある。 ルイ ギ • ラ アジの 「ヂ ゥゼ」 の屮 

にサダ • ャッコ に關 する 九- n ばかりの 文章が ある。 ハミルトン • ファイフの 「ァ アサ ァ* ヰ ング- ビネ 

ロォ」 の 中の 「戯曲に 於け る國民 性」 の 中に も H 本 劇に 對 する 考察が ある。 有名な ァ アサ ァ • シ モン 

ズの 「， 戯曲、 演技、 昔樂」 の 中に も 「日本の 俳優」 の 一節が ある。 これら は いづれ もこの 世紀の 初年 

に、 "Qest  La  Duse  flu  J:IP21!" (「これ は 日本の ヂゥゼ なり"」) と 呼ばれた 川上 貞 奴の 「日本 浈釗」 

に對 する 思想で あるが、 かの 女 は 洋で 歌舞伎 釗 (たと ひそれ が變 態で あっても) のみ を 演じた ので 

あるから、 これら を 西洋の 藝術 批評家の 歌舞伎！： に對 する 忌憚な き 批評 だとす ろ 藜が 出來 る。 

しかも 吾人の 見る 所 を 以てすれば、 これらの 文^ は餘 りに 吾人の 「國 土」 その 者 を 蔑視して ゐる。 

褒めれば 「鳥」 である、 「人形」 である。 誹れば 「猿」 である. 「野 蠻人」 である。 

吾人 は 西洋人の 鑑賞 にも^に 徹底した 同感 を 得る 事 は 出來な い 。 

唯一 つ 西洋人の 歌舞伎 劇に 對 する 批評で、 深く 吾人の 同感 を 喚起した ものが おる。 それ は 嘗て 東京 

へ來 遊した 事の ある、 伯林 博物館の 助手 クルト • グラ ァザァ 氏の 日本の 舞蕞 に關 する 考察で ある。 吾 

人 はこれ を 木 下 空太郞 氏の 飜譯 (讀賛 新 M) で； m む 事が 出来た。 


力 アル • ハァゲ マ ン氏. の 感想 は、 氏が 吾人に 約束して 歸 つた 「亵洋 に 於け る 演劇」 の 出版 を 兌る ま 

では、 木 常に 分からない。 日 獨協會 でした 講演 は、 大體 論に 過ぎなかった やうで ある。 

森鷗外 氏の 「苞劇 を 奈何すべき」、 歌舞伎) 「舊 劇の 未來」 (我等) -坪內 逍遙 氏の 「歌舞伎 劇に 對 する 希 

望」 (歌舞伎) 永 井 荷 風 氏の 「. 江 戶 演劇の 特徴」 (三 田文舉 )- 木 下 木工 太郞 氏の 「日本 演劇に 對 する^お： 

「傳 劇の 脚本に 就て」 (太 陽). 小宮 i> ：隆 氏の 「歌舞伎 劇に 對 する 私の 態度」 (中央 公論) など は、 吾人の 

歌舞伎 劇 鑒赏に 深い 理論と 智識と を與 へて 5. 犬れ た。 

或は 卽し て 歌舞伎 劇を兑 ようとして ゐる。 

或は 離れて 歌舞伎 劇を兑 ようとして ゐる。 

或は 卽し且 離れて 歌舞伎 劇 を 見ようと して ゐる。 

譜 氏の 態度 は 一 人 一 人逮 ふが、 歌舞伎 劇を眞 面目に 味 ははう とする 心に、 誰 一 人と して 變り はない。 

吾人 は 諸氏の 說 以上に 何者 を も 加へ る 事が 出來 ない。 

討論 も 十分 諸氏の 間に 行 はれて ゐる。 

解決 も 十分 請 氏の 中から 生れて 來てゐ る。 

歌舞伎 劇の 常來 についても、 一 道の 光明が 旣に 諸氏の 間から 差して 來てゐ る。 
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1 舊 劇の 一 保存 案  ■、； 

舊劇を 昔の 俊の 形で 保存し ようとい ふ議 には^ も 賛成です。 今の やうな 風で 興行師の 手に のみ 任せ 

て 置いたら、 舊劇は 忽ち 滅びて I 少く とも 全く 形を嫛 へて II 了 ひませ う。 それ は^ 剠 それ n 身り 

爲 にも， これから 新しく 興るべき 演劇の 爲 にも 好い 事ではありません。 この 分で 行く と、 古い 物の 中 

へ 段々 「新しい 物」 が 侵入して 來 m うです し、 「全く 新し かるべき 物」 が やっぱり. K! い 物 を 少し は 取り 

入れ て 行かなければ ならな いやうな 風です から、 終 に は 中途 半ばな 物ば か りが 出來 て 了 ふだら うと 思 

乙 ま 

併し、 S 劇 保 伃の案 を 具體 的に 立てて 見ろ と 一一 一：； I はれる と- 衩 それが 中々 むづ かしい 事で， その 方の 人 

問で ない 私共に はとん と 手の つけ やうが ありません。 恐らく この 事^ は^-代に 合った 「新しい 芝居」 

を 興す 事よりも つと 困難な 事業 でせ う。 

英吉利に ヰ リア ム • ボォェ ルと いふ 人が あって、 M リザべ ザ ン， ス テ ェ ジ * ソ サイ ェ チイと いふ Z1: を 

組織し てゐ ます。 これ は沙翁 時代 の 作 口 § を そ の 時代 にやった 通りに して：^ せようと いふお なのです。 


そして、 沙 翁の ものな ど は 是非 さう して 兌せ なければ ならない と 主張す るので す。 ポオ H ルはー 方で 

は 論文 を 書いて 自分 達の 主張 を 世間に 發^ し、 一方で は 自ら 舞臺に 立って、 その 赏 行に 力 を盡 してね 

るので す。 私 はこの 舎の 連中が 沙翁 の故鄕 にある 沙翁 記念 制 場で 「ト n ィ ラスと タレ シダ」 を演 する 

の を 見ました が、 ！ 一 は^も 角 もとして、 その ，誠に は 感服し ました。 勿論、 舞％ は 道具な しで、 カァ 

テ ンが 下がって み-る だけです。 役者 は その カァテ ンの眞 中の 割れ目から 出たり、 兑物 席の 左右から 舞 

莶へ 上がったり しました。 蹇詞 廻し まで も 昔 流に しなければ ならたい. とい ふ 主張から 役^ は みんな 倫 

敦 一 流の 卷舌を 使って ゐ ました。 

日本の 齊釗 保^に も、 先 づボォ エルの やうな 人が 出て 来なければ ならないで せう。 役^の 中から さ 

うい ふ 人が 出て 來れば 結構です が， それ は先づ 望めない 事で せう。 それ 故、 脔劇 保^の 提^者 は 自分 

自ら 舞 裏 に 立つ 位の 覺悟は 持 つて ゐ なければ な らな いと 思 ひます。 

私の 先輩の 中から 乎 近な 例 を 擧げれ ば、 岡 鬼太郞 氏の やうな 方が 立って * 一方で は 主張 を 世 問に 叩 

き、 一方で は 舞^で それ を I 貧 行して 見せる のです。 或は 今の 役者の 中で、 かう いふ 爲 事に 心から 赘成 

た人逹 を 集めて、 岡 氏の やうな 人が 一 種の 舞 « 監膂 をす るので す。 

勿論、 ，捋員 組織で なければ いけません。 一 般の 見物と いふ もの は、 新しい 芝居に 耍求を 持たない と 

同じ やうに、 古い 芝： ^を 昔の 儘で 見よう などと いふ 要求 を 持って ゐる ものではありません。 勿論-これ 

小山 内黧 全集 七卷 ^劇の 一 保存 案  七 一一； 五 • 
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は 極 一 部の 人の 爲 事です。 そして、 飽くまで も 一 部の 人の 爲事 でなければ ならない 性^の ものです。 

勿論、 舞臺の 設備から、 衣裳、 小道具、 置、 顔の こしら へ、 ぉ嗨 子の 註文から ッケの 打ち方、 役者 

の 動き 方から 察 S1 廻し に 至る まで、 總て 「昔」 を 調べて やらなければ なりません。 これ は 極めて 闲難 

な 事の やうです が、 今の 內 なら まだ 知って ゐる 老人 連 も ありさう ですから、 さう いふ 人達の 敎へと 十 H 

い 劇^の 研究と に 依って、 可な りな 結^が 牧 めら れ さうな 氣 がします。 . 

唯 困る の は 脚本の 問題で、 若し 昔の 世話 狂言な ど を 初から 終まで、 裹帳逋 りに 忠赏 にやら うとなる 

と、 今日の 人^の 祌經 では 迚も 一日で は见 切れない 事になる かも 知れません。 さう いふ 長い もの を 二 

日繽き 位で やる とい ふやうな 事 も 意味の ある 試みの 一 つで せう が、 私 は 寧ろ 舊 劇の sa 髓 とも 兌ら るべ 

き 部分 を、 色々 な 脚本の そこ ここから 選んで、 やって 兌せ て 貰 ひたいと 思 ひます。 詰まり^ 劇の：： ル木 

を 見れば 好い のです。 長い 一 つの 狂 一 百 を 二日 掛かりで 見る より は、 色々 な 脚本から 色々 な 場面 を 選ん 

で、 それ を 半日 位で 見せて 贳ふ 方が 今日の 人 問に は爲 になる と 思 ひます 。「通して 兑る」 とい ふ-おは， 

薹 帳を讀 むと い ふ 事 だけで 澤山 だと 思 ひます。 

勿論、 この 舎に 使 ふ 劇場 は 出来るだけ 舊態を 供 へ た 劇場で なければ なりません。 い Z 人-京なら^ 詰め 靳 

倉 座で でも ありませ うか。 次第に 依って は、 歌舞伎 座で も 市 村 座で も 好い と 思 ひます。 洋式の^^ は 

斷 じていけ ません。 


勿論、 興行師 達の 赞成を 得て. 色々 な 方：. a からこの 赛業を 助けて 貰 へれば 幸福です。 この 爲^ は 

「芝居」 の發 M にと つて、 決して 惡ぃ 事で はない のです から 興行師 達 も 必す赞 戌して^ れ ようと 思 ひ 

*2 す 

それから； v 優 逹を糊 問 にす る 事 も 是非 必耍 です。 これ は 昔の事 を敎 へて 貰ふ爲 です。 倂 し、 舞臺に 

立って、 實 際に 爲事 をす るの は * 素人 か 若しくは この 事 紫に 同情の ある 若い 役者 達の 方が 妤 いと 思 ひ 

併し、 さう は 言 ひます ものの、 前に も 言 ふ 通り、 この 爲事は 中々 困難な 爲 事です。 これ を やさしい 

爲事 だと 思って 始めたら、 飛んだ 問 違 ひです。 

誰か 勇氣を 振って、 この 難事業に 當る人 はないで せう か。 私に 若し 「新しい 芝居」 とい ふ爲 事が な 

かったなら、 私 はきつ とこのお^ のおに 立つ でせ う。 
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解  題 

水木 京 太 

本 卷には 先生が 二十 年 餘に罝 つて 草され た 劇評の 袷ん ど 全部と • 特に 歌舞伎 劇に 就いての 研究 を輯錄 した ものと 

が收 めら れてゐ る。 劇評 家と しての 先生の * 業績 を 傅へ る のみでな く， 先生が 直面して 來た 我が 劇 境の ra 牛 世^ を 

せしめる 點で、 は 犟な與 味の 對 象たり 得る もので あらう。 

それら 劇評の 大部分 は、 もと 「演劇 論叢」 の 下卷を 成す ために、 先生が 生前 自ら 採錄編 斡され たもので あるが 

一部 は旣に 添削 改訂 を 得て 三校 を 綞てゐ るのに、 中には 死後 漸く 初校の 出た もの さへ ある。 先生 は 校正刷に 修正 加 

筆 をされ てゐ たので、 これら は 他の 最近 刊行物に 基いて 校訂す るより 外迮 がなかった。 丁度 第壹卷 短篇 小 說篇に 於 

ける と！ H 樣. 卷 中間々 措 字 假名 使 ひ 等の る 所 ある は 以上の 理由に 依る。 ことに、 編輯 者が 新に 加へ た 昨年度 朝日 

新閉の 劇^の 如き *  ^ネ 制限の ために 罔點 づきの 假名に 改められて ゐる もの も， すべて 發 表された ままに 從 つたの 

である" 

先生 は 一 文科 大學 生と して 「帝 國 文學」 に據 つて ゐた 明治 三十 七年顷 から， 詩、 散文詩. Slli 等 を發 表する と 共 

に、 一方 演劇 方面に 於ても 戯曲の 虔女作 「非 戰鬪 員」 を 〈ム にし 更に 「魏鹅 公」 の 筆名で S 號 劇評の 锋を 執られて 約 

ニケ 年に 及んだ が、 先生 はこれ までの 著書に 一 も採擇 する ことなく、 また 「演劇 論寇」 中に 收 める 意 圆 もな 力った 
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小山 內薰 全集 七卷 解題  二 

ので • 本卷 にも 之 は 割愛した。 

やがて 三 木 竹 二 氏の 主宰す る 「欲 舞 伎」 誌上に、 單獨 乃至 合評の 形式で 劇評 を 書く に 至った が、 脚本 批評に 芘 き 

を 置いた 少壯學 徒の 涛 新な 評言 は、 老大家の 劇評に 伍しても 斷然 光彩 を 放って ゐた 0  — 本卷の 「明治 卄八 年—  ^ 

九 年の 阛評」 は卽ち それら を 一括した ものである。 

「四十 一年の 劇評」 は讀賣 新聞の 劇評 欄 を擔當 した 折の 所產 であるが、 晩年 最後の 一箇年 を專ら 東京 朝日 新閗 のた 

めに 執筆した もの 以外の 劇評 は、 すべ て 先生が 新聞に 雜 誌に 所謂 フ リイ • ラ ンサァ として 隨 時に 寄稿した、 その 集 

大成で ある 0  — 主として 執筆した 雜誌は 「歌舞伎」 「演 藝賓 報」 「演 藝俱樂 部」 「新 演藝」 等、 新 閗 は 「來京 朝日」 

「東京 日日」 「讀 贾」 「時事」 「中央」 「二 六」 等で ある 0 

先生 は 新劇 運動の 體現 者と して 終始され たが、 勿論 西洋 演劇の 盲拜 者で もなければ 欲 舞 伎 劇の 無 識者で もな い。 

それ は 劇評 を ー锊 する だけで も 充分 諄 解され るが、 歌舞伎 劇に 就いての 屎 き 理解 造詣の 如き * それ を專攻 する 者 さ 

へ 追隨を 許さぬ ものが ある。 しかもよ く 知りよ く 味 ひながら 從來の 通 や 見 巧者の 企及すべからざる 卓見の 多く を-; M 

して ゐ るの は、 一 に 先 A が 之 を 取扱 ふ 態度に 依る ものである。 

本卷 に輯錄 せられた 歆 舞伎剐 研究の 諸 文 草が 明に 示す やうに、 先生 は 決して 欲 舞伎剡 のために 馱舞伎 劇 を 論ぜら 

れ なかった。 宛 も 飜譯劇 を 一 つ の 有力な 「si」 として 過した やうに • 欲 舞 伎 劇 を も 新しき 國劇 樹立に 资 すべき 一 耍 

素 を 以て 目して ゐ る。 東西の 演劇に 通曉 せられた 先生に は、 徒に 歜舞伎 劇の 世界に のみ 跼^ する ことなく、 いはば 

演劇. フ 0 バァ ともい ふべき 規準に 於て 之を笾 し 批評し 得た ので ある。 


「欲 舞 伎 劇に 對 する 吾人の 見方 は 二つ ある。 卽 した 見方と 離れた 見方と がそれ である。 卽 した 見方と は、 智譎を 準 

備 して 欲銶伎 劇 を 見る 寧で ある。 離れた 見方と は、 特殊の 智識 を 無視して、 在る が 儘に 歌舞伎 劇 を 見る 事で ある。 

1 卽した 見方 を 以てしなければ、 玦舞 伎劂 固有の 味 は 分からない。 離れた 見方 をし なければ、 ^舞 伎 劇の 獨立し 

た^ 術 的 惯値は 分らない。」 と訓 へられた 先生 は、 「舞 袅の 色彩」 等の 研究で この 離れた 見方 をして ゐられ るば かリ 

でな く • 仝 劇評 を 通じて この 態度 を特 された ものである。 而 して 歌舞伎 劇 は 先生 を 得て はじめて 容親 的に その 蕤街 

的 ^ 値を闡 明に される 拽會に 接した と 云 ふ も敢て 過言で な い。 

耍す るに 劇評 家と しての 先生 は、 その 璺 筏なる 感受性， その 耥辍 なる 觀察 その 卓越せ る餒 讒、 その 透徹せ る 判定 

等， 批^家の 本質的 S 格に 於て すぐれて ゐる ばかりでなく， 欲 舞 伎 劇に 對 する 演劇的 視野 を 接げた 第 一 人 者と して 

其 功^ を へらるべき である。 
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